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耐も 美々 しく裝 ひたる は あらざる なり 
「何 ^ 、 彼は？」 

搬の 二人の f% は 然も 僧 さげに 眩け り- 
「可 厭な 奴！」 

^  ii  がて せい  $  おもて そ L- 
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〇 
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5) こく、 ろ ^ ,^ ^ ん 0 1: う • *: * «> 〆 

獻始 く、 ぃと «^ く 父 I」 が：：： たり、 高島田に ひて、 縮 編 G 羽織に 撮みた る ほどの 肩揚し 
たり。 顔を 毅 めっ 一の 前 L il i0 し、 驗に組 齡、 れ ば、 S 浄小齡 を 配め しのみ 0 
「どぅぞ ] Itl 方へ。」 
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怪しげに 動して、 
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お 0)^ ®T むる 観より、 «? はぉ傲^^じて、ぉ俊は紳士を案.以して、客間の床柱の前なろ火鉢 
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「あら、 * § デ 如何した のょ 011 
お傲^ m s:^ ちて 彼の 橫^ i を 續け さまに 拊きぬ 。 

X  これから  〇  • 

「可く つてよ、 可く？ よ、 以來 もう 可く？ よ」  、—  I 
彼は 始めて i 穿 數を觀 して、 及ばざる S 化を P たり けれども、 一旦 金剛石の S 光 
こ ^ かれた る、 じょ 激 试 の撕數 を *, び けんやう にて、 然し も 具 見し かりけ る 手腕 0 科 も 見る 


「三百 圓だ つて」 
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「冰 い あ、 金 llii 石よ .^ 


ゐ れ  プイ アモン ド 

「那が 金剛石？ 


ブイ T モン F 

「見 給へ、 金剛石。」 
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o  Tn_t 一  t  くつき や 5  さい ぅ  6 

とを ■せんと S1- るな り。 又 期 靜 には 一人の 女に 内を？ しめて、 墨の 男 四 人 左右に い 
霧？ 11 |し、_を猶，稱し、 |> ヂ 1, £と稱するも、實は金剛石の鼻柱を挫 
かむと対 ^ 』なれるに外ならざるなり。果せる晖 #^ 2^は ^: ,負に蓬き大敗を取りて 
人 も 無げ なる 紳士 も變に 鼻白み、 ，寒じ き 人は雜 を齡 めて、 座に 4 ふべ からざる はか ^ 0 
の磬 を％ かされ 仁り。 4 の 一番に て、 _の努 装， 見ぇず なりぬ。 男たち は 萬 歲を唱 へ 

5  Lfc  Tr\ li くわい  らぅ ぜき 

ナ I ども、 女の Jn-fH ur ^i ©'- 玉を ダ f へる 心* 地した る も 多 かりき。 散々 に破壤 され、 狼藉さ^^ 

、 > fe そ h. ひそ ぃあろじゐ ^ じげ か ( 

麗 されし 富 山は、 餘りに 一！ ^ W? W5 ならざる 齡 «- に 怖を なして、 落に 主の 居 問に 逃 歸ズろ 
なりけ り 〇 


「どう 遊ばしました。 お ▲、お 手から 血が 出て 居ります 0 J 
奶は 矢庭に 煙管を 捨て  '  忽に すべから ざらん やうに ぎ 遽と 身を 1 せり。 

ひ ^ * * t  らんは 5  しやう  くわ じし や 5を く 

「あ'  酷い目に遇つ た。 どうも 那樣 亂暴ぢ や 爲樣が 無い、 火事 裝 束で ▲も 出掛けな くつ 
ち や 迚も 立 切れないょ。 馬鹿にして ゐ る！ 頭を 二つ ばかり 撲れた 0  J 

手の ¥1 の 血を 吮 ひつ i 富 山は 不快なる 面色して 設の 席に着きぬ。 豫て船 1 思し たれば、 海老 

なり。 主は 手を 打 鳴して 婢を呼 び、 大急に 跳 子と 礼 逆 とを 說 へて、 

「それは 如何 も 飛で もない 事を、 外に 何 處もお 怪我は ございませんで した か。」 

そんな  た t 

「.那 樣に有 られ て耐る も © かね 0 」 

爲う事 無 3 に 主 も 恶 1 f せり 0  . 

A んさ 、フ- ?>  •フ  さ L- あ  ず 2> ぶ A ら ，1 !± *フ  フ -3 

「唯今 絆 創資を 差 J: げま す。 何しろ 皆 書生で ございます から 隨分亂 暴で ございませう。 货 


よ ろし 


鐽氍 しまして 甚 ■人り ました。 もぅ ■へは 術 擊 にならん が 宜ぅ— ぃます。 何 
も ございません が iltT で 何卒 御 寬 り。」 

「•船 ^ 卸ぺ 歐行 つて 見やぅ かと も 思 ふの。」 


フ 

8 

I 


いらつ しや 

「へえ、 又 被 入い ます か 〇」 


は がん  あるじ 


- S  ^ 


物は 言は で. ■める 富 忠磬ぃ辦群り。早くも變を得てゃ’破顏せる主の目は、薄の 


P 如く fl “一  かにな りぬ。 
「では 術！^ に, し 仁の が、 へえ？」 

富山斟 11 餡£り。 


「ございました らう、 然 うで ございませう とも。」 


なぜ 


r 何故な。」 

又 4 も®、 f もので ございます 0 +* 目の 見る 所ぢや ごさいません 力」 


:•  急  . 

富 山は 頷きつ ▲、 

「然 うだらう ね。」  . 

「彼は 宜うご ざい ませう。」 

「一寸 好い ね。」  .  . 

「まづ 其の 御意で お 熱い 所を お 一盞 。不满 家の 貴方が 一寸 好い i 有 仰る 位では、 餘程 尤物 
t 思は なければ なりません、 全く 寡う ございます 〇」 

倉皇 入來れ る 内儀は 思 ひも 懸けず 富 山を 見て、 

「おや、 此方に お 在 あそばした ので ございます か 〇」 

' 彼は 先の 程より 臺 所に 詰 切りて、 中 入の 食物の 指圖な どして 居た るな りき。 

「酷く 負けて 迸げ て 来ました 0 1-- 
「それは 好く 迸げ て 被 入い ました 0 J 
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ひ *) か仁*- :\ ちぎ 


里め 塞 f  f  f  <f  .か、— islf 

ん のぎ 癸と 知— り、 fp て f ん 4 り、 如何に. となれば 其 
0 へ 6 れ V6 なり。 富 山は 事も無げに 


くわん 

て、 環 


た V へ. ん 


1 4 ab ii ょろし 

「何 爲宜い 。 ' ^ 

「 宜 いでは ございません 。露では _ でございます。」 
rpr PI" いと rs。」 と 聞 til らで 彼は# の 焚へ 出で 5 けり。 

「時に 一の 身分は 如何 かね。」 

「f やぅ、 惡い 事は ございません ガ . 。」 

「が、 如何した のさ。」 

「 か、 ^ した 事は ございません です。」 

「それょ 说ぅ ti らぅ 〇觀し 凡そ 甚贤 もの かね 〇」 


「觀 は ft? 1 親 鉛に ij? めて 居りました が、 唯今では 地所 や 家作な どで 暮 して 居る やぅで ござ 

2う  こがね  しぎざはり3气」.フ  ぢきミ なりち やう '2 くて 

います。 如何 か 小金 も冇る やぅな 話で、 嶋澤隆 三と 申して" 直 隣町に 居ります るが、 極 手 
堅く 小體に 遣つ て 居る ので ございます。」 

「は ぁ 知れた もん ti ね。」. 

我は 顏一 I 驅 鲈撤撫づ れば 、搬 の金亂 石は 燦然と 光れり。 

「それでも 可い さ .0 然し 嫁れ やぅ か。 嗣子ぢ やない かい。」 

「然 やぅ r 人 娘の やぅに 思 ひました 〇」 

「それ ぢや k るぢや ないか 〇」 

「私は 悉い 事は 存じません から、 一つ 聞いて 見 ませぅ で。」 

II て# は £ m て騷 をる が、 Hr が 藤と も 知らで 藍の 如く  ■された \ おめ 

は 彼に 向 ひて、 i 呂の 家内の 樣子を 訊ねけ るに 知れる 一遍は 語り けれど、 娘は 猶 能く 知 るら C 


んを、 齡に銳 きて！ I くべ しとて、 対 & は P 滅を 侑め けり。 

SI 11J: 齡黻の 1E 肖 IltT に 来りし は、 粒 1  貝に ぁらず、 齡齡 1 i にぁらず、 娘の 多く 聚れ るを 機と し 
5I S ん とてな 〇。 彼は 1 g 2, i: IJ; ょり， ^1 する や® や、 八龙に 手 分し 一」 嫁を 求. 

めけれ ども、 i 編 S 避し け S、 二十 露の _ s! ^ 雛は で T が 日まで も鮮事 
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彼に 心を 寄せし 輩は 皆 彼が 夜 舐の 歸途の 程を 氣遣 ひて、 ■我 願く は 何處 まで も 送らん と絕 
か 1 ㈣ひ に 念 ひけ、 巧と、 ■透 ^ ,  1 も、 宮 の？ 時 T 人の 男 勝 ひたり。 其 人は 高 

£  <  を、 JIN く  ダィアモンド  つ  き よ ;? * フ  め  f  ざ 
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船#上に齡竹されし貫一は雛る、觀を机に纪へて、打仰ぎっ、微吟せり。  フ 
「於に l)3t む、 M ぎ 拓 v mt む f r 。 君に く ^ T 漂 時を 惜む べし。 花 有り 折る に堪 C 3 

こ，-  <  ひな  なか 

へなば、鉛'に折る須し。花無きを待つて、空しく枝を折ること莫れ。」 

「？Irl さん、 如何して 那 樣に醉 つたの？。」 

「醉 つて ®^ るで せぅ、 «^ は。 ねえ、 貧さん、 ^' 常に 醉 つて 居る でせ ぅ。」 


ほ んた、 J  みい  サン クス メニィ サン クス しそれ  じじ 0 

一本 當に 待つ て 居て くれたの かい、 宮さん 。謝、 多謝！ 若 其が 事實 であるなら ば だ、 僕 

.この 念 *1  こん ^ .  ょは  じつ  それ 

U 此儘 死んでも 怅み ません。 這 麽に醉 された の も、 實は 其な の だ。」 

彼は 宮の 手を 取りて、 情に 堪へ ざる 如く 握緊 めつ。 

二  •  i  \ 

「二人の 事は 荒 尾ょり 外に 知る 者は 無い の’ た。 荒 尾が 又 決して 1 y 男ぢや ない。 其が 如坷 


みんな 


しゅくはい 


して 知れた のか、 衆が 知つ て 居て . 僕は 實に 驚いた。 四方八方から 祝^ と、 

いち C? ちょく  さ  しゅくはい  *7  おぼえ  >  つ こ 

十 も 二十 も 一度に 猪口を 差 ざれた の だ。 祝盃な どを 受ける 覺は 無い と 言つ て 手を §r 籠め て 


みんなき 


居た (t れど 、なか  <衆聽 かな いぢ やない か 0 」 


ひそか * ， <5 fe よ ia ん 

宮は竊 に 笑を 帶び て餘 念な く聽き 居. 


〇 


しゅくはい し ゆい 


かり そ ^ 


び じん  いつしよ 


しんし 上く S も 


「それ ぢや祝 盃の主 意を 變 へて、 假初に も 那云ふ 美人と 一居に 居て 寢食 を俱に すると 云 ふ 

それを 祝す の だ 。次には •、君 も 男 f なら、 ® I に Y 妒を 進めて、 絜筘に C 
爲 6 やぅに 十分邋 動した まへ。 十 年 も 一所に 居てから、 今更 人に 奪ら れるや ぅな 事が あつぐ 


すで  ら ヤま 

のが 旣 に可羡 し、。 


)v 

A ? 


ii さ i ..、わんい ちいつ こじ A, ちじょ く  0 れ^-ほぅい* フぜん たい  めんばく  くわん 

たら、 獨〇間 貫 一一 個人の 恥辱 ばかりでは ない、 我々 朋友 全體の 面目に も關 する 事 だ、 朋 ) 

ひ  か- 7 ミう ちう is く  --5 をれ  ぜひ^'  びじん  8 

友 ばか， りでは ない、 延いて 高等 中學の 名 折に もなる の fi から、 是非 彼の 美人を 君が 妻 君に 3 


い ク 


むすぶ 


いの 


Hi 


する やぅに、 是は 我々 が 心を 一にして 結の 神に 禱つた 酒 だから、 辭退 する のは 禮でな い。 

★■•一-. % '  一.*  . 

受けな かつたら 却つ て 神罰が 有る と、 弄謔 とは 知れて 居る けれど、 言 草が 面白 かつた から 
片端から 引 ぞ けて 呷々. 遣 #5 けた。 


ぉそれぃ 


高等 中 學の名 折になる の だと、 恐 入つ たも 


宮 さんと 夫婦に 成れな かつたら、 は ▲ i i 
の だ。 何分 宜しく 願 ひます 〇」 

•  p.  r 

「可 厭よ、 もぅ S 一さん は。」 

「友達 中に も然ぅ 知れて 見る、 と、 立派に 夫婦に なれなければ 彌よ 僕の 男が 立たない 義 
だ 。 J  、  r 

> .4^4  略 

「もぅ 極つ て 居る ものを、 今更 . 〇一 


-  -n 


i  iv- 1 4 


f  このごろを ぢ %- tt  やうす  ^  5 

「然 うでないです。 此頃 翁さん や 姨 さんの 樣子を 見る のに、 如何 も 僕は 


。し 


そんな 


け 


じ やす 2) 


「那樣 事は 決して 無い わ、 邪推 だ わ。」 

r *H は 11 さんや 雛さん の 了簡は 如何で も 可い、 貧さん の 心 一つな の だ 〇 •一 


ふい 


1 fn 


「私の 心は 極つ て 居る わ。」 
T 然ぅか 知らん？」 


*> ん i 


「然 ぅか 知らん て、 それぢ や餘り だ わ。」 

貫 一は _をぞ へ かねて 宮の膨 を 枕に 鮑れ ぬ。 宮は 彼が 火の 如き 頰に 、額に、 手を 加へ て" 


at 


ひた ひ 


•は 


ろ 


ね 


水を 上げ d. cs せぅ。 あれ 又寐ち や 

3 ぎ よ 


. 貫 一さん、 貫 一さん。」 

避 C 愛 ル 黯デ 哉、 此時 は宮が 胸の 中には 例の 汚れた る 希望は 跡を 絕ち て、 彼の 美しき 目は 

こ  ねが : i あつ  ミみ  たぅ ミ  ないし * ら  y 

W に 見るべき もの、 あら ざらん やぅに、 其の 力を 貫 一の 寐 顔に 鍾 めて、 富 も 貴き も、 乃至 有 39 


• ^ ひて紙％をも知らざるなりけり。 |#7 の 1: 5し塞 |; は此の夜の如く眼を閉ぢて、此一 y 

)w%  •  少 4 V つじ l  、 >  あき らか s fe L び  〇 

i に鑛 5 T A° ょ 5 把らざる 如く、 彼は 世 制に 別人の 殺を 見ず して 又 此の 明なる 燈 火の c 4 

、  こ ミ i' l ら  てら  *A  / 

おが 如き もの ありて、 # - に 他 等を のみ 照す やぅに 感ず 5 なり。 

五 

•  レ© \ がく かぅ ま、っは い  S き t 

，響の ♦■は^ 4 けず麗 りぬ。 其 娘の ぉ 俊と 宮 とは 學校 W 輩に て 常に 往来したり 

つ •っ： ころ fe や /\ fl ^ ひし 

け I ども、 起 fi 家と 家との 奶 i は あらざる なり 0 彼等の 通 夢せ し 頃 さへ 親々 は 互に 識らで 過 
ぎ 仁り しに、 今は n A° の 露 も ifr? <" 酿く なりけ るに 私び て、 贩に甘 ー ハ 母の 來れ るは、 如 和な 
6 故に かと、 官も兩 親 も 怪しき 事に 念へ り。 

尅そ三 yi の！ i 彼は 歸行き ぬ。 

*1 こ ®? しみし は 彼の 來り しょりも Jts ffll 事の！^ に 思 懸けざる に ^ けり。® 一は 不在な り 


めづら  ，やくら い l fc %/  づ  J  か 

しか ば 此の 珍しき 客來の ありし を 知らず、 ® も亦敢 て 告げず して、 二 日と 過ぎ 三日と 過 
ぎぬ。 其 日ょり 宮は 少しく 食して、 多く 眠らず なりぬ 。貫 一は 知らず 〇宫は N lf sw しとょ 
爲ざ りき、 此閒に 兩 1 は 幾度と なく 談合して は、 其 事を 決し かねて 居たり。 

彼の 陰に 在りて 起れ る 事、 又は 見るべからざる 人の 心に ^ 、 へる 事 どもは、 貫 一の 知る Hi も 

へんじ  わす  やぅす  かは  & いだ  か 一 >  5 

あらね ど、 片時 も 其 目の 忘れざる 宮の樣 子の 常に 變れ るを 見出さん は 難き 事に あらず 〇然 
も 無 かりし 人の 顔の 色の 遽に 光を 失 ひたる やぅに て、 Jgt 舞な ど si] けて 力無く 笑 ふさへ いと 
打濕 りたる を。 

宮が居 問と 謂 ふまで には あらね ど、 彼の 簞笥手 道具 等 置きた る 小 座敷 あり 0. ILtT には^^の 
爐を 切りて、 用 無き 人の 來て は迭に 冬 籠す る 所に も 用ゐら る。 彼は 常に ] ItT に 居て飢 世 V? す 
るなり。衝め 1; 7をも賢くなり。彼が1{14^見ゅる挪ヂ辦 0^ はゃ奶を姬み ,\ 5|の抓艇.^た 


宮 は 漆の 上に： 紅 Eff たれ ど、， 5 で、 懶げに 火 健に 靠れ た"。 

彼は 把し くぢて 一 《く i らず なりてょりは、 好みて 此 一間に 入りて 深く 物 思 ふなり けり。 
■は 益を 知れる にや、 此樣 子を ば， ん ともせで、 唯 彼の 爲す ま" に 委せたり。 

此の 日 貫 一は 議 1 Tg 沿の みに て 早く M ぎけ るが、 T^_ 氯 には 誰 i ぇで 火 燒の間巧 
の 4 T2 聲 して、 傲は 靜に 我が 歸 りしを 知らざる ょと 思 ひければ、 忍 足に 窺 寄りぬ。？ の た 

0fsfK§^,  S0 

すなるべし。 人 & ダと 知らねば、 彼は 口 もて 贤る ばかりに 心の 裏を 其狀 に顯 して 博 
らざ るな り。 5 は i ゲ？ も Ey を 潔め て、 擻 彼の ぼん やぅを 見 t したり。 宮は 少時 ぁ 
り v 4 <i に 入りけ るが i に 街』 打 俯しぬ。 

MLl 身を％ せて 新 12內を^>つ、貫一は眉を取めて思落卜り。 
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彼は 如何なる 事 ありて 然ば かり 案じ 煩 ふならん。 然ば かり 案じ 煩 ふべき 事を 如何な れば我 
に 明 さ f るな らん。 その 故の あるべ く覺 えざる と與 に、 案じ 傾 ふ 事の あるべき を も 彼は 唐 

J-  -  -  £  -  r.  ^  .  -  -  ~  ^  -  .メ Z. • 

じ 得ざる なりけ り。 

恁く又 案じ 煩へ る 彼の 面 も 自ら 俯きぬ。 問は ずして 知るべき にあらず と Mt {わめて、 wi ひ 
内を 差 観き ける に、 宮は猶 打 俯して 居たり、 何時か， ちけ む、 ^ I 繪の 櫛の 零れた る も 知ら 


で 0 

A? の 鋩 1 f  | |? て宵 の 組 術ぐ 時、 貫 一は！！ に 4 在り。 彼は！ 一て 41 駆づ る、！^ を f| は 


ご ' £ 


〇 


ん としたる // 如し 

「あ'  吃驚した。 何時 御歸ん なすつ て。」 


「今 歸 つたの。」 


ちつ ^ 


「然 ぅ、 些も 知らな かつた 0 j 


(  43  )〕 


宫は おのれの 顔を 頻に 眺めら る ▲を 眩 ゆがり て、 

「何を 術% に視る の、 1 :厭 、私は。」 

がれ ども 彼は 猶—齡 た， k 宮は一 と ■$、 §: 片 il の內 論がせ り。 
r 齡 さん、 お M さん^ k% したの。 え、 何處か 不快の かい。」 

「何ともない のよ。 何故？」 

ぼく  1 日 ひっ II S ^I ^I せり。 貫 一は <«? を忠名 i ^ r 湯， けて、 斜 SS 

を 見 遺り つ i 、 

「たから 傲は 銳松 7KS *§ ぃと 言 ふんだ 〇 ぎ ふ 日へ ば、 免ぃ の 神經質 、たのと 言 ふけれ 
ど、 それに 違 無 いぢ やない か。」 
r たつて 何とも あり もんない ものを . 。」 

「可と もない ものが、^^ へたり、^^ を PJ:- いたりして 0; い. で 居る もの か。 僕は 先 之 か 


4 一*;、  * 

ら廚紙 の 外で 立つて 見て 居たん だょ。 病氣 かい、 心配で も あるの かい、 言つ て 聞した つて 
可 いぢ やない か。， .一 

K は 言 ふ 所を 知らず、 纔に 膝の 上なる 紅 絹を 手 弄る のみ。 

「病 氣な のかい。」 

彼は 僅に 頭を 棹り ぬ 0 
「それち や 心配で も あるの かい。」 

彼は 仍頭 を掉れ ば、  '  '  . 
r ぢや 如何した t 云 ふの さ。」 

宮は唯 胸の 中を 車輪な どの 廻る やぅに 覺ゅ るの みに て、 誡に も詐に も 言を 出すべき 齡を知 
らざ り％ 彼は 犯せる i の齡 に №7 む 能は ざるを 摇れる 如き辦 妒の爲 ^rr rlr けるな り 0 
如何に 答 へんと さへ 惑へ るに、 傍には 貫. 一の 益 i 詰らん と 待つ ょと 思へ ば、 身は ^ ら るふ 
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やぅに 姐 奶る 似 の觀 を、^: も！ £ はれず ぼかなる 汗の 流れ"^ ぬ。 

「それ— kf たの？ 言 ふ のん に 〇」  ?  !  i  s 3 
貫 一の P は 漸く!^ r りぬ 。彼の 得 貧は ぬを 怪しと 思へ ばな り 〇宮は 驚きて 不覺に 言 出せ 
り 0 

「妒|: したの だか^!  ti も齡ら ない けれど、： . 献 UL 此二三 日 如何した の t: か . 

歡に黔 な 事を 考 へて、 何だか 世の中が 館ら なくつ て、 唯聽 しくな つて 来る のょ。」 
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に 見えて？」 

E を， て 影し貫一は ^ ㈣齡くと斯に尉を紙めて、 

「それは 病氣だ ！」 

宮は打 萎れて 頭を 垂れぬ。 

(. か  しんは い  し  い 

1'  然し 心配す る 事は 無い さ。 氣に爲 ては 可かん よ、 可い かい。」 

「え、、 心配し はしません 〇」 

異 しく：^ みたる 其聲の 寂し 3 を、 财何に 貫 一は 聽き たりし ぞ。 

; それは 病氣の 所 S1' だ、 腦でも 初 良の だよ。 撇辕 事を 考へた 日には、 ぃ一 0! だつて!^ つて 親 
せる 日は 有りは しない。 固より 世の中と 云 ふ ものは、 然ぅ ffi? 白い 雜の ものぢ やない ので、 

又 人の 身？；^ ど齡ら ない も S 無い。 S5 は 其に 霧 口の’ 5 れ ど、 を. 鉛 7 ) 

ご ち ん  ザ •か いぢ 5お て ら  し ^ 文 か fi かくご  ' 、 M 

して 御覽な 、世界中 御寺 ばかりにな つて 了 ふ。 餒 i のが 世の中と 覺 悟した 上で、 その #^ 〆 C 


脆らない 的で 孤て 11 木ゼ あめやぅ として、 究竟 我々 が 働いて 居る の ^ 。 考 へて欝 いだ 所で ) 
觀らない世のヴに徵ぢ賦と組れて來た肌パは*どぅ 1, |£! 纪対が無いぢやないか。だか C 48 
ら 、薪らない 世の中を 徵ヂ か ffil? 郎 く * I さぅ と考へ るょり 啦は 無い のさ。 面白く 暮す には 何 
*v_ 獻沪 無ければ ならない、 T ぎ 鐵とデ A 齡 f ぁつたら 決して 世の中は 蒲らん ものでは ない 
ょ。|£さんはそれで1齡と云ふものは無いの '^ ね。此樂がぁればこそ生きてゐると思ふ 
程の 樂は 無い の だね。」 

宮は系 しき 目を 擧げ て、 求む る 所 ぁるが 如く 偷に 男の 顔を 見たり。 

「屹度 無い の だね。」 

彼は 笑を 含みぬ。 然れ ども 苦しげ に 見えたり。 

「無ぃ こ \ 

宮の肩 頭を 捉 りて 貫 一は 此方に 引 向けん とすれば、 爲 すま ▲に 彼は 緩く 身を 廻し たれ ど、 


-  Jinn  ,-.-1 ，- ^  J 

顔の みは 可羞 しく 背けて 居たり。  - 
「さあ、 無い のか、 有る のかょ 〇」  . 
f 眉に 懸けた る 手を ば 放さで 連に 搖る 、を、 宮は鐵 の. 槌 もてが 徵 i さる ふやぅ に覺 えて、 安き 
心もあらす、冷なる汗は 31 1時流出でぬ。 

「是 U 怪しからん！」 

宮は危 みつ、 彼の 顔色を 伺 ひぬ。 常の 如く 戲る上 /CK るべ し、 其 面は 和ぎ て 一點の 怒 1 ^ たに 

むし  くち も ミ  ろ , ひ  つ t 

あらず、 寧ろ 唇 頭には 笑を 包めるな り。 

r 僕な どは 一件 大きな/、 樂が あるので、 世の中が 偸 快で 愉快で 耐 らんの。 一日が 經 つて 
行く のが 惜 くて  <  ね 〇 僕は 世の中が 薪らない ® 5 に 期"！ T を 航， へたので はなくて、 ^ 1 T 
の 爲に lit 世の中に 活 きて 居る の だ。 若し 此世 'Q 中から 其樂を 取 去つ たら、 世の中は 無い！ 
貫  一 t いふ 者 も 無い！ 僕は 其樂と 生死を 俱に する の だ。 宫 さん 可 羡しい tl らぅ！ ，一 
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宮 &S 射の IQI" e 7Ki れる ばかりの だ T に纪へ かねて mi ひしが、 此の 心の中を 覺られ じぅ 
と 思へ ば、 觀る九 を 勵し て、  C 
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「可 羨し いわ。」 


r> 

r 叩 ■しければ お 献さん の 事 だから 分けて あげやう。」 


「術 年。」 

みんな や  しま 

「え \ 悉皆 遣つ て 了へ！」 

■は _の椠 ょり ひ il ろの ボン く 


はずみ  ふくろ 


ゆ 6 


を •恥 虹して ^<齡の上に置けば、銳力に緹の口は弛み 


r. .r x ,、  た ^ ——  A だれい  こ  も.つ、ミに1? r< J53  丨 

て、 紅 ぼの 玉は 珊々 と亂出 でぬ。 這は 宮の 最も 好める 菜 T な 


〇 


六 


そのよく^-じつ  I 

其 S 々日な りき、 宮は貫 一 


«)T t れて r M」i® の議を 受けし に ふ ^ なりと て 一 瓶の 


2> び肀 • 


いちびん 


'  J  T，、 f ■■.•孑.  『  rr  - 4 ，  4-i,  V  -  44.  l_ *J r  >  て. -: .  i.  o’  ,  -  '  :  ，-  一-' --* 、，|1--.| 

ナ 6 や,、  .11 

水 藥を與 へられ， 一は 信に m:: 病；/ ナ〇 べしと 思へ り。 繫以 必ず 11 る 事^ 
t 其藥を 服したり。 懷惱 として 纪に皆 へ ざらん や、 Z へる 彼の 叙, 觀の 1 r 見ぇ ざり 
けれど、 其 心に 水と 火の 如き もの ありて 蟹す るぎ ■は ム^! りて ±: ざる f けり。 

? 5 は 彼 の僧からぬ人ならずや。怪がべし、彼は群蒙しも齡からぬ人を見ることを 
懼れぬ 見なは 有 繫に見 まほし く 思 ひながら、 面を 合すれば 齡 形 も ギ つべき 想 tfin を ft デる 
なり。 彼. 3 情 S 言を 聞けば、 身 t 斫ら？  T に覺 ゆる—。 宮は 彼の ®? しき •、凝を 
見る こと I れ たり。 宮が 心地 殿れ ずな りて ょり、 彼に 1 する 貫  一 & しさは 馨 齡に ぃ一っ 
f 加へ S ば、 彼は 死を 覓 むれ ども f^ r、 越を 求 むれ ども 得. f ん やぅに、 靈し一 UII 
と 其 0 堪ふべ からざる 齡」！ 2 至りぬ。 

鸞 

に乘 ，りて 出で ぬ。 彼等は. 4 がらぬ 7 % & 雛^ J e たり。 
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「は あ、 私 も 那樣鹽 梅で。」 

「然し、 湯治は 良いで ございませう。 幾日 ほど 逗留の お >L^ 算で 9.  J 

「ま たか 四 五日と 云 ふので。 11 i の^！ の！ 一 で 出掛けた の だが、 術 配 ![? に紀き て Ti うて 
四 五日 も 居られる もの か、 出 養生ょり 内 養生の 方が 樂だ 。何 か 旨い 物で も 食べ や うぢ やな 
いか、 二人で なう。」  • 

貫 一は 着更 へんと て 書齋に 還りぬ。 宮の 遺した る 筆の 蹟など あらん かと 思 ひて、 求め けれ 
ども 見えす。 彼の 居 問を も！^ ね けれども 在らす 0 ぎ r 出で しなれば 汾も あるべ し、 奶 

たより  おも ひ y へ  きす か  こそろ たのし  かへ りきこ 

ず 便 あらんと 思飜せ しが、 有繫 に心樂 まざりき 。彼の 六 時間 學 校に 在りて 歸來れ るは、、 ぃ 
の瘦 する ばかり 美し t 容 歡 季繁が るな り、 彼は 裂い 膨為 たる 心を搬 きて ®! しべ くも 

あらぬ 机に 向へ り。  . 

じつ A づ V、 V」  いく らい -c ひミ こ , £ 、ひ fe 、 

「實に 水臭い な。 s' 許 急いで 出掛けた つて、 何とか ゴー ー 1 ^ ぐら ゐ； f 一一 i 遺いて 〔灯き さうな ものぢ 
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やない か。 T ボ k、 賢へ 行つた の ぢやな し、 四 五日で も_た 。齡一 言 遺く" 言 遺かない よりう 
ま、 攀こ なら 行く と、 縱 £€り！なものだ。^に纏いた？き思着いたつ C 54 

おれ  かへ  あした ゆ 

て、 急に 行かなければ ならん 所ぢや あるまい。 俺の 歸 るのを 待つ て、 話を して 明日 行く と 
云 ふの が 順 酌 ' fl" らう、 四 五日ぐ ら ゐの齡 t には 顔を 見ずに 行つても、 彼 人は ^ 氣な のか 知 
らん。  • 、  、- 
女と 云 ふ ^ は； f lir 男よりは I#1 が 濃で あるべき の ^ 、 それが 濃で ない と 爲れば 愛して 居 

) .  ,  fj ん そん fi: 

らんと 考へ るより 外は 無い。 辯％ A, か S して. 居らん 4 へられん、 又 萬々 那樣 事は 無い。 
けれども 十分に 愛して 居る と 云 ふ ほど 濃では ない な。 

於 漱概 7^ が #? 鉛は歡獻さ。それだから配謂「娘らしい」所が餘り無い。自 ^; '6田此ふやうに奸 

&r: ぁも繫 纪 か 知らん て。 KSI 炎から ■觀 r 植 tv ぎ 5 たけれ ど、 

今の やうに^^ しくはなかつた やうに 考 へる がな。 子供® 時分に 然うで あつたなら、 今ぢ 


や 猶更 でなければ ならん の だ。 其を 考へ ると 疑 ふよ、 疑は ざるを 得ない. 


殆どでは ない、. 


1 に 引替へ て 自分 だ、 自分の 愛して 居る 度は 實に 非常な もの 殆ど . 

おぼ 5* 5  こんな  お a: 

全く' た、 全く 溺れて ゐる の ^ 。自分で も 如何して 這麽、 たらぅ、 と 思 ふ ほど 溺れて ゐる！ 

是程 自分の 思つ てゐ るのに 對 しても、 最少し 情が 篤くなければ ならんだ。 或 時な どは 實に 
い 事が ある。 今日の 事な ども 隨分 酷い 話 だ。 之が 互に 愛して ゐる 間の 仕草 だら ぅか。 


ふか 


じ •つ  にく 


だけ  かぅ い  さ 

深く 愛して ゐる 丈に 恁云ふ 事を 爲れ ると 實に 僧い。 

小說札 かも 知れん けれど、 八 犬傳の 濱路だ 、信 乃が 明朝は 立って 了 ふと 云 ふので、 親の 目 
を 忍んで 夜 更に 逢 ひに 來る 、あの 情 合で なければ ならない。 いや 妙 だ！ 自分の 身の上 も 信 
乃に 似て ゐる 。幼少から 親に 別れて 此の 鴫澤の 世話になつ てゐ て、 其 處の娘 と 許婚 . 


_似 てゐ る、 似 てゐ る- 


L A' 5*0 tl i; ぢ  こ t しの  もま  し かた  これ 

然し 家の 濱路は 困る、 信 乃に ばかり 氣を 揉して、 餘り 僧い な、 そでない 爲方' た。 之から 丰 
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紙を 書いて 思 ふ I 言つ て if ぅか。 僧い は 僧い けれど 麗 では f し、 病人に 心配 4 ぅ 
かぁ、  5 
るの も可哀 さう だ。 .  Vi、  C 

自分は 又 s i に ^ t るから、 ^ ®? を ®/ る 所 も'^ きに あるの だ。 其は 彼 人から も不響 はれ 
る。 けれども 自分. & 寧 あるか、 齡 A? か 情が m いの か ^ S 懦 'た。 


爲 f  sft、 I AS G 鎔ぃ铝 の 有る のは、 P か 鼻—？ t? は ぁ 

'■‘  ^  ゆろ 

齡有 つて、 . 敦、 鮮も齡 A? に is  く  iji れ墓 4、 それく らゐ なら 始 から 許しは しな 

糸 〆  さ  そ I いひ V  ひ 0〕お こし 

ぃ、 にと 思へは こそ 鬱 ふ齡 に、…：： …： 11 ぅ i ぅ' た、 其— 出す と 太く 媪ら- るの 
だ、 一番拟 を 船る ょ。 靈 船 霧 デの S ノ でも 見ぇ S は 無ぃ、 鼻の 僻見に 過ぎん の だ 
けれども、 it か！ 5|ぃから^^出ろ8。般し、1も彼人©心に那霞？爪の^ 
どで も S たら ば、 自分 ■い 驗は ぎて 7^ ふ。蘚に切って見せる！自分は愛情の俘 


<,  ; JI  あるひ こ S 3L ん  あの ひぐ》 tl す 

t はな つても、 未だ 奴隸 になる 氣は無 い。 或 U 此緣を 切つ たなら 自分は 彼 人を 忘れ かねて 

こがれ じ 仁 L  はつ 31 やう  か 1: 

焦 死に 死ぬ かも 知れん、 死なん まで も發 狂す るか も 知れん。 管 はん！ 如何なら うと 切れて 


了 ふ。 切れずに 措く もの か。 


其は 自分の 僻見で、 彼 人に 限つ ては 那樣 心は 微塵 も 無い の だ、 其點は 自分 も 能く 知つ てゐ 
る けれども 情が 濃で ない 0 は 事實だ 、冷淡な のは 事實だ 。だから 冷淡で あるから 情が 濃 
でない のか。 自分に 對 する 愛情 か 其 冷淡を b 壤す ほどに 熱しない のか。 或は 熱し 能は ざる 
のが 冷淡の 人の 愛情で あるの か。 之が、 硏究 すべき 問題 だ。」 

彼は 仏！！ 满 たぬ 事 ある 毎に、 必ず 此の 問題を 硏免せ ざるな けれども、 未だ 曾て 解釋レ 得 ざ 

け ふ  いか  > いしやく 

るな りけ り。 今日は や 如何に 解釋せ ん とすらん。 


i  くじつ は. U  あたみ  たょり  わづか  は is き € f7  ぶ じ  や s ? i 

翌日 果して 熱 海ょ 〇 便は あり けれど、 僅に 一枚の 端 書を もて 途中の 無事と 宿と を 通知せ る 


しゅせき 


よみを u 


に f ぎ ざり き。 船^！ は， 11? H5 と 貫 一とを mf- ベて、 宮の 手蹟な り。 貫 一は 讀 了る と齊し く片々 ぅ 
こ §1? 纪 .きて ^ て、 けり。 宮の 在ら ば 如何にと も 解くなる べし 0 彼の 親しく 言 解か ば、 如何 C 5 

、  £  )  いかり  、つれ ひ 

に 机 腦 *?-: ちた 〇 とも 貫 一の 心の 賢け ざる ことは あら じ。 宮の 前には 常に 彼は 溫をも 憂を も 
忘る i なり。 今は 奶衝 しき 顔を 見る 能は ざる 失望に 加 ふるに、 此 不平に 遭 ひて、 而も 言 解 
く 者の あら ざれば、. 彼の は！^ <の飽 くこと 知らで 燎くや うなり。 

齡パ r 一は 彼に M II の毅 を MT めぬ。 一人の 槪 しければ ® f めて 1? (^ ん とてなる べし。 然れ 
ども 貫 一の ® 4 抵 M して & えす 思の 非ぬ 方に 馳 する 氣色な るを、 


「お ml {何 ぞ爲な すた か。 うむ、 兄 氣が 無い の。」 
「は あ、 少し 胸が 痛みます ので。」 

それは 好くない。 劇く 痛みで もす るかな。」. 


K  U 


いえ、 何 爲 、もぅ 宂 しいので ございます 0 J 


Ivy%、 .  5  こ 、 

「それ ぢや 茶は 可くまい 0 J 
「頂戴し ます。」 

管淺 ましき 溫を 人に 移さん は、 甚だ ■き 事な り、 と pg して、 ■に 獻 りて 1  が 心 
を 傷めん より、 人に 對して 姑く 憂を 忘る ょに 如か じと 思 ひければ、 彼は齡 めて 影 炉ん とし 
たれども、紀もすれば心は截になりて、群,^^む1す。 

v{t ふ ふみ  ?  こ  i  t  や 3 i' sh. b 

今日 文の 來て 細々 と 優しき 事な ど書聯 ねたら ば、 如何に 我は 慰し からん。 なか < 同じ 處 
に 居て 飽かす 顔を 見る に災 へて 其の 樂は深 かるべ—、 さては 浮きし P 詩ら れて二 y 
夜 一一 一夜は k) かりて、 せめて 其の ^: i を聪 P に ® t 歉⑴ん もを かし かるべき を。 

►  i  じは かいで ゆ  irl 

s ィ k 身 S 辛に 出 行 t を、 如何に： 置 無く 我 S ふらん かは 能く 知る y に。！! を 知ら 
は 一筆書きて、 など 我を 慰めん とは 爲ざ る。 其の 一 肇 を 如何に 我の 嬉しく 思 ふらん かを も 9 ) 
能く 知るべき に。 我を 影と 思へ る 人の 鍵に 1 ⑽は纪 ざるに や ぁらん。 C 5 
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傲— に 1 P らぬ戀 の 世に f べき か。 疑 ふべ し、 疑 ふべ し、 と貫 一の 胸は 又亂れ ぬ。 

お# 聲に一 されて、 彼は 於ち 其 事を 忘るべき 吾に 復れ り。 

「ちと i したい 事が！ S が、 や、 1 、なぅ。」  1 て.  . 
截 ふに—、 f に—、 齡 pi むに 似た— 一二の ■、燈 火に— れ て、 常 

こは 見ざる 辦しき 樹 を tW ゃぅに、 貫 一は * S ゅるな りき。' 
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「は あ、 妙 何い ふ iii です か。」 


I  kr—^  m  yc  ■一/ > ^v.  -  4  >>  •- -  ^  ^  ■  售), ^: 立^^*^ 

を Its しくぎ 5、 りし％ に 一ず」、 系 f ん語を 案じたり。 
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之を 聞ける 貫 一は 鐵繩を もて 縛め られ たる やぅに、 身の # 1 きに W へず、 心の 槪た點 しきを 

3 そ？ おん * i  お ほ  ため  1 

感じたり 。其 眉の 餘 りに 大いな るが 爲に 、彼は 其 中に 在りて 其 中に 在る ことを s n んと爲 


へいぜい  かへ り 

る 平生を 省みた るな り。 


ひじ や 5  _ご おん  あづか  おれ、 

「はい 非常な 御 恩に 預 りまして、 考へて 見ます ると、 口では 御禮の 申し やぅ も ございま 亡 

ぉ T, ち C? れほぞ  いた  一  こんぶ Jr おんがへ し 

ん 愚 父 か 何程の 事を 致した か 知りません が、 なか^^ 這 麽撕恩 返を 受ける ほどの 事が 出 I 

來る ものでは 有りません。 il 义の 5矿まして、ゎ影ゎ ^1 で、槃獻は新か髮に|:  C 


，た r 


4  ^  私 vfc ¢5 や ぢ  な くな * の ^ き  こ 4? i> ひき ミ  い /: t 

返し 申したい と 念つ て 居ります。 愚 父の 亡り ました 彼 時に、 此方で 引取つ て 戴かな かつた 


お や ぢ  なくな 

:の 

それ 


ら> ぎ Kt に％ つ 5— すか、？ 思 ひます と、 齪 fef « ?ts ff く 無ぃ』 

〆  C 

で ございませう 〇」 

彼は 十五の 少年の 驚く までに 大人び たる 3g を 見て、 其のぎ たる 拟を 見て、 其の 超れ る 船^, 
見て、 旋て 美しき 宮 と共に 此 家の 主と なるべき 其 身を 思 ひて、 漫に IM2 を 催 ぜ り〇實 に 七 千 
k の樹奩 を S て、 畐金 も «r f からざる ® 5 姑 齡^1得べき » ゼょ。彼は ^; 1の怒 1^ .ぽ 
敷に 提げて、 其の 影の 如く紀 せた る 把と 與にが 夜を 走りし!； 1 :な るを や 0 
.「ぉ？ 刖が 1 X 心ぅて くれ' は獻も S が ぁる。 r ては辦 てぉ献 に 雛 ヂぁ るの だが、！！ 

いて くれる か。」  於 

^  5  わたくし 

「如何い ふ 事です か、 私で 出來 ます 事なら ば、 何なりと 致します 0 」 

，へ _ !•- ?’ 丨い さぎよ こ fc は r か  そこ  あやぶ  か • 


IV  -.-1^  - -  1  3  .  •:  :  : <5:,: 

る 言を 出す 時は、 多く 能は ざる 事を 强ふる 例な ればな り。 

「外で も 無い がの、 宮の事 だ、 宮を 嫁に 遣らう かと 思つ T OI 
見る に堪 へざる 貫 一の |德 を ば、 せめて *1¢ さんと 彼は ll lt? しく fl ^ ぎぬ。 

_ これ つ  わし いろ^ ^  . 

f 之に 就いては 私 も 種々 と考 へた けれど、 大きに 思 ふ 所 も あるで、 いつそ 齡 ょ it" つて 7^ う 
ての、 ぉ前は 最少し の 事 だから $t I: 被 装して、 四 五 年も齡 艇 |3へ 1| おして、 |? |把 ±^ げ 
た 所で 身を 固める としたら 如何 かな。」 

汝 の 命を 與へ ょと逼 らる‘ あら ば、 其 時の 人の 思は财 何なる べき f. 喷が しきまでに 私を 
失へ る 貫 一は 鉛く 隆 三の p #Ti , るの み。 彼は 私く  g じたる 觀に 一し y 齡を ば！ ^ みに 把 
みたり 0 

「ぉ前に 約束を して 皆ぃて、 S 霞を k るのは 何とも 貧の 1? たが、 お に ^ ぃては 獻も大 3 ) 
きに 考 へた 所が あるので、 必ず ぉ mj^s の爲 にも 黯 ぃやう には it? ばんから、^ > ぃかぃ、 ® $ は g  C 


に^ I る 事に して くれ、 なう OJ 

待て ども 貫 一の P 虹 f れば、 靜赛 からず 說 へり。  ち. へ i 

VI、 11 く 取つ て くれ 5f よ、 に f から、 それで f  ：； お rg— つ 
てし ムふ と 云 ふので はない。 r かい。 ガ した 事は 無い が ■は そ_ お前に 讓 るの だ、 お前 
よ k ■の S よ、 なう。 で 翳 も 賢せ やうと 思 ふの f 必ず 惡く 取つ 一」 は 困る よ。 
if —e、 f  f 云へ ば、 ilf  I- に  f  ff" 
決して i し &i い ■ら 能く 承知し 3んけれ|、誤^れ 

ぁらう 。そ 4 ハ T しを ぎ さへ ぎは、 宮と 一所になる、 ならん は 何程の 事で もし た。^ 

ノ，  --、りくつ  ！ ^ l^ u 、  t— r  しノ  ni、 IK 」 3f: 5> )" *  眞^ \乃ば。 


う、 


- ; >  ^  1- —  i  わ し  たの 

f ビ らぅ、 f  f り 理 ¥、ぉ前も篇かも知れん。不服と思ふから私も賴む袋0 
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1 J K t. で 


せ p 


從來も ぉ前を 世話して •、從 漱も签 f  12 をせ ぅから、 なぅ、^ ®" に %: じて、 ぉ 献も出 節^ 
聽いて くれ。」 

貫一は既く @-) |, 多、め？、齡い|| §7? に邱せる 1| 日は齡しくも常に||れり。 

「それ ぢ ？？-翁樣の御都合で、如何しても|5さん^|松 {1" |2:さる|^には #| らんのですか。| 
「さあ s つ 一よ g れんと ザ ふ 次第で •はない が、 お前の ST ぽ妒！ ：だ 〇斯の 節， に 皆 かすと も、 又 
自分の 修行の 邪魔に ならう とも、 船！^ 歡 u< 無しに、 何でも 〔彼で も宮 が奶 しいと^ ，ふ 〇 か 
な .0 1 


「然 うでは あるまい 〇」 


0 」 


OJ 


X い 


む3  こ ミ わり 一! 


得 言は ぬ 貫 一 か 胸には 理に努 I る 彼の 理不 f: A 憤りて、 責むべ き 事、 出 g るべき 事 1 a? 6" y 
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A らみ  かみ  ま 3 

編、 麗 るべ 慕、 i BL 慕 浴 パは •くが 如く、 あ 澈ち たれ ど、 彼は 神に も 勝れ 4 1 
11 がり。. ぎぎを’ k はず SS 辦ふ孤 ら ずと 思へ ば、 ¥づ るま^^ (: 6 
て 1 日は じと攀 せるな り。 彼は 又 思へ り。 SS を麟に 姑 此く 逼れ ども、 我は 此 f の爲 
に ) 34 せらるべき も、 彼は 如何なる ^ S を 以て か宮の 愛を ば 割かん とすらん。 宮が 情は 我ガ思 
ょら ずと も、 我を 棄 つるが 如き 然ば かり *5 き 皆には ぁらざる を。 彼た に 我を 棄 

«  この 

て ざらん は、 一 も 第 EI るべき かは。 Mg むべき は宮が 心なり。 賴 I、 も宮 がむ 
姐と。彼は邮||き宮を思ひて、其父に辦する5^和げんと勉めた〇。我は常に ^ 力招 0>) 1 
なら ざろ を S り。 槪い で、 盤露ぞ 彼が 愛 s 力ぎ むる に 足るな ろ。 善し^^、 盤 
飯 獻 節に 遇は ずん ば。 

「齡 に r 4 ^ るのは、 P へ になる のです か。」 

「そ I ユぎ艦 とは ®! らんが の、 麥に i sf 譜と iVi ふの が ぁる、 それ、 t 山 重 屯な、 彼 


¥  こ  — 1 

の 息子の 嫁に 欲しい と 云 ふ 話が ある © で。」 

それ  みのれ  かるたく わい  ダィ 了 一一! で  N  r 

其ぞ箕 輪— 牌會に 三百 圓 G 金剛石を 篆せし 男に ぁらず ゃ、 と 貫 一は P 露へ り。 辦 

苟も 吾が 宮 SI しきを、 目 あり 心 ある もの— かは 皆 ひざらん。 獨り齡 しと も怪き 
は隆二 一の 意なる 哉。 腎年 0約は輕々しく艇るべきにぁらず、 1| 1^ きょ、一人街 ^ し 

i  た fl L- 

て 嫁せ しめんと するな 〇。 戯る 2 には あらず や、 心 si へる には あらず や 。貫  1 ちろ ぼく 

疑 ふを ば、 事 SG 量に？ し备⑴ ん ょり ,るべしと獄じたりき。彼は辑ポ 2:: “ 

IT J? ノド  ひ S たびけ が  ：づ 、し  ( Jr/  c 

剛 石な— 聞—、 一度は、 f れ、 f, ? れ たらん ゃぅに も pf しか ど、， 繼 は 把 
明に して 我は 手を束ねて ILt. 弱敵 G 自ら ». る 2 を 看ん と 思へ ば、 が 槪 說 配ぬ。 

「は、はあ、 «! 11]1 *? ^ 聞いて居|す、齡、」1,で。」 

このい ちごん  りう VJ5  おも て * つ 

此一言 に隆 三の 面は 熱くな りぬ。 


( ウ ） 


こ*  つ  わし  し  やくそく  ひ Vi り 

「之に就いては私も大きに考へたのだ。何に爲ろ、.お前との約束もあるものなり、又一人3 
齡# 事で も あり、 然し、 お前の 後 来に 就いても、 宮の 一身に 就いても の、 又 私たちは 段々 6 
取る 年で あつて 見れば、 其 老後 だの、 其 等の 事を 考 へて 見る と、 此嶋澤 の 家には、 お前 も 
知つ ての 通り！^ と 云 ふ 親類 も 無いで、 何 かに 就けて 誠に 心細い わ、 なう。 私たちは 追々 年 

わ *' こ t  たの も  しん る 2) » れ ほクー こ t ろぢヤ 5 ぶ 

を 取る ばかり、 お前たち は 若しと 云 ふ もので、 爰 に可賴 しい 親類が 有れば 何程 心丈夫 だか 
知れんて、なう。1で&山ならば親類に持つても可愧からん家柄、た。氣の毒な思をしてお 

C- くそく  へんが へ  わし  ひ S りひす めょ そ  や  し 象  つ i. り  めい—-  ため  si 

前との 約束を 變 易す るの も、 私たちが 一人娘を 他へ 遣つ て 了 ふの も" 究竟は 銘 々の 爲に行 
末 好かれと 思 ふょり 外は 無い の だ。 

♦ 

それに、 富 山からは 切つ ての 懇望で、 無理に 一人娘を 貰 ふと 云 ふ 事で あれば、 子息 夫婦は 
鴫澤の 子同樣 に， 富 山 も 鴫澤も 一家の つもりで、 決して 鴫澤 家を 疎には 爲 4 い。 娘が 家に 
居な くな つて 不都合が あるなら ば、 何の 樣 にも 其 不都合の 無い やうには 計は うからと、 な 


う、 それは 隨分事 を 分けた 話で。  ノ 

決して 慾では ない が、 良い 親類を 持つ と 云 ふ ものは、 人で說 へば 恥 も齡 さず^ {い ^ I 敷で、 

さ » んじ  ょ公 し * ひて  2 こか 

お前に しても 然うだ らう、 良い 友達が 有れば、 萬 事の Is: 合 手になる 倾 彼の 力になる、 なう、 
謂は e 親類は 一家の 友達 亡。 

•  たいさ 5  べんぎ  &れ  IJ fl 

お 跖が是 から 世の中に 出る にしても、 大相な 便宜になる とい ふ もの。！： j ハ や ] lt^ や 考 へて 見る 
と、 家に 置かうょ りは 遣つた 方が、 誰 〇 爲 彼の爲 ではない、 四が A? 於が 妒いの だから 獄も 

けつ しん  や 

決心して いつそ 遣らう と 思 ふの だ。 

私の 了簡は 窓う 云 ふの だから？ 必らず 惡く 取つ て くれては 困る ょ、. なう。 at だとて •粗 娜も 

こ , -S こ  .  なにし  わか  ふため  そこ 

無く 事を好ん て、 何爲に 若い もの、 不爲 になれ と 思 ふ もの かな。 お前 も 能く 於 處を考 へて 
見て くれ 0  、〇 

私も恁 して 賴む からは、 お前の 方の 織い 1 ^ う。： K 和 轵避 したら kc に ffr 衍 でもしたぃ と， 


さ 5 い 


、-  •  i  わし  ふん (i つ * す  ％ つ L ょ  フし 

思 ふなら、 又 然云ふ 事に 私 も 一番 奮發 しやぅ ではない か。 明日に も宮 と’ 一處 になつ て、 私 


わ し •ち I 


ゝ  _  fi  *  i  i  C  しん f で フ  ょかせ 

たちを安 >11 3してくれるょりは、お前も私も最少しの所を辛抱していつその事厭士にな 

よ ろ こ 

て 喜ばして くれん か。」  . 

彼は 然も 思 ひの ま、 に 說完せ たる 面色して、 *? に髯を 撫でて 居たり 0 


はかせ 


S きす < 


したが 


や. フヤ その しんじ 


貫 一は 彼の i むに， 〇 て、 r く  sf 火を f ょ 益 €|た.り。彼が千 12 &の 

i た  ろぅ >5 ひつき や、 っり  いちじ  S  ひん  ？  ？ひ 

舌を 弄して 倦まざる は 畢竟 利の 一字を 撥 はんが 爲のみ 。貧す る 者の ^ 1 むは 世の 習ながら、 
貧せ ざる も 仍盜ま ん とする 乎。 我 も 猿れ たる 此 世に 生れ たれば、 g れ たりとは 配 bd 知らで、 

, す こと ぁらむ‘ れど’ pi れ たりと 资 りて 
自ら 稳すべ き や、 妻を 賣 りて 像 士を買 ふ？. 日 れた るの獻 い ガな る ^ な， りす や 0 
世は 穢れ 、人は 穢れた れど 、我は 常に 我 恩人の 獨〇揽 〇辦 みざるを 獄じて ■ぼ ざり き 〇纪 
ぐ SP り嫩き M を— れ t て、 m しき ■を 養へ る 一 r 髮を— て P る 令 
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*•.» ^ s  ^  Aw ^  »v  •  '  • 

人の is ましき か、 我の 愚なる か、 恩人は 酷く も 人を 欺 ^* ぬ 〇今は 世を •げて 、皆 i? u- r: る 
ょ。非志ばとて旣に ^ れたる世を靜^にせん~)我は 111:? 齡 ]«:: 槪れたる世を «? ^ん^,0皆しも 

このけ :* た r ひ S け ^ よ b こ 

此稳れ たる 世に 唯一つ 稳れ ざる もの あり、 喜ぶべき ものに あらず P0 

い .t  J 

貫 一は 可憐き 宮が 事を 思へ ろな り。 

我の,、死をも1」脅一1も得て ^4 すべからず。宮が|ぞ ^| 器备.溢れると聞く肥 

界無雙 G 大金 _石 を もて ®: はんとす とも、 ^ じか動ワ得べき。我と彼との|^こそ齡泥の ^,1 

ん。  ：」： .へ...：.、  .、.：，' 

貰 一は您 く  PP て、 ls € 彼の S を i し 扉し とは 思 ひっ tb、 ぎて 1 fj fc 
に 聽き 居た るな りけ り。 


「薄 ^ ( は 知つ て 居る。」 

、「では 未だ 宮 さんの 意見は 御 聞に ならん ので？」 

「それは、 何 だ、 一寸 聞いた がの。」 

みい  さ 、フ ま を 

f 宮 さんは 如何 申して 居りました 〇」 

「群 か、 •宮は 別に 如！： とい ふ 事は 無い の だ。 御 父樣や 御 母樣の 宜しい やうに と 云 ふので， 
宫の 方には 異存は 無い の だ。 彼に も 悉皆 譯を說 いて K1 かした 所が、 然云ふ 次第なら ばと、 
漸く 得心が いつたの だ。」  .  / 

斷じ て fp( なるべし と 思 ひなから も、 貫 一の 胸は 跳り ぬ。 

« 

みい  しようち  し 

「は あ、 宮？ んは 承知を 爲 ましたので？」 

r 然う 、異存は 無い の、 た。 で、 お前 も 承知して くれ、 なう。 一寸 聞けば 無理の やうでは あ 
るが、其、實少しも無理ではないのだ。私の今話した譯はお前にも能う解つたらうが、なう。」 
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「はい 0 J 

「其譯 が 解つ たら、 お前 も 快く 承知して ぐれ、 なう。 なう、 貫 一。 一 
「はい 0 J 

「それでは お前 も 承知を して くれるな。 それで 私 も为 きに 安心した 。念し い 事は 呢れ 又 m? 

緩 話を 爲や う。 而 して お前の 賴も聽 かう から、 まあ 能く 歡 W 考 へて， くが PJ1 いの 〇」 

「はぃ 〇」  ‘  - 、 ； 

七 

二千穸 9 れ 一」、" 日に K る 光は 11  ビ して 人 epii し、 撒を ■むる PG_ 73) 

、一 LiL.  •  、  た，  ぼくな  ミころ t らん せき  ひく  よこた 

は 凝りて 掬 ふに 堪 へた 〇。 梅の 外には 一木 無く、 處 々に 亂 石 © K  く橫 はるの みに て、 地は C 


0orf^s^oo  - 


5 0 7  ，：  .ね*1  そよ 4' ぜ  し ^ りち  ぅ る  念 

て 瓶げ に歡れ る 雲は ® f るに 似たり 。習との R* も あらぬ に 花は 頻に 散りぬ。 散る 時に 輕く舞 


し ^ > !> 


rf*. 6 5: 


、つぐ ひす あ.. 0 そ  うた 

ふを 驚は 爭ひて 歌へ 


f おや  つれだ  いりき た  か れら  M しわた  ふ - 1: いた  しや、 っぞ J- こ‘  も. •->  H- , 

宮は 母 親と 連 丈ち て 入來 りぬ。 彼等は 橋を 渡りて、 船板の 脒几を 据 & たる 木の 下を tp して 


f #s めり。 彼の 嫠繁 P ら ぬに ゃ 、■■したる 顔色 も F、u 迦が ゃぅ に S て、 

として 抛 案 すれば 必ず 唇を 咬むな り？ 彼は 今頻に 唇を 咬み， U りしが、 

「御母さん、 如何し ませぅ ねえ。」 

いと 好く唉 きたる 枝を 飽かず 見上げし 母の 目は、 此時漸 く 娘に轉 りぬ。 

「如何せ ぅたつ て、 お前の 心 一つぢ やない か。 初發に お前が 適きたい とい ふから、 恁云ふ 


話に したの ぢやな いかね 。それを 今更 . 〇」 

、さ  5  き  おで>つ 

.「それは 然う' たけれ ど、 如何 も 貫 一さん の 事が 氣にな つて、 御父さんは もう 貫  一 5 んに SS 

な  私つ い 

を爲 すつ たらう か、 ねえ 御母さん 〇」 

な 

「あ*^、 もう 爲す つ t: らう^ 〇 も。」 

.  V 

宮は又 唇を 咬みぬ。 

わたし おつ *• も  ゆ * 

「私は 御母さん、 S 一さん に 顔が 合されない わね。 だから 若し 適く のなら、 もう 逢は ず (: 
直と 行つ て 了 ひたいの だから、 然云ふ 都合に して 下さいな。 as はもう 纪！ はずに 行く わ OJ 
聲は 低くな りて 美しき 目は 濕 へり。 彼は 忘れざる べし、 其の藏 を 抑へ る ハンヵチ ィフ 

^ ぁ  か たみ 

ひ 逢は ざらん とする 人の 形見なる を 0  . 

それほど  じぶんい  、-  さ  I  つまで 

「お前' か 其 程に 思 ふの なら、 何で 自分から 適きたい とお 言 ひなの だえ。 齋 う！： 時 迄 も氣が 
迷つ てゐ ては 困るぢ やない か。 一日 經てば 一日 だけ 話が 避ぶ の だから、： || 歡に妒 M5 ともき 


槪配 めなくて は 可け ない ょ。 お前. か PT^ 厭な ものを 無理に お出と いふの. ぢやな いの、 たか G、 
断 ^0ものなら界く »1| 「らなければ、だけれど、今になつて斷ると云つたつて . 

、 b fc し ^ & さ ^ . t? 

「可 v r) o 私ょ. 適く ことは 適く の ^ けれど、 貫 一さん の 事を 考へ ると 情無くな つて… 


いで 


0 


ジ 

6 

7 

C 


b 


貫 一が 事は 母の t 妹 影に も ft o il /^ れば 、娘の its をを 言 ふ戯 に ffi,- せる 罪を も 歌は る、 心地し 
て、 1H:! 齡獻 coA f? v べきを 思 ひつ、 も、 齡繫 に赌を 斷きて 喜ぶ を 得ざる なり 。彼は 强ひ て宮 


■ろ 


か 


なぐさ  こ  <  ろ  か  みづか r^ e さ  、 •  r 

を 慰めん と 試みつ、 兼ねては 自ら 慰む るなる， べし 一 


•丨  〉  そ tt 艺 くしん  す  あちら 

「お父さんから お ss:> が あつて、 貫 一さん も 其で 得、 >L *' いけば 濟 〇 事 ^ し、 又 お r 力 彼方 

、  •るて  こ V ひ t & i 亡  そこ 

ぎつ て *, 々 まで 貫 一さん の 力に なれば、 お 互の 仕 合と 云 ふ もの だから、 其處 を考へ れ ■は、 


おも ひ 3t り  し 人は V  •  — 

貫 一さん ^ つて . 、それに 男と 云 ふ ものは 思 切が 好い から、 お前が 心 >EI して 居る や 

これ  办  ゆ  それ  かへ  X  やつ (jt り 25. 

ぅな ものでは ない ょ。 口 ぬ なり 遇は ずに 行くな んて 、其は お前 却つ て 善くない から、 矢 張 逢 


つて、 丁と 話を して、 而 して 淸く 別れる のさ。 此後 とも 末長く 兄弟で 往來 をし なければ な 
らな いの だもの。 

いづれ 今日 か 1 日には 御 音 i が ぁつて、， 1 i f/ か齡 らぅから、 而し たら歡 つて、 - ¥-? v、r 街に 
掛らな ければ。」  .； 

しヤ， ぎ  X  なか； 3 き  な * • » お t  ひ！ r；  ちりく  はなび ら ひろ  くちび る か 

宮は 牀几に 倚りて、 半は 聽き 、半は 思 ひつ'  膝に 散 來る葩 を 拾 ひて は、 おのれの 唇に 代 
へて 連に 咬碎 きぬ。 鶯の 聲の絕 間を 流の #? は 咽び て 止ます。 

宮は 何、 5 無く 面を 擧 ると ■ハに、 称！ |て たる 栌の ill! に 男队 II 仏 ヂる雜 1: 1 めたり 。彼 取 i 
ち 眼を 着けて、 於 尨は 垣の 如く、 花は 獻の 如くに 赋シ齪を緲ひっ\媪い期||を|!ひたり 
しが、 遂に 誰を や 見出し けん、 慌 忙しく 母 51 に & けり。 彼は i r m 几を 艦れ て ^ へ # s ml 
行きし が、 彼方ょりも 見付けて、 逸早く 呼びぬ 0 
「其處 に 御出でし たか。」 
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ふぜい .b ヤ .i > lti .£ ;t u  象 


其聲は if  I 銳 ひて i きぬ。 宮 sif  く、 恐れ s 風 s て 牀几 s に 練りつ 

X  でかけ 

「ょぃ、 最； し 義つ たばかりで— ぃます。 好く お 出掛で— ぃました こと- 

そ、 IK t いそき あ*  _  • 

母は F 繫し？ 彼を娜 へて 立てり。 宮はル 方を 見向き もやら で、 彼の 急 足に 近 4 を 


〇 一 

いそぎ あ t ちかづ お S 


う 

8 

7 


聞けり 


〇 


#? t 前に M れ たる！ ^£士 は、 其の 誰なる やを ft ぁらなん、 墨し く大な 3 !i 
和の 槪賢 を繫 せる ょ。 濟 は BS ®: ?I V 獅温 に ®? みて、 ^f 牙® 如く 璧 潤に 白き 杖を 携 
へたる が、® tHf. 花を ml しく、 

fe つ 卜  わけ ?> つ  、 

「今 お y ヘ^:— して、 ] It3 ぎと い いて 讓 けて 來 S です。 熱 いぢ やないで 


すか。」  . 

|?く 11 を，向けて、至」淨纩て « しく1す|、|繼は世にも嬉しげなる目し 

J  i  X * ぎ ' £ しす 

て 受けながら、 舰 ffi" くまで も 候り 1 iiy を 忘れ ざり き。 其の® りたる 肥と、 へ？ ィに 結へ る 


「おや、 撕？ •ぅ -- T' ございました か、 旅は まあ。 齡り炉 い ^ }^ でございますから、 ぶちぶ 
らと 出掛けて 見ました。 眞に 今日は お 熱い くら 〇 でございます。 まあ ] Lt^ へ お 撇 ■•はして OJ 
母は® を iv は、 宮は i を iv sl t^ mr。. 

あなた  ^ 

一 * ; 方 かた も お掛けなさい ましな？ 今朝です、 東京から 手紙で、 急用が あるから - ¥-^ a, 歸へ 

る や $—と5§、 SPT おした 綴％ r」 る？ す、 ■くへ 繫 Qmi を i 

込む 會 社。 是 は 去年 中から の叫 »^ 」、いょ^^ ^ 一四月頃には|^に^^ ±? る||でぁりま 

事が あるので、# びに 來た ので、 盤の たなければ ならん のであります 〇」 

「おや、 それは 41 な 事で。」  • 

5 た 

「貴方が たも 一 所に お立ちな さらん か 〇  I 
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»a す み->  けしき 

彼は 宮の 顔を 偷視 つ。 宮は 物言は ん氣色 もなくて 叉 母の 答へ ぬ。 

「はい、 有難う 存じます 0 」 

「それとも 未だ 御 在です か。 宿屋に 居る の も 不自由で、 面白く もない ぢや ありませ んか、 
r 年 あたりは 一つ 別 3±1 でも 建て ませう、 何の 譯は 無い 事です。 地面を 廣く 取つ て 其 中に 風 
流な 田舎家を 造る です。 食物な どは 東京から 取 寄せて、 それでなくて は實は 保養には 成ら 
ん 。家が 出来てから 寬緩 遊びに 來 るです。」  - 
「結構で ございま すね。」  . 

「お宮さん は、 何です か、 危云ふ 田舎の 靜な 所が 御 好な の？」  . 

* み  ふく  か たはら 

宮は 笑を 含みて 言は ざるを、 母は 傍より、 

「是は もう 遊ぶ 事なら 嫌 ひは ございません ので 0 」 

「は i  i  ▲、、誰も 然 うです。 それでは 以後 盛に お遊びなさい。 どうせ 毎日 用は 無い の •た 


C  ^  ) 


a なか 


J  3  ,  さいき ヤ 1  i  ふね  おきら y 

から、 田舍て も 東京ても 西 京で も、 好きな 所へ 行つ て 遊. ふです。 船は 御 嫌です か、 は，. あ 


ふね  へい 5 


な 


f 謡 交、 蠡 から雾 部 e 方を鬏 ■顏 〔 ? il 一」 來 る？ 面白ぃ けれど。 W 

ほ ん  ゆ さん ある  9 」 んな ぜいたく  f 

本の内ちや遊山に行いた所で知れたもの、甚麽に變澤を爲たからと云つ 1: 0」 

お か KN. り «> かさ か  ベつ さ* フ  , 

「御歸 になつ たら 一日 赤 坂の 別莊の 方へ 遊びに お出 下さい、 ねえ。 梅が 好い のであります。 


けんぶつが てら こん ^ り、 フか •フ  し 


ノ  |.« つ ほんいつ ほんた ね  ちが  あつ  み なら. フ X  く 

それは 大きな 梅林 ガ 有って、 I 本 一本 種の 違 ふのを 集めて 二百 本 も あるが、 皆 老木 ばかり 


〇 


この. >め 


ま ろ  しかた 


こん f£ わか  の、 7 め 


ハ ^ ( p< 、  —  if  ，、ノチ；：  寸  AO  33  こ 1 S 

此梅な どは 全て 爲方が 無い！ 這 麽若い 野 梅、 薪の やうな もので、 庭に 植焱 られ る花ぢ やな 


こ _  ノ * r- み  ほ いりん  す さま  ぜひ 3 ち  £.  • 

是れで 熱 海の 梅林 も 凄し い。 是非 家のを お 目に 懸けたい のであります ね。 一 n 遊び 

、だ -> •ちそ i  し 


みャ 


來て 下さい、 御馳走を 爲 ますょ。 お乾さん は 何が 所 妒で すか、 え ▲、一番 な ものは 


す 


ひそ 4' 


なほい 


彼は 陰！ i 宮と 語らん ことを 望めるな り、 宮は伽 ij； 日は ずして 吼蒙 しげに 扣 1 ； めり 0 


、 , > ちる！ 


つ おか 


「で、 何日 _歸で あります か。 gw 一所に！： 變忠 にはな りません か。 ] Lt? 彰に 11 ぅ 長く 居な 


あした 


おたち 


I 

8 


こつち 


/J 


ければ ならん と £" ふ 次 菊では ない G でせ う、 そんなら 一所に お立ちな すつ たら 如 H であぃ 
ます：」  - • . 

「はい A 雛う ございます が、 少 々宅の 方の 都合が ございまして、 二三 日內 には 音信が ござ 
います m で、 其の 皆 信を 待ちまして、 實は歸 6 ことに 致して ございます ものです から、) S 
角の ぎせ です が、 はい 0 」 

「は S あ、 それ ぢや 如何 もな。」  . 

1 齦は 術の 酷り L 天を 齠むゃ うに m 術ぎ L tts の 鲰ぞ 慰し っ、、 f 時 思案す る 體な〇 
.しが、 や をら ai 羽 二" 重の ハンヵチ ィフを •配 出して、 片手に  一！ g 揮る よと 見れば 鼻を 拭へ。'。 
董ィ 花の香 W 咽 ば さる、 ばかりに 薰じ遍 りぬ。  • 

宮も母 も 其の 銳 ヂ 匂に 驚けるな り。 

「あ， と、 t f< p ら奶し 配 1 しやう と 思 ふので あります 〇妃 から f T si に 沿いて、 田圃の 


於を、 ^ 射 だ 知らん けれども、 餘 i 皆 色が 好い さう。 御 一 っ所 にと 云 ふの ^ か、 大分 路程が 
冇 るから、^: 方は 御迷惑で ありませ う。 二 時間 ばかり お宮さん を 御 貸し 下さいな、 私 一人 
で # I いても i 倆らない。 おんさん は 胃が 不良の だから 散步は 極めて 藥 、是 から 行つ て 見 ませ 

う、 ねえ。」 

彼は 杖を 取 直して はや 立たん とす。 

「はい、 有難う ございます。 お前 お供を お爲 かい。」 

宮の遲 ふを 見て、 唯 繼は 故に 座を 起てり。 

「さあげ つて 見 ませう、 え'  胃病の 藥 です。 然う 因循して 居て は 可け ない Lf - 
)と 寄りて 軽く 宮の 肩を 拊ち ぬ。 宮は忽 ち 面を 赤め て 何 如に とも 爲ん 術を 知ら ざらん やう' 

を 惑 ひて 居たり。 母の 前を も 憚らぬ 男の 馴々 しさを 憎し とには あらね ど、 己の 仂なき や 4 

ノ に ®' ， つるな*^ けり。  • 


j も is はれぬ 把 ハの 似 Mr さの 身に 浸遍 るに 堪へ ざる 思は、 漫 に nr 繼の 目の 中に 顯 れて異 しき 

'  6 ? m  、 £  や ょら か  ■ 仁 づさ *  のみち  の 5=- か  4 

&E 」 となりぬ。 llt^ の 札ぎ き 彫し らしき、 美しき 娘の 柔き 手を 携 へて、 人 無き 野道の 長閑な r 8 

0 

、- U ジ  ^  、ヤ  そら 

を ! §^ ひつ ▲行か ば、 如何 ばかり 樂か らんょと 彼は はや 心 も 空に なりて、 • 

、  おつ 4» 扫ゆ 6 し  い  ^ 

「さあ、 ^ つて 見 ませぅ。 御母さんから 御 許が 出た から 可いで はありません 办 ねえ 貴 

.一-  i  ;、  ，  ‘  - 

妒、 宜しいで ありませ ぅ。」 

な 主は 

母は 宮の 猶羞づ るを 見て、 


た 


そ ^ ろ た r つぐ 


?) ら ?± 


あや 


5 


「お前 お出 かい、 如何 お 爲だ え。」 

こ、 で ^ つし や  い  いで  めい H い fi: 

「生 見が お aiv かいな ど、 有 仰つ ち や 可け ません。 お出なさい と 命令を 爲 すつ CF さい。」 
宮も母 も 思は ず 笑へ り。 唯 繼も 後れ じと 笑へ り。 

又人の^^る纪辦なるを宮はが歡きて戴ぴしに、雜,ガぇずして靴の音のみを聞けり 

せ は  ふみた  あしお S 

見る 人 か、 あらぬ か、 用 ありげ に 忙しく 踏 立つ る 足 昔な りき 


「では お前 お供を おしな。」  • 

「3 あ、 行き ませぅ。 直其處 まで ▽あります ょ。」 

宮は 小き 聲 して。 

「御母さん も 一 處に御 出なさい な。」  一 
「私 かい、 まあ お前 お供を おしな OJ 

母親を 伴 ひて は 大いに、 風流なら ず、 頗る 紙なら ずと 思へ ば、 唯 繼は 飽くまで 之を 防がん と、 
r いや 御母さんには、 却つ て 御迷惑です。 道が 良くない から 御母さんには 迚も 可け ます ま 
い。 實際 貴方には 切つ て お 1]T め 申されない、 御迷惑は 知れて 居る。 何も 遠方へ 行く のでは 
ない の だから、 御母さんが 一處で なくても 可い ぢや ありませ んか 、ねえ、 私 折角 •思 立つ 
たもので あります から、 それでは 一寸 其處ま でで 可い から 附合 つて 下さい。 貴方が 可 厭 だ 5 
つたら、 直に 歸 ります ょ、 ねえ。 それは なか  <好 い 景色 だから、 まあ 私に 騙された と 思 e 


け 人 あなた 


つて 把て 御覽な さいな、 ねえ 〇」 

if げに聞 ぇし1 はは や f 仁-。 人は#- しに ぁらで、 七^— な 


J {> ち や  オバ ー nlk 

f 套 


. を" 賢」！！ Co たる 爵 の 震 F 掛けたり。 彼は 間 賞 一 に 


みや 


の 雜， の 上に 焦 茶の 夕 

あらず や。  ‘ 

^ a^ ll^ ^? は 高く ®? 答ぬ o s" の 齡 なると 近き とに 驚きて、 三人は 始めて ーエ 日す るプ  >ぐ 罗 -)± 上 

花の 矿か it IT If つ、 薦は «? を取りて、 

「姨 さん、 參 りました よ。」 

破 r 駆して P 爲 r 群ぬ。 ■は 物— るべき 力 も あらず、 呆れ 华 S 目 ! % 

ム  1 しく i りて、 鉻は 石の 如く i かず。 宮 は、 あはれ f てあらん より 忽ち？ S 土 

、期 かんとす ばかりに？ て 


. f> 3t ‘ 11 


と挪 了ら v? ことの、 せ * て、 >L li- さを ^ ひつ 


<ろ やす 


0) ちほ 93 •つ  i r 

から f 暴で ご. li、 ぃづれ 1 替. 

ぁ、 .——.f  すか、 製 11 
「はぃ、 ref に f 色 s、 f ぅ 亂はれる？ 知れ 4 ん のて^-?  ! 

是非 伺 ひまし H  ゎ仁 < L- し！、’ 匕 匕. ょ S 能め て觀 から亂 ります。 歸つ 

て お m 申して 居ます から、 後に 是非 お出 下さ I 宜 I 
こ# ^ |ぃょ。_ ^ 』は毁令ぁりますな。」 

虹 合かん として、 EI に S 傲 近く 寄來 て、 

お⑽」 なさい ょ、 を。」 

i.-  M¥f0io  iv$, 

r 貧. 蠢； f  j  ' 


0  bf 


* し ? 


5s a? o ぬ  sk : " ^ く ^ 7 )  t 


の：！ 思へ る f •ひつ' 尨：  ' 
「宜しい？ 一ぶ、 f i .:, 尸— f  Jsfr」， . 

M  -  of  ^ 

a れど 0  f べき klh g 参け ff m h ふ 

其 後 f 遂す/ ノ フこまも  才す— くまで n  -  h 导广- りけん、 彼 

m rf^rl れる貫  一 ik て汽 w  し r 行け 〇。 

」！  心 se へ 凝して、 S  ノ  ！」 お' ^ f め. り。 雨 西 jp マ、： はか 

?Mii  7i£ff 

「 rt 見？ | ヂの努 f す .1 て 血の 色— へる梦  • 
「I ん 、今 eg.Hf  # らん、# れど 

f^Ilf  . 1 .’. '}/  バ 
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宮は 俯きて 唇を 咬みぬ。 母は 閗 かざる 爲し て、 折し も啼 ける 鶯に 木の 問を 窺へ り。寶 一は 
此體を 見て H1 に 嗤笑 ひつ。 ■ 
「夜 見たら 其 程で もなかつ たが、 晝間 見る と 實に氣 障な 奴 だね。 而して 如何 •た、 あの 萵慢 
ちきの 面は！」 

「貫 一さん。」 母は 卒に 呼びかけたり。 

「はい 0 J  , 

「お前さん 翁？ んから 話は お聞きで せぅ ね。 今度の 話は。」 

「はい 〇」 

「あ'  そんなら 可い けれど、 不斷の お前 さ 人に も 似合は ない、 那樣 人の 惡口な どを 1T ふ 
もの ^ や あ . 0- ません よ。」 

「はい 0 」  •へ  . 


(9〇 


「さぁ、 もう M り ませう。 お 献 さん もお蠢 だら うから、 お湯に でもん つて、 而 して㈣ 
乾 1: 4な队でせう。」 

「いえ！： 革の 中で ill を 食べました 〇」  • 

f 二が 船に ■がぬ。 5 は ォ藝卜 の P S: はれ K 姐 1; ず ば 宮と祇 ぎせ た％ 

「¥に|| が t いて ゐ S ら取 S のょ。」 

「それは難有う !!1 」 

八 

m 霞みた る 空ながら、 月の 色は 句 滴るネ うにて、 靡き 海は 霧 上て 限を 知らず、 B 
へば 1 瓣 ぎる戮 を 於け るに 似たり。 ぎせ ては SJ: す 齡 § も 眠げ に 忘りて、 吹來ろ 風は ス 
を 配は しめんと す。 饥ぎ れて齡 激ぎを 11 遙せ るは 貫 一と 宮とな りけ り。 


/ 
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9 

y¥ 


でき 


「僕は pi 胸が 一杯で 

し 1 V、 何も f ことが 出来ない。」 

「繁 r TP い。」？ "く  f でつ。 

なに いま さち 6 やま 

「何も 今更 謝る ことは. 4rr 


ィ  いつたい こん 2  I  い  丨、, 、 • 

さん も であるの，、 ^ いよ。 一體 今度の 事は 翁さん 姨 さんの 意から 出た の 力、 又は お前 


t rl s 、 

其を 聞けば 可い の だから。」 


こつち 


「此 地へ 來る までょ、 しま-. 

無い と。 m は® じる r 僕は 十分 信じて 居つ た、 お前さんに 限つ て那樣 了簡の あるべき 箸は 

SV  I  : t  無项 


ふぅふ tt か 


くは' ミ： も 信じない も 有りは しない。 夫婦の 間で 知れ 切つ た 話 だ。 

その 3 へ. セの  お こ VJtt 


昨夜 翁？ ん から s{ 

默が む屘 び彼§ ノ しく 話が あつて、 其 上に 槙む 1 いふ f 一日 だ 〇」 


だいおん 


「太 ®; を 受け 丁务 は顫 ひぬ。 

:子％  をぢ 
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:  を a  たの  い  ぼくから « ひみづなか  y 

ゐる翁 3 ん姨 さんの 事 だから、 賴むと 言 はれた 日には、 僕の 體は 火水の 中へ 


•  )s ならなぃ の v 二 I 无 'y んの賴 I、 霞 S 火水の 中へ でも 飛込ぅ 
でも 飛込ま A 〜 、の 中へ なら 飛込む が、 麗 r 力り は f  IT ことは 出来なぃ と S た。 火 C 9 

0o.0^Bv^rf, 

水の 中 一— め:? 4 ^!o 

けれど 翁无|ノ、りぅに、繼‘ぃてくれ，ば,さして ^ と專びのだ0ぃ …… 

. . いかに 一  V 

. lw.  ,  • 

ん！」 ••  .1  ひて％ けり。 宮は齡 靈 めて 彼に® ひて、 證 しげに 藤を 義 

貫 一は il "^ て藏に 向 Y  •  ' 

きぬ。  織 於… ♦ :… m ぞ— して 下さぃ。」：. 

, f  vs 手 & りて。  ,【 


r 7 e -fi ラ ^ 

漾 として 遠く 烟ヘ 

すがたす み  したた 

姿は 墨の 滴り 


る や 


一く ^ ^ を觀して、齡も ^ 1- きが' 1; — ^ ® 

歡を作 h り。  . 

得し や、 ので、 無理に；^ へ 露し •民 謹い。 11 i 編 見の P 有っ て 見れば、 

承知を 言 ふこと sf い髮 だから、 忠と言 つて 聞いて 居た けれど、 卽 さんは 
幾多で も SS 張って 差 ^ r の だ 〇  :觀ぁっても ^ €とぉ献？んさへ| 11 せば、啦紙 


や ふ  L i そ (i 

」破れ て 了 ふの だ。 僕が t 

つれだ  夕 り •わ、 フじゃ 、フ なつ ミく  はか. ^ ご ミ 

:晃 て 無理往生に 納得 させ-: 

.CF T ね  そんな » ん 

. 樣 事は 

もし ,.' しよ 5 だく  たいへん 


P  へ ■して  1  論  るは  _f 、 lr、 |_ ，く— 

ノ .  そ / u ri: i  9%  1 1 kw  、丨 

、，ろ {  いや  ぎ 


1  t  そ\な ^ ， /1. *  ^ «  -  ,  —  -  ノ 

夜寐 はしない 、那樣 事は 萬々 ぁるまい けれと、 繫 言 はれ— にず！ gi5 れない Ir ll 
になつ て、 若 S 諾す 4 ぅな 事が ぁつて は篆み ？ 思 つて、 SI は 1 1! へ 出る 寧、 僕は 0 
わざ^- 樣子を 見に 來たの だ。 C 9 


»»  一*  t  .  こ H ま '^ * 

まどの对 |; ^|が^^み |1? して何處に在る^僕は是程自分か大馬 、 


Hfc 一  、 

馬鹿な、 馬鹿な！ 貫 一 


し 


し 


知 _ 


鹿とは、 二十 五歲の 今日まで 知 

宮は 1 と EK はれて 奶 しく  f へ 立て、 泣きぬ。 
獻‘ *9 鹕ふる貫.！の ?|; 1は^^れたり0 

み、  ま、  よ «> VJ し 

「各？ んお前 は 好く も 僕を 欺いた ね。」 

宮は覺 えず 慄 けり。 

「病氣 と 『14 つて ] It" へ來 たのは 富 山と 逢 ふ爲だ らう 

モれ 


知らなかった。」 


〇 


0 


「まあ、 其 ばつ かりは . . 

そ H • 

「お、、 其 ばつ かり f  0」  , 

わ 〇砘ほ 砘 でも 餘り酷 い 事を。 J 


「餘 り 邪推が 過ぎ 

W ,, り 

泣入 6 宮を尻目に挂 


なん  なん 


あん i: ひ .' fll w 


きる わ 
に！ i け ^ 
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二 お前で も 酷い と 云 ふ 事を 知つ てゐ るの かい、 宮さん 、是か 酷い と 云つ て 泣く ©" なら、！^ 
馬鹿者に された S 一は . 貫 | は . 貫 一. は 血の藏 y 游 しても JBfc りは^! んょ〇 

まへ ' S くしん  こ^*  つ  、•ち 1 ご \  t ふ  #fs 9 

お前. か 得心せ んもの なら、 此地へ 來るに 就いて 僕に— 一言 も 言 はんと 云 ふ 法は 無から ぅ。 ^5 
を 山 H るの が 突然で、 其 暇 か 無かった なら、 漱 から ^ T 組を^^ すが nfv l> ぢゃな いか。 虹 妒い 

て |1 !5かりか、峨の ¥! いぎ_纪れば、,.4『を .11 エ觀になってゐたの 
だ。 或は 一所に 來たの か 知れは しない 〇 針 さん、 お 紙は 姐 家 だょ、 si ®? した も祗 じだょ 0 」 
「那樣 酷い ことを、 貫 一さん 餘りだ わ、 餘りだ わ。」 

宮は正 體も無 く 泣 頹 れつ ふ 寄らん とする を 貫 一は ^ l m0 けて、 

「操を 破れば 奸婦ぢ や あるまい か。」  ' 

「何時 私が 操を 破つ て？」  • 

.「幾許 大馬鹿 者の 貫 一で も、 おのれの 數が tl a 艇る 銳 に 把いて 見て 居る もの かい！ 貫 一 


と 

C  97  ) 


云 ふ獄 とした 彭 持ちながら、 _ f, tr ぃて、 露の 造, SS たら、 1 して 

居ない とい ふ 證據が 何處に 在る Li 

と 云 ふ G は、 ¥ 全く 貫 一さん. 品齡 ょ。 觀益ぎ s」ts 聞いて、 富 山さん が 

後から «■ ねて 來たの た わ。」  * 

「I で iK か 傲から f て 来たの' た。」  ， 

宮 1 期 ft に 料 れたろ やぅに 再び 一一 一一 us ai で ざり t 貫 一は、. 佐く 詰責せ る 間に 彼の •必ず 
起バゲぼひ、顆を ^ ひて、其身は%か命までも& (7)^ 欲する儘ならんことを誓ザ'、しと信じ 
たりし なり。 心^信ぜざりけんも、 ^1 _に戰みたりしならん。如何にぞや、彼は露ばか 
り も 1  芬る r 包は 無くて、 T けど も雜 M の® を 繼ろ まじき ベ 記の 心 變を、 K 一はな かく 
S しからず 覺ゆ るまでに 呆れたり。 


*  : :t o  >  :ゎが っ i ►•つ： 3  わ か いのち  か  ぃ！/:ヂし * くた 

宫は 我を 棄て たるよ。 我は 我 妻を 人に 奪 はれた るよ。 我 命に も換 へて 最愛み し 人は 芥の如 


われ ;- フ、  5 ら み  ほね  てつ  いかり  つん tr "i VJ ん 

.我を 惡め るょ。 fu は 彼の 骨に 徹し、 憤は 彼の 胸を 劈きて、 幾 ど 身 も 世 も 忘れた る 貫 一は 


かんぷ  じく  くら  このね つち や 5 さま fc ちま  づ さ 

あはれ 奸婦の 肉を 啖ひ て、 此熱 腸 ^ 冷さん とも 思へ り。 忽ち 彼は 頭 腦の 裂けん とする を 覺 


た ふ 


えて、 苦痛に 得堪 へずして 尻 居に 僵れた り。 

宮は 見る ょ 4i i: f5 4 主 r、 難に # J に ■れ て議 けば、 り繼っ る P 


ひた 


は ひいろ :l t 


かな 


せ** 


す さま  なみ • 


浸 公 藍の 断 今月 G 光は f げに ■ひて、 穿る •费 ふ 

「如何して、 貫 一さん、 如何した のよぅ，. .0」 

貫 一は 力. 無げ に宮の 手を 執れり。 宮は淚 に 汚れた る 男の 顔を 懇に拭 ひたり。 


こん ヤ * > 


かいは、 フ 


. 吁、 宮 さん恁 して 二人 •か 一處に 居る の も 今夜 限り だ 0 お前が 僕の 介抱を して くれる の も 今 9 

や， y ジ  表へ  こん ヤぎり  よ  お 

夜 限、 僕が お前に 物を 言 ふの も 今夜 限 だょ。 一月の 十七 日、 宮 さん 善く 覺ぇて お置き、 來年 C 


9  2  のち 

の 今月 今夜は 貫 一は!： 配で 此月を 見る の ^ か！ ギ漱屯 の 今月 今夜 . 十 年後の 今月 今う 

夜 . Y ^ F  ■して 僕は 今月 今夜を 忘れん、 忘れる もの か、 死んでも 僕は 忘れん ょ！ CI 

1 r いか、 群さん、 一月の 十七 日 だ。 來 年の 今月 今夜に なつた. らば、 僕の 淚で必 ず 月は 曇ら 

して 見せる から、 月が . 月が . … ••月が . 寶 つたら ば、 息さん、 tr 二は 何 

衝 かで お fii を 似んで、 今夜の やうに 泣いて 居る と 思つて くれ L-0 
宫 ょ 撇ぐば かりに 貫 一に 恥ぎ きて、 物 狂しう 咽 人り ぬ。 

はら  た 

r 撇， 盤 一事を いはずに、 ねぇ 貫 一さん、 私も考 へた 事が ぁるの だから、 それは 腹 も 立た 
うけれ ど-どうぞ 組 如 r て、 デし 辛 抛して ゐて T/ さいな。 私は お肚 ■には I 日 ひた-^ 事 か 
1 si ぁるの だけれ ど、 齡 ir E い亊ば かりだから、 □へは 出さない けれど、 唯一 言い ひ 仁 
いのは、 &J: ^J «r **r の亊は 忘れは しない わ — 私は 生涯 忘れは しない わ。」 

「m きたくない！ 忘れん くら ゐ なら 何故 見棄 てた。」 


わたしけ つ  みす 

「 ?: 力ら、 私は 決し T 見棄て はしない わつ」 


S にみ 


>£  功 


ふ 二 〇  を つ S 


「, 見棄 てない？ 見棄 てない ものが 嫁に 歸く かい、 馬鹿な！ 二人の 夫が 有て るかい 〇」 
r たから 私は 考 へて ゐる事 が あるの だから、 £1 少し 辛抱して 其を — 私 0 心を 見て 下さ 
_“。 屹度 貴方の 事を 忘れない 證據を 私は 見せる わ。」  . 


，ろた 


こま 


「え'  狼狠 へて 行らん ことを 言 ふな。 食 ふに 窮 つて 身を 賣らな ければ ならん 〇 ぢやな し、 
何を 苦んで 嫁に 歸く〇 だ、 k には 七 千 B!r も虬截 か 在って、 ぉ 1  ぼ妒蹬 S TI ざ 於 っゃな 
而し L f  6 で 極つ て 〇 るのぢ やない か、 其 婿 も 四 五 年 G 後には ®? 士にな ると、 起 Gw ^l も 

つ •  し i' 象へ  その ^* こ  しやう i* い 

着いて ゐる G だ。 而も お前は 其 靖を生 涯忘れ ない ほどに 思つ て 居る と 云 ふぢ やない か。 そ 
れに何 G 不足が 朽 つて、 無理に も 嫁に 歸かな ければ ならん の：；， ^o xl p に 挺く らゐ理 s 齡ら 
ん話が 布ら うか。 如：！： 考 へても 嫁に 歸くべ 、？ 必要の 無い も 0 が、,理に銳纪をして1ビ, 

す  じじ ¢.5 ^ 

かう と爲 るには 必ず 何 ぞ事情 が 無ければ 成らない 0 


* んゥよ 、  みい a んリ よ  いつた / V をつ ^ 02 

て 間 かして くれ。？ -} M7 ii{ は 要らない、 さあ、 3 あ、 宮 さん 遠慮す る ことは 無い よ。 一且 夫と r 
起め たものを 厨 r しる くら ゐの㈣ 1"- 慮な ものが、 這 麽 事に 遠慮 も 何も 要る もの か。」 

「虹 f  II いの だから 堪忍して 下 3 い。」 

「それ ぢや婿 が 不足な の fi ね。」 

「貫 一さん、 それは H ぎ わ、， に變 のなら、 辦馨 事で もして、 ffii? して 證據を 見 

せる は 0 」 

「駿に $ &1 は 無い？ それ ぢや S1 U1I は 撕があ るから か、 して 見る と此 結婚は 慾から だね。 僕 
の 離 射 も 慾から /: ね。 で、 此 結婚は お前 も 承知を したの だね、 え、？  ‘ 

獻兄 一さん に姐 られ て、 ¥ 無 くぉ献 も ■ピ したの ならば、 僕の" 眷鏨 にす る 於は 
繁 許 も ある。 -m l 人が 11 齡にな れば 、翁 3ん姨5んを始めお的の迷惑にもならずに打瓌し 


ことを。  \ 

雀が 米を 食 ふのは、 僅 +^. 粒 か 二十 r た、 僻で^！ いて ぁつた つて、 一！^ に Y s? 艮 へる ものぢ 
やない。 僕は ® 澤の財 產を讓 つて もら はんでも、 +" 配 か 二十 配の 米に 事を ^5 い T 、 お前に 
餒い 思を 爲せる やうな、 那 樣意氣 地の 無い 男で もない 0 把し 0: ^つて、其の十&二十粒の 
工面 •か 出來 なかつ たら、 僕は 自分は 食 はんでも、 泥して お前に g は 賢せ ぐ。 節さん 僕 

これ  こ作ほさ 

は是 . 是程ま でに お前の 事を 思つ てゐ る！」 

しづく  i. t> 

貫 一は 宰す る淚を 拂ひ て、 

「お前が 富 山へ 嫁く、 それは 立派な 齡銳 F して、 1 m も 出 來や うし、 艱も 出來や う、 けれ 
ども 那箇の 財產は 決して 息子の 嫁の 爲」 齡うとして假られた財產ではないと云ふ事をお前〇 
考 へなければ ならん ょ 。議 ¥ ^t r 謝〒： ■な義 i 何 だ i f 何 だ！！！ g に CIO 


ょ、 SS って、 岛 善い 顔を して れて 行く 人 も あれば、 幽分 S 子を 班ぅ 
に m0 せて、 斟を自分が配いて花見に出掛ける审 *' もある。富山へ嫁け'は、家内も多けれは.0 
游 f 離し.、 攀て霞 も 苦勞も Tif ず s 事ぢ ゃた をら： ノ 〇  S へ S て、 氣を觀 めな 
がら 1 f て もぎらん ^ で持つて、それでお前は何を樂に生きてゐる 0 ^ 。然して勤めて居 
—ば 、末には# の M? 奪 かお 前の 物になる のかい') 富 山の 奧獻と 云へ ば 立派 力 も 知わん けれ 
ど’ゼふ听义る窗が +^ 呢かーー+ ^ に ^ ぎんのぢゃないか〇設んば那の財產がぉ前の自由 

f 7 叙 もしろ  つ i' 

になる とした 所で、 女 S 身に 何十 萬と 云 ふ 金が 如何 f、 何十 萬の 金を 女 c 身で 面白く 費 
へるかい’歡トー齡の於を一度にダへと云ふやぅなものぢやないか〇男を持たなければ女 
G- •身ょ 立てない ものなら 一生の ぎ 艱ぎ义に斷るで、女の «? いするのは、其夫ではないか0 
何 n 萬 EI の 肋が ^ らぅと、 K ?s- か «,' と爲 ろに 足らん もので あつたら、 女の 心細？ はな 力 
なか 車に 載せて 花見に k) れられ る ill 夫の 女房には 及ばん ぢや あろまい か。 


閗けば彼富山の父と云ふものは、內に二人外に三人も妾を置いてゐると云ふ話だ。財の冇 
る莕は 、大方 那樣 M> ぬを して、 妻は 些の 床の 置物に されて、 謂は、、、 r しられて 居る の だ。 

棄 てられて 居ながら、 其 愛されて 居る 妾ょりは 責任 も 重く、 苦勞も 多く 苦 ばかりで、 樂は 
無い i •謂つ て 可い。 

お前の嫁く咣稽だつて、固ょり所望でお前を迎ふのだから、當座は隨分愛しも爲るだらぅ 
が、 艽か長 ，、箱く もの か、 財が 布る から 好きな 真似 も 出 來る 、他の 樂に氣 が 移つ て、 直に 

こ (> さ 之 L 1 わか  こ： ろ も ^ ^ ら人 * ミ A 

お前の 戀は 冷され て 了 ふのは 判つ て 居る。 其 時に なつて お前の 心地を 考 へて 御覧、 那の富 

や# 4 5* いさん  そ :7) く# 0C み  すく  »  rr ち  たくさん  かね  を つ S す 

山の 財產が 其 苦を M ふかい。 家に 澤山の 金が 在れば、 夫に 棄 てられて 床の 置物に なつて 
居ても、 お前は それで 樂かい 、满足 、かい。 

僕が 人に お前を 奪ら れる 無念は 謂 ふまで も 無い けれど、 三年 G 後の お前の 後悔 •か 目に 見え 09 J 
て、 心 變をし た 僧い お S1I ぢやぁ る けれど / 猶且 可哀さ ぅでな らんから、 僕は 眞實で 言 ふの C 


僕に 紀罕 SI 叫に！ 5 れて お前が％ く ら、 僕は が漱 らしく 何， 备 はん けれど、 宮 さん、 
お前は f f 所へ 《デと いふ 欺は かりに ■はされ て 居る の fi から、 y •つて—、 - jt 
は. 寳に 過って ゐる 、愛憐の 無ぃ議 は, ぎぎの 霞* ^ i "^ _ の ぉ前の が 別 一っで 

< 、  M 、、 じ  ふ 

お前の  一 ^ 9: を數は 起 y の ^ から、 ^ V さん お前 も 自分の 身が 尤 ^'- と 思 ふなら、 又 貫 一も不 
M rf と 思つ て 轍む！ 賴む から、 もぅ 把 船を 汜 直して くれない か。 

七 千圓の M と 貫 一が 齡 €は、.へ 7^ の «1 ^を保つには十分だょ。今でさへも隨分幸福で 
はない か、 男. S 僕で さへ お前が 在れば SI III: の M>5 產な どを 可 羨い とは 更に 思 はんのに、 宫さ 
ん、お前はザ何したのだ！僕を忘れたのかい、僕を可愛くは思はんのかい。」 

彼は 辟” を M" はんとす る 如く ^ t と宮 に塑， 、M」 、句 ^- る、 lg-: 7r:, に 沸 ^ る 淚を滅 ぎつ、、 蘆 
G ^ k の 風 1 2組<:やぅに身を齡ヂり？宮も繼れじと碰默めて齡ギに亂びつ、、貫一が肾 


V  3 


を 咬みて ? 0: 芯 r 泣け 〇〇 

「嗚呼、 私は 如何したら T からう！  へ！^ たら、 貫 一さん は 如何す るの、 そ 
れを聞 かして 下？ いな。.」 

、■•さ  っ*、 ^ 

木を 裂く 如く 貫 一は 宮を% 5 ? して、 

I  •  I  / 

「それ ぢ ゃ斷然 お前は &  く氣 だね！  _ に 僕が 言 つても 11 いてく れんの だね。 意 hp 
腐つた女- ^ r :」 

vff w も  b  し 6 » 

S と 與に貫 一は 脚 S¥SK を 1 と 1 g たり。！， *? ぞ繼： 夢し が、  、 
f も 立てず ■を 忍？、 彼は そ？ ふ？： に 酵 したり。 5 は_ な— 1 
る やうに、 彼 G 身 動 も 得 爲ず弱 々と Ifc れたる を、 なほ!^ げに^^り つ' 

失望の 雲 狂し K 尤 審一生 を 誤 〇^ て !' の だ。 1 II も 何ももう g だ。 lltg ffil が 爲に貫 一 


(hi) 


は 生き.；. r から 1 發 になつ て、 の や 

-ン  D- 5 * まに / t i^ A 


) 
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I 、 * ir» しや、 フ  _  あ  まにんげん、  X 

•制^^ 人！ もう 一生 お 目には 掛 らんから、 其 顔を 擧げ て、 眞 人間で 居る 内 〇 rl 


れい ふ 

- ダ 夫¬ 
っ なが {ごおん  5 か  を ぢ  S  、ひ/—  4  ド； 

二の 面を 好く 見て 置かない かい。 長々 の 御 恩に 預つた 翁さん 姨 さんには 一 1 つて & 


ん 


,、  r  L さい  この t t s が  お いぶ a 

’々‘S 邸 ii を 屯 h げな ければ 濟まん ので. あります けれど、 仔細 あつて 貫 一は 此儘 長の 御 暇を 
诞 します から、 11 射 お 鏨 私で舻 勝 嫌よ ろし 


. 各さん、 お前から 好く 然ぅ 言つ て お 

f) t o ほん 

くれょ、. t し 貫 一は 奸^: したと お訊ねな すつ たら、 あの 大 馬鹿者は 一月 十七 日の 晓に氣 が 

1 I って、 i p -0 1! 成から fit 扩知れ ずに なって 了った と . 〇 」 

官は！ 大齡に 一き て、 立たん と霡れ ぱ鹏の 雛 C 脆く も 倒れて 効 無き を、 漸く 這 寄りて 貫 一 
s 風に M •着き、 聲と淚 とを 爭 ひて、 

「贯 一さん、 ま . ま . 待つ て 下さい。 貴方 これから 111 . 何處へ 行く 
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''i  4 


きすが  ぉ2ろ 


きね !t だ  は づ か 6 ら U  ひざ 7 ，しら おび t r 


ふ 6 


貫 1 は 有 繫に 驚けり。 宮が 衣の 披けて 雪可羞 しく 露せ る 膝頭は、 夥しく 血に 染みて® ふな 


•り 含 C 


「や、 怪我した か。」 


寄らん とする を宮は 支へ て、 


こんな i* i ちな た C? こ  いつしよ 

「え ▲、這 麽事は 管は ないから、 貴方は 何處へ 行く のよ。 話が あるから 今夜は 一所に 歸つ 


ご しめ： 


て 下 3 い、 よぅ 貫 一さん、 後生 だから 0 」 


こ < 


「話が 有 n (i; 此で聞 かう。 


- V  わ5 いや 

「此ぢ や 私は 可 厭ょ。」 


はな 


「え、、 何 G 話が 有る もの か。 さあ 此を放 さない か。」 


わ 仁し は な 

「私は 放さない。」 

「離 情 張る と 蹴 膨す ぞ〇 
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來 きく 
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ぬのに ろ 
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頂 f る 


f 縱られ て も 可い わ Li 

貫 一は 力を 極めて 振 斷れば 、宮は 無 殘に «t 轉びぬ 。  . 

「貫 一さん。」 

貫 :: i はや mV 跳を 1¢ 爪き たり 〇宮は 見る ょり 松 死と -®? - hr りて 脚の 傷に 幾度 か仆 れんと しつ 
つも 後を 慕 ひて、 

ミ  ♦  わたしい ひのこ 

「貫 一さん、 それ ぢや もう 留めない から、 もう 一度、 もう 一度 . 私は 言 遺した 事が 


(H4) 
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て 機？ 新 欠 
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セ蕩 


を 露に、 藤 rmrs 震 f 人は si を f ST に觀 f て、 藍 S 船 115) 

許た る 十七 八の 娘の □本の 檜 日傘の 柄に 橙色の リボンを 飾りた るを 小脇に せる と 推 並び、 


「あ、 あ、 あ、 M 一さん！」 

歡を ®" ' へて 喊 1 J ども、 目を 齡り て衡む れど も、 聲せし 後は 黑き影 の 搔消す 如く 失せて、 其 
かと 思 ひし 太 :^ の紹 しげに 動かず、 波は 悲しき 音を 寄せて 一月 十七 日の 月は 白く 愁ひ ぬ。 
宮は 再び 戀 しき 貫 一の 名を 呼びたり き。 


のり， 0 の  かほ  いそ  けし It すぐ  0 み V) り 象 fi こ  おく  しよ たい V、 づ  か け 

おのれが 乘物の 顔して 急ぐ 氣色 もな く 過る 後より、 蚤 取 眼に なりて 遲れ じと 所體頹 して Ms っ 

來る女 房の、 嵩高なる 風呂 數包を 抱く が hi に、 四歲 ほどの 子を 背 員 ひたる が、 何 1 の 扉 も IID 

こ 

さ  ぅろた  しやし や 5 しよ びか  T や あん ^ ま  あを » なたら  ひき 

鎖した るに 狼狽 ふるを、 車掌に 强曳れ て 漸く 安堵せ る 間も無く、 靑演垂 せる 女の子を 率ゐ 
て 五十 餘の老 夫の 是も戶 k して 往 きつ 復 りつせ し 揚句、 驛 夫に 曳れて 室内に 押 入れられ、 

いか  P み  た S び . b たも v>  はさ  すく ひよ  い 1: みやこ 

如何な ろ 罪 や あらげ なく 閉 てらる、 扉に 袂を介 まれて、 もし <と 救を 呼ぶな ど、 未だ 都 

S  2  J  > ^ ?> $ tt 

を 離れざる に、 はや 旅の 哀を 見るべし。 

五 人 一隊の 若き 紳士 掌は 中等 室の 片隅に 圓 居して、 甘： ハ 中に 紀一仏 らしき 手 荷— を 控へ たるは 

ひ ミり  ^  みなよ こは t 3: で  いでたち  もんつき * はせ a おり  き  せ 

一人より あらず、 佌は 皆橫濱 迄と も 見 ゆる 扮裝 にて、 紋付の 袷 羽織を 着た る も あれば、 精 
縷の 背廣な る も あり、 袴着け たるが 一人、 大島紬 の 長 羽織と 差 向へ る 人の みぞ フロック コ 
ォトを 着て、 待合 所に T 聲 けし 綫 別の 瓶、 凾な どを 網棚の 上に 片附 けて、 其 手を 摩氣 ひつ 

いだ  ステ I シ 3 ン  かた  も £ の そみ み  やが #) ゐ as ん 

i 窓より 首を 出して 停 軍 埸の 方を ば、 求む る もの ありげ に 望見たり しが、 旋て 藍の 如き 晚 


そい  そ i  あ， . A1* 

霧の 空を 仰ぎて、 

riv ®: 議 U 好い k 氣に成 つたな あ、 此分な ら 大丈夫 じ や。」 

い f s よ 5  あ S: かす 

.「今晩 雨になる の も 又 一興 ?： よ。 ねえ、 甘糟。 」 


れた るは、 毅柳條 の% 臺平の 袴を 着けた る、 此 中には 獨り頰 鬚の 嚴 しきを 蓄％ る 紳士な り。 
M の 5^ る |1 びて二 ^ の繫は鮮きに备はぬ_聲を謹りて、 

「甘 糟は 一興で、 君は 望む 所な の ' fi らぅ。」 

ほかい  か . 9 た  ぼくち やん 0 V フさつ  ゐ 

「馬鹿 言へ。 甘糟の 痒き に堪 へん ことを 僕は 丁と 洞察して 居る の だ 〇」 

「これは 憚 観です 0 J  ' ' 
大島絀 の 紳士は 黏着 いたる やうに k れた りし 身を 遽に 起して、 


け ふ 


じつ. r r, •ぎ せい *» , よ 3 


2) 


さ ぷ 


「風 早 君と 僕は ね 今日は 實際 犠牲に 供され て 居る の だょ。 佐 分利と 甘糟は 夙て 橫濱を 主張 


Ny 
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I 

1 

C 


して is るの だ。 何でも 此間遊 仙窟を 見出して 來たの だ。 それで 我々 を 引 張つ て 行つ て大い 

き えん  は  つちり  •  • 

に氣蹈を吐く意なの？。」  . 

「 何 じ やい、 何 じ_や い！ 君達が 此の 二人に 犠牲に 供され たと 謂 ふなら、 僕は 四 人の 爲に賣 
られた んじや 。其には 及ばん と 云 ふのに 是非濱 迄 見送る と言うで、 氣の毒 なと 思うて 居つ 

け  こつ  が くせい ちう  は、 フべん き ? フ 

たら、 僕を 送る のを 名と して 君達は . 怪しからん 事た ぞ 。學生 中から 其の 方は 勉强 

こんご  じつ  お b ひや  かたがきは づ か し  かぎり や  X 

しを つた 君達の 事ぢや から、 今後は 實に想 遣らる ▲ね。 ぇ ▲、肩書を 辱めん 限は 遣る も 可 
からう けれど 注意は した まへ ょ、 本當 に。」 

ら5 じつ > ん  ^  ょ ^ せ  くわん いち けいじ C? 、 っ そ •フ * らをじ や 5 すけ  かれ 

此の 老實の 言を 作す は、 今は 四 年の 昔 間 貫 一が 兄事せ し 同窓の 荒尾讓 介な りけ り。 彼は 去 
年 法 製 ±{ を！ i けられ、 次いで 内 補に舉 げられ、 踰ぇて 一年の 今日 愛知 縣の參 事 官に 
榮轉 し、 赴 r の， に 上れるな り。 其の齡 と 深慮と 誠 實との 故を 以 つて、 彼は 他の 同 學の先 
輩と して 推服す る 所たり 0 


、ラ、  、 を さめ  ねがは  よろし，  •じちよ、 A  # 

「これで m< も 諸君へ 1 E l{, の！ | 一一 'n 納じ や。 願く ば 君達 も 宜しく 自重して くれた まへ L: 

f i: l  の 如く  繁 i? れ  H ?J @:' )n? を 掠 s  t  のみ。 

は 幾數囘 頷きて、  _  、 
「いや、 11 ぅ 監れ ると!^ とする よ。 動は 撒 # 5 ¢? 堤で 例の 「美人 クリ ィム」 ハ箇は 美人の 高 

娜 纪 を 1 §搬ぜるなり)を見掛けたのだ。#の聲で亂螺唤ふかと思ふね、每見ても美しいに 
は i II f る。 警 ^ 贺の 11 ^ 、漱 ^ 0^ は齡して居ったが、斯ぎかい日ぃ 〇>< でもぁると見 
ぇる。 t^ 奴に’ 1 られ ちや范 はん、 船が 木  1 i の ft: 綿で 首 r£ らぅ。」 

「見た かつた ね、 それは。 夙て 御高 名は 聞 及んで 居ろ。」 

と大 島航 0s 1 ^ けんとす ろを 遮りて、 甘糟の 言へ る、 

r ぉ'  齡啦か 齡 1 私をぼ つたの も， fe が 傲 歡齡の 動 なる 者、 たと 云 ふぢ やない か。 餘 程好い 


〔H9) 


侪分利は其の斷なのを知りながら係つたのは"大いに «;? 赋の取_がぁつて衍するのだらう 120 

ミィ ヲ  ふん ^, しし  \  C 

けれど、 木 伊 乃に ならん やうに 襌を緊 めて 掛るが 可い ぜ〇」 

そ いつ  しりおし  、‘ろ 

I 誰か 其奴には 尻 押が 有る の •たらう。 亭主が 有る のか、 或は^ K か 何 か 有る の だら う 0 」 

r^.yn.  そつぜん  ゴ ひ. ;i つ 

皺 嗄聲は 卒然として 此 問を 發せ ろな り。 

,  つ  甘う せつて き  ラィフ  いろ  て、 し ゆ  こ、 つ  >  ^ 

「其に 就いては 小說 的の 閱歴. か ぁるの 5。 情夫ぢ やない、. 亭主が ぁる、 此奴が、 君、 我々 
姪 物と 來て 居ろ の だ。」 

なろ ; i s-- しやく  >ょ く  せう，. ir, ょく * ひ， S  ミ， 〇  わナ 

「成程！ 積極と 消極と 相觸れ たので 爪に 火が 焰る瑪 たな。」 

大島_— f  g ^ 、 ■|_もビむを得ざらんゃぅに|鍁しっ。 

-I  、  1 、プニ  4"し > ん S くそく  ひよ ラ  もて あそ  5 r r らく  こ、 つ  ff— 

一 その 赤 恨 •と 云 ふ 奴は 貸金の 督促を 利用して は 女を 弄ぶ のが 遨樂で 、此奴の 爲に沒 された 


-? る -i-- んい ぐ わい へん * ビジ  r{ 

者は 隨分 意外の 邊 にも 在る そうな。 そこで 今の 「美人 クリ ィム」 是も 3¢ の 手に 罹つ たので、 
原は 貧乏 士族の 娘で 堅氣で あつたの だが、 老猾此 娘を 見る と 食指 大いに 動いた 譯で 、之を 
俘に した？ に、 父親に 少し 計の 金を 貸した の だ、 期限が 來ても 返へ せん、 其を 何とも 言は 
ずに、 後から；/、 ^ 三 四 度 も 貸して 置いて、 もう 好い 時分に、 内に 手が 無くて 困る から 半 

なかばたらき  よ し  やつ  きよ 、フ ちう  す 

月. は 力り 仲 働に 貸して くれと 言 出した。 是は縱 んば 奴の 胸中が 見え透いて 居た からと て、 
勢 ひ 辭 りかね る 人情 だらう。 今から 六 年 ばかり 前の 事よ、 娘が 十九の 街、 趑-は 六十縱 h の 慰 

* た i  いろけ  お' 〇  ネこ  くさ 

顧の 事 だから、 まさかに 色氣 とは 想 はん わね。 因で 內へ引 張つ て來て 口說 いたの だ。 女房 

あヤ  た t ? はりせ A 

とい ふ 者は 無い ので、 怪しげな 爨妾然 たる 女を 置いて 居つ ためだが、 其 内に いつか 娘は 

* v  け ^ *. ノや 、フ  ー  ，： , ノ 

妾 [nl 樣にな つたのは 杂： ？ だい！」 

固 唾を 嚥みた りし 荒 M は 思 ふ 所 あ-りげ に 打 頷きて、 

「女と いふ 荠は 那樣も のじ やて CJ 


〔1:0 


甘 糟は 其の 面を 振 仰ぎつ \ 

「驚いた ね、 : S にして 齡|^あるのは。荒 @ が女を解釋せぅとは思はなんだ0」 

「何 爲か い。」 

佐 分利の 話を 11 むる 折から、 汽車は 遽に 速力を 加へ ぬ。  • 

大 「聞えん； \ も つと 大きな 聲て 〇」 

風 r さあ、 御 順に お 膝 繰、 た。」 

佐「.荒尼、あの賢叙配を奶かんか、,が谢いた0これからが佳境に入るのだからねこ 
甘 「中錢 が あろのは 酷い。」 

佐 「蒲 W、 君は 好い 茛を喫 つて 居る ぢやな いか、 一本 頂戴。 J 
甘 「いや、 圖に乘 る こと。 僕は 手 廻の 物を 片付け やぅ。」 

佐 「甘 稍. &兄 を 持つ て 居ろ か。」 
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しめ u « 

「そらお出ゼ 〇 持參いたして居りまする仕合〇」 

•  fotT-vr 

你 分利は 居 長 高に な 0 て、 

ちょ ツ つ 

「些 と點 けて くれ 0」  .  - 
萄葡 酒の 紅を 敗り、 ハ ブナの 紫を 吹きて、 柃 分利は 徐に 語を 繼ぐ、 

「所謂 一朶の 梨花 海棠を 麗してから に、 娘の i 倆 枝は 自由にされ て 了つ た譯だ 。是は 無論 親 
父には 内 證、： U つたの Ti が、 當座 は荐 つて歸 りたが つた 娘が、 後には 親父の 方 かふ 歸れ /、 

言 つても 歸 らんだら ぅ 。其 内に 段々 樣子が 知れた 者で、 侍形氣 0 親父は 非常な 立腹 •た、 子 
でない、 親で ない と 云 ふ騷 になつ てね。 すると 禿の 方から、 辛# から 不承知な の だら ぅ、 

藉を 人れ て 本妻 ,: 庇 すから 與れ ろと いふ 談判に なつた。 それで 逢つ L 見る と 娘 も、 阿 父 さ 
ん何か 承知して 下さいは、 親父 益す 意外の 益す 不服、 た、 けれども、 天魔に 魅入られた もの 23; 

I 

と 親父 も 愛想を 盡 して、 唯一 人の 娘を 阿 父？ ん彼 自身ょ 〇十歲 約 も 老漢の 高利 貸に 與れて C 


し糞 


みつ A- 


ま t t じ ; > ち よう 


ハ- いせい 


つたの だ。 それから 蒲 枝は 益す 禿の 寵を 得て 內政を 自由にす る やうに なつた から、 定め 


? £ はぅ  みつ  扫 5  S-  もの  ち， りつ (t> い 5 ん や  は沙ぎょい  i  '  > 24 

て 生家の 方へ 貢ぐ と 思の 外、 極の 給の 外は 塵 葉 一本 饋 らん。 是が又 禿の 御意に 入つ た處て I 


つらつ アイス 


あん 汸い 


しやう はい 


き 


しんだい わゲ もの 


C 


女め 熟ら 高利の 鹽梅を 見て 居る 内に、 いつか 此の 商賣が 面白くな つて 来て、 此の 身代 我物 
と考 へて 見る と、 一 Aj> の 1 父よりは f 錢の 方が 大事と いふ 不敵な 了簡 か 出た 譯だ ね。」 
「驚く ベ 幸 もの じ やね 0 」 

荒 尾は 可 忌 しげに. 眩き て、 稍 不快の 色を’ 動せ り。 


びんせ ふ 


しぜん  アイス 


き ふ  のみこ 


「因で.， 敏捷な 女には 違 無い。 自然と 高利の 呼吸を 呑 込んで、 後には 手の 足りん 特には 禿 
の K 理 をして、 何處 へで も 出掛ける やぅに なつた のは 益す 驚くべき もの ^ らぅ。 丁度 一阼 


あ ft: り  はげ  >? つき 


ま 


ご 


I  こいせ 5 べん  ？ わ 

年邊 から秀 が 中氣が 出て 未だに 動けない。 そいつを 大小便の 世話まで して、 女の手 一つで 


さかん L ? フ汰い  ぜんねん.  お や ぢ  し  いぶ  t  d Li 

盛に商賣をして居るの ?; 。それで、其の前年かに親父は死んだの、たさぅだが、板の間に薄 


し ま i 


ろく 


-TT 4) し  わぅ じ や  >フ  _• 

綠を •一枚 敷いて、 Jt ハの 上で 往生した と 云 ふくら ゐの始 末 だ。 病氣の 出る前な どは 陸に窬 せ 


付けなん だ？ うだが な、 殘 刻と 云 つても、 何 云 ふの だか 餘り氣 が 知れん ぢやな いかな I 
然し 事 實だ 。で、 禿は 其の , り 病人 だから、 今では 那の 女が 獨で 腕を 輝つて 益す 盛に 遣つ 
て 居る。 是則ち 「美人 クリ ィム」 の 名 ある 所以 さ。 

年紀 かい、 二十 五 だと 聞いた が、 然う漸 う 二三と よりは 見えん ね。 那で 可愛い 細い 聲 をし 
て 物柔に 口數が 寡く ッて， 巧い # i をい ふこと、 恐るべき もの だよ。 銀貨を 見て 何處の 國の勳 
章’ だら うな どと 言 ひさうな、 上 M5 g な 樣子 をして 居て、 書 替. たの 手形に 願 ふのと、 急所 
を 衝く 手際の 婉曲に 巧妙な 具合と 來たら 、實 に魔藥 でも 用ゐて 人の 心を 痿 すかと 思 ふ ばか 
り だ。 僕 も 三 皮 ほど 嫠され たが 柔能 く剛を 制すで 高！^ には 美人が： i! 那 奴に 一國を 預け 
れば輙 ちづ レォ パト ラ だね、 那 奴には 滅 される よ 0」 

もつ s S よう  けしき 

風 早は 最も 興を 覺え たる 氣色 にて、 

「では、 今は 典の 禿顏は 中風で 寐た きりな の だね、 一昨年から！ それでは 何 か 虫が ある だ 
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•.リ ぅ、 有る、 有る、 それく らゐ 0 女で ®. 妙に して 居る もの か、 無い と 見せて 有る 所が クレ 
ォパ トラよ、 然し 壯な 女 ^ な。」 

おそ 

r 餘り壯 なの も 恐れる。」 ' . 

In 分利は ■を 僧へ て 後樣に 靠 れつ i 笑 ひぬ。 次いで 一同 も 笑 ひぬ。 


そのご !i vi4 

「 11: : ハ 後 誰も 間の 事を 聞かん かね。 J 
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✓ 1 -  .广  -*  •  •、_.  -  .  «  -  »  ^  . 

「間 貫 一 かい」  と皺嗄 聲は問 反せり。 

「お'  誰 やらぢ やつた ね。 高利 貸の 才取 とか、 手代と かして 居る と言うた のは。」 

蒲 「然う ノ\ 那樣 話を 聞いた つけね。 然し、 間には 高利 貸の 才取は 出來な い。 他は, 利を 

なみ ご  b 

貸すべく 餘り 多くの 淚を 有つ て 居る の だ。」 

我が 意を 得つ と 謂 はんやう に 荒 尾は 頷きて、 猶も 思に 沈み 居たり。 佐 分利と 甘糟 Q 二人は  • 
其 頃 一級 先ち て ありければ 、間い は 相識らざる なりき。 

荒 「高利 貸と 云 ふのは 奈何 も妄ぢ やらう。 全く 餘り 多くの 淚ゼ 有つ て 居る.。 惜い 事を した、 

得難い 才子ぢ やつた ものね。 他が 今 居らうなら . 〇」  彼は 忍びやかに 太 息を 泄せ 

r 君達は 今 逢うても 顔を 見忘れは すまいな。」  . 

風 「それは 覺ぇて 居ろ とも。 他の 峭 然と 外 管の 昇つ た 所が 目標 3 .° 一  C 


_耐して «$ が齡範の^纪がな、|録か有つたぢゃなぃか。デんクの上に頬枕を拄ぃて、 1 
r フ T4 ㈣ J なって ^: 時で L 具 ®" ^ に 11 我を il いて 居た 所は、！^ かァル フレッド 大王に 肖 rI2 


あいけ 3 


(1 -づ * つ 


だ いわう  ? さ 5 てんぐ わい 


しんい* フ  こ 欠い 5¢ * 


て 居た？ 〇」 

荒 尾は 仰ぎて 笑へ り。 

r 君は 第 も 15 な 事を 言 ふ人ぢ やね。 ァルフレて ド尤 3:^ とは ^: 想 X 
に 配して くれた 御 禮に一 盃を獻 じ やう 0 」 
mf •齡舉 君は 政 奶 ®" やうに して 居つた から、 始終 憶 ひ肚 す ti らうな 〇」 

^ んだ辨 y り も らな くな つたのを 悲む 〇」 

1 1T として 配 れぬ。 大島絀 は 史 けた 一 ^? ^ 把りながら、 更に 佐 分利が 持てる 猪口を 借 
りて 荒 尾に 差しつ。  . 

1 あ 君 hmtov s めに TII 間の 健康を 祝 さう。」 


しじ ゆ 5 扫ち  だ 


よろこび 沙 ?> ふ 

荒 尾の 喜は 實に 溢る ふ ばかりな りき。 
r お'  それは 辱ない OJ 


なみ. 


ひ ^ くわつ * ひ- 7 


，れ な ゐ 


盈 々と 酒を 容れ たる 二つの 猪口は 彼等の 目より 高く 擧げら る、 と齊 しく 暴と 根擊 てば * 1? の 
串 下の 漏 〇 •か 如く 流る、 を、 互に 引く より 早く  Tt に ^ 乾したり。 之を 見た る ^ 分利は す m- 


の 膝を 搖 して、 

かまた  じよ さ 


ci t た  じよ さい  づら  ま づ  あ  こき ふ  ゆ  わう ひろ  す ?) t ぃ 1^ 

r 蕭田は 如才ない ね C 面は 醜い が 那の 呼吸で 行く から 往 々拾 ひ 物を 爲るの だ。 那 言れ て 見 


ると 誰でも 些と 僧くない からね 〇」 

さすが か* つ さいくわん し！？ 1 

甘 「追は 交際 官 試補！」 

佐 「試補々々！」 

風 「試補々々 立って 泣きに 行く… • 
荒 「馬鹿な！」 


0 」 
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PPH 荒 尾は 麗せ り。  . 

「どぅも 僕は ぞ 1: 歐でならん.か、街卸氣で間を見たょ、間に違無ぃのちやど 
隹の 今獻な がら 其の 歡顏を 藏 りし 衝 fflr は奸 子を 拔か して、 彼の 面を 眺め r: り。 • 

「ふぅ、それは不思議、他以氣が着かなん，たかぃ。」 

「pm 請の 人 S 所で— 顏 •か ts—。 f 霞： つたから SS ず 長椅 
デを! 一つと、 もぅ 見えな くな つた。 それから 袖 i§ して 又 偶 i?r と 見ろ と、 又 見えた の ぢや。 」 

甘 「探偵 小說だ 。」 

荒 「其 寺 も e ちかけ ると 又 見えな くな つて、 それから 货符を 切つ て步 S へ 入る まで 見え 

夕 •>  ib i* へ  み  そは  は 乂ら 

なかつ たの ぢやが 、入つ て 少し 来てから" 奈何 も 氣にな る. から 涙 返つ て 見る と、 傍の 柱に 
僕を 見て 點ぃ體 を ^ つと る 者が ぁる、 それは 間ょ、 帽を禪 つと つたから 問に 違 無 ぃぢ や な 

いか。」 


あるひ 1% 


9 る  さけ 


そ ミ ち  •こ フすぐ 


ひ％ ^ ざつぜん 


橫潘ゲ 横 濱！ と 或は 急に、 或 U 緩く 叫ぶ 聲の 窓の 外面を 飛 過る と與に 響は 雜 然として 起り、 
の 中を t きて 奔注せ り。  . 


一〇 


さく U. し. b も S 6 


as う  ふ 


こ s tt 


ly Q"， フし  つま J1 ら力 


枷の 柱の 下に 在りて 帽を 輝り たりし は 荒 尾が 言の 如く、 四 年の 生死を 詳細に せ ざり し 問 貫 


いち 


しんい ラ 


かひ 


にぞ ありけ る。 彼は 親友の 前に 自の影 を晦 し、 其 0 消息を さへ 知らせ ざり しか ど、 蔭な 

0 j 4 い  ft  5 i' r おこた-こた 1? そ  さんじく わん  „> 

から 荒 尾の 動 靜の槪 略を 伺 ふこと を 怠ら ざり き。 道囘 其の 參事宫 たる 事 も、 午後 四時 發の 


一し ？ t 


れっしゃ  ふ ! 1 ん  よそ  い ミ まご ひ  ふ 仁  九，％ よ  '二し 

列車に て 赴任す る 事を も 知る を 得し かは、 餘所な ガ ら暇乞 もし、 二つには 榮 * 0-) 錦 


t 
一: 一才 


すがに 


ぐんじゅ  まぎ 


*き た 


る 姿を も 見ん と 思 ひて、 群集に 紛れて 此に は來 りしな りけ り 


〇 


は ざ ま  お！； W づれ  た  さ  お も ひわす  きぅい ぅ  あ ひみ  べつ  な 

何の 故に 間は 四 年の 音信を 絕ち 、又 何の 故に 然し も懷に 忘れざる 舊 友と 相 見て 別を 爲？  f 


/J 

I 

3 

I 

C 


りし か、 彼が 今の 身の上を 知ら ば、 此の 疑問は 自ら 解釋 せらるべし。 

1 i の 沿に 立ちて 列車の 行く を 送、 りしは 獨り間 貫 一の みに あらず、 其 許に 聚 ひし 老若 货賤の 

& /W 二よ  こ <  •っれ  たのし  きづか  あ 〇 フ ^: ん  かん 

男 ^1 は 皆 個々 G 心を もて、 愁ふる もの、 樂む もの、 虞 ふ もの、 或は 何とも 感ぜぬ も Q など、 

し tt かは  もくてき  いつ  す、？ i {んじ  こんざつ  のち  ミち  ひ ミり ち 

品變れ ども 目的は 一な り。 數分 時の 混雜の 後車の 出づ ると 與に 、一人 散り、 二人 散りて、 

たちつく  やが  おも  ゃ rs v J ひすめ .^ ら 

彼の 如く 久しぅ 立盡 せる は あら ざり き。 旋て 重き 物な ど 引く らん やぅに 彼の 碑く ES を 旋せ 
し 時には、 推 重る までに i 際に 1 ひし 氣は 殆ど 散 果て、、 驛 夫の 三 四 人が 箒を 執 o' て 埸 W 

- 二  て.-  *  了-.., 

を 掃除せ るの み。 

-»-< 貝 一は 差 含る、 淚を拂 ひて、 獨り 後れた るを 驚き けん、 遽に 急ぎて 蓬萊橋 口より 出で んと 
拾 も s' 段 際に 寄る 所を、 誰と も 知らず 中等 待合の 内より 聲を 懸けぬ。 

(X ざ 1  -  J 

「間さん！」 

慌て ▲後を 見向く 途端に、 


ちよつ  はんしん  しめ  9 ん  、っ - e t) あざやか  かドや  て  き 3C 

「些と 〇」  i 戶 口より 半身を 示して、 黃 金の 腕 環の 氣爽 に耀 ける 手なる 絹 ハンヵチ ィ 

くち も ミ  扫 ほ  そくはつ  ふじん. こ ^ し  か r ?) A. ん  おもて  あ. 

フに唇 邊を掩 ひて、 束髪の 婦人の 小 腰を 屈む るに 會 へり。 sg なる 面に 得 も 謂 はれず 氮らし 
き 笑を さへ 浮べり。 
r や、 赤樫さん 1J 


さ！ み  ひか 


こ 


れいぜん 


1 5  ぅご 


婦人の 笑 もて 迎ふ るには 似ず、 貫 一は 冷然と して 眉 だに 動かさず。 

「好い 所で お 目に 懸〇 ました こと、 急に お 話を 致したい 事が 出來ま したので、 まあ 些と， 
がへ。」  ： 

嬅人は 内に 入れば、 貫 一も溘 々踉 いて 入る に、 長椅子に 掛れば 、一 j む 無く 其の儘に 座を 占 
めたり。 

「實 は那の 保險 建築 會 社の 小 車 梅の 件な ので〗、 ざいます がね。」 _ 

彼は 黑樗 文僦の 帶の 間を 擞り て釕 體,齡 を 恥 虹し 手早く 齡 めつ，、 


03 


i l vt i  ごはん ^ へ i らつ しヤ  こ- >  な) ちら  マ >t 

「貴方 どぅせ 御 Is 前で 被 在い ませぅ。 此では お 話 も 出來ま せんです から、 何方へ かお 供を、. ノ 

•  4- 

致し ませ、 フ〇」 13 

C 

し こんし ':i せ  けしき ん  くちがね 5  て カ パン ミ ひ & ぼ  たちあ ss めいわく  .お *. て 

紫紺 鹽瀨に 消 金の 口金 打ちた る手鞀 を 取 直して If 人は や をら 起 上りつ、 迷惑は 貫 一が 面 

あらは 

に顯れ たり。  ，- -  V,:, 

0 ，一ち* b 

「何方へ？」  • . 

「何方でも、 私には 解りませんで すから、 貴方の お宜い 所へ 0 J 

わ たくし 

「私に も 解りません な。」 

そんな こ S 私つ しや  さ ち ら  よろし  . 

「あら 那樣 事を 有 仰らずに、 私は 何方でも 宜い ので ございます 0」 

荒 布 革の 橫長な る 手 鞄を 膝の 上に搔 抱きつ " 貝 一の 思案せ るは 其の 宜き 方を 撰ぶ にあら 


艺 も 


ち ^ 、 r ちよ 


で、 俱 i^ 行く を ば 躊躇せ るな り* 
「まあ 何に しても 出 ませぅ 0 」 


■然や う。」 


善は ^ ぎ 無く 婦人に 槪 b て を Il ii に、 入 來る者 ぁりて、 其© 足 寮) 挫げ. ょ 
と P けられ 3。驚皇れば露き起 |^ の—も辦しく、屢の眷に辦ひて、是は失 

S  *  S こ  めざま  ぴけい  f ti ん r-L 2  •マ、 

獻 、以ル 砂 ^ fflf をせ るな りけ り。 彼は 猶皆 りず まに 此の 目覺 しき 美形の 同伴を さ ノ fj く 0 


つ t t- 3t ひ  L 


貫 一 


そ， 7 


送せ 

ふたり  ステ 1 !/ ヨン 


$  か 仁 


nv は 傺車摞 を 出で て、 指す 方 も 無く 新橋に 向へ 


ほ ん fc ， フ  あな仁ぞ ち ら  ま 5 

「本當 に、 貴方 何方へ 參り ませぅ。 

b fc くし 

「私は 何方でも。」 


「p、 s: 時まで も_ 事を 言？ 磬つ .5S.? ざいません から、 好い加減に 極め ゃ 
では 御座いません か。」  . 

「泥 やぅ 〇」 


かげん. さ 


う 


も 甘んじて、 

「それでは、 貴方、 鰻® は 上ります か。」 

「饅鱺？遣りますょ。」 

「鷄 肉と 何方が 宜ぅご ざいます 〇」 

「何方でも。」  -  一 
r 餘り御 挨拶です ね。」 

「何爲 e すか。」  - 

此時貫 一は 始めて 滿枝の 面に 目を 移せり。 百の 媚を 1 口みて衝べし彼 ©; 晔ば、來’た言はずし 
て旣に 其の 言 はんとせ る 半を ば 語盡 したるべし。 彼の 爲人を 知りて 畜あと 疎める 貫 一 も、 
有繫に 艷 なりと 思 ふ 心を 制し 得 ざり き。 滿枝は 貝の 如き 前 齒と 隣れ る 金 伊と を 露！： > T iil 3 < 
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3 


みむか 


まな じり 


みつた ' 

「まあ、 何爲で も宜 うご ざいます から、 それでは 鷄 肉に 致し ませう か。」 

「それ も 可いで せう 〇」 

三十 間 堀に 出で て、 二 [Hr ばかり 來たる 角を 西に 折れて、 唯 有る 露地 口に 淸らな る 門 構して 

'  .  / 

光澤 消 硝子の 軒燈 籠に 鳥と 標し たる 方に、 人目には 然ぞ解 あるら しう •二人は 連立ち て 入り 
ぬ。 いと 奥まりて、 在りと も覺 えぬ 邊に六 疊の隱 座敷の 板道傳 に、 離れた る r, に 案内 さ 
れ しも 宜な り。 

おそ  二 •フ  さ  けしき 

濯れ たるに も あらず、 困 じたる にも あらね ど、 又 全く 然にあ らざ るに も あら ざらん 氣 色に 
て、 貫 一の 容 さへ 可愼げ に默 して控 へたる は、 1 る 處に 此の 人と 把に と U 思 懸けざる 爲亂 
.を、 有 繫に 胸の 安から ぬなる べし。 通し 物は 逸早く 満枝が 好きに 計 ひて、 少頃は f 無き 二 37) 
人が 中に 置かれた る 莨 盆は、 子細ら しう 一 炷の百 和 香 *5 ぼらせ ぬ。  •  C 


はざま  あなた  らく 

「間さん、 貴方 どうぞ お 樂に OJ 
「はい、 これ •か 勝手で 〇」 

「まあ、 那樣 事を 有 仰らずに、 よう、 どうぞ 0 J 

••  J  .  • 

わたくし  ミ ^ り 

「内に 居 つても 私は 此の 通な のです から 0 」 

、r そ  お つし ^ 

「嘘を 有 仰い まし。」 

傲て' も 貫 一は 膝を 崩さで 卷茛 入を 取 in せし が、 生 僧 一本の 莨 も あら ざり. ければ T- を！^ ん 

さ ^ i ん 

とする を、 蒲 枝は 先 じて、、 

含  5  めしあが  •  • 

「お 間に合せに 之を 召 上 0* ましな。」 

麻 蝦夷の 御主® 持と 患 EI MT むろ 節の 端 ょり齡 齡の蜓 m は ^ に 歡ヂ り。」 ia fl kl il u^ 
金、 指環は 黃金 、腕 環は 黃金 、時計は 黃 金、 今 又 煙管は 黃金 にあらず や。 黃 f な 0 給 •於 

，<  を かし  た 

金！ 知る 可し、 其の 心 も 金！ と 貫 一は 獨り可 笑？ に堪へ ざり き。 


「いや、 私は 日本 莨は 一向 可かん ので。」 

言 ひも 訖らぬ 顔を 满枝は 熟と 魏て、 

「斯 して！ 11 のでは！： &一 いません けれど、 つい 心 * 5 きませんでした。」 
g こ g VI して 船と らしく S 船 m を議 へば、 5 も 少しく！ iT、 

「決して ふ if ぢ やありません、 私は 日本 莨は 用 〇 ん のです から。」 

满枝は 再び 彼の 顔を 眺めつ。 

「齡 r 歡をぉ 叱き なさるなら、 もぅ 少し 物覺を 善く 遊ばせょ 0 」 

『は あ？.」 

「先日 議 i へ" 上 V た齡 、髮舊 つて ■把つ たでは— いません か。」 

「は あ？.」 

「囊 のゃ ぅ な のぉ ■で、 i して, si に psr て ござい まし た。」 


C*39') 


「あ！」  と 叫びし 口は 頓に 塞が ざり き。 蒲 枝は 仇 無げ に 口を 掩 ひて 笑へ り。 此の 罰 
として 貫 一は 直に 三 服の 吸 付 莨を 强ひ られぬ 0 

左右す る 間に 盃盤 は陳 ねられ たれ ど、 满枝も 貫 一 も 三： 金を 過し 得ぬ 下戸な り。 女は 淸 めし 
猪口を 出して、 

「貴方 お 一 蓋。」 

，「可かん のです。」  . 

「又 那樣 VI を。」  • 

「今度は »; 際」 

ビ  f 'l/ • 

「それでは 麥酒に 致し ませう か。」 


1  わ や 5  い 2* ず 2> い 

「いや、 酒は 和洋と も 可かん ですから、 どぅぞ 御隨 意に。」 


か / s >  つか 3 一し やく  i  r 

哉 彼の 手を束ねて、 御隨 意に と會釋 せる や、 心 僧し とょりは なか^^-に 可劳 しと 思へ り。 

わた くしい つか •フぶ て、 フ はふ  せつ かく  ひ •こつ、 フ  くご 

「私 も 一向 不調法な ので ございます よ。 折角 差 上げた ものです がら、 お 一 蓋 お受け Tr ? l' 


ましな ，0 】 


貫 一は 止む 無く 其の 一 蓋を 受けたり。 はや 恁く 酒に なり けれども 、蒲 枝が S1 411 と 言 ひし 
談に 及ば ざれば、 

「時に 小 車 梅の 件と 云 ふのは 甚麽 事が 起り. ましたな 〇」 

ひ ミつ めしあが  ひ 5 つ 

一もう お 一盞召 上れ、 それから お 話を 致します から。 まあ、 お 見事！ もう 一 _0」 

彼は 忽ち 眉を 攢 めて、 

「いや 那樣 に。」  ， 

「それでは 私しが 戴き ませう、 恐 入ります が お 酌を 0 」 

「で、 小 車 梅の 件は。」 . . 


C  UI) 


II? 


「其の 件の 外に 未だ お 話が あるので ございます 〇」 

「大相 有ります な。」 

「，はない と 申 上げ 雛い 事な のです から、 私 ^ T 々醉ひ ますから、 貴方 憚樣 です が 最 一つ お 

磬。」  •  •： 

「醉 つち や 困ります。 用事は 醉は ん內に お話し 下さい。」 

「今晚 は 私醉ふ 意な ので ございます もの。」 

其の i ぁる 目の ? II は fl- く  f SI の 色に がみて、 心, に に •擊 

蛾が ど 親れ ぬべ く、 i r とて 船 G il l^ の ^ r I- げば、 羽織は 無くて、 f 然とした る® 

鏨 の F にく 里 1 «1 文！ I の_藝 に gs ^ 

V ぐる— 『，は、 囊を 一一 ii 3」s? & し £1 の p gl " に ぬ。 
11 に呢說 と 思へ 〇 物を 皆く 嘴が 船に 見せつ けられた る 貫 一は、 得 堪ふま じく 苦りた る ■狀 


して 歡 ti 目を SI しつ。 彼は 女の i 貝 萌的に 戰ぐ るに 5 して、 黑絀の 紋付の 羽織に 藍 千 筋の 秩. 
f 縱 f の .12 着て、 白 縮緬の 兵兒帶 も 新しから ず。 

彼を ML れ りし 者は 越め て 見咎む べし、 彼の 面影は 尠からず 變りぬ 。愛らし かりし 處は皆 失 

ひさん  V  く  5 む す  っね ミ  おの づ  くら ふ -; > -5 ,  ,*y :2 it て S 

-  せて、 四 年に 餘る悲 酸と 憂苦と 相 結びて 常に 解けざる 色は 自 から 暗き 陰を 成して 其 面を 歡 

. fc ゆ  けんにん  * •> ん* っつ 51 んしよ く； Jb てう こ  かつ A や  I 

へり。 操む とも 折るべからざる 堅忍の 氣は 、沈鬱せ る 顔色の 表に 動け ども、 嘗て 宮を見 し 

やうの K しき ゼは射 び 其の 眼 t 輝， r デな りぬ。 見る ことの 冷に、 言 ふことの 謹める は、 彼 

. •  _  .  •  *  - 

が！^^ の 特 一^にして 人は 之が 爲に狎 る" を 憚れば、 自も亦 苟も 親み を 求めざる ほどに、 同 

沙 ふ L や  へんじん 5 {1 ざ  いづく  さ  こ ひ  •，し ^ 

*,J 者は 誰も^^ 偏人と して 枝を 遠け ぬ。 焉んぞ 知らん、 貫 -: か 心には、 然し もの C を 失 ひ 

き や •， r^ A 2& やし 

し 身の いかで 狂人たら ざり しかを 怪む なりけ り。 

た r 莩 よう じよ 5  かさ  てい  5 ち 含 も 

彼は 色を 正して、 满枝が 獨り 興に 乗じて 盃を 重ぬ る 體を打 目 戌れ り。 

「もう 1 記 獻き ませう か。」 


!43) 


努 を 濫ふ feFC に P れて、 HI に •■の 脇を 場へ ぬ。 
「もぅ 止した が 可いで せぅ 〇」 

「貴方が 止せと 有 仰るなら 私は 止します 0 J 

* 乂  よ 

「敢て 止せ t は 言 ひませ ん OJ 
「それ ぢや 私醉 ひます ょ。」 

■かりければ、 蒲 枝は K して 其の piw しが、 見る 
は 手 もて 掩ひ つ'  • 


ほ t  ろは  くれな ゐ 

•頰の 麗しく 紅に なれる を 彼 


「あ、、 醉 ひました こ &ej 
貫 一は SI かざる 爲 して 莨を ^ らし S たり 0 

「間さん . 0 j 

『何です か。」 


W4) 


「私 今晚は 是非 お話し •& したい ことがあ るので 御座います が、 _お|| き 下さいます か。」 
「それを お fii-I き 中す 爲に 御 151? 道した のぢや ありませ ん い 〇」 

滿枝は 嘲む が 如く 微 务 みて、 

「私 何だか 醉 つて 居ります から Y 或は 奴！! な ことを 申 上げる かも 知れません け、 

，  こ t し d' 、) し ^ 

に へて は 困ります 0 0 然し 御酒の 上で 申す のでは ございません から、 どうぞ 其の お 
宜うご ざいます か。」 

、，ち やく 

「撞着して 居るぢ やありません が 0 」 

そんな  おつし ヤ 

「まあ 那樣に 有 仰らずに、 高が 女の 巾す ことで ございます から 〇」 

こは 事 難しうな りぬべし。 范はぬ まで も.^ 免は b| を Bf れんと、 貫 一は 手を衡 ” っ、 術 a^ こ 

、  f  、  っ S かそは  もて "i: すり“ 

/ りて 力めて 關ら ざらん やうに 持 成す を满 枝は 擦 寄り、  つ 

「  ノ  ひビつ  あさ  けし  4 

こ！？ 一盞て 後は 決して お强ひ 申しませんで すから、 是だ けお史 けなす つて 下さ、 まし C 


な 〇」 

貫 一は 些の言 も 出？ で 其の 猪口を 受けつ、 

「これで 私の 願は 屆きま したの 〇」 

「易い 願です な。」  と、 あは や 出 でんと せし 唇を 結びて 一 貝 一は 纔に 苦笑して 止みぬ。 

riiy ん。」 

「はい。」 


あなたし つれい  わじ*\ち {! • ■> ま  5 -. ■> つし 肀  つもり 

r 貴方 失禮な がら 何で ございます が、 If 淵さん の 方に 未だ お 長く 被 在る お 意な のです か- 


cp r 、りつ 


r し、 いつれ 獨立 あそは すので 御座いませぅ， 
「勿論です。」 


いつごろ あちら 


「而 して、 まづ何 頃 彼方と 別に お成り あそばす お 見込な ので ございま すの OJ 

〇 km 

「資本の やぅな もの ^ 少しで も 出 來たら と 思つ て S ます。」 


( 146, 


滿枝 g めて、 sl fr しげに 霞 を に iF て p? 

て 居たり。 折し も電 ■の 光の ^ ri< むに | |^ て雛を «? れば、又 «| の如 1. がは ?! フなりぬ。 
彼は 煙管を 捨て ゝ猶暫 し 打 案 t たりし が、 

S 麽 事を 中 上げて は淨 失禮 なので— います けれど、 1 :， 時まで P に搬祭 ょりは 早 
く獨立 ぁそばした 方が 宜しいで は 御座いません か。 もし 明日に も ^? と 云 ふ ■寧 擻替な 

らば 私 . 這麽 事を 申して は . がましいので 御座います が、 把し 

た 事は 出來 ません けれど、 都合の 出来るだけは^: 船!} 申して 上げたい ので ございます が、 
然ぅ 遊ばしません か。」 

意外に 打れ たる 貫 一は 箸を 控 へて 女の 顔を！ J と •たり 0 
「然ぅ 遊ばせょ。」 

「其れは 何 云 ふ_ です か。」 


(147) 


こたへ き， フ 


くち 3: も 


1 i に 貫 一は 答に ® せるな りき。 

「譯 です か？」  と 蒲 枝は H 翻りたり しが、 

「別に 屯 上げなくても お 1 r 下さい ましな。 私 だつ て 1?: 日まで も盡に 居たい ことは 無 
ぢや ございま せんか。 P& なので ございます。」 


さつ ほり わ 4' .  ) . 

.全然 猝 らんです な。」 


あなた 


「貴方、 可ぅ ございます よ。」 


よこ ひ ざ  たは こ ひ U 


和紀しげに蒲枝は1ーーー |^ 緻ちて、橫膝に茛を拈り居たり0 
「失禮 です けれど、 私は お 先へ 御飯を 戴きます。」 

貫 一が Is? , を 引 寄せん とする をは 仁り 抑へ て、 


5 ふじ 


いた 


「お 給仕な れば私 致します。」 
「それは 憚 樣で す。」 


C!4S) 


满枝は 飯 g を 我が 側に 取 寄せし が、 茶 椀を 其に 伏せて、 彼方 0 壁 際に 推 遣りたり。 

「米 だ 早う ございます よ、 •もう お 一盞召 上れ。」 

「も、 >頭が 痛くて 克はん ですから 敵して 下さい。 股が 空いて 居る のです から。」 
「お餒い所を御飯を上げませんでは、然ぞお辛うござい 4- 6,せう。」 

「知れた 事です わ。」 

「然で ございませう。 それなら、 此方で 思つ て 居 6* ことが 全て 先方へ 通らな かつたら、 ひ餒 
いのに 御飯を 食べない のよりは 复 に 辛う ございます よ。 那樣 にお 餒じ ければ 御飯を お け 
fp します から •貴方 も 只今の 御 返事を なすつ て 下さい ましな 〇」 

「返事と 言 はれた とて 有 仰る ことの 主義が 能く 解らん です もの。」 

1 ，何故 お 了解に なりません G。」 

貴む るが 如く 男の 顔を 見遣れば、 彼 も 亦 詰る が 如く 見 1 し、 


C  M9) 


「艦らん ぢや あり わせん か。 親い 御 交際の 間で もない 私に 資本を 出して 下さろ。 而 して - K 
の||はと云へば、 *5 炉も搬歡を出る。解らんぢやあり 4- 6せんか。ど、フか钣を下さいな0」 
「解らない とは、 * g 炉お艦 いぢ や ございません か。 では お氣に 召さない ので ございま すか。」 

「氣に 入らん そ 云 ふ 事は 有りません が、 緣も 無い 貴方に 金を 出して 戴く . 。」 

「あれ 1 其の 事では ございません てば。」 

「どぅも 非常に 腹が 空いて 來 ました 〇」 


したし ご か、 r さい  あ： m 


さ • 


フ 

〇 

5 


あなた 


やくそく 


fe かた 


あん 


「それとも 免 方、 外に お 約束で も 遊ばした 御 方が お 在な さるので ございます か。」 
彼 f に 鋒 鋩を 露し 來れ るよ と 思へ ば、 貫 一は 猶解 せざる 體を 作して、 


や 


「妙な 事を 聞きます ね。」 

\ 

く  せ •フ  つ r こ ミ は 


づ 


は づ 


象 C? 


と 苦笑せ しのみ にて 續く言 も あらざる に、 滿枝は 圖を外 されて、 や i 心 惑へ るな りけ り 


0 


か U 


* ん 


「然云 ふやうな お 方が お 在な さらなければ" 


あ a fc おねが ひ  '  '  . 

私 貴方に 御 願が あるので，、〕 ざい ま 


貫 •一 も 今は 屹と 胸を 据焱 て。 

「ぅむ、 解りました。」 

「あ、、 お 了解に なりまして ?! 」  \ 

觀 しと 心に 言へ らん やぅの 氣色 にて、 彼は 猪口に 餘せし 酒を 一息に 飲 乾して、 其の 盃を衝 
と 貫 一に 差せり .0 .  / 

「又です か。」 

「F r 」 

Is に乘 せられて 貫 一は、 思は ず 受 ると 齊 しべ 盈 々注れ て 下に も 置れ ず、 一口 附く るを 見た 

よろこ デ 

る 蒲 枝が 歡喜！ 

「 3¢ ■の お 盃は淸 めて ございません よ。」 


(屮） 


いち ■そこい  s-ろがせ  こ ミ S わづ ら U もて 4 1: - 

一々 底意 ありて 忽 諸にすべからざる 女 0 言は、 彼は いと 可 煩し くて 持餘せ るな り。 

わ かり '- へんじ- 

「お 了解に なりましたら、 どうぞ 御 返事を 〇」 

これぎ り 

「其の 事なら、 どうぞ 是限 にして 下さい 〇」 

f? Ll 您く； f s ひ 放ちて、 貫 一は 厳かに 沈默 しつ。 蒲 枝 も 有 繫に醉 を 冷して 彼の 氣 色を词 ひた 
ゎしに、 例の 言 寡なる 男の 次いでは 言は ざれば、  • 
r 私 i- 适麽可 恥し い 事を 一旦 申 上げた からには、 此 1 i では 濟され ません。」 

办ろや  う , X づ 

貫 一は 緩 かに 頷けり。  • 

一女 ¢3  口から 惩云ふ 事を 言 出します 0は能々の事でございますから、其に對する ^* の理由 

扫 つし や  じふ ぶん  5 C. L 人 1: 0 ず， X . 7 こんな 

を 有 仰つ て、 どうぞ 十分に 私が 得心の 參るや うに お話し 下さい ましな、 私 座興で 這麽 事を 
巾した のでは ございません から。」 

【御 尤 です。 私 G やうな ff て も 那樣に 言つ て 下さる と 思へ ば、 決して 嬉くな い 事は ありま 


(!5〇 


Kr. 紘  一  A 

.，，コ 
. 5 # へ 

.*  ^ ...  \ぐ . .-l i , 

^ . 


せん 〇で すから、 其の 御 深切に 對 して、 裏まず 自分の 考量を お話し 申します。 けれど、 私 
は斯乾 瓶の 偏屈# であります から、 衆とは 大きに 考量が 違つて 居ります。 第一 私は 一生 妻 

かくご  3  しよ、 r ち  も ^ しよ せい 

とい ふ 者は 決して 持たん 覺牾な の で。 御 承知 か 知りません が、 元 私は 書生で ありました、 
それが が # から 學問 を罷 めて 此の 商賣を 始めた のは、 放蕩で 遣 損つ たので もなければ、 敢 
て 食 k めた 譯で も冇 りません ので。 書生が 可 厭 さに 商賣を 遣らう と 云 ふの なら、 未 tf 外に 
fi ダ も 纪い商 賣は 有ります 3、 何を， んで ax 麽極惡 非道な 白日盜 を 爲 すと 謂は うか、 病人 
の を f すと 15 はう か、 命よりは 大事な 人の 名譽を 殺して、 其の 金錢を 奪取る 節 利 貸な 
どを 撰む ものです か。」 

_居 る滿 枝は 益す 醉を 冷され ぬ。  .  •  • 

「不正な 家業と 謂 ふよりは、 もう 惡事 ですな。 それを 私. か 今日 始めて 知つ たのでは ない、 533 
知つ て 身を 墮 したのは、 私は 當時敵 手を 殺して 自分 も 死にた かつた くら ゐ無念 極る 失望を C 


し f; 事ガ ぁつた ガらて す" ^ G 失望-と 云 ふのは、 私が 人 ふ-頼に して 居つ た 事が ぁつて、 其 ぅ 

e Ag p fe 球な S 3 ばな らん にん ?：: 居っ レのを、 ^ 厭し i'iii 戴 ^ . V 縱敕 

ぎり  す  さ •フ A 3 ミ  •? 

へ5、羲理は捨てる、而して私は見事に賣られたのです。」 

V 獻を酽 けんとした る 彼の 目の 中の 鑑， に ffl ける は、 なほ 新 t る 痛 K の 氣げ 浮べるな りけ り 0 
i i 卽 L il 犯 一世の 中で、 其の 義理 も 人情 も 忘れて、 罪 も 無ぃ 私の 賣られ たの も、 原は と 云 
へば、 霧からで す 0 i 械にも の §1 子た る 者が、 靈の獻 に 影 へられた かと 思へ ば、 
其の 無 1 s とい ふ ものは、 私は 一 …… 一 …… •一生 忘れられん です。 

慰 銜でな ければ、 群、 詐でな ければ 利 慾、 愛 相 d ぎきた 世の中です。 それほど 可 厭な 世 
の 中なら、 1 :fT mf ^ 死んで 了 はんか、 と 或は 御 不審 かも 知れん。 私は 死にたい にも、 Jt 
の 14 r lt l-9 なつて 船 f れんので す。 賣られ た 人達を ぎめ る やぅな 那樣 復_な どは 爲たく 

た r じぶ A. い  たん、 フ  、っら み  '  5 つ  はら fs 

はぁりません、唯自分、たけで可いから、一旦受けた恨！それだけは吃と雾さなければ措か 


ん精 神。！：： 時で も 其の 恨を 忘れる ことの 出来ん 胸中と いふ ものは、 我ながら 然う思 ひます 
が、 SI で 發 1 レて 居る やうです な。 それで 高利 貸の やうな 殘 刻の 甚しい 、殆ど 人を 殺す 程 
の度胸を要する备を每日扱つて、而して感情を暴して居なければ迚も堪へられんので、發 
狂者には 適當 の商賣 です。 そこで 金錢ゆ 忌に 賣られ も すれば 辱められ もした、 金 錢の無 い 
の も 謂は、 >  無念の 一つです。 其の 金錢が 有つ たら 何とで も忪が 霽 3 れや うかと 其を 樂に義 
理も 人情 も 捨て、 掛 つて、 今では 名譽も 色戀も 無く、 金錢 より 外には 何の 望 も 持たん ので 
す。 又考 へて 見る と、 恝ひ 人な どを 信じる よりは、 金錢を 信じた 方が 間違が 無い、 人間よ 
りは 金錢の 方が 貪 か賴 になります よ。 賴にな らん © は 人の 心です！ 先恁云 ふ 考で 此の 商賣 

はい  あなた 5* や  扫つ しや  しほん  i し  匕ん 

に 入つ たのであります から、 實を 中せば、 貴方の 貸して 遣らう と 有 仰る 資本は 欲い が、 人 
問の 貴方には 用が 無い のです。」 

杪は 仰き て 高 笑し つ、 其の 面は 痛く 激したり。 


055〕 


r\ 

6 

5 


满枝は 彼の 言の 決して 譌なら ざるべき を 信じた 〇。 彼の 一 ^ B4 なる、 實に 然るべき 航 f を！！ 
ける も怪む には 足らずと 思へ るな り。 然れ ども、 彼は 未だ 戀の 甘き を 知らざる が 故に、 心 ^ 
狹 くも 此の 面白き 世に 偏屈の 扉を 閉ぢ て、 詐と輕 薄と 利欲との 中に、 詐と輕 薄と 利欲との 
外なる 樂ぁ るを 曉ら ざるな らん。 旋 て 我 夫を 敎 へんと、 满枝 は輙く 望を 知は ざるな りき。 
「では 何で ございま すか、 私の 心 も 侬樣賴 にならない とお‘ 疑 ひ 遊ばす ので ございま すか。」 
「疑 ふ 疑 はんと 云 ふのは 一一の 次で、 私は 其の始 1 ^ 漱 此の世の 中が 觀 、贼ての”_を奶 
まんので すから Li 
「それでは Is! " 


いのち か  ちな た  もの 

. . 命懸けで 貴方を 思 ふ 者が ございましても？ 

「勿論！ 船して 惚れた の、 f のと デ ふ 斬は 允攀 す。」 


した 


れ かり 


「あの 命を 懸けて 慕つ て 居る とい ふの が お 了解に なりまして も？」 

か •フ りかし  なみ V 

r 高利 貸の 目には 淚は 無いです ょ 〇」 


てい 


今は 取附く 貝 も 無くて、 满枝 は暫 し惘 然として 居たり 0 
「どぅぞ 御 f 頂戴。」 

.机！^ れつ 上® は ® t を •りて 职 せり。 

私 それい 

「これは 恐 入， ます。」 

彼は 啖 ふこと e 人 無き 若し。 满枝の 面は 薄紅に なほ 酔は 有りながら、， へる觀 も 無く 

こ r ぅちあん 

て、唯打案じ乜。  . 

「■ も h?s —ん か。」 

廢 く會釋 して 貫 一三 杯 目を 纪 へつ。 at 有りて。 

「, ん、」 、 啦れ し 時 彼は 醫に i を i みて P 艇ふる 1 1 は t  II, げて女 
の 顏を見 たるの み 

「私 も這麽 事を 口〗 します 迄には、 もし や 貴方が 御 承知の 無い 時には、 と^! 等を 考 へまし 


7 

5 


て、 もぅ 多 時 ^ L に #? fe つたので ございます。 それまで 大事を 取つ て 居りながら、 惩 ぅ 一ぅ 

も 二 も 無くが 11 に 無. を 受けて は、 私實に 面目無くて . 餘り 悔しぅ ございます わ。」 C  15 

一  儒 忙しく ハンヵチ， i を 取りて、 片手に №1 泣の 目元を 掩 へり。 

r 面目無くて 私^^ 起れ ません。 間さん、 お 察し 下さい まし 〇」 

貫 一は 冷 W に 見 坂て、 

「貴方 一人を 翁れ と 云 ふ！! なら 然ぅ かも 知れません けれど、 私は. 總 ての 人間が 嫌な ので 

.  あ ^ た 3r ?i ん  さ、 フをぐ る 

すから、 どぅ ? からず 思つ て 下さい。 貴方 も 御飯を お 上ん なさい な。 お 而 して 小 車 
梅の # > に， い ^ お 話は？」 

« ^? ”ぐ  こた 

泣 赤め たる 目 4 g ひて 滿枝は 答へ ず。 

「何 云ん お 話 子 5  .  / 

1 ざ/  よろし  は tf i 3 う  ^  お '!14 しめ 

'，.'.  一 ? if 様 事は — でも S ぅご ざいます。 rnl さん 私 奈何しても 思 切れません から 然ぅ思 召し 


尸 


1» ゃ 


l» ゃ 


ょ ろし 


て 下？ い。 で、 お 可 厭なら お 可 厭で 宜うご ざいます から、 私が 這膨 に ®' * つて 居る ことを、 

どうぞ 何日まで も お忘れな く . 屹と覺 えて 被航い ましよ 〇」 

、承知し ました L_° . 

丨  やさ  こ ミは  S 4* 

もつ と 優しい 言を お 聞せ 下さい ましな 〇」 

，一  I  1 •  *  一  i 

「私 も覺 えて 居ます。」 

I ). おっし -, P 

もつ と 何とか 冇仰り やうが 有り さうな ものでは ございません か 011 

fc こぐ ろ  v' t i fo し 

滅 志は 決して 忘れません。 是な ら宜 いでせ う 〇」 

滿枝は 物を も 言は ず 衝と 起ちし が、 跡 然と 貫 一の が 姬 に寄游 ひて、 


こも 


ふ • ;: も {  した^ •つめ 


ふい 


「お忘れ あそばすな 〇」  と 言 ふさへ に ; 0 籠りて 其の 太股を ㈣か撼 れば 、貫 一は 2; 思の 

み •く f. Li= へ  f  よ こさ**  ふりは. b  ひら 

r r 覆らん とする を 支へ つ、 橫樣 に振拂 ふを、 满枝は 早く も 身を 開きて、 知らず 顔に 手 


3 ら なら  をん な よ 

を 打嗚 して 婢を 呼ぶな りけ り 0 


9 
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き 氷 り 
ま 川  ° 
でな 
0A る 
慣 Y 邸ア 

れ 命、 

ぬ に 
式 ミは， 

/士 

る 唐 I' 

は 破 2 

" 風 之 

此造各 
の の 
殿 I 昔？ 

の を1^ 
數す 摸" 

寄 s せ 
に る 
て 館 € 

" と 

配 相 5 

逸 ィソ 並？ 

に び 
名 て 
あ歸 5 
る 朝 T 

T&B  i%c 

城？ 起？ 

の せ 
面 t し 

s.^'  二 r  さ 

げ  一^ •ん 

を 層？ 

倨 名の 
び煉 2 
て 瓦で， 

此 i 造 t 
に の〃 

象？； 異拿 

れ $ し 


郝艇が此 の #? 1 i it 51 の 斬 紙と 言へ ば 知らぬ 者 無く、 K{ に此既 o m o るに 寫眞機 械を 車に 積 

> 15 の 〇 、  3 i' p¥  い - 5. ? フ i fj L ^ 」 I 

みて 隱 i へざる こと あら ざれば'  自 Gd 人目を 私れ ず 惡る 異名は 呼る 2 にぞ ありけ る。 子細を 
嘴がず しては 「齡射 の駆||」の ^; かとも％はるべし。ぁらず！おの敏、擊の博、 #^ 族院の 
，ぞを y めて、 l£v に 一 1 かるべき 皆 % [i 抱きながら、 五 年を 獨 逸に 薫染せ し學者 風を 喜び 世事 
を P てぎ るが 如く、！^ s 鉛を i へて、 _ 起の 腐ぎ T ぎれ ども、 なほ 射の 入 

X  %  つ ^ S 、  しし やく  ハ 5 . すぅ  な いふく  きこ fc づみょ し ! i ろ 

る ものを ft, ろに' ]£- に 出 づる に五齡 すて ふ、 子爵 中 有數の 內 福と 聞え たる 田 鶴 見 良 春 其ノな 


*  こ . tt こ •  しよ さ IV' き. T ま 6 よろ づた  かんじつ <> つ  Li  ふけ 

るな り i そ 之を 文庫と 書 齋と 客間と に 充て 2、 萬 也らざる 無き 閑 9 片をば 、書に 此 り、 

* - fc のし  て. フ こく  あい  おんがく  ，，そぶ  もつ i  よ S ひ <ri よ 

晝に樂 み、 彫刻を 愛し、 音 樂に嘯 き、 近き 頃よ 〇 は秦 V 寫眞に 遊びて、 齡 j 二十 四に ^ ベ ど 

’わん  い 象  め ミ  へ， 7 チ, ^. t 

マ；  も 頑として 未だ 娶らず 3 其の 居る や、 行く や、 出づる や、 入る や、 常に 飄然と して、 絕ぇ 

- ^  ^ ),  L  、 お 1® づ か、  .  ひん； おもて，.. i ぃ  S こさ，？ かか S 

て y 族 的 客 儀を (5 めされ ど 自らなる 七 萬 石 0 品格は 面 a ぅ 眉 秀でて、 鼻高く 眼# に 形 

きよら あが  が 5  ぎよく じ，®  ふ、 フぜん  の ^ ご •二、— ^ J *4 a 

二. の 清に 揚れる は、 咬と して 玉樹の 風前に 臨める とも 謂 ふべ くや、 御 化々 御 #: 男に わたらせ 

つね  はんし  1 こ 

らる ▲とは 常に 藩士の 誇る 所な り。 

.f  I  , 

恁れば良錄の空しからざること蝶を捉へんとする瓣謙の糸より齡しと艦！^、忠即たにがず 
、丨 s> 

諫など ふつに 用 〇 ざるな りけ り。 然るは、 彼の地に 見ぎ の 日、 陸軍 中佐なる 人の 娘と 樹 敷 

ご 、け V* P ぎり -i)* 仁 {> つ 4' をぶ ti ひよ，.、 かい  あやつ  な が I  S-P  ，-  >.  ) 

パ  f T ^ G 契 も 堅く、 月下 〇小舟に比翼の掲を操り、ラロンの流を ^- して、比の狄 0 ^: ご1 

、  /  AW 

S 刀 ふき  たがひせ、し、つ 1 .^  I 

:谓る は あらんと も、 我が 戀の燄 の 消 ゆる 時 *. らせ じ、 と 5(- の «•■ 詞 じ 詐 u! あら ざり け 6 


、こ矣 f ごろ  ^  f  IV  t 

が、 歸 りて谢 ずに is ふ. こと ありし に。 いと *1 ぅ 驚かれて、 こ ほ 由々 しき 家の 大事ぞ や。 夷 

船は P ょりも, べきに、 寶も ，饜が の 家を ばな でぅ 禽獸 の？ 爲 すべき。 ぁな ) 

9 f の彰が 、客と、 I 起に f r て ib_ r の 1 落 f へ r た 吏り しか ば、 
f 戴 無くて、 & しぅ S っ 1、 1! 11 をこ & ^ 

し ft ^ き  す •:  “ ^〇 c L- 

も 在 6 に あられぬ 三* 年の 月日を 憂き は 死な ▲ん と、 味氣な く 過せ しに、 一咋平 の 秋 物 S ふ 

みかみ めぐみた す  みち 'J= 

, 丨けら 

)づ  な つか  ミの  やぶ ^ ミ ほ ^ か 

ぬべ からざる を、 いとへ 可 懷 しの 殿の 胸は 破れぬべく、 幾と 知 取 

ねん 含す ま  ひじん  i  d し ^ 丨 .fc 言  おも ひ 

7 深く、 今は 無 盡の富 も 世襲 

かたみ  あだ  しよ 5 いかべ •か-  はんしん ざ、 


2 
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»1 にゃぁりけん、心_ら親りて、8かねし身の_を、 ^ 繁§,られて、導か 
れし对 配の 斟 として M ぬべ からざる を、 いと， ft w しの R50 5 胸は赛 れぬ ベく、 幾と 知覺の 
較！ ^も对 ナ て 世と lg^ つの i! ^ 深く、 今は •豪の i® も t 襲 2, f'^ も 何に かは せんと、 唯懷 
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船 齡 W 取引を 爲？ r れば、 1 i 業者は 彼の 那邊 L2 か 金穴 ある ^ 疑は ざれ ども、 其の 果して 誰 
なるやを 知る 者絕 えて あらざる なりき。  * 

鰐 淵が 名の 同業 問に 聞え て、 威權 を？/ \四 天 王； の隨 一た るべき 勢 あるは、 此の 資本金の 幻 

ぅしろ V て  ぅんてんしん じよ  ブ £  よ  も ミ たづみ '1 ん し  みがら  い  fc 

後循 ありて、 運轉神 肋の 如きに 由る のみ。 彼は 元 田 鶴 見の 藩士に て、 身柄は 謂 ふに も 足ら 


•A 


4> しがろ がしら す  さいかく  はいは 户  こ -? くじ ん  つ £ 
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を 得た るに あらず、 彼の 齢を 以てして、 色を 近け ず、 酒に 親まず、 浪費せ す、 遊惰せ す、 

つ S かなら  S  お 0 れ て- b ひ ミ  扫 ミ し  きょぅきん  し 5' 

勤むべき は 必ず 勤め、 爲す べきは 必す爲 して、 己を 街は す、 他を 贬めす 、恭 謹に して 而も 
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十を 一つ 越えて、 妻なる お 峯は 四士 ハな り。 失の 心猛く 人の 8; ゼ見 こと、 犬の 敷げ 如く 
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^e や、 フ  も  へんくつ  りち y あ、 

常の 人の 心は 有て るな り。 彼 も 貫 一の 偏屈な れ ども _義 に、 鼠すべき 所と ては 無 けれど、 
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11 、皮は 此の 喜を ^1 ^: に 喜びけ るか。 呼 責を も苦艱 を も 敢て惡 まざるべき 覺悟の M 一は 
此の 信用の 終には 11 の爲に| がれ、 此の 憐愁も 利 il—  ‘ の— なるべき I く 
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てうせ つ  も S 3  や i  • 
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聞を 取りけ るが、 見る 間 も あらず S; 遣りて 仰 ^; になり ぬ 〇折 しも 誰な らん、 1 デを # $ 射る 17 / 
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お き あが  せい  かたょらす、 
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「紅茶を 流れました から お 上ん なさい。 少し ばかり 栗を 茄でま したから 〇」 
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「冷めない 内に お 上ん なさい 〇」 

彼は 會釋、 して 珈琲 茶碗を 取上げし が、  \  -  •  夂 
「 H 那は 何時頃 お出 懸にな 〇 まし ^ 0 」 
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「だつ て、 私の 耳へ さへ A1 る 位な のに、 お前さんが 萬更 知らない 事は 無力ら ぅと ® ひます 

v つて  そ 乂  や  ひ t ふん  かね く  a  わ しづ ゆ ?> *< r/I -tt >b D 

がね。 あの 別^ さんが Jt" ハを 遣る と 云 ふのは 評判です ょ。 金 窪？ ん鷲 J さん、 それ* ら T 原 173 
さん、 皆 其の 話を して 居ました ょ。 一 


「或は k 樣 評判が ぁるの かも 知れません が、 ゎ拉^ ぃ一っ 關聞 きませ ん〇獻 糖， f 2r ふ 彫です か， 卜， 
然 かも 知れません。」 

こん ^ 、- ^* n rL 

「外 G 人には！！！ 湯 . Is は出來 ません、 fi? 年 氣心も 知り合つ てが がの 人 も雖じ の お前さんの 事 
だから、 私 も お 話を 爲 るので すけれ どね、 Hi つた 事が 出來 て Ti つたの —— 1 命 したら f か 
らぅと田ひつて #2 0|  . 

お峯が ナィフを 執れる 手は 漸く 鈍くな りぬ。 

「おや、 これは 大變な 虫' た。 こら、， jg な？ い、 此の 虫は 穿 H5 でせ ぅ。」 

「非常です な。」 

「虫が 付い ち や 可け ません！ 栗には 船 V ず 0 」  . 

「1 です 。.! 

お 峯は又 一つ 取りて 剝き 始めけ るが、 心 : 1T まざらん やぅに ナィフの 避 ぼ！^ il if なりき。 
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「これは 本當 にお 前さん だから 私は 信仰して 話を 爲るの です けれど、 此處 限の 話です から 
ね。」  . 

「承知し ました 〇」 . 

貫 一は 食 はんとせ し 栗を 持ち直して、 屹 とお 峯に打 向 ひたり 〇 聞く 耳 も あら じと 知れ ど、 
祕密を 語らん とする 彼の 聲は自 から 潜りぬ。 

r どうも 私は 此間 から 異し いわいと 思つ て 居た のです が、 どうも 樣子が ね、 内の 夫. か 那 〇 
別品さん に 係 合を 付けて 居 やしない かと 思 ふの —— どうも 其に 違 無い の？」 

彼は はや 栗な ど剝 かずなりぬ。 貫 一は 搖笑 して、 

「那樣 馬鹿な 事が、 貴方 . 。」 

「外の 人なら いざ 知らず、 附いて 居る 女房の 私が . それは もう 間違 無し？」 

貫 一は 熟と 思 ひ 人り て、 


075) 


「旦那は お 幾 歳でした な。」 

「五十一、 もう 爺です わね 0 J 
彼は 又 思案して、 

「何ぞ 證據が 有ります か。」 

「證據 と 云つて、 別に 寄來 したでを 見た!! でもない のです けれど、 船 1 12 を 渺 3 なくた つ 
て、 もう 違 無い の !! 」  • 
息 卷くお 峯の 前に 彼は 面を 俯して 言は ず、 親に ® f sg らすな るべ し。 お 峯は心 着きて 栗を 錄 
き 始めつ。 其の 一つを 終 ふるまで が ざり しが、 さ T^ 銳 ti、 

「それは もう 男の 働 t か 云 ふの だから 妾 も，！^ も 可う ございます。 是が藝 者 だと か ® 1 稍 / i0 
とか 云 ふの なら、 私は 何も 言 ひは しません けれど、 第 一 に、 #? ® 1* さんと いふ 者が あるの ぢ 
やありません か、 ねえ。 其の上に 那の女 だ？ 凡の 代_ぢ や ありは しません わね。 それ だか 


C】76) 


ら私 は實に 心配で、 心 火なら 可い けれど、. なか <心 火 どころ の 酿 f 洛た！ ^ ぢや ありは し 
ません。 那麽 者に 係 合つ て 居た 日には、 末始終 甚麽 事になる か 知れ やしない、 それが 私は 
苦勞 でね。 内の 夫 も あのく らゐ利 巧で 居ながら 奈何した と 云 ふので せう 〇 ゲ 斬 出掛けた の 
もどう も異 しいの、 確に 氷 川へ 行つ たの ぢやな いらし い。 だか. ら御 KX な？ い、 此頃は 何と 
なく 冶れ すわね、 而して 今朝なん ぞは 羽織から 帶 から tfcL lt? TI し »T 把で、 そのが 離 V? 
と 謂つ たら、 何が 日に も 氷 川へ 行く のに ^; 麽に亂 した 事は ありは しません 。もう それは 氷 
川で ない 事は 知れ 切つ て 居る の。」 

「 それ ガ事實 なら 困りました な。」 

「あれ、お前さんは未だ那樣氣樂なことを言つて居るょ。事實ならッて、事實に 5*? ,いと 
云 ふのに。」  .  • 

貫 一の 氣乘 せぬ を、 お峯 はいと 澈鶴 くて 心祇 つなる V し。 
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、よ、  か { f. . i ^  5 :* L A (J い 

「はぁ、事實とすれば齋ジ善くない。ぁの女に係合つちや全く妙でない。御心配でせぅ。」 

クん *‘ t> tr i ひて  わろ 

「私は ®: 貧 で 言 ふ 摩 ぢやな い、 本當に 且那〇 身を 思つ L 心配を 爲る のです よ、 敵手' か 惡い 
からね え. 0 」 

思 ひ 直せ ども 貫 7: か 腑には 落ちざる なりけ り。 

「 MI して、 それは 何 頃からの 事で ございます 〇」 

- 

「つい 此 頃です よ、 何でも。」 

「然し、 何しろ 御 心配で せぅ。」 

「於、 に , いて 纪 r .9 織 P ぁるので すがね、 折を 見て 私 も 篤り 言 •はぅ と 思 ふので す。 就いて 
U 是と いふ 證#か 無くち や 口が 出ません から、 何とか 其 處を突 止めたい の t: けれど、 私の 
觀ザ や 戸外の 樣子が f 然 解らない のです ものね。」 

もつ ^ も 

「御 尤 〇」 


「で、 お前さんと 見立て ▲お 賴が あるので す。 どうか^:々 樣 子を 探つ て 見て 下？ いな。 お 
前さん が 寢てお 在で ない と、 實は 今日 早速 お賴が あるの だけれ ど、 折が 11 いのね 〇」 

行けょ と 命ぜられた ると 奚' そ 擇ばん 、是 有る 哉、 紅茶と 栗と、 と 貫 一は 其の 餘に 安く 賣ら 
れた るが 獨り可 笑 かりき 0 

「いえ、 一向 差 支 ございません。 奈 11 いふ 事です か。」 
r 然 う？ •餘 りお 氣の 毒ね。」 

彼の 赤き 顔の 色は 輝く ばかりに 懂びぬ 。  • 

「御 遠慮 無く 有 m つて 下さい 0 J  .  ノ  へ.： ： ',: 
「然 う？ 本當に 可い のです か。」 

ぜん 5 i  くさ わ やか «> •  U  く  iv、 ぎ r 、ノ 

お 峯は 彼が 然諾の 爽な るに 遇 ひて、 紅茶と 栗と Q 之に 酬ゆ るの 薄 儀に 過ぎた るを、 今更に 79 

は づか  お ぼ  -  I 

可愧 しく 覺ゆ るな り。  C 


「それでは ね、 本 當に！ M がで is まない けれど、 氷 川, つて 見て 來て 下されば、 それで 0 
ずい のです ょ。 啦 んへ 行つ て、 旦那が 行つ たか、 行かない か、 若し 行つ たの^ t ら 、何 0 
駆 行つ 一」 何 頃歸 つた か、 ^: ^ r +l 」 A; i° では 吃 s' 行きは しません から。 其の 擎だけ S は 

•  rv  て、 

それで 可い のです。 それだけ 知れ、 ば、 それで 德偵 が一つ 出來 たのです から。」 

t 2) 

「では 行つ て參り ませぅ。」 

彼は ぎち て變 l r , かんと すれば、  ， 

「お穿ちなさい ょ、 今 俥を 呼びに 遣る から。」 

怎く韵 r し、 お 峯は 忙しく 階 子を T 行けり。 

船に 貫 一は 祖 し： -此 事の ■を 鉛 じ漀 ける が、 船を 繫て^ を 出 でん t つ.' 
r 女房に M" られ て、 學士に 齡 »1 ケ て、 B が s 露で、 お デん の祇密 採 偵 か！」 


懇 ^1 蹩 r く、 释雛を F て、 霞に 奢 I y_ に 掀 it て、 ■ f 

内や配 しげに を II したる 4 pi? 齡 なり。！！ s; 1t" しぅ S 立たぬ に 51? がへ て、 f n? の 1 の 起 
れるは 、館の 改築 ありし 折 其の 舊材 を！^ して 用ゐ たるな りとぞ 0 

貫  一. 4 の 器 髮に 湯の， 冗を gr な S、 敲撇 r 释 口ょ &rl 

9、彼は戶口に立寄りけるに、 1 淵の綴齡は把らず。はや歸りしか、於ざりしか、歡 (3::> 对 
だ 見ぇざる にや、 ぎ も 拭に も ぉ峯が 當 f  | ^ すれども费之 & 1| ぎぎるべきにぁ 
らずなど思ひ？音なへば、應する者無くて、税びする時 &^ 阶れたるおか #? の聲して、し_  0 
に婢の 名を 呼びたり しに、 备へ ざり ければ ^ し go G6 出で 来て、  C 


「おや、 まあ お 上ん なさい、 丁度 好い 處へ お出でした。」 

艇- 6 みぃと 容 て、 ^ t ^; 基 ； f たる E^ lis は ■が 如く 見る 芑慘 々しながら、 聲 の 明に 

して 職 ある、 I ょり 出づ る划日 ならん と、 一た びは 目を 驚かし、 一た ひは 耳を 驚かす て ふ 
貫 一が Y 齡の他 佩と 11" へる 其の 人な り。 年は pf r はかりに て 就の 霜繁く 夫ょりは 姊なり 
と ぞ〇 

貫 一は" 屋 i at SI tr しき 禮を 作して、 

「はい ^ X 0S はぎ 1 ぎます るで、 これで 1 蟲 を 致します る。 主人は 今朝 ほど 此方 樣へ伺 ひまし 
たで ございませぅ か。 J 

「い ▲え、 お ai^ はあり 吏せ んょ O K. はね、 ちと お 話が 有る ので、 お 目に 懸ひ たいと 申して 
居りました 所、 唯今 纪船へ 出て 居ります で、 酌ピ 呼びに 遺り ませぅ から" 暫く お 上ん なす 

つて 〇一  . 
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/TjV-  く 1 W :I はしち か  ひか 2) はた  をん なよ びた  そ.，、^-^ あろ. し 

言は る、 ま 4 に 客間に 通りて 端近う 控ふれ ば、 彼は 井 0 端な りし 婢を呼 立て', 速々 主の 
方へ 走らせつ 。莨 盆を 出し、 番茶を 出せし のみに て、 納戸に 入りけ る 妻は itb 出で來 らす。 
此間に 貫 一は 如何に 此の樑 偵 一件を 處置せ んか‘ とく H, 夫して 居たり。 ^ T 有りて 婢の息 促き 還 
來に ける 氣勢せ しが、 旋て 妻の 出で て 例の 聲を振 ひぬ。 

「あの 唯今 些と 手が 放せません ので 御殿の 方に 居ります から、 どうか 彼方へ お出な すつ て、 

ぢきそ こ  あんない  さ  さよ 

直 其處で すよ。. 婢に 案内を 爲せま す あの 豐や！ 」 

暇 乞して 戶口 を出づ れば 、勝手元の 垣の 側に f 歳 かと 見 ゆる 物 馴 顔の 婢の 待てり しが、‘ 後 
さまに！ i 敏ひつ ▲邊知 遣す。 垣に 沿 ひて 曲れば 玉 川 砂% を 敷 § たる 徑 ありて、' 出 外 るれ 
ば 子爵 家の 構内に て 三 棟 並べる 塗 籠の 背後に、 桐の 木 高く «i 列。 ねたる 下道の 淸く 掃いた る 
を 行 窮れば 、板稱 繞らせ る 下屋造 の 煙突より 忙しげなる 煙の 立 昇りて、 折し も 御前 籠 舁人幻 

I 

つうよ •っもん  よそ.  すぎこ  くりや  か  に  に ほひし き  • 、 

るふは 通用門な り。 貫 一 も 之を 入りて、 餘所な がら 過 來し厨 に 酒の 香、 物 煮る 句頻 りて、 


奧 ょりは 絕 ぇず 人の 通ふ亂 響した る、 來客な どやと 覺 ぇつ'  畔柳が 詰 所なる べき 一間に 
導かれぬ。  ^  ■ , 

啦継 7C? 齠の娘 齢紀 は齡が 距 XI に 酣艱 せるな れば、 は衔に 女 客の ■■に SI れ 一と 給 齡 1 II 
に粧を 改め、 お f 不去 に麁略 あらせ じと， くな りけ 〇。 傲て 邸内 遊覧の 所望 ありければ 先 
づ西 洋館の 三階に 案内す とて、 f 廻 階 子 S. 半を 昇 行く 後 姿 G、 其の 客の鲥 何に 貴婦人なる 
かを I 規ふべ し。  -  ‘ 

ir で？ 象 is ■したる 觀の影 如きに、 gf 六 s 0; M を 船 じたれ 

ば 更に 繼 の 屢物 G f ベ i  く、 i it g 縊 j r f 鬆 rp を yK 帶は & 

ろ •いろ ぢ  しや *>仓く » れ5つくし しきしち らし  しちん  扫 € ? いろ もんろ  ながじゆ汶ん  すそ  いろ ^ つ あ 3 ふ 

松 色 地に 裝 束切搽 G 色紙 散の 七絲を 高く 負 ひたり。 淡紅色 紋紹の 長 襦袢の 裾は 上履の 步 
に 緩く 匂 零して、 絹 足袋の 雪に 嫋 々なる 山茶花の 開く 心地す。 


*っ 5 は  か たち ** ?> しづを i» v ぎ X よ  こん  .  っ •  I 

此の麗しき容もば見返0勝に靜緖は壁佩に侬0て二三從づ„先立ちけるが、妒の «5 ヂて姐 

\  くし  まき 5. # よ  そ*^  うま  .  れ  * 

れ るに 櫛の 蒔繪 のい と 能く 見えければ、 ふと 其、 に 目を 奪は れつ ▲一段 m' み ^- ねて、 ^1 じき 

ひ r s 、フ t> t 1/ r9 “ ， i v> d* $  * 

響の 中に あな や fa れんと 爲た 〇。 氧 ii f: % はな かり けれど、 彼は、 なか^^ 3§ が ®! r などょ 
り 貴 客を 奶か せし 狼藉を ば 得も双 tr れず獄 酣に， ぢ て、 

ぐ》  そ さ、 フ  . 

「どぅも 飛んだ 麁 相を 致しまして . 。」 

あなた ほんた 5  夕 こ  いた 

「い ▲え 貴方 本 當に何 處もお 傷めな さりは しません か 〇」 

- 

さ  びつ  くり - 4> そ 2* ¢?) 、 

「い、 え。 然ぞ 吃驚 遊ばしました で ございませぅ、 歡梵 あそばしまして 0 」 

こたび :i くひよ-っ ふ  おも ひ  •のぼ  5 ふ  5 ん  ミ 

這 度は 薄氷を 踏む 想して 一段を 昇る 時、 *^ 婦人は 其の 帶の 解けた るを 見て、 

ちよ ツ 1 

r 些とお 待ちな？ い。」 

す {み •よ  む す  しづ ^ あわ  k c? ろ 

進 寄りて 結ばん とする を 心 着きし 靜緖は 慌て 驚きて、 

おそれい 

「あれ 恐 入ります .0 一 


c 吨） 


じつ 

「可ぅ(、〕ざいますょ。さあ熟として」  r 

「ぁれ それでは 本 當に恐 入ります から。」  =  i  f き  r  了、 

ち以 つて i を 進むべし」 の ひて f こそ 始めて 色に 矜ら ず、 厥 s 爽か すと も 
一一 一 皆 こ 着く ょ 〇 靜緖は Mis り 行年、 f しく綠 ‘色 ilo 硝子 戶を f 
r—cf 才 ことね’ き g く f -。 ぉ. ゃ輯木 く f  f ますね、 $ 内に 在 

り-^ す 〇-) ? 」 


CiS6) 


iio  ふじ A しぅ せいほ がら かひ jTN  ゆ 

貴婦人は 此 G 秋霽の 朗に潤 くして 心 往くば かりなる に 1 など 見る らん ffit fel して ^ i がり、 窓 

あ. , & そ  さしい  ひか：！ b  な i & すがた てら  1 り 0? め  し L J ゆ  も  > r p 

を爭ひ て 射 入る 日影は 斜に 其の 姿を 照して 襟留な る眞% は 焚 (0) る 如く g きぬ 〇廚を だに！^ 
さず 澄みに 澄みた る亂最 の ^ I に 立てる 彼の 親 戰は 齡“齡口  りて、 5! 取に 白き 花を 把し 

ふ- ぜ、 

たらん 風：！ Jif。 靜緖は 女ながら も 影れ て 避に 贤 りぬ。 

さわやか  した t  な さけ こも  ま ^ 

其の 目の 爽 にして 滴る ば 力り 情の 籠れる、 其の 眉の 思へ る ま S に畫き 成せる 如き、 其 口元 

つ ミ  、 

の 蒼みながら 香に 立つ と 見 C3) る、 其の獻 の费る もの も 無く 影 ど妍く 蜜 0 たる、 膨 @! 潔に 光 
を さへ 帶び たる 色の 透る ばかりに 白き、 瓣 を ^! めな ば、 S1 は贤 くて t? 齡 に、 配い fit げに敕 

は 九ぎ ci 5ちみ ?; か t ち 

ねられた れど髮 際の 少しく 打亂れ たると、 立てる 容 こそ 風に も堪 ふま じく 齡 1|, なれど \- _ 

G 痩の 過ぎた る爲 に、 f 愁 はしぅ il ®3 し f 、_Gf が 折れ やし 5  く那 «!i —。 

?  か  そろ  よ  きり T フ  いま  ^  ^  J  ,  一 

然れど惩く报ひて好き器量は未だ見すと、靜緖は心に驚きつ、、踏外せし «: ル心ははや|^れ0 

ふ す  ながしめ  5  tt a 、 b a 9 ’  I 

て見据ぅる流時は其の物を奪はんと視ふが如く、吾を失へる顏は,妒けて常心だらる6_ぐ 


あり. ながら、 草の 花の 峨 1 ¥や ぅに 此 G 貴婦人の 傍には 見 劣せ らる と 夥し かり、 彼ぅ 

、 、  や ^ おく*々 た  ，) 38 

i 5l (7)n ^s 成 ブた〇 とは® らで 、返す^^ も 人 G 上を 思 ひて 止ま ?' りき。 實に此 0 奧力な 才 c I 
ば、 射 ポ辦 持てる も、 以淑の 歡齡せ る も齡 r f つまで 穿せ る も、 設し馬 事に 乘 りて 行か 
ん とも 何を か y ベへ き。 鐵 2: |書へ |§" ?此の_に生れ得て、8も此の富めるに遇へ 
る. 天〇齡” 世の ■とを ■せ ¥-; けて 糜 る穿菩 t 衝 © r b  ■じき 人 も ある も 0 乎。 美しき は 
鉛し くて «5 らざ ろを 得す、. 1 i 田め るは M" くて はざる を 得ず、 二者は 惬へぬ 世 Q 習なる に、 

さ、 i 卜  す  ちの* 〇 らやみ  ねんつ ょ 

女ながら も智ぅ 生れ， u らんには、 其の ^ は 男に も 過ぎぬべし など、 若き 女は 物 _0念 强 
けれど 船し とは M び 雛くて、 靜緖 S に獻る 立なる べし。 彼は 貴 ま 人の 貌に 耽りて、 其の 
齡街にとて槪)來つる )«? ||齡’ゲ #1 らするをば氣着かで居たり二固は鼠©佛蘭西ょり持ち歸 
られし ■1 を、 耐 t 取 出して MT めたり。 PT st G 中に隱 る-ばかり なれ ど、 能く 遠 


を 施した るの み。 


や V  3  ふじん  おわす  め  おょ 

旋 て 双 115: 鏡は 貴婦人の 手に 在りて、 措く を 忘らる ▲までに 愛でられけ るが、 目の 及ばぬ 遠 


かぎ 9 


な ジめ つく 


グラス た r 


せいか • 


ろ  さま 


b 


き 限は 南に 北に 眺盡？ れ て、 彼 U 此の 鏡の 凡なら ず 精巧なる に 驚ける 狀な 
r 那處に 遠く 些の小 楊枝 ほどの 棒が 見え ませう、 那が 旗な ので 淺黃に 赤い 柳條の 模樣ま で 


明ね 見えて、 而 して 旗竿の 頭に 意が 宿つ て 居る のが 手に 取る やう 〇」 

「おや、 然や うで ございます か、 何でも 此の 位の 眼鏡は 西洋に も 多 度 御座いません？ うで.、 

せ 5 こんし ヤ 3: つり  のろ一  にんぎ やう よ  たび 

招魂 社の お 祭の 時な どは、 狼煙の 人形が 能く 見える ので ございます、 私は 之を 見ます る 度 

さ  か、 つい  ふ *フ  さ  よ ろし 

に M やう 思 r> ますので ございます が、 想 云 ふ 風に 話が 聞え ましたら 然ぞ宜 うご ^ いませう、 


おも 


一く 


見えます ので、 音 や 聲な んぞが 致す かと 想 ふやぅ でございます .- 


あんま 

^1 111， ： ージ 

あら こち  いつしよ  な  ご ぢ夕 

「音が W] えたら 彼方此方の 音が 一所に 成つ て紛雜 になつ て 了 〇 ませ 


し ^ 


、フ 


〇 


ち ^ 


か P ミ  きやく * しら ひな  は づかし 

恁く言 ひて 齊しく 笑へ り。 靜緒は 客 遇に 慣れたれば、 可羞げ に 見えながら、 話を 求む るに 


9 

8 

I 

C 


は 拙から ざり き。  フ 
「私は 始めて 之を 見せて 戴きました 折、 殿 樣に 全然 騙されました ので ございます。 鼻の 前， 

さ  すぐ 

に 見える ' fi らうと 仰せられます から、 然や うに ご ^ いますと 申 上げます と、 見えたら 直に 
其の 眼 11 に 耳を 推 付けて 見ろ、 早く さへ 耳に 推 付ければ、 音で も聲 でも 聞え ると 仰せられ 
ますので… . . 〇  J 

淀 無く 語出づ る 靜緖の 顔を 見入りつ i 貝 婦人は 笑ま しげに 聽居た り。 

争 

「私は 急いで 推 付けました ので ございます、」 

「まあ？」  . 
「何 有、 ちつと も 聞え は 致しません ので ございます から、 然やう 申 上げます と、 推 付け や 
うが 惡いと S： せられまして、 御自身に 遊ばして 御覽な さるので ございま すよ。 何遍 致して 
見ました か 知れません ので ございます けれど、 何も 聞え は 致しません ので、 然やう 致し ま 


い  扫ユ  お も  '•て  '  ごけら V  ^  I  A  £ 

すると、 お前では 可かん と 仰せられまして、 御供を 致して 居りました 御家來 から、 御 親類 
方 も 御 在で 被 居い ましたが、 皆爲 つて 御覽 遊ばしました 〇」 


きふじん  こら  しつせ う 

貴婦人は 咏へ かねて 失笑せ り。 


ほんた 5  含、  わ る 

「あら、 本當な ので ございま すよ、 それで、 未だ 推 付け やうが 惡 い、 も つと 早く 


S 

tw 


fi  てん  は やみ  あん 2: い， V  At 

せられる もので ございま すから、 御殿に 居ります 速 水と 申す 者は 餘り 急ぎました ので、 耳 


ひ ^ ぶ 


ち 


の 此處を 酷く 打ちまして、 血を 出した ので ございます。」 

彼の 歡べ るを 見る より 靜緖は 椅子を 持來 りて 薦めし 後、 さて 語り 續 くる や 


ラ 


J 


» | 


?  さ のき 含  y  じしん 

「それで 誰に も 聞えない ので ございます、 然やう 致します ると、 殿樣は 御自身に 遊ばして 


御覽 で、 なるほど 聞えない 奈何した のか 知らん なんて、 それは、 もぅ 實に お眞 面目な お 顔 


t> VJ  フランス  よ.  きこぅ  ちが 

で、 故と お考へ あそばして、 佛蘭 西に 居た 時には 能く 聞え たの' たが、 日本は 氣候が 違 ふか 


^ * ひ  めがね  夕 ?> 


S 


みんな 


ら 、空氣 の 具合が 眼鏡の 度に 合は ない、 それで 聞えない の だら ぅと 仰せられました のを 皆 


9 

I 

C 


本當に 致して、 一年 ばかり 釣られて 居りました ので ございます OJ 

めいき  ，  ま へ  きふ e ん  きよ、 フ  ミの  あくさ ;> き 

其の 名器を 手に し、 其の 耳に せし 人を 前にせ る 貴婦人の 興を 覺 S. る ことは、 殿の 惡作劇 ぞ 

したしみ  お ミ 

親く 啫た らんに も 劣ら ざり き。 

r ®l 樣 は お 面白い 方で 被 在い ますから" 隨 分那樣 事を 遊は しませう ね。」 

「それでも 此の 二三 年は どうも 御氣 分が お 勝れ 遊ばしません ので、 お險 しい お 顔を して 被 

しや  # 

在る ので ございます 〇」 

割 節に， けたる 判 射の 1 1? こそ 其の 新 1 ^ るべき を 知れる i 貝， 人は、. ぎに 空目 遣して 物の 
思は しげに 例の 底 寂しう 打濕 りて 見えぬ。 

良 有りて 彼は 徐に 立ち上りけ るが、 這 囘は 更に 邇 きを 眺めん とて 双眼鏡を 取り直して けり。 

鬈 褽に雞 くる ii の ■も 無 かりけ s、 P 議 I のぃ と 近き が ■に 人り 來て T 
g に if 。 野 SF tt く 何の 木 かと 繼谿 にがたり しに 霊 & $ A? 雛の 見ゅ 


C  J92 .} 


るを、 心と も 無く 眺めけ るに、 自 から 得 忘れぬ 面影に 肖た る 所 あり 0 

き ふじん  しかす  ^  ねぐ  ませは  の ^ 

貴婦人は 差し向けた る 手を 緊と 据磊 て、 目を 拭 ふ 間 も 忙しくな ほ 心を 留めて 望みけ るに、 
枝葉の 遮りて 左 松に 思 ふま S ならず。 ifT く 其の 顔の 明に 見© る 隙を ^ I めける が、 別に 相對 
へる 人 ありて、 髪は 黑けれ ども k 額の 瑩々 禿げた るは、 先に 挨拶に 出で し 家扶の i 柳に て、 

い ^- ひ ミり  まゆこ  まな じり  あが  ぜんご 

今一 人なる 其 人 こそ、 眉 濃く、 外 it の 昂れる 三十 前後の 男な り けれ。 得 忘れぬ 面影に 背た 
りとは 未 や、 得 忘れぬ 其の 面影な りと" ゆく りなく も 認めた る 貴婦人の 鏡 持 一し る 手は 兢々 
と 打 顫ひぬ 。 

行く 水に 數晝 くよりも# き戀 しさと 可懷 さとの 朝夕に、 なほ 夜 晝の別 も 無く、 絕 えぬ 思は 
其の 外なら ざり し 四 年の 久しき を、 熱 海の 月は 朧な りし かど、 一期の 淚に 宿りし 面影は、 
なか^/- 消え もやら で 身に 添 ふ 幻を 形見に して、 又 何日は 必ずと 念 懸けつ、、 雨に も 風に 93J 
も 君が 無事を 祈りて、 心は 毫も 昔に vif らね ど、 君が 恨を 重ぬ る宮 は此に 在り。 思 ひに 思 ふ C 


のみに て Sr れて 後の 事は 知らず、 奴 何なる 勞をや 然まで は 積み けん、 齡 よりは 面 序して、 フ 
點しぅ も 物々 しき 射 抓 M に 皆い にけ るよ。 幸 薄く 暮さ るふ か、 着た る もの ▲見好げ にも あ CI9 

す 、づれ  よ  お き S- ころ  わきい 

らで 、なほ 書生なる べき ^ ^ るは、 W にか 身を 寄せら る、 ならん など、 思は 置 所 無く 湧出 
でて、 Big も 纪 けぬべく 覺 © る 時、 男の 何！ i りて や 打 笑む 顔の 鮮に 映れば、 貴婦人の 目より 
は黯ず 、： ，ろに 玉の絲 の 如く 流れぬ。 今は 響へ 雛くて 聲も 立ちぬべき に、 始めて 人目 あるを 
皆りて、知したりと思ひけれど、所嚴無くハンヵチィフを緊しく目に掩てたり。靜緖の驚 
駭は謂 ふ ばかり 無く、 

「あれ、 如何が 遊ばしました、」  . 

「いえ、！： ^ a? (p 藤 か 初 纪もの ですから、 齡 W 物を歡 めて 居る と、 奈何 かする と 眩暈が 

なみだ  V 

して 淚の 出る こと ^ あるので。」 

「お 馈をお 掛け 遊ばし まし、 少し お 頭を お摩り 申 上げ ませぅ 〇」 


い •>  ぢ き  な : 5 1 5 ^ かり  ひヤ 

「いえ、 燈 して 居る と、 今に 直に 癒り ます。 If- です が お 冷を 一つ 下さい ましな。」 

\ . 篆  f  ，鳴，  一. 

t し e ら 

靜緖は 驀地に 行かん とす。 


あな 仁  たれ  私 つし や 


ほんた、 


• ま' >- " 」 、 >. 、 わ  てこ**  /\  /  J/ 

「ぁの、 貴方、 誰に も 有 仰らずに ね、 心配す る ことは 無い のです から、 本 當に有 仰らずに 
唯 私が 嗽を すると 言つ て、 持つ て來て 下さい ましょ。」 


か しこ i 


「はい、 畏 りました 〇」 


X し  一 Jr ひ S き ^ じん  ふ 仁 {グラス  は - 10 お も かげ  の - & 


ひ s g> 


3 しこ  C V2 J  ac  ^  t/  、 ^ K  /ノー ニ- ノ  ?,v  -  -  (  n ふ， v  て、-*.  ‘ 

彼の 階 子を 下り 行く と齊 しく 貴婦人は 再び 鏡を 取りて、 葉 越の 面影を 望みし が、 一目 見る 

さし ハ V  なみだ くも  あいろ  わ  かれし ' CS J ^: いす  くづを fi K.L いま 

ょり m 含む 淚に 曇らされて、 忽ち 文 色 も 分かずな りぬ。 彼は 靜 無く 椅子に 崩 折れて、 r. ま 


なき A に 

泣 亂し • 


艺 みや t みやこ  け ふを つ ミ fc r つぐ  艺 も  たづみし し<? .く  4 'か  ぞフし 

此の 貴婦人 こそ 富山宮 子に て 今日 夫なる 唯 繼と俱 に 田 鶴 見 子爵に 招れ て、 男 同士の シャン 
ペンな ど 酌 交す 間を、 請ぅて 庭 内を 遊覽 せんとて 出で しに e ありけ る。 


(195) 


か 5 さい  かれら  いづれ  *  よ  お のづ か みや 

子爵と 富 山との 交際は 近き 頃よりに て、 彼等の 孰 も 日本 寫眞會 々員た るに 因れり。 自ら 宮ぅ 

のけもの  ふたり  きよ* フ  おも  ものがたり  ミの  しんいぅ )6 

の 除 物に なりて 二人の 興に 入れる は、 想 ふに 其の物 語なる べし。 富 山は 此の 殿と 親友たら C  19 

せつ & ぅ  ひたすら  こ {ろえ  つ S ま じは 

んことを切望して、只管其の意を獲んと力めけるより、子爵も好みて交るべき人とも田也は 


X 


し 


? : 


いき ほぅ 5 んが. U  ■.丨 

ざれ ど、 勢 ひ 疎 じ 難くて、 今は 會員中 善く 識れる もの、 最た るな 


じ 


〇 


t  - い  ます ま けい (3: 

爾來富 山は 益す 傾 慕 


お  もし や  つた  しよ ざ、 フ  こぐ わ  かんてい  こ  ささ 

して 措かず、 家に ッィ シァンの 模 寫と傳 へて 所藏 せる 古畫の 鑑定を 乞 ふを 名と して、 曩に 

しはじ しのく ぼ  きよた く  し ? フ  おろそか  も£  .かへ し  け ふ  ふうふ  せ 5 だい 

芝西久 保なる 居 宅に 請 じて 陳なら ず 饗す 事 ありければ、 其の 返と て 今日は 夫婦を 招待せ る 


なり 


〇 


會員等 は 富 山が 頻に 子爵に 取 人る を 見て" 皆 其の 心を 測り かねて 大方は 彼爲 にす る 所 あら 

: V L 6  じつ あへ、  ため 

んなど 言 ひ L 陋み 合へ り けれど、 其の 實敢 て爲 にせん とに も あらざる べし。 彼は 常に咒 ハの 
友を 擇べ り。 寓山が f る 所は、 其の 地位に 於て、 其の 名聲に 於て、 典の 家柄に 於て、 或は 


さん 


ビ 


其の 資産に 於て、 勃の 一 つか 取るべき 者なら ざれば 決して 取ら ざり き。 然れば 彼の 友と す 


る 所は、 其 等の 一つを 以て 優に 彼 以上に 價する 人士に あらざる は 無し。 實に 彼は 美しき 友 
を 有て るな り、 然〇 とて 彼は 未だ 曾て 其の 友を 利用せ し 事な ど あら ざれ， は、 こたび も强に 

い 5 ふく  くわ そく  りよ、 フ  5 つく  か  つ ミ  ま じ りち，、 J 

有 福なる 箠 族を 利用 せんとには あらで、 友と して 美しき 人な れば 、.恁 く 勉めて 交は 求む る 
ならん。 故に 彼は 其の 名 薄の 中に 一個の 憂を 同ぅ すべき 友を tf に 見出さ r るを 知れ 〇〇 抑 

たのしみ  も  ため  も  マ 手 丨 

も 友とは 樂を 共に せんが 爲の 友に して、 若し 憂を 同ぅ せんとには、 別に 金錢 ありて、 人の 
肋を 用ゐず 、又 決して 用ゐ るに 足らずと 信じたり。 彼の 美しき 友を 擇ぶは 固より 此の 理に 
外なら ず。 墓に 彼の 擇べる 友は 皆 美 じ けれども、 こ al く BC 疋酒 肉の 兄弟た るの み。 知らず、 彼 
は 之を 以て 其の 友に 蒲 足す とも、 仍 之を 其の 妻に 於け るも然 りと 爲 すの 勇 ある 乎。 彼が 最 
愛の 妻は、 其の 一人を 守るべき 夫の 目を牦 めて、 陋みて も 猶餘あ る 高’！： 貸の 手代に 片思の 
淚を一 乳ぐ にあらず や。  . 

宫は傍 にん 無しと 思へ ば、 限 知られぬ 涙に 搔昏れ て 熱 海の & に 打 俯したり し 悲歎の 足ら ざ 


4 


>  した  ほのか  ひ r •>•» *  き  *fr ;i: fx,、  わ^ J 

るを lltT u 續かん とすなる べし。 階下ょり 足音の 響きければ やぅ^^ 泣 顔隱 して、 故と ) 

py/ つ 4 r 舞なる 裳の _ を # S み 居たり。 ^ 」 靜 S 讓 りし 水に y、 傲^  5 
ifi して 後、 辦 ml rt  Jf りて 髮を _ めたり しが、 

、こ  、で  ごてんつ r 

「ちよい と、 術 a1 に、 それ、 男 の龙の話をしてぉ松の所も御殿 〇 續きなのですか〇」 

「M がで ございます 。へ、 へい、 船は 父の 詰 所で、 誰か 客と 見えます る。」 

「お f は？ 御 近所な のです か。」 


r ょい、 お gpt m l;'^ ございます。 是から a: に 見えます る、 あの、 倉の 左手に 高い 樅の 木が ご 
ざい ませう、 あの M に 見えます 二階家が 宅な ので ございます。」 

?  すぐ  はう 

「おや、 然 うで。 それでは 此の 下から 直と お宅の 方へ 行かれます のね」 

「，やうで ございます。 お 邸の 裏門の 側で ございます。」 

►ワン .i # フ 

「あ i 然 うです か。 では 些とお 庭の 方から お gp 內を 見せて 下さい ましな。」 


「お 邸内と 申しても 裏門の 方は 誠に 穢うご ざいまして、 御覽あ そばす やうな 所は ございま 
せんです。」 

宮は Jit; をゼ らんと して 又 葉 a' の 面^! を 戴へ り。  , 

「付かない 事を お聞き 申す やうです が、 那處 にお 父樣 とお 話を して 被 在る のは 何 地の 方で 
すか。」 

彼の 雛 観は 常に ai-^ AV せる Ifg 勰の 1? 和 ftr なる を 哪さざ れば 、靜緖 は敎 へられし 通りを 告るな 

» 

り 0 

r 卿は # 2 航が 方の！ £ 1! と_ す 地面 や 家 #? などの S1 貝を 致して 居ります 者の 手代で、 間と か 
申しました。」 

「は あ、 それでは 違 ふか 知らん 〇」  . 

宮は 聞え よがし に獨 語ち て、 其の 違へ るを 訝る やうに 擬 しつ、 又 其方を 打 目 戌れ り。 
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「番 町は 何の 邊で？ J 
「五番 fHT t: とか 申しました 0  J 

たく  しじぅ 

「お宅へは 始終 見える ので ございます か。」 
f はい、 折々 參り ますで ございます。」 

此の 物語に 因りて 宮は 彼の 五番 町なる 鰐 淵と いふに 身を 寄す るを 知り 得 たれば、 此上 は财 
何に とも 逢 ふべき 便は あらんと、 獲 難き 寶を 獲た るに も 勝れる 心地せ るな り。 然れ ども 此 
後 相 見ん ことは’ 何日を も 計られざる に、 願ぅて は 神の 力 も 及ぶ まじき、 今日の 奇遇を 仇に 
餘所な がら 見て 別れん は 本意 無から す や。 設し 彼の k に 睨まれん とも SS の、 面を 合せて、 こ 言 
は 交さす とも 切て は 相 見て 相 知ら ば やと、 四 年を 戀に鐵 えたる 彼の 心は 熬 る、 如く 動きぬ。 
有繫に 彼の 氣遣 へる は" 事の 危 きに 過ぎた るな り。 附添 さへ ある 賓介 身に して、 賤き もの 
に 遇は る、 手代 風情と、 而も 其の® 内の 徑に相 見て、 萬 一 不慮の 事な ど あら ば、 我等 * t 婦 
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そ も  パ か f {かりち！ b よく  5  ちしよ く  ネ もて 

は 抑 や 幾許の 恥辱を 受 くるな らん。 人に も 知られず、 我 身一つの 恥辱な らんには、 此の 面 
^ .  / 

IV-  に nis 啦 るふ も！！ はじの 敷！ 5 なれ ど、 奇遇は 棄 つるに 惜き 奇遇ながら、 逢瀨は 今日の 一日に 

か ぎ  やぶれ  おろかは 肀  t  .  つら 

: へ.-. 亂らぬ ものを、 事の 破を 目に 見て 愚に 躁るべ き や。 ゆめ^-今日は 逢 ふべき 機なら ず、 辛く 

一  とも ® f ih? まんと 胸は 锻磊つ i も、 彼は 靜緖 を赚 して、 邸内を， 一周せ んと 、西洋 館の 後より 通 

*  .•一-  i  . 

，、點 の 贈に 出で て m 齡一 なる iy 行けば、 S は雰 5 る 父が 麗の sl f を 泥して、 

* す こ 

一 ^ : -; 「那邊 が 唯今の 客の 參 つて 居ります 所で ございます。」 

>. ノ  か ら 5) づり文  き ? £ ?> や  っ  ふさが 

h"(：  1 1 に 唐 ■菜は 高く 立ちて、 折し も 一羽の 小鳥 來鳴 ける。 宮が 胸は 異 しう 衝と塞 りぬ。 

t p' c? )/!!N te わ 〇 かひ t •よか  いま.  も 

f 樓を 下りて 此に來 たるは— 少の 間な れば 、得 も 彼の 人は 未だ 歸ら ざるべ し、 若し 此に出 

きす 2){ 扫そ ろし  あ 9 みは こ  ち  ふ  こ {ち 

で來 らば 如何にすべきな ど、# 繫に可 恐き やうに も覺 えて、 步は 運べ ど 地を 蹈 める 心地 も 

•フら ち んか 仁は £> いた  い、？ 〇 ん 

無く、 靜緖の 語る も 耳には 入らで、？ て 行ぐ ほどに 裏門の 傍に 到りぬ。 遊覽 せんと ありし 

C. あぐ  いづく  うつ lr がち  もの. おも  ふぜい 

こよ 似で、 貴婦人の 目を 舉れ ども 间處 を眺 むる にも あらず、 俯き 勝‘ に 物 思は しき 風情なる 
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を 


あや  きづかは 

靜緖は 怪しく も氣 遣し くて、 

「ま ' ff 斯 賢 分が お 悪ぅ 被 在い ます か。」. 

「い i ぇ、 もぅ对 _良 いのです けれど、 未だ 何だか 胸が 少し 悪い ので。」 

xh  ^  V」 しき  は、 フ  よろし 

「それよ 40.- %フ ごさいません、 では お 座敷へ お歸り あそばしました 方が お 宜うご ざい ませ 


「 *1 の！： よりは 1 ^ 外の 方が 未だ 可い ので、 もぅ 些と步 いて ゐる 中には 復りま すよ。 あ、 此 
於が ぉ 栽です か。」  • 

「はい、 誠に 見苦しい 居所で ございます 〇」 

き n い  もく > さかり ? つ 1^ り  よ 

「まあ、 奇麗な！ 木 »: が 盛です こと、 白 ばかり も 淡泊して 好 いぢ やありません か。」 

くろ や； ; i. ぎす まひ  かぎり  /  さき  ま ^ re  ーヤ >  :  )  ?  y 

畔 柳の 住居を 限と して、 それより 前は 道 あれ ども、 賓の 足を 容るべ くも あらす 納屋 物 
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■;: せる fffll 取れ SII が 遊び、 犬の 嫩れ るな ど 見る も 勝. デに、 靜緖 はぎぎ 返さん とせるな り。 貴婦 
人もはや返さんとすると與に恐霞は忽ち其の ^ を襲へり。  . 

! へ  此の T 繼を 行くな s、 I 汉し 彼の 人の ■るに が 日？、 避れ 4 ぅは あらで 明々 地に 面 
を 齡 すべし。 1 ^ るは 望まざる にも あらね ど、 靜緖の 見る目 あるを 奴 何に せん、 假令 此方に 
てょ 知らぬ顔して あるべき も、 劈で 彼の 人の 見付けて 驚か ざらん。 固ょり 恨を 負へ る 我が 

,  お)  みすご 

身な れば、 -tl が ど默け らるべ しとは 想は ね ど" さりと てな か/、 道行く 人の やぅには 見過 

お ^ ろき、 i)' あ ^ あ  いき C? ほり 

されざる べし。 ltb; に 彼を 見た る 其の 驚駭は 妙 何な らん、 仇' に 遇へ る 其の 憤懣は 如何な らん。 
必ず 彼の 人の暫 ぅ齡 せる を 見 ば、 靜 緖は懲 ■を ㈣む らん。 緩く 思 ひ S ると 齊 しく 身 
m は辦し て 泥 デ 形を 虹し、 足は 地に 嗽る、 かと ばかり 獻 みて、 宮は 之を 想 ふに だに 堪へざ 
るな りけ り。 聯 獄 も あら ば 膨 けんと、 靜緖に 問へ ば 有らず と 言 ふ。 知りつ、 も 此の 死地に 203 


c 


2 く  じっぴ  た r 


ひそか せ 


側めたり。 彼は いと r 其の 目を 僵 6 、なるべし。 今は 心 も' S? に 足を 齡むれ ば、 土藏 QM も 
間近に なりて、 其 處をだ に 無事に 過ぎな ば、 と 切に 急がる ▲折し も、 人の 駿は 1 於と して 其 204 
の 角ょり 顯れ つ宮は 眩き ぬ。 

之ょり 歸 りて 左 も 右 も お 峰が 前は 好き やぅに 言 譌へ "さて 1  馬と 數 5° を IL? せし 上に て；；！ .口， 

四邊に 往来の あるに あらねば、 二人の 姿は 忽ち 彼の 目に 入りぬ o  :f A° は _搬が 娘な りとは 


、フ ちそむ 


C  14  »  -  >1i*  t  ま  ¢¢© 5 か LL5 くけ  わ づ い 

疾く 知られ けれど、 顏打背 けたる 貴婦人の 眩く 着飾りた るは、 子爵 家の 客なる べしと 纔に 

P つ  たが ひ あゆ  i  いつけん  ちかづ  いんぎん  れい 

察せら る i のみ。 互に 步み 寄りて 一間 ばかりに 近けば 貫 一は 靜緖に 向 ひて 慇勸 に禮 する を、 
宮は 傍に 能 ふ 限は 身を 窄めて 密 Li 流^を 組したり 〇其 の ffit ©x 色は 傲と して ^? M の 花に齡 則 
_  の 映へ る 如く、 其の 冷なる べき も 幾と 相似たり と 見えぬ。 脚は ひ^^、 胸は 今にも 裂 


しし やくけ 


言 


ぐ JV ろ  さ ^ .  おもかげ  し、、..、  I 

けぬべく 淼く を、 覺られ じと すれば 猶打顏 ひ •猶 * きて、 貫 一 が 面影の 0 に沁 むは 力り 見 


6 る 外は、 生きたり とも 死にたり とも 自ら 分かぬ 心地して き 


〇 


贯一 は帽を 打 #-- て (仏 過ぎん とする 際に、 ふと 目 翰の 走りて、 館の 賓なる 貴婦人を 一瞥せ 

たが ひ  おもて あ  かんぷ  0 しぅ  仁 く ^ ミん  かつお r ろ 

り〇 端®  くも «• 纪 の 面は 合へ り、 宮な るよ！ * 婦なる よ！ 銅臭の 肉薄 團なる よ！ と且は 驚 
き、 H 1 1SI ではた と Br めて 駆がざる 颭 e は 見る/-、 淚 ゲ龆 へて： 1 T 攫に もせ まほし く 

断の 瞧 るを へ？'  をな したり。 prs 徹！ 證！ を懇 めた る宮が s の內 


い v •きつ 


さいな 


た ^ きて  If 

は 何に， 險 へん やぅ も 無く、 あはれ 人目 だに あらず ば 抱 付きても 思 ふま、 に 苛まれん をと、 

•A こ •*  、 0% こ  し  デ、 二  まこ！；》  つ 5 

心の みは 憧 r れなが ら 身を妣 何とも 爲 難ければ、 せめて 此の 誠は 通ぜ よかし と 見る目に 思を 


K か 


籠む るょり 外は あらず 

つ  ふみ ^ i じめ  あし a や  すぎゆ  つきび ミ  おもて そ L: くちびろ か  あゆ  ， • 

H 1 は 衝と蹈 出 じ L 始の 如く 足 疾に過 行け 00 宮は附 人に 面を 背けて 唇を 咬みつ、 步め ，り。 05 

2 

お cr ろ  わき ま  す 2) す 〇 P みつ  、 

腎きに驚か？れし靜緖は何事とも辨へねど、推すべきほどには推して、事の祕密なるを想 


艦 PJT 愼 しぅ 引 添 ひて 行く のみな りしが、 漸く 庭 口に 來に ける 時、 

「把 ffll お 顔色が お 悪くて 被 在い ますが、 お 座敷へ お出 あそばして、 お休み 遊ばしまして は 

t9 yY 

如何で ございます 0 」  .  •  . 

「那樣 に 顔色が 惡ぅご ざいます か。」 

「はい、 星 * I で 被 在い ます。」  • 

「あ、 然で すか 困りました ね。 それでは 彼方へ 參 つて、 又 皆さんに 御 心配を 懸ける と 可け 


さ、 フ 


ひ  はり  きぶ A fi: 4  .y  .  ,  -  -  (  *  ^ 

ません から、 お 庭を 一周し まして、 其 内には 氣分が 復 ります から、 而 して お 座敷へ 參りま 


しか  け ふ  た 1\ へん ?) なた  かけさ 1: 

せぅ。 然し、 今日は 大變 貴方の お世話になりまして お蔭 樣で私 も 


b 


ミン 


おつし ャ 


「あれ、 取で もない 事を 有 仰い ます。」. 

貴婦人は 其の,^ g ょり齔 1!: 兒の 1 i< を 肘 猶に せる fk 金の！^ を 伊 取りて、 懐紙に 包みた 


(  2061 


るを、 

「 *1 1 です が、 是はぉ 禮の證 に。」 
靜緖は 驚き 怖れた るな り。 

か. 


扫 <» ら 


「はい、 …… 恁云ふ 物を . 。」 

lu CD d' i 

「f うご ざいます から 取つ て 置いて 下さい。 其 化り 誰に も お見せな さらない T に、 阿 父 
i にも！： 繼 にも、 誰に も 柄 m ら ないやう に、 ねえ。」 

受けじと||るを 1: 脇に取せて、1^何も知らぬ顔して、がの間_ひに 7^ 水の霓木橋近く寄. 


念づ仁  せ .^. す -2) > ^ ^ :必 ]1: :^ 


ミり 〇 


る 時、 書院の fi なる に 夫の 高 笑す るが 聞えぬ。  • 

さ Vi  あ ひだ つ ミ  た ひら  を さ  ミ  かく  9 J  ノノ  乙一く 

宮 ，ェ 此の fr をの 間に 他め て氣を 平げ、 色を歛 めて、 左 も 右もノ 目を 逭ゎん と 計才る 

さ  こねす  ょ  ほつ.  つ 

然れど も 這は 酒を 竊み て醉は ざらん と 欲する に 同じ かるべし。 20 

-  y  く  y  J 

彼ょ * I に, ひし 事の 胸に 徵られ たらん やぅに 忘る i 能は ざる さへ あるに、 なか^^ 朽ち も 
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• §?1 」 ざ， りし 癒の 更に 版 ^ じて 募， 〇に 募らん とする 心の 亂は、 « ふるに 難き 痛苦を 齎 して、 

、•つ  一 ' de せま  きふ  み  5 ち  ち  こ ^- ^-^  しん ^ う  そ？  あま  I 

1 ’ 步は 一步 より 胸の 逼る こと 急に、 身内の 血は 盡 、其の 心頭に 注ぎて 餘さず 熬ら る、 力と 
«s e る ばかりな るに、 傲る 折は 打 «4 ぎて 意 任せる 我が家に 獨り 居たら んぞ 可き。 人に 接し 

し  かこ  11 のし t> づらは  れい :5: げ  くちびるから ■** や,  , - 

て强 ひて 語り、 强ひて 笑 ひ、 强 ひて樂 まんな ど、 あな 可 煩し と 例の 劇しく 唇を 咬みで 止ます。 

i: 5 の 色々、 I: ' ■賴の  ill<、 ^2 7Ja 9. fy? fi 々^^ 

の T 聽齡れ るに st fl レて、 箱 11 h 41 船の 小高き に II の 立てる を、 やぅ  <迪 り 着きて 貴 
婦人は 艱しげ に憇 へり。 

彼は 靜緖の 柱 際に 立ちで 控ふ るを、 


あなた 


くたびれ  あれ  か 2: う ^  1 

「貴方 も お 草 臥で せう、 那へお 掛けなさい な。 未 tf 私の 顔色は 惡うご ざ t ます 力。」 


さ & 


1 fe ミ * を_3  •  したくち a ろ  ，•ずつ  、  ^  ^ 

其の 色の 前に も 劣らす 蒼白め たるの みならで、 下唇の 何に m きて や、 少しく 血の 流 才 t- 


、た -ts ? ろ 

るに、 彼は 太、 驚きて、 


「あれ、お »- から血が出一乂居ります。如何あそばしましわ ;0 」 

ハンヵチ ィフ もて瓣 へければ、 11 の 白き に ffif | 田. G 把 瓣の 如く Kt° きたる に、 貴婦人 ふ： 偉： 鼠 

•  す 0» み づ ， ら すご  ， f>' は  1 

取 出して、 ^ むことの 過ぎし 故 ぞと 知りぬ。 實に 顔の 色は 躬も 凄し と 見る まてに 變か るを 
庭の €1をば激獻じて我は此の色を11さんと @1' らん、と彼は心陰に已を嘲るな.0き。 

紙 V- 女の 聲 して 築 llir の 彼方ょり、 

「靜緖 さん、 靜緖 さん！」 A 
彼は 走り 行き、 手を 顧して 艇へ ける が、 組て 姑 觀に語 ふ氣 勢して、 返り 來 ると 齊 しく 賓 
の 前に、 一日 釋 して、 

「於齡 から お 座敷では お 街 數で 撇祀^ > ま す$ぅ で 斬 歴ぃま すから、 直に 彼方へ お出 あそば 叫 

C 

し 3; す やうに 〇」 


いか r 


i ミころ か r A 


q 此纟狹 f 
そ 方^ 1 含 
このま 
を 姿 5 で 
ぉ をた 齡 

渡 g 見 盤 2 
りる を 

によ 銳 

な り ね 
つ 子た 
て爵る 
" は も 
此 i 橡 i 見 
方 & 先 I え 
ににて 
燈！ 出  、 

籠？ で 夫き 
がて $ は三 
ご麾 k 席 1 

ざ きね に 
い つ 着て 

ま〜 含 
せ ’居 
う  た 

、  り 

那$  ° 

の 

傍 I 
へ 

些 I 

と0 

お 

出 

で 

下 
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じ  、 
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帶 f、 0 
橋？ 隨 I 
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導 f い 
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り 道 f 
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か。 ぃ f 枚 像して 戴きた •い。」  、 

..  U—  feofc  营ひ ひき かつ 

«t 影は！ 一 に き ik に据 &られ たるな り。 子爵は 庭に 下 Jt^ ちて、 早く も ヵメラの 覆を 引 被 
ぎ、 彼此 位置を 取り. などして、 


「あ ▲、お まへ 其處に 居らん ければ 可かん よ、 何 爲步い て來 るの かね。」 

子爵の 慌てた る 顔は 此時天 鵞 Ml の 覆の 内より 街と 顯れ たり。 

「可け ない！ 那處に 居て 下さらなければ 可け ません な。 何、 御免を 蒙る？ - 可け ない！ 

てま  艺ら 

お 手間は 取せ ません から、 どぅぞ 〇」 

?> なた  ，っま  こ ^ よ ほ ^ い 

「いや、 貴方は 巧い 言を お覺 えです な。 お 手間は 取せ ません は餘 程好い 0 」 

「此の 位に 言つ て 願 はんとね。 近頃は 寫 しても らふ 人よりは 寫 したがる 者の 方が 多いです 

お く  あちら  あすこ  つ 

からね。？ あ、 奧 さん、 まあ、 彼方へ 靜緖 、お前 奥さんを 那處へ お連れ 申して 〇」 

唯繼は 目 もて 示して、 

「お前、 早く 行かん けり や 可かん よ、 折角 恁 して 御 仕度を なすつ て 下す つたのに、 是非 願 
ひな。 え、 那の燈 籠の 傍へ 立つ の だ。 此の 機械は 非常に 結構な の だから 是非 願 ひな。 何も 
羞含 むことは 無 いぢ やない か、 何、 羞含 む譯ぢ やない？ 然と も、 羞含 むことは 無い とも、 
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が 約 内で k 一つて 居る のに、 術で 可い のさ。 觀皆は 私が 見て 遣る から 早く おいで。 燈 a へ ® 
船っ て議 でも F て、 PS めて 居る P ども RI1' ぃょ。 ねぇ、 抓！： でせ- 〇」 

「II 衞、 11 衞〇」 と 子爵は 頷けり。 

心は 慰まね ど 配 ひて祖 むべ くも ぁらねば、 宮は行 きて 指忠の 位置に 立てる を、 唯 繼は望 み 

見て、 

「•ぅ 繼 f ちに なつて 居つ ち や 可かん ぢやな いか。 何ぞ 持つ て 居る 方が 可い か 知らん て。」 
15 く啦デ つ、 藤 Ir r ゲ叩撕 け、 終ぎ 行きて、 其の！ i へる やぅに 燈籠に 倚し め、 頰 杖を 柱し 
め、 空を 眺めよ と' 敎 へて、 快の 歌 ぁるを 展べ 、裾 0 縫を 引 直し、 さて 好し と、 少しく 退きて 
纪 ■を 見る と 艱に 、彼は 其の 面の啦 lit げに光 くも 色を變 へたる を發 見して、 直に 寄り 來 つ。 
「 記！： したの fl い、 ぉ まへ、 其の 雛 杖は？！^ か 2:! 快の か、 ぇ'  非 1 な 血色が よ、 奈何 
した。」  ' 
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「少し ばかり 頭痛が いたす ので。」 

「頭痛？ それ ぢや恁 して 立つ て 居ろ のは 苦しいだ らう 0 J 
「い ▲え、 其 程では ない ので。」 

「苦しい. やうなら 我慢を せんと も、 私が 譯を 言つ て お 謝絕 をす るから OJ 

よろし 

「い ▲え、 宜うご ざいます よ。」 

「 pi% いかい、 本當に 可い かね。 我慢を せんと も 可い から。」 

よろし 

「宜 うご ざいます よ 0 J 

「然 うか、 然し 非常に 可 厭な 色 だ。」 

彼は 眷々 として 去る 能は ざるな り。 待ち かねた る 子爵は 呼べり。 

ぃ $  . 

「如何です か。」  ^ 

唯繼 は fcf 忙しく 身を 開きて、 


い 13) 


き 姿 $ 空 

、 もたを 

四 ミ 故 § 眺？ 
腔？ と む 
のなる 
m ら宮 
見 & す、 か 
燈！  ° 目 
籠？ 色の 
を あ 中 
小 こる に 

歯 T 衣 S は 

には 焚ち 

裾！ 唐? ゆ 
の 松 4 ら 
邊 ?_ の ん 
は〃 翠 | や 
寒 ミの & う 
暌 J 下名に 
酈？ 齡べ 

躅 じに .種な 
の 章 I の 
茂な を 表 7 

にみ 成な 1 靑名 

隱？ し 力？ 
れて充 f 
て  1 满 f 
、、秋ち み 
近 商  し 
含 含  " 
に淸 S 物 S 
一一 述 x 憂7 
羽は の さ 

の 空 S の 
鵞” は 支 t 
の 其へ 
汀 参の か 
には 後 t ね 
鋈 t にろ た 
〇  舖 y る 


「一つ 是 で御覽 下？ い。」  . 140 

の邇ゲ 避けたり。 


など、 ^ 5 Sm にこ そ H さま ほしき を、 子爵は 心に 喜びつ、 喜 興 機の 前に 進み出で、 今や 鏡 
ik を 開かん と!! ふる 時、 貴婦人の ■ «? は 忽ち 頹れて 其 身は 燈籠の 笠の 上に 折 重なりて 岸 破 
と 伏しぬ。  . 
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©さり や、 つきつ き ^ •つり •  し 3 つき ? つ いうが くち， フ  す こぶ き んち よく  き こ  に ほんし 5 

遊 rr: 良 ® は鄕 里に 在 *^ し 日 も、 出京の 遊學中 も、 頗る 謹直を 以て 聞え しに、 却り て 日本 周 


*» 5  くわいし ヤ し ゆつ きん  こんにち  かぅ り.  ため  な や i cfe c? ろ ¢> *0 

航會社 に 出勤せ る 今日 三百 圓の 高利の 爲に艱 さる、 と 知れる 彼の 友は 皆 驚けるな り。 或 も 


けつ こん ひ 


私 もて 


ため  やりくり 


のは 結婚 費なる べしと 言 ひ、 或 ものは 外を 張らざる ベから ざる 爲の遣 繰なる べしと 言 ひ、 
或 もの 1 皭 ii の m Ii l ならん と說 くも ありて、 此の ^1 心,の 1: |と其の.美しき氮とは、遊ダ 


す  か * ■ •さ  こい  じ ?* や5もミ れんたい 

に 過ぎた る 物が 二つに 數 へらる ▲なりき。 然れ ども 箇は謂 ふべ からざる 事情の 下に 連帶の 


ん か 


か 仁 


くさ 


ぎ 


よ ぞく 


かなし 


印を 假せ しが、 形の 如く 腐れ 込みて、 義理の 餘 毒の 苦を 受 ると 知りて、 彼の 不幸を 悲む もの 


か、 フさい くわん し- 


かは  だ  てつ ヤ  さ5  くねい しや  くわ もつ く t> かざは やくら の すけ 

は、， f 父 祭 官 試補なる 法 學士蒲 田鐵彌 と、 同會 社の 貨物 課なる 法 學士風 早 庫之助と ぁるの み 


〇 


およ  で 


じゅつ 


、 t> つし や 


、わつ はなは 7i 


た  かた 


凡そ 高利の 術た る や、 渴 者に 水を 賣るな り。 渴の甚 しく 堪へ 難き 者に 至りて は、 決して 

こ く  さ  かじ  きふ  じよ、 5  これ  5 * た ひ 

其の 坪を 割きて 之に 換ふ るを 辭せ ざるべ し、 此の 急に 乘じて 之を 賣る 、一杯の 水 も 其の 値 

忠く船  るに 點^ 0 無し 〇贼に M fs' iv 散に 齡 T° る 者 1  く 之を 買 ふべ し、 其の渴 の 癒る に 及 15 3 

2 


つ 5 こ A つ 5 


ぎよく しや， フ  よろこ  > ら  も {> す ゐ  うはず み  す 

びて は 玉漿な りと して、 喜び 吃せ しものは 素と 下水の 上 澄に 過ぎざる を 悟りて、 痛恨 痛 


; I,  、 / ? やく  泛 いり やぅ  せんけつ  し 1 5 ■  くわつ 1- く  ?  »  )  か〈 

槪 ずと 殿 も、 彼は 約の 如く 下水の 倍 量を ば、 其の 鮮血に 搾り、 其の 活肉に 割きて 以 つて 返 


さ、. 0 


フ 

6 


さぐる v からず。 ? *^ 1" |«? の »! ^^敵なる者高利を貸して之を借るは更に最も不敵なる者と 21 


C 


さ 


11 さ、 >  らん や、 H' 疋を以 て、 高利は 借るべき 人 之を 借りて 始， めて 用ゐ るべ し、 然らず ば 之を 

、  •  ー  セ、  、  ナん  が、、 九、 フ  Q  さ  じ つ 

借るの影ぎあるべきを數す、是風早法學士の高利貸に對する意見の槪要なり。遊佐は實に 
比の 人に あらず、 又 此の 覺悟 とても 有らざる を奇禍 に 罹れる 哉と 彼は 人の 爲なが ら 、常に 


ぅ れひ ミ  あ 仁 

此の 憂を 解く 能は ざり き 


〇 


近き！ r PT si ダ SI ぎ ガ ff めらん とて、 ケ 0: §: » 5^ ぁりし 歸さを 彼等は 三人 打 連れて" 遊 


け ふ fQ 2> んく わい 


かへ る  か れら  みたり、 フちつ 


佐が 家に 向へ るな 

V つ  ，ごち そ、 r 


まつ 一！ け  ごく ?) たら 


せい V」 う も ^ 


もら  くろ ビール 


「撕に砰 繫と 云つ ては 無い けれど、 1 の靈 しいのと、 製造元から 貰 S 黑麥 酒が 布 


£ り 


S つ- 


るから ね、 鷄 でも 買つ て寬り 話さぅ ^ やない 力。」 

遊 佐が 1 がる！^ 11 の k 酽の ， ® T? 虻の IT にと て途に 求めし なり。 


け つこう ? いそ  5^  <  、こ 

蒲 「それは 結構 だ、 然う 泊が 知れて 見る と 急ぐ にも 當 らんから どうた ね 一' ケェム 君は 此 


頃 as 料と 献に 成つ たさう だが、 超の 進步ぢ やない か、 然し どうも 其の 長足の ち やうは て 

▼  こつ  す  すつ かり V2 』 ま 

フ (貂) 足らす、 續ぐに フロ ク クを以 つて 爲るの ぢや ないか. い、 此頃は 全然 フロ' ソクが 止つ 
た？ はふ i  i ム それは お r やうな 御 愁傷の やうな 妙な 次第 だね、 然し フロックが 止つ 
たの 1 PT 撒の _ il l す もの だ、 まぁ、 それで 尨 允 話せる やうに なりました 〇」 

風 早は _ の 皺 嗄聲 して 大笑を 發せり 


〇 や、 つ そくしん S 


しか 


e 


祭 


豢 


〇 


風 r SI に 一段の 進境を 示す には、 竪杖 をして 二寸 三分 クロ ースを 裂かなければ 可け ません。」 
蒲 n 二た び m を 折って 鉍郾 となる さ 〇銳 から 1 、は 氍贮吖 極 竄を 悟った の' た 〇」 

風 「へ/ 


fk 


9 

ru 


あ ^ ひき  てぎ は 

此頃の 僕の 後曳 の 手際 も 知らんで。」 


之を 聞きて、 こたび は 遊 佐が 笑へ 


あ £ ひき 


^  この あ ひだ あすこ  扫やぢ  さ  / ' > 1 J  1 

遊 「君の 後 曳も口 ほどでは ない ょ。 此間那 處の主 翁が 然ぅ言 つて 居た、 風 早さん ガ後曳 を 三 
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3  寒 b  ，、は n ;< な 

度な？ ると、 新しい チヨ オクガ 半分 失る 
蒲 「穿 得て 取た。」 


0 」 


風 「チヨ オク 


の K は蒙認 には寶 ん よ、 遊 佐が 1 @1 に麥 11 ぇ§だ？、決して 


見と も 好く はない。」 

11 & は 手 もて is に 制しつ。 

「もぅ それで^? い、 姬の 4 を ず げる やぅな 者に 黯 の 出 來た佩 が 無い。 娘い 哉 謹の 球 も 蒲 
把に 八十で 顧 ±° だね。」 

風 「八十の 事が ある もの か。」 

蒲 「それでは 幾 個で 來るの だ。」  .  • 


「八十 五ょ。」 

「五とは愦無い一心の程も知られける哉た〇,! 


な さけ  ほさ  か fi: 


C  21S  ) 


「何でも 可い から ーゲ ヱム 行か- フ。 J 


P 


「行かぅ と (5: 何 パ yr •願 ひます と 言 ふ もの ft 。 j 


こ ^ ひは ら  ふい  ひぢ つき  くら 

語 も 訖らざ るに 彼は 傍 腹に 不意の 肱 突を 吃 ひぬ。 


5 


つよ  つ 


まい-^ た ^ ころ 


た i  あら 


j  2  i  かんし  i , 

「あ 痛！ 然ぅ强 く撞 くから 每日 球が 滾げ 出す の /： 。 風 早 G 球は 暴い から 癎懲 玉と 謂 ふの だ 


a か  やは らか  こんに やくだ 衾  ふたり  つ  かみ. いや  もんち やく 

し、 遊 佐のは 馬鹿に 柔い から 葯 蕺 玉、 それで、 二人の 撞く 所は 10 公と 蚊帳が 捫爆 して g る 


やうな もの だ。」 


じ ぶん 尹 れ  つ 

風 r>Kr 、 自分が 冋ほど 撞け るの' た。 ' 


さ  たん ミ  い  てんぐ  ヤ 

蒱「 然 ぅ、 多 度 も 行かん が、 天狗の 風 早に 二十 遣る のさ。」 

ふたり  おぐ I  あらそ  す ^ た r ちいち ^ ん  しよ， つぶ  T ぐす T3L 

二人は 劣ら じと 諍 ひし 末、 直に 一番の 勝負を いざ/、 と 手藥煉 引き かくる を 遊 佐は 引分け 


て、 


TffJ 


の 


し 


5 >  ゆつ 


ふ ろ 


9 

1 

2 


「それは 飲ん てから. に爲や う。 夜が 長いから 後で 寬り 出來 る？、 歸 つて 風呂に でも 入つ て 


}:  S 一 


IV; 


みせ SL 'J 


それから 徐 々始め やぅよ 〇」 

證齡 S を墜の 姑ょ 艾れ ば靈其 G 二分 G  一  橫 'S 物？ 爭 がら 閑 

齡 に、 k Il r へる に S1 SS SI 矿と E ラム ブ の # して樹 子 *: 戶 0 内を 庭が、 o' にし 仁る 


すまひ 


P ? そつ り キ4 

門 II 徵藥の 立てる ぞ遊 佐が 住居なる。 


艺 もな 


彼は iv ^ & デて m 樹ヂを 配き ける 時、 贤の 美， しき 妻は 出で 來〇 て、 伴へ る 客 あるを 見て 
fit 机 ^ I / る ^ 穿 芯し が、 癒 ci r 》 口み て 常の 如く 趣へ たり。 


じ かい 


「さあ、 どぅぞ お 二階へ。」 

ざ をつ V>  • ?- か 

「座敷は？」 

「唯へ r 些と 塞つ てを ります から 


よい こ. 


と 无 に尤 めら れ て、 彼は 逾ょ困 じたるな り。 


〇 


「ぢや 1 君 二階へ どうぞ 〇」 

知れる 客 なれば 1 'fl と •露 «1 を ■りて 行く  _ に 、妻は 小聲 になり て。 


办 € 


「鰐 淵から 參 つて 居ります ょ c」 

一 來た か！」 

ド-  V〕  9  PP 

【是非 お 目に 懸〇 たいと 言つ て、 何と 言 つても 歸り ません から 座敷、 上げて 置き まし」 で 


か へ 


しま 


ちよい  -あ 

些とお 會ひな すつ て、 早く 還して お 了 ひなさい ましな 〇 一 
「松茸は 奈 1 : した。」 

妻は 此の， なる if に ir れ ぬ。 

あなた 

I 貴 力、 まあ 松 ^ なん ぞょ りは 早く . 01 

「待てょ それから llts il 研 黠麫配な . 0 」 • 

「び  1P ま. j 段、  はや あれ かへ  しま  あ J 

1 4 酒 も 松茸 もこ ざいます から 早く 他を 還して お 了 ひなさい ましょ、 私は 服 ^ か 居る と 思 
ふと 不快な 心 持で。」 

遊 -fr. ミ #? 當 りて 1 11 の 厭， 1, めっ 、こ ^ にて は搬の 網 01 ^; ^ なるべし、 於 
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する を 妻は いと 心憎く、 

少間 ありて 遊 佐は 二階に 昇り 来れり。 

蒲 r 浴に 一つ 行かぅょ、 手拭を 貸して くれ 給へ な J 

遊 「ま 待ち ぼへ、 今 1っ處に行くから、時に弱つて了つた。」 
if お •二 や 
實に言 ふが 如く 彼は 心 穩かな らず見 ゆるな り。 

風 一 まあ 坐りた ま. へ 奈何した のかい：」 

遊 「起 つても 居られん の だ、 下に 高利 貸が 來て 居る の ^ ょ。」 

蒲 r 那物 が來 たの か。」 

遊 「先から 座敷で 歸 f を 待つ て 居つ たの' た、 困つ たね！  j 
彼は 先ちながら 頭を 抑へ て 緩く 柱に 倚れり。 

蒲 「何とか 言つ て逐 返して 了 ひ 給へ。 j 
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遊 「なか^^ 漱鉱 らんの ^ ょ、 隱刃| した ぼ ^1 < な 奴で ね、 孤 奴に 捉つ たら 耐 らん。」 

蒲 「二 三圓も 叩き付けて 遣る？。」  ‘ . 

遊 「もう 其 も S5 W なの ね、 撇 i: ic を 皆せ ゃうと 船っ て 居る の だから 延期 料を 握っ たの ぢ 

や 今日は 歸 らん。」 

風 早は 聽 居る ti に 心苦しくて。 

「蒲 田、 君 一っ 1 1¢ してやり 一 i へ、 ぇ、、 何とか 君の 辯を 奮って 〇」  .  ' 
「是 しは 外の 談判と 慰つ て、 pi f ®" つくな の ?5 から、 賢 手で 飛込む のぢや 辯の 奮 ひやう’ か 
無い ょ。 それで、 3 »( すると 飛んで 火に 入る 夏の 虫と なる の だから、 まあ 君が 行つ て 何と 
か 話を して 見た 吏、 s lt r ■して、 ■墨の 腐 茅を 爲 るから。」 

いと 一び と 思 ひながら も、 傲て は 架て じと、 •遊 佐は 気を 取 直して 下り 行くな りけ り。 ^ 
風 「氣 の審 、 _れ て 居る。 齡 の 雲から 心配して 居る笞 。君 何とかし 一」 拯 って 遣り 給へ 


よ。」 

やうす  な あ じ そん ? S 4 

蒲 「一つ 行つて 樣 子を 見て 來 や、？。 何 有 那樣に 心配す る ほどの 事は 無い の だよ。 遊 佐は 氣が 22 

ち ひさ  い 〇 令い  ふ •フ  含 T ま 15 しも vr w い  さ  t か.^/ Ti 

小い から 可 かな r vc 那云ふ 風 fl から 益す 脚下を 見られて 好い 事を 爲れる © た。 ^, か 金 鐵 g 

かしかり  べつで. つ 

貸借 だ。 命に 別條は 有りは しない さ。」 

めいよ  しんし  おそ 

一命に 別條は 無くても 名譽 に別條 •か 有る から、 紳士た る ものは ffi れる ?i らうぢ やない か O J 
「ところが 僵れな い！。 紳士た る ものが 高利を 貸したら 名 譽に關 らう けれど、 高い 利を 胤 
つて借りるのだから、安利や無利息なんぞを借りるから見れば、 ^| 12以つて毅とする (: 斤 
- れ りさ、 糾士た りと 雖も金 錢に窮 らんと 云 ふ 限は 無い、 窮 つたから 借りる 0 だ、 借り 一」 返 

す  めいよ  おい  き - r つ 

さんと 言 ひは 爲ま いし、 名譽に 於て 傷く 所は 少しも 無い。」 
r 恐 入りました、 高利を， 借り やうと 云 ふ 紳士の 心掛ば 又 別の 物です な。」 

..で 假に 一步を 讓るさ 、讓 つて 高利を 借りるな どは 組 士たる もの、 慚づべ h 衍 y 爲るよ 0 


^  然ほど 憂 ふべき なれば 始 から 借りん が 可 いぢ やない か。 旣に 借り fc 以上は 爲方が 無い、 未 
パ：  だ 借り ざ v o 先の慚 づべき 心を 以て 之に 對せん とする も 能ばざる なり ti らう。 宋の 時代で ぁ 

らん  おこ  じ やうそう  いくさ， r ご 

琴  つた かね、 何 か亂が 興つ た。 すると 上奏に 及んだ ものが ぁる、 是は 帥を 動か 3 る、 まで も 

いちにん  し T 5 か じ7  つかは  谷く 4' た  か. っき や、 フ ょ  谷く  おの づ 

1 :；:  ない、 一人の 將を河 上へ 遣して、 賊の 方に 向つ L 孝經 を讀ま せられた 事なら ば 賊は自 から 
1 ^  消滅せ ん 、は 好 いぢ やない か。 之を 笑 ふけれ ど、 遊 佐の 如きは 真面目で 孝經を 讀んで 居る 
の だょ。 旣に 借りて さ、 K 引 四 割と^ つて 一月！？ 1 に ♦血を 吮れ る。 那樣 無法な 目に 1 迫 ひなが 

い i S くぎ  り や、 っ しん  た ^ か 5 き や、 r  わか 

^  ら米だ 借りざる 先の 紳士た る 德義や 、良心を 持つ て 居て 耐る もの か。 孝經が 解る くら ゐな 

アィス  か  かれら  ザに かん ぢ ¢-5 で き  けだもの 

へ  ら 高利は 貸し ^ せん、 彼等は 錢勘定 の 出来る 毛 族 3 〇」 

w くい  くわいべ んなが  いき  つが  2 ききた 

得意の 快 辯 流る i 如く、 彼は 息を も繼 せず 說來 りぬ。 

4 

a  .  す で  J 

「濡れぬ 内 こそ 露を も だ、 遊 佐 も 借りん のなら 可い さ、 旣に 借りて、 無法な 目に 遭 ひなが 25 
ら 、仍 未だ 借りざる 先の 郎が：^ 持つ てゐ るのは 大きな" M£l。 それは 8 借りた 後と ぃ齡 r. m  C 


ノ』  いちぶつ 

心を 持たなければ ならん けれど、 借りざる 先の 良心と、 借りた る 後の 良心とは、 一物に してぅ 
物なら ず' 5、 & ±l- _K 越界 は_ 一物な の だ。 それが 證に 腊 じた 魂と もな E 
れば ，根性と もなる のん。 で、 商人 根性と 雖も 決して 不義 不德 を容 さん ことは、 武士の 魂と 

* 、  こ c j あ さん C? こ  -  ， 

敢て異 ，る 所は 無い。 武士に ぁつて は 武士 魂なる ものが、 商人に ぁつて は 商人 枴性な のた も 
の、 そこで 紳士 も 一 i ^r などを 借りん 內は ik  士队 魂ょ、 旣に對 高利と なつたら" 商人 根性に 
ならんければ身が立たない。究竟は敵に應する手段なの、た。」 

「それは ®! ょり 歡 同 ® X さ。 けれども 紳士が 高利を 借りて、 榮と爲 るに 足れり と 謂 ふに 至つ 


〇 


ては . 

蒲 田は 恐縮せ る狀 ^5 作して、 

「それは 少し 白馬は Mi に 非ず tf つたょ。」 
「時に、 もぅ 下へ 行つ て 見て 遣り 給へ。」 


- 


くる 


ぶれ X》 


「どれ 漱く齡 る 慰 獻の搬 と 出掛け やぅ か。」 

ノ ^ u J" t 階を r けり。 風 早は 獨 りぎ ぜきっ _の證空 苦しき 無聊 S へ 

ざる 折から、 舒 妻は ifT r 木を 持ち 來 りぬ。 

「どぅも ttl, ti 失禮を 致し まし ^ 0 」 

3: 2> 

「蒲 田は 座敷へ 參 りました か。」 

齡. エ其 の ^ しぎ 顔を 少しく 龈 めて  . 

T はい、 あの 1! ざ ぉ皆 、辩 r fi 子を 11 いて ■"います。 f 美^^^ 

目に 掛けまして 實にお 可 恥くて なりません。」 

「聲爲 ぢ §.なし、靈デを知って居る者ばかりですから構ふ事はぁ！^5」 

「私 f ^ ks ります と、 齡 S つて顏 が 致す ので？ います。 那蠢 慾—— 


こんな 2 ころ み *: さま 


フ 

27 

2 


， -i 


•.パ， 


& 


に A さ、 フ  べつ 


す ものは 全く 人相が 別で ございます 。それは 可！ g に!^ な 離：^ した、 

4)5  たんていせ 5 せつ  P つ 

當に探 偵小說 にで も 在り 2 ぅな 奴で ございます OJ 


そこ 


底 


いそぎ ^4> し はしご  なら  の £ きた  か ^ •二 

急 足に 階 子を 鳴して 昇り 來 りし 薇 ffl; ょ 
「ぉぃ  <2 被ぐ ^ I 心 1 、不思議。」 

あがりはなす わ  つま ，フ しろ  すぐ 


と 上端に 坐れ る 妻の 背後を 過る とて齡 か 其 足を 隨!： けたり 0 
これは 失禮 を、 お 痛う ございました らう。 どうも 失禮を 〇」 


ほねみ  し 


骨身に 泌みて 痛 かりけ るを 妻は # f くな りて Jft 飯へ つ ▲、•り！^  く擬辦 


?5 しこ  * i/ 


かねたり けん、 

?> ひか : i ら ず そ $ ツ 

「不 相藝麁 相 かしい ね、 蒲 田は 0 」 

「どぅぞ 御免を、 つ ひ 慌てた もの だから . C 

そんな 

「 何を 那樣に 慌てる の？ 〇」 


it #? れ る！！ の ものでは ない よ。 下に 來て 居る 高利 貸と 云 ふは、 誰# と涅 ふ。」 
「君のと 同じ 奴 かい。」 

Al ll の 居る 前で *• ©• とは 怪しから んぢ やない か。」 

「これは 失禮。 」 

r 傲は _ の 足を 配んだ の だが、 君は 僕の而 を蹈ん だ。」 

「でも sl r 虹の _ ぃ 所で。」 

「怪しからん？」 

妻 S. 足の！^ 忽ち Tfe 麟に槪 りて、 彼は ぼぎ へず 笑 ふなり けり。 

風 「 齡 ii r 〕 ろぢ やない 下では 苦んで 居る 人が ぁるの だ。」 

蒲 「其の 苦しめて 居る ®? ' た、 不田心 議ぢ やない か、 間、 たよ、 ぁの 間 貫  一"^ よ」 
船が i すると 聞き けんやぅ に 風 早は 身 乳 へて、 
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「間 貫 一、 學 校に 居た ?! 」 
r 然う！ 驚いたら う。」 

彼は 長き 儀； & して P  く  PII りし か- 

「本 t かい。」 


「まあ 見て 來たま へ。」 


ベつ  あき 


S ろじ 


‘  ノ  令れ fe NS- J ^ c? if ^ ^ ふ 〇 ひふ こ フ fe b x 

別して 呆れた るは 主の 妻な り。 彼は 鈍 ましから ず 胸の 跳る を覺 えぬ。 同じ ® •■ ば 二 A: •か 面 i 

* ら は  . 

も顯る 、を 見るべし。 


吏 一 £> 


y  2 ! 、，い、 フ 


「下に 參 つて 居る のは 御 朋友な ので ございます か OI 


せは 


5 な づ 


蒲 田は 忙しげに 頷きて、 

「然ぅ です 〇鹅 W と 一 11 ?! 1 f の if ■に 居った 男な 0* で 1  夕ょ 〇」 
「まあ？  I 


C  2^0  ) 


「财 て學 校を 〖能め てがら 一€ 利 «; を 遣つ て 居る と 云 ふ 話は 聞いて 居ました けれども、 極溫和 
い 男で、 ーァ€视 «" などの 出来る r ち やない のです から、 那樣 事は 虛だ らぅと 誰も 想つ て 居つ 
たのです 。ところ、 か、 下に 來て 居る のが 其の 間 貫 一です から 驚くぢ やありません か。」 
「まあ！ 高等 中學 にも 居た 人が 何 だつ て 高利 貸な どに 成つ たので ございませぅ。」 

「さあ、 因で 誰も 虛と想 ふので す。」 


2 くを  vl « し 


二！ が ひ はら 


「本に 然で ございま すね。」 

少し さき 前に 起ちて 行きし 風 早 疑を： _ して 歸り 來れり 
「奈何、 た、 奈何 だ。」 

「驚いた ね、 確に 間 貫  一！」  • 

「アルフレ ソド 大王の 面影が ある ' fi らう。」 

rn 


お ツ at ら  おもかげ  しか あいつ  アィス や  お f  ,  •、丨 

，クスを 逐拂 はれた 時の 面影 だ。 然し 彼奴が 高利 貸を 遣らぅ とは # はな 力つ た ガ 


2 


奈何した の だら ぅ。」 

「さあ、 那で 因業な 事が 出来る だら ぅか。」 
「因業 どころ では ございません よ。」 


あろ じ 


しね 


主の 妻は 其の 美しき 顔を 雛め たるな り A 
蒲 「隨分 酷う ございます か。」 


ュ' ‘ 

-: 、 


妻 「酷う ごさいます わ。」 


5 が : i 


けつ 


«* ま 


Sr 


のみ . i 


こたび は 泣 顔せ るな り。 風 早は 決する 所有る が 如くに 餘せし 茶を ば 遽に 取りて 飲 干し、 
r 然し 間で あるの が 幸 だ、 押 掛けて 行つ て、 昔の 顔で 一つ 談判せ ぅぢ やない か。 我々 が U 
を 利く の だ、 奴 も然ぅ 阿漕な ことは 言 ひもすまい。 次 手に 何とか 話を 着けて、 元金 だけ か 
何に か 員け さして 遣らぅょ。 那奴な ら 恐れる ことは 無い。」  、 

彼の 起ちて 帶締 直す を 蒲 田は 見て、 
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w, . 


^ . 


けい  ぶら さ i-* 


「まるで! |_に行くやぅ ?£ 0」 

「P# 香は ずに 髮も f  I とす—:、 帶の 下へ f の 垂下つ SS どは 威 

口 M を 損じ— やない か。」  こ  .ミ  |し I 

「ぅむ、" 傷。」  4 田 も £ り て帶を 解けば、 主の 妻は 傍 去 
「お 羽織を お取りなさい ましな 〇」  , 

r じ も、# が 多くて 支度を する 方は、 ■取つ て 纪 げられ る やう だから— に氣を 着け 


や. 


しか しぼ 


はざま 


る举 fi よ。」 

グ 

「馬鹿な！ 間 如きに。」 

「ぎ. に强 くな つたから 可 笑 
「 #? す も可ぃ 。」 


H. 


。さあ 用意は 好い よ。」 


ふ たり  ひざ  た r 


きつ  さし ti1 か 


二人は 膝を 正して 屹 と差畆 へり。  . 

妻 「お茶を 一つ 差 上げ ませぅ 0 」 

S フ  ゴ  か， i -e ， -3 た . 4s ひか {i ち やさ かづ， 

蒲 「どうしても 敵 討の 門出た。 互に 交す 茶 盃か〇 J 


I 四 


4 

3 

2 

C 


•ろし  ゆ さ  お ちつ 


座敷には 窘める 遊 佐と 沈着き たる 貫 一 と. 亂 して、 * L 治の 火の， えんと すれ ど；^ ばず。 彼 
の 傍に 茶托の 上に 伏せた る 茶碗は、 1 T: g 靈齡！ 知らで 脱せし を 11 れて黯 にしたり し 


を ば、 妻の 取 出して 故と 用ゐ たるな り。 
遊 佐 1 ml を, ベる SI 日に て、 

もらろ A ほ、 フい 、フ  いくら 


「それは 出来ん ょ。 勿論 朋友は！ g 多 も あるけれ ど、！ J #- の捭 i; を 11? む やぅな 者ょ 無い の だ 

みた 2: なか  つ％*  , 

から。考へて見給へ、何ほ朋友の中だと云つても外の事と落つて ^ 5^ |1 |ょ||め”ふぃょ。 


J - ブ. 


1  心う 無理を 言つ て 困らせんでも 可い ぢやな いか。」 


貫 一の 聲は 重きを 曳くが 如く、 底 强く 沈みたり。 

あ、  こ ^ わけ  りく t: 4 ' き 4 ' へ 

r 敢て 困らせる の、 M のと 云ふ譯 ではありません。 利は 下さらず、 書替は 出来ん と、 それ 


れん 仁： 


^5  9」 ちら  け ふ  ぜひ [iA が  J, 

では 私の 方が 立ちません。 何方と も 今日は 是非 願 はんければ ならん ので ございます。 連帶 


も ミ  あな 仁  せいしん  '  めい わ く  . 

と 云つ たと ころで、 固より 貴方が お引受けな さる 精神な れば 、外の 迷惑には ならん のです 


iL.  •めいぎ  か  ょしみ  f 仁  しょぅだく 

から 5 一一の 名義を 借りる' たけの 話、 それく らゐの 事は 朋友の 誼と して、 何方でも 承諾な 5 


つまりめ いぎ 


よ ろし 


i 、 


あなた 


しんよう 


さうな ものです がな、 究竟 名義 だけ あれば 宜ぃ ので、 私の方では 十分 貴方を 信用して 居る 

H , /X fc 、 しや  こ t  う、 ご 

のです から、 決して 其の 連 狼 者に 掛 らうな どとは 思 はんので す。 此で 何とか 一つ 廉か 付き 

た、-  いひ わけ  、  わけ  かき かへ 

ません と、 私 も 主人に 對 して 言譯が ありませ ん 。利を 受取る 譯に 行かな かつた から、 書替 

をして 來 たと 言へ ば、 それで ひ 一 1 '句切が 付く のであります から、 どうぞ 一つ 然う願 ひま 35; 

2 

す。」  C 


遊 佐は 答 ふる 所を 知らざる なり 0 
「何方でも 可ぅ ございます、 御 親友の 內で 一名 〇」 

「可かん ょ、 それは 到底い かんの だょ。」  .  - 
「到底可かんでは私の方が濟みません〇然ぅ致すと飞自辦御從ぎに斷ジやぅなも槪も取ら 
ん ければ なりません 〇」  ， 

「奈何せ ぅと 思 ふの かね。」 

r 無論 差 押です。」  . 

遊 佐は 强 ひて 微笑を 含み けれど、 胸には 犇と應 へて、 はや 八 分の 怯氣 付きた るな り。 彼は 
悶へて 捩 斷るば かりに 其 髭を 拈り<  て 也まず。 

r 三百 圓や そこ S の 端齡 2: l r s f: 4 獸 を髒ボ て、 飯 勑 1 :蚍啦の扼廠にもなるやぅな亊を 
爲 るのは、 私の 方で も 決し T 可 好く はない のです 。けれども、 虹 方の 11 ずを： 欲れ て 下 E 
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•レつ ^ んびん  は 5  き 5U, フ  り ^ き  さら  _1L いつ*^ う  各  12 

な ナれ尤 fb むを 專ん ので、 1 i は 事は 穩低の 方が 双方の 利益な のです から、 更に 御 一考を 願 


ひます。」  . 

「それは、 まあ、 品に * ^ つたら «l m も f んで はな けれど" 君の 要求は 元金の 上に 借用 當時か 
ら ^x £! r 雜 紀 の^ k か ーヶ 年分と、 今度 搬ふべ き 九十 圓の 1 月 分を 加へ て 三百 九十 圓か 
ね、 *? ハに献する？一 1^ 分の ^1 5|" が百十七 11. 3§1' 、其と合して五百圓の證書面にぎ替へろと云ふの 
'たらぅ。 又 そこが 避 1 i 傲 1 $ と 言 ふ fi ちぅ けれど、 1 文、 たつて 自分が 費つ たので もない のに 


あ  * b fc i  » 

Jlt^ il だ 十 圆と いふ ものを 取られた 上に、' 又 改めて 五百圓 の證 書を 書され る！ 餘り 馬鹿々々 

•.V， ワ  しんし户く  つ办 

しくて 話に ならん。 Jit: * 方の 身に も 成つ て 少しは 斟酌す るが 可 いぢ やない か。 一文 も 費 ひも 

pb 

せんで 五 百 圓の證 書が 書ける と 想 ふかい Lf 
が II きて 貫 一は 笑へ り。.  *.  '  : 

「今更 那樣 事を！ ，一 


? 

7 

3 

C: 


彼 も ®, れ sil 皇我理 に： f^ て連緊 Epk f しょり！^ ©; 爾ポ e? りて 傲る ®5 き 巨を 見る ょと、 
太く 已に 懲りて ければ V 此際 人に 連帶を 雛み て、 [af ir の漱獻 を 1 心くることもや1、齡じて貫 
一の 請求を 容れ ざり き、 さりと て 今一つの 請求なる 利子を 卽座に 術 ふべき 道 も あら ざれば 
彼の 進退は 維に 谷る と與に 貫 一 も ] it; 像は 一寸 も 去ら じと * i へたれば、 S 午 •ょ!! に 招？- る^ j 

もの  ぶんじ ご£  き 5  5  Vi,'  せめく  、 

物の 乡く 一分 時 每に窮 する 外は 無くて、 今は 唯 身に 受くべ m 〖き責 苦を 受けて、 歡まで 

に 懺|? 2: ぎ概&すム繫人篇き繫の繫^#%胸8は、_€覺ぇ 

あ  ノみだ  ほ ミ ほ ひきさ  • 

ず 暴れ® れて 幾と 弓 裂けん とするな り。 

「第一 今. r ぎ ■に 来る ■1 ない のでは ないか。」 

「先月の 廿日に お 拂ひ 下さるべき のを、 起たに お g 《無い のです から、， 0° でも 撕齡似 は 
出來 るので。」  , 
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_ は 拳を 握りて 顫ひ ぬ。 

「紙 ふ ®1 しからん 事を！ 何の 爲に 延期 料を 取つ た。」 

「脱に 延期 料と 云つ ては 受取りません。 期贼の 日に 參つ たのに お 拂が 無い、 因で 空しく 歸 
る 其の H? 1 1財び #1 ^0して下すつたから矿きました。ですから、若し那に延期料と云ふ名 

\1 り 一) て 

を附 けたら ば、 其の 日の 取 立を 延期す る 料と も 謂 ふべき でせ ぅ。」 

‘、 X  U 、 t> fc 、  りし  •、っちき ん 

「 *" 、 卽貝 観は！！ 初 十圓だ け 渡さぅ と 言つ たら、 十圓 では 受取らん、 利子の 内金で なしに 

この あ ひ だ 

三日 PUT の 延期 料と してなら 受取る、 t 言つ て 持つ て 行つ たぢ やない か、 それからつ い此閒 
又 十圓 . . …… 。」 

、 U •二 * しふ  につた/ フ 

「それは 受取りました。 が、 今 申す 通り、 無駄足を 踏みました 日當 であり ますから 其 
日が 霞 すれば、 靈 から ■船に i っても 挺しぃ 一 なのです。 まぁ、 P っ— は！ s {し % 


「措けん ょ。 過去り は 爲んの だ。」 

「今日は 其 事で 上つ たのでは ない のです から、 今日の 始末を お付け 下さい まし。 では 奈何 240 

C 

:.'  あつても 書替は 出来ん と 有 仰る のですな。」 

ょ  「出来ん！」  . 

かね 

「で、 金 も 下さ ^ ない？」 

„•  「無い から 遣れん！」  • 

貫 一は 目を 側めて 遊 佐が 面を 熟と 候へ り。 其の 冷に 銳き 眼の 光は 異 しく 彼を 壟 ひて 坐に 熱 

- - 

- 一 する 怒氣を 忘れし めぬ。 遊 佐は 忽ち 吾に 復れる やぅに 覺ぇ て、 身の 危 きに 處るを 省みた. り。 

1 i  _  Y 時を t くす る 暴言 も竟に k れ 者の 小 k に 過ぎざる を曉 りて、 手 持 無沙汰に 鳴を 鎭 めつ。 

「では 何 頃 御 都合が 出來 るので すか。」 

I  機を 制して 彼 も 劣』 らず 和ぎ ぬ。 


「3 あ，、 十六 日まで 待つ て くれた まへ。」 

「聢と 相違 ございません か OJ 
「十六 日なら 相違 無い 0 」 

「そわでは 十六 日まで 待ちます から…* . 〇 1 

「延期 料 かい。」  . 

「ま あお 聞きなさい まし、 約束手形を 一 板 お書き下さい 。それなら 節？ フござ いませ、. 
r 宜い事 も 無い . 

ふしよ、 フ お つし ヤー 

「不承を 有 仰る 所は 少しも 有りは しません、 其の 似り M; 光 か 今日 4b- 起び 下さい 0 J 
恁く言 ひつ、 手 鞄を 開きて 約束 手艰の 用， を 取 出せり 0 
「錢は 有りは せんよ。」 

11 僅少で 宜い ので 手數料 i5 して。 一 


〇 


0 」 


かは  1 んぶん 


つかは 


「又 手數料 か！ ぢや 一圓 も 出さぅ。」 

そ J 

「日 當俥 代な ども A! つて 居る G ですから 五圓ば かり。」 


. « 


フ 

12 

2. 

C 


- r ね 


ひ Ta 


「五 圓なん 、と 云 ふ 金圓は 有りません L: 

「それ ぢや 、どぅも。」 

彼は 遽に 躊躇して 手形 用紙を 惜める やうに 拈るな りけ り。 

「え ▲、では 三圓 ばかり 出さう。」 

折から の 斷 きける を r と 貫 一 の__ふる 1: _に、一：一，人の紈士は徐々と入來りぬ。案内も 
無く歡 る，® I 齡に立 人り て、 |#'『、 1 1なるは、鉍デ ±; 1ぁるべ^ 


みむか め さき 


ふたり 


，んし しづ， 


あん S 


こ  »  c  JV  TV  3^  i.  1¢  ‘ -  X  - ,1  •  --  - r-%  - 1  i—  •  ，，  9  •  ^  *  s 

彼は 少しく 座を 動ぎ て容を 改めたり。 紳士は 上下に 分れて 二. 人 •ガ 間に 坐り けれ' は、 貫 一 は 


ざ  S る 


かたち あ、 b た 


i' f ひし も  わか 


ふたり * ひだす わ 


5 やま  れい  ^ 

敬 ひて禮 を 作せ り。 


さ ^ 


は 5 乏 くん 


蒲「どぅも曩から見たやぅだ、見たやぅだと思つて居たら間君ぢやないか。」 


> 


や 5 す  かは 


べつじん 


風 「餘 り樣 子が 變 つたから 別人 かと 思つ た。 久しく 會〇 ません な。」 

貫 一は! si として rf A° の ®? VI めたり しが、 忽ち 身の 戴す るを 覺ぇ て、 其の 誰なる やを 憶 


お ちン 


;, し 


hvo 


S 


蒲 田 君に 風 早 君。 久しく お 目に 掛りま せんでした 


出せるな 

r 是はお 珍しい 何方 かと 思 ひました 

か X り & 

がいつ も ぉ變 無く。」 

蒲 「其 後は 奈何です か、 何か當 時は 變つた 商賣を お始めです な i— 儲り ませぅ 0 」 
貫一は打笑み-て、 

「 隨り もしません が、 間違つ て這麽 事に なつて 了 ひました 〇」 


か 


ふ た り  ひそ. ア あき 


くみ  やす 


彼の 毫も 愧づる 色 無き を 見て 二人は 心 陰に 呆れぬ。 傲りし 風 早も恁 ては 與し 易から ず 思へ 


るなる べし。 43 

?  •  、  し、  せいしつ  2 

蒲 「儲け 〇 くで あるから 何でも 可い けれど、 然し 思 切つ た 事を 始めました ね。 君の 性質で ^ ぐ 


く 此の r 豕 *2: が 出來 ると 思つ て 感服し ましたょ 〇」 

「5*興^|に出來る業ぢやぁりませんな0」 

慰! ^に龍； 人間に ぁらざる 人の 一 i  一 5s り -!, Ar は ] th" の 破 庸趾 の老 面皮を 僧し と S へり。 

蒲 「酷い ね、 それ ぢや 君は 眞 人間で ないやう だ。」 

「献 0>L やうな 者が 勢 ひ 人間の 道を¥ つて 居つ たら、 迚も 此 世の中は 渡れん と 悟りました か 
ら 、學 校を k める と與に 人間 も罷 めて 了つ て、 此の 商賣を 始めました ので。」 

風 ^ し 1. A 間 ^: 把の 船 於でぁつた 锻 117 に歡 して 會 つて ゐる 間' il けは、 依舊星 A 間で 居ても 
ら ひたいね 〇」 

風 早は 親しげ に 放 笑せ り。  /  ^ 

蒲 「然 うく、 それ， の K 磬 の聯 いかつた、 何とか？ たつけ ね" それ、 君の 所に 居つ 
た 美人 さ。」 


〇 冬 4) 


まむ 


貫 一は 知らざる 爲 して 〇 た， り 


0 


風 「お 


^  n. 


-那！  5 あ 何とか 云つ たつけ 0 J 


蒲 「ねえ、 間 君、 何とか 云つ た 〇」 

設し Jt の 舊友 の ST1 二人 間 〇 面を 銀め ? る 貫 一 も、 是に 到りて 多少 〇 心を 動かさ、 、、るを 得 ざ 
0 き 0 

「 繼樣 1 らん 事を。」 

I 

蒲 「此 頃は 那の 美人と 一所です か、 可羡 しい 〇」 

「もぅ 昔話は 御免 下 3- い。 それでは 遊 佐さん 之に 御 印を 願 ひます 〇」 

彼は 矢 立の 筆を 杣きて 、手形 用紙に 金額を 書 入れん とする を、 


ちよ ツ 


r* 、r. 


風 「あ、 些と 、その 手形は 何 云 ふので すね 01 


さ 


かんたん  し-まつ  の 

貫  一 G 簡單に 其の 始末を 述ぶる を 聽きて _ 


(245) 


「齡 1 術 ^ そこで 少し お 話が 爲たい 〇」  .  り 
蒲 田は 船 •い ■•第の 口を职 み 一」、 ■聲 の觀に i ずる かを 11' かんと、 粒 S 葉 卷を火 入 J 
に,して、奶 #1 |に.腕組して控へたり。  、  \  .  //  / 
「遊 佐 君の 微船 办漱で すがね、 船は 穿 何 か 賴 別の m? をして 戴きたい の だ。 翁の 方 も營 業な. 
のだから、&淑||は ^ けませんさ、船し *? 於の就と思つて、少し勘辨をし一.」もらひたい。」 
彼も锐 へず、 是 k 少時は 言は ざり しが、 

「奈何 かね、 君。」 

「勘辨 と 申します と？」 

「 SI 養の 於の 齡の撒 らん 吗⑴於 けて もら ひたいの だ' 。知つ ての al り 元 此の 借金は 遊 件 君 
が 歡齡で ぁつて、 歡 11 雛が て呢を F した、 V けの 話で， ぁるの が、 瓣らず 節れ て來 たとい ふ譯 •な 
ので、 そ、 Tt ょ «1 •把の 目から 見れば、 fil 樣事は ^: 仲で も 可い の だから、 取 立てる ものは 取 立 一.」 


V 


>  つ a 、 -> ** \ 7 がは 

る繼. 7^ 蠢く認つて居る、からムて今見其の霞細を言ふ 0 ぢやない。然し朋友の俱から遊 

►.丨  ►一 1% 1* ノ  ュ  \ 


はか 


かしね し 


一  h 


i 夕 左 君を 見る と 泥んだ 游 ■に 衝つ たので、 奴 何にも 氣の 毒な 次 ¥ ところで、 圖らず .S 主 

, fe n o ひれれ^—- (i い  えい ; > ふ しゃ  わ {1 ぶち 

が 君と 云 ふので" 斯 3 水を 得た る 想で 我我が 中へ 入つ た Q は、 營 業者 (7) 1! 淵と して 話を 

, 

- 爲る のではなくて、 紹 於の して、 影は 1 皆 な 辘 y ■いて もら ひたいの $o 夙て 話は 聞 
、て居るジ、|甚ーー百圓に齡しては、齡把 0 齡袱浐淞截’断 ;: ーー百七十圓の利を拂っ1 

が ふ け 、  亍では い  、 

る。 それから 遊 佐 君の 手で 九十 圓合 tti 三百 六十 圓と云 ふ ものが 旣に 入つ て 居ろ の -..' せ 

2- r /A も〇 きん  . 

して見 0 と、君の方には旣に氣は無いの ^ 、でぁるから、此 〇 三百圚 〇 元金だけん # ^ 君 
二， 

.、の 手で せ ば 可い とい ふ 事に して もら ひたいの だ 0 J  .令 


0 


れいせ、 


on 


，ちもん  つ. ン 


c*y 


ず 〇 ぶん； 


5 


•貫 一は 冷笑せ り。 

「深 すれば 遊 •佐 君は 三百 九十 圓搬ふ 零 ' fi が、 日 THr がべ 文ち 霞は ずに 空に 出る の だから 隨分 辛い 247 
1 君 たく 粑银 こなる 0 を 11-1:7 で 見切る の ?: から 是も 辛い。 因で 辛？ 競を 爲る Q 


C 


•wf 


だが、 君の 方は 三百 圓の 物が 六 百 六十 圓にな つて ゐ るの だから、 *? 『則には なつて ゐ る、 0 


ち 


^  \  _ t ろみん  こ {  しやくり T っ S くべつ ?> つか ひ. 

方は 三百 九十 圓の 全損 だから、 此を 一つ 酌量して もら ひたい、 ねえ、 特別の 扱で 〇」 


8 

4 

2 


まろ 


「全で お 話に ならない 〇」  . 

秋の 日は 短し と 謂 はんやぅ に、 貫 一は 手形 用紙を 取 下げて、 用齡 無く縱 r の を 書 入れ 
たり。 一齊に 彼の 面を 注視せ し 風 早と 蒲 田とは 眼は 更に 相 合ぅて ® r れるを 、再び 齡 ^ に 差 


S 


•つち 念 


向けて、 いと、 上 厭し、 打 目 戎れ り。 

風 「どうか 然云ふ 事に して くれた まへ。」 

貫 「それでは 遊 佐さん、 之に 御 印を 願 ひませ う 〇日限 は 十六 日、! nj うご ざいます か 0 一 


此の 傍若無人の！ に 蒲 田の 飯へ かねた る絜包 なる を、 風 早は^! して、 

「間 君、 まあ 少し 待って くれた まへ ょ。 恥を 言は ん ければ 齡らん けれど、 此の歡 が E- 遊广 r. 


に丨  力ち す  , ii r フ  t ts 

君には 荷が 勝 過ぎて 居る ので、 利を 入れる だけで もガが 付かん の だから、 長く 之を 背負つ 


•« 


11 .て 居た 日には、 攀 T 船に 懸 してれ ふ ばかり、 實に一 含 靈に歡 ろ囊 なの SIY..' 

齡 1 i に说 se して 居る やうな もの、、 /; が らんで' 如邱 とも 手 〇 着け やうが 無 ^ 對手. か 君 
でぁっ たのが 組の ぎきざる 所な の だ、 繼緊の震透繼を街ふと思って一っ賴を聽ぃてくれ 
槪へ 。封 ^ ( 撤を， け やうと 云 ふの ぢやな いの だから、 激して 然う, 理な 賴ぢ やなから うと 
思 ふの ff が、 奈何 かね、 君。」 

「私：'-  を だな G ですから、— 云 ふ お 話 r  か-なます-'造％.ブ又"で；^〔「-- . : 
三圓頂 1 じて 之に 御 印を どうぞ、 お 早くっ 」 

1 其の 龈一^ 1>6 かねて 戲敕％ げに のみ 0 緩 r で點 びたり し 蒲 田の 縝邊皆 紀 か 

一  V、 如く、，  '•  f  fi 

'  「，ち 齡へと 言 ふに！  f から 風 早が 口を 酸く して 頼んで 居る G ち やない か、 錢貰力 門 ,: Tr 

つたの ぢやな い、 人に # i-r- する！ 」 は 11; と 云 ふ ものが ある、 可然 き挨 接を 爲 たまへ。」 


C  249  ) 


奢. 


l かろべ  ご あいさつ  L 

「お 話が お 話 だから 可 然き御 挨拶の 爲や ぅが 無ぃ。」 


だま 


はざまき さ ± あたま  ぜに かん ぢや 、フ 


わか 


0 


〇 


「默れ 、間！ 貴 樣 の頭腦 は錢 勘定 ばかりして 居る ので、 人の 言 ふ 事が 解らん と 見えるな 
誰が 其の 話に 可然 挨拶を 爲 ろと 言 ふた。 友人に 對 する 擧動が 無禮だ から 節め と 言つ たの だ 
高利 貸なら 高% 貸の やぅに、 身の程を 省みて 神妙に して 居れ。 盜 人の 兄 分の やぅな 不正 
な 營業 をして 居ながら、 恁 して 舊 友に 會 つたら ば 赧い 顔の 一つ も爲る ことか、 世界 漫遊で 


けん-^ 


き さま 


あツほ めいよ 


は s' 


もして 來たや うな 見識で、 貴樣は 高利を 貸す のを 適れ 名譽と 心得て 居る のか、 恥を. W とも 
思 はんの みか 一枚の isi 文を 鼻に 懸けて 我々 を 侮蔑した 此の 有樣を 荒 尾讓 介に 見せて 遣りた 


ちく—- や 5 うま  かは 


やつ 


あらを  や はり* Lr i ' し 


5  U 


貴 樣のや ぅな 畜生に 生れ 變 つた 奴を、 荒 尾は 依然 昔の 貫 7: たと 思つて、 此間も 我々 と 
話して、 貴樣の *; 否を 苦にして な 實の弟 を 殺した ょり‘ 貴樣を 失つ た ガが悲 いと 言つ T P; 
いて 居た ぞ * 〇 其の 一言に 對 しても 少しは ^ 心の 眠を * I せ i 具 人間の 風 早 庫之助と m 田鐵彌 
が 中に 入る からは 決して 迷惑を 掛ける やぅな 事は 爲ん から、 今日は 順し く歸れ 、歸れ 〇」 


C  25〇  ■) 


「受取る ものを 受取らなくて は歸れ もし 4 ん 。釋於 がそれ まで 遊 佐さん の 件に 就いて 
ぎ結下さいますなら、ぎ9斯すつて下さい4んか。だも *< も此の約束手形は_さん 

から 戴 rs」、 此 e ぞ麟は それで T 記く？ すから、 繫 5 百圓 S 書—' S 下 

れんたい 

さ (まし、 a 早 君と 蒲 田 君の 連帶 にして。」 


けん つ 


し ; 5! ?- ん 


けいけん 


蒲 田は 此の 系 段を 知る の 經驗あ る 


600 


よろし 


「うん、 宜い _ 


なす 


「では 然う屬 つて 下さる か。」 

「うん 二 且ぃ 。」  / 

« 

「辦1 う 致せば 又 お 話の 付け やう もあります。」 
r 船し 氣の啬 だ な、 無利息、 十 個 年賦は。」 

「え、 


じ や 3 だん  .  ノ 

常 ^ ち や ありま ' L / 」 


C250 


有繫に 彼の 一本 參り しを、 蒲 田は 誇りが に 嘲笑し つ。 

う 

風 「常談 は 措いて、 いづれ 四 五日 内に 篤と 話を 付ける から 今日の 所は、 久しぶりで 會 つた 僕 252 

C 

等の 顔を立て  >、 何も 言は ずに 歸 つて くれ 給へ な。」 

一 然云ふ 無理を 有 仰る で、 私 〇 ガも 然るべき 御挨梭 が 出來な くなる のです。 旣に遊 佐さん 
も御承諾なのですから、此の手形はお賞ひ申して歸りま.す。未だ外へ ^: るでぎぎますから 
お 話は 後日 寬り伺 ひ 4基 せぅ。 遊 佐さん、 御 印を 願 ひます よ。 貴方 御 承諾な すつ て 置きな が 
ら 今にな つて 遲々 なすつ ては 困ります 0  J 

蒲 「疫病神が 戶 1 ft たやぅ に 手形々々 と谢" い 奴 だ。% が 始ぎ をして 遣らぅよ 〇」 

彼は 遊 佐が 前なる 用紙を 取りて、 

「金 百 拾七圓 . 何 だ、 百 拾七圓 とは。」.  ， 

蒲 「百 拾 七圓？ 九 拾圓だ よ 0 」 


inj-  ^  ^ 


「金壹 百 拾 七 圓と此 通り 書いて ある。」 


かぐ  こ V V* よ 


7-> .ざ  あや 


想る 事は 能く 知りな ガら 彼は 故と 怪しむな りき 


<5> 


は ず 


遊 「そんな 箸は 無い。」 


かれら  さわ  しりめ  か 

貫 一は 彼等の 騷ぐを 尻目に 掛けて、 


ち S さん 


てんびき  さん わり 


アィス  ぢや .rtt ふ 


「九 拾圓が 元金 之に 抓へ た貳拾 七圓は 天 引の 三 割是が 高利の 定法です。 し 
1 日 もせ ざれ ど遊柞 が 膽は 潰れぬ。 

「お . ど… 

蒲 田よ 物を も 言は ず 街げ 手形を 二つに 5 n 裂き、 遊 佐 も 風 早も是 はと 見る 問に、 猶も 引裂き 


ろ …… いたね！」 

、仁ん 


ひきさ 


»I a 


ひ at -n ぢ  は Vi めさ さ  な i> や  3..^  ,  i  1; 

引 捩りて 間が 目先に 投 遣りたり。 彼は 騷ける 色 も 無 • 


y 


な さ 


「何を 爲 るので す。」 


3 

5 

2 


まつ 


や 


「始末を して 遣つ たの だ。」 


「遊 佐さん、 それでは 手形を お出し 下さらん のですな 0 」 
彼は i 於 網 # T 封 微 を 取らん とする ょと^ 陰に 懼を 作して、 

「いや i 云 ふ譯ぢ やない . …。」 

蒲 田は 吃と 漆. を 前め て、 


さ、 ？ い 


わけ 


かろ 


わざ 


や »» ?ら 


「いや、 然云 ふ譯だ ！。」 

彼の 鬼臉な るを いと 稚 しと «: しめたる やぅに、 間は 故と 色を 和げ て、 
f 手形の 始末は それで 付いた か 知りません が、 貴方 も 折角 中へ 入つ て 下さ 6 なら、 
男らしい 队 F なさい ましな。 私 如き 畜生とは 違つ て、 貴方は 立派な 法學士 〇」 

「お、 俺が 法 學士な ら 奈何した。」 

「名實 が 和 副 はんと 謂 ふので す。」  .  . 

「生 意氣な 、もぅ 一遍 言つ て 見ろ。」 


b  す こ 

最少し 


(254) 


し よげ ふ 

「■でも 言 ひます。 51 士 なら 學士の やぅな 所業を 爲 さい。」 

- 一  ひ な S  もろ づ 5' み ひづ  ミ 

雷が i は爾 ぽく瞧 りて、 f はん 4 し 貫  一— 先 8 掴に 震. と f たり 


!l t? 3L きさ ^ 

「間、 貴樣は . . 

:  扫 もて、 つち t も 

膊制 けたる 彼の 面を 打 目 戌り て  ^  ? 

を f て、 ■の 前に f 戲 ベた K の _目 に附 いて、 嗚呼 順し い 間を、 と力拔 がして 
Tk ふ。 貴樣 これが 人情 I。」 

i: r る S の 如く 溢き も 齡で伊 し r られ u る 貫 一を、 風 5 有 繫に篇 と 見 f 


て 


S くら 


ちか-  め ャ -f' 


「習 G 言 ふ 通り、 た、 僕 f 中學に 居氣の 間と 思つ て、 それは 誓つ て 迷惑を 掛ける や ラ C 255 
な 事を！！ ん から、 君 も ^ AX S ISI: ゲ思 つて、 ご 人の 賴を聽 いて くれ 給へ。」 


「5 あ、 間 奈何 だ。」 

か  おの づ <: つもん i 、， 

「友人の 誼は 友人の 誼、 貸した 金は 貸した 金で 自 から »r 問 M . 0 」 

たち 2: の S つま  や 5 つよ  し 

彼は 忽ち 吭迫 りて 言 ふを 得ず、 蒲 田は 稍 强く緊 めた るな り。 

「さあ、 もつ と 言へ、 言つ て 見ろ。 言つ たら 貴 樣の学 吸が 止る、 そ。」 

貫 一は 苦し さに堪 へで 1 釋か んと捥 けど も、 嘉納 流 っの覺 ある 蒲 田が 力に 敵し かねて、 なか 
其の 爲すに 信せ. U る 幾分の 安き を賴む のみな りけ り。 遊 佐は 驚き、 風 早 も 心ならず、 
「おい 蒲 田、 可い かい、 死には しない か。」 

あら 

「餘り 暴く するな よ。」  -  . 、  . 

蒲 田は k ハ. 然として 大笑 >  り。 ’ 

かう  きんりよ く  わん. S' よく  す 2> こでん  づ  おも  扫よ 

「想なる と金 力よりは 腕力 だな 。ねえ どうしても 是は 水滸傳 にある 圖だ らう。 惟 ふに 凡そ 

ik を 載り、 靨を i っ には、 などは r ir 齡、！ b 韻ぐ f II の 上には 
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V 一 广 


=% J よ くち まく  あらそ ひ  そ も そ 


ゐ かん 


け • 


靈の璧 S け S、 國と國 とぬ ii:I くの， も 誰の 手で 裏 無く f らる ふだ、 

こ t  しん； g ん  きくわん  た {か ひ  • 

玆に 唯一つ 審判の 機關が ある、 日く 戰！」 

風 「もう 釋 してやれ、 大分 苦し さう だ。」 


JA 

は づ か し 


ためし 


a OJ ¢> 44  ひく  よ  •  •  — 

遊「餘 り酿い 目に 遭せ ると、 僕の 方へ 報つ て來 るから、 もぅ 舎して くれた まへ な」- 
11 の； 一 isc 手は 嗽め たれ ど、 i 田は 未だ 放ち も 遣らず、 

「さあ、 間、 返事は 奈何' た。」 

の2  し  ね  かは  くつ  わんり よく 

「忙 を緊 めら れても 出す ^ は變 りません よ ◦間は 金力には 屈しても、 腕力な どに 屈する も 
のか。 憎い と 思 ふなら 此面を 五 百圓の 紙幣 束で お 撲きな さい。 J  • 

きんく わ 


「金貨 ぢや 可かん か。」 

「金貨、 結構です。」 
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r ち ゃ 金貨 だ ぞ！ j  ) 
¥祖せ| 一が 左 の 醇を に® fel r ば、 r 兩 手に て、^^^ 

擧げ ざり き。 蒲 田は やう^-座に 復 りて、 

rM には lit" 私 歸 らんね。 いつそ 此で 酒を 始め や うぢ やない か、 而 して 飲み 且談ず ると 爲 

ぅ 。」  . 

「さあ、 それ も 可から う。」 

獨り 可から ぬは 遊 佐な り .0 

「奶 で 飮んぢ や gl くないね。？ i して M が 付かなければ、 何時まで だつて 歸り はせんょ 。酒 
が 仕舞に なつて、 是ば かり 遺されたら 猶 困る。」 

51 しい、！！ 去には’ 谭 S M に 叫  1 つて 好い il へぎれ て 行つて 遣る から、 ねぇ、 間、 おい、 

* 

間と 言 ふの. に。」 


i 


r はぃ 〇」 

さ さ 念  さいくん 

「貴 樣 、妻 君 有る のか。 お、 風 早！  j 
と 彼は 橫手を 柏ち て 不意に 叫べば、 

「え'  吃驚す る 何. た。」 

「憶 出した。 调 の 許婚は お宮、 お宮 0 」 

r 此頃は 他と 一所 かい。 鬼の 女房に 天女 だけれ ど、 _ 今日ぢ や 大きに 日濟な どを 貸して 居 6 
かも 知れん。 え、、 貴樣 、那樣 事を 爲しち や 可かん よ。 けれども 高利 貪な どは、 これで 却 

依樣旨 いものを 食 ひ、 好い 女を 自由にして、 好きな 榮耀が して 見たい と 云 ふ、 唯 それだけ 

.  » 

もくてき  さう  しの  、ノ 

，の 目的より 外は 無い の だと 謂 ふが、 然な のかね。 我々 から 考へ ると、 人情の 忍ぶ 可から ざ 259 
るを 忍んで、 經營 慘儋と 努める 所は、 何ぞ 非常の a ! 的が あつて 貨を殖 へる やぅ だが な、 譬 C 


〆 


へば ?^ 胎釕を i r ると か、 お 氟の IP#; 11 すると か、 二 単に 己の 慾を 充さ うば かりで、 那麽 ) 

ざんこく fe :i く  ま、 r じ "? ろん ぐ わい  〇 

思 切つ た殘 刻な 仕事が 出來る ものでは ない と 想 ふの だ。 許 多の ガリ  <亡 者は 論外と して、 r 26 

おい  こんな ひじや3しゆだん  かなら 

問 貫 一に 於て は 何ぞ目 的が 有る の だら う。 這麽 非常手段を 遣る くら ゐだ から、 必ず 非常の 
目的が 有つ L 存す るの だら う 〇」 

た そが  や ミ  ミ もし *£ 9 ょうい  3 けさ かな じ！ 3 A  お 

秋の 日は 忽ち 黃昏れ て、 稍 早 けれど 燈を 入る ▲と與 に、 用意の 酒肴は 順を 逐ひ て 運び出さ 
zoo 

4A  ^ 

「おつと、 麥酒 かい、 頂戴。 鍋は 風 早の 丸へ、 煑方は 宜しく お頼み 申します ょ。 う ▲、好 

い 松茸 だ、 京 1 T° なくて は 1 は 行かん ょ： . 中が 眞 白で、 庖丁 沪軋む やうでなくて は。 

今年は 不作 ff ね、 瘠せて ゐて 虫が 多い、 那の 雨が 障つ たの さ。 問、 奈何たい、 君の 目的 
よ 0 一  , 

「唯 貨が欲 いのです。」 


「で、 其の 貨を 奈何す る。」 


X 


:i し 


「蒲らん 事を！ 貨は 奈何で もなる ぢや ありません か。 奈何で もなる 貨だ から 欲い、 •其の 欲 


かね 


さいそく 


:i んた、 


貨' たから、 g して _促 もす るので す。 3 あ、 遊 佐さん 本當に 奈何して 下 3 るので す L_° 


け 


たま 


虱 「まぁ、 之を 一盃 飮ん で、 今日は 機嫌 好く 歸 つて くれ 給へ。」 
蒲 「そら、 お i 次 だ。」 

貫 「私は 酒は 不可ので す。」 

蒲 「折角 差した もの だ。」 • 

彔つ二  、 3 ' A 

「全く 不可ので すから 〇」 


含し 


おしの  は ずみ 

差 付けら る ▲を 推 除く る 機に、 


もろ  すべ  た S こぼん ひいれ みた  はつ 

クブは 脆く も 蒲 田の 手を 脫れば 、莨 盆の 火 入に 抵 りて 發 


L 


矢と 割れた^^ 


す 


「何を 爲 る— 
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貫 一 も 今は 惊へ かねて、 

r 奈 1 : したと！」  - '  - - . 

や をら 把たん と fi1* る 所を、 蒲 田が 力に 胸板を 衝れ て、 一耐 もせず、 仰樣に 打僵 けた 〇。 蒲 
田は、 此 I に 彼の 手鞀を «:1 ひて、 中なる 書類を 手 信に 摑出せ は 狂氣 G 如く 駆 寄る 貫 一。 ， 

み ぶん  さは  き ミ、 フ でぐ j 

「身分に障るぞ！」  と M み 付く を、 利腕捉 つて、 
r 默れ！ 」  と 捩 伏せ、 

「さあ、 遊 佐、 其の 中に 君の 證書が 在る に 違 無い から、 早く 其奴を 取つ て 了 ひ 給へ。」 

か  あまり a ぅ  こ^ •ろょ  せ  •  お ク j ろ 

之を 聞きた る 遊 佐は 色を 變へぬ 。風 早 も 事の 餘に 暴なる を 快し と爲 ざるな りき。 貫 一は 駭 
きて、 £さ んと 右に 左に 身を 揉む を、 蹈 跨りて 捩 揚げ < 蒲 田は 聲を勵 して、 

「此 期に 及んで！ 躊躇す る 所でない ょ。 早く、 早く、 早く！ 風 早、 何を 考へ とる，。 さあ、 
遊 佐、 ぇ'  何事 も 僕が 引受けた から、 管は ず 遣り 給へ。 證 書を 取つ て 了へ ば、 後は 細工 


(  262 〕 


141  i 


7 :: 


はりぅ^ /- «? が 心得て 居る から、 早く 樑し たまへ と 言 ふに。」 

手を 出し かねた る 1  一 A? を， 脫廼 して、 蒲 田は なか/、 下に 貫 一の 悶ふ るに も 劣らず、 獨り •業 
を涨 して 効 無き 地鞴 を蹈み てぞ 居た る。 


戸〇 す  X 

風 「それは 餘 •り 遣 過ぎる、 善くない、 善くない。」 


かま 


なに 


一口い も惡 いも ある もの か、 僕 か 引受けた から 管 はん. ょ。 遊仵 、君の 事 ぢやな いか、 何を 


ぼ んやり 


懵然 して 居ろ の だ。」 

ほご l (i 1 での {  じし 


彼は 戴 t; 衝 きて、 ^r ろ 蒲 田が 腕 の 紳士に ある まじき を 諫めん とも 思へ るな り： ,:, S 弱き 彼 
，の ^ i する に纪ら ざる K 憤' れる蒲 田は、 寶の 山に 入りながら 手を 空ぅ すろ 無念 さに、 -1 

1 ぢあ e 

が 手 も 折れょ とば かり 涙 上れば、  • 
r あ、 待つ た < 。蒲 田 君 待つ て くれ、 何とか Is を 付ける から。」 


r\ 


3 

6 

2 

こ、 フがく  /\ 


「ぇ、 勝 L" い。 ST1 等の やぅ £ 思 氣地爲 しは もぅ 賴まん 。僕が 獨で 遣つ L 見せる から 後學の 


爲に 能く 見て 置き 給へ。」 

t  、少す fe o n おび s y)  ci  T 一‘：  Try  2  ^ 

智く言捨て、蒲田は片手して己の觀を解かんとすれば、時計の紐の生僧に絡るを、躁り 


ミ けい  ひも  あや/ i  く  からま 


めせ 


あせ  ひきは fi: 

躁 りて 引 放 S ん とす。 


2 


風【 獨 で 奈何す るの tf よ。」 


さすが 


か 


彼は 有 繫に見 かねて 手を 假 さんと 寄り 進みつ。 

蒲 「穿 何す る もの か、 此齡を 蹈 縛つて 置いて、 僕が 證 書を 樑すゎ 0 J 


お たや か € 多  は ざま 

r まあ、 餘り穩 でない から、 それだけは 思 ひ 止り 給へ .〇 今 間 も 話を 付ける と B つた 力ら 


レ つ 


「何 か 此奴の 言 ふ 事が！」 


くる  し a 

間は 苦しき 聲を搾 りて、 


さ ヴ 


ゅ 〇 


たま 


「吃と 話を 付ける から、 此 手を 釋 して くれ 給へ。」 
風「 屹と 話を 付けるな —— 此方の 要求を 容れ るか。」 


身を ■すと 與に貫 一は, £ る 靈を議 め、 g t: bTS に i ぎ、 さて ■しく 

座に 復 りて、 - ' 丫 ゾ 

m  - - . ， 

こんじち r\' v) t 

「それでは 今日は これで お 暇を します 〇」 

蒲 田が 思 切りた る 無法に 長居は 危レと 見 たれば、 心に 1111 は 含みながら、 陽には 克は じと 閉 

こ 5  かさ V ん ,*•* い  さ 5 ■£ かく  す 

口して、 重ねて 難題の 出で ざる 先に 左右は 引取 G- んと爲 るを、 

「待て <。」  と 蒲 田は 下司 扱に 呼 掛 U て、 

やくそく  4^5^0  5  い  こん ;? こつち  かへ 

「話を 付ける と 言つ たでない か。 さあ 約束 通り 要求を 容 れん 内は、 今度は 此方が 還さん 265 


膝 推 向けて 迫 寄る 氣色 は、 飽くまで 喧嘩を 買 はんとす るな り。  5 
「屹と 要 乳は 容れ ます けれど、 嚮 から 散々 の 目に 遭され て、 何だか 酷ぐ 心 持が 惡くて なり 266 
ません から、 今日は これで 還して 下 3 いまし。 これは 長座を いたして お 邪魔で ござい ふ6 し 
た。 それでは 遊 佐さん、 いづれ 二三 日の 內に又 上つ て お 話を 願 ひます。」 

忽ち 打つ て變 りし 貫 一の 樣 子に 蒲 田は 冷笑して、 

「間、 貴樣は 犬の 糞で 仇を 取らう と 思つ て 居るな。 遣つ て 見ろ 那樣埸 合には 自今 每 でも 蒲 
田が 顯れて ¥ 挫いで 遣る から 0 」 

「間 も 男なら 犬の 糞ぢや 仇は 取らない 〇」 

?  ふう 

「利いた 風な ことを 言 ふな。」 

風 r これ さ、 好 加減に しない かい。 間 も歸り 給へ。 近日 是非 篤と 話を したいから、 何事 も 其 
節 だ、 さぁ、 僕 か其處 まで 送らう 〇」 


遊 佐、 と 風 早とは, ちて 彼を 送出 f り。 主の 妻は 橡 側ょり 入り 來りぬ 。 

^) •ム こ  、 > «. A 4> ^^ ^ fc o J /t ^ 、あ 

「まあ 貴 ^ お 際 歡 で 難 初う 存じました。 もう^^ 甚麽に 好い 心 持で ございましょう C」 

「や" これは iir tt? 士 芝居と いふ 所を。」 

「ガ 樹敢一 獄 で ございました こと 。お 酌を 致し ませう 〇」 

% 

を 見て、  •  、 
「風早さん。どうもお藍樣で脉りました。然し飛んだ御迅惑樣で、さあ、何も御座、いませ 
ん けれど、 どうか 貴下 方御寬 り 召 上つ て 下さい まし。」 

*? の歡 b 紀る i ばが りなる に呢皆 へて、 遊 佐は 靑息陶 きて 思案に 昏れ たり。 

「辦 っ！ た ^ か 船して •聪 めて くれたのは 可い が、 此の歡 報に 狐 奴甚麽 事を 爲 るか 知れ 2^>7 
ん 〇_ 0- あたり雜艦と監_ゲどを1せられたら耐らんな。」  C 


「餘り 蒲 田が 手酷い 事を 爲るか ら 、僕 も、？ あ 其を 案じて 惴 々して 居たぢ やない か、. # 1 紐 

り、 フ  あ ミ さき  や  はためいわく  8 

流 も 可い けれど、 後 前を 考 へて 遣つ て くれなくて は 他 迷惑' たら ぅぢ やない か。」  ， 26 

たま 

「まあ、 待ち 給へ と 言 ふこと さ。」 

蒲 田は 袂の 中を 捞 りて 揉 皺み たる 二 M? の 書類を 取 出しつ。 ‘ 

.風 「それは 何 だ Lf 
遊 「奈何した のさ 〇」 

何な らんと 主の 妻 も 鼻の 下を 延べて 窺へ り。  ， 

蒲 「何だか 僕 も 始めて お 目に 掛るの だ。」 

彼は、 先 〇 其の 一通を 取りて 披見る に、 鰐 淵 at- 行に 辦 する it? 敎 1 は 聞き も 知らざる 百 圓の 

こうせいしょうしょ 

公正 證書な り。 

二人は 蒲 田が 案外の 物 持てる に 驚され て、^ 自 |を飯して聯れる船 ^: _ 15 9'' 、蒲田も|&9 


剛 に 燃の 一通を 取りて 搬けば 妻は ぃ巧游 ぎて 差 1 きつ。 四 個の 頭 顫は ラン ブの周 邊に S- に 
寄る 池の 鯉の 如く 犇と聚 れ り。 

•3  、 フ し^^ 

「是は 三百 圓の證 書 だな。」 

一枚 二 枚と f 行けば、 傲 |§勒 の 中に齡 の fll なる！！ 爵賢名 t 箸したり。 骑田 は彈機 

把 撇のや ぅに鼠 〇 上りて、  J  .  ■  . 
「占めた 是だ  <。」  . 

V5  .,  5{  かたて  ••ノヤ モ i ち  なか  お ち い  ひ ざがしら て •っし 

賢 1 の餘り 身を 支へ 得ざる 遊 佐の 片手は 鵪の 鉢の 中に すつ ばと 落人り、 乘出す 膝頭に 銚子 
を薙倒 して、  ‘ 

「僕の かい、 僕の かい」 

、，  S  •'  し' 5 しに  .  はたらき  う しな  いく  •フ 

「 ^: 仲穿！： ^: 1 :」  と亂 貪 を 取らん とする a 早が 手は、 筋の 活動を 失へ る やうに て 幾 269 
度 も 捉へ得 さ るな り ^ '•〇 


「まあ！」  と 叫びし 妻は 忽ち 胸 塞り て、 其 後を 言 ふ 能は ざるな り、 蒲 田は 手の 舞 ひ、 
膝の 蹈む ところを 知らず、 

「占めた ぞ！ 占めた ぞ !! 難有い 1! 」 

證書は 風 早の 手に 移りて、 遊 佐と 其 妻と 彼と 六の 目を 以て 子細に 之を 點撿 して、 其の 夢な 

あきら 

らざ るを 明め たり。 

「君は 奈何した の だ」 

風 早の 面は 且 呆れ 且喜び 、且懼 る、 に 似たり。 旋て證 書は 遊 佐 夫婦の 手に 渡りて、' 打 擄げ 
たる 二人が 膝の 上に、 是ぞ比 翼讀な るべき。 更に 麥酒 の滿を 引きし 蒲 田は 「血は 大刀に 滴 
りて 拭 ふに 遑あら ざる」 意氣 を昂げ て、 

「何と 凄から ぅ、 奴を 捩 伏せて 居る 中に 足で 搔寄せ て袂へ 忍ばせた の だ —— 早業 さね。」 
「猶且 嘉納 流に あるの かい。」 . 
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「料 il 日つ ちゃ 坪かん、 41 し、 是も 嘉納 流の 敎 外別傳 さ。」 

「遊 佐の 證書 とい ふのは 奈何して 知つ たの' た。」 

「それょ S らん。 何でも 可い から 一つ 二つ 奪つ て 置けば 奴を 退治る 材料になる と考へ たか 
ら 、興 li をし 一」 置い* USV が、 思 ひき ゃ是が ㈣ふ奶 ©馨な らんとは、 全く 天の 善に 與す 
る 所 だ。」  ， 

風 r 餘り 1 F もない。 Tfi; して 那を lit' ずへ 取つ 一」 了へ ば、 一二 畐は蹈 める のかね。」 
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蒲 「大， 蹈め 少し 惡黨 になれば 蹈 める。」 
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風 「然し、 公正 證 書であつて 見る と . 」 

蒲 「ぁつても 敷 影、 た それは-， 鶴游銳 には 馨の歉 梦繼 けて ぁるから、 いざと 云 ふ 

日には 期 か 物を 言 ふけれ ど、 此の JEr 利 さへ那 ゆ げて あれば、、 間 貫. 一い くら 地 動 波動した つ 271 
て、 S1 里の 皿の 水の 11 いた驅 、'傲 なれば 議 賢' たから^ <でも_ 砲で も 持つ て來 いだ。 然 C 


i •ふ  .さすが  ふ 3 八 J-- 1 しめし  J  . 

し ^ 然蹈 もの も 有 繫に不 便との 思 召を 以 つて、 そこは 何とか 又 色を 着 :; て it らぅ？ 。まあ 
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の 安き に 置いて 見せる。 嗚呼、！^ に 近 來の二 大 tv だ！  0 


あき 


人々 の 呆る 、には 目 も 掛けず、 蒲 田は 證 書を guy 推戴き て、 


「さあ、 遊 佐 君 〇 爲に 萬氣を 敗へ やぅ 〇 齡 さん搬 炉が箭 配 を お 取ん なさい ましよ 
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めて、 長夜の 宴を 催さん とぞ# いたる 
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栗た る 編に, て、 齡く爾 の P ベ i て、 p l i^ 私 r に i 日は ざ？) 貫 一が 

、 J> て  す  、しの  く  7、 ぜん  よこ】 一 U しぎ さ U 

身  >6、 、、一'嚴 も 皆き ざる 描 贤の廣 きに 掠 P として «; る 石の 如き ものなる べし。 彼が _澤 0 家 


に^! りけ る 日 齡を賢 ひて、 其の ®? しき聲 し 歡 デ 手と :^ I デ 心と を 得たり し 彼の 滿足 U、 何 
1 麟 4 -も mV が i ^I むる 事を S? れ しめき 。彼は 此 o ,i A: を もて 妻と し" 生命と して 慊らず 、 
母の 一部分と なし、 妹の 一部分と なし、 或は 父の、 兄の 一部分と も爲 して 宮の 一身は 彼 
於け る #< 御なる kM の BI 皆に ft? f しなり 。故に 彼の 癒は 緊龄 を樂 t; ^; 穿 風流の 麗しき 夢 

i ザ  つぶ'  すべ  つ 念 

に 似れ る _ ジ らで 、貧は 其の 文に 勝てる も G なりけ り。 彼の 宫に於 けろ は 都ての 人の 妻と 
なすべき 以上を 妻と して、 寧ろ 其の 望む 所 多き に 過ぎず やと 思は しむる までに 心を 懸 
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み 巧ょ 其の M^ ltT なる を 配く ®.! C ずるな りき。 彼は 此 世に' 一人の 宮を得 たるが 爲に 、萬 木 一時 
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つ  ) ヮ  さき、，》 9  6 .、こ、  ,  命* n る  かすみ ^ 「乂ごか 

に 花を 着く る〆 地して、 曩の摇 酽にダ 暮れし 石 も、 今胳た 水に 温み、 霞に 醉ひて 長閑なる 2 

J* 、 >  ュ J ^ 5 こ へ〕  、-よ いき ふ  こまやか  ま さ  ち つ ミ こ ヽ  ^(v 

日 觀 に. 配る 如く 覺え けんよ、 其の 戀の' 逾 よ 急に、 il よ - ii になり 勝れる 時、 人の » も ！ § める 


■.? > ち ま か  いつは 


» やぅ さぅ し '* P しか  たやす  ，つ (± いか 

競爭 者の 爲に 、而も 輙く宮 を 奪 はれし 貫 一が 心は 如何な りけん、 身を も 心を も 打 委せて 詐 


こ ひ ぴミ 


てき 
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お ® H そ^' L- S した  こん  か 

る ことを 知ら ざり し戀 人の、 忽ち 敵 © 如く、 已に 反き て、 空 X 他人に 嫁す るを 見 仁る 貫  一 2*/ 


さき !i 人- 


-】 つ ! I  く  したし 


いつ てん #) いじ？.， r. 1© た 


が 心は 更に 如何な りけん。 彼は 此に 於いて 曩に 半箇の 骨肉の 親むべきな く 一點の 愛情を 溫 


?> 
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、わい ぜん 


•  «  せいり や 5かん v? w y ま  しつ ^ ぅ  そ  5 らふ かさ 

むる に會は ざり し 凄 寥を感 する のみに して 止らず、 失望を 添へ、 恨を 累 ねて、 彼の 塊 然た 

のず ろ〗  こがらし ふき さそ  ひにく  、っが  き 11  じんせい  さんみ  たぅぐズっほね  てつ  いつ 

る 野末の 石は、 霜 置く 上に 風の 吹 誘 ひて、 良 肉を 穿ち 来る 人生の 酸味の 到頭 骨に 徹する 一 


し ゆ  つ， 


種の 痛苦を 惱み て已 まざるな りき。 實に 彼の 宮を奪 はれし は、 其 嘗て 與 へられし 物を 取 去 
られし 上に、 與 へられ ざり し 物を も倂 せて 取 去られし なり。 

うら & '«: > う  な ん  しつ ti う  さ  つうく 

彼は 或は K の 恨を 抛つべし、 盍ぞ 其の 失望を も 忘れ ざらん。 然れ ども 彼は 永く 其の 痛苦を 去 
らしむ る 能は ざるべ し、 一旦 太く 其 心を 傷 けられた る 彼の 痛苦は、 永く 其 心の 存在と 俱に 
存在す ベければ なり。 K の 業務と して 行は ざるべ からざる 殘忍 刻薄の 自ら强 ふる 痛苦は、 
能く 彼の 痛苦と 相尅 して、 其 間 聊か 思を 遣るべき 餘 地を 竊み 得る に 慣れて、 彼は 漸く 忍ぶ 


私 こな 


き やう X •さ  10 


あ,、 £ 


ベから ざるを 忍びて 爲 し、 恥 〇 べきを も恥ぢ ずして 行 ひける ほどに、 勁敵に 遇 ひ、 惡 徒に 
f 他り て、 或 1 扉 ぼれ、 或は 船 F れ 、或^! #? y れ 、勢 毒を以 つて 制し、 暴を 以 つて ^ ^ ふる 

P  .  いつ  JH らひ くんせん  ます t おそ L* さ ぼ  ^5 

の已 むを 得ざる ょり、 一は 其の 道の 習に 薫染して、 彼は 益す 懼れず 貪る に 至れるな り。 同 

じ  れい  ふ”こ、  つ、 つく  むちう  つ 0 なや  >ご ミ i : < t'5 く 

時に 例の不 斷の 痛苦は 彼を 撻つ やうに 募る こと あ. りて、 心 も 消々 に惱ま さる、 每 に、 齷醋 
利を ^ ふ 力 も 失せて、 彼はなか^^ 死の 安き を懷 はざる にあらず。 唯 其の 一旦に して 易く、 
又 今の 製き 死を 貧げ 了らん を ば、 いと 効爲 しと 思 返して 設し 遠くと も 心に歸 する 所は なで 


ぅ T 髓の靈 と 船 r s^l し 得て、 ■の P こと、 氷を购 ぃて ■霧ぐ が 如く ぎら 

ん 、其の 夕ぞ 我は ] EI に 死ぬべき と 私に 慰む るな りき。 

いつ  r  つぅく  し 5 だん  ま、 フ  しふ  さん  く れいしん  か  もくてき 

貫 一は 1 は 彼の 痛苦を 忘る ▲手段と して 一は 其の 妄執を 散すべき 快 心の 事を 買 はんの 目的 
を もて、 傲、 は獻 利を 貪れるな 勺。 知らず 彼が 其の 夕に して 瞑せ ん とする 快 心の 事とは 何 ぞ。 5 
彼は 11 和 14 £ 9: 心齠ゲ贮して、宫に富山に鴫澤に人舣_駘戰を加へて'快を取らんとにはぁ 
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つ， 7 く >> ， 少 


らす "ベ 1少しく ¥ 0大きく男らしくあらんをば企圖せるなり。然れども、痛苦の劇しく、 


v、n、. き， フ ぅらみた  ^.r9 1\  あつ .^ 7 2 い ;- ぎ  い 〇 かこ 

凰 售 G 恨に « へざる 折々、 彼は 熱き 淚を 握りて 祈る が 如く 嘆ち ぬ 
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はるか まし 
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: r T ひ ノょ ひ乂 


r 唉 、這麽 思を 爲 るく らゐな ら 、いつそ 潔く 死んだ 方が 貪 U 勝 だ、 死んで さへ 了へ ば 萬 慮 空 

しく 此の 苦亂 はない G' た。 それを 命が 惜 くもない のに 死に もせす . 死ぬ G は 易い が、 

死ぬ ことの 出來ん のは、 どう 考 へても 餘り無 念で、 此の 無念を 此 儘に 胸に 納めて 死ぬ こと 
は 出来ん のた。 

1 ^ か 有つ たら 何が 面白い の だ。 人に 言は せたら、 今 俺 © 貯へた 貨は 高が 一人の 女の 宫に換 


あた ひ 


おれ 


かね 
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せ 


へる 10. 'u あると |1; ふだら う。 俺には 無い！ 第一 貨な どを 持つ て 居る やうな 氣 持？ へ 爲ん 〇 
やない か。 姑!！ i した 身には 其の ff を 取復す ほどの 寶は 無い の だ。 唉其 の寶は 到底 取復 され 
ん 5 宮が今 罪を 詑' ひて 夫婦に なりたい と 泣き付いて 来たと しても、 一旦 心を 變じ て、 身 ま 
で寵 された 宮は 、槪 して 舊の宮 でなければ、 もう 間の 寶で はない。 間の 寶は五 年 前の 宮だ、 


じしん  ミり かへ  ： 

其の 宮は宮 の 自身 3 へ 取復す ことは 出 來んの だ。  . 

返す <戀 しいのは 宮だ 。恁 して 居る 間 も宮の 事は 忘れ かねる けれど、 それは 富 山の 妻に 
なつて 居る 今の 宮で はない、 噫、 嶋澤の 宮！ 五 年 前の 宮が戀 しい。 俺が 百 萬圓を 積ん •たと 
ころで、 昔の 宮は 獲られん の だ！ 思へ ば 貨も蒲 らん。 少いな がら も 今の 貨が熱 海へ 追つ て 


行つ た 時の 鞀の 中に 在つ たなら 
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頭 も 打 f« る、 やぅに 覺 えて、 ] li o 以上を 想 ふ 能は ^ る 貫 一は、 是に 到りて 自失し 了る を 常 
とす。 恁る 折ょ、 熱 海の 濱に .泣 倒れし 嶋澤の 娘と、 田鷂 見の 庭に 逍遙せ し 富 山が 妻 i* の 姿 
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て激 すれは、 忽ち 勢に 驅られ て斷 行す るを 憚らざる なり。 恁 して 彼の 心に 拘ふ事 あれば、 


ぉ ®? ら 11 範を 去らざる 痛苦を も！! M? び 忘る、 を 得べ く、 «, ょり 彼は IE, - を 知らず して 邪を 爲. 
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ミ  ——  .り- 


つ ひい  か  せ  一 
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へて、 額に 催せし ^ の 一筋 長く 橫 れるぞ 、其の 心の 窄ゎ る® ならざる べき 「 1!, んや彼 (; 面 
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吧 、彼は 其の 抓 T 毅を繁 げ て、 ^ ffflA に、 ^^ 仏 に、 今は 全ぐ 此世 からなる 魔道に 墮 つるを 得 
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si? 出で \ は 人の 肉を ^; ひ、！？ 於！？ 死人り ては 我と all を 劈く。 4 居る 所は 陰 風 常に® りて 白日 
を 見ず、 »'" けども^^ 霸の辦 お 今に 到る まで 一千® 百 ムハ+ 日、 逢へ ども 可懷 しき 友の 面 
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来れ ども 机 齡 きて を 知らず、 道 あれ ども 履む を 知らず、 善 あれ ども 與す るを 知らす、 福 
ちユ ども W くを 知らす、 惠れれ ども 享 くるを 知らず、 忽く 利欲に 耽りて 志を 喪 ひ、 偏に 

k  ぅや ^ 'っげ ふ 

1 ^祀ヘ il f れて 思を ^? らす 、吁 、彼は 終に 何を か 成さん とすらん。 間 貫  一 Q 名は # く [ri1 業 

'p、 rt きこ  ^ *5 そ a らい  しよく もく 

者 is に 聞え て、 恐る V き 彼 0 未 來を屬 目せ ざるは あらず なりぬ。 


すくな  9 J う ; > ふし ヤ  いへ ？ : 6 まり ようしゃ S が  わ こふ S 

寡から す、 同業者と 雖も 時としては 彼の 餘に 用捨 無き を 咎むる さへ あ 0 けり。 獨〇蠢 淵は 

琴 5 し ? >もミじゃくそつ い！ {.一 X こ  おのれ こんにち  、h  /> A. ff  く  〇 

之を 喜びて、 强將の 下 弱卒を 出さ e るを 誇れるな 〇〇 彼は 已の 今日 あるを 致せし 辛抱と 苦 28 

ぐ 

(I  いま  かく © ご ミ  た  し fj しその れい  あ  そ C 0) か ? > 

勞とは未だ如此くにして足るものならすとて、屢ば其例を舉げては貫一を嗦し、飽くまで 
彼の 意を 强ぅせ んと勉 めき。 之が 爲に 慰めら る、 とには あらね ど、 其の衍 W る殘忍 酷薄の 
人の道に缺けたるを知らざるにぁらぬ貫一は、職1げ揿影鰣に ^: 紀なればねを|^の ^:: | 
なる は 必然の 理に て、 己の 皆す 所は ■て g 同氣齡 の 爲す 所に L 、 eft TP が 慰 got なる にあら 

か うりかし  せげ んいち や、 フ  かくの ごぐ W ざんこく % おも  け つ 

ず、 高利 貸なる 者は、 世間 一樣に 如 此く殘 刻なら ざるべ からず と 念へ るな り。 故に 彼は 诀 

お 〇 れし よげ ふ-  5ら みか  しん 

して 己の 所業の み獨 り怨を 買 ふべき にあらず と 信じ fl り。 

實に彼 G 頼める 鳄 1 直 一 仏 G 如きは 彼の 筘ぅじ て 其の！^  11 ひ 得る 慰 飯と、 街！ ii び 齩 は ざ 

きつ さ  さいう  こん！ 一ち S み  てん  - 

る 譎詐と を 左右に して、 始めて 今日の 富を 得て しなり。 •此の 點に 於て は 彼は 一も二も無く 
貫 一の 師數 たるべ しと 艦 V ぎ 貫 1 m の 慰 撕と認 訳と， SIT にして、 骶天 に黠れ す、 人に 


fl b ざる $誕 の齠齡 あるに あらず、 彼は 槪 ti 警めて ダく 夜 出で ず、 內には 神を 敬して、 得 
知れぬ 辦 が逆 ガ獻齡 となりて、 •料 S1 奇齡 に' 勝を 松， 皇 r、 prf 是身の 無事を 齡るに 汲 ^ ( として、 
的 i: か 护る" ^ ;^かせり0彼は姑_纪遲を话^し、髓靳の家榮ぇ、身の全きを得 0 は、正 
に 此の爾 がの 致す 所と 俗へ" fl る 鄉 ■の 势 i 4 i びみて 皆かざる なりき 。貫 一は 彼の 如く 殘 
i、 と譎說 とに 勇っな らざ りけ れ ど、 又 彼の 如く 敬神と 閉居と に 怯なら ず、 身は 人と 生れて 人 


かつお 3' かへ  おのれ a つ 

も 曾て 犯せる 事の あら ざり しに、 天は 却り て已を 罰し、 人は 却， リ て 己を 


がまし く 行 ひ、 

群 〇、 m 生の 失望と 遺 b とは、 濫に斷 腸の 斧を 輝 ひ 一」、 死 苦の 若かざる 絕痛 を與 ふるを 思 
ひて は、 彼は 縱し天 に 人 1 1 償る 所め る も" 懼る V き 無しと 爲るな らん。 貫 一の 最も ® れ、 

J i r か  み づ から 

S も 憚る 祈は 自の 心の みなりけ り。 


一六 


(  2S! 〕 


辦 1 tft 名る を 纪 ちて 貫 一の ^: 無く麟 拉デ るを、 親 皮は 暫 しと 留 gt きて、 用 有. りげ に 奧 G 、 ノ 
,Lr ぞ 入りた る。’ 其の gl ザ 如く 暫しが て ども 里 じ% ざれば、 又卷茛 を 取 出しけ るに、 手 爐 C 28 
の錯』齡が歡のやぅになつて、ぃつか火の紀の配ぇ仁るに、擅座に毛絲の敷物したる石笠 
のラムプの齡ゲ鮮りて、貫一は纪ぅ事無しに|^吹きつ"'、此の赤樫の客間を夜目ながら 

みま ii  • 

TKTtti 

齡ザ T 撤術 、艇 SI SI- 迫ゲ 7J^ i! I! ^ » p r て、 * = ® な— る 水 もの 兔の默 .F は 松 
J « ©" 觀 12 «1 11 ||^として、花を見ず。鑄概の皆 «" の| ^ びに史ませたると、羽、ーー重細 
X < の I 鶴い を ^ I に M りて の |虽 ± " を ば 叩 11 脇した る やぅに 擊 r 、 M igf 齡船 の^^ 

■なる_1 を！ 一 げ て、 露の 駆には •nlef r 芒り。- 


P りて 繼れる 蒲 s fiat を るな り〇篇 .i 心け たる 益に _小紋の縮習羽 


く、 » |: |ふゃぅ&く釋て、 

ちよつ わたくし そ こ 


じつ  ご いつしよ  り.， ゲ. 


存じまして。」 

| 11? なりとは思ひけれど、 0< 齡れし|^貫一は今更腦も立て難くて" 


か 仁 


r x 7 


「あ ゝ然で すか。」 

二- 

つ  よ 


滿枝は 衝と 寄りて 聲を 低く し、 

「I: 霞で Sr せぅ けれど。」 


ぐ> り ？ > 


聞き, き.， U りと |1; はんやぅ に 彼は 取合は で、 

あなた c? >0 ら 

「それ ぢゃ參 り i せぅ。 貴方は 何方まで お出な のです 力」 


(が 3) 


お ほよ こち 肀 , 

「私は 大橫 町まで。」  5 

rf,、 ■れて i 答 誤— 赤 S 家を 出で ぬ。 震壓 ^: 爾 is に て、 が 力 

i J- ナ 、き  よ さ L- li なは 5.1  ゆき*  ^  I.  そら  ほ し  <  ^ 

だ 眘なる 影 氣なれ ど、 秋と しも覺 えず 夜寒 ©, 甚 しければ、 往來も 稀に 空は 星 あれ どい と 暗 


2 


し* 


「何とい ふ' お 寒い ので ございませぅ。」 


さ 


「然や ぅ。」 

ちな た  はざま 


そんな  i ;t i 


ある  あそ 


よろし 


「 *> ガ、 PBT さん、 貴方 那！ I に 離れて お 步き 遊ばさなくても 宜いぢ や ございません か。 それ 


?/> r 


では お 話が 達き ません わ。」 


まち  ひだりが (X こたび  くわん  すりよ  あゆ 

彼は [HT の 左側を 這 度は 貫 一に 擦 寄りて 步め り。 

/ 

あろ  一! く 

「これ ぢや 私が 步き 難いです。」 


さじ 


カバン 


「貴方 お 寒う ございませう、 私 お 鞀を 持ち ませう。」 


「い、 や 奈何いた して。」 

ごゆ ツく  ある  いき，、 「 

「貴方 恐 入ります が、 もう 少し 御 緩り お 步きな すつ て 下 3 いまし な、 私 呼吸 ガ tj t て 


や  か > ん * «) き. おも  ゆり あ 

已む無く 彼は 加減して 步 めり。 蒲 枝は 着 重る シォ ールを 搖上け て 

ミ、5  ぞ ひ  その3ちよツ  か rt 

「痴 から 是米お 話を 致したい、 と 思 ふ 事が あるので ございます けれど、 其 後 些とも お 目に 掛 

A 

あ な】》 ほんた、 フ  たま  いらし 

らな いもので すから。 間さん、 貴方 本當に 偶には お遊びに 被 入つ て 下さい ましな。 私もう 
激して 赶遲 ffiT の やうな 事は 街び _上げ ません から。 些と被 人つ て 下さい ましな 〇」 

「は、 難 有う。」 

よろし 

「お 手紙を 上げましても 宜う ございます か。」  .  ♦ 

f  •へ  ■ ' .  •  - 

「何の 手紙です か。」 

ご き げんう か r ひ 

「御機嫌 伺の。」 


C  235  ) 


參 


a 、 こ * ナ 

「氣 方から 機嫌を 何 はれる 譯が無 いぢ やありません か。」 


こ ひ 


「では、 戀しい 時に 0 」 


あなた 


0 


「貴方が 何も 私を . 

「戀 しいのは 私の 勝手で ございます よ。」 

/ >  めんだ う 

「1 し、 手紙よ 人に でも 見られる と 面倒です から、 お斷 をし ます」 


こ ^ わり 


わにぶ •ち 


「でも 龄 sir に 私 お 話を 致たい 事が あるので ございます から、 If': 淵？ んの 事に 就まして ね、 私 

は點賴 fflf つた 事は ございません ので ^ . ぎ 貴方に 御 1 談を 願は J と 存じまして、 . 0 」 

看 ^ れば «x il [nTT 三 丁目と 二 丁目と (7) 兒な り。 貫 一は lit; にて 蒲 枝を 撒かん と 田 心 ひ 設けた るな 
れば 、彼の l r ii くるを も 1 し # T 妒す して 立 住り っ〇 
「それ ぢや 私は 此 で失禮 します 〇」 


ふ い 


よこち や、 


其の 不意 二 出で、 貫 一の 闇き 橫 町に 人る を、 


C  236) 


「あれ、 動 ^ 繫 から m ^ のです か。 此の SI ■打い ましな ね、、？- 那霞 しぃ 
道を お出な さらなくても、 此方の 方が 順では ございません か。」 


そ  A ^ .3 . 1 


XV  がた  £? んお 

谎 枝は 離れ 難なく 二三 間 追 ひ 行きたり。 


な * • 


「一^、 fck か餘 程近いです から。」 

rp も 齡ひ| しません のに、 一 r 坑を證 r しよ。 私 其 Gf  if  s' 所 表 


S  よつ や A つ ft 


f 


お 送り 申します から。」 

V -. -^ -- '  一 

「 *?, r i 送つ て齡 ir i つて ® L やうが 無い。 夜が 更けます から、 貴方 も 早く 買物を 爲す つて 


きた 


かひ も s  な 


か へ 


よろし 


お E りなさい まし。」 

そんな  ためご かし お ツ し ^ ， 、 

- 「那樣 お 爲轉を 有 仰らなくても 宜ぅご ざ， >ま す」 

营 く §: 爭 ひつ、、 行く にも あらね ど留 るに も あらぬ 貫 一に 弓 ^ ; ひて、 不姐 T 識 其方に ^ ま 237 


ひき そ 


しらず しら * r そなた * ゆ 


ち 


や こは  1>ち すく 

せられし 滿枝は 、矢庭に 立 竦みて 聲 を裼げ つ 


〇 


ちよ ' 7 

「あ if •間？ ん些 と〇」 

「奈何し ました 〇」 

み ちわる  はい  しま  は き. ♦の 

「路惡 へ 入つ て 了つ て、 履物が 取れない ので ございます よ。」 

「それ だから 貴方は 這麽 方へ お出な さらん が 可い のに。」 

彼は 漉々 寄り 来れり。 

「憚樣 です； か、 此の 手を 引 張つ て 下さい ましな 。あ、、 早く、 私 轉びま すよ 0 一 
シォ ー ルの 外に 援を 求む る 彼の 手を 取りて 引 寄 すれば" 女は 踏き つ、 泥濘を fH でたり しが— 
力や餘 りけん、 身を 支へ かねて 樘と貫 一に 靠れた り。 

r の' 殆い。 」 

r 轉び ましたら 貴方の 所爲 でございますよ OJ 
「馬鹿な ことを。 一 


彼は 此時据 けし 手を 姬たん とせし に、 釘 # S などに し fl らん やうに 曳け ども 振れ ども 得 離れ 
ざるを、 船し と 女の f! .^; 1 >* へるな り 〇满 枝は fi:> 1lr けたる 顔の f- を シォ ー ル C7) 端に 包みて、 
握れる 手を ば 彌よ 固く 緊 めたり。 

立な 

一 さあ、 もう 放して 下さい 〇」 

ft ^ 4 めて撇 の 和へ さへ ^ 入れん とすれば。 

•  • 

, 

「貴方、 馬鹿な 事を し -T は 可け ません 〇」 

女は T lsi も 言は t fl ゲ齡 けたる ま-に、 其 手 1 ST 挝 r 」 男の 行く 方に步 めり。 

「til しちや 可かん です よ。 さあ、 後から 人が 來る。 」 

•よろし  J 

「宜 うご 3' いますよ 〇」 

iis つやう に If ひて M 倆 枝は 彌寄添 ひつ。 貫 一は 俅へか ねて 力任せよ 4 と曳 けば、 手は 
離れず して、 女の 體のみ 倒れ か ▲りぬ。 


(物） 


「あ、 痛！、 1 樣酷い 事を な？ らな くても、 於 1- の A1 まで # I ればお 艇し 中し ますから.、 も 

>  あ ひだ 

う 少しの 間 どうぞ . 〇」  -  •  . 

「好い加減に なさい。」  . 

?> ら t  ひつ a ら  X > ま  ^  L 

と 暴、 ざ 5 拂 って、 寄らん とする 亂も ぁらせず «, 脫 くるょり J£s を！！ めて ^ ^ を m la.- に ' K^ 
りたり。 

士官 震 G 森と、 其 なる# 影と 其の ■以る 町の 形 _ とは、， ®? 、 1: 見め たる やうに | 悪 

? l ptsh 3  1 1 1! ■紫の 帶 t^ ㈣の  prrf  し 男の f 、 职 

殘 されし 女の 姿 も ^ 3 に 見えす。 


( 290  ) 


SL つ 3 つ^-  ひ ♦、きな  したみち  をぐ* b そら  ご ゐ さぎ  たまぎ  き  やしよ く  ♦ひれ 

松は 颯々 の 響を 作して、 其の 下道の 小暗き 空に 五位 鷺の魂 切る 聲消 えて、 夜色 愁ふ るが 如. 
く、 正に 十一 時に 垂ん とす。 

もんぜん  あた  さけ  ふたり  くせもの  かこ. 14  いちじん 

忽ち 兵營の 門前に 方り て 人の 叫ぶ が 聞えぬ、 間 貫 一は 二人の 曲者に 圍れた るな り。 一人は 
黑の 中折帽の 鋒を 目 衝 に 引下し、 鼠色の! ^ 絲の衿 卷に 半面を 裏み、 黑キャ ラコの 紋 #? の 羽 

織の 下に紀 州 ネルの’ 下穿 高々 と尻褰 して、 r 足袋に 木 ®! の 雪踏を 履き 六 分强な る 色 木の 弓 

一 

の 折を 杖に したり。 他は 盲 縞の 股引 腹 掛に唐 枝の 半纏 着て 茶 ブックの 深靴を 穿ち、 衿卷 G 
頬 冠に 烏 擊 帽子を 頂きて、 六角に 削 成した る梹榔 子の 逞しき ステッキを 引 抱き、 いづれ も 

みのた け  ひく  けつき わん りよくけ A c> わか もの 

身材貫 一よりは 低 けれど、 血氣 腕力 兼備と 見えた る壯佼 どもな り。 

もの C? り  ぅら みぅ  お S 九 

「物 取 か。 fr< を 受ける 覺は 無い ぞ！」  . 


だま 

t s^' れ！ し 


• •  〇  X  かたて  ?  { 

と 弓の 折の 寄る を" 貫 一は 片手に 障へ て、 


f T 、  、つらみ  じんじ や 5 «) ひて  かね  <  ^  a 

「僕は 間 貫 一とい ふ 者 ^ 。 根が あら ば 尋常に 敵手に ならぅ。 物 取なら ば 財は 與れ る。 譯も 


) 

1 

9 

2 

C 


言は ずに 無法 千 萬た、 待たん か I 」  5 

答 k 無くて 揮 下した る 弓の 折は 貫 r か ^ r 頰を發 矢と 打つ。 肢き つ、 も 迸 行く を、 猛然と 追邛 

C 

迫れる 梹梛 子は、 件の 杖 もて 片手 突に 肩の 邊を曳 と 突いたり。 踏み 耐 へんと せし 貫 一は 水 

だ 5 こ •フじ  レィ ル  つま づ  た ふ  つけい  くせ， 〇 の 5 まり は 夕  た ふ  つま づ  〆 

道 工事の 鐵道 に跌き て仆る ▲を 得たり と附 入る 曲者は 餘に躁 りて 貫 一の 仆れ たるに 又跌き 
一間' はかりの 彼方に 反跳を 打ちて 投飛され ぬ。 入替 りて 一番手の 弓の 折は 貫 一の 背を 袈皆 

がけ  、っちす  お  くづを  た S  ひま  て も ミ  JCJ r r 

掛に 打据磊 ければ、 起き も 得せで 崩 折る ▲を、 疊み かけんと する 隙に、 手元に 脫捨 てたり 
し既 下駄を 取る ぶり 早く、 彼の 面を 望みて 投げた るが、 TS レ 中り て痿 む爾 時、 貫 一は 蹶起 
きて 『二 步ばか り も逭れ しを、 打轉 けし 梹榔 子の 躍り 1 りて、 拜打に 下せる 杖は f 鬢を 掠り、 

かた  すべ  カバン  ちぎ  5  からしの  つの  み 

肩を、 一 j りて、 fa 持つ 手を 斷 れんと す ばかりに 撲ち ける を、 辛くも 忍 ひて 衝と 退きな から 身 
構し が、 目 潰 吃 ひし 一番手の 怒を 作して 奮 進し 來るを 見る ょり、 今は 危 しと鞀 の 中なる 小 
刀捞 りつ" 馳出づ るを、 輙く肉 1 せる 一一^ <が笞 は 雨の 如く、 肥 嫌は ぬ 滅多 招に、 彼は 敢 


こん >« ;r 


無く も 昏倒せ ろな り。 

梹 「奈何です、 もう 可い に爲 ませう か。」  • 

弓 「 lLtc ^ おれの 齡耐 へ Ir lfc" を 招 着け よった、 あ、、 痛。」 


傲 ® s sl ^° けて 彼 G r y  U る 鼻は ぎ」 ^ みて、 C 洋歡椒 0 熟え たるに 異ら す。 

棋 「え' 允 數な if すぜ 〇」  慕 # M ^ ^s l l^l ^ 

貫 一は ill も艇が ：^が ら齡 と歡を 撥 败き 、右』 の ®? 手に 小 灰を 1 i し 持ちて、 此上に も 狼 籍に及 

ば、. f やぅが. りと、 ¥齡 を 齡り て 無き 駆を p、 S きに ぞ S 居た る。. 

弓 「齡 い跶じ や 。船し _ 化 . 皆 つたの 0 」 

梹 「え、、 手が 痛くな つて 了 ひました。」 


こ v>s 


ひき ？) 


はつ 


ぜんしん  い P 


弓 「もぅ 引裼げ やぅ。」 

傲 •て i 齡は i 蒙 りぬ。 f じて P 擡げ 得たり し 貫 一は 一時 &せ墓身® 


? 

3 

9 

2 


ぎに、 れて 、辦, 1 ぇ ざらん とす。 

■ '  -  •  ,  卞  _  -  •  • 

I 七 

翌 々日 G 諸 新聞は 阪 旷 に 於け る 高利 1: 1! の' il を 衝 M せり。 ^ I に 間 貫 一を 點；^ て！^ 淵 直 
行と 爲るも ぁりし が、 尉 g 勒は If 大學 第二 醫院 に A£ 略したり 4 のみは、 づ m に §: おの ㈤ 
を 偉 ふるな 0 けり。 然れど 其 人を 誤れる 報道は 決して 何等の 不都合を も 生ぜざる べし。 彼 

し  Oj  くし ^ ^  V J I 

等を 識ら さる 讀者は 湯屋 〇 喧嘩 も 同じく 三面 fE- jsl の ^, S1 として f! ®r すべく、 何の 墨が S" の 
敵手 G 誰々 なる を k はん。 識れる 者は辦 y、 貫 一 も議も ベつ に 塵の！： かず— まで 

ぅちのめ  ほ、 

擊 f れざ りしを 本意 無く 思へ るなる べし、 又泰は 彼の 1 ^ せ ざり しを も、 P ら ず!! 
ゆるなる へし。 下 ?: 人は 石 肌な れ ども、 察する に、 勤^! ±: の is 趣ょり 賢せ る *? ならん と 
は、 諸 新聞の 記せる 如く、 人 も 皆 思 ふ 所な りけ 〇〇 直行は、 ゲ斬 病院へ f 銳に行 きて、 數 
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は' 4 sl ST i llr を！！ じつ、 g; 寸せ るな り。 対 資は心 を紀 せて 貫 一の 災難を 悲み 、何程の 費を 
.も 松まず se p i- へて、 鮮の】 i を も a? ? らんと f なりき。 

，啦 と槪 み、 我 子と も 思へ る 貫 一の ii 繼を " はな か < 其 身に 受けし 闇 打 〇 やぅに 覺 
えて" 1 is の F み 雛く、 かば かりの 事に ® 4 する ㈣淵な らぬ令 見の 爲に 、彼が 人院 中を 目覺 
しく も S わく脆 ヂて、 取 c>,r 手出し もなら ざらん やぅ 隙ながら 卑怯者 〇 息 G 根を ぎめ んと氣 も 
狂は しく 力を 竭せ り。 

。が i' <  ふりよ  をつ ぐ j  いでき た  お biv T ご  も  ，さ  、 、  r 

皮の 妻よ 又、 膨て は恁る 不慮の 事の 夫の 身に も 出来るべき を 思 過して、 若し 然るべ 力らん 
によ’、 ? H; 十に か， べき、 一 此の齡 さ、 此の 口惜 さ、 此の 心細 さに ては 止ま じと 思 ふに 就けて、 

葡默く 胸の 打騷 ぐを I 瓦 ?^ 。雲 馨ゅ 為に 擧 t て ®5 き 目に 遭 ひし 貫 一は、 夫 〇 


r\ 


ゎ 晖" を 繼 じて 身の 船と せし！% さを、 a^ itl の P 锨に增 して •見’々 難 有く、 彼を 念 ひ、 此を思 ^ 
ひて \ 衝 1:3 心 弱く のみ ^ がくほどに、裏に愧づること、濯ると〕と、疚きことなど0常に和 


C 


たち 3: わきた  を 0.1 りい 


へたる が、 忽ち 涌 立ち 跳 出で 乂其身 を責 むる 痛苦に ^ へざる なりき 
年久しく 飼る、 老 猫の 凡そ 子狗 ほどなる が、 棄て たる 雪％ 船が やぅに 長火鉢の 紀概の 上に 


〇 


2 


い 2 


か 


i い 


うづく ま  かたし 扫ミ  つまさき  、っづ も  IZ 3 C  i  ぅ ミン 

りて 「前足の 隻 落して 爪 頭の 灰に 埋 る、 を も 知らず、 «] を さへ 搔きて 熟睡し. 


£ りこみ つぎ 


きづかれ 


•、、 f ， 、 .  v  >  3;<  S 二-力  i  なや  ，つて* b f i 

は 其 夜の 騷擾次 の 日の 氣勞 に、 血の道を 惱める 心地に て 漕々 となりて は 驚か？ れつ、 あり 
ける 耳元に 格子の 鐸の 轟きければ 、はや： 11^ 獻妒 かと 組 W I, 木て ぬに、 1 F を 開きて 雛 f 


つら. 


S しのころ 


た け 


>  tii  * 、 、  「1 M ふ/  4  <  *  4  *  ? -(• 4 を  やせが ほ  ひ づか  くちひげた く 5: 

る 姿は、 年紀 二十 六 七と 見えて、 身 相は 高から ず、 色 や " » き 痩齡 の殮 しげに 口髭 逞し 


か A 扫 


みだ 


ふか • 


こん 


まは し  4^,9 


髪の 生 ひ亂れ たるに 深々 と 紐 4 ル トンの 二重 外套の 襟を 立て、、 黑の 中折帽は f ぎて 手に 
しつ、 高き 鼻に 鼈甲 獻の 郎銳 を 1 :み て、 撚 ぁる 1 起 ば 見る 物 街に gv るが 如し。 

^ もひ |: *フ * も {ち  •っ D よろこび た { 

妻は 思 設けぬ 面色の 中に 喜を 漾 へて、  . 

た r' みち  よ  いで 

一 まあ 直 道 かい 好く お出 •たね。」 

かたす r> e t> い fc v*  ね ? す  くろ ^ > や  あ 仁ら  こ、 笈ん ^ -5. c  y  ^  ^  / *K ,\ 

片隅に 外套を 脫捨 つれば、 彼は 黑 綾の モォニ ングの 新しから ぬに、 g| 納戶 iir に黑縞 の 衆 袴 


^  *  きよ. b ゴム  j ずみ％ o もんじ す 一 A. o i* ざ.、 •* いそ-^ /: 

の赏ジ るを 着けて、 皆なら ぬ 霞 謨 0 ヵーブ、 ヵフ、 a1 色の 紋糯 子 0) 頸 飾したり、 妻は 得々 起 
ちて、 其 外套を 柱が 折 釘に 10 つ。 . 、 

「どぅも 泥ん ' fi 事で、 SI 义 さんの «? 一 ぞは齡 F •ゲ朝 新聞を 見る と愕い て 飛んで 來た のです。 . 

齡膨 は奈！ ： です。」 

彼は 時 儀を 叙ぶ るに 避ばず して 忙しげに 恁く問 出で ぬ。 

「あ-新聞で、 _た つた かい 〇  t 护 sl f んは奢 枰 も！： りは しない わね。」 

「は あ？ 坂 IIIT で 大怪 ?r を 爲 つて、 病院へ 入つ たと 云 ふのは？」 
r 縱は 1 ^ 0 阿父5んだとお思ひなの？可厭だね、奈何したと云ふのだらぅ 0 」 

「いや、 然で すか。 でも、 新聞には 歷 然と 然ぅ 出て 居ました よ。」 

ちが  %  さツき  ^ 

「それ ぢや 其の 新聞が 違つ て 居る の' たよ。 阿 父さんは 先 之 病院へ 見舞に お出 t! へたから 間 297 
も 無く お 歸來' たらぅ。 まあ 寬々 して お 在な。」  し 


傲とぼ ける 直 霞 s 穿 r 瓶 益して、 喜び も _ ず |; 1たるのん。 

「あ ふ、 然で すか、 間が 遣られた のです か。」 

「あ f 間が 可哀 3 うにね え、 取んだ 见繼で 、大 怪我を したの だょ 0 」 

「甚麽 です、 新聞には 餘程 劇い やうに 出て 居ました が L: 

「新聞に 在る 通 だけれ ど、’ 农が になる やうな 事 も 無い さう だが、 起 1 蘇 くなる には 『二 取ぐ 

さ ん公  か V 

らゐ は甚麽 事を しても 要る とい ふ 話 だょ。 誠に 氣の 毒な、 それで、 阿 父さん も 背 泥 一な 心配 
ぢやな いの。 まあ .'* ね、 病院 も 上等へ 入れて 手 宛は 十分に して あるの だから、 決， して 線  1 
は 無い やうな もの だけれ ど、 何しろ 大 怪我 だからね、 左の 肩の 骨が 少し撇 けたと かで、 手 
が從 鎖に なつて ダた の。 其 外 紫色の _ たの、 ■琴た の、 gf れた 〇、 ■したゃうな 
員 傷は、 お前 體 一面な のさ。 それに 费齡 する ほど_ ，を 擻れ たの だから、 腦賴 T5 も lll tll なけ 
れば 可い つて、 お 醫者樣 も然う 言つて お 狼 ださう だけれ ど、 今の所では 術 賢 慰齡も 無い さ 


C  2的） 


m 


3.4 -. 


ぅだょ、 何しろ 其晚 内へ 舁 込んだ 時は 半死半生で、 些の蟲 'の 息が 通つ て 居る ばかり、 私は 

ひ ミめ  S て たすか  わり あ ひ にんげん  ぢ r lM 

一目 見る と、 是は迪 も 助るまい と 想つ たけれ ど、 割合に 人間と いふ ものは 丈夫な ものだね 0 」 


さいなん 


さ、 フ 


「それは 災難な、 氣の 毒な 事を しました な。 まあ 十分に 手 宛を して 遣る が 可いです。 而し 
て 阿 父さんは 何と 言つ て 居ました 〇」 . • 

「何と、 は？」 

「間 f 闇 打に された 事を。」  ン' 

「いづれ 適 手は 貸金の 事から 遺 趣を 持つ て、 其の 悔し紛れ 無法な 真似を したの だら ぅつて、 
大 抓 腹を 立て i お 在な の だょ。 全くね、 間は 那云ふ 不斷の 大人しい 人 だから、 詰らない 喧 
嘩なぞ を爲 る氣 遣は なし、 何でも 其に 違は 無い のさ。 それ だから 猶更氣 の 毒で、 何とも！ i. 
ひやぅ か 無い。」  . 

「問は 若い から、 それでも 助る のです、 阿 父さんで あつたら 命は 有りません ょ 阿 母さん。 .一 


〔299) 


「まあ 不厭な ことを お 言 ひで ない よ！」 

浸々 思 入りた 〇 し 直 道は 徐に 其の KI めしき 目を 象げ て、 

「阿 母さん、 阿 父さんは 未だ 此 家業を お 廢めな 5 6 樣子は 無い のです かね。」 

母は 苦しげ に 鈍り  <て、  • 

「1 ねえ . 別に 何とも…. . 私には 能く 解らない ね …… 。」 

「もぅ 今に 應報は 阿 父さんに も . 。阿 母さん、 問が 那麽 目に 遭つ たのは、 決して 人 

事ち やありません よ。」 

「お前 又 阿 父さんの 前で 那樣 事を お 言 ひで ない よ。」 

「言 ひます！ 今日は 是非 言は なければ ならない 〇 」 

、  . 

「それは 言 ふ も 可い けれど、 從來も 隨分お 言 ひだ けれど、 那の氣 性' たから 阿 父さんは 些も 
お聽 きでは ない ぢやな いが。 迚も 人の 言 ふこと なん ぞは聽 かない 人な の だから、 まあ、 も 


C  3°〇  ) 


ぅ 少し お前 も 目を 瞑つ て お 在よ、 よ。」 

「 ag e つて 親に 向つ て 言 ひたく はありません。 大槪の 事なら 目を 嘆つ て 居たい の だけれ ど、 

15 フ  しじう さ  • 

K1 こ 是 ，よかり は 目を 嘆つ て 居られない のです から。 始終 然ぅ思 ひます、 私は 外に 何も 苦 勞 

よる U 9 J んな 

とい ふ ものは 無い、 唯是' たけが 苦勞 で、 考出 すと 夜 も寢 られな いのです。 外に 甚麽 苦勞が 

なく  2  し S: つく づ 4> i こん ^ ま 

在 つても 可い からどぅ か 此苦勞 だけは 沒しく  了 ひ たいと 熟く 思 ふので す。 唉、 這 麽事な ら矛 
だ 緻ヂで をした 方が 貪 口 可ぃ CJ 

うつ む  扫 〇 ひ  t {i づか し  い$-ル 

安よ 戾を浮 ベて 倚ぎ ぬ。 母は 其 身 も俱に 責め. ら るふ 想して、 或は 可槪 く、 或は 可 ^ く、 此 
の恕 しき ii^ g" に 在る に ir へ かねつと j 一一. かん 術 さへ ^ けれど、 左に も 右に も 言は て 已むべ 
き 掀なら ねは、 p し £ 出しつ .0 ■ 

「期 .vr? フお献 の 言 ふのは % 布た けれど . お HtK と 阿 父？ んとは 全で 氣合が 違 ふの だから、 

'  *  ^  • 

^ - ニノ  、 ^ * 』. <: つ， • ri は い t 

萬, 眷 *? が 別々 で、 お前の 言 ふ 事は 阿 父さんの 肚には 入らず、 ね、 又 阿 父さん (7) 爲る事 は 


ぉ前には 不承知と f ので、 霸 A, つて pg る s、 m も 今では 盤に & もがた 
|  の だから、 恁云ふ 家業は f めて、 於！ i gl になつて、 お前に 齡を w! つて、 礙の顏 でも 見たい、 
と 然う思 ふの だけれ ど、 那云ふ 氣の阿 父さん だから、 fl ぼ ことを 言 出さう ものなら SX 配 こ 

おこ  す  、つツ >  ク  . 

媪られ る だら うと、 それが 見え透いて 居る から、 磬觀 し * 事は 言 はれす？、 お前の 心を 薪 
-  して 見れば 可哀？ うでは あり.、 然 かと 云つ て 何方を 奈何す る こと も出來 す、 齡で 心配す る 
ばかりで、 何の 役に も *■ たないながら、 これでなか^^ 記しい のは fig が 身 一 こょ。 

さ  す  W て  S 

义、；  然ぞお 前は 氣も濟 まなから うけれ ど、 迅も 今の 處では 何と 言つ た 所が、 鷉と 承知を し 3 う 

へ.  な 子は 無い のた から 怒 ひ 言合つ て お 互に 心 持を 惡くす るの が 果 'たから、 . それは、 

▼  お前、 何と 云つた つて 親 * 人 子 一人の +; だもの、 阿 父さん だつ て心ぢ や 齡配 にお 前が 船！^ 
ぎ  か 知れ やしないの だから、 究竟は お前の 言 ふ 言も聽 ぐのは 知れて 居る の ?: し、 阿 父さん ' fi 
つて 現在の 子の 那榛 にまで 思つ て 居る のを、 決して 心に 掛けない のでは ない けれども、 又 
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れうけ ♦へ 


いちがい 


阿 父さんの 方に も 其 處 は 了簡が あつて 一槪 にお 前の 言 ふ 通に も 成り かね 6 の だら ぅ。 
それに 今日 あたりは、 問の 事で 大變氣 が 立つ L 居る 所 だから お前が 何 か 言 ふと 策つ L 善く 
ないから、 今日は 窃 として 措いて おくれよ、 本當に 私が 節む がら、 ねえ 直 道。」 

實に 母は 自ら 言へ 0し如く0板挾の難局に立てるなれは、暇|311事あらせじと、_ ©; 、「亂に 

? •二  もよ ふた  • S .CN  す « 'nf*  * 3fc 1H J , g 

直逍を諭すなりき。彼は淚の催すに堪へずして、鼻目鏡を取捨て1目を衝術ひつ、藏呢び 
居たり しが。  _  • 

T  -Tk  さいは  こら  ナふ  みん ぶん 

「阿 母さんに 然ぅ 言れ るから、 私は 不斷 は惊へ て 居る のです、 今日 ばかりは 帝 かに 言は し 
て 下さい (今日 言は なかつ たら 言 ふ 時は 有りません よ。 間の 那樣目 に 31^ つたのは で 1 jl. です、 

の V 

此天 r は 阿 父さん も 今に 兔れん ことは 知れて 居る から、 言 ふ 0 なら ^ 、 今 言 はんくら ゐな 


，ツ しや < 


ら 、私は もぅ 一生 言 ひません 0 」 

母は 其の 一念に 脅され けんやぅ にて 漫寒き を 覺ぇた り。 腿 机 ゼみて 直 道は 9I \ fr ぎぬ。 


そ r ろ さ L- 


3 

30 


「縱し 11 ©" f ffl も «" くはぁりません、 阿 父さんの 対に も 言 分は 有らう と、 それは 自分て 田 心う 
つて 居ます 。阿 父さんの 家業が 氣に 入らん、 實がを しても 亦 ない、 這 麽摇れ た 家業を 爲る ¢3 
のを 見て 居る s が PI" !" た、 と瓣を r 」 、 sr jg > し 一」 居る と 云 ふのは 如何にも 情 合'㊣ 無い 話て、 

さ  はじめ 

i に 私 も 心苦しい のです。 決し 一」 人の子た i ではない、 然系孝 者と ん始阿 母 さ 
んも然 う 思つ て お 在で せう。」  、 

$ う  t っし . i 

「船 は 思 ひは しないょ、 お前の 方に も al^ は ぁるの だから、 然は田 心 ひは しない けれど 二處 
に 居たら 然ぞ 好から うとは . 〇」 

「それは &g f ®5 の 事です。 慰 ®" RI に 居る のは 可 r た、 別居して 威で 遣る と 我儘を 言って、 
術な り ^ なり 自分で 麥 して 行ける の も、 それまでに ^, 貧して 賞つ たのは 誰の お蔭 かと 謂へ 
ば、’ f> f 恩。^! も；^ も 知つ て 居ながら、 阿 父さんを ■にした やうな S 爲る S、 阿 
既さん iiw の 事 だと 思っ て 下さい。 私は 親に #, ふの ぢ やない、 阿 父さんと 一處に 居る のを. 


嫌 ふのぢ やない が、 私は 金 貸な どと 云 ふ賤い 家業が 太 嫌な のです。 人を 惱 めて 己を 肥す —— 
淺しい 家業です！」  .. 

み  ふる  かれ  かきく  , 2> た e t まぞ 

身を 顫は して 彼は 淚に 搔昏れ たり。 母は 居 久らぬ までに 惑へ るな り。 

「q を 過す ほどの 藝も 無くて、 生 意氣な 事 ばかり 言つ て實は 面目 も 無い のです。 然し不 自 
rlj を 辛抱して さへ 下されば、 兩親 ぐら ゐに乾 もじい FH- 心は 吃と 爲せ ません から、 孤 屋 でも 可 

•  ，フ しろ §* び さく  つみつ く  、っらみ， フ  きょく ら 

いから 親子 三人 一所に 暮 して、 人に 後 指を 差れ ず、 罪 も 作らず、 怨も 受けずに、 淸く暮 し 

た いぢ やありません か。 世の中は 貨が有 つたから、 それで 可い 譯の もの ぢや ありませ ん ょ。 

まして 非道を-して 椿へ た貨 、那 樣貨が 何の 賴にな る ものです か、 必ず 惡錢 身に 附かず です。 

無理に 仕 h げた 身上は 一代 持たずに 滅びます。 因果の 私ぅ 例は 恐るべき もの だから、 一日 

でも 早く 這 麽 家業は 廢め るに 越した 事はありません。 唉 、末が 見えて 居る のに 情無い 事で 053 

3 

すなあ！」 


せきあく  お う； てきめん  する J  ， つれ  お.  ま , 2 こ t; 一 さ 4 戸 、々フ \  v*、  5 二 XL 

積 惡の應 報 覿面の 末を 憂 ひて 措かざる 直 道が 心の 眼は、 無殘 にも 怨の及 に 5!: "れて、洛 ±. 


- ^  -  -  ^3  X  ‘  I  ,  t、b  ろ.^  まくら  あやし  —-6 

に橫死 の 恥を 暴せ る父ガ 死 顔の 犬に踢 られ 、泥に 塗れて、 古 蓆の 陰に 枕せ るを 怪 くも 歴々 30 

兔 て、 趙いは k か B の ik 义が靈 を繼一 し 出して if 

’ )" き‘ ^ —  • £> さ ^ っ  しな、' M.-5I  くひし 

目 fir の M にあら 5' るを 知りつ ▲も、 餘りの 淺 しさに 我を 忘れて 衝と 迸る 1 聲 は、 咬 緊むる 
齒をさへ漏れて出づるを、母は駿ぐ ^: 於に皆れたる折しも、ぼに術げ 1£! ^,て摇；^の齡の 


な  をつ ^ かへ.^  ついで わる ^ r to.  かた  ゆ  、フご P' ひそ  C ち ^ ゎ 

鳴ろ は 夫の 歸來か 次 手惡 しと 胸を 轟かして、 直 道の M; を 搖り 動し つ、、 聲を— めて □ 早 こ 


「直 道、 阿 父さんの お 歸來だ から、 f いて 居ち や PI" けない よ、 早く敝 がへ 行って、 


つぎ ま  あわ 

_。 はや 足音は 次の間に 來りぬ 。母は tl て 


け ふ  ごし ? フ 

…ょ 、今日は 後生 だから 何も 言は ずに . 

凝に ぎてば T 囊れ に, は 外ょり 浮て、 お ks 高く！ ISP 繼と & の f l 
に ■忙 ぬ。 


「お'  直 道 か 珍しい の。 何時 来たの か」 

r  く 言 ひつ、 彼は lg? w と齡が たる 11 の廣き i ®: i に 脱 < " 齦せ るが 11 眼を、 む 快げ に® きて 

n、 一 r of  こ ^ 一 f かク>  おも ん £1 か  ィ i 

妻が 1?ijr の 如く 外 奢 ^5 亂する ま、 に 立てり。 お 峯は直 道が 言に 稜 あらん ことを 慮 〇て、 然 


り氣 無く 自ら 代りて 答へ つ。 

「もぅ 少し 形でした 〇 齡 沪は尤 柅お 早かった ぢや ぁりませ んが、 TI 度 好 ございました こと。 
而 して 防の 紹體 は甚麽 です ね。」 

「いや、’： H 街と 想ぅた ょりは 輕 くての、— の、 ま、 那分な ら 心配は 無いて 〇」 

雙祕 の HS S #" けたる ii Ak 羽織の 炉嫩を 蹈 して、 彼は膨 嫩炉く 火鉢の 像に 步み 寄る 時、 直 

• 、  - 

道は 漸く 面を 杭げ て禮を 作せ り。  •  . 

-  . 

「お 献、 奈何して、 ぁ'  妙な 顔を して 居る でない か。」 

„3 毛を 配 ^ たり やと も 見 ゆる， sl r 撥槪 りて、 対 避 W る 眉を 顰むれ ば、 聞 居る 妻は 呀 


か ^ 


? 

7 

3 


め，％ a ふ  . 

とば かり s¥? 心地 も爲 め'  直 道は rilv と i に兩 手を 胸に s?、 f! _ 

おち て  ふ  しづか  、 \ 

になりけるが、父の面を見し目を «' せて、？て徐に口を開きぬ0 30^ 

けさ  ， JL C 

t 今 © 新聞を 見ました 所が 阿 父さんが、 大 怪我を^! つたと 出て 居つ たので、 早速 お見舞に 
參 つたので す。」 

白 K を 交へ たる 茶羯 色の 髮の 頭に 置 餘るば かりなる を艇で ▲、直 一 了ょ、 

「何 新聞 か 知らん けど、 それは 臨が 間違 ぢ やが。 儆 なら_靈に |1 日ぅたて、货拟れ 
ち や 居り やせん。 何の 先は 二人で ないかい、 五 人までは， にして くれる が。」 

^ ^ •^  ひ そ ハ  、 H ノ ?- 

直 道の 隣に 居た S は 歡に彬 の コ—卜 のきを 引きて、； 一；一 1§ デせじと； « ;^なり、むが銳 
に 彼は 少しく 遲ひ ぬ。 

ほん  - ^  5  か 王つ き  I 

「本に お前 奈何した、 顔色が 良ぅな いが 0 J 


「何 じ や？」 ■: :  , ' '■ 

「阿 父さん、 S5 々言 ふ 事です が、 もう 金 貸は 廢 めて 下さいな。」 

「又！ もう 言 ふな、 言 ふな、 廢める 時には 廢める わ。」 

みつ  けさ あなた  為 J 1  1 ノご -1C  メ 

「廢 めなければ ならん やうに なつて 廢 める 0) は 見と もない。 今朝 貴方が 半死半生の 怪我を 
したといふ新聞を見た時、祗以 «2 配にしても早く此家業をお廢めなさるやうに爲せなかつ 

、 i 、  〇  M こ  S 乏さら け ふ  もら 

S を E T- S じたので す。！！ & 參は 無事で あつた、 から 猶更 今日は 私の 資を 用て 貰 

文 VJ 3: さ、 なん  それおそろし 

まな ナ Li ならん のです。 今に 阿 父さん も r0T の やうな 災難を 必ず 受け るんで す。 其が 可 恐 
、から ^ める と 謂 ふのぢ やありません、 IE? い 事で 爭 つて 損す 命なら ば、 決して 辭する こ、 と 

み，  ひ ,. i ふ  *  いか  は ぢ 3 み 

は 無い けれく  <鐵 、つく  S 零 M I. K け 一」 それ故に 靈な 巨に 遭 ふのは、 如何にも 造し 

でまないで すか。 一つ 間違へ ば 命 も f ばなければ ならん、 不具に も爲れ なけれ はならん。 

ょろ ね  、 

阿 父さんの 身の上を 孝へ ると、 私は 夜 も寢ら れんの てす ょ。 


C  3〇9  ) 


しさん  くるし  つま 文， §: 

せる ほどの 資產 は旣に 有る のでせ う、 それに 何を 苦んで 人には 怨まれ 世間からは 指徵を 3 
れて 、無理な 財を 椿 へんければ ならん のです か、 何で 11 ^ に Ms が 要る のです か。 誰に し T 
も 自身に 足りる 以外の 財は、 子孫に 遺さう と 謂 ふょり 外は 無い のでせ う ”■炉には從 ^ ? 
子。 其の 私は 一錢 たりと も 貴方の 財は 讓られ ません！ 欲くない のです。 ^ I すれば、 * g 炉は 
今日 無用の 財を 貯 へる 爲 に" 人の 怨を 受けたり 世に 薪ら れ たり、 Ml して §! 似の 紙 デが fl ®5 
やうに なつて。 貴方に しても 這麽 家業を 決して 名譽と 思つ て!!“ で 鉛つ L 居る のでは ない 
でせ う。 

私 G やうな もので も 可愛い と 思つて 下さるなら、 敗 趙を «? して 下 $る似 0 私の 1 1^ を！！ い 
て 下さい。 意見とは 言 ひませ ん 。私の 願です、 一生の 願です から 何ぞ聽 いて 下さい 0 」 
.父が 前に 頭 g れ て、 ?? ぎ S の祗一 2: |き淚に鄉？？き。 


， ' .  . 

f  i  一 T af ' T る 色 無き 直行は 却つ て 微笑を 帶びて 語を？ へ 和げ つ。 

おれ  ,  そ ん ^ うれし  それ  きい、 フい  おれ 

「霞 の 身を 尨うて 撕樣に 言うて くれる は嬉 いけれ ど、 お前のは 其は 杞憂と 謂 ふん じ や。 俺 

ちが  ナいか  そんな 

と 違うて お前は 神經家 ぢや から 那樣に 思 ふんぢ やけれ ど、 世間と 謂 ふ ものは の、 お前の 考 

がくもん  す  あたま  じつ : > ぶ  や  しご v>  せ 

へと る やうな ものでは ない。 學 問の 好きな 頭 腦で實 業を 遣る 者の 仕事を 責む るのは、 それ 

、■  われ うけ ふし ヤ  たい 

'  は 可かん。 人の 怨 の、 世の 誚のと 言 ふけ どの 我々 同業者に 對 する 人の 怨な ど、 云 ふのは、 

^^1  ぐちす  そ U み  しよう こ :£ lfs 

面々 の 手前勝手の 愚痴に 過ぎん の ぢや 。世の 誚と云 ふのは 多くは 嫉 。其の 證據は 働の 無い 

やつ ' ?> (i れ  なに  かぎ  か ね  こしら  こ 5 

. 奴が 貧乏し とれば 愍まる 、じ や、 何 家業に 限らず 。財を 椿へ る 奴は 必ず 世間から 何とか 攻 
撃を 受 くる、 然ぢや ふう。 財 60 珩 る 奴で 評判の 好え ものは 一人 も 無い、 其通ぢ やが、 お前 

おの づか  かね  さ  たつ ミ  t J 

は 學者ぢ やかち 自ら 心 持 も 違うて 財な どを 然う 貴い ものに 思うて 居らん。 學者は 然うな け 

え  じつ {> ふか  せいしん  た r か U  ) 

り やならん けど、 世間は 皆學 者では ない ぞ 、可え か。 實業 家の 精神は 唯 財 じ や、 世の中の II 

3 

奴の 慾 も M ょり 外には 無い。 それほどに、 のう、 人の 欲が る 財 じ や、 何ぞ 好え 所が 無くて 


はならん ぢや らう。 何處が 好え のか、 何で 那樣に 好え のかは 學 者には _ らん。 

〜 t •ようき ふ  た  か U の 香  ひつえ 5 2 

お前は 自身に 供給す るに 足る ほどの 財が あつたら、 其 上に 望む 必要は ない と 思 ふの ぢ や 31 

かんがへ  L  C 

な、 それが 學 者の 考量 じ やと 謂 ふんぢ やが。 自身に 足る ほどの 物が あつたら、 それで 可え 

と 滿足し て 了うて からに 手を 退く やうな 了 ffi: であつ たら、 國は 忽ち， 亡る じ や - ，社 會 の - ^' 

業は 發達せ んじや 〇 丽 して @! 41 k II ばかりにな つて T;- うたと 爲れ ば、 お前 1 ^ する か、 

あ。 慾に 限の 無い のか 國 民 © 生命なん じ や。 

^ ホ  そ / I な  かね  こしら  夕 う  •ふしん C? 、っ  せ  か a  よ け 卜 

俺に 那樣に 財を徐 へて 奈何す るか、 I お前は 不審す る じ やね。 俺は 奈何 も爲ん 、財は 餘 計に 

ゆ く、 r> い  つ 象り  て 表 

ある だけ 偸 快なん じ や、 究竟 財を斿 へる が 極めて 面白 いんじ や。 お前の 學問 する のが 面白 
い如く、俺は財の出來るが面白いんじや0お前に *2 を讀むのを奶え加風に雷い、ぃーパ献の學 

の そ  ひつえ、 フ 

問ガ 有つ たら、 其 上 望む 必要は 有るまい と言うたら、 お前 何と 答へ る、 あ。 

お前は 能う 此家 業を 不正 ぢやの 汚は しいのと 言 ふけ ど、 船を 儲く るに 君 ■子の 道を 行うて ゆ 


く 


y  z  9  I  、 i' なぜ  A 

商賣が 11 賢に 把る か。 ® w が 萬’ 利 S 金を 貸す、 奴 何にも 高利 じ や、 何故 高利 か、 可え か 


J* c、 t、  か  >r9  べんり  あた  N 

J i, «; じ や。 そ〇や 、 偕る 炉に無 抵當 とい ふ f® 利を 與ふ るから.、 其 便利に 對 する 報酬と し 


fe fc 


無 


- 3' a いつ 之 

て 利が 高い の ぢや らぅ。 それで 我々 は 決して 利の 高い 金を 安いと 詐 つて 貸しは せんぞ 
抵當で 貸すぢ やから 利が 高い、 S5 を 承知で 皆 借 るん じ や。 それが 何で 不正 か、 何で 汚は し 
いか。 利が 高うて iv «? と 思 ふなら、 歡 ら借 らんが 可え、 那樣 高利を 借， 0 て も 急を 拯はこ 
や槪 れんくら ゐ の断鍛 が 観 パに ある 今2會 じ や。 高利 貸を 不正と 謂 ふなら、 其の 不正の 
高利 貸を ^ つた 社會が 不正なん じ や。 必要の 上から 借る 者が あるで、 貸す 者が ある" なん 


ほ® したぅても 借る 者が 無け り や、 我々 の 家業は 成立ちは 爲ん 。其 必要を 見込んで 仕事を 


す  九い i> ふ - *r まし ひ 

爲るが 則ち 營業の 魂なん じ や 0 


'  a  ち、 ?L おも  はな  L  3  3 rr .Q 。 

撕とい ふ ものは 誰でも ®, して、 皆 獲 やうと 念う とる、 獲たら 離すまい と爲 とる、 C う 其 fl-: 3I3 

p  じ / L じ やう、 ち や、 フ し ゆだん  さ ふい  1 ,T 、 

を 人より 多く 持たう と 云 ふぢ や もの、 尋常 一， 樣の 手段で 行く ものでは ない。 合意の 上で 貸 


L i» く  1 フ  すべ  '  -か i 

借して、 それで 儲く る 0 が 不正なら 、筆」 の 商業は 皆 不正で ないか。 學 者 0) 目からは、 免 

表ぅ け  4 

儲す る 者は 皆 不正な 事を しとる んじや 0,1  - 31 

•  .  ,  C 

いた  このべ んろん  かれ  し し  JCM L みみ  りくっ  くじ 

太く も此辯 論に 感じた る 彼 S 妻は、 屢ば直 道の 顔を 偷視 て、 あはれ 彼が 理 S- も 之が 爲に挫 
けて" 氣遣 ひたりし 口論 も 無くて 止みぬべき を 想 ひて觀 11 懂心 り。 

直 道は 先づ嚴 に 頭を 掉力て 、 

が くしゃ  しや、 r {> ふか  . 

r 學者 でも 商業 家で も 同じ 人間です。 人間で ある 以上は 人間た る 道は 誰に しても 夺 らんけ 

かね ま •フけ す 

ればな りません。 私は 決して 金 儲を 爲る 惡いと 言 ふので はない、 いくら 儲けても 可い 

せいた 5  よわ，  つけい  •こ A そん 

から、 正當に 儲ける のです。 人の 弱みに 付 入つ て 高利を 貸す のは、, じて 正當で ない。 那 

S た t し c> fc' s 1 VJ I: さき  • )、  、 

樣事が 營 業の 魂な ど、 は . ！譬 へば 間が 災難に遭つ た。 あれは 先. は 二人で、} | も不 

t  、 っちく ^ i fi: fc ?> しよ ^ ふ  一 2) し ^ ** 、 ソ しか fc 

意 打を 吃した のでせ ぅ、 貴方は 那の 所業を 何と お 考へな さる 〇 男らしい 遺 * 基 の爲 方と お 


彼ょ 聲を纪 げて 1 i れり 。從れ ども 父は r 心 ii し 何等の 答を も與へ ざり ければ、 再び 聲を鎭 


マ !• 


「奈何です か。」 


ちちろん 

「勿論。」 


きたな こんじ ? つけ も  やつら  しか  メ '5. A 

「勿論？ 勿論です とも！ 何奴 か 知らん けれど、 實に陋 い 根性、 劣な 奴等です。 然し、 怨を 


恕す とい ふ 駆から 11" つたら 奴等は 也 f に at 的を 變 したので すね。 然でせ ぅ" 設ひ其 手 段は 

%  ” 

如何に あ-らぅと もコ」 

S み  ふく t さぐ 

父は 騷がず 、笑を 含みて 赤き 髭を 弄りた 〇 。 


「妒梁 と 言れ やうが、 卿い と 言れ やうが、 思 ふ f, 6 遺 龜返 をした 奴等は H 的を 達して 然ぞ 
蒲 足して 居る でせ う。 それを 摑 殺しても 遣りたい ほど 悔しい のは 此方 U かり。 

阿 父さんの 營 業の 奴 ^ も 彼等の 爲 St 少しも 違は んぢや .ありませ んか 。間の 事に 就いて 無 


3 し© がへ し 


5 

I 

3 


念 だと * S 炉がお 思 ひな さるなら、 貴方から 金を 借りて 苦め られる 者は、 猶且 貴方を 怨ま T 
には 居ません ょ 〇」 

, 又しても 配 じ 入りた るは 彼の 母な り。 恁 ては 如何なる 言を もて 夫は 之に 答 へんと すらん、 
我は llt5 こ ® I の M5 祗 1 li なる に 口を 開かん やう も 無き にと 心！！ てつ 2 夫の 氣 色を 窺 ひたり。 
彼は fl 初と して、 取つ て 其 子の 善く 論ずる を 心に! c つらん やうの 面色に て、 轉た 微笑を 弄 
する のみ 〇然れ ども 妻は 能く 知れり、 彼の 微笑を 弄する は、 必ずしも 人の 之を 弄する にあ 
らざる 時に 於いて 屢す るを。 彼は 今 それ か 非ぬ かを 疑へ るな り。 

戴く * S れたる 直 道が 顔は f 忌し くも 白き 色に 變じ 、聲は 甲高に 細りて、 膝に 置ける 手 頭は 
連り に 震 ひぬ。  • 

「いくら 11 じた 所で、 S り 切つ た理亂 なのです から、 もう 言 ひ 表すまい。 言へ ば 阿 父さん 

し 4* これまで  たび —  ^ ふ 

の 心 持を 惡く する に 過ぎん のです、 然し、 從來も 度々 言 ひました し、 又 今日 這麽に 言 ^ の 


も 皆 阿 父さん 身を 案じる からで、 之に 系て は r# で ^ f ほど 私が 始 苦心して 居る か 知つ て 
お齡 は* からう けれど、 考 出す と勉强 する の も 何も 可! g になつ て、 吁 、いつそ 山の 中へ で 
も i!? 韻んで 了は うかと 思 ひます。 

ぢ ごく  ごくそつ  にく 

巧 父さんは 此家 業を 不正で ない とお 言 ひな さるが、 實に 世間では 地獄の 獄卒の やうに 僧み 
暇；^ で、® 口 ふの も耻 にして 奶 るので すよ。 世間なん 'ぞ は 营 ふ もの か、 と 貴方は お 言 ひて 
せう が、 子と して 其を ra5 かされる 心 苦さを 察して 下さい、 貴方は 管 はんと 謂 ふ 其の 世 問 も、 
齡以 我々 が 渡つ て 行かなければ ならん 世間です。 其の 世間に 肩身が 狹くな つて、 終には 容 

V3  -  i  二つち ?r いけんし き 

しら I なくなる のは、 男の ffix a! ではぁりません よ。 私は 其が 何より 悲い 。此方に 大 見識が 
ぁって、 W の 世間と 觀い て、 その！ |に齡まれるとか、ぎ」られるとか謂ふなら、世間は 

V  みちは た フ 

私を 棄てん でも、 私は 喜んで 阿 父さんと 一處に 世間に 棄 てられます。 親子 棄 てられ L sf 端 317 
こ獻般 f るのを 私^ 雛 f の纪 #" 、家の 名 # と 思 ふので す、 今 俄々 親子の 世間から 跋れて 居 


o 


るのは、 自業自得の 致す 所で、 不名譽 の 極です！」 

^| か «? 队の淚,湧して、彼は覺ぇず父が面を睨みたり。直行は例の嘯けり 

け ふ  かぎり 4> こ ミ ほや 

直 道は へ r 日を 限と 思 入りた る/やうに 飽くまで 言を IL めず、 

「セ！^ の 事を 見ても。 如何に 間が 怨まれ て 居る か V 解り ませう。 貴方の 手代で さへ 那の通 

うらみに くみ ^ んな  しの 

ではありません か、 して 見れば 貴方の 受けて 居る 怨 、僧は 甚麽 であるか 言 ふに 忍びない。」 
父は 忽ち 遮りて、 . 
「善し、 解つ た、 能う 解つ た。」 

「では 私の 言を 用ゐて 下さる か。」 


九 


「まあ、 可え。 &? つた、 猝 つたから 


b 


2t つ 


「解つ たと お 言 ひな さるからは 吃と ffl o て 下さる のでせ うな。」 


しか 


なん ぢ 


われ 


「お前の 言 ふこ t は 能ぅ 猝つ たさ。 然し、 爾は爾 たり、 吾は 吾たり じ や。」 


C3 び） 


こ； 


: ひし  こぶし こ ぎ 

直 道は 怵へ かねて 犇と 拳を 握れ 〇。 


ひ . P し 太 *0 つ  い  i ン や* , > 

「まだ 若い、 若い。 書物 ばか 〇 見と るぢ， や 可かん、 少しは 世間 も 見い。 なるほど 子の 情と 
して 親の 身を 案じ r くれる、 其點 U 空には 思は ん 。お前の 心中 も 察する 意見 も 解つ た。 ■ 
し、俺は俺で又自ら信ずる所あつて遣るんぢやから、折角の忠告ぢやからと謂うて、抂げ 
て從ふ 譯 にはい かんで、 のう 今度 間が 那云ふ 目に 遭うた から、 儆は 猶更 劇い 目に 遭は うと 

V -  \ \ 一  • 

謂うて 心配して くれ るん か、 あ？」 

.^ ^ "2 くわん ねん 

はや 言 ふ も 益 無しと 觀念 して 直 道は 口を 開かず。 

「そり や 辱 一が、 ま 1 ^1 ■の！^ 俺に 數 して 置いて くれ。」 

彼は 徐に 立上りて、  .  , ' 

ちよつ  いこ  ©つく  t 

「些 と是 から 行て 來に やならん 處が あるで、- 寬 りして 行く が PJ- え。 一 


そ tv、 さ  に ぢぅま はし  3 ちかつ  f J- そ 3* で？ き 

忽忙と 二重 外套を 打 被ぎ て 出 〇 る 後ょり、 楕 子を 持ちて 送れる 妻は 密に 出先を 問へ るな 〇〇 


9 

I 

3 


彼は 大いな る 鼻を 皺め て， 

* が ぽ ると It ®? ぢやか *ら、 1 一 i t" 出て 來 る、 听 ぇ やうに 言っ ての、 慰して くれぃ。」 

「へえ？ そり や 困ります よ。 貴方、 私 だつ て 其は 困るぢ やありません か。」 

「まあ 可え が 〇」 

「可く はありません、 私は 困ります よ。」 

お 峯は足 摩して 迷惑を 訴 ふるな りけ り。  ， 

「お前なら 居ても 可え。 而 して、 もう 還る ぢや らうから OJ 
「それ ぢや 貴方 還る まで 被 在て 下さいな。」 

「俺が 居て は 還らん からぢ やが。 早う 行けよ。」 

_に群 かねて ぉ 峯の繫 P—、 見 も 返らで 蕾_に呢 を 出で ぬ。 - a(f は 直 道 銳 
に ffil れて 、先に も增 して 然ぞや 1 PTV ジる ▲ならん と 想へ ば、 虎の 尾を も 履む らん やう. に覺え 
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€ み  こまね  ぎ-ょぅ ぜん ざ 

つ ▲歸 り來 にけ り。 唯 見れ は、 直 道は 手を 拱き 頭を 低れ て、 在りけ る ま ▲に 凝 然と 坐した 
り。  -  , 
「もぅお中食だが、お前何をお上りだ。」  . 

彼は 身轉 も爲 ざるな り。 重ねて 

「直 道。」  と 呼べば、 始めて 覺束な げに 顔を 擧げ て、  .  . 

「阿 母？ ん！」  * • 

甘バ の 齢 艇 き 聲は ㉝ 资らず 母の 胸を撕 せり。 彼は 此 子の 幼くて 善く 病める 枕頭に 居たり し 心 

H<£  主  0 

地を その ま— に覺 えて、 幾と 衝と 寄らん としたり。 

わ ヒ し 

「それ ぢや 私は もぅ 歸 ります。」 

「あれ、 何 だね 未だ 可い ょ。」 

配 ハ < L も ^ に 纪 ■の 骯がて、 今は 得 も 敗た じと •心 牽る ，なり。 
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二 ろ Jr ぜん  た 

「もぅ お 中 食 ": 、 >ら 、久しぶりで 御 膳を 食べて 


〇 


のど 


「御 膳も吭 へは 通りません から- 


0 」 


一八 


主人公なる 間 貫 一が 大學 第二 醫院の 病室に ありて 晝夜を 重傷に 惱 める 外、 身 邊に事 あら ざ 

い £ t じよぅ  ゴ てぶ ふ グ  £ つ  そのご  せ、 つ そく  つた 

る 暇に 乘じ て、 富 山に 嫁ぎた る宫が 其 後の 消息を 傳ふべ し。 

わ S  げつか  えら  こしいれ 

一月 十七 日を もて 彼は 熱 海の 月下に 貫 一に 別れ、 其の 三月 三日を 擇 びて 富 山の 家に 輿 入し 
たりき。 1!: (場より貫一の失踪せしは、暾澤一家の爲に物化の邪魔拂たりしに1疑無かりけ 


こ そ 


さすが  ^  -7  ^  -  i  二  ,  •せつ  まこ ^ こ  し A つ， っ 

れど家 内は 擧〇 て冇繫 に 騷動 しき。 其 父よりも 母よりも 宮は 更に 切なる 誠を 籠め て 心痛せ 
り。 彼は 啻二棄 てざる 戀を棄 てに し悔に 泣く のみなら で、 寄邊 あらぬ 貫 •一が 身の 安否を 慮 

f 

りて 措く 能は ざり しなり。 
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氣强 くは 別れに けれど、 旋て歸 り來 んと賴 めし 心 f#7 も、 終に斟 なる を ^ I りし 後、 斯り とも 

い り そめ 

今一度は 假初 にも 相 見ん ことを 願 ひ、 又 其 心の奥には 必ず！^ ばかりの 您 ®" は 有るべき を、 お 
のれと 契りけ るに、 彼の 行方は 知れず して、 其 身の 家を 出 〇 べき 日は 親, 如く g れ るに、 

歡 方 も？ 靈 V5、 常に tr しぅ 1 TI rK 齡 にも 問 ひて、 後には 雲 5 

ふみ たより  $ 

はな か  <  文の 便 も あら じと 敎へ られ しを、 筆 持つ は 篤なる 人な れば 、長き 長き 11 一言な ど 

つ {> こ  仁な ご  < ろ さ 

は告來 さんと、 それの みは 掌を 指す ばかりに 待ちたり しも、 疑 ひし ド 者の fl が！^ fl 一 も 

* CM  うらみ 

過 r: て、 宮は 彼の 怨言を だに 聞く を 得 ざり しなり けり。 

か く  おも  p  M 

左に も 右に も 今一 目 見ず ば 動か じと 始に念 ひ、 それ も衡 はずな りて より、 せめて 一筆^^ 

^ >  ふぐ  こ i 

g かす ばと 更に 念 ひしに、 事は 心と 渾て氣 ひて、 1 t も 願は ぬ T 伊の みは 玉を ■ずらん や 

さわり  if i' >c* J 

ぅに：！： 等の 障 も 無く 摊 取りて、 彼が 空く 貫 一の 便を 望みし 一日に も 似ず、 三月 三日よ 忽ち} 
E の 上に 跳り 夾-れ るな りき。 彼は 終に、； j を 許し Mi: 射を 許せし 械 K を _v て、 Igl fi? I の 剛 5 


g の ^ i に 一生 最も 11 かるべき ^ J を擧げ 畢ん ぬ。 

宮は實 に 貫 一. に敦 てより、 始めて e§ _ 難 ばかり 彼&せ しかを 知りけ— り。 

彼の 出 了歸ら ざ— しさ 1 ねたる ^? 宮は其 机に 倚りて 思 ひ、 義® 人 香を 嗅ぎ 

て 彫 Y 其 喜 興. に 1 _ して 譯、 II 右し 穸ぎ¥、こ-に慰しき便を存 

t  少 卜ぷ ふ ^ i 

を も 家 tpf へ P 彼— るべ t のをと 念へ り。 &e 交されし 日 も 宮は富 山 唯 
1 苑と定 めた 6 心は つゆ 起ら ざり き〇從 れ ど、 P 終に 其 家に 適くべき 身 仁る を 忘れ ざ 
りしな り 〇 

鋁” 自ら; 鎅ノ& むる 能は ざるまでに 宮は心 を mg しぬ 。彼は 別れし 後の 貫 一を ば 然ばか 
り 銳ひて ^ まざりしかど、ぁ淑%改め擬ゲ守り"覺悟して其戀を全ぅせんとは計らざりける 
よ。 E! ソ皮の 胸 こ 装め る覺 悟と ては あら ざり き。 戀把び つ、 も 心を 貫かん と. には あらす 

し  、 ^ かな< 

配 1 ¥緣 を 組まん としたる よと 思 ひつ、 も、 强ひて 今更 否まん とする にも あらず、 彼方の 
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こなた  をし  な  むなし まよ ひもて あそ 

戀 しきを 思 ひ、 此方の 富める を 愛み、 自ら 決する 所 無く、 爲す所 無くして 空き a: に 弄 

ぅつ  きに i> 

ばれつ ▲、終に 移すべからざる 三月 三日の 來 るに 會 へるな り。 

齡 [3:> よ、 ] Itg M r ik けて艇 一 1111-? の 期 期に 避び て も、 怪がべ し、 宮は 決して 富 山 唯繼を 夫と 
定めた る 心は！ 3 らざ るにぞ ありけ る。 止此 人を 夫と 定めざる ベから ざる 我 身なる を 忘れ ざ 
りし かど。 彼は 自ら 1st へり、 此心 は始 より 貫 一に 許した るを、 緣 ありて 身は 唯 繼に委 すなり。 
故に 身は 唯 繼に委 すと も、 心は 長く 貫 一を 忘れず と、 恁く 謂へ る宮 は此 心事の 不德な るを 
知れり。 然れど 此不德 の 其 身に 兔る 能は ざる 約束なる べきを 信じて 寧ろ 深く 怪む にも あら 
ざり き。 如此 にして 宮は唯 繼の 妻と なりぬ。 花聱 君は 彼を 愛する に 二念 無く、 彼を 遇する 
に 全力を 舉げ た， り。 宮は其 身の上の 日 每耀き 勝る ま、 に、 愈よ 意中の人と 私すべき 陰 無く 
なり ゆく を 見て、 愈よ 樂ま ざる 心は、 夫の 愛を 承く るに 慵 くて、 唯 機械の 如く 事 ふるに 過 2SJ 

かれ  ちの い  あた {か  かたち ひ 仁 ふる  め  よろこ あ 李 〇  ひ T  むなし 、っつは  こ 

ぎ ざり しも、 唯繼は 彼の 言 ふ 花の 姿、 溫き 玉の容 を 一向に 愛で 悦、 ふ餘 に、 冷 かに 空き 器を 


抱く に ^! いざる 起を_ して、 ^? t:^ 僧むべき までに 1C 思の ® I を撫づ るな りき。 彼が 一段の 得 
意ょ、 二 箇月 GI 1 , 妻は腦 ぞ 、翌年 S 鷄 いき ! I 十を ずげ ぬ。 宮は我とも覺ぇず淺 

^ ■■* ま  •フ ひご  よ ^ 

しがり て、 爵依 を 三月 ばかり fi, く 病みけ るが、 其の」 ii ゆる 日を 竣たで 、初子は いと 弱くて 


いちだん 


ぁさ含6 

3 

C 


t? い ^ ん  ため  みまか 

肺炎の 爲に歿 りに けり 


〇 


つ ？) 5 、の づ ，な や 1: そは  あいご  ねん 

子をゼみし後も宮が色香はつ ('0) ,はずして自ら可惱しき風情の添りたるに、夫が愛護の念 

、ょ、  つゅ 

i 益 架く、 載 w Ai 目の 見苦しき ばかり §iv 一6 加は るの み。 彼は 其 妻の 常に 樂まざ る 故を 毫も 


さぐ) 


.〇 


曉らす 、船 ！^り_ 其 色を 見て、 打 沈みた る 生得と 獨合點 して 多く 問は ざるな りけ り ~ 

'ょ、 ち なさけ そ tr こ S  ミ つ  つみ 

恁く齡 まれつ、 も宮が 抓 r; ふは 動かん ともせで、 難 有き 人の 情に 員き て、 此に嫁 ぎし 罪を 

さへ 齡きて F まざりし に、 思は ぬ 子まで 露せ し 過は 如何にすべき と、 躬ら 其の 容し 難き を 

r りて、 ^5 むことは 論し かりし が、 t 貫に' 一の黯 にや 皆へ ざり けん 其 子の 失せし 後、 彼は 

^ p 

W ひ 唯 1 の - r* を. は决 まじ、 と郎く 心 l: li c> しなり。 二 年の 後、 三年の 後、 四 年の 後まで ^ 


しく も宮 は此 誓を 全うせ. リ〇 

次 BI に 彼の 心は 樂まず なりて、 今は 何の 故に 其の 嫁ぎた るかを 自ら 知る に 苦め るな りき。 

霞 械の 如く 夫を 守り、 置物の やうに 内に 据られ 、絕 えて 人の 妻た る 効 も 思 出 も あらで \, 1 i 
く 籠 鳥の 雲を 望める 身には、 其のみ の 願な りし裕 なる 生活 も、 富める 家計 も、 土の 如 <1 顧 
るに 足らず、 却り て 此の 四 年が 間 思 ひに 思 ふ ばかりにて、 熱 海より 行方 知れ ざり し 人の 姿 
を ffl' 鶴 見 G 邸内に 見て しまで、 彼は 全く 音沙汰を も 聞か ざり しなり。 生家なる 鳴澤 にて は 

す—  さ  よし  •  おろか  お や 

薄々 知らざる にも あら ざり しか ど、 然る 由無き 事を 告ぐ るが 如き 愚なる 親に も あらねば、 

宮の 之を 知るべき 便は 絕れ たりし なり。 

計らず も 其の 夢寐に 忘れざる 姿を 見たり し 彼が 思は 幾許な りけんよ 。儀る j たる 者の 貪り食 
ふらん やうに、 彼は 其 一目に して 四 年の 求む-る 所を 求めん とした -^ 。 饜かず 、覆かず、 彼の 273 
慾は 此 日より 益 急に なりて、 旣に 自ら 心事の 不 德を以 つて 許せる 身を投じて、 唯 快く 萬 事 C 


を 一 »5 に衡 へて' 己まん と 深く も 念じたり。 

E 番 町な— 淵と ぃふ龙 に 住める S、 _ ょり 聞 S れ ど、 む ざとは 文 も 通は せ 難く、 

， 、-知 

道ょ 遠 ツらね ど、 1 闽り 出で  >ュ价 惶ふべ き 身に も あらぬな ど、 克はぬ 事の みなる に 苦し 力'』 
けれど、 P.— りし 震の 思 & ぶ S、 はや I ⑼物を 歡 るに 等し か— と、 其 一 
筋に 慰められ？ も、 彼は 日毎の 綴を *5 きに 堪 へざる 術、 我、 客 遺る 方 無く 明すべき 長 
きくぬ を 1 日かん— 立ち 3。 そは 折を 得 一」 送らん とに I ら K  i ふて— ふ 能は ざ 
るを 言は しめんと にも あらで、 JLfc だ獻 も fr き 身の上と 切なき 胸の 內 とを 獨自ら 慰 へんと て 


なり 


〇 


官屋 一， か 事を 忘れざる と ■に、 又 長く 熱 海の 悲き爬 P 忘る、 能は ざるな り。 更に 見ょ、 歲 

.  やきがね  くひ  あら た 

る 一月 十七 日なる 日は、 其の 悲き 別を 忘れざる 胸に 格して、 彼の 悔を 新に する r あ 


C323) 


らず や。 

「十 年 ^? の 今月 今夜 も、 僕の 淚で 月は 曇らして 見せる から、 月が 曇つ たなら ば、. 貫 一は 何 
衝 かで お前を 恨んで、 今夜の やぅに 泣いて 居る と 想 ふが 可い。」 

_ へど も宮が 耳は 常に 此聲を 聞かざる なし。 彼は 其 日の 其 夜に 會ふ每 に、 果して 月の 曇る 
か、 あらぬ か と亂 びに、 が 日て 其 人の餘 所に 泣ける 徵も あら ざり ければ、 有繫に 恨は 忘られ 
しかと、 其には 心安き につけて、 諸? ー ハに 今は 我を も 思は で や、 さては 何處に 如何にして な 
ど、 更に 打 歎 かる S なりき。 

例の 其 日は 四た び mt りて 今日し も來 りぬ。 晴れたり し 空は 午後ょり 曇りて'  少しく 吹 出で 
たる 風の いと 寒く、 JI? ならず が ゆる 日な り、 宮は每 ょりも 心 煩は しき 此日な れば 、彼の 筆 
贤 りて * i 績 けんと 爲た りしが、 餘に 思亂 るれば、 さるべき 力 も 無くて、 いと ^ しく 紛れ か邛 
ねて 居たり。 


かん 2> つの  た  1 } .i i» 3 んろ  て • ■> せいや 5 念  5 つ  彳 

益す 寒 威の 募る に « へ ざ-りければ" 遽に 煖爐を 調せ しめて、 彼は 西洋 間に 徙〇ぬ 。盡く 窓 


テン  で ふ  ま t- んけき  つ-*  く u t い  ©たか  〇 

帷を 引き， U る 十疊の 間は 寸隙 も あらす 裏 まれて、 火氣の };-5 く 春を 蒸す 處 に、 宮は體 を 胖- 2 33 


つ ^ ふみ ひら  ひ  もん窆んす泛り  らくい す  よ  そこ、 >  フ 

友禪縮 ■の 長樗袢 G 捿を 蹈披 きて、 綾の 紋緞子 張 G 樂 椅子に 凭りて、 心の 影 G 其處に 映る 


た ひら  てんじ や、 フ > t 

を 跣む らん やぅに、 其の 美しき 目を ば 唯 白く 坦なる 天井 ；: 注ぎたり < 


ツミ ろ T あろ じ  つか  き、 フこ  いた*、、  きが T1 こ M* •，ミ  .ft  あし 

夫の留守二は此家の主として、彼は事ふべき舅姑を戴かず、氣兼すべき小姑を抱へず、足 


てま V? ひ  を さな  ま  あ  ひ ミり  なか S たら at ふたり  か ひ  よろ づ  わ 〇 ら  ま i* 

手 絡の 幼き も 未だ 有らず して、 一箇の 仲 動と 兩箇の 下婢と に 萬般の 煩は しきを 委せ、 一 
日 何の 爲す べき 事 も 無くて、 出 〇 るに 車 あり、 膳には 肉 あり、 而 毛 言 ふことは 皆聽 れ、 

S よろこ  1 で ツ £ わか  つま  わ ごん じ てい .'> め 

爲す ことは 皆悅ば る、 夫を 持てるな ど、 彼は 今 若き 妻 (7> 黃金 時代を ば 夢む る 如く 樂しめ る 


i> ザ ッち •や •フ まさ  おのれ  かな 

なり。 實に 世間の 娘の 想 ひに® ひ、 望みに 望める 絕頂は 正に 己 G 此の 身の上なる 哉と 宮は 


> r ろ  うか 

不覺陶 に 浮べた るな り- 


あ S  あまり- A. が 仁  こ u r ミ  さ 

嗟 乎 (おのれ も此身 の 上を 願 ひに 願 ひし 餘 に、 再び 得難き 戀人 を棄 てに しょ。 然れ ども、 


しを、 と 彼は 苦しげ に 太 息したり。  .  ‘ 

€ も 

今にして 皮は 治めて 悟りぬ、 おのれの 此の 身の h; を 願 ひしは、 其の 戀 人と 俱に 同じき 樂を 

あ (i せ* フ  さち ？ S: 

ホ子 けんと 願 ひしに 外なら ざるを。 若し 身の 樂と心 の 樂と を倂莩 くべき 幸 ^ くて、 必らす 其 
一つを 雖ふべ きものなら ば、 乳 ^ n 取るべき かを 知る ことの ^ かりじを、 遣 方 も 無く悔 0 る 
なりけ り。 

り ^ 、 _r* ジ  こが  なら  ま こぐ W 

此の 寒き 日を 此の 私 ¥ s; に、 此の 焦る"* 身を 此 意中の人に 逾べ て、 此の 誠を もて 此の 戀し 
さを 語らば^;！: に、 と 思 到れる 時、 宮は殆 ど 裂けぬべく 胸を 苦しく 覺ぇ て、 今の 待つ 身は 待 
たざる 人を 待つ 身なる、 其の 口 ^ さを 職 へて は、 在る にも 在られぬ 椅子を 離れて、 步み寄 り 

、  、フ r じ ろ  し  ブ 

たる 窓の ^ | 配 を 何心無く 打 見遣れば、 いつしか 雪の 降 出で、、 薄白く 庭に 敷けるな り J 月 331 
十七 a なる f( (r 、\ M:f しく 動きて、 宮は it 銳る 雪に 擊、 n r 聽くが 如く 佇めり、 折から 唯 繼は C 


is 來りぬ 。靜に 啓けた る 闥の 響は 絕に物 思へ る宮の 耳には 人ら ざり き、 氷の 如く 冷徹り 
たる 手を わりな く懷に 差 入れら る ▲に 驚き、 咄嗟と 見向かん とすれば、 後ょり 緊と抱 へら 
れたれ ど、 夫の 常に 飭 める 香水の 薰は隱 るべ くも あらず。 

「おや、 お 歸來で ございました か。」 

「寒かつた ょ。」 

r 大槪 降つ て參 りました。 然ぞお 困りでした らぅ 0 」 

「何だか 知らむ が、 むち やくち やに 寒 かつた 〇」 

宮は樂 椅子を 夫に 勸 めて、 躬は 煖爐の 薪を IT、 へたり。 今の 今まで 貫 一が 事を 思 窮めたり し 
心には、 夫なる 唯 繼に恁 く 事 ふる も、 なかく 道ならぬ やぅに て 屑から ず 覺 e るな り。 窓 
の 外に 降る 雪、 風に 亂 る、 雪、 梢に 宿れる 雪、 庭に 布く 雪、 見 ゆる 限の 白妙は、 我 身に 積 
める 人の 怨の 史かとも思ふ (1 、惩てあることの疚しさ、切なさは借を搞らる、やぅにも忍 


m 、\ 


び 難 かり。 然れ ども、 此 G 美人 G 前 こ 比 雪を 得た る 夫 Q r  >、 て、 把 k を 八文字に 

ふみは た  あた t fi こ' >• ひ つ > そ. b 

踏展 け、. 商く 煖まれ る頤を 突 反して、 


よ 5 


•  J  _  3 1  ^  ちら 

ぁ'  降る ノ ，.、、面白い。 恁云 •ふ 日は 寄饊で 飮むん だ ね - C 寄 鍋を 取つ て 貰は ぅ、 寄 鍋が 


こしら 


け“ 


好い。 それから 瑯琲を 一つ 椿へ て くれ、 コニャックを 些と餘 計に 入れて 〇」 

宮の 行かん とする を、  . 

# 

「お ^ • 行かんでも 可い ち やない か、 1 7 0 物を 取 寄せて、 it で 求 * な 5 ，、 ' , 一 
拽 C4# 鈴を 鳴して、 火の 傍 ;: 寄來 ると 齊く 、唯 繼は其 手を 取り 一.」 i 脇に 技み つ。 宫は領 ベ 
る氣 色ら 無くて、 彼の 爲 す に 任す るの み。 


よろこ 


ふさ 


「お まへ 奈何した、 何を 欝いで 居る のかね OJ 

Hu! た ふ 


引 寄せられし 宮は 幾と 仆 れんと して 椅子に 支べ られた るを 唯 繼は鼻 も 摩る ばかりに 其 顔を 33 
u  V4 ね A 3 
差鲵きて、餘念も無く見入りっ'  C 


ザ ^ 


「顔の 色が 甚だ 惡ぃ ょ。 ■雪で 寒ぃ ん で、 胸 でも 痛 むん か、 頭痛で もす るん か、 然ぅも 無ぃ フ 

? 5  文ツき り  さ  いんき  ^ 

とつ  *,，_>  -  -i  ^  I  )  »  t  ^  、  I  H i  1C 


仲し たん' たな。 それ ぢ や、 もつ と！^ 然してく れんぢ や 困る ぢやな いか、 然ぅ 陰氣だ と 
1 |ぢ4 薄い やぅに 想 はれる ょ。 1 iii お前は 免 & の觀が 薄い んぢや ぁるまい かと 疑 ふょ。 ぇ 


そんな 

那樣 ことは 無い かね- 


ドマ ？ > め、 >  11 力  I 

忽ち 闥の皆 くと 見れば 仲 働の 命ぜし 物を 持 来れるな り。 人目を 憚らず 其 妻を 愛する は 唯 繼 

つね  そのそ -*> <  0  は な  れい  ふり 

が 常なる を、 見苦しと 思 ふ宫は 其 傍， を 退かん とすれ ど 放たざる を 例の 事と て 仲 働は 見ぬ 風 

5 c tr t ル  ぢき  まか  かし ふ U こ 

しっ、 器苜 rtfr とを テ ヱ ブルに 置きて、 直に 退り 出で ぬ。 恁く 執念く 愛せら る ▲を、 宫は 


一 i r i' 


'思 ふなり けり* 


う ?> さ ^ 

なか^/- 憂く も淺 しく 

雪は 風を 添へ て sl aLf し/、^: 頻 りつ、、 はや 日暮れなん とする に、 樂き 夜の 漸く 來れ るが 
n lt き 唯繼の 目ぬな り。 

「近頃は お前 跳して Mi いで 居る や ぅぢ やない か、 俺には 然ぅ 見える がね。 而 して 内に ばか 


り 引 籠んで 居る のが 宜くな いよ。 此頃は S! とも 出掛けん ぢやな いか 〇ぎ う ax 齡ゾて 居る か 

しま  この あ ひご ミ し ^ is , ゝ 

ら 、益す 陰氣二 なつて 了 ふの だ。 此間も 鳥柴の 勤さん と會 つたら、 然う 言つ て 居た よ！^ 
近頃は 奥？ んは些 ともお 見えな？ らんの だら う、 芝居ぐ らゐ には お 出掛 二な つても PJ" さ i 

▲6 ろ ツきり 

うな も Q たか、 全然 影 も 形 も お見せな さらん 〇なん ほお 大事に な？ るつ L ^; 樣 に tt L g! ^c レ 
:」 お S- きな さるもの ぢやご ざいません、 慈 1 u の 爲に少 しは 私に も 見せて お 遣な？、 、、ヘムん 

ひだ P 、 フ  〆 

ぞと 、非常に 遣られた ぢ やなぃ か。 それからね、 知つ て 居る M^ U、 今度の 1 11 には！^ 家 
として 福 ^ か 當選 したら、 フ 。修も 大ぃに mo ヴて 力 じたん さ。 それで 姐 ss Ii E 沪ぁっ て 

それ-、- {tc し •たいべつ  ゐ —くわい  ゲ く. 7  : -、 

其 ガ濟次 第 別に-慰 勞會と 云 ふやうな 名で、 格別 盡力 した 連中を 觀街す るんだ、 ss if へよ 郁 

*  i  じんけいた、 •  わ， ブ 

大人 携帶 とい ふ譯な んだ から、 是非 お前 も 出なければ ならん 。驚く よ〇齡 の齡 #A では 富， 111 

3 ぃくん  P  や 丨 

G r 君と 來たら 評 ¢1 な もんた。 會 つたこと Q 無い 奴まで、 ■お前の 事は 知つ T sるんさ。 sc o 

^ n. じつ  じ 1: ん  さ  、- ，つ  co 

で、俺も實は自慢でね、然う評判になつて見ると、輕バしくル衍かれるのも面白く2い、 ( 


餘り顏 を 見せん K が 歌 ii で 把い けれど、 船し 近頃の やぅに «; ってば かり 居ろ のは、 第 一衛ぅ 

.、  たう ざ さ.？'^ 

^ 2 お まへ ^' くない。 實は 俺は 日曜 每に •お前を 連れて 出た いん さ。 お まへの 來た t, 座は 然 ¢3 
で 5 たぢ やない S。 £ を *5 ん でから、, フ 、ぁれから 半年 ばかり 經 つてから だょ、 

_ り 出な くな つたのは、 それでも ® I 分 彼 地此地 出た ぢやな いかね。 

善し、 霸^^ たか、 ぅ！ ms い、 gl い。 お前 もお飮 み、 之を 半分 上げ やぅ か。 澤 山' た？ そ 
れ ^ から お前は！ S 滋で 可 かんと 謂 ふん さ〇ぢ や、 酒の XI らんのを 飮むと 可-い。 寄 鍋は 未 か 0 

, *  > 3  —  ノ  A 


せいやう しつ 


5 


む、 龄がに ダ 齡が して あるから、 來 たら 言 ひに 於る？ それは 善い、 西洋 室の 寄 鍋なん か 


あれ  なが ひ a ち  さしひか ひ かぎ 

は 風流で ない、 那は 長火鉢の 相 對に限 ろん さ 


〇 


可、か，ュ、福费の ^: 街には岐齋させるほど美しくして出て貰はなけりやならん。それで、 
着物 だ、 何 か！^ ければ 早速 椿へ やぅ、 お まへ が 是な らば 十分と 思 ふ 服 裝て隆 として 推 出す 
んだ ね、！ i して お fii 此頃 は餘り 1: 衣に 一^は んぢ やない‘ か、 可かん ょ。 いつでも 此の 小紋の 


羽織の 寢忱 けたの ばかりは 恐れ. るね ふ^! 伊の！^ を 着ない のかね、 船は 好く S: 口 ふに 
な。 

¢> 5 つ て  ぞ こ > , 

明後日は 日曜 だ、 何處 かへ 行かうょ。 其 着物を 見に j 二 #5 へで も 行かう か。 いや、 •う/、 
柏 原 G 奧 さんが、 お前の 寫眞を 是非妮 いと 言つて、 1 日 ふ 渡に 聪いく 催促す るんで 范 
ょ。 明日は 用が 有 2」 行かなければ ならん G だから、 持？ 行かん と1 いで。 # た 有つ た 
ね" 無 V そり や 可かん.。 一枚 も 無 いんか、 そり や 可かん、 それぢ や、 哪 ^I ax 寫しこ 行か 

ず ッ  わかが へ  ふたり 

う、 直と 若返つ て 二人で 寫すな んぞも 可い ぢやな いか。 

善し、 寄 鍋が 來た 9‘.  5 あ 行かう 〇  | 

このし つ 

チに！ D r して 宮は此 室を 出で ん として、 思 ふ 所 ありげ に 敗く 窓の ^ kr ffi" を 謝 1>^ たりし が、 
「どうして 這麽に 降る のでせ う。」  .  • 

くた  レ  、 

一 何を 下らん ことを 言 ふん' た。 さあ、 行かう^. 0 」 
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r - ' 


I 九 


宮は旣 に 富む と齡ぐ ろと に變 きぬ o ffir r 彼が 此 家に駿 ぎしは、 惑 深き 娘氣の 一圖に 、榮曜 
傲 S の 泥す る ま、 なる 身分を 願 ふを gf とするな りければ 始 ょり 夫の 愛情の 如きは、 有 6 も 
伊 し、 有らざる も 更に 善しと、 殆ど 無用の 物の やぅに ^ め. たりき。 今や 其 願 足りて、 而も 


そ も そ 


V- つ 


i 2 ひふか 


?> 、 ^: 、 A. A 0 U t> o . b ft *o 

遂に饜きたる彼は、 ^: ^; 賢らる、友情の煩はしきに堪へずして、寧ろ影を追ふょりも倭き 


ひそか  あぢは び 

昔の 戀を思 ひて 私に 樂むの 味 あるを 覺ゆ るな り。 


かく  お のづか « A せ *<  ぃミ  六*,. こ  ^  •  / 

恁な りて より 彼は 自ら 唯 繼の 面前を 厭 ひて、 寂しく 垂籠 めて は隨意 に 物 思 ^ を 懌ひた りし 


めんぜん い 


3 


たれ _ 


ず ゐぃ 


よ ろ I 


た 


か a 


i *» たづ A さ  かは  いっかい  しよ せぷふ L5 - 

が、 圖らず も 田 鶴 見の® 内に 貫 一を 見し より 彼の 然して 昔に 變らぬ 一介の 書生 風なる を 見 


ひ ^ t フ  •なほ * い-^-  ゆく す ^ $ 

しより、 一度は 韬 えし 戀な がら、 仍 冥々 に 行末 望 あるが 如く、 然るは、. 彼. ガ 、昔の ま ▲の 


4 fc t> こ 7 tv  1 r; f 

容な るを、 ベ r も 其の 獨を 守りて 時の 到る を 待つ らん やぅに 思 做さる ▲なりけ り 


ひ ^ り 


おも ひな 


(333〕 


其 時は 果して 到るべき ものなる か。 宮 I 脱 0s 心の底を ▼きて、 答を 得る に、 船み o „ も 的 1  紫 
に 又 己に も 知れざる 秘密の 潜める 心地して、 一 M^ には. 束な くも、 又 一面には t にも 松 
にも 信ぜら る、 な 〇〇 

t- x は  たへ •ド こ 

便ち 宮 G 夫 G 愛を 受く  f 難 f 苦しと 思 知りた るは 彼 q 董の ■ の 前，」 懸 せし 日よ 

ミり つ  丨 

りにて、其の戀しさに取迫めては、いでや、此の富めるに饜き、體だるに #5 める家を棄つ 
べき か、 棄て よと ならば 遲は じと 思へ る も ttf なりき 。唯 策て 之を 纪ざ るは 潔 t, 望よ | 梁け な 
がら も、 行くべき 方の 怨を 解かざる を 獻る， ，齡の み。 ^ . 

も： j 

素. よ 〇辑 は 唯繼を £ せ $' りし かど、 決して 之を tfr むと には あら ざり き。 ぎれ ど 今は しも IE? 

に 其 SS るな り。 si へらく、 賺； S そ pi と pep 知ら ざり し P 欺き、 

むなし か r や  しめ  5 

空く 輝ける 富を 示して、 售るべ くも あら ざり し戀 を齡ひ ける よと、 船の 齡⑴獻る料ゲも敝り 

> fe o n あや  t  •  *r  * .  » .  .  • ;3 * 


•  求 (7- ' ^ あや t  を •> ミ  ぶ 

被せて、 彼は 己を 過り しを ば、 全く充 Q 罪と！！ せり。 


3 

C 


通 


此 、—备 —e 一月 十七 ひ 一」、 此の 一月 十七 日 SI ひ 一」、 14 H  u 
事の 忍ばる、 に 就け 一」 isKe,i ふこと 甚 しかり。， S 繼&る 今宵の 樂を授 

くる 此の 歌 •霧す る ばかりに 、前 懇遽曹 て、 i よ；^-^ ^寶を翏| 

f ざれ ど、 宮が 耳には 人の 雾 聞えず し 5 の 音の— いと 能く 響きた る。 
8は_に？てぎ2。_の白きに瞬ぞ讎に變でたる日影は、‘る^^ 

J  -  •よくじつ  ゆき ミ  さまたげ  . 

暖き 光を 蒙き て ^ Q^ fi さければ セ 分の 雪は 其 日に 解けて、 は^^ 翌日は 集 〇妨』 も ぁ 5 b す 

s§^§sr, 

れし 人よ、 此 ewi と 此の 道と を 見て、 皆 泥へ かねて 嘴 r り 出で しも 多 かる。 へし。 まし 

pis,- 

p 難せ し £ 所の s、 默獻 りて，# を ■むる とは 知らず、 見渡 s 通り 乾 
V T? に ®! れ るに 14 されて、 搬 へたり し 人の 出ざる は ぁら ざらん？ に、 往来の 常より 賴 


なる.^ 前 十一 時と いふ 頃、 船み 麟に癒 れたる 車夫は、 泥の_ 掛けた る 還を S しげに 

まろ » くろ ？ > や  づきん  LO,  、そ' 0 

轉 して、 黑 綾の 吾妻 コ オト 着て、 鐵色 縮緬の 頭巾を 領に卷 きたる IL1 十 路に近 き賤 しからぬ 


ふ じん  の 


J-  /  (  しは いひぐ、 b ff ほり  s * よこ  一*  ノ 

婦人を 載せた るが、 南の 方より 芝 飯 倉 通に 來か ▲りぬ。 唯 有る 橫町を 西に 切れて、 ノ X4 の 神 


vr w 4> 


なにがし 


そ 


のぼ 


し {> 


•たち 


ふ 、 


社の 石の 玉垣に 沿 ひて だら/ 

しきが 靈 1一 踏 散 さわ， S を、 爆 車は货 と 弊げ て、 繼に基 を 5: しく！！ へて 


と 上る 道 狭く、 繁き 木立に 南を 塞がれて、 殘れる 雪の if 

だん  > —  ひき ？) 艺 りつき  9 W V い  ゆ {  かま 


か 1C? か 纟  かた 

門には 電燈を 掲げた る 方にぞ 入りけ る。 


すま ゐ 


をん なきやく 


這は 富 山 唯繼が 住居に て、 其 ©, * 1 #; は宮が 母な り 〇  K は擬に 會社に 出勤せ し 後に て、 搬飯 

力み ゆ ひ  いまがた  そのぁ ^ は  もんよ ぶた、  こく、 ろ、 〇 こ 

に來 れる髮 結の 今方 歸 行きて、 まだ 其 迹も 掃かぬ 程な り〇紋 砑 二重の 却 fel 鼦子を 掛けた る 


お ほ t ろ まけ 


大圓髭ょり水は滴るばかりに、玉の如き麟を §| 締のハンヵチィフに卷きて、 &^ ぎ纪などに 

しき 、 っちし わぶ (? •*、、  • 

や 連に 打 咳き つ、、 宮は奧 ょり 出迎に 見えぬ。 其の 故と も覺え ず 餘に篆 主 ® : 取 ば、 13 ハひ一 0.^ 4〇 
に 母が 心を 驚かせり。  C 


r  ノ 

.し VP 

4 


断 ぁる 身 なれば、 宮は 月々 i: 豕 なる 兩 親を 見舞 ひ、 母 も 同じ ほど 訪ひ皆 つ^^ をは 止 l 
無き 隱居 の 露 T5 ぼるな 〇。 销 ^; 対 線 が心は娘 0 身の蒼そ、其家榮ぇ、甘一(身免泰に、瓦 0 、 

•なる； たらん やぅに、 吾が f  Is 親と いふ 親は、 皆才覺 無く、 仕 合 薄 
くて、 ^ f «T は氣の 毒なる AI 象跟 、と aT flG ff- らる 、なりけ り。 然れ ば月每 に 彼 力亭 


、h  せいこ、 フ  がいせんもん  すぐ  r  *  ノ 3 

m を A るよ、 1E に 人の 母 夂 る 成功の 凱旋門を 過 るん 地すな るべ I 

,k  .  J  liLf 


A ち J、 t れこ  7、i'i i; 

1娠|、 . 嬉し t、 猶今 T つとにて、 母は， と 奥に ?, れ ぬ。 久しく 垂籠 めて 友 欲し 今‘ 

あるひ ひそか  ^5  も 仁ら 

?' MT ゲ得 たる やぅに 覺ぇ て、 有る まじき 事ながら、 或は 密に貫 一の 報を 齎せる には キノ 
らずや など 把げ て も 恐 じ 0  '  せめては 紙 口 酐ぢた る 胸を 姑く も寬 ぅせんと するな 0 ? ° 
母は 語る べ慕の日頃 «: ~たる ^ 々を措きて、先づ宵ジ.【”运5 

rT/t  t  ? .  や つ  おそ 

ぬ。 同じ 事を 夫に 更 、ぼしを 思 合せて、 •彼は 然ま でに 己 s 羸れ たるを 惧れ？ 


s? j も ; I 


b 


ち ン t から rr 


「说 、？ で も ML 歡も磬 _、k なん ぞ 有りは し， 杏) ん 。餘 り體を 動かさない から、 その 所 爲か 

ふ 3 た t あれ  い 

も 知れません、 ir れ ども 此頃は 時々 氣が影 いで^ "麻 らない 事が あるの。 那 は 血の道と 謂 

章 

ふんで せう ね。」 

「あ、、 それは 血の道 さ。^^ んぞ も持献 にある の だから、 依 樣然だ らうょ。 それでも、 
それで!^ せる や うぢ や 良くない の だから お 賢 f に 診ても らう 方が 可い ょ、 放つ L 措く から 
畢竟 持病に もなる のさ。」 

5S づ 

宮は唯 頷きぬ。 

母は 不圖思 起して や、 汾も慌 忙しげに、  - 
「後が 出来た のぢ やない かい。」  . 

「那樣 事は ありは しません わ。 j 


C343) 


さ  ，つ  5 人た う  な 

「然う 何日まで も 沙汰が 無くち や 困るぢ やない か。 本當に 未だ 那樣樣 子は 無い のかえ。」 
「有りは しません よ。」  へ：  , ■ . . 

「無い のを 手柄に でもして 居る やうに、 何 だね。 一人は もう 無くて 奈何す るの ti らう、 先 
へ 寄つ て御覽 、後悔を 爲 るから。 本當な ら 二人 ぐら 〇 有つ て 好い 時分な のに、 那限 後が 出 
来ない 所を 見る と、 やつぱり 體が 弱い の だね。 今の 内 養生して、 丈夫に ならな くち や 可け 
ない よ。 お前は 然して 平氣 で、 いつまでも 若くて 居る 氣なの だら うけれ ども、 本宅の 方な 
んぞ でも 後が < つて、 甚麽に 待 兼ねて お 在 だか 知れは しないの Ti よ。 內ぢや 又 例 父さん 
は、他は奈何したと謂ふんだらう、情無い奴だ。子を生み得ないのは女の恥だ.つて、慍り 
切つ て 居な さるく らゐだ のに、 當 人の お前と 云つ たら、 可 厭に 落着いて 居る から、 僧ら し 
くて なりは しない。 而 して、 お前は 先 S 內は 子供が 所 好 だつ た 癖に、 自分の 子は 欲くない 
のかね。」 


C344) 


宮も有 繫に當 惑し つ' 

「奶 くない 事はぁりません けれど、 出來な いものは 仕方が無い わ。」 

「だから、 何でも 養生して、 體を 丈夫に する G か專だ ょ。」 

V つ ? i ん こ*^  み 

r 體が弱 vt お 言 ひだ けれど、 自分には 別段 此が惡 いと 思 ふ處も 無い から、 診ても らふの 
も! i だ L . けれどもね、 阿 母さん、 私は 疾から 言は ぅ/、 1 思つ て 居た のです けれ 

ど、 實は氣 に懸る 事が ぁつて、 それで 始終 何だか 心 持 か 快くない の。 其の 所爲で 自然と 體 

、  • 

- も 良くない 力 知らん と 思 ふの ょ。」 

母の 其 目は 瞪り 、其 膝は 前み、 其 胸は 潰れたり。 

「奈何した のさ！」  . 

• •> 0 1/ さ J fe こ 

宫は俯 きたりし 顔を 寂しげ に 起して、 

「私ね、 去年の 秋、 貫 一さん に 逢つ てね . 。」  . 


(  345  ) 


「然 かい！」  .  ? 

ss ii に 聞く に 齡 祇齡 の ^ く、 母は 其の 藤 ふる 聲をも 潜めて、 まして 四 邊には 油 斷も あら C 34 

ct 1 ハ 

ぬ氣 勢な り。  •  .  • 

「勝で。.」  . 

「內 ，の ^ へ も 金 然爾來 の 樣子は 知れない の？」  • 

「あ 丄〇」 

il r 」 

「あ ふ。」 

「奈何して 居る と 云 ふやぅな 話 も？ 」 

一.  •  •  -  -  \ 

「あ、。」 

恁く纔 に 應ふ るの みに て、 母は 自ら 湧せ る 萬 感の 渦の 裏に 陷 りてぞ 居た る。 


「说 ぅ？ 阿 父さんは 内 證で知 つて お 在ぢや なくて？」 

「い ▲ぇ、 ^ I ぎ 事は 誌い ょ。 何處で 逢つ たの だぇ。」 

官 ょ 其の！^ を 語れり 〇聽 居る ta は、 彼 〇 事無く 其揚を as れ得て し 始末を 群 かにす るを 俟 

I  >  k  >  .1,1  \ 


いで 


っ454 


fj い 2. ん 


.  '  つ {? £{い 2 人  あぶらあせ しぶ 

ちて、始めて歡斯を1^したるやぅに ^; と息を『きぬ0實に彼は熱海 0 _阛にて腻汗を搾ら 
れしガ ヂ觀さを思 合せて、 憂き目を fil ねし 宮が！ ^萌を 、不皆 とも、 擎し とも、 今更に 親心 

を 難む るな り： r る‘ せ 4 象し 肇ょ りは 二 i に宮 が一 則ぎ こ大 障^^ 


お 5 ! やか 


C 


〇 


を 案じて、. 母は なか/、 心 穩なら ず- 
「而 して m 一は 奈何した え。」 

「お 0 ti 知らん顔を して 別れて 了つ た •けれどへ 

,  5 

「あ'  それから！」 34 
s il なの tf けれど、 駿^ 氣にな つ T ね。 それ も . ffl 世し - T- 於%. になつて 居 6 のなら、 然 


う 


- 


3 パ 


なり  やつ  きまり わ， 0 

も思はないけれど、つまらない風采をして、何だか大變羸れて、私も極が惡かつたから能 

み す s * b » んちや ぅ 

くは 見な かつた けれど、 氣の 毒の や •フ に身窄 しい 樣子だ つたわ、 それに、 聞けば ね、 番町 

は、 フ  ぢめん  かさく  5 ら- つ 4' や ツ は， り そ こ 

の 方の 鰐 淵と かいふ 地面 や 家作なん ぞの 世話を して 居る 內に使 はれて、 侬樣其 處に居 るら 

-  -  -  ... -  I  1  r 

し ^ の だから、 好い 事は 無い のでせ ぅ。 那 して 子供の 内から、 一處に 居た 人が、 那麽 にな 

つて 居る かと 思 ふと、 昔の事を 考へ 出して、 私は 何だか 情無くな つて . 。」 

彼は 襦袢の 袖の 端に 窃と眶 を 挲 りて、  , 


3 


「好い 心 持は しない わ、 ねえ。」  ‘ 

「へえ、、 那樣 になつ て 居る のかね、」 

i' ほいろ ?> や  お そ  / 

母の 顔色 も異 しき 寒さに や 襲は る、 と 見えぬ。 

「それ迄 だつ て、 憶 出？ ない 事は 無い けれど、 去年 逢つ てからは 毎日の やぅに 氣にな つ 
て、 可 厭な 夢なん ぞを 度々 見 6 の。 阿 父さん や、 阿 母さんに 會ふ 度に 今度は 話？ ぅ、 今度 


は 話さう と 思 ひながら、 私の 口からは 何と無く 話し 難い やうで、 實は 今迄 g はすに 居た G 
V, けれど、 其 事が 初 中 終 苦になる 所 爲で氣 を 傷める か G 體にも 障る のぢや ないかと" 然ふ 
f ふので す。」 

思 If る やうに 母は 或 方を 見据磊 つ ▲、言は 無くて 頷 § 居たり。 

「それで、 私は +阿使さんに相,して、貫一5んを奈何かして上げたいの I 那時に 那樣話 
も 有つ たので せう。 而 して侬 舊嶋澤 の 跡は 貫 一さん じ 取して 下さいょ、 それでなくて は 私 
の氣が 15 まない から、 今迄は 行方が 知れな かつた から 爲方が ない けれど、 聞 合せれ は 直に 
把る G だから、 其を撤 つて 措い ち や 此方が 惡い から、 阿 父さんに でも 會つて 貰つ て 何とか 
話を 付ける やうに して 下さいな。 {ffi? して f 來通に 內で 世話を して 甚麽 にも 彼 人の 目的を 達 

ザ  . 

しさして、 立派に 吾 家の 跡を 取して 下？ い。 私は 然 うしたら 兄弟の 盃 をして、， 何處ま でも 349 j 
i: k o> 兄さんで、 末始終 力. になつて 欲い わ。 一  C 


宮が ^- 1: 1決して內に自ら欺ぎ、又私て外に他を欺くにはあらざ0き。影をも傻く隔の關う 
の 遠 i- l Ae として 於ぎ ルょり、 近き 他 A' G fitl: に 3: を 殺さん、 ぞ 、同じく 受くべ き 苦痛 C35 
ならば、 其の 忍び 易き に 就かん と 冀へる なり。 

「それは 然 でも あらう けれど、 隨分考 へ 物 ' ff ょ C 彼 人の 事なら、 內 でも 時々 話が 出て、 何 
處に 奈何して 居る か 知らん つて、 案じな いぢ やない けれど、 阿 父さん も 能く お 言 ひ G さ 、 
如何に 何 だつ て、 餘り貫 一の 仕 打が 憎い つて。 或 程 それは、 お前との 約束ね、 K を 反古に 
したと 云 ふので、 齢の！ i いもの、 事 ti から 腹 も 立たう、 立たう けれど、 お前 自分の 身の上 
も 配 ボ考 へて 見る が 可い わね。 子供の n から 那 して 世話にな つて、 全く 内の お蔭で 左 も 右 
も氮^ < にもな つたの ぢやな いか、 其の 恩 も 有れば、 義理 も 有る の ?; ‘ らう.。 そこ 所を 些と考 
へたら、 あれぎ り をして 了 ふ ^. ん て、 那麽ま あ面抵 がましい 仕 打 振を する つてが 布 6 
もの かね。  パ  .  • 


* の やくそく 


S 


す 


それ ぢや那 約束を 反古に して、 もう お前には 用は 無い から 奈何で も獨で 勝手に 爲るが 可 
いと 云 ふやうな 不人情な ことを 假 初に も爲 たの ぢやな し、 鴫澤の 家は 讓 らうし、 所望なら 
洋行 も ii せ やうと 症 言 ふのぢ やない か。 それは 一時は 腹 も 立たう けれど 好く 了簡して 前後 
を考へて見たら、萬更||の解らない話をして居る处ぢやないのだもの、私達の顔を立 1 " 
くれたつ て、 舰 11 に S3? も齡 りは しまいと 思 ふの さ。 而 して お 剩に 、阿 父さんから 十分に 譯 

あ こ-にさ  こヅち 

を 言つ て、！ i を 低げ ない ばかりにして 賴んだ のぢや ないかね。 だから 此方には 少しも 無理 


は ず  あン t し* b すぎ 

は 無い 箸' たのに、 貫 一が 餘り 身の程を 知な 過る ょ。  ' 

あの ひ ミ  お肀  お A. がへ し  ( 

それは ね、 阿 父さんが 昔 彼 人の 親の 世話になつ た 事が ある さう さ" 其の 恩 返なら 行虛の 


から ？-: 


無い 軀ゼ 十五の 時から 引取つ て、 高等 學 校を 卒業す る 迄に 仕上げたら、 それで 十分 fi ら 


L ノ 


ぢやな いか。 


し かた  各ぅ ち や. フ  わヒし  t 

全く お前、 貫 一の 爲方 は增 長して 居る の t: ょ。 それ だから、 阿 父さん だつ て 私 だつ て、 那 


3 


議 


-■ ッ V. 


.0 


-楚 


事は ありは しないょ。 それ ぢや何 ほ 何でも 不見識と やら ぢやな いか Lf 

其の 不見識と やらを 嫌 ふょりは、 別に 嫌 ふべ く、 濯るべく、 警むべ き 事 あらす やと、 母は 

ひ そ. ？\おもん » か 

私に 慮れるな り。 

こ 0 ^. ミ 

「阿 父さん や 阿 母さんの 身に なつたら、 然ぅ思 ふのは 無理 も 無い け、 n ど、 どぅも 'LL ® ぢや 
私が 氣-か 濟まな いんです もの。 今にな つて 考 へて 見る と、 貫 一さん が 惡いの でな し 、 义さ 
ん阿母 さんが 惡いの でな し、 全く E? 一人が 惡 かつた ばかりに、 貫 一さん には 时-ハ乂さん河母 

やツ之り  . c i' 

さんを 恨ませる し、 阿 父さん 阿 母さんには 貫 一 さんを 惡く 思は せた の fi から、 依 樣私が 伸 
へんつ. て . Ttl 々■に 爲な ければ 濟まな いと 思 ふんです から、 貫 •一さん の惡い の U、 どぅぞ 私 
に 被 じて、 今 ぼの 事は 水に 流して 了つ て、 改めて 貫 一さん を 内の 養子に して 下さいな 。若 
し然な れば私 も それで 苦勞が 減る の だから、 屹度 體も 丈夫になる に 違 無い か •し、 是非 然云 


ふ 事に 阿 父さんに も 賴んで 下さいな、 ねぇ、 阿 街 2 ん。 辦 して 下さらない と、 私 觀 
を 惡く する わ。」 

:惩 く. 言 出で し宮が 胸は、 斯に盡 く 其 罪を 爆 悔した らん やうに、 4 デの 凉 しきを 覺ゅ るな り 

き。  -  • 

*•.- 人な  かへ  せ ゐ 

r 那樣に 言 ふの なら、 還つ て 阿 父さんに 話を して 見やう けれど 何も 其の 所 爲で體 が 弱くな 
ると 云 ふ 譯も無 かりさうな ものぢ やない か 0 」 

「い、 ぇ、 全く 其の 所爲 ょ。 始終 それば かり 苦になつ て、 時々 考込 むと、 實に磁 らない 心 
持になる ことがあ るんで す もの。 此閒逢 ふ 前までは 那樣 でもな かつた の だけれ ど、 術から 
急に ！— 然} ね、 何と 謂つ たら 可い の だら う I 私が 1 麽に不 仕 合な 身分に して 了つ たと 
然う思 つて、 然ぞ IH んで 居る だら うと、 氣の毒 の やうな、^^ いやうな、 Ml して 何 ふ、 無く 53) 

の そみ  b の*^ s h o  〇〇 

私は 悲しくて ね。 外には 何も 望は 無い から、 どうか 彼 人 だけは 元の やうに して、 邦の 像し C 


い ik 於で、 *1 配 一 k 父さん や 阿 母さんの 世話を して 賞つ たら、 ®; 麽に 嬉しから ぅと、 那樣 
事 ばかり 考へ ては ■いで 居る のです。 

いづれ 私から も 阿 父さんに 話を します けれど、 當面阿 母さんから 好く 此譯 を然ぅ 言つ て、 
來 1 田に 賴んで 下さいな。 私 二三 日の 內に 行きます が。」 

.礎れ ども 母は 投 im、  . 


3 ん & 


七ん ., 2 


4 

5 
3 

C 


かんがへ  - 1 L 

「私の 考量ぢ や、 どうも 今更ね え 


〇 


「听慷 さんは！ 何も搬 1 ^ に 貫 一さん を惡く 思は なくた つて 可い わ、 折角 話を して 貰は ぅと 

思 ふ!^ さんが 船 r ふ氣ぢ や 姬も阿 父さん だつ て 承知して は 下さるまい から….， . 。し 

*「 お前 •かそれ までに 言 ふ もの だから、 私は 不承知とは 言は ない けれど . 。」 

「T いの、 不承知な のょ 0 阿 父さん も g 把 貫 一さん が 僧くて、 大方 不承知なん でせ ぅから、 


せつ かく 


あて 


私は % 據に はしない から、 不承知なら 不承知で も 可い の。」 


淚含み つ、 宮が 焦心に なれる を、 母は ^ 1 ^! ひて、 

一  「まあ お聞きよ 。それは、 ね、 . 0  1 

「阿 母さん、 可い わ —— 批、 可い の。 i 

•-  「可かない よ。」  .  、 

. 

「可 かなく つても 可い わ。」 

.  . - 

f あれ、 まあ、 . …何だ ね。」 

「どぅせ 可い わ。 私の 事は 管つ ては おくれで ない の だから . 〇- 

ほ ^ ほし なきご5!  つ  おさ  せ Sr く  ミ* 

我. にも あらで 迸る 泣聲を 、衝と 袖に 抑 へても、 宮は氣 來る淚 を h めかね たり 0 
「何も ぉ前、 泣く ことは 無 ぃぢ やなぃ か。 2; ちな 人 だよ。 だから ぉ前の 言 ふことは 齡 つて 
居る から、 内へ 歸 つて 善く 話を した 上で …： •• . 0 」 

さ  ブ  • 

•  「可い わ。 そんなら、 然ぅで 私に も 了簡が あるか， ら 、貧 M5 とも 私よ 自分で^! る bo」 


(355  ) 


そんな 

r 自分で 那樣 事を 爲 


るなん て、 それは PI" くないよ。 痣 安 ふ 事は 決して お前が 自分で 爲るこ 
とぢや ない の fi から、 それは 可け ません よ。」 


. . C」  , 

「歸 つたら 阿 父さんに 善く 話を 爲 やうから、 . 泣く ほど G 事は 無 いぢ やな U 力ね」 

r たから、 阿 母さん も ば. 私の 心を 知らないの ' fi から、 鼠 紙が 無い、 と 謂 ふの よ。」 

「ダ 度 お 言 ひな。」 


「言 ふわ。」 

象が ほつ 

眞 颜 


がんくび 


くぐ ノ 


傾れる 母は 火 S1 に‘ P 煙管を I けば ふ ff, 持の 暫く f れて 弛みし 雁首は、 ほつ 
& けて 船の 中に 妃 込みぬ。 
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困 f 

||1 |§に受けし貫一が露 ^5 龄いも赌慰す_せしむべかりしを、齡に數個所31 

I  4 Q 、 > *•  > tt L つ  \x t> A ひ^^し  v/ t> •，ふ^^ Ji ^-f5 

と 艇ハに、其の凳 ^ 'へからざる若千の挺患を得たりしのみにて、今ゃ日增に康復の步を趁ひ 
て雨撒け.にも自ら艇25を擬け得る身となりければ、一日一夜を爲す事も無く、べッドの上 


めて 彼と 最も！^ なる 關係 あるべき を 疑は ざるまでに、 蒲 枝の 頻繁 病を 訪ひ來 るな り， : 二 月 

b fc し a つに ふ  ぅば さ  ひろ t t 

に 亙る 久しき を 彼の 美しき 姿の 絕えず 出入す るな れば 、噂は 自 から 院内に 播 りて 博士 CD 

{  )  9  、、 5: み «> ゆ A • li ベ ^ け. JT  3 

某 さへ 終に 配. 33 れ て、 間 見の 步を 此に枉 げられ しとぞ 傳へ 侍る。 始の 程は 何者の 美形と 357 

くるし  な， r て  ビジ  u」 / C 

も 得 知れ ざり しを、 醫員の 中に 网の 困め られ しが ありて" 名著の 美人 クリ ィムと 洩せ しよ 


よろこ 


S もな 


り、 いと f 人の 耳を 驚かし、 目を 悦ばす 種とは なりて、 貫 一が 浮 名 も 之に 作 ひて 唱はれ け 


8 

5 


さ  V W 


か ;? 


、め まり 


然 りとは 彼の 曉るべ き 由 無 けれど、 何の 廉も あらぬ に 足 近く 訪はる ▲を 心 憂く 思 ふ 餘に 


一度なら ず 滿枝に 向 ひて 言 ひし 事 も あり けれど、 見舞と いふを 陽に して 訪ひ來 るな れば、 
理 として 好意を 拒絕 すべきに あらず。 然は 謂へ、 這は 情の 掛苠と 知れば、 又 dn んじて 受く 

A  * 

べきに も あらず。 而のみ ならず、 彼は 素ょり 満 枝の 爲人を 悪み て、 其 貌の 美しき を 兒ず、 

*」 つ  く  *  なほ かつね し  あ 7  きづ *' 

其 思の - to- なる を 汲まん ともせ ^ るに、 猶且主 ある 身の ®' 〇 て 仇名 もや 立たは など r 遣 はる 
るに 就けて、 貫 •一は 彼の 入來 るに 會へば 、冷き 汗の 湧出 〇 ると與 に、 創 所の 遽に 疼き 立ち 

fc r あ？-  おのれ  しび  じ  われ  ミが  かひ 

て、 唯異 しく も 己なる 者の 全く 痒ら さる、 に 似た るを、 吾な から 心 弱し と尤む れ ども 効 無 
かりけ り。 實に 彼は 日頃 此煩を 逃れん 爲に 努めて 此敵を 避けて ぞ過 せし。 今 彼の々 は 第 
二 醫院の 一室に 密封せられ て、 而も 隱る ▲所 無き ベ， ドの 上に 橫はれ  'は、 宛然 俎板に 上 


•れる 魚の 如く、 空しく 他の 爲 すに 委す るの みなる 仕 合を、 St' 锈 らんと ばかりに it ふるな 

り 〇 .  .  .  :.  -  ./  , < !,' 

恁 6 苦しき 枕頭に 彼は 又 驚くべき 事實を 見出しつ ▲翻， へつ^ jh ®? が ば、 狐らざる 點の旣 
に逮 ベる 迷惑は、 其の 藁 蒲團の 内に 針の 包れ たる 心地して 今 f 彼の 病む と 謂は r、 恐く は 

そ a ナ >2 ,r* 

外に 三分を 患 ひて、 內に 却つ て 七 分を 憂 ふるに あら ざらん や。 貫 一 も 其を こそ 懸念せ しが、 
果して 鰐 淵は 彼と 滿 枝との 間を 疑 ひ 初めき。 彼は 又 鰐 淵の 疑. へる にがりて、 其 人と 滿 枝と 
の 間を も 略 推し 得た るな り。  . 

例の 煩は しき 人は 今日 も 訪ひ來 つ、 而も 仇なら ず 意を 籠め たりと 覺 しき 見舞 物な ど 持ち To 

t く  ら も ^ 

はや 一時間 餘を 過せ ども、 彼の 枕頭を 起ちつ、 居つ して、 なか^ 歸り 行くべく も 見えず。 

あなた  さ  f  ふ 

貫 一は 寄付け じと やぅに 彼方を 向きて、 覺めな がら 目を 塞ぎて いと 靜に 臥したり 〇附添 婆 9 
の 折から 出 行きし を 候 ひて 满枝は 椅子を 躅り 寄せつ i 、  C 


5 fc 


あた 


「間さん、 問さん、 貴方、 貴方。」 

と 枕の 離を 指 もて 音な へど、 眠れる にも あらぬ 貫 一は 何の 答を も與へ ず。 蒲 枝は 起ちて ベ 
: 卜の搬 沪へ觀 り 行きて、 彼の 寢顏を 差观 きつ。 

「間さん。」  . 

猶 答へ ざ •りけ るを、 輕く 肩の 避 %! 搬ぜば 、貫 一は， るを も 知らざる 爲は しかねて、 始めて 
目を 開きぬ。 彼は 想く & め たれ ど、 蒲 枝は W ほ 覺め ざり し 先の 可懷 しげに 差 寄りた る 態を 
配が すして、 其 手を 彼の 肩に 置き、 其 顔を 彼の 枕に 近け たるま、、 
f 船 矿& r 話を し S かなければ ならない 事が t?? いますから、 お聞き 下 
さい まし Lf 


ゐら 


「あ、 ま ' fi 在し つたので すか 0 」 


「い. つも® 鹿を 致して、 緣ぞ御 迷惑で ございませぅ 〇」 


(.  36。 ） 


o 


* た  む 5 


「外で も ございません が . . . 〇」 

彼の 隔 無く 身近に f る ▲を nil 忌し と & へは、 貫 一は 故と 寢返 りて、 椅 7* を ® §た る 方に 向 

14 (1 

a.: り、 


こちら 

「どうぞ 此方へ。」 


lltl が. か il れる ri 枝は、 飽くまで 僧き 事を 爲る よと、 持てる ハンカチ ー ノに 


ヴ 


を 打ちて 


傲までに 辉 ばれな がら、 研 ほ 此人を 凝は では ビ まぬ 我 身 かと、 効 無く も餘に 輕く弄 ば 〇 


を うて frv ゲた り。 然れ ども 貫 一は 直に 席を 移さ f る 蒲 枝の 爲に 、再び 言を 費さん とも 
爲ざ りけ り。 


氣 1 尚なる 彼は 胸に餘 して、 聞え よがし に- 


6 

3 


ノ  / つ、 ベつ tt ^ t> fc v^  し 

「ぢ、 貴方には、 ffii 蔑され て 居る 事を 知りながら、 何故 私腹を 立てる ことが 出來な いのでせ 


C 


-V 


1 


じつ  あ： 

0 實に 彼方は！」 


蒲 枝は 彼の 枕を 掘へ て 園 ひしが、 貫 一の 寂然と して 眼を 閉ぢ たるに 益 Iff ちて、 
r 餘り酷 ぅご ざいます よ。 間さん、 何とか 仰 有つ て 下さい ましな 〇」 

彼は 甚へ ざらん やぅに、 苦りた る 口元を 引 歪めて、. 

「別に 言 ふ 事はありません。 第一 貴方の 御見舞 下さる のは 難冇 迷惑で . 

「何と 有 仰い ます！  〇」 

「以来は お見舞に お出で 下さる のを 御辭 退し ます。」 


ふる 


せきぜん 


まなこ € 


つめよ 


「貴方、 何、 と… 

満枝は 眉を昂 げて謀 奮せ たり。 貫 一は 仰ぎて 眼を 塞ぎぬ 

繫 より 彼の 無 1? 船なる を 蒲 枝は 知れり。 彼の 無 愛 相の 己に 對し ては 更に 基し きを 加 ふるを 


その おもて 


i 基 n く 知れり。 谲 K が 手^ 5 は、 今 其 外に顯 はせ る やぅに 決して 內に惊 へ かねた るには あ 
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ず。 恁 して 其 人と 諍 ふ も、 亦惬 はざる 戀の內 に 聊か 樂む 道なる を 思へ るな り〇淚 齡^! め r: 

る igw」、. いつ v に 露の！^ なる。  . 

「お 内に も 御 病人の 在る のに、 早く 歸 つて 上げた が 可 いぢ やありません か 〇私も 貴方に 艇 
々來て 戴く のは 甚だ 迷惑な のです から。」  -  . 
「御迷惑は 始めから 存じて 居ります 0 J 
「いゝ や、 未だ 外に 此頃 のが あるので す。」 

「あ、 丨饌 淵さん の 事では ございません か。」 

「まあ 然で す。」  , 

「それた から 私 お 話が 有る と 申した のでは ございません か。 それを 貴方は、 私と 謂 ふと 何 
でも 管 陶しが つて、 如何に 何でも 船！！ に 傾る もの ぢやご ざいません ょ〇其 事なら ば 貴方が Q 
御迷惑 遊ばし 一」 被 在る ばかり ぢやご ざいません。 私 だつ て つ 一」 が るか 知れょ 致し C 


ません。 此間 も ^ 淵さん が 1 k' 厭な ことを 容仰 つたので すっ 私些も 管 ひは 致しません け わ ど、 
船で もない、 貴方が itt5 *l 御迷惑 あそばす やうな 事が あつて はと 存じて、 私 其を、？ 配 致し L 
居る くら ゐなの でございます。」 

1 i ざるには あらね ど、 貫 一は 絕ぇて 應答だ に爲 ざるな り。 

そんな ,J や 

「實 は黯 から お 話を 申さう とは 存じた ので ございます けれど、 那樣可 厭な 事を 自分 G 口 か 
ら帕黯 い しく、 却つ て 何い 御存じない 货が 可から うと 存じて、 何も 申 上げずに 居つ たので 

、-*  」 fe 「 ^ t> たくし  こま 

ございます が、 鵠淵樣 の 把 ] Lt" 春 仰る のは 今に 始まつ た 事では ない 0 で、 もう 私實 に窮 つて 
居る G でございます。# 料 妍い撕 禮な ことを $ しては 配げ て^るので すけれ ど、 ^ 淵さん 
は私が貴方を慰配に . と 云 ふ 事は 御存じな かつた のです から、 それで 濟んで 居り ま- 

9  たづ  しげ 

した けれど、 貴方が 御 入院 あそばしてから 私恁 して 始終 お訪ね 申します し、 鰐 淵さん も頻 
»^ tv Ar tos で！^ 奮に 管 所から、 何とか 無 ひなす つたので ございませう。 それで 此 


ち  t v? > 


364 , 


間は 到頭 其を 有 仰つ て、 譯が 有るなら 有る で、 隱さず に 話を しろと 補 W るの ぢやご ざい ませ 
んか 。私爲 方が ありません から、 お 約束を したと 申して 了 ひました 0  1 
「ぇ！」  と 貫 一 は繃帶 したる 頭を 擡げて、 彼の 有 皆颜を銳し祖く抓^史れり〇满枝 

さすが * や t ちく  4 ff の 5 .W ん  n ff み  もみ 

は 有繫 過を 悔ぃた る 風情に て、 や をら 左の 抉を 膝に 搔鴕せ 、牡丹の 蒼の 如く 揃へ る 紅葉 al 
.の 樹を P っ ^ & |; る. 1: ^ て居たり。 
r 實に怪 しからん！ 謊なこ とを 有 仰つ たもので す。」 

.萎る " 倆 枝を 尻目に 掛けて、 

「もぅ 可い から、 早く お 還. り 下？ い。」  _ 

かつ  いかり まか  なか； W おこ  -U 、  Li  4 f  zr"  "i  s 

彼を 喝せし 怒に 在せ て、 半 起したり し is, を投 倒せば、 腰部の 趾 所を 强く抵 て'  得堪へ す 
呻き 苦む を、 不意な りければ 蒲 枝は 殊に 惑 ひて、 

「どぅ 遊ばして？ 何 處ぞお 痛みです か。」 
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u  ••s a. 

.手早く 夜着を 揚げん とすれば 拂 退けて、  フ 

•  s 

「もう お還り 下さい！」 C3 
曾 放ちて 貫 一は 例の M5 を 差 向けて、 遽に打 鎭り 居たり。  • 

「私 還りません！ 貴方が •う 酷く 杭 術れば’ 、以^% りません 。いつまでも 居、 b れ .6 軀では ’ 
ない ので ございます から、 順し く 還る やうに して 還して 下さい まし 0 」 

いとは したなくて 立てる 蒲 枝は 艱の 1  口く に 驚かされぬ。 人來れ るは 附添婆 か、 あらず。 看 
〃護 婦か 、あらす。 國手 の囘診 か、 あらず。 小 使 か、 あらず。 あらず！ 

Sr 變齡慰 辦の^ ^ なる 一一 £1 ボ SS F S1 る の 起 紳 dtL は r 心と して 入來り しが、 内の 光景 
を 見る と— 胸惡き 色 up 出で ぬ。 雲は £少 く  ■て たれ ど、 然し も顯 さで、 

.猶 かに 小 腰を 屈めて、 

「おや、 お出 あそ 11 せ、」  • 


一 ほ ▲、是 は、 每度お 見舞 下さつ て。」 

词じく慇勲に會釋はすれど、疑も無く瓜|1の意を示せる知 11 051 ^光 11 ?1 フ女の橫顔を|^ 
せり。 靜に 臥した る 貫 一は 發作の 来れる 如き 苦 惱を感 じつ ▲、身を 起して 直行を 迎ふれ 

•  痛 

「奈何 じ やな、 好え 方が お見舞に 來て 居つ て 下さる で、 可え の 〇」 

打 付に 過ぎし 言を 二人ともに 快から ず 思へ ば、 頓に 答は 無くて、 其揚 0 白けた るを、 然こ 
.そと 謂 はんやぅ に 直行の 獨〇笑 ふなり き。 如何に 答 ふべき か、 如何に m 擎くべ きか、 如何 
に虚す べき かを 思 煩へ る 貫 一は 艱しげ なる 顔を 稍 ル^: けたる に、 今はなか^^  11 槪もせ T 
蒲 枝は 椅子の 前なる 手爐に 寄りぬ。 

こう  たく  • せは  たび^^-  _ 

一 然し お宅の 御 都合 も ある ぢや らぅし、 又 お 忙しい 所を 度々 お見舞 下されて は 痛 入〇ま ” 
す。 それ！. 2 是の 病氣も 最早 快ぅな る ばかり ぢやで 御 心配には 及ばんで、 以來お 出で 下さる ぐ 


© は何分お斷り申します 6 。」 

iji  一 1! めた る 邪魔 t を 蒲 枝は 面 僧が りて。 

「いぶん、 もう 1 1^ 致しまして、 此の 御 近 邊迄银 々次 手が ぁり 象す ので ございま 才 から、 
其 0)- 御 心配には 及びません。」 

直行の 眼は 再び S ボ り。 貫 ■一 uf 愁に 彼を 窘め じと 傍ょり 言を 添へ ぬ。 

しかるべ く 

「每度 お訪ね 下さる ので、 却つ て 私は 迷惑 致す のです から、 どうか 貴方から 可 然御斷 り 下 
.さる やうに 〇」 

r 當人も お 氣の 毒に 思うて 规の樣 に 申す で、 折角では あります けど、 決して 御 心配 下さら 
ん やへ >に* のう 0 」 

「，お見舞に 上りまして はお 邪魔になります る 事なら ば、 私 差 控え ませう。」 

蒲 枝ょ， 色を 炉 して 直行を 打 見遣りつ ▲、其 面を 引 廻して、 旋て 非ぬ 方を 目 戌り たり。 
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そんな わ 0 


f いや、 いや、 な 決して、 那 樣譯ぢ や 〇」 

「餘 りな 御挨梭 で！ 女 だと SS SI して! るの かは 存じません が、 それまでの お 指圖は 受け 
ませんで 宜うご ざいます 〇」 

「いや、 那樣に 11 う 取られて は 甚だ 困る。 #; 1! 只 方の 爲を思 ひます ぢ やに 因つ て 


ひつき や 5 あなた 


0 」 


ふ ため 


「何と 拍 W います。 お見舞に 出ます のが、 何で 私の 不爲 になる ので ございませう 〇」 
「それにお^ 着 W 無い？」 

其の 能く 用ゐ る， 截を #1 して、 直行は 所以 溫顔を 作れるな り。 蒲 枝は 稍 急 立ちぬ。 
「ございません！」 

i?> A. fc 

「それは、 お f れいで 撕う 有らう、 甚だ 失敬ながら、 す いぢ や 申して 見やう 。な 貴方 も お 若け 369 
り や！！ い 若い。 若い 男の 所へ 若い * I デが 度々 aix AV したら、 術！^ 事は 無うても、 人が 彼此 言 C 


く。 そり や、 不爲ぢ やあります まい か、 あ，, OJ 

陰には已自ら更に甚しき不爲を强ひながら、人の口どいふも © 、傲までに £1 1だるが¥{夭 
し。 と满 枝は 思 ひつ ▲も、 

「それは 御 深切に 難 有う 存じます。 私は 左に 右、 間さん は是 から お 美しい 御 妻 君を お持ち 
遊ばす 大事の お 軀で被 在る のを、 私の やうな 者の 爲に 御迷惑 遊ばす やうな 事が 斬 M" いまし 
ては 何とも 濟みま せんです から、 私 1 今 亂みま すで ございます 〇」 

^ • b •  ノ  * i rv r: 

「是は 太い 失敬な ことを 申しました に、 早速 お 用ゐな さつて 難 有い。 氣し 閒も實 ガのや う 

かた  3 そ  いは  OJV ft わ し  ら •じん 

な 方と 噓 にも 彼此 言る ▲んぢ やから、 甚麽 にも 嬉いぢ やらう。 私の やうな 色 ' Af ぢや つたら 

死ぬ ほどの 病氣 したて、 赤樫？ んは ■ねても 下さり や^! まいに な 〇」 
t($ t b 

貫 一は 苦々 しさに 聞かざる 爲して 居たり。 


「那樣 事 か 有る もので ございます か、 お見舞に 上ります とも - J 

「然や ぅかな、 然し 這麽に 度々 來ては 下？ り やすまい 0 」  . / 

「それ こそ、 御 妻 君が 在つ しやる のです から、 餘り親 繁：^ ります と . 0 J 

後は 得 言は で 打 笑める 目元の 媚 、ハンカチ ィフ を pi 磁に したる！^ 口 さな ど、 直行は ふと H 
を 奪 はれて、 飽かず 覺ゆ るな りき。 

「は ッ 、は ッ 、は ッ 、すぢ や 細君が 無いで、 此 へは 安心して お出 かな of は 赤樫さん の處へ 
曾 ひます ぞ〇」 

「はい、 有 仰つ て 下さい まし。 私 此方へ 度々 お見舞に 出ます ことは、 宅で も 存じて 居る の 

でございますから。 唯今 も 貴方から 御注意を 受けた ので ございます が、 私 も 用を撼 へて， 

る 軀で恁 して 上ります のは、 お見舞に 出なければ 濟まな いと 考 へます る譯. かご ざいます か 70 

>  3 
らで、其實上りますれば、間さんは却つて私の伺ふのを懊惱く思召して擻 «2 ゲのですから、.ぐ 


それは 私の やうな 者が 餘り參 つては お 目 障 か 知れません けれど、 外の 事では なし、 お見舞 

に 上る ので ございま すから、 那樣に 作らなくても 宜しいで は ございません か。 

然し、 それでも 私 氣に懸 つて、 恁 して 上る のは、 でございます、 宅へ お出に なつた i 歸途 

に 此の 御 怪我なん で ございませう。 それに 未だ 私濟み ません 事は、. 那時大 通の 方を お歸り 

あそばす と 有 仰つ たのを 津守 坂へ お出な さる 方が お 近いと 然 申して お勸め 申す と、 其 途で 

此の 御 災難で ございませう。 で 私考へ る ほど 申譯が 無くて、 宅で も 大相氣 に 致して 勉めて 

お見舞に 出なければ 濟まな いと 申す ので、 其の 心 持で 每度 上る ので ございます から、 唯今 

0 やうな 御 忠告を 伺 ひます と、 私實に 心外な ») でございます、 那樣に して 上れば、 間さん 

は 間さん で お 喜が 無い ので ございませう。」 

»  一 

彼は いと 辛し とやう に、 恨めしと やうに、 さては 悲しと やうに も 直行を 視るな りけ り。 直 
行は 又 其の 辛し、 恨めし、 悲しと やうの 情に 堪へ ざらん とする 满枝が 顔を ば、 竊に 金壺 


いつかく  芑 らか  な がめ い 

眼の 一角を 溶し つ i 眺入 るに ぞ ありけ る。 


さ  いか  よわ か  九 ら  さ 

r 然や うかな、 如何 さま、 それで 善う 解りました じ や。 太い 御 深切な 事で、 間 も然ぞ 満足 


ぢや らぅと 思 ひます る。 又 私から も、 そり や 厚ぅ 御禮を 申します るぢ や、 で、 な、 お 1ft は 

• * ん 一一  おち 

お 禮 、今の 御 忠告は 御 忠告 じ や、 惡う 取つ て 下さつ ては 困る。 貴方が ^ # C 二念うて、 每々 


たづ 


令 L 


しり 吞 


お訪ね 下さる と 思 や、 私 も 實に嬉 いで、 折角 Q 御 好意を な、 どぅか 卻 くる やぅな 失敬な こ 
とは 決して 言 ひたう はな いんじ や、 言 ふのは お 爲を念 ふからで、 是 も依樣 年寄 ^? なん ぢや 
から、 捨て ▲措けんで、 年寄と 云 ふ 者は、 是で 左右 嫌は る ▲じ や、 *? ガも似 1 g 年寄は お 嫌 
ひぢや らう、 あ、。 奈何です か、 あ，, 〇」 

赤 髭を 拈り <て、 直行は 女の 氣色を 偸視つ。 


「然や うで ございます、 お 年寄は 勿論 結構で ございます けれど、 どう 致しても 若い ものは 73 
若い 同士の 方が 氣 •か 合 ひまして 宜しい やうで ございます ね。」  C 


「す. ち やて お宅の 赤樫さん も 年寄で せう が。」 

くち やか ^ 

「それで ございま すから、 もう^^  口喧しくて なりません © です。」 
「ぢや 、口喧しう も、 氣 難しう もな うたら、 奈何あります か。」 

わ t くしす 

「それでも 私 好きませんで ございます ね。」 

士  ぐ  •  」 f  • 

「それでも 好かん？ 太う 嫌うた もんです な。」 

いちがい 


〇  、 


「尤も 年寄 だから 嫌 ふ、 若い から 一槪に 好く と 申す 譯に は參 りませんで ございます = 

ら 此方から 好きましても 他で 嫌 はれまして は、 何の 効 も ご r いません わ こ」 

「Ilf フな 。けど * t 炉の やぅな 方が 此方から 好いた と言ぅたら 甚麽 者で も 可 厭 言 ふ 者は、 


や 


ちん ^ 


「那麼 事を 有 仰つ て！ 如何で ございます か、 私 那樣覺 は ございません から、 一向 存じ ませ 


か r 


そんな 扫ぼ九 


んで ごさいます 0 」 
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「然 やう かな。 はツ はツ 。然や うかな。 は ツはツ は ツ。」 

椅子 も 傾く ばかりに 身を 反して、 彼は 故と らしく 搖上 げ^^て 笑 ひたりし が" 
^5、 奈何ぢ やらう。 赤樫さん は那 言うて 居らる ▲が、 然う かの。」 


ft 


「如何です か、 然云ふ 事は。」 

誰か^#雌雄を知らんとやぅに、貫一は冷然として嘯けり_ 


、 *> そぶ 


「お前 も 知らん かな。 はッ はッ はッ はッ。 」  . 
f 虹 ^ u 自分に さへ 存じません ものを、 間さん が 御 承知 有らぅ 箸は ございません わ。 ほ、 


X  W6  ji  ま ふ 〇  | 

K  /L%  」 

其の 紀 とらし さは 彼に も腦ら じと ばかり、 满枝は 笑 ひ ^ せり。 直行が 眼は 誰を 見る とし 


無くて 獨り耀 けり。 

「それでは 私もぅ お 瑕を 致します。 J 


C  375  ) 


ほ 


「ほぅ、もぅ、お歐^かな。私もはや行かん成らんで、其所まで御一處に0」 

「いえ、 私 ii t" あの 西黑門 町へ 寄り 1 すで ございます から、 甚だ 失 禮でご ‘ $' いますが …… 

. 〇」  , 

「まあ、 宜しい。 其處 まで。」 

「いえ、 本當に 今日は . 。」 

「まぁ、 宜しい が。 實は何 じ や、 彼の 繼の i し％ ; I な、 _?い_,|-ぢやで、_ 
お髮 rs かんと、 「■」 の 盤が 面白ぅな い。 奮に 掛 つたの 論ぢ やから 些ど其 
の お 話を。」 

「では、 明日に でも 又。 今日は 些と急 ぎます でございますから 〇」 

「術, に M にお 急ぎに ならんでも 宜しい がな。 商賣 上には 年寄 も 若い者 も 無い。 然ぅ 嫌は 
れては 奈何 もな らん。」 


〔376) 


姑く推問答の末彼は終に滿枝を拉し去れり。迹に貫一は惡夢の覺めたる如く連におが峋い 
たりし が、 旋て 爲ん方 無げ に 枕に 就きて よりは、 見るべき 物 も あらぬ 方に il-/ だ 果無く 目を 
-  奪 はれ 居 亡り。  . ノ 

I  二 

檜 葉、 樅な どの 古葉の 貧しげ なる を 望むべき 窓の 外に、 庭と も あらず 打 荒れた ろ！ ^ 埸は、 
唯 麗なる 日影の みぞ、 齡 tl sf 餘 して、 そこらの 梅の麗 ^0暌初めたるも、 §! &? 歡％射に, 
情 作らず と 見 ゆれ ど、 春の 色香に 出で たるは 憐むべ く、 打 霞める 空に 來馴 る， 鵪の いと f 
しく 鳴頻 りて、 午後 二 時を 過ぎぬ る 院内の 寂々 たるに、 會ま 響く は 患者の 廊下を 緩ぅ 行く 
なり。  • 
枕の上の徒然は、此時人を壓して殆んど重きを覺えしめんとす。書見せると見えし '0 1 
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>  1 て あそ A づか • »> 

i 辛ぅじて 夢を 結び 居たり。 彼は！ に 夢なら では 有 得べ からざる 怪しき 夢に 弄. はれて •躬 
も 夢と 知り 夢と 覺 3 ん としつ、 、吸 睡の 中に Egl ばれし を if 無く 人の 呼ぶ に駭 されて、 漸く 

齢 y 枕を 齡てっ 0  . 
槪槪として彼は齡ゲ凝せり。べッド 0. 齡に立てるは、其の怪しき夢の中に顯れて、終始相 
離れざりし拉^^其人ならずや。打返し^^靦れども、訪來れる満枝に紛あらざりき。と 
iJE へ、 皮 ま 夢 レ、 あらぬ かを 疑 ひて 止まず。 然るは 其の 眞な らんょり 仍 夢の 中なる べき 

あたり 

を 言ず るの 當れ るを 思へ るな り。 美し さも 常に 增 して、 夢に 見るべき 姿な ど 〇 やうに 四邊 
も呢 «? しく、 57 $^ 成ばかりも|^て、其人の妹なりゃとも見ぇぬ。まして六十路に餘れる 
苑 有て る 身と 誰かは 想 ふべき。 


髪を * F 獻歡松 とい ふに 結びて、 $ビて は M と ¥ ¥1 ■ぎ S 船の みを^; したり。 黑 縮緬の 羽織 


ー パ V 二::;- へ，: ヴ . 


七絲 に樂 器盡の 晝夜帶 して、 半襟は 色絲の 縫 ある 肉色なる が、 頸の 白き を 匂は T やう-. J. て、 
化粧な ども 良 濃く、 例の 腕 環の みは 燦爛と 煩し。 今日は 殊に 推して 來に ける を、 得堪へ す 
心の 尤む らん 風情に て 佇める 姿 限 無く 嬬 きて 見 ゆ。 

「お 寢の ところを 取んだ 失禮を 致しました。 私 上る 害 p はない ので ございます けれども、 

是非 申 上げなければ なりません 事が ございます ので、 些と伺 ひました ので ございま T から、 
今日の 所は どうか 御 堪忍 あそばして 〇」 

彼の 許を 得ん までは 席に着く を だに 憚る 如く" 蒲 枝は 漂 しげに 仍 立て ゐな り。 

「は あ、 然やう です か、 一昨々 日 那程申 上げた のに. . . 。」 

内に 燃 ゆる 憤を 抑 ふると 與に貫 一の 言は 絕 えぬ。 

「籟 淵？ AG 事な ので ございます の。 私 困りまして 奈何いた したら 宜しい ので ございませ 79; 

、 ，  3 

う！ 間さん、 恁な ので ございま すよ O 一  ぐ 


そんな  おツし p 

「あら、 那樣 ことを 有 仰らずに . 〇| 

「失禮 します。 今日は 腰の 傷 部が 又 痛みます ので。」 

「おや、 それは、 お 劇い ことは お 在な さらない ので ございま すか 0  1 

「いえ 1 何 有。」  •  _ 

「どぅぞ お 樂に 在し つて。」 

貫 一は 1 絶ぎ に i 繼 ，の霸 _ けて f け—、 §緊 ら せじと 满 枝は戀 こ P て、 

や ジ  k のれ 

旋て己 も 始めて 椅子に 倚れり。  . 

「貴方の 前で 這 原 事は 私 申 上げ 難いので ございます けれど、 實は あの 一 乍々 日で ございま 
^ : lr 

すね、 那 云ふ譯 で 鰐 淵さん と 御 一 處に參 りました 听が、 !!: g を 食べる から 何でも 附合 へと 

お ツしや 

有 仰る ので、 湯 島 S 神の 茶屋へ 寄り まし S でございます。 ぎ フ致 すと、 毅の翳 にら. 


C  3^0  *) 


c . 


s 、 一  V 
-; 


しい 事を もう  <  執 濃く 有 仰る ので ございます og して 飽くまで 貴方の 事を M ゲて 、始終 


おツ しや 


其を 有 仰る ので、 私 一番 其には 困りました 。蒙の 於 も ぉ S の 無い、 物の 道理が ぉ g りに 
ならない にも 程の 布つ たもので、 一 iff 私を 何と 思 召して 搬磬 のか 存じません が、 奮賣 

1) ょむ 

でもして 居る 者に 戲れる やうな 事を、 それ も 一度？ 度では ない ので ございま すから、 私 
.殘念 で 一昨日な ども 泣いた ので— います 〇で 、此後 二度と, 事の 柄 術れ ないやう に 
私 其揚で 十分に 申した ことは 申しました けれど、 1 g に氣を 週して 擻替 方 S で ございま 
すから、 取んだ 八當で 貴方へ 御迷惑が 懸り ます やうでは、 何とも.^ 譯が ございません から 

ふく 

どうぞ 其 だけ お含み 置き 下さいまして、 惡 からず . 〇 

今度 ぉ會ひ ぁそばしたら、 _ さんが 何とか 截る かも 知れません。 ぎて 御迷惑で 靈 い. 

ませう けれど、 そこは 宜しい やうに あ #: つて 置いて 下さい まし。 それ も 貴方が 何とか §1 じり 

3^ 


いて お斟 あそばす 私の やぅな 者と 譯 でも ある やぅに' _ 仰られ るのは、 然ぞお 辛くて 被 在 


2> ら つし "P 


* き， b 


ませぅ けれど、 私の やぅな 者に 見込れ たのが 因果と お諦め あそばし まし。 

、 • ? 、 

貴方 も 因果な れば 、私 も . 私は 猶 因果な ので ございま すょ。 想 云 ふの か 實に 因果‘ 


2 

8 


謂 ふので ございませぅ ね。」 

_官の 蒙 獨り ■と ■るを 手に せる ま" 

，-ら  ぐ りん  よこた U 

を も 見向かず、 嘗 へず、 頑として 石の 如く 橫れる 貫 一 


はかな 


やる かた 


しを 


蒲 枝は #, • さの 遣 方 無げ に 萎れ 居たり。 然る 


「貴方 も お諦め 下さい まし、 全く 因果な ので ございます から 切て 然と 諦め T f も 居て 下さ 
れば 、それだけで』 助 纪 分か 思が 透つ たやうな 氣が 致す ので ございます。 

間 さし、 貴方よ 也 H$ 私が 慰 K" に 思つ て 居る ことを 卿 日まで も お忘れない やうに と_上 けた 
ら 、お 志は 诀 して 忘れん と销術 いました ね。 お 覺え あそばして 被 在い ませう 。ねえ、 貴方 
よも やお 忘れは 無いで せう。 如何な ので ございます よ。」 


*、 w ひつ 


勢 ひて 問 詰 むれば、 極めて 事も無げに、 

「忘れません。」  ' 

蒲 枝は 彼の 面を 絕に 怨視て 瞬 も爲ず 、爾 時人 聲し て闥は 徐に 啓きぬ。  ■ 
案内せ る附添 の 婆は 戸口の 外に 立ち L 請じ入れん とすれば、 客は 其の 老に似 氣な く、 今更 


.ろ ま ^ ひ 


つ* ま 


めい 


内の 樣 子に 心 惑せ ら る、 體に て、 彼に さへ 可愼 しぅ 小聲に 言付けつ、 名刺を 渡せり。 

蒲 枝は 如何なる 人 かと 瞥と 見る に、 白髪 交りの 髯は 長く 胸の 邊に 垂れて、 篤實 の M? 貌癯せ 
たれ ども 賤 しからす、 長は 高し とに あらね ど、 素より 腴にも あら ざり し 肉の 自ら 齢の 衰 U 
削れ たれは、 冬枯の 峰の 柚け る やぅに 聳えても 見 ゆ。 衣服な ど 然る 可く、 程を 守りた るが 
奧 幽しくて、 誰と も 知らね ども 有繫に 嫩がら ず 覺 えて、 彼は 早く も 此賓の 席を 設けて 待 
てる ^ -^^ 0 7;。 

貫 一は 婆の 示せる 名剌を 取りて、 何心無く 打 見れば 鴫澤隆 三と 誌したり。 色を 失へ る 貫 一 


〔3幻） 


は 其の 堪へ かがる ll r?^ fe れて 、忽ち 身 ^ 0 ■じて ル かを 見向かん とせし が、 幾 ど 同時に 又う 
枕して、 1&¥。狂ひ出でん？ #- 15 いく配¥2るばかりに觀れる§故たず名 C38 
刺を 見入りたり しが、 •しも 內なる 千 萬 無量の 思を歡 める J 點の淚 は ^* 覺に滾 び 出で ぬ。 

增 怪しと 思 ひつ、 も 婆は、 

「此方へ お通し 申し ませう で . OJ 

「知らん？」 

「はい？」 

r 這 麽人は 知らん。」  ■ 
人目 ぁらず ば 引裂き 棄っべ き 名刺ょ、 1 一ぼ もと 齡歡せ ば i? の Ki に 落ちぬ 。彼は 强て 目を 塞 
.ぎ 身の ® t ふを ば 吾と 吾 手に 撤繁 めて、 恨は 忘れず とも 憤 W 忍ぶべし と、 撻たん やうに も 己 
を 娜すれ ば、 髮は齡 r り齡 y T 、¥ 膨の 裏に漱 騰る血 は 其の 欲する ま ^ に 注ぐ 所を 求めて、 


心 も 狂へ と亂螫 すなり。 彼は 之と 爭 ひて 猶も 抑へ ぬ。 面色は 漸く 變じて 灰の 如し。 婆は 燿 
れたる 目色を 客の 方に 忍ばせて、 

「御存じない お 方な ので？」 

「一向 知らん 人 違 だら うから、 ifi つて 返す が 可い。」 

「然や うで ございま すか、 それでも 貴方 樣のお 名前を 有 仰つ て お尋ね . 〇」 

「あ 、何でも 可い から 早く 斷 つて。」 

「然や うで ございます か、 それでは お斷り 申し ませう かね。」 

婆は 鴫澤の 前に 其 趣を 述べて、 投棄 てられし 名剌を 返さん とすれば、 手を 後樣に 束ねた 
る ま tj 受取ら で、 强 ひて而 を 和ぐ る も 苦しげ に 見えぬ 0 

「あ、、 然や うかね、 御 承知の 無い 譯は 無い の だは ▲は、 大分 久しい 前の 事 だから、 お 忘 


れにな つたの かも 知れん、 それでは 宜い 、私が 直に お 目に 掛 らう。 此の 部屋は 間 貫 一さん 
だね'、 あ、、 それでは 間違 無い。」 

t と 思案せ る 鳴 澤の 椅子 ある 於に 進み 寄れば、 蒲 枝は 座を 起ち、 會釋 して 席を 薦めぬ。 

「貫 一さん、 私 だょ。 久しう 會はん ので 忘れられた かのう 〇」 

賢の 祖に婆 か 茶の 支 Ss せんとす るを、 蒲 枝は 自ら 行きて 手を 下し、 或は 指圖 もし、 又 自ら 
持 来りて 薦む るな ど 尋常の 見舞 客には あら じと、 嶋澤は 始めて 此 女に 注目せ るな り。 貫 一 
は 知らざる 如く齡 が を 向きて 答へ す。 仔細 こそ あれとは 覺ゆれ ど、 例の lit 人の 無 愛 相ょ、 
と滿 枝は 傍に 見つ、 も憫に 可 笑 かりき。 

「貫 一さん や、 Et だ。 1 にも 1 i ねたい ので あつたが、 何に しろ 居所が 全然 知れん ので、 一 
，ひ 日 ふと 聞 出した から 不队配 齡して 出向いた の tf が、 病氣は 奈何 かのう。 何 か、 大 怪我、 た 
さう ではない か OJ 


猶も 答の あらざる を 腹 立し くは 思へ ど、 蒲 枝の 居る を 幸に、 

「睡て 居ります です かね。」 

「はい 如何で ございます か。」 

彼は此の爾都 £1 あゲるを傷に見かねて、貫てか枕に近く差寄りて窺へば、淚の顏を褥に擦 
#° けて、 ^? ^ 一げ^^- Ht 息して 居たり。 何事と も覺 えず 驚かされし を、 色に も 見せず、 怪ま 

こ ^ ® ち V》  こ ミろ つき  もてな 

る、 を も 言に 出さす、 些 G 、 ^L 着さへ あらぬ やうに 擬 して  . 
「お客様が 被 入い ましたょ。 ' 

レ  , 〈 

「今 も 言 ひまし-た 通り、 一向 識 らん 方な のです から、 お 還し 申して 下さい 〇」 
彼は耐^」伏せて又言はず。滿枝は早くも其意を推して、亦多くは問はず席に復りて、 

「お ^ 1 あでは ございませんで せう か。 どうも 御覺が 無い と 有 仰る ので ございます 〇」 

長き髯 を »? 揉みつ、 鴫澤は 爲方無 さに 苦笑して、 


(387) 


「、違とは 抓 ^4* な ことで も！ 五 年 や 七年會 はんでも 私は 未 ti それほど 老耄 はせんの た然 5 
し覺が 無い と 言へ ば 其 迄の 話、 覺も あらう し、 人 違で もなから う t 思へ ば こそ、 窓して 折 (3 
角會 ひに も來 たらう と 謂 ふ もの。 老人の 秘か 繁傲 して 出向いて 來 たの S う、 そこに 

めん  ちよつ  あ 

受じ て、 些 とで も會 うて 貰 ひませ う。」 

ニと 待て ども、 貫 一は 音 ^ に 立てざる なり。 

「それ ぢゃ何 かい、 iii 變に言 うても ^ i 衡 しては くれん のかの。 あ S。 然ゃ うか、 是弗か 無 

9 0 

IV 

11 し、 貫 一さん、 tr フ考 へて 御覽 、まあ、 私たちの 事を 奈何 思うて 居らる 2 か 知らん が、 
お前さんの 齡职 の^! 於、 又 ヂ 0- の 此の 始あ は、 ち A I: ならんで は あるまい か。 左に 右嶋 
澤の 11 に對 して！^ う^! たもので はなから うと 思う が 4 M5 であらう©、 成程 お前さんの 方に 
も 篇は あらう、 それ も 聞きに 來た〇 獻の 方に も 少しく 言 分の 無いで はない、 それ も 聞かせ 


たい。 然し惩 して 故々 尋ねて 來 たもので あるから、 此方 一一 i は旣に 折れて 出て 居る の だ O MI 

あ 

して お前さんに 會 うて 話と 謂 ふは、 決して 身勝手な 事を 言 ひに 來たぢ やない、 艦 が期 がの 

X  はから  らう a しんせつ  』 ';• フじ  ^ 

身の上に 就.； >  て 菩 力れ と 計 ひたい 老婆心 切。 私の方では 其の 當 時に 在 つても お前さんを ^ 

^ .ぼえ  こんに >?  かんがへ  ナつズ 

てた覺は無し、又今日も五年前も同じ考量で居るのだ。それを、まあ、若い人の血紀と謂 

い ちづ  之 かい 

ふので あらう、 唯一 圖に思 ひ 込んで 誤解され たのが、 私は 如何にも 殘念 でな らん。 今 » 迄 
も 誤解され て 居る のは 愈ょ 心外 だで、 お前さんの 住 ^ rv の 知れ 次第 早速 出掛けて 來 たの だ 0 

こちら 

凡そ 此方の 了簡を 誤解され て 居る ほど 心苦しぃ 事は 無ぃ 0- 人の 爲に 謀つて Ml し L 仏 齡 
から怊 まれる、 恩に 被せう とて 謀つ たでは ない が、 恨まれ やうとは 誰に しても 思 はん。 

で、 那 して 睦 しぅ 一家 族で 居つて、 私たち も 瓜 7M を 取つて 貰 ふ あつた ものを、® の 行 

いんし / L ふつ 5  なか  しま 

違から 音信不通の 間にな つて 了 ふと 謂 ふは、 何ともは や淺 ましい 次第で、 私 も 誠に紀 *4 が «9) 

、  を a  いひく ら  5 j こ  もこ ^ 5  3 

惡力 らうと 謂 ふ もの" 實に姨 とも 言暮 して 居る の だ、 私の方では 何 歡 まで も舊 通り こなつ C 


て 貰うて、 早く 隱居 でもしたい の だ。 それ も 然し お前さん. の 了簡が 釋 けんでは 話. か出来ん。、 

其 話は 二の 次と しても、 差當り 誤解 5 れて 居ら  一 I だ。 會 うて！ i と 話を したら 直に 譯は 分 390 

C 

^  それまで 

らうと 思う で、 是非 一通りは 聞いて 貰 ひたい 其 上で も 心が 釋 けん 事なら、'  どうも 其 迄。 私 

お C- ご  As  そ 10 そ  らいれき  あり や* っ 

はお 前さん の 親御の 墓へ 詣 つて、 のう。 抑 も お前さんを 引取つ てから 今日までの 來歴を 在樣 
陳べ て、 鴫澤 は是 々の 事を 爲 、恁 々思 ひます る、 けれども 成 行で 恁云ふ 始末に なりました 
のは、 殘念な がら 致 方が 無い、 と 丁と お 分疏を 言うて、 而 して 私は 私の 一分を 立て i から 
立派に 緣が 切りたい の だ、 のう。 はや 五 年 も 便を 爲ん の t: から、 お前さんは 緣を切 つた 氣 
であらう が、 私の方では 米 だ 緣は 切らん の だ。 

私は 考 へる、 設へば 此の 嶋澤の 翁の 爲た事 が 不都合で あらう か 知れん、 けれども 間 貫 一た 
る 者は 唯 一へ 度の 不都合* ぐら ゐは 如何にも 我慢を してく れんければ 成るまい かと 思 ふの' た。 

又 其の 我慢. か 成らん ならば、 最少し 妥當に 事を 爲て もら ひた かつた。 私の 方に 言 分の ある 


と 謂 ふのは 其處だ コ言は せれば 其 通り 私に も 言 分は ぁる。 船し、 船 皆 事を 言 ひに 来たで H 
ない、 私 G 方に も 如何 樣手 落が ぁったで、 t p も 言は うし、 又 昔 も 今 も it? がに 射に M" 
變は無 いの だから、 それが 第一に 知らせたい、 11 が 久し ぷ りで 来たの だ、 のう、 貫 一さん、 
今日は何も言はずに淸う會うてく ^ 〇」 

*  つ 

重し 聞 かざりし 戀人が 身の上の 祕密 ょ、 と 蒲 枝は 截 しき -Mt f^ 覺えて 耳を 傾けぬ。 

が づょ  なは もの、  や •， P  /  ,  ' 

我强 くも 貫  一 Q 仍言は ん ともせざる に、 脆く 泳へ かねた る ® 澤の 11 は f 鹿に 樹ヂを 起ちて、 

•*3  』 

强 ひても 其 G 顏 見ん と 歩み寄れり 〇 事の 配は 知るべき やう 無 けれど、 此 客の ボ 1^ 數 せる こ 

こ •、 Ei, り  じ| げ  5 ち  寸  さ 

も理聞 えて、 無下に 打も棄 てられず、 然れ ども 貫 一が 唯淚を 流して Y& を 出さず、 いと & 
く識るらん人をば覺無しと言へる、是にも、なか^^那霞はあらんと »^ 亂レれば、一も二 
も 無く is 枝は 戀人 に與 して 此揚 の ^: を MT はんと 思へ るな り。  0 
枕頭を 窺 ひつ ▲危む 如く 眉を 亂 めて、 鳴澤 0 起 だ 11 ポ でざる 時、  C 


s si ^ 二參 つて 居ります 者で ございます が、 嫩が蔚 で 紙 犯 ドます か 存じません が、 此 2 

2 

の 一兩日 病人は 熱の 氣 味で 始終 昏々 いたして、 時々 譫語の やうな 事を 申して、 泣いたり、 C39 
% つたり 致す ので ございます が、 . 0 .  J 

fi fm: けて 満 枝に辦 せる 嶋澤の 顔の 色は、 此時 故に 解きたり と 見えぬ。 

「は あ、 は、 然や うです かな a」 

「先程から 組 b ますれば、 始漱！ ： is 思で 撇 ¢1 るのを 人 違 だと か _ して、 大相 失禮を 致して 
居る やうで ございます が、 船！！ 熱の 加減で 前後が 解りません ので ございます から、 どうぞ 
お 氣にお 懸け 遊ぱ しません やうに。 此熱も 直に 除れ まする さう でございますから、 又 改め 
て お出を 願 ひたう 存じます。 今日 1 私 御名 刺を 戴いて 置きまして、 お 輕快な り 次第 私から 
悉く お 話を 致します で ご. ざいます 〇」 

「は あ、 其は 其は。」 


「實 は、 何で ございました、 阼日も お見舞に お出で 下す つた お 方に 變な 事を 申 掛けまして、 
何も 病氣の 事で 爲方も ございません けれど、 私 弱り切りました ので ございます。 今日は 又 
如何 致した ので ございま すか、 阼 日とは 全で 反 對で那 の 通り 默〇 切つ て 居ります のです が、 
却つ T 無闇な ことを 申される よりは 始末が 宜いで ございま す。」 

恁ても 始末は 善しと 謂 ふかと、 翁は 打蹙 むべき を强て 易へ たる やうの 笑を 洩せ ば、 蒲 枝は 
其の 言 了せ しを 喜べる やうに 笑 ひ. ぬ。 彼は 婆を 呼びて 湯を 易へ、 更に 熱き 茶を 薦めて、 再 
び 客を 席に着かし めぬ。 

「然云 ふ譯 では 話 も 解り かねる。 では 又 上る 事に 致し ませう。 手前は 鴫澤隆 三と 申して I 
名刺を 差 上げて 置きます る、 之に 住所 も 誌して ありま' 丁  ！ ！.1 貴方は 失 禮なが ら猶且 鍔 淵 さ 

CT しんせき 

ん S 御 親戚で ▲も？」  • 93 

■  I -V 7 、 ご こんい  •  ^ 

「はい、 親戚では ございません が、 ㈣ 淵さん とは 父が 極 御 懇意に 致して 居ります ので、 そ C 


1.1 荀か 此の 近所で ございます もので、 ちょく く复 舞に 上？ はお 手傳を 致して 居りう 

ます 0 」  矣 C 
「は'  ぎ やうで。 手前は &年ほ ど tl 齡うて r0T とは 會ひ ません ので、 どぅか 去年 あたり 嫁 

を 街う 仁と 聞きました が、 如何いた しました な。」 

〜 ノぬ £ ひ  まう  I 

皮は 此の 美しき 看病人の 秦 ti: 知ら まほし さに、 あらぬ 問を も 設けた るな り 
「從 やうな 事は ついに 存じませんで すが 0 」 

「ょて、 然と ばかり 思うて 居りました に。」 

1 S5 找 人の 娘とは 見ぇず、 妻と も 見ぇす、 rfn; も詢氣 しぅ 裂 1$; かる 樣 は、 色を 賣る 儔に やとぎ 
はれざる にも あらね ど、 ii ll 證の i n , ら f も あらざる、 鬚 f 者と、 嶋澤 は、 

r に 其の T 班を も 推し 得ざる なりけ り。  J  $ し。 v 
f れど も、 懇意と 謂 ふ も、 手 傅と 謂 ふ も、 氣詐な らんとは 想 ひぬ 。正き 筋の 初、 这に . 


…あら で、 人の 娘に も あらず、 又 貫 一が 妻と 謂 ふに も あらず して、 治き 譯あ る阳歡 #1 がる 
べし。 若し 1 t あら ば、 M 一は 其 身の 1 と ■に 1 ki、 して 彤聪も 齡 れ 、妒擀 も ■れ たるを 
想 ふべ し、 左右は 好みて 昔の 綠を繫 ぐべき ものに あらず。 llt^ 如き * r を 出入せ しむる 嶋澤の 
家は、 終に 不慮の 禍を 招く に 至らん も 知るべからざる を。 と 彼は 心中亂 c «l ゼ艇. P し、 さ 

とを 遂げて 後、 來る 可く は 再び 來 らん も 晓から ず。 と 失望 ^ 裏 別に 驚 ^ の 得る 所 ある hi 
に 喜べり。 

•  -  .  A 

cp >  5  はか  • 

「いや。 是は 奈何 も 圖らず お 世話 樣に 成りました。 いづれ また 近日 改めて お 目に 掛 ります 
るで、 失禮な がら お 名前を 伺ぅて 置きた ぅご ざいます るが 0 J 
「はい、 私は 0 J  と縠概 ii の庐撒 の 中ょり が 跪の 名刺を 取 出して、 

「甚だ 失禮で ございます が。」 
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「はい、 是は 。赤樫 蒲 枝？ まと 有 仰い ます か 〇」  フ 
此女の k 性に 於け る 彼の 疑は 益 暗くな りぬ。 夫 有て る 身の 我は 顔に 名刺を 用意せ る も 似 氣沾 
無し、 まして 裏面に 橫 文字を 入れた るは、 猶可愼 からず。 應 對の瘫 にして 人馴れた る、 服 
裝な どの 當世 風に 貴族的なる、 或は 歐羅巴 的 女子 職業に 自營 せる 人な どならず や。 但し 其 
の餘に 色 美き が、 又 然る 際には 相應 からず も覺ぇ て、 這は 終に 一 題の 麗しき 謎を 彼に 與ふ 
るに 過ぎ ざり き。 嶋澤の 翁は 貫 一の 冷遇に 愠るを も 忘れて、 此謎の 爲に 苦め られつ ▲病 
院を辭 し 去れり。 

客を 送り出で し 蒲 枝の 内に 入り 来れば、 ベ” ドの 上に 貫 一の 居丈高に 起 直りて、 k 盡れた 
る 拳を 握りつ 1、 咄々 言は で 忍びし 無念に 堪へす して、 獨り 疾視の 瞳を 凝す に會 へり。 


敷 日 前より ^ 淵が 家は 燈 の 點る 頃を 期して、 何處 より 來る とも 知らぬ 一人の 老 に訪 る、 
が 例と なりぬ。 其 人は 齢 六十路 餘に 傾きて、 顔は 皺み たれ ど膚淸 く、 切 髪の 容な どなか^^ 
由 ありげ にて、 風俗 も 見苦しから ず。 唯 異樣な るは 茶 微塵の 御 召 縮緬の 被 布を も 着ながら、 
更紗の 小 風呂敷 包に 油紙の’ 上掛 したる を 矢 箸に 員 ひて、 薄穢き 護謨 底の 31 動 靴を 履いたり 0 
所用は 折 入つ て 主に 會 ひたしと なり。 生 僧に も f る 度 他出 中， な：： りければ、 本意 無げ にも 見- 
えで 急ぎ 歸〇 、飽き もせず して 通 ひ來 るな りけ り。 お 峰は 漸く 怪しと 思 初めぬ。 

彼の 烚も 三日 續けて 来れる 日、 其の #! 動の 常なら ず、 殊には I 色 凄く、 憚 も 無く 人を 目 戌 
りて は、 時なら ぬに 獨り打 笑む 顔の 坐 寒き までに 可 恐き は、 狂^ <な るべ し、 而も 夜に 入る 
を 候 ひ、 時を も 差へ ず 訪ひ來 るな ど、 我家に 祟を 作す には あらず や、 とお 峰は 遽に懼 を 抱 
きて、 とても 一度は 會ひ て、 又と 足 踏せ ざらん やぅ、 只管 直行に 其の 始末を 賴み ければ、 
今日は 用意して、 四時 頃には や 還り 來に けるな り 0 
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「どうも、 貴方、 他は 氣違 です よ。 それでも 品の 良い ことは、 些とま あ 旗本 か 何 かの 隱居 フ 
さんと 謂つ たやうな、 然し 一體 鼻の 高い、 目の 大い 、痩せた 面長な、 怖い顔なん です ね、 戶 5 
外へ 來て 案内す る 時の 其聲 とい ふ ものが、 實に無 いんです よ。 每 でも 極つ て、 「賴 みます、 

はい 賴み ます。」 と 恁う雍 に、 緩り 二 聲言ふ .ん で。 もうく 其聲を 聞く と悚 然として、 あ ▲ 

可 厭 だ。 何 だつ て 又 那麽氣 違なん ぞが來 出したん でせ う、 本 當に緣 起で もない！」 

お 峰は 柱なる 時計を 仰ぎぬ。 燈の點 るには 未だ 間 ありと 見るな るべ し。 直行は 可 難げ に 眉 
を 寄せ、 唇を 引 結びて。  一 . 
「何者か 知らん て、 一向 心當と 謂うて は 無い。 名は 言 はんて？」 

「聞きました けれど 言 ひません の。 あの 樣子ぢ や 名なん かも 解りは 爲ま すまい 〇」 

「而 して 今晚來 るの か。」 

「來 られ ては 困ります けれど、 屹度 來 ますよ。 那麽 のが 每晚 々々来られて は耐 りません か 


* な た  艺 ツ くせつ 决 

ら 、貴方 本當に 、來 ましたら 篤り 說論 して、 もう 來な いやう に 作つ て 下さいよ 0 J 
「そり や受合 へん、 他が 氣違ぢ や もの。」 

「氣違 だから 私も氣 味が 惡い から お 賴申 すのぢ やありません か 0 」 

「幾多 賴 まれた て、、 氣違ぢ や もの、 ■も 爲や うは 無い。」 

賴 める 夫 の然しも思はで賴無皇 ^ 、ぉ峯は力落してい一は歡_らず ^1 ^ るなり0 
「貴方で も 可け ないやう だつ たら ば、 巡査に 然ふ 言つ て 引渡して 遣り ませう 0 」 
直行は 打 笑へ り。 

「まあ、 那樣 に騷が ん とも 可え。」 

「騷ぎ はしません けれど、^ は 可 r じす もの 0 」 

「誰も 氣 違の 好え ものは 無い。」  .  , 

一 

「それ、 御覽な さいな 0 」 
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% 


「何 じ や。」 

き ? > がふり よく 〆 ものうり  はた あるじし りび ミ  し T 7 た 一 2.!.' 

知らず、 其の 老女は 何者。 狂 か、 あらざる か、 合力 か、 物賣 か、 將 主の 知人 か、 正 體の顯 


か？  •フ ?> い ツぷん じ 2 ミ  ちかづ 

るべき 時は 慈る 裏に も 一分 時每に 近くな 〇 き。 


^ す 文 ひ . > ろ  ぅす a ^ し  もら  .  yy  ^ 

終日 於 おに 打 曇りて、 衝日 を ti にを みて 拽さ f りし 空は 漸く 暮れん として、， 彌增す 寒さは 

ナ  せ 3: 、‘ くぶん  しの  れい  ?  な  あ d 

ft! しからず 人に 逼れ ば、 幾分の 凌ぎに もと 家々 の戶は 例ょりも 早く 鎖され て、 仍は稍 明く 


あつこ : i り 


^  A(B $ y i くね、 つ 

其の 色 i： 米を 懸けた る 如き 西の 空より、 隱 々として 寂しき 餘 光の 遠く 來れ るが、 遽に 去る 
S び ざらん やぅに ■へる 黯に ，フン ブは 旣に販 じ 71 りて、 P 白き P 搬 

V 

てり。 一陴の 風は 砂を 棬 きて 起り ぬ。 怪しの 老女は 此 風に 吹 出された るが 如く 姿を 顯はせ 
り。 切 髪は 亂れ 11 笔 て、 譖と M SPP れつ 4 P しげに 行き つ留 りつ、 町队献 
艦を ■り 迎 りて、 鰐 淵が 住へ る撗町 に 入りぬ。 船 i co, 1 配を 打ちた る 石 恥を 溢れて 一本の 
梅の 一 誇れる を、 船に 軒 ランプの 照せ るが 其 門な り。 
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彼は 殆ど 家に 歸り 來れ ると 見 §義 1- にて、 K 々と 寄りて 戶 を！ p けんとし たれ ど、！^ か 
ざり ければ、 彼の 雍に 緩し と 謂 ふ聲 して、 

/  .  • 

「頼みます、 はい、 賴み ます 〇」 

風は 飇 々と 鳴りて 過ぎぬ。 此聲を 聞きし お峯 は m みて 立たず 0 
「貴方、 來 ましたよ 〇」 . •  . ' 

「ぅん、 那か。 」 

實に直 一 ^も氣味好からぬ聲とは思へり。小鍋立せる火鉢の雜に猎口を|^き、 ^ 碁て來ょ 
と婢に 命じて、 玄關に 出で ける が、 p o 戶の 内より、 

「はい 何 r じすな 〇」  '  、 

% 

「且那 はお 宅で ございま すか。」 

「居ります が、 何方で 0 」 


(；4〇1  ) 


つぶや  さ t ヤ 

答は あらで、 眩く か、 ® く か‘ 


，聲な がら 頻に 物言 ふが 聞 S るの み 


〇 


「1炉 です か、 お 名前は 何と 有 仰るな 〇」 

「お 目に 掛れば f 妻。 何に 致せ、 お‘、 まあ 梅が 好く 唉き ました ぢや ございません 
か。 齡ぎ 勝は 霧 此の 梅が 蔚 らぅと 存じ 李。 さぁ、 どぅぞ 此方へ お入り 下さい ま 
し、 御 遠慮 無しに、 3 あ。」 

1  口 けん 4 しに 啓か ざれば、 彼は 戶を打 叩き & しく 案内す。 さ 5 狂人— ょと 直行 も 

•  > ^ fc x〕 ^ かくせ  、 

米) 惑した n ど、 此儘 にて は^! ふと も 立 去る まじき に、 一度は 會 うて 左に も 右に も 爲んと 
心ならず も戶を 斷けば 、聞きし に 差は ぬ 老女は 人 来れり。 
r 餵淵は 私ぢや が、 何ぞ用 かな。」 


「お'  お まへ が ^ 淵 か！」 

その おもて ひ ミ A す 


►I X * p> y 4> の  » 

*° と齡脱 して！！ st CK^J ^ 為られた る 直行は、^^ に 襲は れ^^ 忽ち 寒く 戰 けるな 


〇 


(  4〇2> 


と 見 人る 亂を 放つ と共に、 老女は 皺 手に 顔を 掩 ひて 潜々 と 泣 出せり。 呆れ果てた る 直行は 
i  •  , 

金壺眼を 凝して 其の 泣く を眺 むる 外は あら ざり けり。 

ゃ 

彼は 泣きて <止 ます。 * 

「齡 らんな！ 一  體何云 ふんか、 あ ▲、私に 用と 云 ふのは？」 

哎^4 の 自ら 船れ 行く らん やぅに も打篆 れて 見えし 老女は、 猛然と して 振 仰ぎ、 血聲 を捧り 


S 6 


し わ て 


さめ* 


「此の 太. 騙め！」 
「何 ぢや と！」 


ちよ • ■> 九き 


ま さ ゆ 含 

_雅 之の や 


でんぶ や じん 


「大 、大罪 人！ おのれの やぅな 奴が 懲役に 行かずに、 內の . 內の …… 

な 孝行 者が . 先祖を 尋ねれば、 甲斐 國の 住人 武田大 膳 太夫 信玄 入道、 田夫野人の 403 

爲に 欺かれて、 此儘齡 k する 家へ 誰が 嫁に 来る。 柏 井の 鈴ち やん が お 嫁に 來て くれ、 ば、 


C 


私の 仕 合は 言 ふまで もない、 雅之 も甚麽 にか 嬉しから う。 子を 捨てる 藪は 冇 て も、 懲役に 
遣る 親は 無い ぞ 。二十 七には な. つても 世間 不見の 那の雅 之、 能う も//- あのれ は 瞞した な 
* さあ、 さあ、 さ、 聾を 討つ から 立 合 ひな？ い。」 

直行は 舌を 叱き て獨 語ち ぬ。 

「あ、 いょく 氣違じ やわい L: 

見る < 老女 G 怒は 激して、 形繼 , く おどろ^^ しく、 物怪 などの 凴い たる やうに、 一擧 
一 8W も 全く 其 人なら ず、 足を 踏 鳴し < 、白齒 の 疎なる を 牙の 如く  11 して、 一念の， れる 
睥は 直行の 外を 見ず。 

•「残られた 良人から 懇 々も賴 まれた 秘 _の<  1 AI 子、 それを 瞞し ておのれ が 懲役に 遣つ 
たの だ。 此方を 女と 侮つ て然や うな 不埒を 致した か。 長刀の 一手 も 心得て 居る ぞ ょ。 恐 入 
つた か 〇」 


4〇4  ) 


彼は 忽ち 然も 心地 快げ に 笑へ り。 

「然ぅ あらぅ とも、 赦 します。 内には 鈴ち やん が 今日を 曠と 着飾つ て、 其の 美し？ と 謂 ふ 
ものは！ ほんに まあ 那麽標 致と 云 ひ、 氣 f と 云 ひ、 諸藝も 出来れば、 讀 1 E 針仕事、 ■，こ 
とを 言つ て 居る 所ではない、 頸を 長く して 待つ て お 在 だ © ■ に、 早く 歸 つて 来ない と 云 ふ 法 
が 有る ものです か。 大きに ま ?) • お 世話 樣でご ざいました ね、 さあ さ、 馬車を 待たして 置い 
亡から、 履物は 此に 在る ょ、 何 有、 お まへ 私は ね、 汽車で 行く から 譯は 無い とも 0 」 

恁く言 ふ 間 も 忙しげに 我が 靴を 脫ぎ て、 其處に 直す と 見れば、 背 『貝 ひし 風 & 敷 包の；^  11 を 
釋 きて、 直行が 前に 上 掛の油 紙を 披げ たり。 

「さあ？、 お前の 首を 此 中に 入れる の だ、 •ころつ と 落して 0 直に 落ちる から、 早く 落して お 
了 ひなさい。」 

さすが  もても つ V  ミ (i ぅく  i そ  、づこ 

有 繫 に持极 ひて 直行の 途方に 昏れ たろ を、 老女は 目を 纖 めて、！： 處 ょり 出 〇 らん やと .ま か 


(：4〇5) 


り 世に も^: しき聲 を 懲 ち L 緩く 笑 ひぬ？ 彼は 謂 知らぬ 凄 氣に扛 れて 、覺 えず 肩を 聳かせ 

.  さい L- しヤ 

懲役と 言 ひ、 雅之と 言 ふに 因りて、 彼は 始めて 此の 狂女の 身元を 思 合せぬ。 彼の 債務者な 

o ' t さ ぢ 、っきん こ 

るき、 浦觀ど は 私書 僞造 罪を以 つて 彼の 被告と して 此の 十數日 前 罰金 十圓 、重 禁鍾 一箇年に 

> らんしん 

處せ られ しなり。 {貧に 其の 母な り。 其 母は 之が 爲に亂 心せし か。 

レ、  そのセ  、  *  • 

氮思ヘ 〇 しのみ にて 直行は 其 他に 猶も思 ふべき 事 あるを 思 ふを 欲せ ざり き、‘ 雅之 s 私書 m 
造 罪を もて 刑せ &- れしは事實の%にして、其罪は裏面に彼の謀りて陷れたるなり。 

彼等の 用ゐ る亞 S M の 中に、 人の 借る を 求め 下 連帶 者を 得る に窮 する あわ ば、 其の 一 判に 


5 な 


ゆろ 


せ' ゾ 


二 2 


そ , J= ャ 


〇〇 


D 


ご 


i  M  し «> ひ  £ ■■» い  V/  な** L i' てい 

て も Is: 合の 上に 貸さん と稱 へて 先 づ誘ひ 、然る 後、 但し 證 書の 體を 成さし めんが 爲例の 


てい  な 


めいて ういん  九 5 


めいぎ  しよ、 つ 


¢> ,9 * 


如く 連帶 者の fe! 和 i EP) を 要すれば とて、 假に 可然き 親族 知己な どの 芯 羲を 私用して、 在 合 


ふ肌彰ゲ皆さしめ、固ょり觀意上の內約なれば其の僞なるを咎めず、と手輕に持掛けて、 
IS は 法律上 有 & の 證 書を 造らし むるな り。 借 方も恁 る 所業の 不義なる を 知る と雖 も、 一は 


芦 


こ  じ ゆつ ち， 


おち い 


S&&0、 一は斯 黯に だに 讓せば S も ぁら じと 藍して、 此の 術中には 陷る 

な 〇 けり。  •-  .  . , 
斬 こ 避び て 還 さ ビらんか、彼は忽ち爪牙を露じ、陰に告訴の意を示して之を脅し、散々に 
p 齡の 利を 戴”. て、 其の 肉盡 き、 骨枯る 2 の 後、 猶ほ靨 く 無き 慾は、 更に 件の 連帶 者に 對し 
て寢 耳に 水の 聪船 搬栢ゲ 加 ふるな り。 之を #? €が にせば 債務者は 論 無ぅ 刑法の 罪人たら ざ 

るべ からず、, f 誰か— 狼狽し、 靈 し、 讓 し、 緊を职 して 麓 I 齡顏 

を 計ら ざらん。 此時 魔の 如き 力は 扼し て^! 背を 捬 つ、 人の 死と 生とは 齡て 彼が 手中に 
在りて 緊握せ らる 、欲する 所と して 得られざる は 無し。 

雅之 も llts 戲に！ i りて、 1 繫の 父の 名を 假 りて 連 印 用に 私用した りき。 事の 破綻に 及びて、 
P 薪に も 棚 記れ る學 友は 折から 海外に 遊學 して 在らず、 耐 も 父なる 人は 彼を 識ら ざり しよ 


フ 

7 

40 


」*D «> v> icfr  て、 ？ 2 •  かぅ ゐ 

り、 其 軋 砂 調 #, 成らず して、 彼の 行爲は 終に 第二 百 十 條の問 ふ 所と なりぬ。 


A 


法律は 鐵腕 g 如く 雅之 を拉し 去りて、 剩 y へ 杖に 離れ、 淚に m;; p ^! es を ば 道 J 1 s し 
て 顧 ざり けり。 瞳 母は爵 此子に 思を！^ けたり ける ょ。 親に 仕へ. ては；^ ±" 無う ®? しかりし 403 
を、 柏 井の 鈴と て 美しき 娘を も 見立て'  此秋 には 數 t(i 、へ かりし を、 又 1< 威 皆には！^ く 於 

、フ ち  ^ 

有. りて、 新に 興るべき 鐵道會 社に 好 地位を 得ん と賴 みしを、 事は 皆 木み ぬ、 彼は 人の 齡 f 
ざる 國 法の 罪人と なり 了れ り。, ャ證、 1  争 證 、心を 置き 惑 ひて 此母 S に發狂 

せるな り。  : 

ひゃく  こ ミは  て 户 はらい つま 9 

無益に 言を 用ゐん ょり、 pi 手柔に 撮み出す に 如か じと、 直行は 少しも 谢⑴ず して、 

「ぁ： 宜い が。 此 首が 欲しい か、 遣らう とも^^。 ] ttT では 可かん から 俯〉 行かう。 さぁ V ー ブ 
處に來 た。」  r 
狂女は 苦々 しげに 頭を!； りて、 

「お前さんの 言 ふことは 皆妄だ 。其 手で 雅之 を瞒 したの だら う。 それ、 それ 見なさい、 親 


} , フ 、らか 


さ A ， 


孝行の、 正直者の 雅之を 瞞着して、 散々 金を 取つ た 上に 懲役に 遣つ たに 相違 無い、 と 云 ふ 一 

t しら^-- 

札を 此 通り 人れ たぢや ないか、 これで も 未た 晶しい 顔を して 居る のか OJ 
£； 瓶げ たりし 油紙を 取りて 直行の 目先に 突 付 くれば、 何を 包みし 移 香に や、 胸 惡き一 種 0 
齡 紀 あり m •レく 鼻を 撲ち ぬ。 直行は 猶も 逆は で 己む 無く 面を 背けた るを、 狂女は 目を 瞳 
りつ it 躍して、 

「お あれ^ 是は 嬉しい。 自然と お前さんの 首が 段々 細くな つて 來 る。 あ ▲、 


5f i つ 1? や じは  てら 


か- 


それ^^-、 今にも 落ちる コ」 

あ. b ふ t め  、フ  す  4  •  I  I  .  - 

地には 落さ じと やうに 慌て 憚き 油紙 もて 承 けんと 爲る 、其の 利 腕を， 夭 庭に 捉 へて 直行は 格 
P の 外へ獻 y んと贤 たり。 彼は 猶れな がら 格子に 組り て 敷理無 f 爭ひ、 


「え、 

わめ 


ひ ^ こ CD がけ S しより  だまし、 つち- す 

おのれは 他を 此 M から 突 落す 氣だな 、此の 老婦を 騙 討に s o の だな。 J 


ね ぢかヘ 


つき ケ 


ふみす ベ 


しり 〇 


9 

4 


氣きつ ▲身を 捻 返して、 突 掛けし 力の 怪しき 强さに 、直行は 踏、 U らして 尻 居 1: 倒 るれば 


彼は _ し 立て 二 夭 ふなり。 忽ち 起 上りし 直行は 彼の 衿 4 を 搔摑 みて、. 力ま かせに 沿 於へ 突 J 

遣り、 早く 雨戶を 引かん とせし に、 軌みて 動かざる 間に 又 駆 戾りて 、，狂女は : J1: の 氣しき 顔 41 

:  C 

を戶 口に 顯せ り。 餘りの 可 恐？ に 直行は 吾を 忘れて 其 顔を 檣と 撲ち 、瘘む 所を 得たり と 鎖 

わ  _ 

せ ば、 外より 割る i ばかりに 戶を 叩きて、 

くク ^ 飞ノ 12 ;  > o i かた, 

r? あ、 首を 渡せ。 大事な 證文も 取り上げて 了つ たな、 大事な 靴を 取つ たな 。 » 盜 功、 太 騙. 

! 首を 寄 来せ 首を 寄來 せ。」 

直行は 佇みて 樣子を 伺 ひ 居たり。 拔足差 足 忍び 来れる 妻は、 後より 小 聲 に 呼びて、. 

「貴方 如何し ました。」  .  • 

夫は 戸の 外を 指して 仍 去らざる を 示せり。 お 峯は 土間の 護謨 靴と 油紙との 獻散れ るを 見 付 
けて、 由 #' き 質を 取りけ るよ と 思 ひ 煩へ ろ 折し も、 
i 賴み ます、 はい 賴み 46 すよ。」  • 


V -, 


■sy. 


5 ぶろ ひ  こ ミミデ念  す < 

と 例の 聲は 聞えぬ。 お 峰は 胴顫 して" 長く 此に留 るに 堪へず 、夫を 勸めて 奥に 人り けり。 
戶 叩く 音は 後も撓 まず 響きたり しが、 直行の 裏 0 より 出で 上 規 ひける 時は、 風 吹 荒ぶ 門の 
梅の 飛 雪の 如く 亂點 して、 燈火の 微に 照す 處其 影は 見えざる なりき 


〇 


れいこく 


X. 


あるじ ふ 3 い  をん な  のこ  ふたしな 

主は不在なりとて、婢をして彼の遺せし二品 


次の 日 も 例刻に なれば 狂女は 又 訪ひ來 、- 

を 返 5 しめけ るに、 前夜の 暴れに 暴れし 氣色は 無くて、 殊勝に 聞 分けて 歸り 行きぬ。 

お 峰は 其 翌日 も 必ず 來るべ きを 懼れて 夫の 在宅を 請 ひける が、 果して 來に けり。 又 試に 婢 
を 出して 不在 0 由を 言は しめしが、 這囘は 直に 立 去らで、 


「それ ぢやお 歸來ま で、 此でお 待ち 申し ませぅ。 實は ね、 是非 お 受取り 申す 品が あるので、 
其を 持つ て歸 りません と 都合が 惡い のです から、 幾日で も お待ち 申します よ。」 

一聲も 耳には 人ら ざらん やぅ 

に、 石佛の 如く 應ぜ ざるな り。 彼は 已む無く 之を 奥へ 告げぬ。 直行 も 爲ん術 あらねば 觀措 


，フづ くま  いひ こ， し、 b すか 

彼は 門口に 蹲りて 動かす ひ婢 は樣 々に 言 作へ て賺 しけれ ど 


sw 

きたりし に、 良 二 時間 も 居て 見えず なりぬ。 

あ峯 は、 备 しかりて、 此上 は疆暴 Q 手を 借らん など ^ ぐを、 直行は 人を 煩は すべき P こ 
.は あら t て聽 かず。 f ば 又とて ぎらんやぅに震ふべ |, ナ,ありやと|貝むるに、 
室 一を 爲す にも あらねば、 靈私 の寐， 2— ひて * T 拓 るな とのみ。 ，がく まじき 如き 
は 故に 夫には 學ば じ、 と 彼は 腹 立し く 思へ り。 此 一事に のみに あらす、 お峯は 常に 夫の 共 
に 謀る と 謂 ふこと 無く 一」、 滅 ^ ■がるゃぅに觀口はぬ配ぁるをム獻くも凝く〜又 
1 時 £ 細 r.6s 签餘 に、 神を 3 1? 11 は 出で +、 夫 S むに 足らざる 所を ば 黯 sf 一 
■にけ ん と、 神と いふ 神は 議無く觀| が 中に も、 f 數年 前ょり 新に # i 

ao  -  T>  0^10 

御名を 大 s 尊と 申す。 天地 證 として 月日 も 未だ％ らざ りし 羅鬆に 出 f し s 

ffsk^4i 


(412〕 


お ^ a ちか ひ  やす ら办 ぐ  つ S S しん  このみこミ 

の大鄉 誓を もて 國 土百姓を 寧け く惠 ませ 給 ふとな り。 彼は 夙に 起 信して、 此尊を ば 一身 一 

>  办 

まもりがみ  、フ C またて まつ  きねん  こら  ひ ' £ へ 

家の 守護神と 敬 ひ 奉り、 事と 有れば 祈念を 凝して 偏に 賴み M ゆるに ぞ ありけ る。 

此夜は 別して 身を 淨 め、 御 燈の數 を獻げ て、 災難 卽滅 、怨： i 退散 C;) 祈 顧を a" めたり しが、 

あくろ ひ  y  ミ もし ごろ.'.  い 3: の* しさ わ 

翌日の 點燈 頃と t; なれば、 又來 にけ り。 夫は 出で メ未だ 歸ら ざれば、 今日 若し 罵り 躁ぎ て、 
內に躍 入る こと も あら ば 妣何せ んと 、前後の 別 知らぬ ばかりに 動顚 して、 取 ^? には 婢を出 

み づか、 b かみだな  かけつ  ふろ ひご S たんせい  ね きん  のり ミ  の 

し 遣り、 躬は 神棚の 前に SS 着け、 顫聲を 打 揚げ、 丹精を 柚で、 祝詞を 宣り 居たり。 狂女は 

ふざい  きの ふ  こ纟  かへ り 

不在と聞きて敢て爭はず、阼日の如く、此にて歸來を待たんとて、同じき處に同じき形し 

、っづく ま  をん / 2 かぅ し  さ  かた 

て 蹲れり。 婢は 格子を 鎖し 固めて 内に 入りけ るが、 暫くは 音 も爲ざ りしに、 遽に物 語る 如 


ぐ W ら 


き、 或は 罵る 如き ® の 頻に聞 ゆるより、 主の 知らで 歸 來て捉 へられた るには あらす や、. と 

さしの み 

臺 所の 小 窓より 差观 けば、 彼の 外には 人 も 在らぬ に、 在る が 如く 語るな り。 其の 語る听 は 13: 


,  ►  /  こ i  あるじ あ ? f む  じ じつ  私 S * ミ さ ！! t ぶ 

婢の 耳に 聞 分け かね たれ ど、 我 子が 此の 主に 欺かれて 無實の 罪に 陷され し 段々 を、 前後不 


r\ 

3 

I 

4 


揃に 泣い つ 怒りつ 訴ふ るな りけ り。  . 

||三 

子の || なる 直行が 首を 獲ん とて、 夕々 に 狂女の 訪ひ來 る こと 八日に 适べ り 0 淺ま しとは S 
へど、 1 ^ひて去らしむべきにあ.りず、又門口に居たりとて人を騷がすにもあらねば、左に 
もがにも手を着けかねてュ棄措る^なりき。直行が言へりし如く、畢竟彼は何等の害をも加 
ふるに あら ざれば、 犬の變 たると 太 だ 擇ば ざるべ けれど、 縮緬の 被 風 着た る 人の 形の 黃昏 
る、 m の 薄 寒き に 职ヂ て、 扼私 の 1 1! を il ilg し、 姆歡 0 光に も 似た る 眼を. & 反して、 笑 ふ 

、 P' そこ ひ  こご 

かと 見れ は 泣き、 泣く かと 見れば 憤/り、 己の 胸の やぅに 際. も 知らず 黑く 濁れる 夕暮の 空に 
向 ひて 其の 悲と恨 とを 訴へ 、腥き 油紙を 拈り ては 人の 首を 獲ん と 待つな る 狂女！ 縱し 今は 
何等の 害を 加へ ずと も、 終には 此 家に 祟を 作すべき 望を 繫 くるに あらず や。 人の 執着の 一 


C4H； 


な 


つんざ  いはほく だ  ためし  ほ ろぼ 

念は 水を も 火と 成し、 山を も 海 t 成し、 鐵を 劈き、 巖を碎 くの 例、 まして や 家を滅 し、 人 

みな /、) ろ L ちり  やす  お そろ  « 

を 鏖 にすな ど、 塵を 吹く ょりも 易 かるべき に、 可 恐し や、 事無くて あれ かしと、 お 峯は 


いひし. 


いた 


一 獨り謂 知らず 心を 傷む るな り A 


まさ 


を ツミ  お！； i しい  たくみ  •  あく 

夫は 決して 雅 之の 私書 僞 造を 己の 陷れし 巧な りとは 彼に 告げ ざれば、 悪は 正しく 狂女の 子 


おの づか か*-  いでく  しようぶ 

に 在りて、 此方に 恨を 受くべ き 筋は 無く、 自ら 恁る事 も出來 るは 家業の 上の 勝 員に て、 又 


い ツ f  かしだ ふれ そん,  しよ せん 仁 ふ  た ふ ?> きな ひなら ひ  こ t ろつ よ 

一方には 貸 倒の 損耗 あるを 思へ ば 所證仆 し、 仆 さる > は 商の 習と、 お 峯は 自ら 心を 强 ぅし 


さ 


らぅ ぢょ  &  P  つゆ 

て、 此の 老女の 狂を 發せ しを、 夫の 爲せる 業とは 毫も 思 ひ 寄す るに あら ざり き。 然は謂 


1 


せつ  なさけ  ^  さ  きも  こた  ふし  お ほかた か^*  す ^ 

人の 親の 切なる tt を 思へ ば、 實 に然ぞ と 肝に 徹ふる 節 無き には あらざる なり。 大方 恁る筋 


あや  わざ は ひ  扫も ひす —.- )  きは まりな おそれ  つの 

より &は恨 まれて、 奇 しき 殃 にも 遭 ふなれば と、 唯 思 過され ては 窮 無き 恐怖の 募る のみ。 


かげ  た  し； a らく  フ 

日に < 狂女の 忘れず 通ひ來 るは、 陰な が. ら 我等の 命を 斷 たんが 爲に て、 多 時 門に 居て 動 15 

•  4 

各 ^ フしふ  こ  のろ  ほ-こ ほ  ^  ^ 

かざる は、 其の 妄執の 念力を 籠め て 夫婦を 呪 ふに あらず や、 と 幾と 信ぜら る i までに お 峯 


1  i 
1 


皮 


•つ ^ 


打頻 り iii ijk を 嗅 ふるに ぁら ざれば 毅 ぐ^ i はす。 傲る h にも 心に SI の fi のれば、 ^ が ^ * 1 ^ 416 

避れ る I? 謹 S み 行—、 囊 eiF p 爾 ぎな tf に 見？ は、 11 0 C 

めぐみ も  .よぅ ^ つな  • 

惠に泄 れ 、擁護の 綱 も 切れ 果 つる やと、 彼は 身 も 世 も 忘る、 ばかりに 念を «' め、 烟を 立て、 

しんりよ 

汗を 流して 神慮を 驚かす にぞ ありけ る。 

槍は 降りても 必ず 來べ し、 と 震惜れ ながら 待たれし 九日 目の 例刻に なりぬ れど 、如何にし 

' ►  •  する C? さ A. かへ  か A き  より  よ V 、  5 

尸り けん 狂女は 見えず 銳く a 返りた る此 日 ® 寒 氣は緘 もて 蘭に 霜を 種 ゆらん やぅに 覺 えし 
めぬ。外には烈風怒り酿びて、樹を鳴し、皆を_じ、砂を捲き、 ^; を飛して、曇れる空な 

なり。 

S もし ガラス  じめん  つす、  • 

饌 淵 か 門の 燈は 硝子を 二 面まで 吹 落されて、 火は 消え、 ラン ブは 8, りたり。 內 の® 火ょ 常 


ょ‘ # 1 C 起 yl 酌の 喫 *？ y 照し、 火鉢に 1  木け たる 象の 物は 沸々 と薰 じて、 はや 一 銚子 更へ 
たるに 起 だ 狂女の 音容は あらず。 お 峯は 半危み つ ▲も 幾分の 安堵の 思を 弄び 喜ぷ 風情に て、 
「氣還 さん も此 風には 弱つ たと 見えます ね。 もう 每も吃 度來 るのに 來ま せんから、 今夜は 

ほん  てんそん さ t 2 

來 やしますまい、 何 ほ 何でも 此風ぢ や 吹 飛され て 了 ひませ うから。 あ、、 3 具に 天 尊 樣の御 
利益が あつたの だ。」 

夫が， 差せる 猪口を 受けて、  . 

「お 相を しませう かね。 何は 無くても 這麽 好い 心 持の 時に 戴く とお 美い ものです ね。 いふ 

さ  芝 て  象は 

え、 然う續 けて は i±- も . まあ、 貴方。 おや^^もう 七 時 M つたんで すよ。 そんなら 

いよ， \  こ  きま \£ じ まり  さ  L t ほん 

へ 斷 然今晚 は來な いと 極り ましたね。 ぢ や、 戶締 を爲 して 了 ひませ うか。 眞に： <r 晚のや うな 

氣の雾 々した、 心の底から 好い 心 持の 事はありません よ。 那の氣 違さん ぢや甚 麽に壽 を 短 173 

C4 

めた か 知れは しません。 もう 是限來 なくなる やうに 天 尊 樣へお 願 ひ 申し ませう。 はい、 戴 


I せう、 御酒 も お 美い ものです ね。 _ 那の’ ん が唯§ いの ぢ やありません よ。 それ 
は 氣 味は 悪う ございます けれども さ、 怖い より、 氣味 が惡 いより、 何と無く  g  くて 耐らな 418 

’ 6 れ ^ ツ  そ 5 » •二  か ら* 二す く 

いんです。 彼が 來る と、 悚 然と、 惣毛竪 つて 體：か 竦む のです もの、 唯の 怖い とは 違 ひます 

か  艺 ツ つ * > , 

わね。それが、何だか、恁う執着れでもするやうな氣がして、あの、それ、能く夢で喷|| 

P  (.  お *' 7 か 

い 奴なん ぞに追 懸けられる と、 迸げ るには 迸げ られず 、聲を 出さう としても 出ない ので、 

S  5  3 ん  M 

奈何なる 事 かと 思 ふ 事が ありませ う、 とんと 那贤 やうな 心 持なん で。 あ ▲、 もう 慰！ g K 次 
止し ませう。 私は 少し 醉ひ ました 0 」 

銚子 お更 へて 婢の持 来れば、 •  、 

「金 や、 今晚は 到頭 來な いね、 氣 違さん さ。」 

「好い 鹽梅 でございます。 1--- 一 
t ぉ前には 後で お菓子を 御 ®? 美に 出す からね。 si 力、 街は 默の氣 違さん と此頃 飯 S" こなつ 


て 了 ひまして ね、 氣 違の 取次は 金に 限る のです OJ  •. 

い  ヤ  お ツしヤ 

「あら 可 厭な ことを 有 仰い まし。」 

吹來 り、 吹 去る 風は 大浪の 寄せて は 返す 如く 絕間 無く 轟 デて、龙( の M: きは 柱な どを ひち ひ 

な 9 7 ゆ， 0  ひしめ  ひ » ちぎ  へしを  こ t  かしこ  キも 

ちと嘹搖ガし、物打倒す犇き、引斷る音、壓折る響は此處彼倉に聞ぇて、唯居るさへに膨 
は 冷され ぬ。 長火鉢には 窓らず 炭を 加へ  < 、鐵瓶 の 湯氣は 雲を p«:i くこと 齡， だれ ど 更に m 

めん  * づ  さ Lf 5 てつ a ん  扫  至 ひ  s  *  J 

面を 壓する 寒は 鐵板な どや 負は さる ふかと、 飮め ども 多く 醉を 成さ るに、 直 Lb t^: 氣を箸 
きて 已まず 、お 峯も心 祝の 數を 過して、 其の 地 酿の齡 きを ば 配 淡 ぜきた る やぅに MT 0, 膨 U 
て 陶然たり。  . 

狂女は 果して 來ざ りけ り。 歡び醉 へる お 峯 も唯醉 へる 夫 も、 褒美 貰 ひし 嫩 y、 十 時 近；^ its 
には 皆寢鎭 りぬ。  - 

i こし— 6  ふ » つの  4、 r> i: ->, k  っ  へ- 

風は 猶も 邪に 吹 募りて、 高き 梢は # の 掃く が 如く 德 めら れ 、斷に 散れる 星の 數は 終に； g TI 


• こ  さむ？  かぎりせ いき  す ひつく  いんしん  やしょ く 

されぬべく 、層々 凝れる 寒は 殆ど 有らん 限の 生氣を 吸盡 して、 さらぬ だに 陰 森た る 夜色は 丨 

くら  す さま  こくあん^-  つんざ  5-^5  S たりい ち：； ^ フ  〇 

益す 冥く、 益す 凄し からん とす。 忽ち 此の 黑暗 々を 劈きて、 餵淵が 裏木戸の 邊！ .二 道の 光 42 

C 

は 裼 ，りぬ。 低く 發 りて 物に 遮られ たれば、 何の 火と も辨へ 難くて、 其の 迸發の 朱く 烟れる 

も や  さざ ぅ  あ •っ 11  ぅ S また $ 

中に、 母家と 土蔵との 影は 朧に顯 る、 ともなく 奪 はれて、 瞬く ばかりに 消失せ しは 風の 强 

ふきし i»' T  ひかげ  5 つろ 

きに 吹 敷れ たるな り。 良 有りて、 同じ ほどの 火影の 又 映 ふと 見れば、 早く も 薄れ 行きて、 

あ i1 し a しあ かり  たも  わ づか  ね す 

こた ひは 燃え も 裼らず 、消え も 遣らで、 少時 明を 保ちた. りしが、 風の 僅の 絕間を 偷み て、 


ひ- 


な  や 


の S 


SS ふ へい ザん 


あ た 〇 


そ 


閃々 と 納屋の 杈 戶を傳 ひ、 始めて 騰れ る焰は 炳 然として 四 邊を 照せ り。 塀 際に 添 ひて 人の 

かたち •フご  な  さだか 

形 動く と 見えし が、 仍ほ 暗くて 了然な ら す。 

す そ，、  あ ひだ  じ-っ わ  >フ  は び こ *2 ヤ  ふきい  くろけ L* り. フづ  あろ ひ くづ 

數 息の 間にして 火の手は 縱 橫に蔓 りつ ▲納屋の 內に亂 入れば、 噴出 づる 黑烟の 渦は 或は 頹 

嬅 

れ 、或は 疊み て、 其の 外を 引韜む と與 に、 見え 遍 りし 家 も土藏 S 堆き黯 謙の 底に 沒 して、 
闇は 焰に 破られ、 焰は烟 に 揉 立てられ、 烟は 更に 風の 爲に碎 かれつ、 も、 蒸 W す 勢% b し 


ければ、 猶ほ所 狹く漲 りて、 文目 も 分かず 攪亂れ たる 中より 爆 然と 鳴りて、 天 も 焦げよ と 
納屋は 一面の 猛火と 變じ てけ り。 

贤の 7? 1 t なら ざり し 形は 此時 明に 耀 かされぬ 。宵に 來べ かりし 狂女の 佇める ^ り。 躍り 狂 
ふ烟の 下に 自忘 として、 面 も 爛れん とする ばかりに 照され たる 姿は、 此. 災を 司る 鬼女な 
どの 現れ 出で にけ るかと 疑は しむ。 實に 彼は 火の 如何に 焚え、 如何に 燬 くや、 と 嚴に監 る 
が 如く訾 を 裂きて、 其の 立てる 處を 一步も 移さず、 風と 烟と焰 との 相雜 り、 相爭 ひ、 相 勢 
ひて、 力の 限を 互に 奮 ふを ば、 妙 じく も爲た りと や、 漫笑を 洩せる 顔色は 此 世に 匹 ふべき 
の ？) , っと も*^ > ら 、 T . 

風の 暴頻 6 響 動に 紛れて、 寐耳に 之を 聞 着る 者 も 無 かりければ、 誰 一人 出て噪 がざる 間に、 
火は 列 1( と下屋 に延 きて、 ii の 燃 立つ 底より 一 聲叱艇 せる は 誰、 狂女は 嬉々 として 高く 笑” 

ひぬ 0  C 


人々 出合 ひて 打騷ぐ 比には 火元の 建物の 大半は 烈火と なりて、 土藏の 窓々 より 焰を 出し、 
はや 如何にと も 爲んや ぅ あらざる なり。 然し もの 强 敗 なりし かど、 it: 断 ^? めたり しに ifr り 
て" 三十 幾 戶を燒 きしの みに て、 午前 二 時に 迨び て鎭 1 する を 得たり。 ■■の KI より 怪し 
き 奴は 早く も 拘引せられ しと 傳へ ぬ。 被の 狂女の 去り も， ざり しが 術れ しなり。 

火元と 認定 せらる、 鵠淵 方は 塵 一筋 だに 持 出？ ずして、 憐む べき 一片の! i ±- を «? したる の 
み。 家族の 消息は 直ちに 警察の 訊問す る 所と なりぬ。 婢は命 辛々 gfcr T; せけれ ども、 目覺む 
ると 齊く 枕頭は 一面 G 火なる に 仰天し、 二 聲三聲 奧を购 齡 にして 走り出で ければ、 お だち 
は、如何になりけん、知らずと言ふ。夜明けぬれど夫婦の出で來ざりけるは \ 腐ジど有り 
しには あらず やと、 警官は 出張して 搜 索に 及べり。 

熱 灰の 下より 一體の 屍の 半焦默 れた るが 見出されぬ。 目 も當 てられす、 ii ましぅ 啟デ 齡 P 
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盡し たれ ど、 主の 妻と 輙 く辨ぜ らるべ き 面影は 焚殘れ り。 さては と 其の 邇 くを 隈無く 撥！！ 

fc くら 1 へ  办 一一  り  こ > くづ  t (s .c 、 こ 

しけれ ど、 他に 見當ろ ものは 無くて、 倉 前と 覺 しき 邊 より 始めて 焦 壤れた る 人骨を 挪 ffi? せ 
り。 醉ひ て遁惑 ひし 故 か、 貪りて 身を 忘れし 故 か、 だに も 拭に も 主夫銳 は 此の 火の 爲に銳 
命せ しなり。 家屋 も 土藏も 一夜の 烟とな りて、 鍔 淵の 跡と ては 赤土と 灰との 外に 覓むべ き 

ち め •ぅ 九ん たん 九ん ふんき、 フ  ぐ j r 

もの も あらず、 風 吹 迷 ふ 長 烟短焰 の 紛糾す る處に 、獨り 無事の 形を 留めた るは、 主が 居間 

きんこ  • 

に備へ 付けたり し 金庫の み。 

別居せ る 直 道は 旅行 中に て 未だ 還らず、 貫 一は 恰も お 峰の 死體の 出で し 時 病院より 駔 111 け 
たり。 彼は 三日の 後には 退院すべき 手 害な りければ、 今は 全く 癒えて 務を 執る を も妨ヂ ざ 

ふりよ  きふ ;> き  させ 5  こ  <  ろ ま C? ひ  フ铲、 フご 

れど 、事の 極めて 不慮なる と、 急激なる と、 瑣小な らざ ると に 心 惑の みせられて、 病後の 

も  じんす 2> ん. にん  しより  ひたすら 

身を 以て 之に 當 らんは いと 苦し かりけ るを 盡瘁 して 萬 端を 處理 しつ、、 唯 管 直 道の 歸京 を 23 
1$ てり。 沈を も 得 擧げざ りし 病人の 今恁く 健に 起きて、 常に 來ては 親く 慰められし 人の 頑 C 


つょ  む f£ じんょ  だんこつ  ミ ひら こ ミ； S 

1 にも 强 かりし を、 空しく 燼 餘の斷 骨に 相 見て、 弔 ふ 言 だに あら ざらん とは、 貫 一の 遽に其 


象 こ！； W ま こ S 3 

の眞を ば A とし 能は ざる 所な りき。 人は 皆 死ぬべき ものと 人は 皆 知れるな り。 然れ ども 其 
の 常に 相 見る 人の 死ぬべき を 思 ふ 能は ず。 貫 一は 此の 五 年間の 家族を 迫め て© 一人 も餘？ 
ず、 家 倉と 共に 焚盡 されて 一夜の 中に# くな り 了れ るに 會ひ ては、 おのれが 懷裡の 物の 故 

きえ 5  かく  こょ ひ  ょか 

無く 消失せ に けんやぅ にも 賴み 難く 覺ぇ て、 恁ては 我 身の上の 今宵 如何に 成りなん を も， 料 
られ ざるを と、 無常の 愁は頻 に® に 沁むな りけ り。 


ナ 


あ ' £ かた 


やけう 


あは 


たの 


住むべき家の1^跡も無く燒失せたりと謂ふだに、見果てぬ夢の如し、まして倂せて賴めし 
主 夫婦を k へる をゃ〇 1? 谷 ^! を 去らず して、！ i t:i 船 呢の 积ゲ搬ぜず \ _?久しく病院0 
1 ?燥せ る 生活に 困 じて、 此家 を懷 ふこと 切なり ければ、 追慕の 情は 極 卜て 迷 14-k し、， めて 
は 得る 所 も あり やと、 夜の 晚 きに 貫 一は 市ヶ 谷なる 立 退 所を 出で ▲、杖に 扶 けられつ ▲程 
遠 r らぬ燒 跡を 弔へ り。 


連日 風 立ち、 寒 かりし に、 此夜 は遽 に Ms みて、 朧の 月の 色も暖 に、 曇る ともなく 打 霞める 
腊は靜 に 眠れり。 K S: SJ S, に ■ぎち て、 _ されし 道は 水に辦 り、 も® P SO W、 

り  、こが I  - a \ ^r やけは &ら 、フぜ き 

慰 齡燒 瓦な ど 所 狹く積 重ねた る if 地を、 火元と て 板圍も 得爲ず 、其と も 分かぬ 燒原の 狼藉 

丨， A  t.  少  fl  *  フ •  こ.^ TNATi 


として、 鰐 淵が 54 ，は 全く 形を 失へ るな り。 黑 焦に 削れた る 幹の み 短く 殘れる 一列の 立 木 
の 傍に、 ml れ i <^ 盛りた るは i; 齡の纪 ■と 踏み 行けば、 ^ * i んの熱 氣は却 た 冷めず して 微に 
ffit F s5 つ、 貫  一 •は 献 tt? 把いて 働 編 ピ して ^ めり。 其の 立てる 二 三 步の 前は 直行が 遺骨を ®- 

しこが 乏  きれす  あかし  まん ち 

せし 所な り。 恨む と 見 ゆる 死 覿の 月は 肉の 片の棄 てられた る やぅに 朱く 敷ける 滿 地の 死を 
照して、目に入るものは皆^し、 01 戰の空く歡々たるに"黑く點せる人の影を、彼は自ら 
f 凄く K らる 土な りき。 

さま，  し、  にがく ちつき 

於 *? せる 貫 一が 胸には、 在りし 家居の 狀の 明かに 眺じ て、 赭く 光れる お 峰が 顔 も、 苦き 口 付 425 
せる お ヂ 滅^3眼に浮びて、廳 ^( と組銳へる心地もするに、縱くは其 ^ に已を忘れたりしが、ぐ 


_て1 に 仰ぎ、 徐に 俯して、 さて 徐に 一步を 行きて は 一步を 返しつ ▲、いと、 >  思に沈 みて ぅ 
は、 折々 淚をも 推 拭 ひつ。 彼は 轉た 人生の 凄凉を 感じて 禁ずる 能は ざり き。 苟 くも 其の 親# 
める 者の 半に して 離れ 乖か ざるは あらず。 見ょ 或は 彼の 棄 てられし、 恨を 遺し、 或は 此の 
奮 はれし 悲に遭 ひ、 前の 恨の 消えざる に 又 新なる 悲を添 ふ。 棄 つる 者は 去り、 棄て ざる 者 
は 逝き、 煢 然として 吾獨〇 在り。 在 6 が 故に 慶 •ふべき か、 亡きが 故に 悼むべき か、 在る 者 
は 積 憂の 中に 活き 、亡き者は 非命の 下に ■る。 抑 も 此の 活と 此の 死とは 孰を 哀み 、孰を 悲 
まん。 

吾が 煩悶の 活を 見る に、 彼等が 慘儋の 死と 相 同じから ざるな し、 但殊 にす る 所は 去る と留 
るとの み、 彼等 (7) 死 あ， りて、 聊か 吾 •か 活 〇 苦しき を も 慰むべき か、 吾が 活 ありて、 始めて 
彼等が 死の 傷し きを 弔 ふに 足らん か。 吾が 腹‘ & たれ、 吾が 心は 壤れた り、 彼等が 肉は 爛 
れ •彼等 か 骨は 碎けた り。 活きて 爾苦 める 身を も、 仍ほ 有繫に 魂 も, ぬべ く III 駭 かしつる 
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彼等が 取 MI * なる ょ。 * X を 失 ひ、 家を 失 ひ、 猶も 身を 失 ふに 尋常の 終を 得ず して、 極惡 重罪 
の 者と 雖も移 た |っ 日て 抓 llt? i: .e? 狐 ®;: ^ P 受け t 犬畜生の 起まで も 皆, の 業は 曝さ f るに、 
XI か、 11 な 繫船衝 か、 船れ ども 獨 4 が 直行を もて 世間に 1 1: 作 さ f る 者、 と 資す 抓れ。 
人 fj£ ^p! に吞 ■ひ‘ f 到る 處に ■を 設け" 際に g 惡を行 ひ、 不善を 爲 さ、 y る 

艺 が  な  •  Li 

はなし。 若し 吾が 直行の 行 ふ 所を もて 咎むべ しと 爲さば 、誰か 有りて 咎められ ざらん、 而 
も S 甚 しきを^! して 天 も、 tt? まず、. 命 も 薄ん ぜず 、應報 も 之を 避る もの 有る を 見る にあらず 


せ  しの  いこ 

らすや と、 いと 迫め て £ ひ 鎚 ると覺 e るに、 行く にも 忍びず、 又 立 還りて 積みた る 上に 息 
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なきがら 


1 貝に 彼 も 家の 內に 居て、 奮 贩の 前に 限 知られず 思ひ亂 れんょり、 此には 亡き人の 傍に も 近 
く、 遺言に 似た る 或は k 自 1 を も. 得る らん 想して 立てた る 杖に 重き 頭を 支へ て、 夫婦が 地下. 
に！！ f し 11 W を 1 II したり。 勝て 彼は 何の 得る 所 や 有り けん、 繁き 淚滂沱 と 頰を傳 ひて 零 
れぬ。 

ぎ 匦に^ 車 ぁりて、 TM に 飛し 來り ける が、 il 歎の 際に ih りて、 f Tt f ちし 人は、 直 
ちに 鰐 淵が 跡の 前に 尋ね 行きて 歩を 住めたり。 

齡 3LS の 1 礎 かる 土 音に ffit を 擡げた る 貫 一は、 件の 人影の 近く 進來 るを ば、 誰なら んと認 む 
る 間も無く、 

「si さんです か。」 


「お、、 貴方は！ お 歸 でした か。」  、 

t , みへ  、，そ' ノ  X  で u* i* ふに り  つきぁかり 

其、 ょ 寺ち に 待たれし a:^ 道な り。 貫 一 ふ：^ じく 出 逝へ ぬ。 向 ひて 立てる 兩箇は 月明に 面を 
見合 ひける が、 各 口 吃して 年に 言 ふ 崩は ざるな りき。 

「何とも 不慮な 事で、 申 上げ やぅ も ございません。」 

「はい。 此度は 留守中と 云 ひ、 別して お世話になりました。」 

「私は 事の 起り ました 晚は 未だ 病院に 居りまして、 恁 ふ 事とは 一向 存じませんで、 夜 明 
になつ て 漸く  g #° けた やぅな 始末、 今更 申した 所が 愚痴に 過ぎん のです けれど、' 私が 居り 
ましたら まさか 慰 膨事 には お 爲せ 申さん かつた と、 實に殘 念で なりません、 又 お 二人に し 
て も 餘りで 影な、 それし きの 事に 齡撕 される 方では なかつ たに、 是迄 の御壽 命で ぁつたか、 
殘多い 事を 致しました 〇」  .  • 

直 道は 塞ぎし 眼を 怠げ に 開きて、 
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「何も彼も 皆燒 けましたら うな。」 

「唯一 品、 金庫が 助かりました 外には、 0 む 燒いて 了 ひました 0 」 
「金庫が 殘 りました？ 何が 入つ て 居る のです か 〇」 


かね 


、  ち や、 「ほ しようし よ るゐ  おも 

r 貨も少 しは 在り ませぅ か、 帳簿 證 書の 類が 主で ございます 0 」 

くわん 

貸金に 關 した？」 


V 


「然 やぅで。」 

「え 1、 其が 燒き たかつ たのに！」 

a 惜しとの 色は 絕か 其の 面に 七れ り。 貫 一は 彼が! J 12 の 父と is 谷れ ずして、 街 板 船 哲せる 

S いじ やう つ 1: び ら  せ  9 

內 情を 詳 力に 知れ、 は、 迫め て 其の 喜ぶべき を も、 却つ て M く ®; t; 爲す 故を 降れるな り 0 
「家の 燒 けたの、 土藏の 落ちた のは 差 起ぎ いのです、 寧ろ 燒いて 了 はんければ 成らん ので 
したから、 それは 結構です。 兩 親の沒 つたの も、 私で あれ、 貴方で あれ、 傲して 泣いて 悲 


(43〇) 


-然ぞ衆が喜んで居るだらぅと思ふ -t 、 


{i r か  おそ 

彼を 憚りし 父と 彼を 畏れし 母とは、 诀 して 共に 


む 者は、 此 に 居る 二人 限で、 世間に 誰 一人. . 

难 親を 喪した のが 情無い ばかりではないです よ。」 

然れ ども堰 敢へす 流る、 は 恩愛の 淚なり 

子と して 彼 也 慈む を 忘れ ざり けり。 其の 憚られ、 畏れられし 點を除 きて は、 彼は 他 G 憚ら 
れ 、畏れられざる 子よりも 多く 愛を 被りき： 生 T こそ 爭ひし 父よ、 亡く T G 今は、 其 G ai 

つ ft  ,、 、  そ 

れざ りし 111 より、 親と して 事へ ざり し 不孝の 悔は直 道の 心を 責む るな り。 

生暖き 風は 急 ;: 来りて 其の 外套の 翼を 吹 挎りぬ 。這は： U に 失せし 母の 賜 ひしを、 と端 無 
く彼は想起して、然ばかりは有のすさびに德とも爲ざりけるが、世間に量り知られぬ人の 
數の中に、誰か故無くして一紙を與ふる者ぞ。我は今聘せられし測量地よ0歸來れるなり0 
此の 學衔と 此の 位置と を 與 へて 恩と 爲ざ りしは 誰なる べき。 外に 之を 求む る 能は ず、 重ね 

よろ か  >4 るかへ ご 

て 之を 得べ からざる 父と 母とは、 相携 へて 杳に迢 に 隔 つる 世の 人となりぬ。 
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炎々 たる 猛火の 裏に、 其の 父と 母とは 苦み 悶へ て援を 呼び けんは 幾許 ぞ 。彼等は 果して 誰 ) 
を か 呼びつ らん。 思此に 到りて、 直 道が 哀咽は 渾身を して 淚に 化し 了ら しめんと するな り。 43 
「喜ぶなら 世間の は 喜んだ が 可いです、 貴方 一箇の お 心 持で 御兩 親は 御 満足な さるので 
すから。 這麽 事を 申げ ては 實に 失禮 です けれども、 貴方が 今日まで 御兩 親を お持ちに なつ 

うらやまし ?> いじ や •フ 

て 居られた のは、 私な どの 身から 見る と 何ょり お 可 羨い ので、 此の世の 中に 親子の 愛情 
ぐら ゐ詐の 無い ものは 決して 御座いません な。 私は 十五の 歲から 孤 兒にな りました のです 

a くび  やけ  も ^ 

が、 それは 親が 附いて 居らん と 見 ^. られ ます 0 餘り見 織られた のが 自棄の 本で、 遂に 私 も 
眞人 間 に 成 損つ て 了つ たや •うな 譯で C 固ょり 已の 至らん 罪では あります けれど、 抑 も 親の 
附いて 居らん かつた のが 非常な 不仕 合で、 那樣 薄命な 者も恁 して 在る のです から、 其は も 

いくつ  \  .ps  くつ  いさ ミな e さ  た 

う幾歲 になつ たから 親に 別れて 可い と 謂 ふ 理窟はありません けれど、 聊か 慰む るに 足る と、 

おぼし 办 

まあ 思 召？ なければ なりません。」  . 


•，，レ  じ‘ 

貫一の此人に向ひて艇く物言ふ今夜 0> 如き例はあらず、彼の物言はずとよ〇は、此人の惡 
み 鼠 ^" たりし なり。 &, は、 彼 こそ 父が 不善の 助手な れ と、 •始 より 畜生視 して、 得へ く、 は 撲 
つて 殺さん とも!! ずるな りければ、 今 彼が 11 一へ n 0r 端々 に 人が ましき 響 あるを 聞きて、 いと 異 
しと 思へ り。 

「それでは、 貴方 E 人間に 成 損つ たと お 言 ひのですな。」 
r 然う でございます。」 

「然 うする と、 今 U 真人間では ない と 謂ふ譯 です か。」 

「勿論で ございます。」 

鑣 

直 道は 俯きて 言は ざり き。 

「いや 齡矿の やうな 方に 向つて 賢 麽ガ 腐れた 言を 申して は濟み ません 。さあ、 參り ませう 


彼は 仍ほ 俯き、 仍ほ 言は ずして、 頷く のみ。 

夜は 太く 更けに けれ •は、 然らで だに 音を 絕て る寂靜 は此 に澄徹 りて、 深く も 物を 思 A る 苦 434 

./IX 

ふ A 二 ^ もろ  する ^ ひ r こ s fc 

しさは 直 道が 蹂躏る 靴の 下に、 瓦の 脆く 割る V か 銳く 響きぬ。 地は 荒れ、 物は 毀れ たる 中 
に 一箇は 立ち、 一箇は 偃 ひて、 言 あらぬ 姿の 佗しげ なる に 照す とも 無き 月影の ^ 々 と映游 
ひたる、 旣に； ^彿 として 悲の圖 を 描 成せり。 

恁て 暫く 有りし 後、 直 道は 卒然 言を 出せり。 

% 

「貴方、 眞 人間に 成つ て くれません か。」 

ハの 聲 音の 可愁 しき 底には 情 も 籠れり と 聞えぬ。 貫 一は m'? 彼の 意を ^ I れり〇 

ft 

「はい、 難 有 ございます。」 

「奈何です か。」 

「折角の お 言では ございます が、 私は 奈何 ぞ UII にお 15 き 下？ いまし 〇 一 


いち s^ 

二度 考 へて か 


「それは 何 爲で すか。」  r  . 

今更 眞 人間に I る 必要 も 無い のです。」 

「さあ、 必要は 有りますまい。 私 も 必要から 貴方に 勸め るので はない。 も 
ら 挨拶を して 下さいな OJ  , 

「いや、 お 氣に 障りましたら お赦し 下？ いまし、 貴方とは 從來 浸々 お 話を 致した 事 も ござ 
いませんで、 私と いふ 者は 甚麽 人物で あるか、 御 承知は ございますまい。 私の方では 毎々 
お 噂を 伺つ て、 能く 貴方を 存じて 居ります。 極 潔い お 方な ので、 精神的に っい た 所の 無い 
御 人物、 然云ふ 方に 對 して 我々 などの 心事を 申 上げる のは、 實際恥 入る 次第で、 言 ふ 事は 
一々 曲つ て 居る のです が ら 、正い、 直な お 耳へは 入らん 所ではない、 逆 ふので ございませ 
ぅ。 で、 潔い 貴方と、 拗けた 私と では、 始か らお 話は 合 はんので すから、 それで お 話を 爲 
る 以上は、 どぅぞ 何事 も お 聞 流に 願 ひます OJ 


3 


「あ、、 善く 解りました 0 」 

「眞 人間に なつて くれん かと 有， つて 下す つたの が、 私は！^ 吊に 鐵し いので ございます。 

こんな  、 

這 麽商賣 は m 人間の 爲る 事では ない、 と 知つ て 居ながら 嚴 して 致して 居る 私の 心中、 い 

そんな & ぞ  、 a i» =  卜 ^ 、*フ 

のでございます。那樣思をしつょ何爲して居るか！日く言,して、精神的に‘く «: げられ 

1 ん ^ 、^^  JfD 4k ^ >  • 

た 反動と、 先づ思 召して 下さい まし 私が 酒が 飮 めたら 自暴 1^ じ も 包つ T lll y^ して sf II 
に 成つ たの かも 知れません けれど、 酒は 可かず、 腹を 切る 勇氣は 無し、 忠竟 は實氣 f の 無 

こん ? 2 

い 所から、 •這 麽 者に 成つ て 了つ たので あらう と考 へられます 0 」 
彼の潔しと謂ふなる直道が潔き心の,私ば彼の雛歡した“避觀砂爲に航動されぬ0. 

「お 話を 聞いて 見る と、 貴方が 今日の 11 遇に なられた に ^ いては、 餘程 深い 御樣 子が 有る 
やう。 何 云 ふので すか、 悉く 聞して 下さいません か 0 」 

2 くぐ  卜 

i 極 愚な 話で、 到底 お 聞せ 申される やうな 者では ない のです。 又 自分 も此 事は 他に ょ 語る. 
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つまり あろ こ ^ つ 

まい、 t si く  ii つて 居る のであります から どうも 申 上げられません。 究宽或 事に 就いて 
航輥 に 船 f れたの でござぃます 〇」 

「よ あ、 それでよ お 話は 其で！ £ きませ う。 で、 貴方 も那麽 家業は 眞 人間の 爲べき 事では な 

X 11)- うじ やう 

、、と 十分 承知して 居らる、、 父な どは 決して 牌つべき 事では ない、 と 謂つ て 剛悄を 張り 通 

、 2. さいご  す 

した。 實に淺 ましい 事 だと 思 ふから、 或 時は 衣 如 父の 前で 死んで 見せて、 最後の 意見を 爲 
るより 外は 無い、 と 決心した こと も 有つ たのです。 父は 飽くまで 聽 かん、 私も飽 くまて 棄 
て、 は！； かん 11 漱、 «2 配事をして |. 疋ぎ齡枝させる數ぎ居った所、今度の災難で父を失 
つた、 殘 fs、 改心せ ずに 死んでくれ §だ、 是が 一生® 遺憾で。 一時に 兩 親に S 
て、^ n には 逢は ず、 其の^ i と 謂へ ば、 氣の 毒と も 謂 ひやう の 無い . 凡そ 人の子 

-  ン  -  し ri \)> 

として 股より hi の悲 が？ ぅか、 1 i し 給へ。 § 就けても、 改 S ずに 死した のが、 愈よ 437 

9  i—  >  しん 

殘 念で、 早く 改心 さへ して くれたら ば、 此の 災難は 贷れ たに 違 無い、 いや 私は 然う信 じて 


居る。 然し、 過ぎた事は 今更 爲 ^ か 無い から、 父の^ i 是非 貴方に 改心して 貰 ひたい 〇今 

貴方が 改心して 下されば、 私は 父が 改心した も 同じと 思つて、 それで 艱歡す るので す 〇辦破 

すれば、 必ず 父の 罪 も 滅びる、 私の 11 も 霽れる、 貴方 も K しい 道を 行けば、 心安く  110 世 
を 送られる 0  • 

成程 お 話の 樣子 では、 這 麽 家業に 身を鍛 された. のも\ 己む を 得ざる^ 撒 ©5 爲とは 承知して 
居ります が、 父への 追善、 又 其の 遺族の 路頭に 迷つ て 居る のを ^ -T ふのと 思つ て、 金を 貸す 
のは 罷 めて 下？ い。 父に 關した 胁產は 1 一、 谢 貴方へ お ii? り _ します から、 其を^！; 初に 可ぞ人 

九き 

を も 益す る やぅな 商賣 をして 下されば、 此 上の 喜は 有りません 。父は 非常に 貴方を 愛して 
居つ た、 貴方 も 父を 愛して 下？ るで せぅ、 愛して 下さるなら、 父に 代つ て妒 を歡が て 下さ 

ぃ 。J 

聽 居る 貫 一は 露の 晨の 草の 如く 仰ぎ 視ず 。語り 訖れ ども 猶仰 ぎ視ず 。财 k こ' と il ろ、 にも 


ちかづ 


仰ぎ 視ざ るな りけ り。 

忽ち ぃ si G 光 ありて！ IM ll t^ 道の 照し ける が、 其 心 燈 .の ltb; 方に 向 ひて®  くは、 巡査 
の^^ めて i l< るな り。 & 節は 1 «| に赔ゴ 」 待 つと しもな く 動かず 居たり ければ、 其 前に 
到れる 部 MI の 光は M 無く 彼等を ®! しぬ。 巡査は 如何に 驚き けんよ、 彼も此 も各慘 として 
蒼き 面に 淚 垂れたり .1 


- 耐も lttT は 人の 泣くべき 處な るか、 時は 正に 午前 二 時半 _ 


二 四 


のぞ 


g  5 つ  さぅた、フ  i •一 

たる 一日の 正§ 十六 時間は、 實に金 五圓七 拾六錢 に相當 す。 之を 三百 六十 五日の 一年に 合 

きよが く*  の K さ  こ t  お しつ ま 

訊 すれば、 金 貳千壹 百 〇貳圓 四 拾錢の 巨額に 上る にあらず や。 然れ ば玆 に廿 七日と 推薄リ 439 

さいまつ  しち ゆ、 フ ぶつじ ? っきょ、 っ*^-^  せかい ぜつめつ  ^  つ、 ひ ， 4 - > 一 1 、 ：  >  1 、 ノ  > £ ^: パ o -u c 、  .C 

たる 獻 の 市中は 物情洶 々として、 世界 絕滅の 期の 終に 宣告せられ れ らん も恁や は 力 


すわ  あゆ  は レす  そら  あ  き 

.りに、 坐りし 人は 出で、 步み 、步み し 人は 走りて 過ぎ、 走りし 人は 足 も 空に 合 ふさ 離る さ ) 
es ましく、 懇 ぎ しては P、 飯 勝ちて は齡 けぬ ベ— も I ぇざる はふ r に 今 1 
を 限と 慌て% ぐ 事 ありて、 不 & 人 も 狂せ るな り。 彼等は 皆 過去の 十一 箇月を 虛に 送りて 一 
秒の * 5 の is める 貳 千, 圓の大 f を 何處 にか 振 落し、 後 ぼの 尾に 立ちて 个更の 血眼を 瞪き草 
を 分け、 瓦を 撥しても、 其の， 行方を 尋ねん と爲 るに あらざる なし。 窓る 間に も 常は 止 一毛 

あ =  >  な、，， し  う！； ' r フ  き セち よう^--—  そくし やは 5  つるべうち  ミび 

に fg( する 一秒の 壹錢 乃至 拾錢 にも 暴騰せ る 貴々 重々 の 時は、 速射砲を 連發 する が 如く、 飛 
過る にぞ 、彼等の If は 更 C 意 言 も 及ばざる なる。  、 

其の 平生に 台 心無 かりし 天は、 又 今日に 何の 變易も あらず、 悠 W として 蒼く、 昭々 、として. 
陳く 、浩^: U して 靜に •而も 確然と して 其の ♦覆 ふべ ^ を 覆 ひ、 終日 北の 風を 下し、 夕 付く 
の 日の 影を 耀 して、 師走の 塵の 表に 高く 澄めり。 見遍せ ば兩行 b 門 飾は 一樣に 枝葉の 末廣 
く壽 山の’ 翠を交 し、 十 町の 軒端に 續く注 連繩は 福 海の 霞搖曳 して、 繁華を 添 ふる 春 待つ 景 


yr  5 こ  ふ  S  艺 し  こん  ろ 

色は、 酿た舊 り 行く 歳の 魂を 驚かす 


f 人々 の睪篇 を. 群て 讎ふ柯 を、 看げ て ■るは f す議ぎ nr 行く は 誰' 一子、 

者、 鑲の 品々 扼 する 者、 響な ど讀み もて 行く 者、 E 人の子を 珠數繫 にして 勸 ^ ,5: f. A - 
る 者、， 攀气 W 繫の斯 たる 所有り て、 盤 yp 纪れ りと ®1* るに か あらん^ 等の 少 

齡 m には ii として、 r 」 るは ぎじ、 f る g 乾ん と、 P 其の SS に 
るは あらず。- 人の 世は ヨの磬 り 花の ml、 月の パに も 其の £ の S あ！ れ ど、 B は ;*^ 
ぎに 入り 5 言， pf を、 物の f も f らん ft にも 見ょ とや、 空 S 醉 i 

ち、 フラ 議 •> ■にした るに、 帑もゎ 分 s も 木 _の_ を f て： シ C 


ォン ソン螺 巧爸 F たるを 爾 v_ ^ の馨辨 の 鐵 

られ けん、 尋常よりは 寸の 薄り たるを、 身材の 人より 1 f? るに ^ I ひたれば 、純の 袴は 風に 442 

ふき c^> ぎ  ノ *> <?•、>  ひらめ  よば ひ  かたち ヤ 

や 吹斷' れんと 危 くも 閃きつ、、 其 人は 齢 三十 六 七と 見えて、 肠藤 せたり とには あらね ど、 

寒樹 G 夕 空に 倚りて 1 なる 風情、 獨り纪 ふ箭 無く 麗じ くも 1 i 田め る 繁腎 は、 下には^; の 慰 y 
で 毵 々と 垂れて、 左右に 拈りた るは 八 字の *? を 1 i T 耳の奶 にも 避び ぬ。 机^れ v 6 g B! 
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吗」 "藍れ る學れ ど、 _ しくは ぁらす、 耐も篇 溫| として 震； « し、 春の 編の 

野 邊を迪 るらん やぅに、 ®! iGigy 此の!^ に 出で 來 らんと す 〇 . 

「S しく  f 歌！ 一して 麗 にが 酒を 買 ひ、 獄を紀 き' 月を ^ て醉 ひ、 繫 fi si へ 

ひかり  い 

ば 光 月を 射る。」 

2 ? r t  飞 \ / -- r パん，％ rl: J  . -«> か つた 0 し  ，''ちは  そらる JS いろ  ゆ ふ i 

彼は r を 力し く 微吟を 放ちて 行く^- 且樂 むに 似たり。 打 晴れた る 空は 瑠璃色に 夕 紫え て 

(l (i 力 さ  まさこ 2)* らし  し  i  Kv H つ ^ t o '*  ,  ン〇 

俄に a え 勝る 飇の目 口に 泌みて 磨緘を 打つ らん やぅなる に、 烈；^ の 如き 醉歡を 穿 付けて は 


1 


好 僦 & ぃて、 右に J 步 左に 一 步と踽 きつ 

卜 a' ひ ミ  り  <フ てい  くん ざん  さんき やく  し9‘5 す 2) た ひらか.  けいじ ゆ し ^ 、 1^ 中く  つきさ j あきらか  • 

r 往 々藏 歌して 獨り流 涕 す、 君 山を 剗 却して 湘 水平に、 桂 樹を砍 却して 月 更に 明な らん 

ぢや 、っ ふこ t ろ ざ し * 

を、 丈夫 志 有りて. . 


: 


►  jl  、フた 、  この 5. き  、い  み S -5 が 1ら'  は や  念  1 4 ,:t/  -n. 

tisi ひ出づ る 時、 T 隊の近 衞 騎兵は 南 頭に 馬を 疾 めて、 眞 一文字に 行 手を 橫斷 する に會 ひ. 

- .  .  /  r 


§  く  一¬ 


ね ぅだ  人 


1 ^ を ば 壯なろ 哉と 謂 まほ しげに 見送りて、 

「齡 11 対に 1 r て黎矿 、霞、 レて iyp# の W、」 


きかん か な いは 


み 夸 


霧を 観 TJ に pgi ひ r るは、 何 s, が、‘ か、 藝 か、 p、 ®I 藍 かと、 配 ハし 

き 姿を 見て ® t る 有れば、 ffit を 識 らんと 窺 ふ 有り、 又は 其の 身の上な ど 思 ひつ ふ 行く も 有 443 
り、 樹は於 く纪 へれば 敗て 知らず、 町の 齡配を 1 め f りて、 何方を 指して 行かん とも、 心 


沙き - 


- f 


ひか 


せ ' y i 
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さ ^ ま  しぼ. b - 

定らず 姑く 立てるな りけ り。 

- ,  一  >  ... ^ / 

?  あや  け ふ  すがた ^ らは  をり^- さん » 4 

然ば かり 人に 怪しま るれ ど、 彼は 今日の み 此町に 姿を 顯した るに あらず、 折々 散步 すらん 44 

いでく  かや 、>  す 〇 たい  み ミ  かね  ちゆう もく  はし ゆつ じよ  じ ゆん さ  めづら 

やうに 出來る こと あれ ど、 箇樣 の醉 態を認 むる は、 兼て 注目せ る 派出所の 巡査 も 希し と 思 
へるな り。 

旋て 彼は 鐵 鞭を 曳 鳴して 大路を 右に 出で しが、 二 町 許 P 行きて、 乾の 方より I き 坂道の 開 
きたる 角に 来に ける 途端に、 風を 帶 びて 馳 下りた る # i は、 生 僧 其方に 踽 ける 酔 客の 嫌の 
邊を 一衝撞 てたり ければ、 彼は 郤 含を ff5 つて 二 間 も 彼方へ 撥 飛 さる、 と 象 . L く、 大地に ^! 

面 擦つ て僵れ たり。 不思議に も 無難に 踏留 りし 車夫は、 此の 麁 f に氣 を' 奪れ て 立ちたり し 

めん •たう * ひて  み  か ぢ  まは  のが  くろ * ヤ 

が. 面 © なる 敵手と 見たり けん、 その ま、 辕を囘 して 逃れん とする を、 # の 上なる 黑綾の 
吾妻 コォ ト 着て、 素 鼠 縮緬 0) 頭巾 被れる 婦人は 樺色 無地の 絹臘虎 の 膝掛を 推 除けて、, め 
よ、 返せと 悶ふ るを、 猶聽 かで 曳々 と 挽き 行く 後より、 


イヽ  \ 
情 名 待 $ 
を 5 て 

十 ミ  、 
儿 が 

む こ 
る ら 

mi  ' 

聞 

ゆ 

る 

に と 
'喝 5 
耐？ す 
() る 
か 聲 
ね に. 


る 

婦- 


行 

< 

人 

の 
始 S 

L  てめ 

其 そ 事 
處こ有 
に り 
下げと 

車各覺 I 
し れ 
て る 
返^: も 
し 多 
來 く 
り 、 
ぬ は 

〇  心 

車 

夫 

の 


卿の 物見高き 1511 的な りければ、 此の rs しき 際を も 忘れて、 寄來る 人數は 蟻の 甘き を 探りた 

、ら さ •丨 ぶ ^ レ ^ つく  £4 * iz り  よう  さいう  そ 

る やうに、 1 面には 遭黎 者の 土に 踞 へる 周邊を 擁し、 一面には 婦人の 左右に 傍 ひて、 目に 


物見ん と i r 」 たり。 婦人は 1をぎ ^ _餡りぬ。靜一 ^ の"小麗デの£したる 

11 齡 に、 fi ffils G 齡ね S の 玉の It: ®? ゼ雜 に、 古 11 ぎの ^ i 子 »5C を 獻 して、 »1 は實 に' 塵 / f も 快 

S べき 人の， ひ 知らず 讓〉 るを、、 ■の 笆 ^ ぬ花の祕 ?^ 襲氍¥を辦めて 

^6  こ 仁 

肝に 徹ふ るな りき。 

ぃと更に祗ぎ ¥1 5しき_を、霖,たる| §1 1 さと_|4^ 

船め たる 顔は！ 5 き 所 ぁらぬ やぅに 箱の §s しに i りたり。 晴 、 «! § しブ ^ 
プク も、 ® ^ @! T,7 «t"- の 1 ^^ 齡紀され たる ^; に、 t; 如は！？ ば 身を 擡げて 血を 流せる 右の 高頰 を' 


5 ち 

打 


4 


ひらて  お ほ 


よ りく 


/ちみ や 


平手に 掩 ひつ、、 寄 来る 婦人を 打 見澎 りつ。 縱は 其の 前に 先づ 1 ££ & じ て、 

ミ  そ さう  あ ひす 

一 どうも 取ん た 麓 相を 致しまして、 何とも 相濟み ませんで ございます 0 おや、 お顏 を. 

ぷ cr j  う 

を 打ち まし ^ か、 まあ 奈 何 も . 

「いや 大した 事は 無い のです 0 」 

「然や うで ございます か。 何處ぞ お 51f め 遊ばしました で ございませう。 


〇 


いた  あそ 


こし 


?£ きづか. 

腰を 得 立てず 居る を、 婦人は 仍ほ氣 遣へ るな り _ 


あまた^* び  か r 


しゅじん  5 しろ 


•m 42 尤； 乙  i  l-  I  ，つ 乙 アー  す ミみ い 

車夫は 數次 腰を 屈めて 主人の 後方ょり 進出で ける が 


?; ん ^: まこ S まを しわけ  ひら  rlv ん < ん  ねが 

「どぅも、 且那 、誠に 申譯も ございません。 どぅか、 まあ 平に 御 勘 辨を願 ひます OI 


主な こ みなた  てん 


す ゐ かく  いか 


7 り ^ \  / ;1 2i  <  V  i  こ ^ fe ご そか 

BP を 其方に 轉じ たる 醉客 は恚れ ると しもな けれど 聲肅二 


さま 


そ 


お 目 446 


1 r' c; : ^ ユ - フし S ぜく  る t s こ  ij s 

「貴樣 は 善くない ぞ 。麁 相を 爲たと 思ぅたら 何爲 車を 駐 めん。 趣げ やぅと する から •止め 

ふ こ { ろ 九  し ゆ じん  は S か セ 

たんじ や。 貴樣の 不心得から 主人に も 恥を 搔 する ,0 一 


「へい 恐 入りました 0」 

「どぅぞ 御 勘 辨あ そばし まして OJ 
俥 G 主 G 身を 下して 辭を添 ふれば、 彼も扣 M4 !^ て 
「以 來氣を 着けい、 ょ。」 

「へぃ . へぃ 〇」 

「早ぅ 行け、 行け。」 

ゃ をら 彼は ぎんと すなり。？ は l m f 義 -®; «! ii 髮 へて、 II G 翳 1 茶は JEI 
に望外なりき。彼等は *! の ?^ .ぬ磬にがへ：.る ^ て、 ^ 囊溪露はざき齡みて、 
はや忙々しき踵を厭すも纪かりけれど、又 -§: #2 のる ]«:5 賢の 1: 衝にが衡を惜みつ、去り纪へ 
ぬ も ありけ り。 

« 

はきもの  ひろ  むち 6 てが 


ソ 


447  ) 


c 


クを 取上げて 彼に 返し、 頭巾を 車夫に 與 へて、 懇に 外套、 袴の 泥を 拂は しめぬ。 兔？、 u し、. ノ 
罪は 消えぬべき も、 Ml 々、と 挫傷の 其 面に 殘れ るを 見れば、 疚しき に堪 へぬ 心は、 なほ S" す# 
べき 事 あるを 吝みて 私せる にあらず やと 省ら れて 、彼は 有繫に 見捨て かねた る 人の 顔を、 
始は可 傷と 眺めたり しに、 其の 眼 色は 漸く 銳く 、且 は M ひ 且は 怪しむ らん やぅに、 忍びて 
は隠〇つ^便無ければ炉みけるに-いでや長居は無益とばか^彼は鎗配と踏出せり。 

婦人は 於に も 右、 にも 遣 過せ しが、 又 何とか 思 直し けん、 遽に追 行きて 呼 止めたり。 衝 を 捻 
向けた る醉 客は 牦れる 眼を 屹と 見据磊 て、 自か他 かと 訝し？ に 言 も 出さず。 

「もしお 人 違で ございましたら 御梵 あそばしまして。 貴方は、 あの、 もし や 荒 尾さん では 
被 在い ませんで すか。」 


「は？」 


お 3: かへ  ち ? ブ  てつべ ん  よ  こ  これ (X くじつ  ゆめ  <-> 

彼は 覺えず 身を 囘 して、 丁と 立てた る鐵 鞭に 仗り、 這は 是 白日の 夢 か、 空 


沙  がたち  しやぅたい  す  する がん  ひな It ます t は  ぅたが ひ 

華の 形 か、 正體 見ん と爲れ ど、 酔眼の 空しく 張る のみに て、 益す 霧れ ざるは 疑な り 


C 


ゐらツし や 

「荒 尾？ んで被 在い ました か 


1  S くし 

「は あ？ 荒 尾です、 私 荒 尾です OJ 


あ  は ざま くわん いち  y  しよぅち 

一那の 間 貫 一を 御 承知の 


し 


き、 フい 5 


「お、、 間 貫 一、 舊友で した 〇」 

わたくし しぎ さ a みや 

「私は 嶋澤の 宮でご ざいます 0  J 


「何、 鴫澤. 


•鴫澤 の 


和 ツしヤ 

- 宮と 有 ^ る 


- 9 i 


「はい、 間の 居りました 宅の 嶋澤〇 」 


「お、、 宮さ ん- 


HU 


豸 ぐ、 フ  お cr J ろ 


S ひ  ミみ  なかは き 


奇遇に 驚かされた る 彼の 醉は頓 に^- は 消ぇて、 せめて 昔の 齡；^ むる や、 と 其 人を 机 齡む 
よ、 り 外は あらず。  ‘ 

「お 久しぶりで 御座いました OJ 


9 


4 

C 


宮は懼 び 勇みて 犇と 寄りぬ。 

今は 美しき 俥の *? ならず、 阶槪 の il 如なら ず 名宣 合へ る ^ と iitf との 思は 如何。 間 貫 一が 鳴 い 

I  よ  ちぎ い ミ 、 

澤 6 家に りし 日は、 彼の 兄の 如く 友と して #^ かりし 人、 彼の 身の 如く 契り 一」 怜し 力く 

、て  ？ っ 、ら L たしみ もつ  ひざ  まじ  / 

、こ ぁらず や。 其 日の ^ f は 又即齡 にも 得べ からざる 親を 以て 膝を も 交へ、 * L を も 言り r 
ぁらず ラ 其 日の 彼等は  >4 ^-- 6影 1^ 戲 ^' せし一屯 9: れに、今昆奇遇を算へさりしなり0 

_  ;  /、 、  ク b*”/ 5. ら ^ り5 しや  か  ミ3 


〇 


しぼりと も、 T た ひ pl! mt t_ r りし 身の、 ^ r 女を 蘭し 一 i, に， ひ、 流 車を 鼴りて 富に 
嘴れ る！ の彰膨 ％ ® I & 有りて ぎ せる に 似た る 姑 lit? デを、 彼等は 更にく 夢 ざり しなり 0 

/  J  }  f  •  ^  kr  k—  Ac > 』l  一〇 さ ^ fc *c^  しんじゃ、** 


>  i—卩  一  (  D  . w  I  : ノ-メ  '  ?v  z/ 

其の 算へ ざり し E と 夢 ざ匕議 とは、 緊 、鸛) て 一 7; の s に れる なり。 备 

の 齡き g ばは や 齡の 目に iii ひぬ。  •  、 . 

「まあ 大相 お變り 遊ばしました こと！」 


あ ^ た 

「貴方も變りましたな！」 


然し も 見え ざり し 面の 傷 •の 喷妒 f  6 でに 4 デ 血を 恥す に、！ S は掛 たりし ハンカチ ィフを 颭 
へて 拭は しめつ、、 心 も 心ならず «T 子を 窺 ひて、 

「お痛み あそばす でせ ぅ。 少し お待ち あそばし まし。」 

彼は 何やらん 吩咐 けて" 車夫を 遣りぬ。 

「直 此の 近くに 懇意の 醫者が 居ります から、 其處ま で 被 入つ て 下さい まし。 唯今 俥を 申附 
けました 0 」 

「何の、 那樣 に騷ぐ ほどの 事は 無いです 〇」 

「ぁれ、ぉ ^1 -ござぃますょ01して允糧ぎて繼 ?| るゃぅですから、だも抗もぉ傅で 
お出 あそばし まし 0 」 

「ぃ しぃ、 袭 字 時に醇 變爵 しました か。」 

宮は， i: 先を 匁 の 透る やぅに *5 ゆるな りき。 
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ご Vj 


「其 事に 就きまして 色々 お 話 も 致したい ので 御座います OJ 
「然し、 奈何して 居ます か、 無事です か。」 


〇 


「はい、 . 

「決して 無事 ぢやな い 箸です。」 


い  こ it :i $t  かたはら  みぐ る  いちだい  つじぐ ろ 念 •••> もな 

生きた る 心地 もせず して 宮 の慙ぢ 慄ける 傍に、 車夫は 見苦しから ぬ 一毫の 辻 車を 伴 ひ來れ 


や、 フや お もて * ぐ 


上 


ひで i だち 


いまは し 


あやし  ちかづ 


り 0 漸く 面を 舉れ ば、 いつ 又 寄りし とも 知らぬ 人 立を、 可 忌く も 巡査の 怪みて 近くな り 


〇 


II 五 


ひ <> ふか  ょ こづ/ b はりぐ すり ?> らをじ や、 r すけ  すで  あを  る！ ひさ  く わ5^*^  く  •っき  ひだ 

鬚 深き 橫 面に 貼 藥した る 荒尾讓 介は 旣に 蒼く 醉醒 めて、 煌々 たる 空氣 ラム ブの 前に 襞蕷も 
あらぬ 袴の 膝を 丈 六に 組みて、 接待 莨の 葉卷を 燻らしつ、、 意 氣肅に 、& 萎れた る宮と i の 

しきが : i な i a) さしひ 4' こ  こ れか れ  し.  いし  私く じ かい  た {み じき  せいや*? 

敷 皮を 斜に差 向 ひたり。 這は 是彼 の識れ ると 謂 ひし 醫 師の奧 二階に て、 疊敷 にした る 西洋 


(452〕 


び  造の 十疊 間な. り。  . 
f  物語は、，‘ は も皆を 1 1; きしなる べし。 

1 々、「間が 影を 隱す 時微に I で S 紙が 有る、 それで 釋 寧を警 らて ぎる です。 其の 手紙を 
▼  ~ 見 た 時には、 僕. も r L 腹が立った、 £1: に 射 炉に 11  し、 ぎ妒 これ g. 11 す やうに ぎく ま 
." .. で 忠告して、 それで 聽かず は、 もう AX 跳の ^ ^ は 纪ちや 奶 ら れん、 臌 の, ゆる ほど m 齡 
up: して、 一生 結婚の 成らん やう 派な 不 ^" にして斯れやうと齡に其時は游一^ったですょ〇松 

»>■ で rj t こ ミ； fj  つく  あ* 二た  き  、  - > 

以上は 貴方： & [JJr ss じ や、 偏 の麗に# ^ けちやぎ.兄、と|1すて、そりや 
實に矢 も 循も耐 らん 胸を_ つて 了う たんです 〇」 
i 呂が 顔に 推當 てた る 片袖の 端ょり、 連に jii の «? むが 見えぬ。 

ar s、  あ & た  さう、 

r 宮 さん、 僕は 貴方は 然云ふ 人では ない と 思うた。 船 稱 P 数して 酎った P へが P れ 


f  むり  あなた  、？-n 

たん ぢや から、 m の 欺れ たのは 無理 も 無 いぢ やらぅ。 僕は 僕と して 貴方を 怨むば かりでは 


き ク 


あきた  は Vi4 かは  しちし {一 y y .  . 

慊 らん、 間に 代つ て 貴方を 怨むで すよ、 いん や、 怨む 、七生まで 怨む 、屹 と怨 も！」 
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九た 


ft . くね 


ち 


M に宮が 傳堪 へぬ 泣 音は 洩れぬ。 

ifrxb いつし \ あやま  あなた *i vi6  たか  い ツぶ ぢょし  す 

「間の 一身を 誤つ たのは 貴方が 誤つ たの じ や。 其は 又 間にしても 高が 一 婦女子に 棄 てられ 

ため  こ {ろざし くぢ  いのち Ji -i '-r フ  孑 ぅ ぜん  •た らく  は  かれ  ふこ i ろ A- べつ  は ざま 

たが 爲に 志を 挫いて 命を 抛つ たも 同然 3 墮 落に 果てる 彼の 不心得は、 別に 間と して 大い • 

そ  しか  はざま いか  あなた  つみ いぜん 

に 責めん けり やならん。 然し、 間が 如何に 不心得で あらぅ と、 貴方の 罪は 依然として 貴方 

つ a す  ゆ幺  かれ  こん ^ ち  ありさま  だらく 

の IF- じ や、 のみならず、 貴方が 間を 棄てた 故に、 彼が 今日の 有 樣に墮 落した ので あつて 見 


A さを やぶ 


あ は 


を ツ S  さしころ 


れば 、貴方は 女の 操を 破つ たのみで ない、 倂 せて 夫を 刺殺した も . . …… 。」 

宮は慄 姨  1 として 振 仰ぎし が、. 荒 尾の 銳き 管は 貫 一が 怨も暫 りたり やと、 其の 見る 前に 身 
の 措 1 ，く 打 竦みたり。  - 


さ 


ちなた  く T> 、 1  ご  X 

「同じです ょ。 然ぅは 思 ひませ んか 。で、 貴方の 悔悟され たのは 善い、 是は 人と して 悔悟せ 
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f Jt .f  •今 


言 

r 


V」 ん «L ん  こんにち  ft  糸 孑  U2S  た  US3 

ん けり やならん 事。 けれども 殘念な がら 今日に 及んでの 悔悟は 業に 晚い 。間の 墮落は 間 其 


こんにち 


すで  おそ 


は VJ 1 だ 


は ざま 


し t 


人の 死んだ も M、. 繫は P 持つ て 六 年、 な ぁ、 水 1 ® へつた、 紙は 姐れ て P たんじ や。 
歡ぅ 成つた 上は 皆 料 神の 力 も! i ぶこと ではない 。お 氣の毒 じ やと 言 ひたいが、 猶且 貴方が 自 
ら 11 せる 【I の艱ザ 、 BII ょり 像く 冇るべ き 事 ぢや らぅと 思 ふ。」. 

官 は 俯. きて ょふと 泣く のみ- 


〇 


吧、把が齡！汾りとも撕らで體せし二岛の吾が罪！其の吾が罪の潔さは、彼人ならぬ人さ 
へ馈 まで 断み、 恁 まで 11 むれ。 齋も あら ば、 必ず St 资る時 有らん と 言 ひし 其 人の、 爭 で^- 
吾が 罪を 獄すべ き。 ^? 、 吾が 罪は 齡に容 されず ノ吾が 戀人は 終に 再び 見る 能は ざる か。 
宮は れ て、 S おに A? 心地を も ダは ん とすな り .0 

おの 飞 W を 見て ®? 無 かりし s iir 、 5 日し ども 僧し と 思は ざるに あらぬ 荒 尾 も、 當 面に 彼の 
说懊の 抓なる を 見て は、 稱繫 に斷は 駆くな りき。 宮は際 無く 顔を 得舉げ ず 居たり。 


たん 


ふか 


かのひ3 


? 

5 

5 

4 


. ! 


「然し、 好ぅ 悔悟を 作つた。 間が 容 さんでも、 又 が 紀 さんでも、 *? 炉は 其の tfe s に H つ 
て 自ら 容され たんじ や。」 

由無き慰藉は聞かじとやぅに宮は俯しながら默を齋りて ^1 に齡1りぬ。 

ia づか&  s る  まさ  ^ 

!自 にで も容？ れ たのは、 誰に も容 されん には 勝つ て！ 5 る〇又 自ら 容 さる ▲のは、^! によ 
人に 容さ る、 其が 始ぢ やらぅ と 15 ふ もの。 徵は #/ た^- 容し雛 く #:? 炉を 11 む、 怨みは S1- る 

こんじち  きよ、 r ちう  さ ツ 

けれど、 今日の 貴方の 胸中は 十分 察すろ のです。 貴方の も 察する からには、 他の 者の 凱が 
胸中 も 亦 響に ゃならん、 ずいです か。 iff]? して！！^! く！！ びべき でぁるかと ぎへ 尤、 滅 の 

ひ』 ねん そち— J? んな  ぼく  -  = 

無念は抑甚麽ちやらぅか、なぁ、僕は其を思ふんです0其を思ぅて見ると、 #? |^の苦 « 
は 傍観す るより 外は 無い。 . 

か •フ  こん 11 ちは か  か^* 12: く  ふじん  しやう？、 

想し -T 今日 圖らず お. 目に 掛つ た。 傲は 婦人と して 生涵吖 友に せぅ と 思ぅ たん ま、 傲に も *? 

* tt fc •二 ， n. I r .1 ^* 」 r> 、 t T 

にも 貴方 ばかり じ や。 いや、 それは 段々 お 世話に もな つた' 忝ない と 思ぅた 事も歡 飽か 知 
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れん、 其の 媛 友に 何年ぶ りかで 逢ぅた のぢや から、. 僕 も 實に可 懷ぅ思 ひました。」 

なくね  ほ ミは し  くひし  ね れひた  そで  ひし^-  おもてす りつ 

宮は泣 音の 迸らん とする を 咬 緊 めて、、 濡浸れ る 袖に 犇 々と 面を 擦 付けたり。 

•  まるまげ  い  りツほ  ゐ  かは ゆ 

「けれど 又、 圓髭に 結うて、 立派に して 居らる i のを 見り や、 決して 可愛う はな かつた。 


漆 


幸 ひ 貴方が 話したい 事が 有る と 言る、、 善し、 那樣に 間を 詐 つた 貴方 じ や、 又 僕を 幾何 ほ 
ど詐る ことぢ やらう、 其を 聞いた 上で、 今日 こそは 打踣 して 與れや うと 待つ て 居つ た。 船 
るに 貴方の 制 悟、 僕は 陰に 喜んで 聽い たのです。 V 日の 貴方は 依樣 僕の 友の龄 さんぢ やつ 
た。 好う 貴方は 悔悟な すつ た！ 然も 無 かつたら、 貴方の 顔に 此の 十倍の 疵を附 けに や S1 さ 
んぢ やつた のです。 な あ、 自ら 容 された のは 人に 赦？ る ▲始 —— 解りました か。 

は V」 ま ^ りな  わび  たのみ  ぼく  せ 

で、 間に 取 成して くれい、 詫を 言うて くれい との ぉ囑ぢ やけれ ど、 それは 僕は 爲ん 。爲ん 
のは、 間に 對 して 奈何 も出來 んのぢ やから。 又 貴方に 罪 有りと 知つ て 居りながら 其 人から 57D 
賴ま る、 僕で ない。 又 僕が 間で あつたら ば、 斷じて 貴方の 罪は 容 さんの ぢやか ら〇  C 


わか 


? 


歡して||览の齡12逢ぅてからに、槪も差さずに別る'是が荒尾の貴方に對する寸志と思 
て 下？ い。 いや、 久し， ふりで 掀角お 目に 掛りな がら、 可 厭な I 言 ばかり 聞せ ました。 それ 45 


•フ 
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い  f o* 


3 きげ A よ  ‘ 

ぢや 、まあ、 御 機 € 好ぅ、 これで お 暇し ます。」 


S しや V、 fe こ 

鲁釋 して 荒 尾の 身を 起さん とする 時、 

「齡 </ どぅぞ 〇」  宮は职 11 したる 挺 解を 配 擧げ て、 fit き險の 露を 拂 へり。 

「それでは 此上甚 & にお m? ひ 申しましても、 貴方は お詫を 爲 つては 下さらな いので 御座. 


さ、 フ 


...  や ツ はり わたく L .ゆる  扫ツ しや  3 ざ 

圭 すか。 而 して 貴方 も猶且 私を 容 さんと 有 仰る ので 御座います か。」 


「然 うです。 J 


せ； a  かたひざ 

忙しげに 荒 尾は 片膝 立て 2 居た. 


もぅし « らゐら し  ぢき  ^  はん  ま 〇 

•ど •ぅぞ 最 暫く 被 在つ て 下さい まし、 唯今 直に 御飯が 參りま すです から。」 


# 


#  めし  ぼく 

「や、 飯なら 僕は 欲ぅ ありませ ん よ ,0 一 


尸 Vi 


1 >: - 


-  すね 

f 泣 ジ史 た 申 上げ 4 i:., 事が 有る ので ごさいます から、 荒 尾さん どうか お 坐り 下さい まし 0 」 


「いくら A5 5£ か 言うた つて^! らん 事ぢや ありませ んか 〇」  ' 

「船！！ にまで 柄 m ら なくても、 . 少しは" もう 堪忍な すつ て 下さい まし 0」 

ふ > !> か 3  、っち ?) ん  さ 46  そら  こ 一 -i 

火鉢の 綠に 片手を 翳して、 何を か 打 案ずる 樣なる 目を 翥 しつ ゝ荒尾 は 答へ ず。 

て  き セい 4 i  わたくし あきら  T -t{ * 

「荒 尾さん、 それでは、 迅もお 聽 t 人は あるまい と 私は 諦めました から、 貫 一さん にお rh の 
事は もう 申しますまい、 又 貴方に 容 して 戴く 事 も 願 ひますまい。」 

に 荒 尾' G mL ii は WI じて、 ilf 續る宮 が 面を 掠めゼ りぬ。 


か 


わ ぴ 


4  * r ひ £ め わ. <7、 し  あ  その まへ  わたくしい 5' わる  、、 :t 人 ふ i ん 

「唯一目私は貫一さんに逢ひまして、其前でもって、私0如何にも惡かった事を厝ふ存分 


^  F  ^  4 - r o の ひ ミ  .  あや t し  わたくし ほん まう  <v  ,  * 

謝， り，； 一い G で 御座： 之 ご唯 桉 人 0 目 で 謝り さへ 爲 7: ら 、それで 私は 本望な のて 3: ざ 


います。 il より 11 して もらは ぅとは 思 ひませ ん 、貫 一さん が 又 容 して くれやぅ とも、 え 

，たく し 4' ま  う  1 v ヽ ご 

どぅせ 私 u; 思 ひは 致しません。 容 S れな くても 私は 管 ひませ ん 。私は もぅ 覺悟を 致し： 
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r\ 

9 

5 

C 


. . 〇」  , 

宮は 苦しげ に淚を 呑みて、 

「ですから、 どぅぞ 御 一所に お 伴れ なすつ て 下さい まし。 貴方が お 伴れ なすつ て 下され' は、 

一 ■きつ  あ  わたくし  よ 

貫  一 $ んは屹 と 逢つ て くれます。 逢つ て さへ くれましたら、 私は 殺されましても 可い ので 
御座います。 貴方と 二人で 私を 責めて/ 


、責め 拔いた 上で、 貫 一さん に 殺さして 下さい ま 
し、 私は 貫 一さん に 殺して もら ひたいので 御座います 〇」 

感に打 れて霜 置く 松の 如く 動か ざり し 荒 尾は、. 忽ち 其の 長き 髭を 振りて 1 ドり。 
r うむ、 面白い！ 逢うて 間に 殺されたい とは、 宮 さん 好う 言れ た 〇然な けり やならん じ や。 
然し、 な あ、 然し じ や、 貴方は 今は 富 山の 奧 さん 唯 繼と云 ふ ^ が 有る 身 じ や、 滅多な 事は 
出來ん です よ。」 

「私 ぼ tl ひません！」 


( 


if ざ ま 


をつ ミ 


さ 


〇 


あなた 


參ひ 


ひ S り 


ば 間 有る を 知つ て 夫 有ろ を 知らん の ぢや 。夫を 奈何な さるな あ、 夫に 道が 立たん 事に なり 
はせ まい か、 そこ も考 へて 貰は にやな らん- 

して 見り や、  始には 富 山の 爲に制 を 欺き、  今 又 間の 爲 に *;  方は 富 山を 欺  <  !  んじや  〇  H A1  な 
らず 二人 欺 くんじ や。 一方には 悔悟して、 其が 爲に又 一方に 罪を 犯したら、 掀谢 の悔牾 の 
效は沒 つて 了 ふ。」 

「那樣 事は 管 ひません！」 

無慙 £< 唇を 咬みて 宮は 抑へ 難く も激 せるな り。、、  . 

I 

， 

「管は んぢや 可かん。」 

「いよえ、 管 ひません I 1  . 


「そり や 可 か， 


(抑） 


;£ た くし  そんな  から •たさん ^ f  す  を 

「私は もう 那樣 事は 管 ひません のです。 私の 軀は 甚麽に なり ませう とも、 疾 から 棄 てふ罟 

こ. 


fc r もぅいち s^ す i やま 2 

るので 御座います から、 唯最一 度 貫 一さん にお 目に 掛 つて、 此の 氣の濟 む ほど 謝， り？ へ 致 46 
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そ〇は  七六 く  I  L J2 A ま、 フ 

したら、 其揚で もつ て 私は 死にましても 本望な のです から、 富 山の 事な どは . 

$5  し象 

然して 死んで 了 ひたいので 御座います L: 

さ、 っい  むかんが ベ  わけ  わ か  ぼく  くみ  、 

| それ-^ 然云ふ 無考な 、譯の 解らん 人に 僕は 與する ことは 出来ん と 評 ふん じ や 
した 貴方は 了簡 じ やからして、 燃 てたん じ や〇ぞ i です！ 人の絮 たる 身で 対 ゲ 

あざし  か ま  そんな S く  /し - 

欺いて、、 それで 管は んとは 何事です か。 那樣 貴方が 了簡で あつて 見， り や、 霞は 寧ろ 富 山を 
不敏に 思 ふです、 貴方の やぅな 不貞 不羲の 妻を 有つ た 富 山 其 人の f 攀を奶 F ん けり やなら 

5 く  0J5 じ や 5  へ •フ  いよい 二く 6 なた 

ん 、いや" 愍む 貴方よりは 富 山に 僕は 同情を 表する、 愈よ、 僧むべき は 貴方 じ や 0 J 


わたくし し 


:1 んま 、フ 


い ツそ 

不如 


い ツたい さ 

。一 體然 

を ツ ^ 


t  S  ろ  5 ろ ほ  も  か r や 

四途 亂に濕 へる 宮の 目は 焚 ゆらん やぅに 耀 けり。 


さ 


/jv  お ツしや  わ fc くし ^ 5  •  よろし  たす 

「然ぅ 有 仰つ たら、 私は 奈何して 悔悟したら 宜いの で 御座いませぅ 。荒 尾さん、 どぅぞ 耻 


おぼし® 


をし 


ご らん 


それ 


ける と 思 召して お 詢へな すつ て 下さい まし LJ 
「辦に は誨 へられんで、 t 方が まぁ 能う 考 へて 御 «, なさい。」 

「三年 も 四 年 も 前から 一日で も 其 事を 考へま せん 日と 云つ たら 無い ので ございます 。其が 
獻にが 1 って が る ゃうな _で、獻も、 & 配なら、ぃっそ死んで 7^ はう、と 
M7 <° f うは 思 ひながら、 pl^ ^ rsYsn、 一目で 可う ございます から 貫 一さん に 逢 ひませ んで 
は、 どうも 死ぬ にも 死なれない ので 御座います L: 

「まあ 能う 考へて 御覽な さい。」 
f 荒 尾さん、 貴方 それでは 餘り でございます わ。」 

■121 る“ 一 y に、 宮は 男の 槪 y 鋩り て％ きぬ 0 こ 繼狐 めて 荒 尾 も 其 手を 拂ひ かねつ'  吾 


••5  5 む ta ふさ i1 げ  §  み やや つれす がた まなこ こら 

ならぬ 愁に胸 塞れ て、 實に もと 覺ゅる 宮が 衰容に 眼を 凝し 居た'. り。 
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こ A. 、 參 -n fc くしく，、 ' *0- ) ^* z v. 

「荒尾5ん、這贤に思つて私は像辟して居るのぢやございませんか、昔の宮だと思召して 


fc の a 

賴に 成つ て 下さい まし。 どうぞ、 荒 尾さん、 どうぞ、 さあ、 お誨 へな すつ て 下さい まし 〇」 
淚に 昏れて 其の 語は 能く も 聞えず。 階 子 下の 物 一 #? は 膳 運び出 〇 るなる べし。 

果して 人の 人 來て 、夕% の If とて 抛- 辦”れ し ¥ コパは, ふべ からざる 僻し き 1 1? の 

5 ち  あ ひたい  .  は じ  し 丈；：！, 

中に 相對す 石の みなりし を、 荒 尾は 始めて 高く 咳き つ。 

「貴方の 言る i 事は 能う 解つ て 居る、 決して 無理とは 思 はんです。 如何にも 貴方に 誨 へて 

し > r *> 

上げたい、 誨 へて 貴方の 身の 立つ やうな 處 置で 有るなら、 誨 へて 上げん ぢやな いです。 け 


それ 


f  あなた 


か  す 


Km 


かんがへ s r t 


れど もじ や、 其が 誨 へて 上げられん のは、 僕が 貴方で あつたら 恁ぅ爲 ると 云 ふ 考量に 止る 
ので . いや、 いや、 そり や 一 言 れん。 言ぅて 善い 事なら 言 ひます、 人に齡 して 言 ふべ 


いはん 


た 


ぼくい ツニ 


れ うけん 


i  • 


なか 


き 事で ない、 況や誨 ふべき 事では ない、 止 だ 僕 一箇の 了簡と して肚 の 屯に 思ぅた 迄の 事、 
究竟 荒 尾 的 彰 想に, ぎんの ぢや から、 空想を 誨 へて 人を 5! つては 1 へ！： もな らんから、 傲は 
何も 言 はんので、 言は んぢや ない、 實際言 得ん のじ や。 然し 猶能 ぅ考 へて 見て、 貴方に 誨 
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文うは、4 

へらる ふ 方法を 見出したら、 更に お 目に 掛 つて 申 上げ やう。 折が 有つ たら 又 お 目に 掛りま 

ぼく  す ま ゐ  a  5  い  あま  や 1 

す。 は、 僕の 居住？ 居住は、 まあ 言 はん 方が 可い、 璺が 子な れば 、宿 も 定めず じ や。 言う 
て も 差 支は 無い けれど、 貴方に 押 掛けら るふと 困る から、 まあ 言 はん。 は/ 财何 にも 這 配 
態を して 居る ので、 貴方は 吃驚な すつ たか、 然 うでせ う 〇自也 にも 驚いて. 居る の ぢ やけれ 
ど 奈何 も爲布 が 無い。 E の 身の上に 就て は 段々 子細が 有る です とも。 ^ 5 も お話したい けれ 
ど、 又此次 に。 

酒は t 飮 むな？ は ぁ、 ポの ゃ、 4ずた§ 学す。 ぃ、 •折角の f: 観 ぢ ゃから 

こんご  よろし 

今後は 宜い 、氣を 着く るです。  ，  ： 一 

ちか ら な  ぎ  ぼく  あなた  £ 

力に 成つ て くれと 言うた とて、 羲 として 僕は 貴方の 力には 成れん ぢやな いです か。 貴方の 

きよ •っち ラき  てき 

^ 中も聽 いた ^ ぢや から、 敵には なるまい、 けれど 力には 成られんで すよ。 

は ざ t そのご あ  いツペ ん  t こぶ 

間に も 其 後 逢は ん のです とも。 一遍 逢 ふて 閗 きたい 事 も 言 ひたい 事 も 頗る 有る のじ やけれ 


たづ 


ノこ  いツか 、フ いみ  j ; づ f> す 

ども、 訪ね もせん ので。 それに や 一向 意味は 無い のです とも。 は あ、 一遍 訪ね ませぅ 〇明日 

fcfc つ  さい K く  あなた  /C 

訪ねて くれい？ 然ぅは 可かん 僕も是 でな か^-用が 有る のぢや から。 あ' *^ 方 も 浮世が 46 

い や k  ぼく  ご 0.15 T rs  い  '  め U1, フ  3  く 

可 厭か、 僕 も 御 同樣じ や。 世の中と 云 ふ ものは、 一つ 間違 ふと 誠に 面娜な もので、， 像な ど 

も： T か 謹では 鏡の 無ぃ荀 I けれど、 ■で ?^ 死ぬ る も 襲で な、 1 i すて 生 

きて は 居る けれど、 苦しみつ、 生きて 居るなら、 死んだ 炉が無 11 擦です さ。！： &I 命が 惜い 

.  す こぶ わ. 3' ら  \ 

のか 考 へて 見る と 頗る 解なくなる。」 

か 仁  しょくを i 

語りつ、 彼は 食を 了り ぬ。  . 


6 


* ' ミ  あなた  きふ じ 


「嗚呼、 貴方に 給仕して 貰 ふのは 何年ぶ りと | 明 ふの か 知らん 〇 離 い 伊う うた OJ 

•さしぐ  な みだす t  つ  かなしみ、 つ  こ i、 A v ンたく 

宮は差 含む 淚を 啜れり。 盡き せぬ 悲を仲 時まで か 見ん とやう に 荒 尾は 俄 il3 身支度して、 
「こり や 然し 却つ て お世話になりました 。それ ぢや宮 さん、 お 驟 2」 


は ざま 


あなた 


「あれ、 荒 尾さん、 まあ、 * > 方 


0 」 


はや 彼は 起てるな り。 宮は其 前に 塞り て 立ちながら 泣きぬ。 

わたくし S-  5  よ 

「私は 奈何し わら 可い の. でせ ぅ 〇」 

「覺 悟一つ です。」 

始て誨 ふるが 如く 言 放ちて 荒 尾の 排け 行かん とする を、 彼は 逾も! I りて 


> 


r 覺 悟とは？ こ  ， 

「讀ん で 字の 如し。」 

驚 破、 彼の 座敷を 出 〇 るを、 送り も 行かず、 艇り も！ 51 らぬ宮 が ^? ,、 钥 し. 


かべ 

も 壁に 向 ひて 


，ご 


動力 ^ りけ り 


〇 


二 六 

，の 松は is て爲 r 過ぎ ぬれ ど ふ ほ 正月 機嫌の 5 <せぬ麗 ■は、 


フ 
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ク き >? ころち S ひ  つ  5 ちめ ^ いさ { -£ ケ  ‘ 

もと 行 41 を 求めて は、 夜を 晷に繼 ぎて 打 廻るな りけ り。 宮は毫 かも 之を 咎めず、 出 〇 る も} 

入る も 濃の f fe せて、 體备繫 群 k らん ゃぅに、 ^ はかりの 霞を黎 ざると C46 

, 

謂 ふの み。  • 

此の 対！ 2 辦 する 仕向は 兩 三年 來の取 生を 貫きて、 彼の 性質と も 病身の 故と も 許さる 上まで 
に 1! 街され て、 又搬铲 よりも 齡 めら れざ るな り。 欺と 招に 唯繼队 桮 1; 裳 日 t は 漸く 變 りて、 
ail 避に 抛らん とす“ 艇 y 出で 来しを、 龆舻 の艇と 見し 間も無く 近き 頃より 俄に 深陷 して 浮 
る S と 知れた るを" 宮は !8| しも！ 5 きて 咎めず。 他は 如何にと も爲 よ、 吾 身は^? U とも 成 
らば史れと一^^街めざる^^^を齡みて’配ハしき女あの契を繫イにぞぁりける〇 
慰れ ども， 唯 歡は# ほ 其 妻を 忘れん とはせ ず。 始終の 憂に 瘁れた る 宮は诀 して 美しき 色を 減 
ぜざ りしよ、 把が 其の 美し さを 變へ ざる 限は 夫の 愛は 虧くべ きに あら ざり き。 抑 も 此に嫁 

、ツ てん* rs、 fc r v> r 5: ひそかい ミ ，- T ゝ 

ぎしより 1 點の氣 だに 無 かりし 宮の 、今に 到りて は 啻に 愛 無き に 止らず して、 陰に 厭 ひ 僧 


める にあらず や。 其 故に 彼は 漸く 家庭の 樂 からざる を も 感ずる にあらず や。 其 故に 彼は 外 

、っ さ  はら  いそが  さ  ねぐ ら 

に 出で ▲憂を 霽 すに 忙 はしき にあらず や。 然れ ども 彼の 忘れず 塒に 歸〇來 るは、 又 此の 妻の 
美しき 顔を 見ん が 爲のみ 。旣に 其顏を 見 了れば、 何 ばかりの 樂の あらぬ 家庭は、 槪 をして 
火 無き 煖爐の 傍に 處し むるな り。 彼の 凍えて 出で ざる こと 無し。 出づれ ば!： びに 其の あ 力 

よ  い » ほひえ こび か  よ く ほしい i そこ  く るし 

に賴 りて 勢を 得、 媚を買 ひて、 一時の 慾を 肆 まにし、 其處 には 樂む とも 知らず 樂み 、苦む 
とも 知らず 苦み つ 上呂が 空しき 色香に 溺れて、 內に は恁る 美しき ものを 手活の 花と 跳め、 
外には 到る 處 U 當世 の詡を 鳴して 推 廻す が、 此上 無ぅ 紳士の 願 足れり と 心得た るな り。 

いで、 其の 妻は 見る も 厭し き 夫の 傍に 在る 苦を 片時 も輕 くせんと て、 彼の 繁き外 r を f 航 

艺 た 0: ひ ！/>たび，  な  め  ちよき  けん ぢよ 

して、 十 度に 一度 も 色を 作？  f るを、 風 引かぬ やぅに 召し ませ 猎牙 とやら の 難 有き 賢 女の 

こ- >ろざ し  いた r よろこ  かた  まもり かつ  なほ ざ り  お も  zr>  を ツ ミ  •、ノ 

志と も 戴き 喜びて、 いと 堅き 家の 守と 且は 等閑なら ず 念 ひに けり。 然るは 獨り 夫の みな ^ 9 
らす 、本家の 兩親を 始親 1? 知 i- に 至る まで t 艦に 褴の跪 身を 雛が て、 ぉとなしき 齔ょと 霞 C 


そや 1> かれな )- ！ ジし  である  づズム  き ft 

め裼 さぬ は あらず。 實に 彼は 某の 妻の やうに 出 行かず、 くれが しの 夫人の やうに 氣儘な ら } 

たれ t tr で  この  ねだり/ M ミ  しか  それら  令 い  かたちたち まさ  〇 

ず、 又は 誰々 の 如く 華美を 好まず、 强請 事せ ず、 而も 其 等の 人々 より 才も容 も 立 勝りて 在 C 47 

を つ ^ つか  せ  い ミを  つ { 

りなが ら 、常に 内に 居て 夫に 事 ふるより 外を 爲ざ るが、 最怜 しと 見 ゆ るなる べし。 宮が裏 

ひ みつ  み 〇 から fc  拿し  ほ  あらは  つか 

める 秘密は 知る 者 も あらず、 躬も絕 えて 異ま るべき 德を露 3  f りければ、 其の 夫に 事へ T 

- -  !  -  .  .  •  •  一- .'- . 

はかぐ  いつ (i り  せ 5* へ  るは れ  はか.^ な さいは ひ 5 

渉々 しからぬ 僞も僞 とは 爲られ ず、 却り て 人に 憫まる ▲なんど、 其 身には 量 無き 幸を 享く 

やる かた  くるし  ふか、 フ  せ  • 

る 心の 内に、 獨り遣 方 無く 苦め る 不幸は 又 量 無しと 爲ざ らん や。 

こ ひび ^ す  きの ふ  ゆ.®  け ふ  かこ  すぐ  つきひ  かさ 

十九に して 戀人 を棄 てに し宮 は、 阼日を 夢み 今日を 嘆ち つ、、 過せば 過 さる i 月日を 累ね 

こ 5  は たち  いつ i  む か  もたら  つ、 フくわ い しつ&3  いう ? > ん  ♦へつ  むなし 

て、 玆に廿 あまり 五の 春を 迎へ ぬ。 此春の 奮せ しものは 痛悔と 失望と 憂悶と、 別に 空く 其 

おい  よは ひ  かれ «) る さ  ミら はれ  なや  あく 

の 身を 老し むる 齢なる のみ。 彼は 釋れ ざる H にも 同じ かる 思を 惱 みて、 元日の 明るより い 

»  •  .  V  一、.. .  , 

tf  や  ふ  や i ひ  お  ほ 

とふ 懊惱の 遣る 方 無 かりけ る も、 年の 始とい ふに 臥すべき 病なら ねば、 起き 居る ま ▲に 本 

y  •  » *  /-  «  «  -  ^  .  -  •  «  / 

い  i そ ひ  を ツミす t  れい  あさ  なほ 

意な 6 ぬ粧 も、 色を 好める 夫に 勸 めら れて 、列の 美しと 見ら る ▲淺ま しさより、 猶甚 しき 


> .> ひなた 5 ら  かなし 

淺ま しさを 其 人の 陰に陽に 恨み 悲むめ り。 


ぐ わい し ゆつ 


をつ ^ さむさし の 


宮は今 外出 せんとす る 夫の 寒 凌ぎに 葡萄酒 飲む 間を W4 < r fi> f 鍛 の 前に 肌 < ° な. り。 *" 齡隊し 

A— そろ  は3 らか M.  さ ら 专 7 ぐ  ひかり  かれ  ひろま 2 しんて ぅ 

?繼 の 身よりは 光 も出づ らん やぅに、 

もつ S ちん  す 


六輪唉 揃へ る葩 に耀 きつ ム、 更に 唯繼の 身ょりは 光 も出づ らん やぅに、 彼は *: 眩 i, 新調の 

『一一 戀  y  篇 名、 其  ei II rf  s r i£ II 0° i  靈— 手—^ 


しや， 


の 酌を 受けながら、 


よ そ 


1 づ  てつき  こ K  • 

「ぁ、 拙い 手 付 . ぁ、 零れる、 零れる！ 是は恐 入つ た。 これ だからつ い餘所 で 飲む 

%  、 

氣 にもなります と 謂つ て 可い 位 0 もの だ。」 

「ですから 多 度 上つ て 被 入い まし。 一 


よ ろ 


およ 


「宜しい かい、 宜しい ね。 宜い 。今夜は 遲 いょ。」 


なんじ ごろ  V へり 

「何時頃 お 歸來 になります。」 


4 


3 ぃよ 0 J 

「でも 大約 時間を 極めて 置いて 下さいません と、 お待ち. & して 居る 莕は困 ります OJ 

*  4 

「 遲ぃよ 〇」  r 
「それ ぢや十 時には 皆寢 みます から。」 

r 遲 ぃよ。」  . 

.又 言 ふ も 煩し くて 宮は 口を閉 ぢぬ〇 
r 遲 ぃよ。」 

-「 . . . . 。」 - 

「驚く ほど 遲い よ。」  .  . 

「… . . . . OJ 

「おい 些と 〇」 


(.4-2 


おこ 


「おや、 お前 慍 つたの か。」 


〇 


r 慍 らんで も 可い ぢやな いか、 おい。」 

彼は 績け 樣に宫 の 袖を 曳けば 。 

「何を 作る のよ。」 

「返事を 爲ん からさ 〇」  -  一 

ゎか 

「お 遲い のは 解りました よ。」 

r 遲く はない よ、 實は 。だからして、 まあ 機嫌を 直すべし 0 」 


よろし 


「お 遲いな らお 遲 いで 宜うご ざいます から- 


0 . 


•  きんらい ぢき  おこ  S 、ひい 

r 遲く はない と 言 ふに、 お前は 近來 直に 慍 るよ、 何 云 ふの かね。」 


て 473  ) 


44C 


し 


v〕 r y  き  せ 6 

「一つは 病氣 の所爲 かも 知れません けれど 0 」 
fe l 

「一つは 俺の 浮氣の 所爲 かい。 恐 入つ たね。 一 


〇」 


の 


「お前 一つ 飲まん かい。」 

わたくした くさん 

r 私澤山 CJ  ' 

「ぢや 俺が 半分 助けて^; るから、」 

'一〆：. <:- ' > ••  一：- > .>  - 

「い、 え、 澤山な のです から、」 

「まぁ 於ぅ 言 はんで 少し、 ぐ 3*具奶0」 

li c ?> 公た 

「欲く もない ものを、 貴方は 〇」 

「ま 可ぃ さ。 ぉ 酌は、 それ f ふ靈 に、 影 1; 1 かね。」 

妓 G 名を 聞ける 宮 G 部に 言 ふらん、 と 凝は 歡 E I 备っ なる 霞を ®?: の ®? い 歡れ るな 


C^74) 


宮は 知らず 綴に T ni の 酒を 斬み て、 眉を 顰めた るの み。  . 

「もう 飮 めんの か、 ぢや 此方へ お 寄 來し〇 」 

「失禮 です けれど、」 

「此 上へ もう' 一'  盃 注いで 貰は う。」 

「影が、 十時紀 ぎました ょ、 早く 被 行いません か。」 

「可い ょ、 此の 二 音は M に撇の f る 用は 無い の だから。 それで 實 はね、 今日は 少し 遲く 
なるのだ〇」 

T 然う でございます か。」 

• -e n* **vy t> 、 ^ 二 «* :? •  9 ひ  わけ  、 ^ 

「屋、 ‘と f つ， U つて ■しいの ぢやな い 0 此の 廿八 日に 偉々 會 01 大溫 習が 有る とい ふ譯、 たらう、 475 
酣 で vt  •から 糸 川 G S 挈 一 ^ S 白を & る© さ。 M は、 そ、 St 得 0、 「親々 に 誘は 


^2 1: は  っぐ  5  t 

れ 、難 波の 浦を 船出して、 身を 盡 したる、 憂き おも ひ、 i*f いて チ、 チ、 あかしの チン トン 
風 待に テ チン-^ ツン . 。一 

曾げ に 宮の鬅 r るに、 ■の ■は 禁聲を g りて、 

「 ^ ま^^ 逢 G はァ ^ァ逢 ひィ  ながら チ ツン^^ "ノ^* つれな き. 嵐に 吹 分けら ii ヱエ 
、エ 、ヱ、、、 ツン テツ テツ トン、 テツ トン 國へ 歸れ ばァ 、、、、父 ィ 、、、母 

の チ、、 チン^^^^^^^^ チ ィン 〔思 ひも 寄らぬ 夫 ^ . 0 」 

「貴方もう 好 加減に なさい ましょ 0 」 

「もう 少し 聽いて くれ、 〔立つ る 操；^!! ら . . 0 」 

「又 寬 V 伺 ひます から、 早く爾 仏" いまし 〇」 

「然し、 巧くな つたら う、 ねえ、 1 il t° 聞ける だら う 〇一 
「私には 解りませんで す。」 


(が） 


r 是は恐 入つ た、 ぎらない のは 情無い ね。 少し 解る やうに 成つ て 貰は うか。」 
「解らなくても 宜しう ございます 〇」 

「何、 宜しい もの か、 淨 の 解らん やうな 頭腦ぢ や爲 方が 無い。 お前は 一體冷 淡な 頭腦 
を有つて居るから、それで淨瑠璃などを好まんのに違無い。奈何も然うだ。」 
r 那樣 事は ございません OJ  、 

「何、 然うだ 。お前は 一體 冷淡 さ。 j  ( 
「愛子は 奈何で ございます。」  . 

ち'  b tl 

「愛子 か、 他は 那で 冷淡で ない。」  . 
「それで 能く 解りました 〇」 

「何が 解つ たの かね。」 

「藓 りました 〇」 


(  477  ) 


「些も 解らん ょ。」 

「まあ 可う ございます から、 早く 被 行い まし、 而 して 早く お 歸り なさい まし。」 

「う、、 是は恐 入つ た、 冷淡で ない、 ぢや 早く 歸る 、お前 待つ て 居る か。」 

「私は 何時でも 待つて 居ります ぢや 御座いません か。」. 

「是は 冷淡で ない！」 

漸く 唯 繼の立 起れば、 宮は 外套 y 着せ 掛けて、 不取敢 彼に 握手を 求めぬ。 這は 決して 宮の 
冷淡なら ざるを 證す るに 足らざる なり、 故は、 此の 女 夫の 出入に 握手す るは、. 夫の 始 ょり 
命じて 習せ し 霞なる を や。  . 

対 ゲ愁齡 卜 送り - でし 宮は 、齡て 脱‘ ©^ #1 などに 入る らん 相 1 びつ'  是非 無き 步 y 避び て 


C  478  ) 


いへ  おか  た M に  いぶせ  4l b かならず  づ 4 

家に 處る ▲を も堪へ 難く 悒 きものに 思へ るな り。 必 しも 力む ると には あらね ど、 夫の 前に 
4 fl b 氣の張 ありて、/ ki 右に 1 To ベく は樹 it へど、： # r;? る VT ®" とたん ば、 ^ に 

ぅちつ d' ぐ 1 の  すべ A- . - み •た  つね 

打 勞れ て、 心は 整 へん 術 も 知らず 素れ に亂 る、 が 常な り。 

火鉢に% りて 宮は 我を 喪へ る 鉢な りしが、 如何に 思 入り、 思囘し 思窮む れば とて、 配く ベ 

つ ひ ?) X  さ，, 4 よ  か， ts し  おこ  か n 

きに あらぬ 胸の 內の 、終に 明けぬ 闇に 彷徨へ る 可悲？ は、 在る にも あられず 身を 起して 彼 

t や* フじ \. ん  I 

は 障子の 外なる 緣に 出で たり。 

♦ 

麗しく 冴ぇた る 空は 遠く 三 四 GM の 影を 點じ て、 見遍す 庭の 名殘 無く 冬枯れた れば、 一 X 露 

まは- 0  2 きくる  こ V ろ！  ひよ  ? 5> ミ  へだ  ミな り  くわつ-^-  一 i a つ 

なる日の光の眩きのみにて、啼狂ひし梢の韓の去りし後は、隔てる隣より蔓々と羽子突く 
音して、 なか <此に は 其の 寒さを 忍ぶ 値 あらぬ を。 彼は 然れど も 少時 居て、 又 空を 1 め、 

ふ ^ がれみ や S ふ  •  3 

又 冬枯を 見遣り、 同じき 日の 光を 仰ぎ、 同じき 羽 子の 音を 聞きて、 抑 へんとは したり けれ 79 

••Mi  つ ひくる  ふた S  \  そこ  ぐ > r i L よ，^ い  つぎ  ね  / 

ども 抑へ 難 さの 竟に 苦しく、 再び 居間に 入る と 見れば、 其處に も 留らで 、書齋 の 次なる 寢 C 


間に 入 〇 より、 身を 拋ち てべ グドに 伏したり。 

あつ  し 5 つも  含れ た i  いく ヽ  きね い fof  f そ  あで  す 2 こ t ろ お  〇 

厚き 蓐の 積れ る 雪と JSL ; 白き 上に、 亂疊 める 幾重の 衣の 彩を 爭 ひつ ふ、 妖なる 姿の 意 も 介 か 48 


よこた ! i 


力 T テン 三 : i 


•i Q ， 一,- て、 => 


げ  1 i li ぴ こ 2: 


かれ 


た r 


C 


ず 橫れ るを、 窓の 日の 帷を 透して 隱 々照した る、 實に匂 も 零る、 やぅに て、 彼は 浪に漂 ひ 


、つち ？) 


た 九： 


た  てまくら  よこ 


5 つ ミ s ，、i a つ 

し 人の 今 打 揚げられた る も 現なら ず、 幾と 力竭 きて 絕入 らんと する が 如く、 止 だ 手枕に 橫 

が {5. 1 r>i  ま ^ こ みは  つ ひ  ためいきつ  ミ  かた Ta 5  おもてぅ つ 

顔を支へて、力無き眼を瞪れり。竟には溜息闸きて其目を閉づれば、片寢に倦める面を內 

む  す K: わぴ  み i'i  1  そこ ひ な  お 6 ひふち  かれ  しづ  のが 

向けて、 裾の 寒さを 佗しげ に 身 動したり しが、 猶 も® 止 無き 思の 淵は 彼を 沈めて 逭 さぐる 


なりけ り 〇 

すみ だ S 


は fc チ クタ ク  わす 


1^,^  UA  づづ ti  ま すま しづか  ます象あきらか  ね や  むな 

隅 棚の 枕 時計は 突と 秒 刻を 忘れぬ。 益す 靜に 、益す 明なる 閨の內 には、 {全し とも 空しき 
時の 移る ともなく 移る のみな りしが、 忽ち 差 入る 鳥 影の 軒端に 近く、% したる 宮が厭 頭に 

*フ ちつら な  ひらめ 

打 連り て飜 § つ。 


や 纟 «> 


かれ  し cr な 


-  ,  .  おき i  ‘  rx  3  かしら かたむ  力 7 テン ひ ^ わづ 3* 

良 有りて 彼は 嬾くべ プドの 上に 起 直りけ るが、 ■の 鰱れし 頭を M けて、 帷の 隙ょり 11 に 挑 


フん ri ■つ 


かしら かたむ  力 7 テン ひ 5: 


ねづか 


t 


や 


あ て ^ な 


さ J: 上 


あ V》 


めら る、 庭の 面を 見る とし もな き 目を 遣りて、 當所 無く 心の 彷惶 ふ縱を 追 ふなり き。 
久しから ずして 彼は 此をも 出で ふ 又 居間に 還れば、 直に簞 笥の 中ょり 友禪 縮緬の 帶揚を 取 
出し、 心に 籠め たりし 一通の >CJ: とも 見 ゆる ものを 拔 きて、 這 度は 主の 書齋に 持ち 行きて 机 


まき がみ  のこ  f  •  かれ  おく 

に 向へ り。 其の 卷紙は 貫 一 か 遺せし 筆の 跡な どには あらで、 いつかは 宮の 彼に 送らん とて 
別れし 後の 思の 丈を 竊に 書聯 ねたる ものな りかし。 

さいつ ミし  たづみ  ていない  しの  、っつた  せつ 

往年 宮は田 鶴 見の 邸內に 彼を 見し ょり、 いと e 忍び かねた る 胸の 内の 訴 へん 方 も あらぬ 切 
なさに、1^3寬の假初に撕りける肇ながら、なか/ 


さよ 


うちい： i l- がた 

口には 打 出し 難き 事を 最 好く 書き • 


陳け も爲 しを、 あはれ 彼 人の 許に 送りて、 思 ひ 知りた る 今の 悲さを 告げ ば やと、 「一! の 意 
を も 定めしが、 又 案ずれば、 其 文の 果して 貫 一の 手に觸 れ 、目に も 入るべき か 〇縱 し然れ 

じく  5 ら  いかりち f  な «> かへ  さら  いに づら  ほ ろ S きず， 

ばとて1僧み怨める怒の餘に投返されて、-人目に曝さる、事などぁらば、徒に身を滅す疵 81 


も ミ  ^-u  や  む し  め T  す  をし  やが  ょ  しゅび 

を 求めて 終りなん をと" 遣れば 火に 入る 蟲の危 く、 捨 つるは 惜 くも、 旋て 好き 首尾の 冇ら 


8 


んや うに 據無 き賴 を繫 けつ i、 彼は ms +I? に堪 へざる 每に取 出で、 は寫し 易 ふる 傍ら、 或は} 
書 添へ 或は 改めな. どして、 此 文に 向へ ば 自ら 其 人に 向 ふが 如く、 其 人に 向 ひて は 幾と 言 盡# 

こ t ろの こり  た r 法 ツ  § め  む す  に  こ* ろょ 

して 心殘の あら ざろ 如く、 止 之に 因りて 欲する ま、 の 夢を も 結、 ふに 似た る 快き を覺 ゆるな 
〇 き。 恁 して 得 送らぬ 文は 寫せ しも 灰と なり、 反古と なりて、 彼の 帶裼に 籠め られ ては、 
いつまで 草 G PI: 哀や 用ら るふ も 知らず、 宮が手 習は K; に久 うなりぬ。 

些箇に 慰められて 過せ る 身の 荒 尾に邂 适 ひし！； しさは、 何に 似たり と 謂 はんも 愚に て、 此 
-A を こそ 仲 立に て、 積る 思を 遂げん と賴 みしを、 仇の 如く 與せ られ ざり し悲 さに、 然らで 
も 切なき 宮が 胸は 搔亂れ て、 今は 漸く 危 きを 懼れ ざる 覺悟も 出で 來て 、い. つまで 草の いつ 
まで 窓て あらん や、 文は 送らん と、 此の 日頃 思 ひ 立ちて けり。 

紙の 良き を擇 び、 筆の 良き を擇 び、 墨の 良き を擇 び、 彼は 意して 其 字の 良き を 殊に 擇 びて、 

け ふ  は じ  かりそめ  ••っつ  す  5 ち ふる  ぎ やう ?) まりし 仁^*  つ 

今日の 今ぞ 始めて 假初な らず寫 さんと 爲な る。 打顫ふ 手に 十 行餘認 めしを 衝と 裂きて 火 


鉢に 差爇べ ければ、 焰の急 に 炎々 と騰 るを 可 踝し と 眺めた る 折し も、 紙 門を 啓けて 其ね に 
惧 えし 婢は 、覺え ず 主の 氣 色を 異 みつ、、 

「あの、 御 本家の 奧樣が お出で 遊ばしました Lf 

二 七 

ぉ赶配を搬せて觀びせし駿1が 1! 布は、||るほどに貫一の手に斯りて鮮齡に1毅せられぬ0 
有形よりは 小鉢に 質素を 旨と したれ ど 專ら舊 の 構造を ml して 差は ざらん と 1 めしに 似た 


は ? 1 くわん  た •フ さつ  か t  しんたく  あるじ  か £ く  た r みち 

間 貫 一と 陶札を 掲げて、 彼は 此の 新宅の 主にな れるな り。 家督た るべき 直 道は 如何にせ 

はじめ  ふぎ  ゐ さん  ふ  ちか  かつ  あた  ) 

し。 彼は 始 より 此の 不義の 遺産に 手を も觸れ ざらん と 誓 ひ、 且之を 貫 一に 與へ て、 其 物は 33 

4 


せいげ ふ  し 


かいぜん 


こ ひねが 


ねし 


な ; 1 せんだい 


正業の 貸 たれ、 其 人は 改善の 人 たれと 冀ひ しを、 貫 一は 今此 家の 主と なれる に、 仍 先代の 


C 


dry〕 齢へ さず して' 鉛 f 温 0 ■队貧 を！^ なりき o  4 T ど 彼と 貫 一との 今日の 關繫は 如.； 

た  じんせい こ :  りめん  かならかくのごミなぃじゃ、フもし ^ 

何なる ものな らん、 絕えて 之を 知る 者 あらず。 凡そ 人生 箇 々の 裏面には 必ず 如此き 内情 若 4 
くは ? r 齡 とも 謂 ふべき 者 ありながら、 幸に 他の 穿鑿を 免れて.、 瞹昧の 裏に 葬られ 畢ん ぬる 
m し尠な からず。 二 代の Ifg 淡なる 間の 家の 此の 一件 も、 亦 貫 一と 彼との 外に 洩れざる を 得た 


り 
か 


〇 


献して 今は II 淵の 手^: ならぬ 五番 町の 間は、 其 向に 有數の 名を 成して、 外には 善く 貸し、 

f  らぅ ひ  つか  わ づ か じする  を ミこ ぜたい  なほ を i 

善く 歛 むれ ども、 內には 事足る 老婢を 使 ひて、 僅に 自炊なら ざる 男 世帶を 張りて、 仍も奢 
らず、 11 まず、 心は 昔、 a-4' の 手代に して、 趣は 失意の 書生の 如く、 依然た る變 物の 名を 失は 


は ざ 含 


そのむ き いうす 5 


そ， こ 


上 


で 居たり。 

さすが  つか 


ひ くれ 


つね 


わがい へ 


ひ け 


出で、 は 有繫に 勞れて 日暮に 歸り來 にけ る 貫 一は、 彼の 常と して、 吾 家ながら 人氣 無き 居 


たび  こかけ  やすら  おも ひ 

間の 内を 旅の 木蔭に も 休へ る 想し つ 


ptt? さ  すね  ヤ  •ゆ ふべ こ •、 W ひ ミり 

稍 興冷めて 坐り も 遣らず、 物の 悲き夕 を 特に 獨の 


感じ 居れば、 老婢は ラン ブを 持ち 來 りて、 

「% 0| 三時 til で ございました、 お 客樣が 見えまして、 明日 又 今頃 來る から、 是非 内に 居て く 
れるや ぅにと 柄 術つ て、 お 名前を 做 つても、 學 校の 友達' たと 言へ ば 可い、 と 然ぅ有 仰つ て 
お 歸り になり ました 〇」 
r 學 校の 友達？」  • 

lit 測に も 知る 能は ざるは 此の 藪から 棒の 主な •り。  . 

「甚麽 Mt の 人 かね。」 

|1やぅでございますょ、柄_四十 ^ の *1 茸ゃと|聾の生へた、身材の高い、剛い顏の、全 
で壯士 見た やぅな 風雜 をして お 在でした 0 」 

r . j 

ぎの！ i «? r ©i も ぁり や、 と 貫 一は 拟毅 じつ" も， 半は 怪むに 過ぎ ざり き。- 


C  #5  ) 


「而 して、 まあ 大相橫 柄な 方な ので ございます ej 
「明日 三時 頃に 又來 ると？」 

: 「然 やうで ございます よ。」 

「誰か 知らん な。」 

「何だか 誠へ i 風の 悪さうな 人 鉢で 御座いました か、 明日 參りま したら 通し. ませう で 御座い 
ます か。」 

「ぢや 用 向は 言つ ては 行かん の t: ね 〇」 
r 然や うで ございます よ。」 

「宜しい、 會 つて 見やう 〇」 

「然ぶ うで ございま すか。」  、• 

起ち 行かん とせし 老婢は 又 居直りて 


(  48〇 ジ 


ま  あかがし  5 らツ し宁 

「それから 何で ございました、 間もなく 赤樫さん が 被 入い まして。」 


よろこ 


貫 一は# f はざる 色を 作して 之に 應へ たり。  • 

「術 戶 0- 繼齡を三批、見事なのでござぃます〇それに藤村の蒸羊羹を下さぃまして、私ま 
で每度 又 ® i 慰 槪を 致しました ので 御座います 〇」 

彼は P 鬆を 11 じ 得ざる ■して、 囊 i: で f 居たり。 

「 rfn ! して轉 0(1 纪時頃鉛どぉ目に掛りたぃから、然ぅ_上げて置ぃてくれと有仰って、^御座 


いました。」 

X  かれ  ひし ^ せは しぅな 〇 

可し とも 彼ユ ロには 出さで、 寧ろ 止めよ とやぅ に忙く 頷けり。 


フ 
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ょの  き やく そのこ V W 12 か さ S ふしぎ  たいめん ^o £'* ろ ま ^ 

學校 友達と 私 宣 りし 客は 其 言の 如く 重ねて 訪ひ來 ぬ。 不思議の 對 面に 駱き 惑へ る 貫 一は、 4» 
l? r 耳を 齡ふ』 邀 んゃ ぅに鰣 <: ， Ii m て、 ® I には 妒の露 r るょり 賢む— 得 C 


ざるな りき。 荒尾讓 介は 席の 溫る 間の手 弄に 放ち も 遣らぬ 下髯 の、 長く 忘れたり し 友の 今 
を 如何にと 觀 るに 忙し かりき。 

「殆ど 一昔と 謂うても 可い 程になる のぢ やから 話は 澤山 ある、 けれども 之ょり 先に 聞きた 
いのは、 君は 今日まで 僕をぢ や、 此の 荒 尾を 親友と 思うて 居る か、 奈何 かと 謂 ふのぢ や。」 

こ1| « i じざい  かた  みだ  . 

答 ふべき 人の 胸は 仍 自在に 語るべく も あらず 亂れ たるな り。  . 
「考 へる 迄は なから う。 親友と 思うて 居るなら、 居る、 然うな けり や、 ない と 言 ふ 迄で 是 
か 否かの 一つぢ や。」  • 

「そり や 昔は 親友で あつた。」 

fe s つか  £  •  • 

彼は 覺束 無げ に 言 出せり。 

「從 う。」  .  -  - 

さ 

「今は 然うぢ や あるまい ^ 


C4S3 


■~ . 何爲 にな。 J 

「期 把 五六 年 も 全く 逢は すに 居た の ti から" 今では 親友と 謂 ふことは 出來ま い .0 一 
「何 籾 五六 年 前 も 一向 親友では ぁり やせん ぢや つたでは ないか。」 

•貫 一は 目を 側めて 彼を 訝りつ。 

「船 ぢや らう ^ < 士にな るか、 1 i 利 ftt になる かと 云 ふ 一身の 浮沈の 揚合 に、 何等の 相談 も爲 
んの みか、 それなり 失踪して 了うた のは、 何處が 親友な のか。」 

其の 常に 敷 ぢ也 皆る 一事を 責められて は、 癒えざる 痍をも 割る S 心地して、 彼は 苦しげ に 
容を歡 め、 聲をも 出さで 居たり。 

「齡 の齡 A7 は 君に *5 いた ぢや らうが、 君の 友は 決して 君に 員かん 箸ぢや 。其の 友を 何爲に 
君は k T たか。 11 §1 り棄 てられた 僕ぢや けれど、 恁 して 又 訪ねて 來 たのは、 未だ 君を 實は的 
棄 てんの ぢ やと 思 ひ 給へ。」 


學 生たり し 荒 尾！ 參事！ in たりし 荒 尾 !! 尾羽 打 枯せる 今の 荒 尾の 姿は 變り たれ ど、 猶 一片の. 彡 

し  きさ  ぁミ  しの  W 

變らぬ 物 ありと 知れる 貫 一は、 夢と も 消えて、 去りし、 去りし 昔の 跡 無き 跡を 悲しと is ぶ 4 


なりけ り 〇 

しか 


そんな 


つぅ やぅ  かん 


然し、 僕が 棄 て、 も棄 てんでも、 那樣 事に 君は 痛痒を 感ずる ぢやな からぅ けれど、 僕は 僕 
で、 友の! i 義 として 左に 右 一旦は 棄 てんで 訪ねて 來た 。で、 s 然棄 つる も、 又棄 てんの も、 
唯 V 日に ある 意 じ や。  . 

今では 荒 尾を 親友とは 謂 へん、 と 君の 言うた 所を 以 つて a ると、 又 今更 親友で ある ことを 


のを 


の 


君は 望んで は 居らん や ぅぢ や。 然 であるなら ば 僕の 方で も敢て 望まん、 立派に 名 a つて 僕 
も 間 貫 一を 棄 つる！」 

貫 一は 頭を 低れ て敢て 言は ず。 


こん 仁ち 


わかれ 


「然し、 今， 日まで 親友と 思ぅて 居つ た 君を 棄つ るから には、 是が 一生の 別になる のぢや 力 


ら 、其の 綫行 として 一言 云は ん けり やならん。 

間、 君は 何の 爲に貨 を殖ゅ るのぢ や。 彼の 大いな レ 樂 k する 者を 親が た爲 に、 S? に纪 へる 者 
として 金錢 とい ふ考を 起した の 乎。 其 も 可から う、 可い として！ 5  く。 けれども ぢや 、其を 
獲る 爲に不 義 ぞ 正の 事を 勝く 奴 & か 有る T 君も钯 粒 樾 から 街が られて 居る 興 rj なぃ の 

さ i ? おのれ  も ツ S ょうし や 

力、 r な、 才は 己ガ又 他を 苦む る G は 尤も 用捨すべき 事 b やらう と 思 ふ。 それが 他を 苦む マ- 3 
と謂ぅても、難儀に附人って、面して其血を糙るのが君の齡||、艇卜|1に椠しぃ封微を以 

i' iaL こし ら  こんにちなぐさ  A  マ子 H  すべ  ち、 b 

つて 金を 殖えつ ふ、 君は それで 今日 慰められて 居る の 乎。 如何に #- 錢が總 ての 九で あるか 
知らん けれど、 人た る 者は 惡 事を 行つ て 居つ て、 •一刻で も 安樂に 居らる、 ものでは ない の 
ぢや。それとも、君は恰然として黯ぐで居るヂ、 5? 撕な日に花の虛ゲ歸むるやぅな|^で 
催促に 行ったり、 差 ?! へ^|たりして居る沪0ぎ ^5 かぃ、| 0* 」 

彼は 愈ょ 口を 閉ぢ たり。 


C49! ) 


* そら  $ 、フい  き ちち  いく U 八かん  S 人く フ、 

「恐く ぢや 、然 云ふ氣 持の 事は、 此の 幾年 間に 一日で も 有りは せんの ぢや らぅ。 君队顔 包 

まる  ざいにん  2 くち、 フ  つら 

を 見ぃ！ 全で 罪人ぢ やぞ 、獄中に 居る 者の 面ぢや OJ 

べつじん  かれ  あさ  やつ  お もて まも  じ やうす け 2 みだ 

別人と 見る までに 彼の 淺 ましく 瘁れ たる 面を 18 りて、 讓介 は 淚の 落つ るを 覺 えず 0 
「間、 何で 僕が 没く か、 君は 知って 居る か。 今の 間ぢや 知らん ぢや らう。 懲ジ ii を ®" ぐ た 


そのぶ ん 


た 5 ていな ^ さ 


やま ひ 


•  »  /  f-  -  »|  V  f  >c  c«  40  Q  1J K5P J く © 

所で、 君は 其 分では 到底 慰めら る、 事は ありは せん。 病が 有る からと Is1 ぅて */ を 飲んで、 

なほ ?> たかくす り  フン ンド 

其 病が 痊るぢ やらう か。 君は 恰も 藥を飮 む 事を 知らん やうな ものぢ や ぞ 。僕の 於で あつた 


間は 那樣 痴漢ぢ やな かつた、 して 見り や發 fif したの ぢや 。發 狂してから に 馬鹿な 事を^! 
'r 姐は おむ るに が らん けれど、 が m に靈 いた 其の 觀 v  | の フ P して舉 か 15 
ぢざ るを 得ん のじ や。 間、 •君は 盜 人と 言れ た ぞ 、鼠 As t 言れ た ぞ、 斟人ピ言れたぞ〇少しは 
腹を 立てい！ 腹を 立て、 僕を 打つ とも獄 ると も爲て 見い！ 一 


3 れみづ i  いき ^ ほ te {i せ  S  そく-^ •こたへ  せ t 

彼は 自ら 言 ひ 自ら、 憤り、 尙 自ら 打ち も 蹴 も 爲んず る 色を # して 速々 答を 貫 一に氣 れり 


C 


2 

9 
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「腹は 立たん！」 .  ，  -  . 
「腹は 立. たん？. それ ぢや 君は. 射に 避 A? とも、 顆 おとも . 

き ? ， e ん  L 

「狂人と も 思つ て 居る。 一 婦人の 爲に屋 したのは、 君 & して 實に f 無い けれど、 瓣 
に 發 狂して 了つた のた から、 どうも 今更 爲やう が 無い 〇斯部 ぢや ぁるけれ ど、 ] It" の # T 
いて くれ 給へ。」  .  . 

貫 一は 纔に恁 く 言 ひて げ みぬ。 

「然 うか。 それ ぢや 君は 不见な 金錢 で ® r がられて 居る のか 0 」 

「未だ 慰め ? > れては 居らん 〇」 

r  つ 

「 K 日 慰めら るふの か。」 

「鳃 らん。」  . 

「而 して 君は_ を SI うたか。」 
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「娶 はん。」  、 

「何 爲娶は んの 乎？ # して 家を 構へ て 居る のに 獨身ぢ や 不都合 ぢや らぅに 〇  | 

「然で もない さ。」 

「君は 今では 彼の 事を 奈何 思 一ぅて 居るな 〇」 

「彼 i, は 宮の事 かね。 他は 畜 ^ さ！」 

こんにち，  ちくし 肀 か < 7 りかし  も 

I 然し 君 も 今日では 畜生ぢ やが、 高利 貸な どは 人の 心は をつ ち や 居らん、 人の 心が 無け 
り や 畜生ぢ や。」 

「然云 ふけれ ど、 世間は！^ 畜生 ぢやな いか。」 

「僕 も 畜生 かな。」 


間、 君は 彼が 畜生で あるのに 灘 して C 取 畜生に なつた の ぢやな 。ぎし 彼が 畜生で あつ t 
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办 い*^, i  し  15 j u 

のを 改心して 人間に 成つ たと 爲 たら、 同時に 君 も 畜生を 罷め にやなら んぢ やな 〇」 

「彼 か 人間になる？ •能は ざる 事た！ 僕は «, 利を貪^3畜生だけれど、人を ^? <?- 亊ま^|んの、，こ0 

l ro li 2: こ ^ ,フ  さ •フ  ざんこん  * 

詐 つて 人 G 誠を 受け 一」、 而 して 其を 賣る やぅな 殘歡な 事は 決して 爲ん Q だ。 始 から 高利と 
名宣 つて 貸す の だから、 1 な 者は 借りん が 可ぃ ので、 借りん 者を g むぃて 贷 すの ぢ やなぃ。 
宮の 如き 畜生が 何で 梅び 人間に 成り 得る もの か 〇  | 

「何故 成り 得ん のか。」 

「何爲 成り 得る のか。」 

さ、 フ  5 2. 

r 然なら 君は 彼の 人間に 成り 得ん のを 望む のか 〇」 

「望む も 望まん も、 那麼 #. に 用は 無ぃ！」 

寧ろ 其 面に 唾 せんと も 思へ る 貫 一の氣 fei なり 0 

「そり や 彼には 用は 無 いぢ やらぅ けれど、 君の 爲に言 ふべき こと ぢや と ® ふから 話す のぢ 
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やが、 齢は 今では 大いに 献 配して 居る ぞ 、君に 對 して 罪を 悔いて 居る f Ll 
貫 一は 皆>忘れて齡|夭’ひぬ。衡は其の如何に賤むべき乎、謂はんやぅもぁらぬを念ひて 
更に 嗤笑ひ •猶嗤 笑 ひ、 遏 めんと して 又嗤笑 ひぬ。 

「皮 も觀 して 悔吾 して 居る のぢ やから、 君 も 悔悟す るが 可から ぅ、 悔悟す る 時 ぢや らぅと 
思 ふ 0 」 

「彼の 1# 悟は 彼の 海 ® で、 僕に IIS る 事は 無い。 畜生 も 少しは 思 知つ たと 見える、 其 も 可 


仁い 


つみ 


おも 


らう。」 


しんじつ 


「 *1 輸沉ら ず 術に 逢ぅた のぢや 、すると、 僕に 向ぅて 淚を 流して、 そ〇や 眞實 悔悟して 居 

f フ  0 - びし  それ  い ツぺん ぁ！； 4  すぶ  十 10 

るのぢ や 〇 耐 して 僕に k を 爲て くれ、 S; か 成らず ば、 君に 一遍 逢せ て くれ、 と槌つ て賴む 
のぢや •な、 けれど 僕 も 思 ふ 所が 有る から ffil ss はした。 又 君に 對 しても、 彼が 其樣に •悔悟し 
て 居る から 11 して 遣れと ® T めは 纪ん 、其は 別問題 ぢや 。但 僕と して 君に 言 ふ 所は、 彼は 悔 


•か 


C) 


くるし 


^  ^41  みづ *' » ッ  •zs b A ，’ 

悟して 獨り 苦んで 居る 則ち 彼は 自ら 罰せられて 居る の ぢや から、 君は 君と して 怨を擎 いて 

X  A4*3 3: いへ， 

可から うと 思 ふ。 君が 其怨を 釋い たなら、 昔の 間に 復るべ きぢや らうと 考へ るの ぢや〇 

なぐさ  #  いつ  b か  し、 

君は 今のところ 慰められて 居らん、 それで 又、 何日 慰めら る、 とも 解らん と言うた な、 欺  1 

,  «p n / . .  その や、 フ 

しちや、 彼が 悔悟して からに 其樣に 思うて 居る と 聞いたら、 君. は 其を 以 つて 大いに 慰めら 
れはせ んかな 。君が 此の 幾年 間に 得た 金錢 、それは av 多 か 知らん けれど、 其の * T が らん #? 毖 
ょりは、、 彼が 終に 悔悟した と 聞いた 一言の 方が、 遙に大 いなる 力を 以 つて 君の 心を 慰む る 
•であらう と 思 ふのぢ やが、 奈何 か。」 

「それは 僕が 慰められる ょりは、 宮が街 iL 4' ければ ならん 獻の齡 槪だ らう。 宮が 航妒 を ® I 


ため 


，しな 


つた 爲に 、僕、 か 失つ た 者を 再び 得られ 6- 譯ぢ やない、 然して 見れば、 僕の ^ ぬは 其に 因つ 

すこし  -iv、  .  かれ  あ 

て 少も慰 めら れる 所は 無い の だ。 僧い ことは 彼は 飽くまで 僧い、 が、 其の 僧 さに 匿が 慰ら 


1 

JX 


そのもの  い ツしん 


•  •，  一  O  Jt  O  I  て  1/  ^9  ぅらみむ く 

すに居るのてはない力らして、宮其者の一身に向つ-て、僕は棄てられた怨を報いやぅな 


7 

9 

C 


どとは 決して 思つ て 居らん、 畜生に « を 復す價 は 無い さ.。  ) 
今日に なつて 彼が 悔悟した、 それでも 好く 悔悟した と 謂 ひたい けれど、 是は 固より 然う有 e 49 
るべき 事な の だ。 始に 那麽 不心得を 爲な かつたら、 悔悟す る 事は 無 かつたら うに —— 不心 
得で あつた、 非常な 不心得で あつた！」 

彼は 黯 然として 空く 懷へ るな り。 

« 

「僕は 彼の 事は 言は んのぢ や。 又 彼が 悔悟した 爲に 君の 失うた 者が 再び 得らる、 譯でな い 

r よ  九う 

から、 それぢ や 慰めら れんと 謂 ふの なら、 それで 可い のぢ や。 要するに、 君は 其の 失うた 

f  よ  さ 5  もくてき  办ね  こしら 

者が 取 返されたら 可い のぢや らう、 而 して 其の 目的を 以 つて 君は 貨を 殖えて 居る のぢや ら 
う、 な あ、 然すり や 其の 貨さへ 得られたら、 好んで 不正な 營業 を爲る 必要は 有るまい が。 

たのし  f)J •，じ やう へう  そこ  マ子 

君が 失うた 者が 有る 事は 知つ て 居る、 其 •か 爲に 常に 樂 まんの も 同情を 表して 居る、 因で 金 
錢 © 力に 賴 つて 慰められ やうと して 居る、 に 就いては 異議 も 有る けれど、 それは 君の 考に 


ii する。 貨を 殖やす も 可い、 可い とする 以上は 大いに 富むべし ぢや 。けれど、 富む と 云 ふ 

か r •九  し ^ 

のょ 鉛 ザて 齡 むる のでは ない、 又 貪って 聚 めんけ り や 貧は 得られん のでは ない、 不正な 手 

、一 

微を 用んでも- 11 田む 道は 獻. 4 も 有る ぢや らう。 君に 言 ふの も、 な、 其の 目的を 變へ よでは な 
い、 ±fc だ 我歡 を %! がよ ぢ や。！ i は ?? て 毛 同じ ® J 韻の 月を 見る のぢゃ が。」 

5! ザい けれど、 僕の變 ぎ *5 めんの だから、 P ■して 居る 者と 想つ て、 一切 管 ひ 
付けずに 措いて くれ 給へ。」 


「ぎ ぅか 0_ぞ|1 ぁつても 僕の 言は 用 ひられん のぢや な。」 

「容 して くれ 給へ。」 

「何を 容 すのぢ や！ *: 術は 齡を r した C0- ではない か、 俺 も 貴 樣を棄 てた ® た ぞ 、容 すも容 
さん も 有る もの か。」 

「ル i! ®! sl .に 棄 て、 船れ るに ^ いては、 僕もひ 一 # 聞きたい 事が 有る。 それは 君の 今の 身 


9 

9 

4 
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の 上 だが、 奈何した のかね OJ 

わか 

- 「見たら 解るぢ やらぅ O  J 
「見た ばかりで 解る もの か。」 

「貧乏して 居る のょ。」 

「それは 解つ て 居るぢ やない か。」 

「それ 丈ぢや 〇」 

-  「それ 丈の 事が 有る もの か。 何で 官途を 一能め て、 ii して 船！！ に 貧乏して 居る のか、 樣 子 ^ 
1 有り？ ぅぢ やない か。」 

. ~ x.  「話した 所で 狂 A5 には g らんの ょ。」 

荒 尾は 空嘯きて 起たん と^! なり。 

, 

，：；  「解 つても 解らんでも prv いから、 まあ 話す 奴は 話して くれ齡 へ。 


(5〇〇) 


-オ  サン ク 


せ 3t ひん あ- ! 9 


V,: 

巧 *,: 


い 一. ^? fr p 。ぁ i tl 率は 何 か、 金で も 貸 5 ぅと ^ ふの か。 ぎ f r. ちゃ、 赤貧 洗 
ふが 如く ^? して 居つ て も、 心は 僧 ^ として 樂んで 居る のち や。」 

「それ' たから ^ P て 1 1$ して、 P 菱樂ん で S のか、 其には 何 S 情が 有る § 
らぅ、 から、 KS を 聞せ て くれ 給へ と 言 ふの だ。」 

荒 尾は 故ら に 哈々 として 笑へ り， 

ri il 如き 1 1? 彰か般 ■事を 聞いた とて 何が 搖る もので 。人間ら しい 乎甚ふ な！」 

「ぎ フまで f! のられても 齡ゲ歡 す ことの 出来ん ®- 僕の Ir は 腐つ て 了つ たのた 〇」 

「固よ り—。」  .  急 , く, 

「 r フ腐 つて 了つ た 僕 g 軀は 今更^^ が 無い、 けれども、 君は 立派に 學位も 取つ て、 參事 

影ぎ デに も 居 .U 人、, の S -」 顏 の 學 ぁる ことは、 诞 して 僕 2S ん所 1 で、 僕 ^ 

4こ 君 S 避を S し、 又 PF」 一つ 逐つ S だ。 君 S— 生と 言 ひ、 狂人と 言 


ひ、 賊と言 ふけれ ど、 君を 懷ふ 念の 僕の 胸中を 去つ た 事は ありは せんょ o% 0(i 迄 君の 外 こ 
は 一人の 友 も 無ぃ の だ。 一昨年で あつた、 君が 靜 亂 へ &' 护す ると 聞ぃた 寺 ユ 、觀 < " も あり、 502 

な つかし  じぶん  # 

可懷 くも あり、 又考 へて 見れば、 自分の 身が 悲 くもなつ て、 僕は 一日 配 も 食 次んで g, こ。 

それ  つぶ ジ  '  】 

其に就けても、久し振で君に逢？ »| «5 も言ひたぃと||ったけれど、渾も慰れん僕論 

せめ  かげ  、 

た 力ら、 切て 陰な からても 君の 出世の 姿が 見たぃ と、 新橋の #- ^! ® • へ 行つ て、 君の！^ こ 

, 

成つ たのを 見た 時は、 何も彼も 忘れて 僕は 唯嬉 くて 淚が 出た。」 _ 

さては と 荒 尾 も 心 陰に Mi ’ ぬ。 

r 君の 出世を 見て" それほど 嬉し かつた 僕が、) BC 君の 船！^ J^ lt して f のを 見る. •じ 持 

ゆし んな  さツ  た J: 、へ クみ  *  , 

は甚麽 であるか、 察し 給へ。 自分の 身を 顧す に ®, 云 ふ 事を 君に 向つ て 言 ふべき ではな ハナ 

n—  >  •かくご  もつ  きょぅせ、，  、  . 

と 知りな 力ら 自身の 覺 悟を 以て 匡正す る ことの 出 來んと 1  明 ふのは、 全く 元 ttv ^ fs の 致す 


所と 自ら 恨む ょ. りは 無い ので、 僕は 生きながら 腐れて、 是で 果てる の だ。 君の 親友で あつ 
た 間 貫 一は 船に 亡き者に 成つ たの だ、 t 然う想 つて くれ 給へ。 であるから、 是は 間が 言 ふ 
のでは ない、 君の 親友の 或 者が 君の 身を 愛んで 忠告す るの だとして 聽いて くれ 給へ。 何 云 
ふ * g ttT か、 君が 話して くれん から 知れん けれど、 君の 體は 十分 自重して、 社會に 立つて 壯 
な^ ®! を！： して 欲い の だ。 君は 然して 窮迫して 居る やう だけれ ど、 決して 世間から 棄 てら 
れるや うな 君で ない 事を 僕は 信ずる の だから、 一個人と して 己の 爲に 身を 愛み たまへ と 謂 

ta i5 . •  ' 

ふので はなく、 國家の 爲に 自重し 給へ と 願 ふの だ。 君の 親友の 或 者は 君が 其才を 用る 爲に 
社 會に出 やうと 爲るな らば、 及ぶ 限の 助力を 爲る 精神で あるの だ。」 

貫 一の ® t 編 F の— ^5けんゃう.に ^ つ％德く滅べも—& 1: 1れるなり。 

「う'  それ ぢや 君は 何 か、 僕の 恁 して 落魄して 居る のを 見て 氣 毒と 思 ふの か。」 

「君が lg; ふ ほどの 畜生で もない！  •一 


(5〇3〕 


「其 處ぢ や、 問。 世間に 貴樣の やうな 『ni 利 ff4 が 在る 爲に 、漱が 用ら るべき A^ ボの 多くが ぢ 
や、 名を 傷け、 身を 記ら れ て、 社會の 外に 放逐され て： く朽 つるの ぢやぞ 〇國 家の 爲に自 504 
重せ いと、 僕の 如き 者に でも 然う 言うて くる，， の ふ 職， いが、 同じ 製 避を 以 つて、 君 も 社 

こ、 っ ^ き  P  こ © こ こち  i 丨 i4 

會の 公益の 爲に 其の 不正の 業を 罷め てく れい、 と 僕は 又辍 むの ぢ や。 今 01 の 人才を 澈す者 
は、 日く 色、 日く 高利 貸 ぢ やらう。 此通 り！ j i^ れて 居る 僕が 1! 1 と 思 ふなら、 君の 爲レ M 
されて 居る 人才の 多くを 一層 不敏と 思うて 遣れ 0 

君が 愛に 失敗して 苦む の もぢ や、 或 人が 金 錢の爲 に 苦む の も、 苦む と 云 ふ觀に 於て は ^? ， 

は 無ぃぞ 。で、 僕 も 鹿し 一」 靈 して 居る 賢 ゃから、 影 ぎ繫 の -? Ai; は 疆， k のぢ ゃ、 

昔の 間 貫 一の やうな 友が 有つ たら ばと 思 はん 事は 無い。 其^^ F 僕の 身を！！ うて くれて、 

jx fi たら  い ツぴ  ちか 6 か 

社 會へ 打つ て 出て 壯に 働け、 一臂の 力を 假？ うと 言 ふので あつたら、 僕は 如 可に is しから 
う I 世間に 最も 喜ぶべき 者は 友、 最も 惡むべ き 者は 高利 貸ぢや 。如何に 高利 貸の 惡む、 、へき 


かを 知つて 居る 丈、 僕は 益す 友を 懷 ふのぢ や。 其の 昔の 友が ^ X 日の 高利 fti' —— 其の， 悪む 
べき 高利 貸！ 吾 又 何を か 言は んぢや 。」 

彼は 口を 閉ぢ て、 貫 一を 疾視せ り 0 

「段々 の 君の 忠告、 僕は 難 有い。 猶 自分に も 篤と 考 へて 此の齡 れた軀 が 元の al ls が 者に 
成り 得られるなら、 其に 越した 幸は 無い の だ。 君 も 亦 自愛して くれ 給へ。 僕は 君には ^ て 
られて も、 君の 大いに 用ら れ るのを 見たい の だ。 又必す 大いに 用ら れな ければ ならん 其 人 
か、. 然して 不遇で 居る のは 殘念 であるょりは 僕、 は悲い 。那樣 に 念 つても 居る の だから、 ぃ f 
遍君 の處も 訪ねさして くれ 給へ。 何 處に今 居る のかね 〇」 
f まあ、 高利 貸な どは 來て賞 はん 方が 可 い。」 

「其 日は 友と して 訪ねる の だ。」 

「高利 貸に 友は 持たん ものな。」 


〔5〇5) 


i 敗 F に 紙 門を！； 啓きて！ a 來れ るを、 誰かと 見れば 齠驴な 〇〇褴 如何な れば^ 一に も llts Jtl に 

あらは  >7 ち 卞 f)J ろ  あるじ  たぐ  6 

は顯れ けん、 と 打駿 ける 主ょりも、 荒 尾が 心の中 こそ 更に 匹 ふべ くも あらざる なり けれ。 50 


ひげ 


した t か ひね 


ろた 


くちを 


いで や、 彼は 窘 みて 其の 長き 髯をぱ 痛に 拈 りつ。 然れど 狼狽へ たりと 見られん は D 惜しと 
やぅに、 遽に其 手を氣 k に 街 ¥- て 動かざる こと 山の 如しと 机1へたる観も、ぉ 03 ジ齡とらし 

また 

くて、 亦旯 好げ には あら ざり き。 

滿枝は 先 〇 主に 挨梭 して、 さて 荒 尾に 向 ひて は 一際 禮を fit く、 耐も觀 •ぼ 手の 動き、 目の 視 
るまで、 戴ら 貴 酽 人の 如く 艇纪ひ つ'  1 <む とも あらず 耐^ 4 F て媪い 齦 鲈 出さず。 荒 尾 
は此 際なか^^ 默す るに 甚へず して、 


ふ 


なろ ほ C? は ざま 


{•}  こん： 


r 是は 不思議な 所で！ 成程 間とは 御 懇意 かな。」 

3  5  こちら  し 

「君は. 奈何して 此方を 識 つて 居る の だ。」  • 
左 瞻右視 して 貫 一は 呆 るふの みなり。 * 


「そ 〇 や 少し 識 つて 居る。 然し、 長居は お 邪魔ぢ やらう、 大きに 失敬した OJ 
r 荒 尾？ ん〇」 

滿枝 は逭 さじと 呼 留めて、 

f 想 云 ふ 處で申 上げます の も 如何で 御座います けれど、」 

「あ 4、 そり や 此で 聞くべき 事 ぢやな い。」 

「けれど 每も御 不在 ばかりで、 お話が付き かねる と 申して 弱り切つ て 居ります で 御座いま 
すから。 一 

「いや、 會 うたと ころで からに 話の 付け やう もない のじ や。 遁げ も隱れ も爲ん から、 まあ 
時節を 待つ て 貰は うさ。」 

「それは 甚麽 も お待ち 申 上げます けれど、 *, 方の 御 都合の 宜しい やうに ばかり 致し L は 07 

5 

居られませんで 御座います。 そこは お 察し あそばし ませな ,0 一  C 


「う ▲、隨 分 酷い 事を 察し させられる のじ やね。」. 

「近日に 是 #• 私 お 願 ひ 申しに 伺 ひます で 御座いま すから、 どう r 宜しく C」 

「そり や 一向 宜しくない かも 知れん 〇」 

「あ、、 然 う、 此の 前で ございました か、 那の 者が 51 ひました ¥ 何か斷 1 Ir な 事を 申 上 
げ ましたと かで、 大相な 御 立腹で、 お 刀を お 拔き 遊ばして、 斬つ て 了 ふと か 云 ふ 事が 御座 
いました さう で。」 •  , -/- 》：  , -  . 

i  % V -  • » -  /  -  -  ^ 

「有つ た。」 

「あれ、 本 當に然 やうな 事を 遊ばした ので？」 

满枝は 彼に 耻ぢ ょと ばかり §1 夭 ひぬ 〇 ぼ 知つ たる 荒 尾は tr くまで 纪雛を 柄り て、 

「本當 とも！  ill 那扼珩 辄 つて Tk はう— た。」 

「然し お 考へ 遊ばした で 御座いませう 0 」. . 


(  5〇8  ) 


「まあ 其邊じ や。 那 でも 犬 猫ぢや なし、 斬捨 にもなる まい 0 」 

「まあ、 怖い 事 ぢや御 座い ません か。 私な r は 滅多に 伺 ふ 譯に は參 りませんで 御座い. ます 

夫は 誰が 事を 言 ふならん とやう に、 荒 尾は 頂を 反して 噪 き！ <ひぬ。 

「僕が 美人を 斬る か、 其の 目で 僕. か 殺さる S か。 どう 皆つ て、 刀で も 把いて 置かう 0 」 

® ふめし  したく  た  %  た i 

「荒 尾 君、 夕飯の 支度が 出來 たさう だから、 食べて 行つ て くれ 給へ。」 

「其は 折角ぢ やが、 盗 泉の 水は 飲まん T 〇」 

あなた  わたくしさ ふじ  つ ミ  6 らし 

| まあ 貴方、 私 お 給仕を 勤めます。 5 あ、 まあ お 下に 被 居つ て 0 」 

满 S 荒 尾の 立てる i TI に pif て、 i I^ f^ じと 舒も It t' It む—？。 

「全で 御 夫婦の やう じ やね。 是は轵 T 都. じ や。」 

「其の お 意で、 奈 M5 ぞお 席に 被 居つ て。」 


(5〇9) 


—I 


彼は唇の寒かるべきを思ひて、空く欝抑して歸り去れり。其の言はざりし點^齡 1:^ 貫一が 
胸に 響きて、 彼は 人 G 去に ける 迹も 、仍 ほ聽 くに 苦しき 面を 皆 #- げざ o けり。 

程 も 有らず ラム ブは點 されて、 止 だ 在りけ る ま，， に 竦み 居た る彼队 伊に 置る，， と ^! に、 其 

光に MI 意、 满 枝の p、 Ml fe r 加へ けんやぅ にぎし からす 戀に 、藤 拉 r 龜； ：！ 

せる 牡丹の 枝を 暌撓 めた る 風情に て、 彼は 親しげ に 座を «T めつ。 


た ^ b づか  ぅつ 

貫 一は 台 心く も 纔に目 を 幕し 一， 


い 7 こい 


一體 貴方は 奈何して 荒 尾を 御 # S じな のです か 0 一 
「私よりは、 貴方が の觀 IV じ ft きとは、 | 5: |! |滎 御座いま すわ。」 
「貴方は 奈何して 御存じな のです」 


わた 


さいむし や 


' w -r :'* 


「まあ 價務 者の やぅな 者な ので 御座い. ます 0 」 

「債務者！ 荒 尾が？. *， 方の？，」 

ちよく せつく わ.^ ナ、—  わ ナ 

一 私 か 直接に 關 係した 譯ぢや 御座いません のです. けれど。-  一 

「は ぁ、 _ して 鑑は ■なのです か。」 

? り  . 

「三千 圓約で ございま すの 〇  |  . 

「三千 圓？ それで 其の 直接の 貸 主と 歡 ふのは！^ の 誰です か 0 」 

に 文〆 ね ぢ e ^ 

震は 彼の 遽 S 向きて 膝 S むを さへ 覺え ざらん とす— 見て、 1 むる m¥ is を 取 ぴ 


. H 


で、  フ 

「動が は 歡に現金で 1| ^?のね。御自分のぉ聽になりたぃ事は熱心にぉ成りで、平生私が ^51 

篆 る 

お 話で も 致す と、 全で 取合 つても 下さいません のです もの。」  . 

9 

「まあ 可いです。」  . 

「|ーー  とも 可い 事は ございません 〇」  - 
「ぅ'  然す ると 直接の 貸 主と 謂 ふの が 有る のです ね OJ 
「存じません！」 

「お話し 下さいな、 樣 子に 由つ ては 其 金は 私から 辨償 しやぅ とも 思 ふので すから 〇」 

「私 貴方からは 戴きません 〇」 

「上げる のでは ない、 辨償 する のです。」 

「い ふぇ二貝方とは御亂ぼになりません〇又貴方が是非辨償なさると云ふ事ならば-私那の 


倩馈を 棄 L 、 T ひます。 i 


^ ぜ 


t  ; #7 


いけ A 


ふ ヲ 


〇 


「そ U は 何 爲で すか。」 

「何爲 でも 宜しぅ 御座います わ。 ですから、 貴方が 辨償な さらぅ と 思 召すなら、 私に 倩 權 
を 率し Tk へと 柄 術つ て 下さぃ まし。， 4 せ‘ 私 喜んで 棄て まュ 
「札デ ふ譯 です か OJ 
「何 云ふ譯 で 御座います か。」 


IM i ねか 

「 *1 た. 猝 らんぢ やありません か。」 


しか 


「雜 11 鮮 らんので 御座います とも 0 ゎ私自 f で 自分が 解らん くら ゐで御 座い ま T もの (然 
齡 r り、 間さん、 11 射ぉ鹏 りに 成りません ね。」 


ぼ' 


「い、 や、 僕は 解つ L 居ます。 

るら ツ ，•や  ちよ ツ W 


t す 2: 


J  一  3  *5 

「え'  解つ て撇 fl りなが』 ^! い* (蒜り にならない のです から、 私 も 益す 解ら なくな 〇 未 


/ 


すです から、 激ぅ 思つ て撤— まし OJ 

蒲 枝は© 飲に ss_ ち：^ f  SS に _GS 由ぐな り 
「まあ 然云ふ 事を 言は すに だ も * J< も お 話を 奶 把 つて 下さ、 Lf 
「御 勝手ね ぇ、 貴方は L_° 

「？ あ、 お話し 下さいな 0 J 
「唯今 4b 話 致します ょ 0  J 

满巧酵  i tj を  f 一」、 4 «I rf  一 ?! 一 r に烟— 2。 


〇 


で •しや 


M 貝 方の 債務者で あら 


じつ  いぐ ゥ、 

ぅとは 實に 意外 だ。 一 


じ じつ 


しん 


r 


どぅも 事實 として 信ずる 事は 出来ん くら ゐだ 〇  - 

. . . J 


(514) 


ふ さい  ほ ミん あ-^、 フ 

「三千 圓！ 荒 尾が 三千 圓の 負債を 何で 爲た のか、 殆ど 有 得べき 事で ない の だけれ ど、 …… 


唯 見れば、 満枝 は仍も 煙管を 放たざる なり。 

「さあ、 お話し 下さいな 〇」 

「這 麽に遲 W して 居りましたら、 然ぞ 貴方 憤つ たくて 被 居い ませう 0 」 
「憤つ たいのは 知れて 居るぢ やありません か。」 

「憤つ たいと 云 ふ ものは 決して 好い 心持ぢ や ございません のね。」 
「貴方は 何を 言つ て お 在な のです！」  /  . 

「はい^^ 恐 入りました。 それぢ や 早速 お 話を 致し ませう OJ 
「どうぞ 0」 


C5!5) 


「蓋 か 御 承知で 被 居い ましたら、 フ、祇 に齡に 居りました 崎 SI と 申す の、 №5 が 親 [Sr へ參 つて- 

ち よ ツさか t  />-を  3  ►  >  、ン 

今て は些と 盛に 遣つて 居る ので 御座います。 それで、 服 ^ は 靜岡 の # s f < 』 で お 斟な のでし 516 
た、 然 やうで 御座いまし たらう。 •夢ぎ 坂 g 手から 何した 宰 御座います。 il is 於 も 期 

けん  ゆしめ んく わん ^ り  かへ W/ 、 , 

件から 論旨 免官の やうな 事に お 成な すつ て、 又 東京へ お還りに ならな けれ 尤貧 ^ か 無、 の 

あちら  ひき fi らつ  if  t  t ン 

で、 彼方を 引拂 ふのに 就いて、 向坂から 話が 御座いまして、 卷の龙 へ^， 穿 街して 參つた 
S. て 御座ぃました けれど、 丁度」 去年の 秋 頃から fe l^ がへ §li fr いで T,L ふゃうな 1: 口 II 配し 
ましたの。 

然し、 それは 取 立に 骨. か 折れる ので斯 5 lj いまして ね、 まして 虹と 遊んで お 斟も郎 -MT で、 繼 

やく  すこし rsl i' b tt 5  .) 

譯か何 か 少許爲 さる 御樣 子な のです から、 今の所では 奈何に も 手の 着け やうが 無い ので 卸 
座い ます わ。」 

r は あ、 成程 。然し、 他が 何で 三千 圓と云 ふ 金を使り たか 知らし。.  ' 


「それは 那方は 連帶 者な ので 御座います。」 

^T...  「は あ！ 然して 借主は 何者です か。」  . 

_ とか 5 1、〕 ざいました。」 

P - . 

「ぅむ、 如何にも！ 大 館朔郞 . それぢ や 事實 でせ ぅ。」 

るら ツしや 

, ' 「御 承知で 被 居い ます か。」  ‘ 

", , '■■■ r Jts は 荒 尾に 默資を II した 人で、 他が 始終 恩人と 言って 居った 其 人 だ。」 

を ir 言 ひしは、 0 變の獻 に翦を 0 V、 _矿爲 に 1 p 

まづし は ん—- じん  1  くんし t> が ミ も ? いさぎよ こ{ ろ ざ し いぶ 

へ， .  G 貧 含は ^ 々 人 G 富める に 優れ'^ 。君子なる 五 口 友よ 。然し も 潔 含 志を 抱けろ。 者に し T 
其の 膝 b" る i 歡龄 の漱の 如く 甚 しく  & なる をが ひて、 貫 一は 漫ろ淚 の 沸く 目を 閉ぢ たり 0 


C5I7) 


II 八 

•  .  %  '  - 1'  . 

遽に千 葉に 行く 事 有りて、 貫 一は 午後 五 轉备 して 車を fj せし に、,、 の 
時を 遅れて、 二 時間 後 の’先既 を it つべ § |: | の ■に r るょり、 齡 4 tBr ^{ #? ¥i i: i の狀歡 
處に 入りて 奧の 一間なる 縞 毛布の 上に §? 辦を！ ^ りたり しが、 門を 出 〇 る W 受 K リし 三 ^？ 〇 

い •フ しよ  カバン 

郵書の 鞄に 打 込みし まふなる を、 此時取 出せば、 中に r i§5 の m  shf ! と 觀' 戴せ るが 把 
り 0 

「え'  又 寄來 した I」 

• 、 •内：  ^  » 

彼は 之 s み 開封せ ずして、 勝て ■の證 と 一つに 投入れ し g;y ■と 配 づる や、 枕を 引 寄せ 
て 仰臥す と 見れば、 はや 目を 塞ぎて №2 を 娘〆 んと纪 るな りき。, れど も、 彼は ir く BSS るを 
得へ きか。 有 繫に其 人 G 筆の 蹟を 見て は、 今更に ft < しと も 敏 しと も、' 絕えて 贺ン ょ 管 ナざ 


C  5i8 


るべ しと 誓へ る 彼の 心 も睡ら るふまでに 安 かる 能は ざるな り 0 

いで、 f 文 こそは 宮が 送りし 再度の 想に て、 其の 始て貫 一を 驚かせし 一札は、 約 そ 二週間 

ぞん  も，  ふ  ささ  9 j* っ t フ 

前に 彼の 手に入りて、 一字 も 漏れず 其の 目に 觸れ しか ど、 彼は 曩に荒 尾に 答へ しと 同樣の 
意を 以て 其の 自筆の 悔悟を 讀みぬ 。這 度 とても 亦 同じき 繰言なる， べきを、 何の 未練 有りて、 
徒に 目を 汚し、 懷を 傷け んや と、 氣强 くも 右ょり 左に 搔 遣りけ るな り。 

b や、 っ C? せぅ そく  くる ? せつ t こ ^ 一 J 

宮は 如何に 悲し からん！ 此の 兩 度の 消息は 其の 苦しき 胸を 剖き、 其の 切なる 誠を 叶 >4」、 

じ はく  も  あや t てし ょ •っ  いき  は ぅ C; つみ  5 

世を も 身を も 忘れし 自白なる を、 事 若し 誤ら' は、 此 Q 手證は 生な から 葬らるべき ^ r を 獲る 

あ 1 り  さ  かくご  ふみ  い ツつ 5  も  た r o 

に餘 有る ものなら ず や。 然し も覺 悟の 文ながら、 彼は 其の 一通の 力を 以て、 直に 貫 一の 心 
を 解かん とは 思 設け ざり き。 

ノ 

故に 幾日の 後を 待ちて 又恁く 聞え しを、 此文 にも 仍驗あ らず は、 彼は 彌增 す悲の 中に 定め 19) 
て 三度の 筆を 採るな るべ し。 知らず や、 貫 一は 再度の 封を だに 切ら ざり しを ！ 三度、 五 C 


た -^ . . ft * ^ か .? L  ミ ひ T ? フおょ 7; ん  おろか  くわい ご、-  こ {ろ 

度、 七 度、 重ね^-て 十 百 通に 及は ん とも、 貫 一は ® r じて 此の 愚なる 悔悟を 聽 かじ. と葸を 
決せる を。 

靜に 臥したり し 貫 一は 忽ち 起ちて 鞠を 開き、 先づ 彼の 文を 出し、 悴兒を 搜り て、 ^ t のまよ 
なる 其 端に 火を, しつ'  火鉢の 上に 敷 齡せり 〇  T itx の 殿 妒 1 ^! として、 白く 一 る ものは 
宮が思 の 何 乎、 黑く壌 落つ る ものは 宮が 心の 何 乎、 彼が 幾年の 悲と 1 とは 嬉 くも 今 其 人の 

ち ^ 


2rJ 

5 

C 


手 TI 在りながら、 すげ なき 烟と 消えて 跡 無くなりぬ。 
貫 一は 再び ? S を 枕に して 始の .如く 仰 1 せり < 


0 

いりき 


間 有りて 婢 どもの 口 々に！! ふる 聲 して、 XV 來し 客の、 i、B  ■なち it r l ha された る 紀 

は ひ  な ん によ ふたりづれ 

勢に、 貫 一は 其の 男女 0 二人 連なる を 知れり。 

うれ • £> わ 力  す こぶし め や i' Jf 

彼等は 若き 人の やぅに も あらず 頗る 沈 寂に 座に 着きたり 0 

たくさん  S ツく  すウ  あが 

1念'た澤山時間が有るから、寬り出來る。さあ鈴さん、お茶をお^1んなさい。」 


這は 男の 聲な り。. 

* な た !1 んた 、フ 

「貴方 本 當に此 夏には お歸ん なさい ますので すか。」 

「盆， には 是非 一度 歸りま す。 然しね、 お 話を した 通り 尊父さん や 尊 母さんの 氣が變 つ 了 

ノで  すゥ  そん ^ さ5  まるを さ £ 

つて お 在な の だから、 鈴さん ばかり 那樣に 思つ L 居て おくれで も、 是が 奈何して、 圓く納 
る ものち やない。 此上 はもう 唯 誇め る Q だ、 私は 男らしく 諸め た fj 
「雅？ んは男 だから 然でせ うけれ ど、 私は 諦めません。 然ぢや ない とお 言 ひな さる けれど、 

雅 さんは 阿 父さん や 阿 母？ んの爲 方を慍 つて お 在な のに 違 無い。 それ ' fi から 私まで が 憎い 
ので、 い、- え、 然 うょ、 私は 何んでも 可い から、 若し雅 ？んが 引取つ て 下さらなければ、 

一生 何 處へも 適き はしません から 〇」 

女は 處 々聞き 得ぬ まで - 0 淚聲 になり ぬ 0. 切 
「だつて、 尊父さん や 尊 母さんが 不承知で あつて 見れば、 幾許 私の 方で 引取りた くつても ぐ 


わけ 


わけ 


こん 


引取る 譯に 行かない ぢ やありません か。 其 も 誰を 怨む _ も 無い、 全く 自分が 惡い からで、 這 
麽軀に疵の付ぃた者にガ事の娘を與れる總は無ぃ、敗れないの此起”と、それは §! :^自分 s 
ながら 思つ て 居る。 一 


2 

2 

5 

C 


^ •s ツ  去づか  く  もら  9 

「阿 父さん や 阿 母さんが 與れな ぐても、 雅 さんさへ 貰つ て 下されば PJ1 いの ぢや ありませ / U 


お ツか 


わたし  S ん公  くヤ 


か。」 

そんな わか  わたし S* A な  /  く p  t n 

「那樣 解らない 事を 言つ て！ 私 だつ て甚麽 に 悔しい か 知れは しない 。其は 自分の 不心得 か 
ら那 r 非に もぽ ちた の だけれ ど、 勤を y ば、 _ ffi の Mg に 1 ^ たばかりで 、乾の, 


しや ぅがい » ず  つ  ひ ミり 

は 生涯の 疵を 付け、 隻の 母親は 


し ^ 


殺して 了 ひ、 又 其 上に 


いひな づけ ば だん 

- 許婚は 破談に？ れ _ 


こんな ^ さけな 


し ^ 


f  -ミ、 1 〇  、す  くら ゐ  いツ そわた し  ろ 5  なか  しま  は •つ  よ 

a 麽 情無い 思を 爲る 位なら、 不如 私は 牢の 中で 死んで 了つ た . 方が 可 かつ 


た！」 


そんな 


r あれ、 雅 さん、 那樣 事を 


-OJ 


> r« - ; -l 


ふた 今  な  い ^ 

兩箇は 一度に 哭き 出せり。 


お ッ か 

■阿 m 

わたし からだ 


「一 f んが 霸靜氣 を％ いて、 蒙と も燒 死んだ のは 好い ■ぢや あるけれ ど、 一 旦 

こ © きず 


ふ、 * > ふ 


い  はらいせ 


たん 


、  ふ，^ * ^^_ ^ /L 

松が igt i:- 附いた 齡 鶴は 消ぇない。 船 さん も來 月は 鈴さん が 來て くれる と 言って、 朝晚 


それ 


たのしみ 


〇 な 


の' たし、」 


其 ばかり 樂 にして 在す つた . 

女は 節と 出で し II 音の齡 を悚 へ^-て 啜 上げぬ 0 

「紀 1, 貧獻 に^! る氣は c 無い けれど、 是は 私の がから ifi 65 のが 道 だから、 必ず 惡く 思つ 


こ  v w n 


て 下さるな 0  1 


「い ▲え 

わた し そ 


わたし 

•私は • 


-n  -  < 


こぐ | わ  わけ 

斷られ る譯は ありませ ん 〇」 


S K 1 へば、 H さんの. P も ■くな つて、 姑 海： 欲のと 人 S はれな けり やならない。 

11 が お il *r ti から、 私は 自分から 身を 退いて、 是迄 の緣と 諦めて 居る 〇 で。 然し、 鈴さん、 523 
趑しは 齡铲 は 決して 忘れません ょ。」  C 


た V いよい むせ  '  こ 

女は 唯 愈よ 咽び 居たり。 音 も 立てず 臥したり し 貫 一は 此時 忍び 起 含て、 障子の 其處 lit' ^l ょ 

すきみ  し  つ ひこ t ろ  や  し、 

り 男を 隙 見せん と爲た り けれど、 竟に 意の 如くなら で 止みぬ 〇然れ ども 彼は 正しく 其の聲 52 

& に ip— 褽 WO 繁編 I の 家に 繫せ」 _沪 子に て、 _蓄篆 以 -T 一  C 

年の苦役を受けし屬浦雅之ならずと爲んや。然なり、女の其名を！|/、へるにても知ら 6 ,,を 

と獨り頷きっ " 貝一は又潜りて歡取立てたり。 

「■にも 然して 志は 忘れなぃ なんて 言っ て 下さる 親なら、 概 i£ 你歉組 り 1? ゲ 引取っ て 下さ 

ぃな。 雅 さんが 那云 ふ災聲 に 4 9磬なので、||が獻に觀を切る|日|がら、點^雅さん、 . 

… 一年が 閒 . 鹽斷な んぞ爲 はしません わ 〇」  . 

彼は 自ら 其の 苦節を 憶 ひて 泣きぬ。 

「雅兄が 自分 S ぃ 事を 爲て般 顯に 成っ たの ぢ やなし、 高利 貸の 姐に 謹され て 觀の 
罪に 陷ちた のは、 雅 さんの 災難' た、 と献 は， 供に齡 し . 悔し . 悔しい とは 思 


からだ きず  い ツしょ  い つ わ 一/し 

つて 居ても、 それで 雅 さんの 軀に疵 が附 いたから、 一處 になる のは 迷惑 だなん と 何時 私が 


そんな 


思つ て！ 雅 さん、 私は 那 樣女ぢ やありません、 那 樣女ぢ や… 

S なり 


ない！」 


.  じ やぅき (1 ま  かれ  も ?-: なげ  さな り  ぅつ ^ し  いしらす りつ 

此 心を 知らず や、 と 情 極り て 彼の 悶へ慨 くが 手に 取る 如き 隣には、 貫 一が 内 俯に 頭を檫 付 


まきた： 


よこた は 


〇 

ろ t- ち 5 


けて、 卷 莨の 消えし を擎げ たるま 2 に橫れ るな り 

「雅 さんは 私を 那樣女 だと お 思 ひのは、 貴方が お 留守中の 私の 事を 御存じない からです ょ 
私は 三月の 餘も疾 つて . 那樣事 も雅 5 んは 知つ て お 在ぢ. やない のでせ ぅ。 それは、 


〇 


fe v>  ツ 


.お ツか 


れぅ けん 


阿 父？ んや阿 母さんは 雅？ んの處 へ 上げる 氣は 無い にしても、 私は 私の 了簡で、 若し 那 f ム 
ふ 事が 有つ たので 雅 さんの 肩身が 狹くな る やぅなら、 私は 猶更雅 さんの 處へ！ ！ かずには 居 
られな い、 而 して 私も雅 さんと 一處に 肩身が 狹くな りたい のです から。 然でな けり や、 -T- 
供の 内から 那麽に 可愛がつ て 下す つた 雅 さんの 歡册さ んに獻 は！ E まない。 

親が 不承知な のを 私が 自分の 了簡 通に 爲 るのは" そり や? C— 孝 かも 知れません けれど、 私ょ 


C  525  ) 


奈何しても 雅 さんの 處へ 適きたい のです から、 お 可 厭で なく ば 引取つ て 下さい ましな。 s 、、 ノ 
の 事は 管 ひません から、 雅 さんが 貰つ て 下さる お 心 持が お 有な？ るの か、 奈何 だが 唯 其を C520 
聞して 下？ いな 〇」 

貫 一は 身を 囘し て臂 打 仰ぎぬ。 彼は 己が 與へし 男の 不幸よりも，、 添 はれぬ 女の 悲 より 
も、 先づ 其の 娘が 意 氣の壯 なる に 感じて、 あはれ、 世には® る 切なる 戀の 焚る 如き 誠 も あ 
るよ、 と 頭は 熱し 胸は 轟くな り。  ; \ 1 ; 
さて 男の 聲は聞 ゆ。  .  . 

「それは 鈴さん、 言 ふ 迄 も ありは しない。 私 も那麽 目に？ へ 遭は なかつ たら、 今頃は 家内 
三人で 睦 しく、 笑つ て暮 して 居られる ものを、 と 思へ ば 猶の事、 私は 今日の 別 か 何とも 謂 
れな いほ ど 情無い。 恁 して 今では 人に 顏向も 出来ない やぅな 身に 成つ て 居る ff を那樣 に 言 
つて くれる G は、 此の世の 中に 鈴さん 一人 ti と 私は 思 ふ。 其の 優しい 鈴さん と 一處に 成れ 


V: . 


る ものなら、 這 麽 結構な 事は 無い の だけれ ど、! ^父 さん、！ 3^ さんの 心に もな つて 見たら、 

b fc t/ そ  i  • 

今の私には添されないのは、決して無理の無い話で、子を4|ふ親の齡ば、|:^|の親でも截 

-〇  わ 二し  3 きら 

違は 無い。 そこを 考 へれば こそ、 私は 鈴さん の 事を；^ める と 云 ふので、 子と して 親 こぎ #! 
を 懸ける のは 不孝 どころではない、 惡事だ 、立派な 罪 だ！ 私は 自分の 不心得から 親に 苦勞 


それた め  お ツか  S  { V  しま 

を 懸けて" 其が 爲に阿 母さん も 那云ふ 事に 成つ て 了つ たの だから、 實は 私. か 手に 掛けて 殺 

, s' う ぜん  すゥ  おや 仁ち 

した も 同然。 其 上に 又 私 ゆ ^ に 鈴さん の 親 達に 苦勞を 懸けて は、 それぢ や 人の 親まで 殺す 

I  あきら  •-れ J* ， c (i こ ら き 

と 謂つ たやうな 者 だから、 私 も 諦められない 所を 諦めて、 是 から， 一； ®, して 世に出られる 
やうに成るのを樂に、猶且暗い處に％つて居る氣で|^「祗嫩齡 ^5 るょり外は無い、と私ょ 

かくご 

覺悟 して 居る のです 〇」 

1  て  5 ち  お ^ ツ  お ツか  ,  そん ^ r> 4 •プ 

一 それち や、 雅 さんは 内の 阿 父さん や 阿 母さんの 事は 那樣に 思つ て 下す つても、 私‘ の 事は 

ち ツ S 、、こ  - 

些も 思つ ては 下さらない のです ね。 私の 軀^ んぞは 奈何なら うと、 鹿さん は!；；； つては 下さ 


2 


らな いのね Lf 

「那樣 事が 有る ものぢ やない！ 私 だつ て . 〇」 

V  m  、 t> i' 

「い ▲え、 可う ございます。 もう 可い の、 漉さん の 心は 解りました から。」 

ち ^ まる  く 

「鈴さん、 それは 裏つ て 居る ょ。 それぢ や 鈴さん は 全で 私の 心を 酌んで はおくれ でない •の 
だ 〇」 

r それは 雅 さんの 事ょ。 ki 父さん や 阿 母さんの 事を 然して 思つ L 下さる 程なら、 本人 6; 私 
の 事 ^ つて 思つ て 下さり さうな 者ぢや ありませ んが 。雅 さんの 處へ 適く と 極つ て、 其の 爲 
に i^ AV 新 t まで TJ A" 飯， へて 置きながら、 今更 外へ isr れま すか、 狼さん も考 へて 見て 下さ 
いな。 呢父 さんや M--* 母さんが 不承知 ?1 と ! s; つても、 そり や 餘 〇 酷 いわ，、 餘り 勝手た、 W! 私 
は 死んでも 他へは 適き はしません から 可い わ、 可い わ、 私は 可い わ！」 

女は 身を 顫 して 泣 沈めるな ろべ し。 
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r 覜 % 事を お 言 ひだつ て、 それぢ や 何 爲 ぅと 云 ふので す。」 

^ 

「術ずて も T ぅ 御座います、 私は 自分の 心で 極めて 居ます から。」 

■  しは'  、づ V  わ  ひ ' J w しきり ひ-そ*^ はな し 3- 急 

€、 で 男の 聲は貧 ざり しが、 2 1, 力て 就より 語り 出で しと も 分かず、 又 一時 密 々と 話聲の 

こ  かれら  さ ミめ ご ミ や 

r れ けれど、 _ 子の «■< かりければ llt> 方には 聞 知られ ざり き。 彼等は 久しく 此の 細 語を 息め 
ずして、 期 ® 1 一た び も 高く！ 一一  一 I^ mJ さぐりし は af ti If 思 p 所 無 かりし なるべし。 

「I と？ 吃と です か。」  . 
姙 t し 又 明かに 聞え しは 女の 聲な り。  .  , 

「銳 すれば 私 も 其氣で 居る から 〇」 


かの LT す a> 


今 彼 娘の 宮な らば 如何な らん、 吾 彼の 雅之な らは 如何な らん。 吾は% 的の 吾た るを 観ぶ 可 

はた  こ ひ； JJ 4** むな しか  おも 

きか、 將 彼の 雅之た るを 希 はんや。 貫 一は 空， ぅ g  く 想へ り。 


30 
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•  かつ  お - 0 れたい  ib/ -J tg は づ  まこ 5 いだ  ブィ ァ 

宮も^ 一て 己に 對 して 彼 娘に 遜る まじき 誠を 抱かざる にし も あら ざ. りき 〇彼 にして ^ :J し 金 剔 

モンド «> AJIXl a ナ、 v <  ノこ  こ：：...^:  : 


かの むすめ ©づ 

遜 

石の 光を 見 ざり しなら ば、 _ をも抓 ぼに 凝 ひて、 其の證 ゲ #1 广した らんゃ 。■ I1 S; 射が 

を 以て 彼 1 #? びた らんに. は、 ぎ epv 3 s ぎ k •てたり £ ゃ。 f r ん 1 极、と 

A 力  ざいめい  いづ n あい  ^ 

汚 テ， たる IP 名とは、 孰 か 愛を 割く の 力 多 かる。 

彼は 更に 恁く 思へ 

t  G o ic  f  ぐ  V こ CD ずる！ * c^ 、 ノ fc パ  r 

唯 其 人を 命と して 己 も 有らず、 家 も 有らず、 何處の 野末に も枇從 はんと 誓へ 6- 彼 娘の、 竟 

り fc め こ {ろ Vv し、 7 つ  •フ  、ツた ん ?> ^ ?> 、  50)  、卜；  フ こ > 

に 利 0 爲に 志を 移さ、、 、る、 を 得べき か。 又は 一旦 其 人に 與へ たる S, を t みて、 # i び fir 口 间 

r- 丄  • 1-n  I  ノす 7  り  あらそ  •っちか仁  た  あ い * ら そ  4 '-ぶ 

く iL に賣 らんと 爲るな きを 得べき か。 利と 爭 ひて 打 勝れた ると、 他の 愛と 爭 ひて 敗れた る 
と、 吾等の 恨は 動に 深 からん。 


まこ ミ 


けいよ  した 


b 
おのれ 


いづこ  の S 


彼は 又 恁も思 へるな り。 

V 

それ あい  もツ v> i r り  袭 ご  た  か  かりそめに zn. 

夫 愛の 最も 篤 力らん には、 和に も 惑は ^ 、 他に 又 易 ふる 者 も あら ^ る 可き を、 假初も 之の 

5 つ  も ツ W ?. つ 6 か  扫 ょ  いせい  あい  わが あい  あつ  九 

、  移る は、 其 最も 篤き にあらざる を 明せ るな り。 凡そ 異性の 愛は 吾 愛の 如く 篤 かるを 得ざる 
者なる か、 或は 已の 信ずらん やぅに、 宮の 愛の 特に 巳に のみ 篤から ざり しなる か。 吾は 彼 
の 不義 不氮を 憤る が 故に 世 ±T の戀な る 者を贤 ひ、 且渾て 之を 斥けぬ。 11 れ ども 其の 一旦の 
憤は、 之を 斥けし が 爲に消 ゆるに も あらず して、 其の 必ず 得べ かりし 物を 失へ るに 似た 
、 る怏 W は、 吾心を 食 1 i し、 終に 吾 身を 斃す にあら ざれば、 得 やは 去る まじき 惡 is の 如く 執 
念く 吾を 苦む るな り。 傲れば 何事に も樂む を 知ら ざり し 心の、 今日 偶 ま 人の 相爾 4 を 見て、 
又 躬も怡 びつ'. 樂の 影を 追 ふらん やぅな りしは 何の 故な らん。 縱吾 は宮の 愛なら ずと も、 
之に 易 ふる 者を 得て、 左右は 此 心を 慰めし む 可き や。 

彼は^! ょ si 廻 b せり。 
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fl -c- ^ つ  く  そのく いへ 5  なこら  こ r っがら、 

宮は 此の 日頃 吾に 篤から ざり しを 悔いて、 其悔を 表せん には、 何等の 事を 或 さん も 唯 吾 命 

> 1 

復 りて 再び 完か るを 得る にあらず。 彼の 悔は 彼の 悔の み、 吾が 失意 0 恨は rfs に 吾が 失意の 
恨なる のみ 〇此恨 は E ゴ齧 せる ml に 因りて 1 ゼ P るべき で 靜繼 

夕んよく  こ (7) ぅらみ、 っつ  ji  か 

貪欲は 此恨を 移す に 足る 乎、 

くろ  いき •ふ  ， 

彼は 苦しき 息を ffi- きぬ。 

吾戀を 瓌〇し 唯 繼 ()撕等 の 戀を壤 らんと^! しは 誰ぞ 、其の S? の 今 ^! 紫に 财 < L も、 又 ^: I は！! 

り、 或は 壤 らんと 爲る にあらざる 無き 乎。 而も 其の 貪欲は 吾に 何を か ^ へんと すらん o sl 
乎、 富は 吾が 狂疾を 醫すべ き衛妳 亂なり や〇把 の繼妒 ら れし衡 は、 繼 itT の 抱 b 合 ふを 得て 

た (7 し  わ  さか  あい  S くく わ  かへ ^ は T> n メ く G- 2 し •っづ も 

樂み 、吾が 割れし 愛は 落花の 復る 無くして 畢 らんの み！ いで、 吾は 恁て 基 く埋 るべ ぎ か、 

よ  なが 

風に 因りて 飛 ふべき か、 水に 落ちて 流るべき か。 


喜 


ふ ^ a し  すぐ  •こもし びくら 

貫 一は 船橋を 過る 燈暗 き. 汽車の 中に 在り* 


11 九 


千葉ょり歸りて五日の後 ^ .函二 1- —— の 書信は 又來 りぬ。 貫 一は 搬に 因りて 热 のま、 似 K 
してけ り .0 其の 筆の 蹟を 見れば、 忽ち 浮ぶ 其 人の 耐獻 は、 暇 11 と 1 户ひ 立てる 職 ■の 1 11 C 

ほ ミん た、 っじ  いかりは ツ  さき  ii ff みたび  おょ 

あらざる 無き に、 彼は 殆ど 當 時に 同じき 憤を 發 して、 先の 二度なる ょりは 此の 三度に 及べ 
るを、. 徑廷 しく も 廻らぬ 筆の 力な どを 以 L " 舊に返 し 得べき 未練 ® 吾に 在りと や 想へ る、 

おろか  ぜい 4 い  きた  だいかい  .っづ  かへ  かたくな  す 

:?, な る 精 衞の 31C. .り 一」 大海を 塡めん とする やと、 * f o L 頑に 自ら 守らん とも 爲 /〇: り。 

S 

然り 、とも 知らぬ 宵は g の 思を 運ぶ に 似た る片便 も、 行くべき 方には 音 〇 る、 を、 ？て ぼ 人 

かきつ r わがまこ芒  つぅ  か  じが  ひ •とす ぢい S へ V ち フ 

.の 如何に 見る らん、 書 綴れる 吾 誠の 千. に 一つ も 通ず る 事 あら ば、 掛けても 願へ る 一筋の 緖 33 

5 

i もな りなん と、 人目 あらぬ 折每に は 必す肇 採 〇て、 其の 限 無き 思を寫 して' そ 止ま ざり し。 C 


唯繼 は：® # c 彥ら手 势 すと 聞きて、 其の 善 ^ ^ I ゲ ii ずる 繼 II、 纪き 墨、 良皇 

f  SMT0tr^  ^ 

用る こと 無く、 後には 夫の 机に だに 向は ずな りけ り〇您 く  1 p ず 歡られ し xt は、 又 Ar: r' ど 

經て貫 一 あに氣られ ぬ。 概は 四 I5 ? も 搬の f r 4l ダり しに、 日々 ^ ると 思 ふ 
程 も 無く、 霞 の§來 にけ り。 ■し 辦り くて£ にも 街れ、 手に 取る からの 烟ぞ為 
れる貫 一 も、 ず 去には 無 か：^ し ^ I 霸 飢彭 言を 1 # らず辦 ぎ  'ゲ 0^ のみは -la? にも 
焚か ざり し 期ぬ を、 T 虧は妒 ?b 見ん と爲 たり 0 
「然し . 〇」 

彼は輒く手を1^?、>りき0  '  . , , 

赦 して くれと 謂 ふの だ— 其 外には、 見なければ 成らん 用事の 有る!! は 無い 二 右し 有る 
と爲れ ば、 其は 見 §からざる.なのだ。獻し一」くれなら赦し一.る、又赦无でも|| 


に 赦れて 居 6 の . T' はない か。 悔悟したなら、 悔悟した で、 それで 可い。 悔悟した から、 iK 

い  それ  9 j フ  こんにち  Dil  九い き や •フ あ た 

したからと云つて、其が奈何なるのだ2其が今日の貫一と宮との間に如何なる影響を與へ 

る.のだ。悔悟したから他の操の疵が癒ぇて、又赦したから、富山の事が無い昔に成るのか。 

11 & に 於て は、 貫 一は 飽くまで 十 年 前の 貫 一 だ。 宮！ 貴 樣は 一生 汚れた 宮で はない か。 事 

やぶ  しま  こんにち  い  ひえき  すこしけ が 

の 破れて 了つ た 今日に なつて、 悔悟 も赦 して くれ も 要つ たもの か、 無益な 事 だ！ 少も 汚れ 

それ S さま  しま  いツべ ん 

ん宮 であるから 愛して 居つ たの だ、 其を 貴樣は 汚して 了つ たから 怨んだ の だ 。然して 一遍 

それ  たい  吱 い  f  おこ ? 2 けが  あらた 

汚れた 以上は、 其に 對する 十倍の 德を行 つても、 其の 汚れた のを 汚れざる 者に 改める こと 
は 到底 出来ん の だ 0 

であるから 何と 言つ た！ 熱 海で 別れる 時 も、 お前の 外に 妻と 思 ふ 者は 無い、 一命に 換 へて 

も 此綠は 切られん から、 俺の 此の 胸の 中を 可憐と 思つ て、 十分 決心して くれ、 と實に 男を 353 

5 

拾て、 頼んだ ではない か。 其の 貫 一に 負いて . 何の 面目 有つて 今更 悔悟 . 晚 r 


い！ 


.i' n  そ， $ いさん は しら ひち 5  つ ひ  なは  t ゴ f  ひ ? r ね § 

彼は 其 文を 再三 柱に 鞭ち て、 終に 繩の 如く 引 捩りぬ。 

打續 きて 宮が 音信の 必ず 一週に 一通 來ずと 謂 ふこと 無くて、 被がざる に遂 り、 送らる ▲に 

，之、、  ノ  か 香  じ ツつぅ  のぼ  さすが  たび  いかりよ ゥ- 

fe 力 ざり しも、 はや 算ふれ ば 十 通に 上れり。 有 繫に 今は 貫 一が 見る 度の 憤 も 弱りて、 待つ 
とには あらね ど、 其の 定 りて 來る 文の 繁 きに、 自ら 他の 悔い 把め る宮 在る を 忘る ill まず 


6 

3 

5 

C 


す 


なりぬ 〇然れ ど 其の 忘る、 能は ざる も、！ 112 搬を啦 歡 むには あらず、 又 其の齡 が 親れ る も、 

はじめ  r 


かひ i わ 


彼を 赦 し、 彼を 容 れんと S1 るに あらず して、 船 us »': ひしを ば 紫 てられ、 傲には 棄て しを 11 

るに 同じ かる 此の 兩の 者の、 相掛 して 相 拯ふ能 はざる 1 古艱 を膨 ふるに ® ■" ぎざる を や。！！ J 7Ht に 
5 r':r: :技、 ！  ，、 ， 5 1 •  I  . ：  5  _ャ ;< は.ぃ_茗し  われ  か 


のち 


、ひ 


お 
八* ヽ 

力 


て 貫 一は 披か ぬ宮が 文に 向へ ぱ、 其の. 幾 偽の ■きものを ®" と 心に 讀み て、 ®4 の 船が らぬ 

く L JS  か  いか. Cs !i ツ ，•• -'さみひミり  はかな 

tf も 生じ、 彼の 憤なら ぬ 憤 も發 して、 憂身 獨の僇 き 世を ば 如 M にせん ^ ぅ も 知らで、 唯 安 


ち •っ，  お く  rf  % 

からぬ 晝夜を 送 〇 つ'  出 〇 るに 入る に ? ET 々として、 槪は屢 •⑴ガ の 1 -5I a を さへ 忘る i 事 ぁ 
りけ り。 ffl; しく 物 思 ひて！ g ねざり し 夜の 明游 近く 紀 艇を «1 1 >」 し 貫 一は、 船 _ が 雨に； 略き 七 
時 G 閨 に？  iG 苦しく 頻に 呻きし を、 起ぎ _れ て、 賢め たりと 知り？ 影らず 又 
睡 •りけ るを、 再び 把に 搖 起れ て 驚けは、 

「お 客樣 でございます。」 

「ぉ 客-誰 だ。」  . 

「荒 尾さん と 枯仰い ました OJ  . し ■ .  : ' 

I 何、 荒 尾？ •ぁ ゝ然 ぅ。」 

あるじ  、そ  -5 

主 <7) 急ぎ 起きん とすれば、 

r ? 51I し 巾/) ますで 御座いま すか。」  フ 
「そ、 •早く お通し *して 。而 してな、 唯今 起きました 所で ございま すから、 齡 〔、失 禮致 C5 


し 土 CS す^ J ^ ぅ 申して。 一 

ly 

貫 一は 彼の 一別の 後 三度まで 彼の 隱 家を 訪ひ しか ど、 毎に 不在に 會 ひて、 『一度に 及べる ^? 538 
へ I  C 

息の 返書 さへ あら ざり ければ、 安否の 如何を 滿枝に 釓せ しに、 變る 事無く 其處に 住め りと 
言 ふに， さては 星； に 交を 絕 たんと すならん を、 姑く强 〕て 追は じと、 f 月榦 i! mk えたり 
しに、 彼方より 好く こそ 來 つれ、 吾が 此苦を 語るべき は 唯 彼 在る のみなる を、 朋の れ 

{> かく  た © し  け ふ  い ? 1 いちじつ  か へ  こ、 ろせ は 

る も、 實 U 恁ばか り樂き は あら ざらん。 今日は 酒を 出して 一日 彼を嚴 さじな ど、 心忙しき 
までに 歡ばれ ぬ。 


せつ か 


そいん 


I 


に ! i か ミ ひきた 


絕交 せる やぅに 疎音な りし 荒 尾の、 何の 意 ありて 卒に 訪來れ るな らん。 貫 一は 其の 何の 意 
なり やを 念は t 又 其の 鹅|1 の勑啷 を も if デして、 ii i? の 疎音な りしは 其の ii l? 我 

か** は  まじ！ i りた  i し， CA iJ n  す  し ©. かれ  •  ょ (1 

G 拘ら ざる 故、 交を 絕 つとは 言 ひし かど、 誼の 吾を 棄 つるに 忍びざる 故と、 彼は 此 人の 仍 

お のれ  ありぅ  しん 

已を 友と して 來れ るを、 有 得べ からざる 事とは® ぜざ ，りき- 


0 


手水 場を 出来し 貫 一は 腫 眶の 赤、 f ゲ蓮嗒 きつ'  羽 機の _を| 呼 3 .も Sr 、、 ず、， と 客間の 齡 
|:を撇けば、荒尾は居らす、'纪の荒尾1介は啟らで齡レぅ ?! へ 6 ^ 4の獨り齡|2しぅ經へ 

評に 底 樹を f5 りて、 滴る 翠は内 を 照せ り。 

お ツ L p  b s JJ 

「荒 尾さん と 有 仰る Q は 貴方で 〇 一 

彼： 二 先、 つ 想く 會釋 して 席に着きけ るに、 •婦人は ®: も ®! を 一 爪 3 ざ ^ んやぅ ，， a t 4- r ^ {^ て| ¥ ; 
作せ り。 

7  i  たやす  つか  あ  ょゴ 

而も 彼は ■く 其 G T げたる 頭と 拄へた る 手と を 擧げざ るな りき。 槪 〖2 何者な り やと 驚され 
し 1T 二は、 今 又 何事な りやと 誓ょ 呆れて、 彼の «T ヂを扣 隊 れ り。^ 1^>有.りて貫一の祗^|| 
忙しく 覓む らん 色を 作して、 婦人の ® ける を 佗と 亂ひた りしが、 

「何ぞ 御用で ございます か。 一 
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0 


r*: . . .  I 

彼は ぎす 急に 左 瞻右祕 して 窺 ひつ。 

「间云 ふ 御用 向で ございます か、 伺 ひませ う。 一 


ほのか  ひか  5たがは  扫もて じゅつな  ぁが 

露 置く 百合の 花な どの 仄に 風を 迎 へたる 如く、 其の 可 疑し き 婦人の 面は 術 無げ に 舉- 

は  おそ  た S た  ミき 

して、 又 慙ぢ 濯れ たる やぅに 遲疑ふ 時、 


ん 


つ ia 


と 貫 一の 聲は 筒抜けて 走りぬ。 


r F J 

、•ノ H かな  くら  なきふ 

宮は 嬉し 悲しの 心昧 みて、 身 も 世 も あらず 泣 伏したり。 


「何 弗 有つ て來 た！」 

怒るべき か、 此時 。恨むべき か、 此時 。辱むべき か、 悲むべ きか、 號ぶべ きか、 詈るべ き 
か、 責むべ きか、 彼は 一時に 萬 感の相 亂れて 急なる が 爲に 、吾を 吾と しも 覺ゆる 能は ずし 


C  54〇  ) 


て打顏 ひ 居たり。 

「貫 一さん！ どうぞ 堪 S7 して 下さい まし 0 」 

やう ヤ  ふ •c' * す ^ ^ * 

宮は漸 う顏を 振擧げ しも、 凄じく 色を！ j へたる 貫 一の 面に 向くべく も あらで 截れ於 しぬ 0 
「早く 歸れ！ 」 

^ . 0 」 

「 F J ' /  '' 

幾年 聞か ざり し 其 Q 聲な らんっ •{呂 は危 みつ ▲も しと 見る目を 覺 ぇず！^ 炉に觀 せ ば、 す齡 
く 睫 ふる 貫 7: か 1 S; 1 > る は  に 如何なる 鼯が懇 f しならん。 

「今 5S 逢 ふ _ い。 又 S も 麗で逢 ふ p、_ ffiT から P 手紙を， すが、 

あれ  い ツ つ* ■> D' いふ、 フ  く  す、、  や- •  f  r  ^ 

那； 一二 通で も 開封し S は 無い、 来れは ぎ燒數 て 7: ふの だから、‘ は g じて S 言 

丨、  わた t  か、 フ  た、 ぎ 

ん V うに。 私は 今 病中で 恁して 居る の も 太 儀で ならん の だから、 早く 歸 つて - lari 貝。 ひたい 0 一 


彼は 老婢を 召して、 


たち 


ミ も 一  さ 


ま ^ 


「御 客樣の お 立 だ、 お供に 然ぅ 申して。」 


ぉも ? ? ^ - 


た 


取 附く島 も あらず 思惱 める 宮を委 きて、 貫 一は 早く も獨り 座を 起たん とす。 

「貫 一さん、 私は 今日は 死んでも 可ぃ 意で お 目に 掛り に來た G ですから、 * £ 炉の 荷 ^ 2概 
麽目にでも遭せ 1 、然してそれで於もがも今日はま辨して、お願一いすから泣が話を聞ぃて 
下さい まし L? . 

「何の 爲 に！  | 


わたし  こうく、 r> い  く U L 

「私は 全く 後悔し ました！ 貫 一さん、 私は 今にな つて 後悔し ました ！! 悉い 事は 此 間からの 


手紙に & 々書いて 上げた のです けれど、 全で 見て は. 下さらない のでは、 後悔して 居る 私の 

さ んなせ つ  わ か 

甚麽 切ない 思を して 居る か、 お 解りには ならないで せぅ が、 お 目に 掛 つて 口では 言 ふに 言 
れない 事 ばかり、 設ひ 書けない 私の 筆で ^ 、 那を 悉皆 見て 下す つたら、 些とは お腹 立 も 直 


2 

4 


じぶ A いろ*^^  わ一、)  す  つ- もり  かう 

らう かと、 自分では 思 ふので す、 色々 お詫は 爲る 意で も、 恁して お 目に 掛つて 見る と、 面 
目が 無い やら、 悲い やらで、 何 一語 も 言へ な， いのです けれど、 貫 一さん、 迚も 私は 来られ 

^ ず  かう 

る筈でない處へ恁して來たのには、死ぬほどの覺牾をしたのと思つて下さいまし。」 

「 其が 何爲 たの だ。」 

r 然まで 覺悟 をして、 是非 お 話を 爲たい 事が 有る のです から、 御迷惑で も どうぞ、 どうぞ" 
貫 一さん、 左 も 右 も 聞いて 下さい まし 0 」  : 

淚なが らに 手を 柱へ て、 吾が 足 TI に 額 叩く 宮を 、何爲 らんと やうに 見遣りた る 貫 一は、 
「六 年 前の 一月 十七 日、 那 時を 覺ぇて 居る か。」 

^ v  •  '  -  「 

r . 。し 

r? あ、 奈何 か。」  .  . 

「私は 忘れは 爲ま せん。」 
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「ぅむ。 那時の 貫 一の 心 持を 今日 お前が 思 知る の だ。 し 

かんこん 

「堪忍して 下さい ひ」 

pJ: Ik る 問に 出 行く 貫 一、 咄嗟、 紙 門は 鐵 壁ょりも 堅く 閉 てられたり。 宮は其 心に 張充 めむ 
望を 失 ひて 檣と 領 伏しぬ 0  - 
「豐 、豐？  j  と 老婢を 呼ぶ 聲 劇く 緣續の 子 亭ょ〇 聞 ゆれば、 直に 走り 行く 足音の 響き 
しが、 ■て M し 艇れる 老婢は 客 凱に 顯れ ぬ。 宮は未 だ 頭を 擧けず 居たり 。可憐し き 束髪の 

雲 深く、 l r 截に p st の ね t 鬆 II 先づ 1 f はん ゃぅ 無く、 震 

慰 しぅ m」 价した る 脊に金 茶地队 ，綴の 帶 高く、 勝 色 裏の 敷亂 れつ.' 白羽 二重の ハンヵチ ィ 

% x リング  かぶか !5 ミ んも のが！！ りろ！  み  こ 4 

フに淚 を掩へ る 指に 赤く、 白の 指環の 玉を 耀した る、 殆ど 物語の 畫をも 看る らん 心地して、 

うつく S よ fe •そろし 

此の 美しき 人の 身の上に 何事の 起り ける と、 豐は可 恐き や > にも 覺ゆ るぞか し。 

「あの、 申 上げます が、 主人は 病中の 事で ございます もので、 唯今 生 僧と 急に 氣分が 惡く 


C544) 


ぐ V. ； 一 
(. .. 


7 i. 

- 


. 


ち 5 ざ 


なりました ので、 相濟 みませんで 御座います が 中座を 致しました 。か 入ります で 御座いま 


こんにち  たち かへ りね が  • 

すが、 どぅぞ 今日は 是でお 文 歸を願 ひます で 御座います 〇」 


おもて ^ さ  す 纟 

面を W へたる まふに 宮は淚 を 啜りて、 


r あ、、 然 うで 御座います か。」  、 

I 折角 お出の 所を 誠に どうも お氣毒 さまで 御座います 0 」 

ち ^ ツ し fc く  し よ# フ* いた r 

「唯今 些と 支度を 致します から、 もう 少々 ，置いて 戴きます ょ o  j 


こんにち 


あなに.2 る！ A りよ  r) ゆろ り 

「さあ  <  貴方 御 遠慮 無く 御寬と 遊ばし まし。 又 何だか 降 出して 參 りまして、 ^; 出は いつ 

きむ す 

そ お 寒 過ぎます で 御座います。」 

/  . 

,  た-  u vr へ  み じたく  す  はじめよ みがへ  た r ?> うち しづ 

彼の 起ちし 迹に宮 は 身支度を 爲る にも あらで、 始て 甦りた る 人の 唯 在る が 如くに 打 沈み 


てぞ 居た る。 


- 


5 


や^*  た  もや、 フ  ら 5 ひ  その ^ きこょ か み づ くろ ひ 

良久し かるに 客の 起たん とす 6 模樣 あらねば、 老婢は 又 出來れ り。 宮は 爾時遽 に身般 して、 


5 


「それではぉ麟ゲ致します。职 1: #摇搜'たけ致して參りたぃのですから何方にぉ寢ってぉ 


ちよ ツ  ^  あいさつ 


V3f j  ちら 


で 


か 44 


在です か」 

「はい、 あの 何で ございます、 r う ぞも うお 管 ひ 無く 
「い ▲え、 御 挨拶 だけ 些と。 J 
「然 やうで 御座います か。 では 此方へ。」 


6 

4 

5 

C 


0 」 


こちら 


あ る じ i  、  おも  らフひ  や  はなれ  あな い  ゅふべ1^  ， 

主 0' 本 1 思なら じとは 念 ひながら、 老婢は 止むを得ず 彼を 子亭に 案內 せり。 昨夜の 收 めざる 


親の 内— 一馨 2 沪 一」、 ^ も霸も f 龙に 1 し、 ぅじて i& ' 

賠 か g? 易ら れし ■を 載せたり。 

、フく  お きヤへ  かれ ひ ? も；； W まゐ 

思 ひも 懸けず〗 呂の W 來るを 見て、 起 風らん とせし 彼の 膝下に、 早く も 女の 轉び來 て、 立 TC 


よ ぎ  かいまき  すそ  かた  けは fi: まく、 b から 


そのは し 


す 


たも ミ € な ; i ひし  よりそ 


なきふ 


ん と爲れ ば、 袂を執 り、 猶も犇 と 寄 添 ひて、 物を も 言は ず 泣 伏したり。 
「え'  何の JE 似、 た！ J 


\  •  fM  ,  -  •  ノ > •:  一-ザ-  泰  ^  - 

突 返さん とする 男の 手を、 宮 U 兩 手に 抱き 緊めて 、 

「貫 一さん！」 

「何を 爲 る、 此の 恥 不知！」  . - 
一 私 か惡 かつた G ですから、 堪忍して 下さい まし OJ  . 

「え'  聒 しい！ iltf を 放さん か 〇」 

「貫 一さん！」 

「放さん かと 言 ふに、 え'  もぅ！」 

其 身を 循に宮 は 放さ じと 爭ひ て、 益す 放さす 斬 箇が 顔は S5 C 4V の 船 はんとす る •はかり 斤 r 
合 ひぬ。 一生 又 相 見 じと 誓へ る 其 人の 顔の、 おのれ ■めた 〇 し 色は%  く；^ せて、 誰 o ^ t 

ベ  f  そ！ ん s ti かは  * !> *' •  4  . 

,: ^ なるも、 ;: ^ 二'6は零らすして、實 ;: 按0宮にして宫ならぬ宮と、 ^; は，酉1 ;: し 47) 
て哗」 逢へ る： 貫 一は 其 胸 2 夢む る 間に 現と もな く彬 を is れり 。宮は 歡 t- ^r ®: り 一」、 ^ C 


に 狂せ ざるを 得た るの み。 

齡は人の銳^6り大いなろダイアモンドを乞ふが爲に、此の貫一の手を把る手.をば釋かざら 
ん 。大い なる ダイアモンド ヂ、 驚；^ ^ いなる ダイアモンド も、 宮は 人の 心の 最も 小き 誠に 
艇 f ざるを 旣に 知りぬ 。彼の 持たる ダイアモンドは 然せ る大 いなる 者なら ざれ ど、 其の棄 
去りし 人の 誠は *; 無き ものな りしが、 嗟 乎、 今 處に 在り や。 其の 嘗て 誠を 惠みし 手は 冷 
かに 慰れ り。 f しく 其 手を 抱きて 泣かん が 爲に來 れる宮 が悔 は、 實に 幾許 大いな る 者なら 
ん。 

「さあ、 早く 歸れ！ 」  . 

「もぅ 二度と 私は お 目には 掛 りません から、' 今日の 所は 奈何と も 堪忍して 打つな り、 毆く 
なり 貫 一さん の ip にして、 ii して 少小 でも 機嫌を 直して、 私の お詫に 來た譯 を 聞いて 下 

さい 0 」 
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「ぇ'  煩い！」 

「それ ぢや 打つ とも 毆 くと もして . 〇」 

身！！ して 宮の鎚 るを、 

「舰雙 事で 齡の 胸が 釋 れ ると！ i つて 居る か、 殺しても 慊 らんの だ。」 

「ぇ'  飯が ても可 い！ 殺して 下さい。^! は、 貫 一さん、 殺して 貰 ひたい、 さあ、 殺して 

•s' ^f /  .  t 

下さい、 死んで 了つ た 方が 可い のです から 〇」  ' 

「自分で 死ね！」 

皮は纪^手を|^して、此身を殺すさへ屑からずとまでに已を鄙むなる乎、縣に辛しと宮は 
唇を 咬みぬ。  」 

「死ね、 死ね 。お前 も てた 男なら、 今更 ^ とも 無い 態を 爲ず に何爲 死ぬ 迄 立派に 棄 549 
s i 

て 通さん の だ。」 


す。 死ん て 了へ とお 言 ひでなくて も、 私は もぅ 疾 から 自分 ぢや 生きて 居る とは 思つ T M ま 55 

C 

せん。」 

「那樣 事 聞きた くは ない。 さあ、 もぅ 歸れと 言つ たら 歸 らん か ！」 

「歸 りません！ 私は 甚麽 事しても 此儘ぢ や . 歸れま せん。」 

ます ^ ゆる 1> き  をツ £  せ (t ん 

宮は 男の 手を ば 益す 弛めず、 益す 激 する 心の中には、 夫 も あらず 世間 も あらず なりて、 唯 
此の 命に 易 ふる 者を 失は じと 一向に 思 入るな 衩。  V 

1 ん  ら •ブひ  く  ひき is 

折から 緣に 足音す るは、 老 婢の來 るな らんと、 貫 一は 取られた る 手を 引 放たん とすれ ど、 

這は 如何、 客は 些 y 毈めざ るの みか、 欺 11 F だに！^ んと贤 ず〇 避して 足音は 繼 W の m に 

SI れり。  - 

「これ、 人が 來る 〇」 


― 1 . . . cl 

』  L  , 

ちか* * b %J (i 

宮は唯 力を 極めぬ。 

不意に 此體を 見た る 老婢は 半 啓けた る 紙 門の 陰に 顏引 入れつ ふ、 

あがが し  いで 

「赤樫さん が お出に なりまして 御座います 〇」 

9.7 やく  つ-扫 .4) ての ぼ  • 

窮 厄の 色は 衝と貫 一の 面に 上れり。 

•  9 

そツち  い 5 か > ん 1 54 

「あ'  今 其方へ 行く から。 I さあ、 客が 有る の だ、 好 加減に 歸 らんが。 ぇ、 放せ。 
が 有る と 云 ふのに 奈何す るの か OJ 

ね fc しこ ¢ 21 轉 

「ぢや 私は 此に 待つ て 居ます から Lf 
f 知らん，. もぅ 放せと 言つ たら 0 」 

ょ、 フしや  ね ぢたふ  A くく わ  ら 、フぜ き  お  あ 3: 

用捨 も あらず 宮は捻 倒されて、 落花の 狼籍と 起き 敢 へぬ 間に 貫！ は 出 行く 0 
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客 


V ••しきそ s 0  む ら さき 5ら S づ 44  め s A つ A. かつ  5 ちわ 

座敷 外に 脫ぎ たる 紫 裏の 吾妻 コォ トに目 留めし 蒲 枝は、 嘗て 知ら ざり し 其の 內曲の 客を 

2  P  あた  めぐ t らう ひ  かれ  た a> し じ、 ノ  や *フ す  つぐ  ら 5  をし 

問 U で 止む 能は ざり き。 又 常に 厚く 惠る ▲老婢 は、 彼の 爲に 始終の 樣 子を 告る の勞 を吝ま 
ざり しなり。 さては と 推せし 胸の 內は嗔 恚に 燃えて、 可 僧き 人の 疾く 出で 來 ょかし、 如何 

かほ  す  そき こ 5 ろ i 

なる 貌し 一し 我を 見ん と爲 らん、 と #' 、 >L に 待つ 間の いと V しう 久し かりし に、 貫 一は ^ 力 "; 
か 出で k ずして、 而も 子亭の 幾と 人氣も あら ざらん やうに 1 れる は、 我に 忍ぶ か、 と彌 
ょ 蒲 枝は 惊へ かねて、 

ミよ  い ツぺん  さ  .  わたしけ ふ いそ  ちよ ツ 

「お 豐 さん、 もう 一遍 且那樣 に然う 申して 來て 下さいな、 私 今日は 急ぎます から、 些とお 


目に 懸 りたい と〇」 

「でも、 私は 誠に 參り 難いので 御座いま すょ、 ■何だか お 話が 大變込 入つて お 在の やぅで 御 

一 

座い ますから 0 」 

「管は んぢや ありませ んか 、私が 然ぅ 申した と 言つ て 行く のです もの OJ 


「では 然ぅ申 上げて 參 ります です。 J 


ふす t 


「は ぁ 0 」 

ぎ 婢は 行きて 紙 門の 外ょり、 

「且那 さま、 旦那 さま 0.1 
「 Jlti 方に お 在は 御座いません ょ。」 

5' こ 一>  ふすま 

想く 答へ しは 客 CO 聲な り。 豐は紙 門を 開き T 
「おや、 然や ぅなので 御座います か。」 


5 1 


ik に靜 在らず して、 在る が ^ I く 其の ■ぎれ る 客の、 鼠の 殘れる 面に 髪を ば 少し 妇 
駆し、 左队 靜二寸 ?| .けたるま^に_ 4: ^ ず居たりしを、遽に引樞ひっ上、 

「今し方 其方へ お出な すつ たのです が . 。」 

「おや、 然や ぅなので 御座います か。」 


C  553) 


r 那裡の お 客樣の 方へ お出な すたので は 御座いません か。」 

「い ▲ぇ 貴方、 sf 裡 Q お 客 # ^ 急ぐ と 有 仰つ T V 御座います ものです から、 然ぅ申 上げ 55 
に參つたので御座いますが、それぢやまあ、那邊へ被^<^,ましたらぅ！」 

「那裡 にも 被 在い ません の！」 

「然や ぅなので 御座います ょ。」  . 

老婢 は IltT を 倉皇 起ちて 满枝が 前に、 

こちら 2> ら ツ し ^ 

「此方へ も 被 入い ませんで 御座いま すか。」 

「何が。」 

あ ちら  6 ら ツし〇 - 

一 あの、. 那裡 にも 被 在い ません ので 御座います が。 J 
「旦那 樣が？ 奈何して 0 」 

こちら  いで 

「今し方 這裡ヘ 出て お 在に なつた の ださぅ で 御座います 〇一 
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プノ'^ ••- 夕烏、 


4 そ 


「噓 、噓 です よ。」 

「い、 え、 那裡に はお 客樣が お 一人で 被 在る ばかり 


b 


6 なた  け 


「噓 です ょ。」 

「ぃ i ぇ、 1 命 ぃたして *; ガ 、決して 噓ぢゃ 御座ぃません。」 
「だつ て、 此方へ お出な さりは 爲な いぢ やありません か。」 
「ですから、 まあ 何が へ 被 入つ たの かと 思 ひまして . 


あちら 


S ツミか く 


い で 


r 那裡に 屹度 隱れ て、 >  もお 在な のです ょ。」 
「 *, 方、 那樣 事が 御座います ものです か。」 
「奈何 だか 知れは しません 〇」 

「はてね、 まあ。 お 手水です か 知らん M 
隨處® ねんと て 彼は 叉 倉皇 起ちね。 


0 」 


有効 無き 此の 侵 辱に 遭へ る 吾 身を 如何に せん、 と 蒲 枝は 無念の 遣る 方 無 さに 色を 變へな が} 

ちつ S さわ  th  は  f  しるし た  しの 1 いは  6 

ら 、些 も騷ぎ 惑は ずして、 知りつ、 食み し 毒の 驗を耐 へ 忍び 居た らん やうに、 得 も 謂れず C 55 
竊にぎ めり。 宮は其 人の 遁れが りし こそ 賴の 綱は 切られし なれと、 はや 留るべ き 望 も 無く、 
まして 立歸 るべき 力は 有らで、 罪の 報は 悲 くも 何時まで# き此 身な らんと、 ffl 俯し、 打 仰 

ためいきつ 

ぎて、 太 息 P6J くの み。  * 

? そらく、 * > や、 っや A つ 

楓と 空の 昏み 行く 時、 軒 打つ 雨は 漸く 密な り。 

■2 だな  おしいれ  さ”  つ ひ  あるじ  .  ら 5 ひ .け ふ  か ^ 

戶 棚、 押入の 外搜さ f る處も あら ざり しに、 終に 主を 見出さざる 老婢 は、 希有なる 貌 して 
又 子亭に 入來れ り。  •  :' 

? ちら 2) らツ し や 

「何方に も 被 在い ませんで 御座います が . 〇」 

「あら、 然 やうです か。 では ぉ 出掛に でも 成つ たのでは 御座いません か。」 
r 然や うで 御座いま すね。 一體 まあ 奈何な すつ たと 云 ふので 御座いませう、 那裡 にも 這裡に 


も お客樣 を 謂に 僻つ てからに。 はてね、 まぁ、 露 も お 出掛になる 識は 無い ので 御座い 
ますけれど «1 ^; には休處にも衡 *' らない所を見ますと、お出掛になつたので御座いますか 

知らん。 それにしても . まあ 御凳 あそばしまして 0 」 

彼は 又满 枝の 許に ぎ 行きて、 事の 由を 告げぬ。 

「い、 え *, 方、 私は 見て 參 りました ので 御座いま すよ。 子 亭に被 在りは 致しません、 それは 


« いぢ や i 

大丈夫で 御座います。」 


彼は 醫心 着きて 繼 ， If 客ん とて！ 一ち ける に、 gi" いで^！ てる 震の @1 刖の橡 に 出づる 
と 見れば ffi? 々と 行きて 子亭の 入口に 顯れ たり。. 

宮は 何人の 何の 爲に M 獻れ ると も 知らず 先 〇 慠デ つ、 も衝 を迦 へて 容を改 めぬ。 吾が 戀人 


の iK を i まんと て ] ItT に來 にけ S 枝 <&、 蒸に も _の寶り ^ 、、己ょり_しく、己ょ9 

しほ. b L こソ V>  afc  こく  た r いぐ W し  ひ £  なさけ まこ ミ U  .  C 

り pf, 憐く 、己ょり * t きを 見た る銳 さ、 僧 さは、 唯此者 有りて 可怜さ 故に、 他の 情 も 誠 も 彼 


P 


は 打 忘す る i と、 ぁはれ、 TII の p pl r 肥して P を f ず gii ほしう、 心は 醋 
り 襲り、 躍り 襲らん と爲 るな りけ り。 

宮は 稍羞ひ て 葉 11 に, 遲 、れ たる 花の 如く、 夕月の 凉 しう 棟を 離れた る やうに 蒲 枝は 彼の 前 
に 進出で ふ、 互に 對 面の 禮 せし 後、 


ご ? JHVJ t: さ i ごしんせ き  ゐ らツ しや 

「始めまして お 目に 掛 ります で 御座います が、 間樣の . 御 親戚？ で 被 在い ますで 御 


座い ます か。」  ，、-  • -  . 
僧き 人を ば 一番 困 めんの 蒲 枝が 底意な り。 

しんる ゐ す、 ぢ 

「はい 親類 筋の 者で 御座いまして 〇」 

「おや、 然 やぅで 被 在い ます か。 手前は 赤樫 满 枝と 申しまして、 間 樣とは 年 來の御 懇意で、 
もぅ 御 親戚 同 樣に御 交際を 致して、 敏 々お世話になつ たり、 又 及ばず ながら お 世話 も 致し 

L V  •プ  こ* •ろ やす  ござ  これ 3: で 

たり、 始終 お 心 易く 致して 居ります で 御座います が、 つい ぞ 、まあ 從來お 見上げ 申し ませ 
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s 


•ソ 

n ヂ' 


んで 御座いまし 4 


>  _ 


「ょい、 つい 先日まで 長らく  一必龙 に # I つて 居りました もので 御座います から 0 」 
「まぁ、 ^? やぅでが歡何でございますか、御遠方で？-」 

「ょい . 戲卽 の 方に 居りまして 御座います 〇」 


さ ち、 b 


「は あ、 然や うで、 唯今は 何方に。」  -  '  - 

い ナ 〇 炙 J> 

「池 端に 居り ます。」 

「へぇ、 池 ff お 齡 しい 處で 御座います ね。 船し M^ T ®I «I が お 話では、 御 自分は 身 寄 も 何も 
無、‘ から r とう ぞ親 戚同樣 に * I の 末まで 交際したい と 有 仰る もので 御座います から" 全く 

， •  *  r  9 r 

1 ^ うと ばか し獄 じて 居りました ので 御座いま すよ。 それに 唯今 恁 して 伺 ひま すれば、 
御 立® な 御 親戚が、 お有り 魈は すのに Mf デ ふ お *? で 锨麽 事を 销術 つたので 御座いませう 0 

、く  あ- U i -i' fc 匕 

何も 親戚の お有り あそばず 事を お ! 1^ しになる には 當 らんぢ や 御座いません か、 那の 方は p^- 


々然云 ふ 水臭い 事を 一體 作る ので 御座いま すよ。」 

疑の 雪は 始て宮 が 胸に 懸りぬ 。父が 嘗て 病院に て 見し 女の 必ず 譯 有るべし と 便せ しは 是な 560 

>  .  C 

きやくら い  いつはり  あろ ひない 1ん  さ だ t われ  ?  •じ やまだ 

らん。 5 ては. 客 來と言 ひし も詐 にて、 或は 內綠の 妻と 定れる 身の、 吾を 咎めて 邪魔立てせ 

か  た r しかの ひ！ /j  こ t  たが  こぐ J ts 

んと 乎、 但は彼 人の 是 見よ とて 此に引 出せし かと、 今更に 差は ざり し 父の 言を 思 ひて、 宫 

あ •た  ため  や  ひち 5  いよい  け ふこの ts 

は 仇の 爲に 病める を笞 たる ▲やうに も覺 ゆるな り、 逾よ 長く 居るべき にあらぬ 今日の 此 a; 

これまでい さぎよ ざ  た.  いづく  ひそ  5  わかへ 

は是 迄と 潔く 座を 起たん としたり けれど、 何處 にか 潜み 居る 彼 人の 吾が 露る を 待ちて 忽ち 
出で 來 て、 此 者と 手を 把り、 ®! ダ 術べ て、 si 段なる 截をば 1 夭， ひ！^ もやせん と 11 へば、 阶  . 
堪へず 口惜 くて、 如何にせば 可き と 心 苦く 遲ひ 居たり。 

「お 久しぶりで 折角 お出の 處 を、 生憎と 餘羲 無い 用 向の 使が 見えました もので、 お 出掛に 

ちよ ツ ろ！ んは 、フ  かへ り  よる 

なつた ので 御座います が、 些と 遠方で ございます から、 お 歸來の 程は 夜に お成りで 御座い 

ごゆ ツくり 

ませう、 近日 どうぞ 又御寬 とお 出で 遊ばしまして。 一 


令 


^ ふ 


たいさ、 プちや 、フ Vj  あなた 

「大相 長座を 致しまして、 貴方 も 御用の お有り 遊ばした 所を、 心無い お 邪 11 を 致し ^- して.、 


を 


ちよ ツ 


コ る！ んりょ 


相濟み ませんで 御座いました 〇」 

しじ、 フあ が  ( 

一い、 え、 もう、 私共は 終始 上つ て 居る ので 御座いま すから、 些とも fp: 遠慮には 及び ませ 
んで 御座います。 貴方 こそ 然ぞ 御殘 念で 被 在 ド ませう。 

「はい、 誠に 殘念 でございます J」 

「然や うで 御座いませう とも。」 

「四 五 年ぶりで 逢 ひました ので 御座いま すから、！ J 々昔話で も 致して 今 05 は 一日 遊んで 參 

らうと 1 樂に 致して 居りました のを、 實に殘 念で 御座います 0 J 
お i 

「大きに。」 

「然や うなら 私は お 暇を 致し ませう 0 」 . 

「お 歸 去で 御座いま すか。 丁度 唯今 小 降で 御座いま すね。」 


こん； 一! ち 


C5^i 


いく 5 


，る 象 


r い ▲え、 幾多 降りました 所が 俥で 御座いま すから 0 」 

じ く  く -b お  しのぎけ づ  ひか 


フ 

2 


じく  く ' b お  しのぎけ づ  ひか  A ん  >  ノ 62 

亙に 僧し、 口惜しと 鎬を 削る 心の 双を 控 へて、 彼等は 又 相 見ざる べしと 念じつ ▲別れに け ^ 5 


む ( 


三 〇 


、 、  くま  t づ  いづこ  かへ りこ 

{豕 の 内を 隈無く 尋ぬれ ども 在らず、 さては 今にも 何處 よりか 歸來ん と 待て ど暮せ ど、 姿を 


かへ りこ 


すが u 


晦せし 貫 一は、 我家ながら も 身を 〖谷る、 所 無き 苦 紛れに、 裏庭の 木戸ょり 傘も擎 さで 忍び 
出で けるな り。  .  ： 

ぎれ ど 唯 T 組に S れんとの みに て、 p—.v 於 も あら ぬに、 麓 證る 雨を ば努 くも 


しの  をり ふし  こ\ 1: いとょ 

人の 軒な どに &ぎ つ、、 足に 信せ て 行く ほどに、 近頃 思 立ちて 折節 通へ る 碁會 所の 前に 出 


3 ぐ わい しよ 


v>  か 


そ こ  *> ^ ご りい 


でければ、 左 も 右 も 成らん とて、 其處 U 躍 入りけ り。 


te p ぢ  ひ > i や  こつぜん  泛ん  みが  そ S ミ ii 

i, 親 c= の 黃なる 節を 長く 生した るが、 兀 然として 獨 0. 盤を 磨き 居る 傍に 通りて、 彼. は 先 づ 
1 i れたる 衣を 炙らん と 火鉢に 寄りたり。 


?r vil る、 には 能く も 答へ ずし 一」、 言 二は 餘りに 不思議なる 今日の 始末を、 其の 餘波は 今 も 

*5 r ろ 


あはれ 


顔”、 ^ の ft に艇 V ®I IT して、 又 努：く 神は 傷み、 魂は 驚く  ■と雖 も、 我 や 怒る 可き、 事 や 哀 

あ 2> y  そ も そ  . なぐさ  み 〇 か ベ k 

む べき、 4 悲む 可き 乎、 恨む 可き 乎、 抑 も 喜ぶ 可き 乎、 慰む 可き 乎、 彼は 全く 自ら 辨せ 
ず。 #;: 化 齡て 1 i え、！！ ii ai に 氷らん と覺え て、 名狀す ベから ざる 感情 y 煩悶とは 新 (^ 来り 
て 彼を 襲へ るな り。 

づぶ Q l  いぶか  けしきめ ミ  _  ちんじ 

主は 貫 一が 全！ i の 姿ょりも、 更に 可 訝しき 其の 氣色に 目 留めて、 問は でも 椿事の 有りし を 
疑は ざり き。 


こ：  の ^ き  ふたり  おきざり せ ，4ミ いか 二  Aj- •，、分 r 

此 まで 身は 51-' れ來に けれど、 なか^^" 心安からで、 兩人を 置 去に 爲し 跡は 如何、 又 我ガ爲 


わ  せ 


y 

3 

6 

5 

C 


ん ，やぅは 如何な ど、 彼は 打 惑へ り。 沸く が 如き 其の 心の 騷が しきには 似で、% 槪き空 に 满 
てる ik 賢办 りて、 ー ニ 面の 鼠に 1 ? る 石は Is 激して 甚だ 賢り。 辭此 時！！ 際の 564 
，  れ たれば、 貫 一は 獨り殘 りて、 ぎ 野ぬ P 齡 し？、 愈ょ 麗く惑 ひ 居たり。 鑑ぴ 人の 
零' 立つ るに^: きて 顔を 4 れ ば、 4 ^  if  く 駆を r て al が龙を 謹め、 一 ff に纪 しと 艇 はる 
寧，. に、 見れば、 吾が 羽織 & は 海 S ちて 懸备 つるな り。 11:1 に, せ ば 人は P と ml 
に、 彼 も 亦 前の 如し。 

#有りて、部に鉍し女の醇聲して、 

. .•; :  「宅の且那樣は倘や這裡へ^^ドは致しませんでかたらぅか〇」 

あろ じ  ひ 沙 お ミが ひめぐ. b 

主は 忽ち 髯の頤 を囘 して、 

一：.  「あ'  奥に iD 在で 御座いま すょ。」 ' , 
豐かと差視きたる貫一は、  .  _ 


「お'  燊を 持て 来たの か。」 

「はい、 1H1I がに お 犯な ので 御座いました か、 もぅ 方々 お捜し 申しました 0 」 
「然 ぅか。 客は 歸つ たか。」 

「はい、 一に お歸 になり まして 御座います っ J 

「四 谷の も歸 つた か。」  . 

「い、 え、 是非 お 目に 掛 りたい と 有 仰い まして OJ 

「居る 〇」 長 ^ ^^^^^^ 1 

「はぃ」 

「それ ぢや 見付か らんと 言つ て 措け 0 J  -  • 
「では お 歸 りに 成りません ので？  J 
r 最少し 經つ. u ら歸 る。」 


ひる 


一直に もぅ お 中 食で 御座います が 0 」 

、 

「可い から 早く 行けよ 0 J 

「未だ 旦那 樣は 朝御镦 も、」  , 

「可い と 言 ふに！」 

老婢は 傘 ふ>  足駄と を 置きて 悄 々還りぬ 0 
程無く 貫 一 も 焦げた る袂を 垂れて 出 行けり 0 

じ や、 r ちよ はげ し ふんら U さい *b づら奚  .  、 

彼は 此の 情緖の 劇く 紛亂せ るに！！ して、 可 煩し き 藤 松に 賢 &1* る ▲皆 撒に？ g / ざるを 思へ ば 


みつ 九  まつは 


な う  た 


かへ 


すで  ありか 


•ごく わい しよ 


其の 歸 去らん 後までは 決して 還ら じと 心を 定めて、 旣に 所在を 知られた る碁會 所を 立 出で 

いよい さ  かた.  し や ぅご  、 i 

L が、 愈よ 指して 行くべき 方は 有らず。 はや 正午と 云 ふに 未だ 朝の 物 さへ 口に 入れず、 又 


はんせ /; 


を 


さま 


半錢をも帶びすして如何に爲んとするにか有らん、猶降りに降る雨の中を 0 々縱として彻 
皆へ り 0  . 


C  566  j 


v> よ％  わ 3 か、- くきよ く L よ、 rs ぶ  5  く 

初夏の 日は 長 か 〇 けれど 纔に幾 局の 勝 員を 決せし 盤の 上には、 殆ど 惜き 夢の 間に 昏れ て、 

X 1-. S もの  つ ひ  きし  言  そ* フだち ?> fc »* あ to .y 

折から 雨も繁 れたれ ば、 好 者 ども、 終に 碁 子を 飲めて、 悠 立に 歸るを 恰も 送らん とする 主 


の ttv. 4 しく， ともす iti なり、 貫 一の 姿は 始て 我家の 門に 顯れ ぬ。 彼は 内に 入る ょり、 

「銳を 、飯を！ ' と ^ て啦 して、 颯と 奥の間の 紙 門を 排け ば、 何 r 圖 らん 燈 火の 前に 
人の 影 在り。 

彼は 立てる ま"' に 目を隐 りつ。 然れ ど、 其 影は 後 向に 居て 動かん とも 爲ず。 蒲 枝は 未だ 往 

,  M ほ  こ ^ さ. i  こな 仁  わざ  こ ^ £} 

かざる ヂ、 と 貫 一は 覺ぇず 高く 舌 打したり。 女は 尙も 殊更に 見向かぬ を、 此方 も 故と 言を 


ミょ fl ，か  ぜん  孑  こ  silo  I 

掛けず して 石亭に 入り、 豐を呼 びて、 女を 更へ 、膳を も 其 處に取 寄せし が、 何とか 爲け ん、 

いりく  しょく じ， S  まで  ドへ  乂 U  /  、  -  :  /c l t> つ V  '  - 

必ず 入來べ き滿 枝の 食事を 了る 迄も來 ざるな 〇 き。 却り て 仕 合 好し と、 貫 一は 打 勞れた る 
身を ^ かに、障子の 1? |に腦_レて、船 <^ 喫烟に耽りたり。 

くるし  やつ  おもかげ まぼろし かしらめ ぐ  ひ S つか  ， 

敢て戀 しとには あらね ど、 苦げ に 鼠れ たる 宮が. ® 影の 幻は 頭を 囘れる 一 蚊の 聲の 去ら ざら 


，、 r CN  よ 


567 


2*  せつ  あい --; • したが  4 も ひい  な 2  そこら  しの 

んやぅ に 襲 ひ 來て 、彼が 切なる 哀訴 も從 ひて、 憶 出で らるれ ば、 仍往 きかね て那邊 に 忍ば 


，くた び 


，たが 


ず やと、 風の 音に も 幾度 か 頭を 舉げし 貫 一は、 婆娑 として 障子に 搖る i 竹の 影を 疑へ 


68 


く 


まこぐ J 


し 


宮は 何時まで 此に 在らん、 我は 例の 孤な り。 想 ふに、 彼の 悔いた るとは 誠な らん、 我の 死 
を 以て. 容さ e る も 誠な 〇。 彼は 悔いたり、 我より 容 3 ば 容 さるべき を、 然は容 さず して 堅 

雌  . 

く隔 つる 思 も、 又怪 きまでに 貫 一は 佗くて、 其の 釋き 難き 怨に加 ふるに、 或 種の 哀に似 た 

あは  こよ ひ  ちな i1 

ろ 者 有る を 感ずるな りき。 いと 淡き 今宵の 月の 色 こそ、 其の 哀にも 似た る やぅに 打 眺めて、 
他、 の 断し とよりは、 轉た自 を 悲しと 思續け ぬ。 彼は 竟に堪 へ かねた る氣 色に て 障子を 推 啓 
れば 、凉 しき 空に 縣〗 れる片 割 月は 眞 向に 彼の 面に 照りて、 彼の愁 ふる 眼は 又 痛 f に 其 光を 
望めり。 

「間さん。」  '  ••-  - - 
居た 6 を 忘れし 人の 可 疎し き聲に 見返れば、 はや 背後に 坐れ ろ滿 枝の、 常は 人を 見る に必 


i  お 


.l» は  かわ  かほい ろ 


こ V*  か 


¢.3 


ひそ ？ 


ず 笑を 帶び ざる 無き 目の 秋波 も 乾き、 顔色な どは 殊に 槁れて 、など 恁は淺 ましき と、、 心 陰 


* ヤし 


に 怪む貫  一 G 


いで 


「ぁ'  未だ 御 在でした か。」  , 

ひる まへ  わたくし 

「はい、 居りました。 ぁ午前から私お待ち申して居りました〇」 


さ 5 


それ 


さ， フ 


一 あ、、 然で した か、 其は 大きに 失禮 しました。 而 して 何ぞ 急な 用で も、」 

「急な 用が 無ければ、 お待ち 申して 居つ ては 惡いの で 御座いま すか。」 

語氣の 卒に勵 きを 駭 ける 貫 一は、 空く 女の 顔を 見 奮る のみ。 

「お 惡 いで 御座いませぅ。 お惡 いのは 私 能く 存じて 居ります。 第一 お待ち 申して 居り まし 
たのょりは、 今朝 ほど 私の 參りま したの が、 | »? お惡いので御座ぃませぅ0聰だ瓣嫩ザお 
邪魔を 致しまして 、間さん、 誠に 私 相濟み ませんで 御座いました 0 J  . 69) 
其の 眼 色は 恕の ^1 を 露 じて、 男の 瞰ゼ il p んと やぅに 鋁 しく 妃^^たり 0 


5 

C 


貫 一は 苦笑して、 

f 貴方は 何を 謊な 事を 言って 居る のです か。」 

「今更 お痩し なさる には 及びません さ。 若い 男と 女が T feT に A! つて、 耽 #^ き弘 付きして 泣 
いたり 笑つ たりして 居れば、 譯は大 槪 知れて 居るぢ や 御座いません か。 &! 般 L i? へて 居り 

お ほ d' A: 


ひ VM4  はい 


で ーツつ  ひ ヅ 


た r ヅ  や ツ 


それ くら 5 


まして 「樣 子は 大分 存じて 居ります。. 七歲や 八 歳の 子供ぢ や 御座いません、 其 位の 事は 誰 

ぢ » わか  * 

にだつ T 直に 解り ませう では 御座いません か。 

.爾後 貴方が お 出掛になります と 私 直に 此の お 座敷へ, 掛けて 參 つて、 那の 御， 人に お 目に 


掛〇ま したので 御座います。 I 


•>h 


そ！ 8 •た 


絮 しと 聞 流せし 貫 一 も、 此に 到りて 耳を 欹でぬ 0 


(  57〇  ) 


t した 0 と 貫 一は 密 t,- 術 無き 掌を 握れり。 蒲 枝は 猶も言 足らで、 

「脱し、 間さん、 這に 貴方で 御座います のね、 私 敬服し L 了 ひました 〇失禮 ながら 貴方 
の お ) F2 前に 驚きました ので 御座います。 那 云つ た美婦 . 'AX を 御娛に お持ち 遊ばして 居ながら、 
世 問へは， 人 tr 事の、’ y 國者だ 事のと、 其方へ 掛けて は 實に 奇麗な お 顔を 遊ばして、 今日 
の f 斬まで 何年が 配ビ云 ふ も GS2 隱に顧 し al し 一」 被 居つ r: お 手際には、 私 實に驚 入つて 一 
B? も 御座いません。 能く 凄い とか 何とか 申します が" 貴方の やうな お 方の 事を 然う 申す の 
で 御座いませう。 J 

「もう 充 らん 事を . 、貴方 何です か。」 

「お 口ぢや 然う枯 阶 つても、 實は お嬉い ので 御座いませう。 ぁれ、 那しち や 考へて 被 居る！ 
那樣に も戀 しくて 被 居る のです かね。」 

然れば 我が 出 行きし 迹を こそ 案ぜし に、 果して 恁る孽 は 出で 來に けり。 由無き 者の 目には 


觸れ ける よと、 貫 一はい と 苦しく 心 跪り つ'  物言 ふ も 憂き BJ を! g ぢ て、 pi? 月に 打 向へ る 
を、 女は 此方より 熟々 と 見 透して 目 も 放たす。 

1  あなたさ -»-* ! ま  f, 

「間さん、 貴方 然ぅ默 つて 被 居らんでも 宜しいで は 御座いません か。 那 f ふ お 美しい 0 を 
御覧に 成つ た 後では、 私. 如き 者には 口を お利きに 成る の も お 可！ ^なので被居いませぅ⑼た以 
お 察し 申して 居ります。 ですから 私 決して 絮い 事は 申 上げません 、■少し 聞いて 雛 tr たい 事 
が 御座います のです から、 庶か 其 ¢1, 言して 下さい まし 〇」 

貫 一は 冷に 目を 轉 して、 

お ッし -P 

「何なりと 有 仰い。」  . *  ,  -  • 

一 私もぅ 貴为を 殺して 了 ひたい 1J 

「何で K::」  . 

「貴方を 殺して、 他 も 殺して、 而 して §* 分 も 死んで 了 ひたく 思 ふので す OJ 


「其 も 可いで せぅ。 可い けれど 何で 私が 貴方に 殺される のです 歟 〇」 
r 間さん、 貴方は 其譯 を御存 無い と 有 仰る のです か、 何の 口で 有 仰る のです か 〇」 

「是は 怪しからん！ 何です と。」 

「怪しからんとは、 貴方 も餘 りな 事を 有 仰る では 御座いません か。」 

旣に恨 み、 旣に瞋 りし滿 枝の 眼は、 ItbT に 到りて 始て 泣きぬ 。いと 有る まじく ®? 齡け ざり し 
貫 一は 寧ろ 可 恐し と 念へ， り。  -  'ノ 
1 貴方は 那樣に も 私が 僧くて 被 居る のです か。 何で 又 然ぅお 僧み なさる のです か、!！ @s を 
お 聞せ 下さい まし。 私 其が 硬 ひたい、 是非 伺は なければ 15 きません。」 
r 貴方を 何日 私が 僧み ました ◦那樣 事は 布り ません 〇」 

「では、 何で 怪しからんな どと 有 仰い ます 0 」 

「怪しらん ぢやあ りません が、 貴方に 段され る m が 柯る とは。 私は 決して 貴方に 殺される 


3 


覺は 無い。」 

- . 

くちを  がし* b ふ 

满枝は 口惜しげ に 頭を 掉 りて、 

りツ (i わ こくし しん 

「有ります！ 立派に 有る と 私信 じて 居ります O  | 

「貴方が 獨で 信じても . 0 J  • 

•じぶん  わ】 7 ヽしそ H つら ft 

i い處 、獨で 有らぅ が 何で 有らぅ が 自分の 心に 信じた 以上は、 私 其を 貫きます。」 

わたし 


「私を 殺す と 云 ふので すか。」 

「隨分 殺し かねません から、 覺悟を 被 成つ て 被 居 ド まし 〇」 


「は あ、 承知し ました 

いよい のぼ 


〇 


ぐ さ 


逾ょ 昇れる 月に 木 草の 影 もを かしく、 庭の 風情は 添り けれど、 柄 端なる 『巴 獻 f 葉の 露齡 S く 
夜氣の 侵す に堪 へで、 や をら 内に 入りた る 貫 一は、 障子を 閉 て、 燈を呢 ぅし，、 こ &I に 床の間 
の 置 時計を 見遣りて、 


(574〕 


『^が、 もう お 歸 りに 成つ たが PI1' いでせ う、 餘り晚 くなる ですから。 え"'?」 

「憚 V 樣で 御座います。」 

「いや、 御注意を 申す のです。」 

「 K の 御注意が 禪り樣 で 御座いま すと 申 上げる ので。」 

'  •、- 1—  • 

「ぁ、、 然 うです か。」 

「ゲ 斬の 伊の 览なら 、船！！ 御注意なん ぞは 遊ばさんで 御座ぃませう。- 如何です か。」 

斷 さげに -8*1 槪ち て、 彼は 吾 矢の 立つ を 看ん とやう に、 M: く 男の 顏 色を 候 ひし か 
「11 鉢 他は 何者な ので 御座います！」 

犬 こも 射ず、 猫に も 非ず、 泥 r 似た る 者ょ と 思 ひけれ ど、 言 爭はん は 愚な りと 勘 辨 して" 彼 
ょ 1 に^^の 色を f せし G み。 雜把 は ^! す獨 り 憤れて、 

、  •  あ  、ノか •フ  象ん ざ ら  L ろ 5 ミ 

「酎い お _ぎ さう で 御座います が、 那の 你奶 は、 聾 人では なし、 髪の 素人で もない 


あな た  よ ツ しか ¢> 1գ 

やうな、 貴方 も餘程 不思議な 物を お好み 遊. はすでは 御座いません か。 然し、 間さん、 他は 


ねし 


主 有る 花で 御座いませぅ 0 」 

妄に 言へ るな らんと 念へ ど、 如何に せん 貫 一が 胸は 陰に 轟ける を。 


6 


孑 


t 奈何です か、 な あ。」 

あ ひて 


1 1  〜 v、r  べツ  たのしみ  そ (7) かより つみ 

I 然云ふ 者を 對 手に 遊ばす と、 別して お 樂が 深いと か 申します が、 其 代に 罪 も 深いので 御 


座い ますょ。 貴方が 今日まで 巧に 隱し拔 いて 被 居つ た譯 も、 それで a? 能く 解りました 〇是 
ばかりは 餘り公 に 御 §慢 は 出來ん 事で 御座います もの、 秘 t に 遊ばします のは U に 術む で 
御座います。 

其の 大事の 馨 を、 人 も 有らぅ に、 _の_ ひの く！^！: €1 ひの 私に 知られ §は、 ■ 

5 ら ツ しや  わ fc く t »  ノ, 

にか お 心 苦くて 被 居い ませぅ、 私 十分 お 察し 申して 居ります。 然し 私に 取りまして は是程 
幸な 事は 無い ので 御座います。 


a 


わけ 


齡炉 が餘 り ^ 1^ に撇 を斟 しめてば かり 搬 S" ったから、 今度は 私から 思 ふ _ る で 苦め て 上 
げ るので す。 然ぅ思 召して 被 居い！」  • 
i 謚りた る 貫 一は 杖 W として 竊笑>  り。 

あ M こ  せ 

「貴方は 氣 でも 違 ひは 爲ん です か。」 

「少しは 違つ て も 居り ませぅ。 誰が 這 麽氣暮 には fp- すつ た Q です。 私氣が 違つ て 居るなら、 

f  $  へ A. たく * v  も S しや •フ 5 

ル 「朝から 變に 成つ たので 御座いま すよ。 お宅に 詣 つて 氣が 違つ たのです から、 元の 正氣に 
% して お 還 L/ 下さい まし。」 


さ 象 これ 


じ 


彼は 觀 f り、 擦 寄りて 貫 一の 身 5£? に SI れ り。 淺 ましく 心苦し かり けれど、 矬ぐべ くも あら 

s i. c < t, ^: ^ i .c' ^: 

、0^、緊き物に鼻を拖へる心地しっ、、貫一は身を側め<居たり。蒲枝は猶も寄添はま 


ほしき 風情に て、 

r fr きまして は、 ^ し ; V II 焚に. 做が たい 事が 有る ので 御座います が、 是は どぅぞ 御 遠慮 無 


んりよ 


7 

7 

5 


芑ほり ち やん 私 ツしヤ . 


く 貴方の 思召才 通を 丁と 有 仰つ て お 聞せ 下さい まし、 宜しぅ 御座いま すか。」 

T 何です 乎。」 

「何です 乎では 即厭です、宜しいと «5 ^? 有仰つて下さい0さぁ、さぁ、 *§ 炉0」 

「けれども . 0  1  • 

「けれども ぢや 御座いません 。私の 申す 事 だと、 貴方は；^ も氣の 無い 返事 ばかり 遊ばす の 
です けれど、 何も 御迷惑に 成る 事では 御座い 4 ん のです。 私 si に gT 貴方が 思 召 


じ 


> 


す 通を 答へ て 下されば、 それで 宜しい のです から 0 
「勿論 答へ ます。 それは 當然 の事ぢ やないです か。 

「それ か 當然 でな く、 極 打明けて 少しも KT まずに 言つ て齡 y たいので すから。 

善と 貫 一は 頷きつ 0  . 

S ツ s fe ツ しや 

「では、 董有 仰つ て 下さい まし。 間无 、攀は 私を！！ ^: ®? だと 思 召して 撤影 で 御® 


(S7” 


,  【 i や ヴ 4 りか 5  つ含 ^ ミ 

いませぅ。^^ 然ぅ思 ひながら、 貴方の 御迷惑 も 管は ずに 猶且恁 して 附纏 つて 居る のは" 

、 j  なかし  わたくし * な ^ 

自分の口から衝_な事を申すのも、甚だ可笑いので御座いますけれ1、私實に貴方の事は 
於 p#i でも 忘れは 致 L ません のです 。それは 妣 1 :に 思つ て 居りました 所が、 元來 私と 云 ふ 者 
を繼ひ f いて _ 松な のです から、 あの 歌が 御座いま すね、 行く 水に 數畫 くょりも # きは、 

じ - P そのぐ  >ほ  わ t: くしは ば ひ 

© ま ^ 人を 思 ふなり けりと か 申す、 貧 に 其 通り、 行く 水に 數を晝 くやぅな 者で、 私の 願の 


#. ふ 事は ilJf E,r 無い ので 御座いませう 。もう 费 うと 知りながら、 それでも、 間さん、 私是ば 
かりは 諦めら れんので 御座います。  - 
1X 1: 1 に 見込れ て、^ ぞ御 迷惑では 搬 gr K ませう けれど、 私が 是 程までに 思つて 居る と 云 
ふ 事は、 影 扩も術 带で被 居い ませう 〇私 が 熱心に 貴方の 事を 思つて 居る と 云 ふ 事て 御座い 
ます-、 斯はぉ 7? 解に 成つ て 居る で 御座いませう 〇」 

「然 うですな . そり や 或  <は然かも知れませんけれど . 〇」 


わ. U,、 し 


C579) 


〇 らツ しゃ 


あなた 


「何を 言つ て 被 居る のです ね、 貴方は。 或は も然 うか もないで は 御座いません か！ 然も 無 / 

ければ、 私 何も * 5 沪に懲 がられる 譯は 御座いません さ、 貴方 も 私を 縈いと 思 召す のが、 现 580 

C 

に 何ょりの 證據で 。漆 膠くて 困る と 御迷惑して 被 1 る ほど、 承知を 遊ばして お^ 一ので は 御' 
•座い ません か。」 

「それは 然う 謂へ ば那樣 ものです 〇」 

あなた  きら  ね  か tij 

f 貴方から 嫌は れ拔 いて 居る にも 關らず 、這麽 に 私が 思つ て 居る と •£ ふ 事は、 十分 御 承知 
なので 御座いましょう 〇」 

「ぼう。」 

「で、 私 從來に 色々 申 上げた 事が 御座いました けれど、 些とで も お聽き 遊ばして は 下さい 
ませんで した。 それは 表面の 理窟から 申せば、 無理な 御 願 かも 知れません けれど、 私は 又 
.私で 別に 考 へる 所が 有つ て、 決して 貴方の 有 m る やうな 道に狀 れた 事とは 思 ひませ んので 


す。 it んば f ぅでぁりまして も、 是ば かりは 外の 事とは 別で、 お 互に 愚と 思つ た 日には、 
kt に. 齡も 何も 有る のでは 御座いません。 究竟 貴方が 其を 口實 にして 遁げて 被 居る のは 
始か ら鹏り 切つ て 居る ので、) ^, し、 *^ 方 も 人から 偏屈 ' fi とか、 一國' たと か 謂れて 被 居る 〇 
ですから、 齡 II ぎ ■な ^ 日 1- な 處もぉ 有， なすつて、 色戀の 事なん ぞには 貪 着を 遊ばさん 方 
で、 それで 私の 心， ぢ敗 f けて は 下さらん の 歟 と、 然 •フも 又 思つ たり 致して、 實は 貴方の 頑 

，なの h 歡齡艇 いやぅ に 存じて 居つた ので 御座います。 . 所が！」 

と 言 ひも， へず！^ を 取りて、 彼は 貫 一の 橫 膝を ば 或る 念力 强く痛 か 推したり。 

「何を 作る のです f.」  • 

弗へぱ取直す其の煙管にて、手とも云はず、膝とも云はず、當るを幸に満枝は又打ち被る。 
it3 は 何事と 糍 ¢7" る M 一は、 身を 避る 暇 も ぁらず 三つ la つ擊れ しが、 遂に 取つて 抑へ て兩 手 *; 81 
を爾か せじと が れば 、阳搬 に 3 |? 把 1 られた る滿 枝は、 物を も 言は で 彼の 股の 邊に咬 付い に C 


かな  い i' り ^ |: ,リてぁ* 3 ね ぢ :s な 


怪しから ぬ 女 哉、 4 G 儀 I2K く 震せば、 赠贫 くも 雛れ I: に P 観 eg 
泣に 泣くな りき。. 

貫 一は 唯 不思議の^ 體に 呆れ ®! ひて； 1  一一 ^ 出で ず、 11 C 泣 居る 彼を 齡 f ブぐ と爲た I ど 


な. ^ 


ミ〇 すが 


i す ± 


じかは 

膠 

の 附 きた 暴ぅ に取雖 りつ' S ふさて 泣いて ih' まず。 淚 ©5 iii i: ^ を 題し 一」、 伊の 慰 

1 W ?J: i  へ L 

面き 人の 霄に沁 みぬ。  • 


? 

8 

5 

C 


捨 置かは 如 ^ に 募らん も 知らず と、* 貝 一は ffl> 捨 無く #: 跡して、 ぎたん と^! るを 彼 ま!！ さ t 

t つ ！ i す.；：：' つく  こら  >r" 

夤りて又泣顔を擦付れば、惊へかねたる聲を艱’貫一、 

あなた  、 

「貴方は 何を 爲る のです か f. 好い加減に 被 4 ^〇」  . 


さ、 フ 


「而 して 早く お 歸りな さい ,0 I 
「歸りませ /x, !」 


「歸 らん？ 歸 らんけ り や 宜しい。 もう 明日からは 貴方 〇 此へ 足蹈の 出 來んや うに 爲て了 ふ 
*\ ら 、然 うお 思なさい OJ 
「私 死んでも 參りま す！」 

「今迄！^ をして 居た です けれど、 もう 抛つ て 置かれん から、 私は 赤 ® t さんに 會つ て、 貴 
方の 事を 悉皆 話して 了 ひます。」 

5 る {i ?> 

满枝 は始て 淚に沾 へる 目を 擧げ たり。 

「は あ、 お話し 下さい 〇」  :  : 

r . OJ  , 

「赤 搜に 聞え ましたら、 奈何 致す ので 御座います。」 

貫 一は 齒を 鳴して 急 上げたり。 

「 * $ 妒は . 實 に. . 驚 入つた 根性です な！ 赤搜は 貴方の 何です か。」 


(5幻） 


「間さん、 貴方は 又 赤樫を 私の 何 だと 思 召して 被 居る のです か 0 」 

| 皆し からん！ J 

彼は 僧き 女の 頰 桁を ば擊 つて^-打 割る 能は ざるを 憾と爲 なるべし。 

一 定て 他は 私の 夫 だと 思 召す ので 御座いませう が、 決して 然 やうでは 御座いませんで す。」 
「そんなら 何です か。」 

T 往日 も お 話 致しました が、 金 か 1?< 無理に 私を 監 つて、 齡に慰 膨觀 にして Tk つた、, は、 V 
私の 讐も 同然な ので。 成程 人は 夫婦と も 申し ませう が、 私の 氣では 何とも 思つ て 居りは 致 
しません。 然 うです から、 自分の 好いた 方に 惚れて ® S ぐ ダ は 一阳差 支へ 無い 駆 # 1 も 同じの 
で 御座います。 

問さん どうぞ、 赤樫に お會ひ 遊ばしたら 满 枝の 奴が 惚れて 居て 爲方が 無い から、 內の 御 sis 
炊に 貰つて 遣る から、， う 思へ と、 獻铲が 前 術つて 下さい まし 0 ftf aL o 我 艇でも 致して、 


(5知） 


此方に 一生 奉公を 致します。 

お ほいた  ふ 5 あが  こわ  す 

貴方は 大方 赤搜に 言 ふと 有 仰つ たら、 震へ 上つ て 私、 か 怖 かりで も爲 ると ^ 召す のでせ ぅ ^ 、 
私 驚き も 恐れ も 致しません、 寧ろ 勝手な のです けれど、 赤樫が 其は 途方に 昧れ るで 御座い 


i s 


ませう 0  j  - 

貫 一は 幾 ど 答 ふる 所を 知らず。 蒲 枝も然 こそは 呆れつ らんと 思へ ば' 

J つ さ、  も  め ん 1; 、 フ 

「それは 實 際 で 御座います の。 若し 話が 一つ 間違つ て、 面倒な 事で も 生じましたら、 私が 
困ります ょりは 餘程 赤搜の 方が 困る のは 知れて 居る のです から、 私を 遠け やう 爲にぉ 話を 

2 さ  む ご  ちょツ * 

被 成る のなら、 徒爾な 事で 御座、 います。 赤樫は 私を 恐れて 居り ませう とも、 私 些とも 那の 

さ  ためし 

人を 恐れて は 居りません です。 けれども、 兎角 然う思 召す ものなら、 物は 試で 御座います 


あなた 


から、 問さん、 貴方 赤樫に お話し 遊ばして 御覽な さい ましな。 

私 も 貴方の 事を _聽紀 します。 那云ふ 主 有る 婦人と 關係 遊ばして、 始終 人目を 忍んで 逢引 


r\ 

5 

8 

5 


して 被 居る 事を 觸散 します から、 それで 何方が 餘計 迷惑す るか、 比較 事を 致し ませ 
何で 御座います。」 

りの 機敏な 貴方に も 似合 はん、 •有繫 は 女’ た。」 


ぃ如 


86 


「何で 御座います？」  . 

「お聞きな？ い。 男と 女が 話を して 居れば、 其が 直ちに 逢引です か。 又娥鹼 の 女で さへ あ 


•S し ^ ろ 


U し  きま 4> さばか  じ やす ゐ  し  はなはだ 

れば 、必ず 主 有る に 極つ L 居る のです か。 淺膚な 邪推とは 云 0 ながら、 人を 誣ふる も 太甚 


し 


>>  • 


失敬 千 萬な、 氣を 着けて 口を お利きなさい。」 


ちよ ヅ こちら 


「間さん、 貴方、 些と 此方を お向きなさい 0  1 


ふり ^ cr 


手を 取りて 引けば、 振釋 き、 


あなた 


え 2 、 もぅ # 方は LJ 


•  •  *  -V 

「お 葱いで せぅ ゝ 


「勿論。」  '  1 

「私！ ilr つと、 もつ と <n <3 して 上げる のです。 さあ、 貴方、 今 何と 右 仰つ たので 御 

座い 妻、 露な ■です つて i 貝 方 こそ *! 供し 氣を 着けて お 口を お利き 遊ばせな。 貴方 

右 仰らん のです。 間さん、 私 貴方に 向つ 一」 那 «f- 事を 繁 _す衡 利は 無い 女な ので 御座 ^ ま 
すょ。 戴 .4 街 M ふ權 利を# ちたくて も 有つ 事が 出來ず に 居る ので 御座います。 それに、 何 
も 私の 前* を 齡ゲ て、 淡う 祐に 成つ て お隱し 遊ば T には 當 らんでは 御身い ません か。 

ょ そ 5 、  ま 2> らツ し ^ -i fc 

私 *^ を 申し ませう か、 ® 5 鑑 なので 御座います、 貴方が 餘所 外に 未た 何 ▼ノ 愛して 被 居る 力 
が 有り ませう とも、 それで 1 新を *？ して、 貴方 © 事を 思 切る やうな、 私那樣 浮氣な 了簡で 
I い？ す。 又 貴方の 御迷惑に 成る靈 を ^! しました 所で、® はない 願が 愜ふ譯 S な 5^7 

っ こ，、 し ^: h, i c? ひけ ふ  r v 

いので 御座いませう 。ぎ！： 思 召して 樹剧 f か 存じません けれど、 和 其 程 卑怯な 女では ない 


「もり 

積で 御座います， 


ふいち <3 .ぅ  ぁなた 

て 

そんな  み ぢん 


あれ  ほん  その a (- く 


? 

0 0 
8 


世間へ 吹聽 して 貴方を 困らせるな ど、 申した のは、 那は些 の 其 揚の僧 まれ 口で、 私 決して 53 

C- 


つも， 9 


那樣 心は 微塵 も 無い ので 御座います から、 どうか 其の お 積で。 心 持を 悪く 遊ばしません や 


0 9 


y かんべん 


'£ . i り わ - J 


うに，、 v い □ •か 過ぎました のです から、 御 勘 辨遊 はしまして。 私 此の 通 お詫を 致します 〇」 
滿枝は 措まず 身を 下して、 彼の 前に 頭を 低ぐ る 可憐し さよ。 貫 一は 如何にと も 爲る能 はす 
して、 竊に曾 を 搔い た， り。 


わたく  t  未 v i' n  あなた  こわ ま C 

就きまして は、 私 今から 改めて 折 入つ た 御 願が 有 6 ので 御座います が、 貴方 も 從來の 貴方 


is ね •かひ 


あなた  これまで 


、  1 2> ら ツしや {i vi6  せんこく  くだ  いた r 

ではなし に 十分 人情を 解して 被 居る 間さん として 宣告を 下して 戴きたい ので 御座います。 


そ 


き  しま 


あ 


其 の お 辭次 第で、 私もぅ 斷然何 方に 致しても 了簡を 極めて 了 ひます ですから、 間さん、 貴 
力 も 鹿 か齒に 衣を 着せずに、 お 心に 在る 通りを 其 儘 有 仰つ て 下さい まし。 宜しぅ 御座いま' 
すか。 


今更 新しく 申 上げませんでも、 私の 心は m? is? まで 見通しに 貴方は 御存で 被 居 6 のです。 從 
艇も隨 分 繼 く 内 r 上げました けれど、 射 f はべ |1に私をお嫌ひ遊ばして些でも私0_す事は 

そ t  M 

取 ては 下さらん のです - ，やうで 御座いませう。 貴方から 那樣に 嫌は れて 居る ので 

すから、 私 も 汾う仲 r v 6 で »" い 祖を 衝 かすと も、 早く 立派に r 心して 了へ ば宜 いのです。 
啦撕” 巾す と 何で 御座います けれど、 是でも icx デに しては 極 未練の 無い 方で、 手 短に 一 か 
A1 か 兑 して 7k ふ ■なので 御座います。 それが 此事ば かりは 實に 我ながら 何爲恁 う意氣 地が 
無から うと 思 ふ 程、  是が 迷つ たと 申す ので 御座いませう 。自分で 物に 迷つ た 事と 
云 ふは 無い ft: の 私、 其が 貴方の 事 ばかりには 全く 迷 ひました。 

ですから、 唯 其の 胸 G 中 だけを 貴方に 汲んで 戴 U ば、 私 それで 本望な ので 御座い ますこ 是 
程に ft ;〕 致して 居る 者を 飯 af 齡 I; ^v かお 嫌 ひ 遊ばす と 云 ふのは、 能く"^ の 因果で、 究 589 

»  しや 5  そんな  C 

竟 * 方と 私とは a が 合 はんので 御座いませう から、 それは もう 致 方 も 有りません が" 那樣 


? 


ふ びん 


に 爲れて 迄 も 猶且恁 して 慕つ て 居る とは、 如何にも 不敏な 者 だと 設ひ 其の 當人 はお 氣に召 

し / L じ や、 フ  〇 

しませんでも、 其の 心情は お 察し 遊ばしても 宜しいで は 御座いません か。 诀 して 其を お 察 59 


し 遊ばす 事の 出來な い 貴方では ない と 云 ふ 事は" & 今朝の 事 »5 で 十分 職 かて 居ります。 

3  じぶん  '  >J 

御 自分が 戀 しく 思 召す の も、 人が 戀し いのも、 戀し いに 羞は 無いで 御座いませぅ qf して、 

あ ^ ). 一  力た ^ もし  OJ A fi: せつ  わ こ  くし ?) /  UK 

貴 * 、 片 思に 思つ て 居る 者の 心中は 甚麽に 切ないで せぅ か、 間さん、 私 貴方を 殺して 了 ひた 

かこんな ふつ^* か  こ^* 

いと 申した のは 無理で 御座います 乎。 這麽 不束な 者で も、 同じに 生れた 人間  一 A1 が、 貴方 

丨 ため  i る、 ^ H い  しか i- な 仁  こ ^ a ひ ^ こ S 

の爲 には 全て 奴隸の やうに 成つ て、 而も 今 貴方の お 離を 一言 聞 さへ 致せば、 それで 死んで 


も惜 くないと 迄に 思 込んで 居る ので 御座います。 1 4'贤 を お考へ 遊ばしたら、 财 1 :に炉 かん 
奴で あらう とも、 1 下ぐ らゐの 情は 懸けて 遣らう、 と 御 不承が 出来さうな 者では 御座いませ 


ん か。 

- »> ■ <o ^ J 

私 も然ぅ 御迷惑に 成る 事は 望みません です、 せめて 满足 致される ほどの お ，、唯一 言 


の そ 


まん そく 


で 宜しい のです から、 今迄の お 馴染 効に どうぞ 間さん、 其 だけ お 聞せ 下さい まし。」 

1 :に 近く 益す 顫へ る聲 は、 竟に 平生の 調を さへ 失 ひて 聞えぬ。 彼は 正しく 其の 一言の 爲に 

こ 5 せいしよ うしよ * > ほぐ  せ %> し  け L き ^ せま  いき 

は 幾千 圓の 公正 證書 を擧げ て 反古に 爲ん も、 なか/ ヽ吝 からぬ 氣 色を 帶び て逼れ り。 息は 
断り、 11? は 打 蒼み て、 其 袖よりは， を 出さん 乎、 其 心よりは 笑を 出さん 乎、 と 胸 跳ら せて 
片時 も 苦しく 待つな りき。  * 

せつ  い  ^  し V ら 

切なり と 謂は、 上 貫に 極めて 切なる、 可憐し と 謂は f 又 極めて 可憐し き 彼の 心の 程は、 貫 一 
もいと善く知れ\ど、賢の 3| ,愛するの故を以て直ちに蛇蝎に親まんや、と却りて其の執 
念を ば 難 堪く淺 ましと 思へ るな り。 

然れど 又 1 として 風し く 言 ふを 得ざる 此揚の 仕儀な り。 貫 一は 打惱 める 眉を 强て披 かせつ 
r rfn? して 齡 护が 满 足す る やうな 1 言？ . ：何云 ふ 事を 言つ たら 可い のです か。」 


C  591  ) 


「貴方 もま あ 何を 有 仰つ L 被 居る のでせ う c, su ^ の 有 仰る 事を 術に お聞き 遊ばした つて、 
誰が 存じて 居ります ものです か 〇  I 592 
「それは 然 うです けれど、 私に も 解らん から、」 

「解る も 解らん も 無ぃで は 御座ぃ 卷ん か。 それが 貴方は 何 か 祝ぃ 雷：^ 靡ら うと 妒 

y  おかんが へ  あなた  たい  わ J;  くし 

成る i、 急に 御考も 無い？、 貴方に 對 する 私、 其 g 私が 置 致す や— 一言と 申した 
ら 、間さん、 外 II は 有りは 致しません わ 0 J 

「いや、 其なら 解つ て 居ます . . 

「解つ て 被 居るなら 些と有 仰つ て 下さい ましな 0 」 

そ n 

「其は 解つ て 居ます けれど、 貴方の 1*?, れる S 傲で せう、 齋お 話の 有つ たやうな II であ 
るから、 左に 右 其の 心 に 磬 しても 可から う、 其を 察して 居る のが 善く 解る やうな 擬携を 
爲て くれと 云 ふの ぢゃ貧 ません か。！ ill 其は 餘程臀 ぃ、 別に 露 も 外に 言 ひ «? も陡ぃ 


です わ。」  ^  -  ^  -  - 
一 まあ 何でも 宜しう 御座いま すから、 私の 滿足 致します やうな ® 挨梭を 被 成つ て 下さい 


し 一 


あなた 


r たから、 何と 言つ たら 貴方が 満足な さるので すか 0 」 

「私の 此心を 汲んで さへ 下されば、 それで 満足 致す ので 御座います。」 

「貴方の 思 召は 實に難 有い と 思つ て 居ます。 私は 永く 記 臆して 是は 忘れません 0J 
「間さん、 屹度で 御座います. か、 貴方。」 

「勿論です。」 

「屹度で 御座いま すね。」 

一 相違ありません！」 

「屹度？.」  、•  / 


CS93) 


ま 


『え i  ! 」 

「其の 證據を お見せ 下さい まし。」 

「證據 を？ • 」  ' 

「は ぁ。 口頭 ばかりで ふ 私 吼 厭で 御座います。 貴方 も 術！！ ^ ^ 術つ たのです から、 鉛 $1 
心に 無 レ 事を お 言 ひ 遊、 はした のでは 御座いますまい、 然や ぅなら 其 ^ けの 證據が 有る »r で 
す。 其の 證據を 見せて 下さいます か。」  ' 
一見せられ る 者なら 見せます けれど 〇  | 

「見せて 下さいます か ,0 一  ,  , 

一見せられ る 者なら、 然し . 0  1 

一い i え、 貴方が 見せて 下さる 思 召なら ば、 . 〇  - 

驚 破、 障子を 推 開きて、 貫 一は 露け き 庭に 離り T^ りぬ。 配と！！ 11 に顯が たる 潇枝 gg il w 


(594) 


r . > 

/ 

ぐ. 

V: 

2 r . 


轟 


1 の 月の ^ r 客 帶び ながら w 火の 如く 燃えに 燃え 


なほ 


6 


三 一 


り 


〇 


家 乃 勺 こょ as fo ^t sr との 外に 今 客 も 在らざる に、 女の 泣く 聲 、話ろ 聲 Q 聞 ゆるは 甚む謂 ま 

いしらち 1 1 t i 

し、 我"% は 數むる にぁらず やと 殿ぎ つ"、 貫 一 は 枕せ る 頭を 擡げて 耳を 澄せ り。 . i 
其聲 —に齡 びく、 棚 fl ふ羅 さへ して、 はたく と, を P すは、 f 怪しと 夜着 排 
SP0 けて！ 一ち 行かん U、 ばつ— 辩の 雛る、 と搬 しく、 コ A° の 女の 姿 S 一が 0 前 

に轉び 出で ぬ。  しづ 

，れ しと 見 ？於の髮は,の如く亂れて、着たるコ"^卜は零するばかり雨に濡れ仁 

其 人は ef ±5 り «1 に 男の 顔を 見て、.； ^ しや、^% し T 心 t なる 氣 色。 C595 
「貫 一さん！」  と！？ ひ «" らんと する を、 齡紋 mf 子の 羽織 着て、 夜會 結に 爲たる 後 姿の 


0 


1 7. ど  か 一  ひきすう 

女は 躍 〇 被って 引 据れば 


「あれ、 貫、 貫 一さん！」 

すく 〇- も S: ^  b  ゐ 

拯を 求む る其聲 に、 貫 一は 身 も 消 入る やぅに 覺え たり 0 彼は 念既を 去ら ざな し！ JQ ならず や 
七生まで 其 願は 聽か じと 郤 けたる 满 枝の、 齡の贫 さを 齡に说 して、 先の 程ょり 打ち も!^ 


〇 


s a e き il 


/ -  ペ r  i  ^r r2 v  #  4  こら  ふる a し、 象 

もしたり けんを、 猶慊ら で 我が 前に 責むる 乎と、 貫 一は 咏へ かねて 歡ひ 居たり 。蒲 枝は， 

♦、> ら  ち ミ  •フご  しづか 

まに 宮を捉 へて 些も 動かせず 徐に貫 一を 見返りて、 

.  あなた  だいじ  二 ひ r€ 

間さん、 貴方の お 大事の 戀 人と 云 ふは 是で 御座いませう 0 一 


頸 髪 取って 群 か ffit ゲ 引立て、 
「此 女で 御座いませう。」 

わ たしく ゃ 


r 貫 一さん、 私は 悔しぅ 御座ん す。 此女は 貴方の 奧 さんです か 〇」 

u> たくし  0 J  5 

「私奧 さんなら 奈何した のです 0 」 


(59り 


「貫 一さん！」  . 

彼は 於 f して 叫びぬ。 蒲 枝は 直ちに 推 伏せて、 

や* 2: そこ  ひ S り  あ tt た  わたく.^ 

「• え、 版 しい！ 貫 一さん は 其處に 一人 居たら 澤 山ではありません か。 貴方ょり 私 •ガ 間さん 
には 言 ふ 事 か 有る のて すから、 少し 靜 にし L 聽い て お 在なさい。 

間さん、^ 撒" のです ね、 1 舞 見 傲 元 ふ 女が # 5 扩に齡 れ付ぃ て 居れば こそ、 甚麽に 申しても 

2- J ん 2  み H ん 

私の - 1-: は 取上げて は 下さらん ので 御座いませう。 貴方は 那樣に 未練が お有り 遊ばしても、 
7-CI 此 女は * s r ゲ S1 し'  餘 ぎ へ 嫁に 入つて 了つ たやうな、 {す に 畜生に も 劣つた 薄情 者な の 
では 御座いません か 0  善く 存じて 居ます わ。 貴方 も餘り 男らしくなくて お 在な さる。 

、•  9  X  % fc 、 * い ^ つ *' に  丨 

それは 财 11 にお ザ SI いの か 存じません けれど、 一日 一 愛 相を 盡 して 迸げ て 行つ た 女を、 いつ 

e づ |0ら ツし  P  ふ けんしき 26 & A: ^ ri A. し 一 

土 6 でも 思 込んで 落々. して 被 ぼる とは、 まあ 何たる 不見識な 事で せう！ 貴方は そ t でも 男子 
です て §! 15(31に_してパふのです0」 


， C  597  ) 


A や ,? -' 1 かへ  せ  む 3 

宫は肢返さんと爲しガ、又抑へられて聲も立てず。  フ 

あなた  ふぎ  じつ  こ、,. ，じ や  <フ 扫 ツしや  8 

「間さん、 貴方、 私の 申 上げた 事を ば、 や あ 道ならぬ G 不義のと 實に 立派な 口上を 冇仰 い 59 

C 

それは 夕ぎ  かた  なぜ こんな いんらん  仁ん 0s じん  おめ 1 い 

ましたでは 御座いません が。 其 程義の お 堅い 貴方なら、 何 爲這麽 淫亂の 人非人を 阿容 活け 

たい  あなた だんし  いちぶん 

て お置き 遊' はすので すか。 それでは 私への 口上に 對 しても、 貴方 男子の 一分が 立たんで 御 


座い ませぅ。 

何爲 成敗は 遊. はしません。 さあ、 私 決してもぅ 二 度と 貴方には 何も 申しません から、 貴方 
も此 女を 見事に 成敗 遊ばし まし。 然もなければ、 私 も 立ちません です。 


b> 


あなた 


間さん、 奈何 遊ばした ので 御座いま すね、 早く 何とか 遊ばして、 貴方 も 男子の 一分を お 立 
てな さらん ければ 濟まん 所では 御座いません か。 私 此で拜 見 致して 居ります から、 立派に 
遣つ て御覽 あそばせ。 

卒 t 云ふ揚 で 貴方の 膨が鈍 つても、 決して 爲 損じの 無い やぅに、 私 好い 刃物を お貸し 申し 


ませぅ。 さあ、 間さん、 之を お持ち 遊ばせ 〇」 

紀の懷 を 出で たるは 蠟 塗の 晃く  一  D の 短 几な 〇〇 貫 一は 其の 駆 纪 に 観れ T をも^: 誕か 
さす、 空しく 眼を 耀 して 蒲 枝の 面を 睨みたり。 宮は はや 氣死せ る 乎、 推 f せられた る ま 
ま聲も 無し。 

「さあ、 私恁 して 抑へ て 居ります から、 吭なり 胸な りぐ つと 一 突に 遣つ て お 7t ひ 遊ばせ。 
え、、 もぅ 貴方は 何を 遲々 して 被 居る のです。 刀の 持樣 さへ 御存じ 無い のです か、 恁 して 
拔 いて！」 

と 片手ながら に 一 揮 輝れば、 鞘は 發矢と 飛散つ て、 電光 1 を 廻る ST 万の 影は、 忽ち 翻 つへ 
て 貫 r か 面 上 三寸の 處に 落ち 来れり。. 

「之で 突けば 可い のです。 1  •  r 


〔599) 


あなた  t  み れん  い 5 ね  € 2> ら ツしや 

■さては 貴方は 這麽 女に 未だ 未練が 有つ て、 息の根を 止める のが 惜 くて 被 居る ので 御座い 


し 1 


くだ  わたくし か 主 

ますね。 殺して 了は ぅと 思 ひながら、 手を 下す 事が 出来ん のです ね。 私 ^ o{ て 殺して 上げ 


さ； さ  ちよ ツ ^r らん 

ませう。 何の 黻作も 無い 事。 些 と御覽 あそばせ！ 


C 


〇 


ぐんか  こ C え A らんび ん  かす  あらは  あな や  さけ  いム 

言下に 忽焉と 消えし 双の 光は 早く も宮が 亂鬢を 掠めて 顯れ ぬ。 g： 呀と貫 一の 號ぶ時 、妙く 


C つ 九ん 


はね お  つきく  きツ さき あ-や ふ は づ 

も 彼は 趺起き ざまに 突來る 鋩を 危く 外して、 


%‘は  ね ぢふ 

心 不亂の 力を 極めて 捩 伏せ‘ 


のけさ ま  扫しか さな  た ふ 

、仰 樣に推 重りて 仆 したり 0 


「あれ、 貫 一さん！」 

と 蒲 枝の 手首に 鎚れる まふ、 

,  • * & た 

一 •貫、 貫 一さん、 早く、 早く 此刀を 取つ て 下さい 〇而 して 私を 殺して 下さい^ ^!| 貴方の 手 
に 掛けて 殺して 下さい。 私は 貴方の 手に 掛 つて 死ぬ のは 本望です。 さあ、 早く 死にたい。 


ごし や* 


貴方の 手に 掛 つて 死にたい のです から、 後生 だから 一思 ひに 殺して 下さい！」 


-  !.  1- :> ん’  いひ It あやし * へす く a か  す 

此の 恐るべき 危機に 瀕して、 貫 一は 謂 知らず 自ら吳 くも、 敗て 拯の 手を 籍 さんと 謠る にも 


ノ、  こ  もだ  _  ひつし  あらそ  ふたり  し s ちぅ 

あらで、 而も 見る には 堪へず して、 空しく 悶 へに 悶へ 居たり。 必死と 爭 へる 兩箇が 手中の 

あたかい ツこう  しんげつ  ね  / 

71 士 、或は 高く、 或は 低く、 右に 左に 閃々 として、 恰も 一 鉤の 新月 白く 風の 柳を 縫 ふに 似 


ナく' 

「貫 一さん、 * g 炉は 私を 心 m にな さるので すか。 奈何で も此 女の手に 掛けて 殺す のです 
か！ 私は 命は 惜く はない か、 此 女に 殺される のは 悔しい！ 悔しい !! 私は 悔しい !! 」 

彼は itf せる 髪を 夜 1 の 如く 打 紀り^ "、五 體を 揉みて、 唇の 血を 噴きぬ。 


?t ずつ  しや りん  めぐ  ごミ 

彼 も 殺さ じ、 是も 傷け じと、 貫 r か 胸は 車輪の 廻る が 若くな れど 、如何に せん、 其 身は 內 


ょり 不思議の 力に il M? せられた る やぅに て、 逸れ ど、 躁れ ど、 寸分の 微搖を 得ず、 せめて 

す  の /v VK J  ふさが  てつぐ わん ふく  扫もひ 

'は 聲を 立てん と 爲れば 、睨は 又 塞り て、 銕丸 を啣 める 想。 

fc^(—  あや ふ  ちご 急 

力 も 今は 絕々 に、 はや 危 しと宮 は 血聲 を揚 けて 1 

>ノ  t  * 

r ftg f が 殺して 下 5 らなけ れば 、私は 自 1¢ して 死にます から、 貫 一さん、 此刀を 取つ て、 


あ せ 


すんぶん ゆるぎ 


(6〇1〕 


私の 手に 持せ て 下さい。 さ、 早く、 貫 一さん、 後：^ です、 さ、 さ、？ あ ^ つて 下さ、 6」 

はけ  ねぢあ  はずみ  たんた •フ  からり  た lr> つ ッこ  、  ， 

又 激しく 捩 合ふ郤 合に、 短刀は 蔓然と 落ちて、 貫 一が 前なる * < に ^; 立つ たり。 宮 ょ！! さず 602 


% 一 ご  か { 


躍り 被つ て、 我物 得つ と 手に 爲れ ば、 遣ら じと 潢 枝の 組 付く を、 槪脸 つる M の 下ょ^;- 聾 

0!0!0!0!0r 

ぢ 5 ざい  くわん いち  く  みや  ひ x  よ ク 2. J  . 

重罪 f •貫 一は 目 も 眩れ、 心 も 消 ゆる ばかりな り。 宮は ぎと 寄 添 ひて、 

i 3 5 a MJ D M  ヒ 

I もう 此 上は 奈何で 私は 無い 命です 〇お 願です から、 貫 一さん、 *, 方の 手に 掛けて 殺して 
下さい 。私は それで 貴方に 赦 された 積で 喜んで 死にます から。 貴方 も どうぞ! 1 でもう® 紙 

•フら み はら  _  こ L i: 5 

して、 今迄の 哏は霽 して 下さい まし、 よう、 貫 一さん 〇私が 這膨に 思つ て 死んだ 氣まで も、 
貴方が 堪忍して 下 1 なければ、 私は 生替 ^ 替 して 七^^ で 貫 一さん を 11 みます よ〇さ 
あ、 それ だから 私の 迷は ないやう に、 貴方の P か G お 11 術 を 嗤 へて：^ で 一思 ひに さあ 貫 一 
さん 殺して 下さい。  ： 


ft け  そ  しらは  もち そ  なつか  こぶし ぁ象 た t び ほ t ずり 

朱に 染みた る 白 双を ば 貫 一が 手に 持 添へ つ i 、_§ 其の 可懷 しき 拳に 頻囘頰 擦したり。 


わたし 


「私は 是で 死んで 了へ ば、 もう 二度と 此世で お 目に 掛る ことは 無い のです から、 せめて 一 
遍の囘 向を して 下さる と 思つ て、 今は の 際で 唯一 言 赦 して 遣る と 有 仰つ て 下さい。 生きて 
居る內 こそ 甚麽 にも 僧く お 思 ひで せう けれど、 死んで 了へ ば 其 限 罪 も 恨 も 殘らす 消えて 土 
に 成つ て 了 ふので す。 私は 恁して 前非を 後悔して、 貴方の 前で 潔く 命を 捨てる の も、 其の 
御託が 爲た いばつ かりなので すから、 貫 一さん、 旣往の 事は 水に 流して、 もう 好い加減に 堪 

•2 ん 

S して 下さい^ 6 し。 よう、 貫 一さん、 貫 一さん！ 


* の ミき  じつ  くや 

今 思へ ば 那 時の 不心得が 實に 悔しくて. 


わたし  い  あな 仁  こば 

、私は 何とも 謂 ひやぅ が 無い！ 貴方が 涙を 零し 


のち〜— & ツぐ W お も ひ あた 

て 言つ て 下す つた 事も覺 えて 居ます。 後來 屹度 思 中る から、 今夜の 事を 忘れるな とお 言 ひ 
の 聲 も、 今 だに 耳に 付いて 居る わ。 私は 一圖の 迷とは 謂 ひながら 何爲那 時に 些少で も氣が ％ 
着かな かつた 乎。 愚な 自分を 責める ょり 外は 無い けれど、 死んでも 這 麽囘復 の 付かない 事 C 


を 何で 私は 爲 ましたら う！ 貫 一さん、 貴方の 罰が もつ た わ！ 私は 生きて 居る ^ f が 無い p、 

い んこ t 

貴方の 罰が 中つ たの だ わ！ だから、 もう 是 で堪恕 して 下さい、 よ、 貫 一さん。 

而 して 迚も 此の 罰の 中った ii じは、 fi sr 拭と 思っても、 齡 r んぞ の憾 ふと 云 ふのは fl 仏 

1 うきめ  おも ひじに  し  3 ふ  めツ 

事、 未だ < 憂目を 見た 上に 思 死に 死にで も爲な ければ、 私の 業は 滅しな いのでせ うから、 
此世に 未練は 澤山有 る けれど。 私は 早く 死んで 此の 苦難を 埋めて 了つ て、 而 して 早く 元の 
淨い氣 Li 生れ 替 って 来たい のです。 

すツか りよ  ?  いた r し のこ  し 

つて 居る 事 も 悉皆 善く 聽いて 戴き、 又此 世で 爲遺 した 事 も 其 時は 十分に 爲てぉ 目に 掛けて、 
必ず 貴方に も悦ば れ "自分 も 嬉しい 思を 爲 て、 此上も 無い 樂い  一# を 送る 氣で す。 今度の 

* *v  M  メ 

世には、 貫 一さん、 私は 決して 那麽 不心得は 爲ま せんから、 貴方 も 私の 事を 忘れずに 居て 
下さい。 可う ござんす か！ 吃！^ 忘れずに 居て 下さいよ。 


く  604) 


人は 慰 纪の T 就で tT をく と 云 ふから、 私は 此事 はかり 思 窮めて 死にます。 貫 一さん、 此 
Hr から «1 忍して！」  , 

聲 1 i はせ て M ると 見れば、 宮は 男の 膝の 上なる 管 掛けて £ と 皮した， り。 

「や、 行つ たな！」 

莨 一が 胸は! R けて 始て 此聲を 出せるな り。 

「貫 一さん！」 

A ひら  み  す  そ r ろ 1  ? > ツか J 

を 亂 きつ、、 IM 力の 顔を m んと爲 ろを 貫 一は 氣も漫 に 引 抱へ て 

「これ ^ 5 Vii はま ぁ . ：…是は何事だ！」  . 

ガ^ > の 一^ 拔 取らん と爲れ ど、 t il 凝りて 屯 一 も 弛めぬ 女の 力。 

「之を搬せょ、之を改さんか。さぁ、放せと言ふに、ぇ、、何爲放さんの |1' 。」 


(6〇5  ) 


r 賞、 賞 一さん OJ 


「お ▲、何 だ 〇」 

r 私は！ i しい。 も 

はな 


5. 


お も ひのこ  かんにん 

もう 思 遺す 事は 無い。 堪忍して 下す つたので すね。」 


「まあ、 此手を 放せ。」 

「放さない！ 私は 是で 安心して 死ぬ のです。 貫 一さん、 あ ▲、もぅ 氣が 遠く 成つ て來 たか 
ら .、早く、 早く、 赦 すと 言つ て 聞せ て 下さい。 赦 すと、 赦す t 言つ て！」 

血は 滾 々と 益す 流れて、 末期の 影は 次第に 黯く逼 れる纪 色。 貫 一は 見る にも 衝へず 心亂れ 

て、 

「これ、 宮 、確乎し ろょ。」  ， '  、  , , 、 
「あぃ 0 」 

『 赦した そ •! もぅ赦 した、 もぅ 堪 . •堪 . 堪忍した！」 


C  6〇6 、 


「貫 一さん！  J 

一  -  ^  /  -  - 

「宮 ！ 」 

「嬉しい！ 私は 嬉しい！」 

貫 一は 唯 胸 も ^! 裂けぬ 可く 覺え て、 - i*r ば 出で ず、 抱き 緊 めた る ^ か 顔を ば 紛り 下つ る 熱湯 
の 涙に 戴して、 其の龄 た^ ^ゲ鉛デ,ひぬ0宮は男の_ゲロ銳に辛くも喉を，潤して、 

わたし t> t 

「そんなら 貫 一さん、 私は、 吁 、苦しい から、 もぅ 是で 一思 ひに . CJ 

いだ ^L ぐ.  す  しか  私？ 

と 力を 出して 刳らん と爲 るを、 緊と抑 へて 貫 一は、 

「待て、 待て^-! 左 も 右も此 手を 放せ。 j  _ 

「い、 え、 止めずに、」 

•  ノ  —  -  1 

r 待てと 言 ふに。」 
r 早く 死にたい！ j 


(6〇7) 


漸く 刀を 捥放せ ば、 宮は忽 ち 身を 政して、 配け つ嫩び つ！} I 齡の艰 に 勝れ 出づ るを、 

「宮 、何處 へ 行く！」  . 

遣ら じと 伸べ し膨⑽ 雖 ばず、！^ つて ® fc ちし 貫 一は 唯 - I 衝^ J_ り槪れ ば、 齡 P 浦 枝が 取 職に 
躓き 一間 許 投げられた る 其處の 敷居に 勝 藏を孤 けんば かり 强く 打れ て、 11 りし ま、 に 起 
きも 得ず、 身を 竦めて 呻きながら も、 

% W  ■  r 

r 宮 、侍て！ 言 ふこと が 有る から 待て！ •豐 、豐！ 豐は 居ない か 早く 追 掛けて、 宮を 留め 

ろ！」 

^^ tr 、  <1.0、 フひ * ) 40 ジ  、 、 

呼べ ど號べ ど、 宮は 返らず、 老婢は 居らず、 貫 一は 阿修 ，の 如く！ g りて 起ちし が、 又 1h2 れ 
ぬ。仆れしを «5 く新りて、|^しく呢|^を辦ど、はダ宮の影は把らず。其の|^に數 
せし 血は 手 環の 絲を曳 きたる やぅに 長く 起 ドて、 歡 P り槪 に、 -ft ょり 庭に、 庭ょり ^? こ^; 

こ  いたで  お 

處 まで、 彼は 重傷を 負 ひて 〖t くなら ら。 


r  6〇8) 


M {くより 苦しく 貫 一は 膝 痛を 咏 へ"^ ■て、 左に も 右に も稱 外に 踏 ひ 出 つれば、 

,  ^  S  さぎり こ  おほ 

4 呂は未 望く も 行か K  tG 月ぼ^ i に 夜は 水 益く 白みて、 ほ© ぐと 霧_ めた る大 
，の 鉛と して 物の 影 無き 邊 V 唯 獨り覺 束 無げ に 走れるな り。 

「宮！ 待て^*」 

、、-  こ =  み  な  あ 5 お 

?べば飯ポ返せども、雲は靜にして彼は臉へず。獻咬を作して貫一は後を追ひぬ。 

配 より ra5 ば 懲 1 も 有らざる に、^! >r の 血を ; iii せる 女 〇 足 取、 引捉 ふるに 何程の 事 有らん、 

と 寧し に 相違し て、彼は始の如く赶るに ^ デ、、擊は *? ^*おぎ、に及べども、距離 
は齡 に ^' 慰と して聪 cil はず、 a3 は n-l ぼしと、 貫  一 H がの 力を ®! し、 ifc る i ならば 僵れ 
よと I、 一  1 当： 走りたり。 1 a は ■鯽 る、 ほどに、 帶は忽 ち 颯と 釋 けて 脚に 絡 ふを、 右に 左 

*^ e> つ  *w  、 ン 

こ^ 術 ひつ、、 ¥1 £° しは 進み、 行きて は跟 き、 彼 もはや 力は 竭 きたりと 見ぇながら、 如 例 岬 


わ づ か  つ ぁま 

は 今に 當 りて 纔に聲 を裼 ぐるの 術を 餘す のみ 


〇 


「宮 ！ 」 


ふる  よ  あばれ  あへ ぎ  ，■わがに く [〇 

と 奮つ て 呼びし かど、 憫むべ し、 其聲は 苦しき 喘の 如き 者な りき。 我と 吾 肉 6 


を啖 はんと 1 心 ふ ばかりに 躁れ ども、 貫 一は 旣に聲 を 立つべき 力を さへ 失へ るな り。 さては 
嫌 無き 己に 憤を 作して、 ぎす 休まず 狂 i すれば、' 彼の 睨は 終に 破れて、 汨 然として 一 涌の 
鮮紅 >を嘔 出せり。 ' .  ^ 

心 晦み て覺 ぇず ® S れんと する 耳元に、 松風驀 ぎと 吹 起り て、 吾に 復れば 、眼前の 御壕 端。 

おひし け  じ M) す 2) Ty  ひつし 

只 看る、 宮は 行き^-て 生 茂る 柳の 暗き に 分 入りた る、 入水の 覺 悟に 極れ りと 貫 一は 必死 

< mT pi の咯血 、斑爛 として 地に 委 ちたり。 何 思 ひけん、 


しぼ  しきり  せきい 

の聲 を摊 りて 連に 呼べば、 咳 入り/ 

ちす ぢ  ■りか t> 扫 もて ?) らは  .  •じ  つ ひ 

宮は 千條の 綠の 陰より、 其 色よりは 稍 白き 面を 露して、 追來る 人を 熟と 見たり し •か、 竟に 


つか  た r て  *  はるか ミ  ゆるた ま  ふし， 5  ，つて  しけ V5 . 

疲れて 起き も 得ざる 貫 一の、 唯 手を 抗げて 遙に留 む 6 を、 究し給 へと 伏拜 みて、 衝と茂 の 


:〕 «> & 


ぅち  がく 

中に Sii たり 


% は 己の 死ぬべき を 忘れて 又 起てり。 駔 寄る 岸の 柳を 潜りて、 水は 深き 乎、 宮は何 處 に、 

と#  . 2: 路に踏 滑る 身を 危 くも 淵に 臨め铽 、鞺鞯 と 鼠ぐ 早瀬の 水は、 &  く 浪の體 を盡 し、 亂 
るふ 流の 文を 把いて、 眼下に 卷箇の 怪しき 大 石、？ K の鰲 背を聚 めて 丘の 如く、 其 勢を №4 
がんと 爲 U ど、 觸 るれば 拂ひ 、當れ ば 翻り、 長波の 邁く所 滔^^して 破らざる 無き 奮迅の 

.  *  V- 

卜 •'や •フが A. )r め  ふる  こん ぢく  ミ r ろ  ふ みゐ  くづ  5た が  V W ころ い べつ 

力は、 兩岸 も爲に 震 ひ、 坤軸も 爲に蟲 き、 蹈 居る 土 も 今に や 崩れなん と 疑ふ處 、衣袂 の 雨 
濃に * t ぎ、 髮髮の 風， た 急な り。 

あな 凄まじと 貫 一は 身 毛 も 彌竪ち て鎚れ る 枝を 放ち かねつ ▲、看れば、 く 叢の 底に 秋 蛇の 行 
くに 似た る si 有りて、 幾 ど 逆 落に 懸崖を 下るべし、 危き 哉と 差观 けば、 茅 葛の 頻に動 きて 
小 笹 棘に 見えつ 隱れ つ M 々と、 31:- り 行く は、 求む る宮な り。  、 

vi r いちねん  た  ♦  かく  そ 6  n  y 

其 死を 止めん の 一念より 他 あらぬ 貫 一 なれば 恁と 見る より 心 も 空に 足は 地を 蹈む遑 も あら：： 
ず、 唯遲れ じと 思 ふ ばかりよ、 壑 間の 嵐の ik ふに 委せて、 驀 直に 身を 墮一 せり。 


或は 摧 U T 死ぬ ベ かりし を、 恙無き こそ 天の 佑と、 彼は 數步の 内に 宮を追 ひしが、 流に 浸 > 
れる巖 を 渉りて、 旣に， 渦卷く 瀧津瀨 に 生憎！ 花は 散り か ▲るを。 C6I2 
宫！  ; 

と 後に 呼ぶ 聲 M- りて、 前には 人の 影 .^ 在らず。 

_ 1 {の a? を 天に 叫び、 地の 號き 、流に ‘悶 へ、 巖に 把 へる 貫 一は、 血走る 眼に 水を 射て、 此 
處や彼 處と_ 戀 しき 水 屑を ® I むれば、 正しく 浮 木芥の 類と も 見えざる 物の、 十 間 許 彼方を 揉 
みに 揉んで 波間 隱に推 流さる ▲は、 人なら ず 哉 宮なる 乎と 瞳を 定むる 折し も あれ 水勢 其處 

だんき ふ  つるは X や ミび  な  ゆく へ  S3 

に 一段 急な り、 在りけ る 影は 弦を 放れし 箭飛を 作して 行方を 知らず と 胸 潰 るれば、 勿ち 遠 
く 浮き出で たり。 

嬉し やと 貫 一は 道 無き 道の 木を 攀ぢ 崖を 傳ひ 或は 下りて 水を 踰え 、石を 躡み 、巖を 廻り、 

が. 死ぬべく 齡齠 として 近き 見れば 綠樹 蔭愁ひ 、潺 湲聲 咽び て、 淺 瀨に篆 れる宮 が 軀ょ I 


貫 一は 唯 其 上に 泣 伏した o? 

ん 。今ゃ ^ s^ ると M ビ娜 無き 淚 は、 ^ に ず ^" 形絕に潑ぎ一去のダぼ知らざるなり。 

貫 一の 悲は窮 めぬ 0  - 

C  ?7  す  あ i れ 6 さ  泛) 

「宮 、貴 は 死 …… 死 …… 死んだ のか。 自殺を 爲る さへ 可 哀な のに、 此の 淺 ましい 姿は 奈 
1 :だ！  .  , 

ず ^ §^ % 永 ;: 跪れ、 貴 樣は是 で 苦しく はな かつた 乎、 可愛い 奴め、 思 迫め たな ぁ！ 

J 5 つ  •  3  し  あきたら  Vi J 

宮 、貴 樣 U 自 故 を ^ ^ た 上 身を 投げた のは、 一つの 死では 慊ず に、 二つ 命を 捨てた 氣 乎： ^ 
ふ思って齡は不敏だ！ 

1? ®" 事が 有らぅ とも、 貴 樣に 斷する那の恨は决して忘れんと誓つたの.た。誓つたけれど此じ 
GI ^I な 船 姐を 見て は、 齡も ffil r 白 消ぇた！ M した ぞ 、宮！ 俺は 心の底から 赦した ぞ！  C 


ひ S こぞ 


今は の 際に 赦 したと、 俺が 一言 云つ たら ば、 那の 苦しい；^ の 下から 嬉しい と 言つ たが、 宮、 
貴樣は 俺に 赦 された のが 那 11 に 嬉しい の t がく 衡齡 L1 た！！^ な 齡配だ ぞ !! 


餘り 立派で" 貫 一は 恥 入った！ 宮 、俺は 面目無い！ 是迄 の!! 漱とは 知らずに 1! 机に かたの 
は殘 念だった！ 俺が 過 だ！ 宮 、赦 して くれょ！  W いか 宮 、可い か。 


乙 i 


嗚呼 死んで 了つ たの だ !! 


かれ 


むご 


貫 一は 撒の 死 S りに f 、 餘り」 P を 見て、 酱 S は 野 fl く 穸れ、 _ の P 

全く 洗れ て、 殘れる 者は 悔の爲 に、 誠の 爲 に、 3S ザ爲に 捨てた る t? ■の、 實に憐 みても 憐 

きは  せつ 

むべ く、 悲み ても猶 及ばざる 思の、 今は 唯 極めて 切なる 有る のみ。 


か  H  0-  >(\  を んねん  ^70 

夫 0 烈 々たる 怨念の 跡 然く消 § ると 與 


い ツたん か  あいは  じ やう  七 

一旦 洇れ にし 愛慕の 情は 又 泉の 涌く らん やうに 


みなぎ 


ぁ £ 


V ぼ 


起り て、 其 胸に 漲りぬ。 苦しから ず 哉、 人 亡き後の 鼠 慕は、 何の 思 か 之に 似る 者 あらん 0 
彼はなか^^-生ける 人に こそ 如何なる 恨を も繫 くるの 忍び 易き を今ぞ 知るな る 


〇 


^ れ  こ n じ や •フぶ つ 

「宮 、デ- に 手 向ける のは、 俺の 此の 胸の 中 だ。 之で 成 佛 して くれ" ょ。 -lit 世の 事は 是迄 
だ。！! 似り 今度の 世には、 貴 樣の 言つた ■り 必ず * t 婦に 成つて、 百歲 まで も 添、 添、 添 遂 

き ツぐ > 

げる ぞ！ 忘れる •な、 宮俺も 忘れん！ 貴 樣も吃 度覺 えて 居ろ ょ！ 

ひし  こぎ  私 もて の そ  す ?2 みだき ふ  あ いろ 

氷の 如き 宮が 手を 取り、 犇と搔 りて、 永く 眠れる 面を la かんと 爲れば 、淚 急に して 文 色 も 
が かず、 漱 fil ” て、 1 r やと 身を 離 へ？'^ & ぃたり。 

「船し" 宫、 i il は 立派な 者’ た。 T 6 H は 姐しても、 佐して 悔职 して 自殺を 爲 たのは.、 實 
に 見上げた 11 嫩 'た〇撕 ぅなけ り や ^ らん、% ?tk だ ぞ 。それでこそ 始て 人^^る の 面， 目が 立 
つの だ。  ， 

>  こ  、ツ i ノ  •?&  い ツぶ  あい  ため  こ t ろ ざ しく ぢ  XJ 

船る に、 此の 貫 一は 乾％ か！ ペ端 男と 生れながら、 高が 一婦の 愛を 失つ たが 爲に 、志を 挫。 
ぃて 1 f tT I; ^ 、^?® 如 を^!  一 ^ とも 思は ず、^ i を截 ぃて 暴利を 貪る の 外は 何 C 


そぴ 力 •之  か  そ A a: 0  <- 

も 知らん。 其 財は 何に 成る の 乎、 何の 爲に那 癒 事を 爲るの 乎。 

おょ  い  っ  r\ 

凡そ 人と 謂 ふ 者には、 人 t して 必ず 盡 すべき 道. か 有る。 El と 云 ふ 者の 外に 人の 道と 云 ふ 者 616 

く  おれつ く  か  C 

ガ有 るの だ。 俺は 其の 道を 盡して 居る チ、 盡 さぅ と爲て 居る 乎〇思 つた 女と ぎふ 事が 出來 
ん 、唯 其 丈の 事に 失望して 了つ て、 其の 失望の 爲に 、银い も 男と 生れた 一生を 臟だ ぅと 云 

、  う ひ C? こ 3 7  、 

ふの た。 人た 6 の 効は 何處に 在る、 人た る 道は 皆 卿した のヂ〇 
あ {  あや ^ 

瞳、 fe った！ r; ':'  .---V  -  - 

ぶ  た い 

宫 、貴 樣か 俺に 對 して 悔悟す るなら ば、 俺は 人た るの 道に對 して 悔悟し なけり や！ ^ まん 114 
だ。 貴樣 S -L て 立派に 悔悟した のを 見て、 俺 に^ < り も F ゃ、 E しく— 

!i じ * 1- 、>  5 、 « ら 

當 初貴樣 に棄 てられた 爲 に、 恁 云ふ墮 落を した 貫 一なら ば、 貴樣の 悔悟と 共に 窀も起 F に 
心を 梭め て、 人た るの 道に 負 ふ 所の & r M? uQ なけり ゃ 成らん 1 r 。 

嗟 乎、 然し" 何に ^ けても 截 しい 世の中 だ！ 


人間の 道は 道、 變辦 は羲務 、樂は 又樂 で、 其 も 無け り や 立たん。 俺も嶋 澤に 居て 宮を對 手 

こ勉强 心て 「& つた 時分は、 此の 人世と 云 ふ 者は 唯 面白い 夢の やうに 考 へて 居た。 

&  • 

那が 浮世な の 乎.、 是が 浮世な の 乎。 

齡漱ん Rl il の 六年飢 、人らしい 思を @L た 日は 唯の T 01 でも 無かった。 それで 何が 賢で 俺は 
淀き て 居た の！-。 死を & する 勇氣が 無い ので 活 きて 居た やうな もの だ！ 活きて 居た のでは 
ない、 死 損つ て 居た の だ !! 

Its 微 は！^ •に、 龄は 1: 1 した。 俺は 術 ® ■ るの 乎。 俺の 此の 皆 情の 强い のでは、 又 向 來宮の 
此の S 雛が# 一目に 着いて、 一生 悲しい 思を 爲な ければ 成らん の ' f; らう。 して 見り や、 今 
迄ょりは を 受ける の •は 知れて 居る。 其 中で 俺は 活きて 居て 何を 爲 るの 乎。 

^g •  j i a す  *  うるさ ^ そ A fi: ^ f J 

人た るの 道を 盡 す？ 人た るの 一 仍ゲ爲 る？ あ、、 懲い 、懘 い！ 人と して 居れば こそ 那樣羲 務 17 
も 有る、 人で なくさへ あれば 何も 要らん の だ。 


自殺して命を捨てるのは、一の罪惡だと謂ふ。或は罪惡かも知れん。けれども、艇 /^ ||と 
呼 吸して 居る は 力り て、 世間に 尉して は 何等の 益す る 所 も 無く、 自 #. に 取つ ては 其が' 苦痛 
であると したら、 自殺 も 一種の 身 始末 だ。 增 して、 俺が 今 死ねば、 忽ち 何十 人の 人が _ド、 
何百の 人が 懼ぶか 知れん。 

んで了 ふのは、 餘 o s l とは 思 ふけれ ど、 11 ぎ 麗った0が一生のヂ ^ 變， 2: 以 
の 貫  一 G 體は、 m i 遍鍛 直して 出て 來 るょ，：； H 爲方が 無い。 1H: 世 〇 無念は 其 時； P' す！」 
然し も ) A 6 方 無く 悲め りし 貫 | は、 It 、 悲を 立ろ に扰 くべき 献を 今 * I れり 〇歡 ^! 淚の歡 の K?> 
ける 邊に 、代し く晶れ る 氣冇 りて 靑く耀 き、 

「宮 、待つ て 居ろ、 俺ら 死ぬ； て！ 貴 樣の 死んでくれ たのが 餘り嫱 しいから、？ あ 貫 一の 命 

‘  や  らいせ  ^% »r c  ふ 1 ふ  これ  S 、,、少 さ 

も 負# に 遣る！ 梁 -ut で： 一人 •か 夫婦 ,: 成 6 、 足 が 結‘ 納 た と 思つ て、 背 ク 、く 受けて くれ。 貴 樣 


も ®? めて f ^ i r: らぅ、 俺 も 不足は 少しも 無ぃ' そ。」  • 

11 らば f  £6献广龜に§兔 。沈ま ば證と ••彼は 宮が 起して 背に 贫へば • 

其の 輕 きこと T 把 S に 1 r ズ齡 しと 見 S ば、 £ 怪し！ 1: 分 鼻を 撲 ちて、 ズ？ y ぃ 

が、 氍の  1 p li れて M に歡れ り。 

^1 1^ に 1  ( < ? と s^ れば が «$ めぬ。 覺むれ ば 曉の 夢な り。  ' 

H H 

貫 一が 鞠^^い く 成りが ;r ぬ。 彼を ^ ひ、 是を思 ふに、 生きて 在るべき 心地は せで、 寧 
ろ 彼の 怪しき 夢の 如く 成りなん を 快が らず 乎と 疑へ るな り。 

彼ょ 空しく 萬 事を P て、 靈の 間に ぎ ばかりを 過し ぬ。 之を 語らん に 人 無く、 t ん 619 

ゎづら 

こょ 友 無く、 11 も 自ら s< ふべき 道は 有り や。 有りと も覺 えず、 無しとは 知れ ど、 煩 ふ 者® 


なや  ほ， ••い t 

煩し fi む 者 G き キ ^ まなる を 如何にせ ん 。彼は 實に 此の ^ f 3if m.t 衝せる ..y . 概队 11 5 ; 一対 

J ま、 フ •'•、わ  や  こひねがそ 〇 ^ き  i  ot  , 1 

去りて、 猛火に 燬 かんこと を * r ^N. り 01 時 彼は 死ぬべきな り 〇 龄ヂ、 把 fo 貫 一の sf t)20 

*  V  •フ 、、、 

}? {rl く 急に して、 終に 此の 問題の 前に 首を 垂る ▲に 至れり。 

そた ひな  せいそん  , 

k 無き 吾 か 生存は、 又 同く 籠き 死亡を 以 って 畢 へしむべき 掌。 衝に^ | へざる 吾が 把の 
籠 かりし を 結ばん には、 之を fl f 足る 可き 死 S て F る 可から ざる 乎。 或は 贤 it 

おほ  さい 13 ミ  あ、 b た. M  、 7 ，  5 

多 慕 生 S 期を 遂げて、 新に： isf 後 5_を明日に_るべ享。 

ぁなが 

彼 S ちに 死を 避けず、 又 生を 厭 ふに も ぁら ざれ ど、 P がら 其の 直 無 I、 犯 し 

た， フめん  く 

と爲 ざるな， り" 當面の 苦は 彼に 死を 勸め 、半生の 悔は 恥を K- めて 做？ ず。 苦を 拔かん が 爲 

じ  1 D 

に 我は fol r き 死を 辭せざ るべき 乎。 過を 償 はんが 爲に 、我は 樂まざ る 生を 忍ぶべき 乎。 

ろく  P す 

碌 々の 浮 2 し、 •死は 則ち 難し。 碌 々の 死は 易し、 生は 則ち 難し。 我は 悔ぃて 人と f ベ 

.  まつに 

き 力、 死して >11: 愚を 全ぅすべき 乎。 


3 一は 親 ^0 求めて得す、死を «| めて得す、居れば立っを念 〇 、立ては臥すを想ひ、臥せば 
行. くを 傲 ひ、- 1 妹 ぬれば 覺め 、覺む れば思 ひて、 夜 も あらず、 日 も あらず、 人 も あらず、 世 も 

あらで、 繼ひ 惑へ る 3 侧の撒 SI L I しきに 11 せり。 

^c llts i 藤 V 去るべからざる 一件の 1  泰は 起り ぬ。 先に 対 P のず 込 有りし 貸付の 緩々 急に 


•べ‘ ^ 进0て、彼は ^; の @\ 豫4益て、-自ら野州鹽鼠なる細下戶、と云へる溫泉揚に出向き、其 
衝に 匿 < 1? と ㈣ 々る 1: 私に 就きて、 齡 レ 云々 の 探知すべき 必要を 生じた るな り。 

111 らず親 一) と f[u 立たれ けれど、 招 11 デ i. 無く、 且は ，齡き 奇景の 地と 聞 及べば、 少時 
0) #; を 忘る、 51V も冇 らんと、 自ら ^? めて ®; 1 し、 ぬ [i: .ょりが 一週間の 後、 彼は 幾と 進まぬ 


し 泛 し 


ひ 


足を 曳 きて 家を 出で ぬ。 

欺 獄龆吗 i く  f 於の 空に. 半輪の 殘 3 を 懸け r.: り。 

る 15 一は、 此曉の 眺隠 に撲れ て、 覺ぇす 使 然たる 荞ぁ りき。 


くる 含  D 

番列 車を 取らん と 上野に 向 ふ 俥 0) 上な 21 

6 


a » い  さか ひ  t  、、つ 

車は 駛せ 、景は 移り、 境は 轉じ 、客は 改まれ ど、 貫 一は 安らざる 其の 傲 觀を 抱きて、 遣る 62 

方無き五時間の獨に惓み憊れっゝ、始て断,紀！；の驛に下車せり0 

直ちに 西北に 向 ひて、 今尙 F た 為 w^ iF? ®1! に 入れば、 天は 觀 く、 地は釋 、唯 脱, 

の迷ひ、雞の飛ぶのみにして、三里.の馨、1っ觀の動 »! 鹽原は妒年ぞと見ぇて、行く 

ほどに路は窮らず、漸く千氣を過ぎ、進みて麟|2松に到れば、人家の盡る處に贾の響 

有りて、之に架れるをた’勝黴と纪す。 

の、 後には 密樹に {勤々 切 鳥 呼び、 前には 4 W の 花を 歡き、 配 一6 齡 4^ ば 觀12 お 際の 音の 
み 聞 ぇし 流の 盤は、 淺 く, て、 f ゃ 、船に 需 e ぃ 1 TS 温ち て ■れ 落ちた る沪 
と 凄じ かれ。 道の 右は 山を if りて 靈；^ 成し、 石 g に j 親ぅ して、 ■とも ■を 亂し懸 


けたろ 議 基の 舰观 として 齡げ るは、® が 松の 說 V 記で 此漱 ょり やと 見捨て 難し。 
車を！！ りて 藍 i に 一二 + 尺の 靈を & みて、 山中の 景 SS なり。 

け 3  い ^ 

之より 行きて 道 有 H は 水 有り、 水 有れば 必ず 橋 有り、 全溪 にして 三十 橋。 山 有れ' は 露 あり、 
_;有れば必す繼有り、全嶺にして七十 »? 。地有れば泉有り。泉有れば必ず熱有り、全村に 
して？ 五 ¥ 議ふ S 十一# V 六 名所、 セ 不思議、 誰か 一々 探り St 

c- vi, フ  めん ^ . (£ *  きがは 

抑： も 鹽原の 地形た る、 鹽 tr 郡の 南より 群峯の 間を 分けて 深く 西北に 入り、 綿々 として 箒 川 

(  9  7  ざん 2> - /w a さ  さ «: 

の 危！ U び 把 © $ の、 四 里に ®, れ 、十一 里に 亘 りて、 到る 處巉巖 の 水を 夾まざ る 無き は、 宛 

がらせい 01.7  や {> ん  ろり 4. 0 く * ti I  ,  D 

吹 ^ fr ffl x) 變幵 こ留 咦 宋を碎 くに ia たり。  . 

T'  i,  1 

cgv、 ぃちく ぃし ••* しき畜  S  ぃ u / 陪  fisr  ;、 . lr; !L??T 、 フ^ 右 もこ^  7M  し、 

攏 、龍 ク鼻 、材木 石、 五色 石、 船 岩なん どと 眺行 けは 鳥 弁戶前 山の 琴 衣に 势 みて 
1st 渡の 里に 入るな り。 


(623〕 


途すが ら 前面の 崖 G 處 々に' PT II の殘 o、 ait 辭 の れるが 、甚だ M! 一紀り と^ 甲， よれば、 又 ll:k5 
邊殊 に路淺 く、 水澄み て、 大ぃな る *' 齡〇沈 める 如く、 深/、 顯へる 齡齡は 歡 ^( として 眠る 624 
に 似たり。 貫 一は 覺ぇず 踏 止り ぬ。  • ■ , 

^ か i 、さ 一》  1 ，  》 

彼の 逆卷く 波に 分け入りし 宮が、 I 經ぇて 浮び 出で たりし 其 a' の 景色に、 似たり とも 艦！ i 

似た る雰 靈”辦 i 攝 f  iFleF、 議蠢 e 藝 

も、 趣 も、 子細に 看 來れば 愈よ 辯は ず。.  . 

彼は 眦を決 きて 寒慄せ り。  -  '  . 
怪 むべき 哉" 會て經 揚を 其の ま ▲に 夢む る搬以 冇れ 、繼い 無く 夢み し 跡を、 ffil W 

か  もくぜん  •  よ 

と惩く目前に見ると云ふも有る事乎0宮の體 © 觀りし處も、又はぽ#避だし脆も、嫩贤 
よ、 此處 よ、 inn 々撒 じて は、 限 無く 駿ヂ るな り。 

車夫を 顧みて、 處の 名を 問へ ば、 f fi;? ll と 言 ふ。 


抛喷|心しげなろ澤の名なるょ。杪に思へば、人も死ぬべき處の名なり0我も旣に死なんと 
せし がと、 稱變祀 0* 身に も阶む 時'- 宮には あらで、 山 百合の 花な りし 怪異を 又懷 ひて、 彼 
は 肩 頭 寒く 顫ひぬ 0 

. 範 1 2齡ゲ 囘 して# げば、 t 6 紀の® i, に齡 V て、 齡々 、何等の 物 乎。 と 先 驚かさる‘ 異形の 


S ち や、 


たちすく 


び P ぷ、 よ  f  ぞ つち や 5  たち j  く  からたけわり  さき ? i な 

P-. 1 嚴 、地を 拔く 何百 丈と 見擧る 路值 には、 はら^^ 松 も 危く立 塊み、 幹 竹 割に 割 放した 
る黯 は、 雲ょり 一文字に —し て、 繫 たる 其 勢、 P 眺む— ら ず。 

.貫 一は 惘 然として 佇めり。  \ 

ま 3  てツぺ ん 

彼が 宮を追 ひて 轉び 落ちたり し 谷間の 深さは、 正に 此の 天邊の 高き より 投じた らん やぅに、 


せん^^  こく* ブ  きぐ  たへ が fc 

冉 々として 虛 空を 舞 下る 危惧の 難堪 かりし を 想へ るな り。 


お そろ  lil  rj 

我 未だ 嘗て 見 ざり つる 絕 壁！ 危し とも、. 可 恐し とも、 夢なら ずして 爭か飛 下り 得べき。 又 ^ 

ひ艺丈在  ひ はり S ね  こ み ぢ ん  ま こ S ちり 4 ^ ひや t  C 

此の 人龅な らぬ 雲雀 1  月の 粉微塵に 散つ て 失せ ざり しこ そ、 洵に 夢な り けれと、 身 柱 冷 かに 


い妒で 


乙ぐ) A こら  かれ かたは & L ^ i ^ « 、 

瞳を 凝す 彼の 傍より、 是 こそ 名に し 負 ふ 天狗 巖 、と 爲た り貌に も 車夫は 案な す。 


貫 一は 彼の 夢の 奇な りしょり、 更に<  奇なる 此の 鹽 原の t 覺：を ば 疑 ひ fsl れつ ▲立 盡 せり。 626 

ぅくの ^ £ くわい «> ミ  ち やく， ^  くわつ 卜ん 

旣に 如此 くな れば 、怪は 愈ょ 怪に 、或は 夢中に 見たり し踪の 猶^!!々 活現 し來〇 て、 飽く 

、：  おび やか.  や > す  、つ、 

まで 我を 脅さ ぐれば 休ま ざらん と爲 るに あらず や、 と 彼は 胸 安から ず も 足に 任せて 泥 ®? ， の 

♦_ ±T に懲 ゅる ^ に 到れば、 靈に靈 して、 水 之が 爲に霧 し、 碧し、 霧 露して、. 

し c£ 

奔馬 0 雳れ競ふ'か如し。此の亂流の間に ^ りて高さ二丈に餘り、其頂は' ¥- に微ヂて、獻^2 
百人を立たしむべき囊 «| 、風雨に獻皆る_に繫の色を成して、觀.はす、毛もぎ 

〜  かたち ^ 七ろ  ぅづく S: ら， rs s く S ふたん o fc ^  ? 

■$ れ ど、 狀可恐 しげに 蹲りて、 老木 G 蔭を 負 ひ 急湍の 浪に漬 りて、 夜な < 天 狗巖の 魔風 

r  きそ {1 

に 誘 はれて 吼ぇ もしぬべき 怪しの 物な り。 

其 古 蒲 繼囊廳 此の 處に S せし 事 有る に 因りて、 野 立 石とは 申す、 と 1 の •か觀 す 

今な づ  - . 

を、 貫 一は. 頷きつ、、 目 も 放たず 打 眺めて、 獨り竊 に 舌を 卷くの み。 


たに t 


たいせき 


彼は 實に壑 間の 宮を尋 ぬる 時、 箇の大 石を 眼下に 窺 ひ 見たり しを 忘れざる なり- 


5* け 


又は 流る、、 宮を追 ひて、. 道 無き に 困め る 折、 左右には 水深く、 崖 高く、 前には 攀づべ が 
らざ る、 石の 塞 0たるを攀ぢて半に到りて進退谷りつる、其石も是なりけん、と肩は §| ^0 
聲ぇ て、 久く留 るに « へず。 


I  7、 tj n きぜん 

數步を 行けば、 宮が 命を 沈めし 其 淵と 見るべき 處も 彼が 釋 けたる 帶を曳 きし 其巖 も、 配 於 
として 皆 在らざる は 無し！ 貫 一が 髮毛は 針の 如く 竪ち て戰炒 り。 彼の 思は 前夜の 惡寥を 反 

かへ  ひ くの 5 

復すに 等しき 苦惱 を辭 する 能は ざれば なり。 


おそろし 


いたまし 


かた 


いち づ 


せつ 


夢ながら 可 恐く も、 淺ま しく も、 悲 くも、 可 傷く も、 分く 方 無くて 唯一 圖に 切な かりし を、 
事倘 し一揚 の 夢に して 止ら ざらん には、， 抑 も 如何！ 今や 鹽原の 實景は 一々 夢中の 見る 听〇 


然らば 此景旣 に 夢- 


6 


'す！ 思 掛けず も 此に來 にけ る 吾 身 も 亦 夢な •らず 一但 夢に 缺ぐ 者と X 27 
は宮 一箇の み。 纔に 彼の 此 に來ら ざるの み !! C 


3F *  3  . 

賞 一は 恁く思 到りて、 我 又 夢に 入りた るに あらざる 乎と 疑 はんと も爲 つ。  ) 
夢なら じと 爲ば 、我は 由無き 處に來 にけ るょ" 幸に 夢に 似る 事無くて あれ かし。, しと も 628 
甚だ 異 し！ 疾く往 きて 疾く 還らん 4 遽に率 し 車に 乘り て、 白 倉 山の 麓、 鹽釜〇 湯、 高 尾 塚、 

»!; な H L* ろ s> t®  さは  あ J— ! $5 VI<G たき  たまだれの せ  こたら、 ひ ip ふちみ ち  5 W り  てら や 2: 

.離 室、 甘湯澤 、兄弟 瀧、 玉簾瀨 、小 太郞淵 、路の 頭に 高き は 寺 山、 低き に 人家 G 在る 處、 
卽ち畑 下戸。 

三 三 

等 

一村 十二 戶 、温泉は 五箇 所に 涌きて、 五軒の 宿 あり。 此に淸 琴 樓と呼 ベる は、 南に 方り て 
箒 川の 緩く 廻れる 磧に 臨み、 #" しては、 水 石の 鬏々 •たるを 弄び、 仰げば 西に 富士 、喜 十六 
の 翠 I 山と 對 して、 淸風 座に 蒲ち、 袖の 澤を落 来る 流は、 二十 丈の 絕 壁に懸 りて、 素 縫を 垂 
れたる 如き 吉井瀧 あり。 東北は 山 又 山を 重ねて、 ® I 轩の玉 簾 深く f 日の 畏ろべ きを 遮りた 


め ん い* フもく  1 7 がく 5 みほし い i  りんせん  扫ご りさは  せいふく じ ？, ., 

れば 、四面 遊 目に 足りて 丘壑の 富を 擅 まにし、 林 泉の 奢を 窮め、 又 有る まじき 淸福 自在の 

V つき T 

別 境な り。 

み  せい をん  ガ  か A ちす がらけ ti い tt ほ 含 か  ながれ  いくた -C/ 

貫 一は 此の 繪を 看る 如き 淸穩の 風景に 値 ひて、 彼の 途上 險 しき 巖と峻 しき 流との 爲に 幾度 


こん S じ くせ 5 


言  かた 


6 いぜん 


ミ み  d- は ら  くわ 5 ぜん 


か 魂 飛び， 肉銷 して、 理むる 方 無く 搔亂 されし 胸の 内は、 靄 然として 頓に 和ぎ、 恍 然として 

すべ  -  ^  . 

總て 忘れたり。  . 

¢5 もへ 

彼は 以爲 らく、 

誠に 好く こそ 我は 來つ れ！ 胡ぞ來 るの 甚だ 遲 かりし、 山の 麗しと 謂 ふ も、 壌の 堆き 者の み。 


の 孑 «> 


ら 


川の 暢じと 謂 ふ も、 水の 逝く に 過ぎざる を、 牢 として 拔く 可から ざる 我が 半生の 痼疾は、 

、か  、  しが  お のれ 

爭で壤 と 水との 醫すべ き 者な らん、 t 歯牙に も 掛けず 梅り たりし 己 こそ、 先づ 侮らるべき 
愚の 者なら ず や。  . 

看ょ、 看ょ、 木々 の 綠も 浮べる 雲 も、 秀る嶺 も、 流る ▲溪 も、 峙つ巖 も、 吹 來る風 も、 日 


9 

2 


ぐ res 


ね 


の 光 も、 鷄 の 鳴く 音 も、 空の 色 も、 言ら 浮世の 物なら で、 我は 勤に 慰 ゲ忘れ 、脱 ¥1 忘れ、 
苦 •を 忘れ、 勞を忘 れて 、身は 彼の 雲と 輕く 、心は 水と 灘く、 こ # 8 ばくは ^ ょり ！?! >$ <" して 

我 生を 了らん 哉。  .  へ  -  : 一， '  i  >  .  vr: 

、つ . b a 0- A せ、 

戀も 有らず、 怨も 有らず、 金 錢も有 らず 、權勢 も 有らず、 名 # も 有らず、 野心 も 有らず、 

' 榮達も 有らず、 墮落も 有らず、 競爭も 有らず、 i4i: 賢 も 有らず、 得意 も 有らず、 失望 も 有ら 

，た  ひ く  けいがい  この さ ミ 

ず、止だ天然の無垢にして、形骸の安きのみなる此里、我思を埋むるの里乎、吾骨を埋るの 

里 乎。  . 

せい ^ い  したし  ， 

性來 多く 山水の 美に 親 まざりし 貫 一は、 殊に 心の 往く 所を 知らざる ばかりに 愛で 傲， て、 
'淸 琴褸の 二階 座敷に 案内され たれ ど、 內には 入らで、 始 より 瀧に 向へ る ■刊に 斯 りて、 た 齡 


ひ. S な 6* 


ま 人中を 迷 ひたりし 子の 母の 親に も 逢 ひけん やぅに、 久^は 期* 僻- b を 離れ 得ざる なりき 


その かたは、 b 


〇 


.ろ、, ぜん % ち こち  さ  ，ぜ  し  &  & 

.樓 前の 綠は 漸く 暗く、 遠近の 水 音 冴えて、 はや 夕暮 る、 山風の 身に 浸めば、 先 〇 湯 浴な ど 


3 

〇 

3 

6 


まなこ また ひ ミつ 

せ ば やと、 何氣 無く 座敷に 入り r: る 彼の 眼を 又 一個 驚かす f:! こ そ ぁれ' 


S このま 


ぼ 5 ざ し 


、きなり 


鞀を 置いた る 床 間に、 山 百合の 花の いと 大きなる を 唯一 輪 棒 挿に 活けた るが、 莖 形に 曲り 
傾きて、 烚も此 方に 向へ るな り。 貫 一は 覺えす 足を 蹈止 めて、 其の 瞪れる 眼を 花に 注ぎつ。 
宮はは や 此に 居たり とやう に、 彼は 卒爾の 感に 衝れた るな 9。 


旣に 幾處の 實景の 夢と 符合す る さへ 有る に、 亦 其の 殊に 夢の 夢なる 一本 百合の 此に 在る 事、 
畢象 C 八 ㈢過 ぎず とは 謂へ、 然 りと 一」 は 餘〇に 枝 夢と 此 旅と G 照 應急に 、因緣 深き に似て、 

>• 4  か，、  よ ^ M  て 

那ど怒 は 我を 驚かす の 太甚 しき！ 

奇を 弄して 益 出づる 不思議に、 彼は 益懼を 作して、 或は 這 裏に 天意の 測り 難き 者 有るなら 

か  さすが  ま ^ く 〇 し 

ん乎 、と 有繫に 惑 〇 苦め 〇。  .  ■ 

_ て 傍 近く 寄りて、 幾許 似た ると 眺むれ ば、 打披 ける 葩は 凛と して 玉を 割いた る 如く、 濃 


ふ％ ふ 


ひ ' £ も ^ ゆ 


かぅ ふん- — •  ほ し  はいろ  ろき  み 5^ り あざやか  けさ  き 

香芬 々と 迸り、 葉 色に 露 氣 有りて 綠鮮に 、定 て 今朝 や 剪り けんと 覺しき 花の 勢な り* 


C630 


し » • !> 


'  J- 1  <. 5 i 5s 

刀 ノく樂 まされし 貫 一 も、 之が 爲に 、興冷めて、 俄に 重き 頭を 花の 前に 支へ つ ▲、 又哭の 赞 

i び おこ 


じょ- 


を徐々 に 喚起さん と 爲つ〇 
「お 風呂へ 御案內 申し ませう 〇」 

其聲に 彼は 婢を 見返りて、 

「あ ▲姐さん、 此花 を那 裏へ 持つて (打つ ておくれで ないか 〇」 

% 

「は あ、 其 花で 御座います か。 旦那 樣は 百合の 花は お 嫌 ひで？」 

「いや、 匂が 强 くて、 頭痛が して 成らん から 〇」 

「然や うで 御座いま すか。 P1 今 直に 片附 けます です。 是は ゲ早唆 で、 珍しう 御座いま 
した もんです から、 先程 折つ てま ゐ つて、 徒 12 挿して 置い たんで 御座います 0 」 

「う ▲、成程 早眹だ ね。」 

「然 やうで 御座います。 來月 あた 〇 に 成りません と、 餘り唉 きませ んの で〇是 が p^ -g o- 有 


, 4 

3 

6 


りました んで 、紛れ 眹なの で 御座いま すね 0 J 
「、>▲ 紛れ 唆、 然ぅだ ね。」  • 

「御 案内 致し ませぅ 〇」 

風呂場に 人れば、 一個の 客 先 *2 りて、 未 V •慰 鼢さ i I! 1 2: JI 慰に 潔り ける が、 Mg II 人の 
來る に駭 ける と覺 しく、 甚だ 忙しげに 身を 起しつ。 貫 一が 人れば、 af に ±? ると 報し く 船 f 
の 隅に 寄りて、 色白き 背を 此方に 向けたり。 

年紀は 一一 十七 八なる ベ. き歟 〇釕！ なる 壏 蟛の 男な り。 船！^’ & が I1 すれ ども、 な 
らぬ P は 定かに 一め 雛 かり。 f  L g§ v£_f  s_.r るに 何が 故に# を ®! 
るが 如き 態を 作すな らん。 齡勒な “艇獻 ⑴、 #T II 趣の 人に ぁらず、 何人に して、 何が 故に 
など、 貫 一は 徒に 心牽れ て 居た 〇〇 

旋て彼 か 出づれ ば、 待ちけ る やぅに 男は 入替 りて、 仍飽く 迄 此方を 向か ざらん と爲つ ▲、 


C633) 


t 


蕭 索に 浴を 行 ふ 音を 立つ るの み。  > 

、 J 

其の 膚の 色の 男に 似 氣 無く 白き も" 其の 骨 織に 肉の臞 せた る も、 又は 其擧 動の 打濕 りたる 0634 
も、 其の 人を 懼 る、 氣色な る も，、 總て 自ら 尋常なら ざるは、 察する に 精神病 者の 類なる ベ 
し。 然ては 何の 怪む 所有らん、 節は 初夏の 未だ 寒き 此の 寥々 たる 山中に 來り 宿れる 客な れ 
ば、 保養 鬱散の 爲なら ずして、 湯治の 目的なる を 思 ふべ し。 誠に 然な り、 彼は 病 客なる ベ 
きをと 心釋 けて は、 はや 目 も 遣らず なりけ る 間に、 男は 浴み 果て ふ、 貸 浴衣 引 絡 ひつ、 出 
で 行きけ り。  - 
暮色は 愈ょ 濃に、 轉 激しき 川 音の 寒さを 添 ふれ ど、 手 寡な ればや 燈も持 来らず、 湯 香 高 

むしの ! S ぅち  5 づくま  す さま 

く 蒸騰る 煙の 中に 獨〇影 暗く 蹲る も、 少しく 凄じき 心地して、 程無く 貫 一 も 出で、 座敷に 
返れは" 床 間には 百合の 花 も 在らず、 您 々一 i る 肥 火の TI に 座を 設け、 膳を 据焱 て、’ 傍 e 手 
焙を 置き、 茶器 食 «? など 取 揃へ て、 此 G 一目 有繫に 旅の 勞を 忘るべし。 


先づ 衣桁に 在りけ る 襬孢を 被ぎ、 夕 冷の 火も戀 しく 引 寄せて KS を 松し 居れば、 k 地 靜に石 
走る 水の 響、 梢を 渡る 風の 聲、 颯々、 淙 W と 鳴りて、 g なること；^ Q の 如し 0 
乍ち はた^-と 跫音 長く 廊下に 曳い て、 先のに は あらぬ 小婢の 夕餉を 運び 來れる に ^ 添 ひ 
て、 其 處に 出で たる 宿の 主は ノ，  •  -  -  . . ;/■』 :: 
「今日は 好う こそ 御 越し 下さいまして、 さぞ 御勞樣 で 被 居い ませう で 御座ります。 え、、 

又 唯今 程は 格別に 御茶 料を 下し 置れ まして、 甚だ 恐 入りました 儀で、 難 有う 存じまして、 

厚く 一禮を 申 上げます るで 御座います。 

ぜん もつ 

え ふ、 前以て お詫を 申 上げ 置きます るのは、 召 上り 物の 所で 御座りまして、 一向は や 御覽 
の通何も御座りませんで、誠に相濟みません儀で御座いまするが、實は未だ酌ど時候もお 

早い ので、 自然 お 客 樣もお 越 も 御座りません ゆ A 、 何分 用意 等 も 致し 置きません やうな 次第 35) 

6 

で。 然し、 一兩 日中に お 麁末な がら 何ぞ差 上げます る やうに 取 計 ひます るで 御座います… C 


う こ o 


どぅぞ、まあ今明日の處は御勘辨を下さいまして、, «? !0御逗留下さいまするや 

おみ おつけ  r  ^ 

I これ 早く 御 味噌汁を お 易へ 申して 來な いか 0  1  分 


あるじ 


主の 辭し 去りて 後、 貫 一は 彼の 所 ||; 何も 無き、 婉も皿 も 皆黃な る鑑 一 ^ の 善 こ' 向へ 

いくたり 

T 內に はお 客は 今 幾 個 有る の だね OJ 
「這 個の 外に お 一九で 御座ります 〇」  . 

ひ S り  あ  ひ 

「一個 f •钥 の ^ 客は 單身な のか。」 

「はぃ。」  ./ 

さつき  ちよつ 

「先に 湯殿で 些と 遇つ たが、 男の 客 だよ。」 

「然 よで 御座り やす。」 

「他は 病人 だね。」 

^  •  そん tt i s u 

「どうで 御座り やす か。 - 那樣 事 ^ えで 御 蜜り やせう 〇」 


r 然かい 。何 處も 不良い 處は 無い やう かね。 j 
「無え やうで 御座り やすな。」 

.「奈何 だ、 お前 達と 懇意に して 話を する か OJ 
「そり や 被爲り やす。」 

「俺と 那個が 爲る！ 」  . 
r 0r 那樣 とです け？ そり や 旦那 樣のや うには 被爲や せん C」 

「うむ、 然 うする と、 俺の 方が お 饒舌な の だな。」 

「あれ、 然ょぢ や 御座り やせん けれど、 那 裏の お 客樣は 默 つて 搬封ャ る •方が 多う 御座り 
す、 而 して 何でも お 連樣が 直に 入し やる 害で、 其を、 まあ 酷う 待つ てお^! なさり やす。」 
「どうも 病人の やう だが、 然でな いかな。」 

「あ  '  且那樣 はお 醫者樣 で 御座り やす か。」 
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賞 一は 覺えず 噴飯 せんとし つ ▲ 

「成程、 好い 事を 言 ふな。 俺は 醫者ぢ やない けれど、 どぅも 見た所が 病人の やぅ だから、 
然ぢやないかと思つたの、た。もぅ長く來て居るお客か。」 

「いんえ、 咋日 お出に なり やした ので 〇」 

/  f  .  '  こ  ~  • 

r 咋日來 たの だ？ 東京の 人が。」  -  •  , 

_「 はい、 日本 橋の 方の お 方で 御座り やす。」 
r それぢ や 商人 か。」 

「私 能く 知り やせん。」 

「お、、 伴が 後から 来 ^ のか。. いや、 大きに、 御馳走 だつ た OJ 
「何も 御座り やせんで、 お 麁末樣 で 御座り やす。」 

婢は 膳を 引きて 起ちぬ。 貫 一は 顚 然と 臥たり。 
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二十 ボも座 敷の_る対辯家に、唯二人の客を ©| せるだに、_は旣に餘んぬるを、 此 


ふき. TS ぐ fc が ^ り  象 こ S  は5 き  おも 

< と 吹 廻りて、 早瀬の 波の 高鳴は、 & に 放 鬼の 名を も懷 ふべ かり。 

折し も 一歡 打つ 音は、 一 1 間 許を 齢て ▲甚だ 簫索に 聞ぇぬ。 

貫 一は 何の 故と も 知らで、 其の ^ SH1 を 得 放れざる 彼の 客の 身の上を ば、 獨り樣 々に 案じ 入 

t  お で  か fc ちな 

りつ、、 彼 旣に病 客なら ず、 又 我が 識る 人なら ずと 爲ば 、何を 以 つて 人を 懼る、 態を 作す 

« p  さ 

ならん、 抑 も 彼は 何者な り や、 又 何の 尤むる 所有り て" 然ば かり 人を 懼る ▲や。 

かぎ 3L ミ さま かぅ さ 44 i んち 、プも さく  つ ひ i3 

貫 一は 此の 秘密の 鑰を 獲ん として、 左往右 返に 暗中摸索の 思を 費すな りき。 

? 

9 

_ る輒# 食後、 貫 一は 先づ 此の 狭き 畑 下戶の 隅々 までイ 遍見 周りて、 略 ほ 其の 狀況を 知る C 


^ ;  - t> 


いへ がら 


が ; > -r b 


か？ 


.と與 に、 淸琴樓 の 家格を # へな どして、 磺 に出づ れば 、淺瀨 に 1  木れ る 板 橋の, 1 i 面白く、 
渡れは 喜 十六の、 山麓に て、 十 町 許 登りて 須卷の 瀧の 湯 有りと 敎 へらる ▲ま ^ に、 遂に！ rlr 640 


ひるち か 

處 まで 往 きて 午 近き 頃 宿に 歸りぬ 0 


汗を流さんと風呂揚に急ぐ廊下の交瓦じ、貫一は恰も彼の客の, ±? りに^3|日へり0衝_も 

お もて  あ t> た r ，フち そむ 

彼は 面を 見せ じと やぅに fl 忙しく 打 背きて 過 行くな り。 

44 さ 

.今は 疑 ふべ くも あらず、 彼は 正しく 人目を 避けん と爲 るな り。 則ち 人を 懼る i なり、 故は、 

5 がむ 

自ら 尤るな り。 彼は 果して 何者な らん、 と 貫 一は 愈ょ 深く 怪みぬ 0 

ir そ, 齡 の. 廳 にて 辭に M P 1 ぜざ りしが、 今 GTr 积い奇 なりと 思 ふ ばか 

ぐ r6 かれ 1. ，フち そくし ヤき  えい  き fc すべ  の J 

•り奇 くも、 彼の 不用意の 間に 速寫 機の 如き 力を 以てして、 其の 1 じ來 りし 形を 總て脫 さす 

S 6 

捉へ 得たり しなり。 


た 3 


►  さ，フ » 5  べつけ ん  よ  かれ  ぅら M  こ t ろむ  よ 

貫 一は 其の 相貌の 瞥見に 綠 りて 直ちに 彼の 性質を 占 はんと 試る までに、 いと 1 n  く 見極めた 


り。 然れ ども、 奈何に せん、 彼の 相す る 所は、 始に疑 ひし 所と 頗る 一 致せ ざ. る 者 有り。 彼 

i こ！ /i  扫そ  せ 

若し 實に 人を 懼 る、 と爲ば 、彼の 人を 11 る ▲所以と、 我ょり 彼の 人を 懼 る、 所以と 爲す者 
とは、 或は 稍 趣を 異にせ ざらん や。 又 想 ふに、 彼は 決して 自ら 尤る 所な ど 有る に 非ず して、 

!hfc ' た 其の 性の 多 差なる が 故の み 乎、 未だ 知るべからず。 此の 二者の 前のを も 取り 難く、 有 
Sr' に 後のに も 頷き かねて、 後は 又 新に 打 惑へ り。 

午 飯の 給仕には 年嵩の 婢 出で たれば、 餘所な がら 彼の 客の 事を 問 ひける に、 箸を も 取らで 
今 外に 出で 行きし t 云 ふ。 

「は ぁ、 飯 も 食 はんで？ 何處へ 行つ たの かね。」 

I. 何でも 阼日 ぁたり お 連樣が お出の 笞にな つて 居りました ので 御座いませぅ。 それを 大相 
.お待ちな すつ て 被 居い ました 處が、 到頭 お着が 無い もんで 御座います から、 今朝から 御 心配 V 
遊して、 停車揚 まで 樣子を 見が てら 電報を 掛けに 行く と有仰いまして、それでおぎましに0 


成つ たので 御座います。」 

よ 

1ぅむ、それは心配だらぅ。能く有る事だ。然し飯も食はずに氣を揉んで居るとは所デふ知 
伴な のかな、 —— 铲寄 か銳^ ^ も ぁるか 〇」 

「如何が で 御座います か。」 

「 お前 知らん のか。」  . 

「私 存じません 0 」 

彼は 覺ぇず 小首を 傾 くれば、 

「旦那 も 大相御 心配ぢ や 御座いません か。」 

さ ゴい  お れ 

「然云ふ事を聞くと、俺も氣になるのだ。」 

「ぢや 且 那も餘 程苦勞 性の ^ です ね。」 


「次 V きに 然ぅだ 01 


一‘ それ ぢやお 連樣が A1 しつて 見て、 お 年寄 かお 友達なら 宜しう 御座います けれど、 倘もね 
え^ V お 美しい 方 か 何 かだった 日には、 それ こそ 旦那は 大變で 御座います ね。」 
r 奈何 大變な のか。」 


「又 御 心配 じ や 御座いません か ,0 一 
「うむ、 大きに これは 然うだ 0 」 

風恬に 草 香りて、 唯 居る は 惜しき 日和に 奇 痒く、 貫 一は 又 出で て、 鹽釜の 西南 十 町 許の 山 
中なる 鹽の 湯と 云 ふに 遊びぬ。 還れば 寂しく 夕暮 る、 頃な り。 例 0 如く 湯に 入りて、 上れ 
ば 直 i: 膳を 持 出で、 燈も 漸く 耀 きしに、 彼の 客は 未だ 歸り來 ず。 

「閑寂な の も 可い けれど、 外に 客と 云 ふ 者が 無くて、 全で 恁う獨 法師 も隨分 心細い ね。」 

託言 かまし く 貫 一が 言 出 づれば 、  ^ 
「 然や うで 被 居い ませう、 何と 申した つて 此の 山奥で 御座いま すから。 全體 旦那が お 一人ぐ 


で樹^0と云ふおが||が惡いので御座いますもの、それは爲方が御座い音せん0」 

婢は 故と らしぅ 古 i 笑し つ。 

「成程、是は恐入った。今度から善く心得て置く事だ。」  • 

「今度なん て！^ らず に、 旦那 も 明日 あたり 電信で お 呼 寄に なつたら 如何で 御座います 〇」 
「五十 四になる 老婢を 呼んだ つて、 お前 始 らんぢ やない か。」 

「まあ、 旦那は 那麽 好い 事を 言つ て 被 居る。 其の 老婢 さんの 方で ない のを お呼びなさい ま 

しょ 〇」 

「氣の 毒 だが、 內には 其 限ょり 居ない の だ。」 

「ですから 、旦那、 〇 ッ t 外に お 在ん なさる ので 御座いませぅ OJ 
「それや 外には 幾多で も 在る とも。」 

「あら、 御馳走で 御座います ね。」 
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「何 有能く 聽いて 見る と、 それが 皆 人の 物 ださう だ。」 

「何です よ、 旦那。 貴方 本當の 事を 有 仰る もんです よ。」 

「本當 にも 嘘に も 其 通 だ。 私なん ぞは那 樣意氣 な 者が 有れば 何爲に 這麽靑 臭い 山の 中へ 遊 
びに 来る もの か。」  、 
「おや f •どうせ 靑臭い 山の 中で 御座います。」 

「青臭い どころ か、 お前 天狗 巖だ 、七不思議 だと 云 ふ 者が 有る、 可 恐い 山の 中に 違 無 いぢ 
やない か。 其 處へ 彷徨 閑 さうな 貌を して 唯一 個で 遣つ て來 るなん ぞは 、能々 の 間拔と 思は 
なけり やならん よ。」 

「それ ぢや 旦那は 間拔な の ぢや 御座いません か。 那樣 解らない 事が 有る ものです か。」 
「問拔 にも 大間拔 よ。 宿帳を 御覽 、東京 間拔 一人と 附 けて 在る。」 

「其 傍に 小く、 下女 鹽原 間拔 一人と、 ぢや附 けさせて 戴き ませう。」 


「而 白い 事を 言 ふな あ、 お まへは。」 


つは り  せ 2> 

猶且少 し拔 けて 居る 所爲で 御座います 〇」 


彼は 食事を 了り て 湯 浴し、 少焉 ありて 九 時を 聞き けれど 彼 客は 米 だ 歸らず 〇寢 床に 入りて 
程無く 十 時の 鳴りけ るに も、 水聲 空く 權を 11 りて、 松の 嵐の ttj -tf に 落つ る冇 るの みなり 0 

?) -^ I  ン  » -W  , 

始より 其 人を 怪まざ らんには 此の 咎む るに 足らぬ 瑣細の 事 も、 大いな る糗觀 の 影を 作して 


愈よ 彼が 疑の 眼を 遮り 來らん とするな りけ 〇〇 貫 一は 辦と疑 ひ 得らる、 肥- M: ひ 一し ^? い其 0 

は ぅ  はなは ご t ヤ 

亡 女に 過る の 太 ffi きを 驚ける 迄に 至りて、 始て罷 めんと 爲た り。 


-  ひせき  、く 

之に 亞ぃ で、 彼は 抑 も 何の 故 有りて、 肥 瘠も關 せざる 彼 客に 對し て、 燈ば かり 輕々 しく 思 

お も ひ  こしつ  や  いはれ 

を 費し、 又 念 > 懸るの 固執なる 乎、 其の 無き 已をば 、敢て 自ら 解かん と 試みつ。 

然れ ども、 A は 往 々にして 自ら 率る 其 巳を， 識る 能は す。 貫 一は！： へて 怪まざ らんと!！ ば、 
理に於 て怪ま f して あるべき を 信す る ものから、 又汉視 せる が 如き 其大 ぃなる 影 ® 萬 «| の 
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間に輯 縦して、 或は 理外に 在る 者 有る 無 からん や、 と 疑は ざらん と爲る 傍より 却り て 惑し 
むるな り。 

_ 臨 ^ £ の 口に 懸 れる大 時計は、 病み 憊れた る やうの 鈍き 響を 作して、 廊下の 闇に 彷徨 ふを、 
數 ふれば 正に 十一 時な り。 

彼 客は 此の 深更に 及べ ども 未だ 歸り來 ず。 

彼は 歸 り來ら ざるなる 乎、 歸り 得ざる なる 乎、 歸ら ざるなる 乎な ど、 又 思 放つ 能は すして 
貫 一は 寐 苦しき 枕を 頻囘易 へたり、 今や 十二時に も 成りなん にと 心に 懸けながら、 其 音は 
聞く に 及ばず して 遂に 眠を 催せり。  ♦ 

日 高き 朝 景色の 前に 起 出 づれ ば、 座敷の 外を 小婢は 雜巾掛 して 居たり。 

「お早う 御座ります。」 

h tr 

r 睡 さうな 顔を して 居るな 〇  j 
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「は レ、 昨夜 那 裏の お 客樣が お if^ になる か i 甲 〇 て遲 ぅまで 待つ て 居り やした で、 ヂ節睡 
ぅご ざり やす 0  J 

「あ'  あの お 客は 阼夜は 歸 b ず か 0 」 

「はぃ、 お 歸が 御座り やせ" 〇」  . 

貫 一は 客の 間 SS ■した— 見て、 一: のま—！^ ひに, 眺め 行く  11 して、 
其の 前を 過れば、 床の間に 小豆 革の 手 鞄と、 淺黃 キャ ラコの 風呂敷 包と を 並べて、 傍に 二 
義 の 新聞紙を 引 捏ね、 露に 絹物の 袷を 懸けて、 鬚に 紺の 靴下を 疊置 きた ヴ。 

さては 少しく 本意 無き までに、 座敷の 內には 見出すべき 岑 J| い 有らで、 彼は 宿帳に 據り 
て 洋服 仕 立 商なる を 知りた ると、 敢て背 く 所有り とも 覺ぇ ざるな りき。  ， 
拍子 拔 して 返れる 貫 一は、 心 P 其 elgG ii f しを，— るに も あら ざれ ど、 又 之が 
爲に 、直ちに 彼 e 震を i 去る 迄 る 能$ し H、p し此 上は 其 i 人 の 如何なる 


者なる ヂを見 て、 疑は 決すべ しと、 旋て其 の 消息を 齎し來 るべき 彼の 歸來の 程を、 陰な が 
ら 1 取 更に 遲 しと 待てり。 

夜は ilil il *? ^ の 出で、 遊ぶ を 想は しむる、 陰 森 藝财 の氣を 凝す に反して、 此の 霽朗 な る晝 

i の は、 驩 i— も： k かん、 鬆產も 殆ど 藝此 S 感 無くん ば ぁらず。 賢 
齡を嫩 1 :せ 似 21 i び 言 影を攀 一」、 顧の 珠を 鳴す 谷間 s 獲 ❖樂 み？、 

服 ®! の 山を 枕に齡 1ti t° して 消 ゆらん やぅに 覺ぇ たりし 貫 一は、 急遽し き 掌 音の 廊下を 動し 
來る に駭 されて、 _M りさ まに 頭を 捻 向れば、 何事と も 知らず" 年嵩の 婢の駔 着るな り。 
「I 一 Ir 旦那、 參 りました よ、 參り ましたよ？ 早く 被 入つ て 御覽な さい まし、 些と 早く。」 
「何が 来たの’ た。」 

「何でも 可 いんです から 早く 被 入い ましよ 0 」 

「何 だ、 何 だな。」 
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「平く 階 子の 所へ 被 入つ て 御覽な さい。」 

「お、、 ぁの 客が 還つ たの か。」 

彼は はや 飛ぶ が 如くに 引返して、 貫 一の 言は 五 間 も 後に 殘され たり。 彼が 注進の 模樣は 、 
a るべき 待 人を 伴 ひ 歸れ るな らんを と、 直に 起ちて、 表 階 子の 邊に 行く 時、 旣に晚 し、 兩 
個の 人影は 欄の 上に 顯れ たり。 

鏢廣な る 藍 鼠 0 中折帽を 前斜に 冠れ る 男は、 例の 面を 見せ ざらん と爲れ ど、 彼 客な り〇引 
連れた る 女は、 二十歳を 二つ 三つ も 越した る 可し、 銀杏 返を 引 約め て、 本 甲 蒔 繪の揷 櫛 根 
深に、大粒の、淡色瑪瑙に金脚 ©5 し|"簪、壏漱敝の笼％撇をして、飯の"一っ齡をも亂さず、極 
めて 快く 結 ひ 做したり。 萄葡 茶の 細 格子の 縞 御 召に 勝 色 H の 袷を 着 T y 羽織は 小紋 縮緬 
の一紋 、阿蘭陀 模樣 の七絲 の渺 紗帶に 金鎖 3 の 織き を 引 入れて、 1 がしき 14 |染の齡術の 
袖して 口元を 拭 ひつ'  四季 袋を 紐 短 かに 挈げた るが、 弗と、 啦妒を 見向ける 蒙 M の 色斟 


CWo) 


く、 口の 釘 •も 1 i さで、 較や裏 f 叔 くも 花の眹 過ぎた らん やうの 蕭衰 を帶び たれ ど、 美 目の 盼 
たる 拉 ぎ 免 ilb して、 漫ろ 人に 染む ばかりな り。' 

耐 礎は 漱の 見る目の 磬円な るに 氣傲ヂ る樣 子に て、 先を 爭ふ 如く 足早に 過 行ぎ ぬ 0 貫 一 も 亦 
其の 齡影が 齡苑 なる に 打 惑 ひて、 なか <t <L 看るべき 當あら ざり けれど、 其 女は 萬々 彼 
の 妻な どには あら じ、 と獨 り合點 せり。  . 

三 四 

彼の 男女は 船し？ に堪. へ ざらん やうに 居 寄りて、 手に 手を 交へ つ 密 々に 語れり。 

「II う. なの' たから 批^ * X 配に 心配した か 知れ やしない 。なかなか 貴沪が 此處で 想って 居る 

1 

やうな 譯 !: 行きは 爲ませ ん とも。 そり や 貴方の 心配 も然 うでせ うけれ ど、 私の 心配と 云つ 5 r 
たら、 木 當に無 かつた の。 察しる が nr1 いつて" そり や 貴方、 お 互ぢ やありません か 〇吁、 


私は 今 だに 胸が 悸々 して、 後から 追 掛けられる やぅな 氣持が して、 何だか 落 付かなくて 可 
けない 〇」 

% 

「まあ 何でも、 恁 ぅして 約束 通り 逢へ り や 上首尾なん だ。」 

r 金く ょ。 一阼 日の 晚あ たりの 私の 心配と いつたら 、こり や 奈何 だかと、 然ぅ 思つ たくら 
ゐ 、今 考 へて 見れば 自分ながら 好く 出られた の。 猶且盡 きない 緣なの だ わ。」 

些と男 の 顏を盼 りて、 濡る i 險を輕 く 拭へ り。 


5 

6 


つまり ふたり  つ 44紗  おれ  か 5 い 

「其の 緣の盡 きないの が.、 究竟 彼我の 身の 窮迫な G だ。 俺 も 恁云ふ 事に 成らう とは 思は な 


かた 


かつた が、 成 i 志 緣と云 ふ 者は 爲方の 無い もの だ。 一 


なほ ひそか  おもて 

女は 尙竊に 泣き 居る而 を 背けた る ま 


y 


r 貴方は 直に 惡綠だ 、惡緣 だと 言 ふけれ ど、 惡綠な ら 奈何す るんで す！」 

% 

「惡緣 だから 恁ぅな つたの ぢやな いか。 一 


r 恁ぅ 成つ たのが 奈何し たんです I j  , 
「今更 奈何す る もの か。」 

「I 即然 f! 貴方は 一體 水臭 いんだ !! 」 

「おい、 お ^ 水臭い とは 誰の 事 だ 0 」 

色を！： せる 男の 眼は、 衝と 湧く 淚に 輝けり。 

「貴方の 事 3! 」 

女の 目ょりは 健々 と 零れぬ。 

てめ へ  そん fi: こ V W 、  、 • 

「俺の 亊 ff ?! お 靜 . 手前は 那樣 事を 言つ て、 それで 濟むと 思 ふの 乎」 

r 濟ん でも 濟まな くても、 貴方が 水臭い からさ。」 

一  J 

『未だ 那樣 事を 言 やが る！？ あ、 何が 水臭い か、 それを 言へ。」 653 
「ょ あ、 言 ひます とも。 ねえ、 貴方は №5 の 顔 さへ 見り や、 sf に惡緣 、た と 云 ふの が 癖です C 


ょ。 彼我の 中の 惡緣 は、 貴方が 那樣に 言な くた つて 善く 知つ 丁 居 まさね。 何も 貴方 一個のう 
惡緣ぢ やなし、 私 だつ L 是 まで 隨分謂 ふに 謂れない 苦勞 を爲て 居* るん ぢや ぁりませ ん か。 654 

^7  身、 

そ、 れを 貴方が 然も^-迷惑 さう に、 何ぞの 端には 惡綠だ とお 言 ひな さる けれど、 聞 さ 
れる 身に 成 つても 御覽な さい、 餘り 好い 心 持は 爲や しません。 其 も 平常なら 左 も 右 もです 
さ、 此揚 になつ て 迄 も、 然云ふ 事を 云 ふのは、 貴方の 心が 水臭い からだ I 何が 然 うでな 
い 事が 有ろ もんです か。」 

r 惡緣' たから 惡緣だ と 言 ふの ぢやな いか C 何も 迷惑して . 〇」 

「惡緣 でも 可 ござんす ょ！」 

彼等は 相 背きて 姑く 語 無 かりし が、 女は 忍びやかに 泣き 居たり。 

「おい、 お 靜 、おい。」 <  、.- 
「貴方 屹度 迷惑 右んで せう。 貴方が 那 樣氣ぢ や、 私は . 實に . 充らな い。 私 


は 奈何せ う、 情無い！」 

お 靜は k に 顔を 掩 うて 泣きぬ。 

「何 だな、 お前 も考 へて 見る が 可 いぢ やない か。 其を 迷惑と も 何とも 思は ないから こそ" 

世間を 狹く する やうな si にも 成り さ 〇又想 云 ふ . な あ . 譯なの ぢやな レヵ。 

其を 嘘に も 水臭い なんて 言れ り や、 俺 ti つて 亂 しいだら うぢ やない か。 餘り 悔しくて 俺は 

さ 

淚が 出た。 お靜 、俺は 何も 藝人ぢ やなし、 お前に 勤めて 居る んぢや ない の tt' から、 然う思 
つて 居て くれ。」 

「狹 UJ: さん、 貴方 も 那樣に 言は なくつ たつて 可 いぢ やありません か。」 

「お前が 言 出す からょ 〇」 

r たつて、 貴方が 恁う 云ふ揚 になつ て 迷惑？ うな 事を 言 ふから、 私は 情無くな つて、 奈何 -655. 

6 A. 象  • W 

したら PT^ からう と 思つ たんで さね 〇ぢや 私が 惡 かつたん ff から、 謝ります 。ねえ、 狹山さ 


ん 、些 と。」 

お 靜の 顔を 打圈 りつ、、 男は 范然 たるの みなり。 
「狹 山さん てば、 貴方 何を 考 へて 居る のね。」 
「知れた 事？、 彼我の 身の上を よ。」 

「何 だつ て那樣 事を# へて 居る の。」 


「今更 何も 考 へる 事は 有りは しない わ。」 

狹山 は徐々 に 目を 轉 して、 太 息を朐 いたり。 

ためいき  0  X 

「もぅ 那樣 溜息なん ぞを昀 くのは お舍 しなさい つてば OJ 

「お前 二十 . 二だつた ね。」 

.「それが 奈何した の。 貴方が 二十 八 さ CJ 


t- 


T あの 時は お前が 十九の 夏 ti つけ かな。」  办 
「あ' 然う 、何でも 拾を 着て 居た から、 丁度 今時分でした。 湖片无 の那の 池に 好。 お 月 
をして 居て、 ®! i 晚で 、貴方と ベ 彪に凉 みに 出たん です ょ。 善く 覺 えて 居る。 那が+ 丸 
4 +: 二十 一、 二士 一と Ml 一一 年に 成る のね .0 」 

「お-、 然 う/ \。 啦ド の やうに 思つ て 居た が、 もう 三年に 成るな あ。」 

象る 

「何 ff か、 恁う 全で 夢の やうね。」 
r 叮 .、夢 だな あ！」 

「夢ね え！」 

「ぉ f  J 

?狹 山さん！」  • 

党— を^^、 f 重ねて、 同じ 思を 猶悲 く、 
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~~ 1 
夢 
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聲 立て じと 男の 胸に 泣附く 女。 


みんな 


あいつ 


「恁う 成る の も 皆 約束事 ぢや あらう けれど、 那奴 さへ 居な かつたら、 貴方 だつ て餘 計な 苦 


あ*  か. 


勞は爲 はしまい し 私は 私で。 那も恁 も 思つ て、 末始終の 事 も 大槪考 へて 置いた の だから、 
少しの 時節が 來 るのを 待つ て 居られり や 曩 日の^; 神 籤 通な 事に 成れる のは、 

もう 目に 見え 

て 居る のを、 那奴が 邪魔して、 橫 紙を 裂く やうな 事を やが る ばかりに、 大事に 爲な けり 
や 成らない 貴方の 體に 取つ て 返しの 付かない ® I まで 附 けさせて、 私は、 狹 山さん、 ぁ銳^ s $t 

わナ 

11 が 無い！ 堪 . 忍 . して 下さい、」 

「そり や 何 有 お 互の 事 だ。」 

もうす こ  いく ぢ  か* フ 

「い ▲ぇ、 私が 最少し 意氣 地が 有つ たら、 恁で もな いんだら うけれ ど、 胸には 色々 在つ て 
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も、 其 か 思 切つ て 出來な い 性分 だ もんだ から、 つい 這麽 破滅に も 成つ て 了つ て、 私は 實に 
濟まないと、自分 0) 身を考へるょりは、貴方の事が先に立つて、然ぞ陰ぢや迷惑もしてお 
出なん だら うに、 逢う sx t:Le 私の 身を 案じて、 每も 優く して 下さる のは 仇 や & な 事 じ やない 

ぢ > 

と、 私は 嬉い ょり 難 有い と 思つ て 居ます。 だもの だから、 近頃 ぢや 、貴方に 逢 ふと、 直に 

やつ ft り  しらせ 

淚が出 て、 何 rf か 悲くば かりなる のが 不甲 5 議だと 思つ て 居たら、 果然 恁云ふ 事になる 讖 •た 
つたんで せう。 

貴方には お氣の 毒 だ、 お 氣毒だ 、と 始終 自分が 退けて 居る のに、 惡緣 だ なん ぞと言 れ ると、 
私は 1st . か 縮る やうな 心 持が して、 ああ、 然で もない、 貴方が 迷惑して. 居る ばかりなら 未だ 
可い けれど、 取んだ 者に 懸り合 つた、 と尙や 後悔して お 在なん ぢやな からう かと 思 ふと、 

私 だつ て 好い 氣持 はしない もんだ から、 つい 向 者は 那麽に 言 過ぎて、 誠に 濟みま せんで し仍 
た。 - IV はもう 貴方の 言 ふ 通り 惡綠 には 差 無い んだ けれど、 後生 だから 那樣可 厭な 事は 考へ C 


すに 居て 下さい、 私は 是で 本望 だと 思つ て 居る。」 

—なまき  ? t L  ; 

I 生木を 割いて 別れる ょりは、 まあ 愈 だ L_° 

「別れる！ 吁 、可 厭 だ！ 考 へても 懊ぎ とする！ 切れる の、 別れる のなん て 事は、， 孤が 來 
ない 前には 夢に よつ て 見やし なかつ たのを、 切れろ^/^ ぢや私 も 何の彬 f; 一 じ 1 貝め られた 
か 知れ やしない！ 而 して 幕 句が 這麽 事に 成つた の も、 思へ ば 齡撇奶 の お蔭 だ。 ぇ，， 、鉛し 
い！ 私は 屹度 執着いても、 此怨は 返して 遣る から、 覺ぇて 居る が 可い！」 

sriw f l f ll! に、 靈りて ? :か齡き盤を|:せり。 

不知、 箇の恨 み 詈り 呪は る、 者は、 呢處の 誰な らんょ。 

「那奴 も »\ 加減な 馬鹿ぢ やない か I 」 

男は 齒咬 しつ、 苦しげ に 嗤笑 せり。 

「馬鹿 も大 馬鹿ょ！ 方圖の 知れない 馬鹿 だ わ 0 畜生！ 所；^ の 有る 女が # S で!!  く 乎、 靡かない 
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，フ 


乎、 些は考 へながら 遊ぶ が 可い。 来り や不 好な 顔を 爲て 遣る のに、 其 さへ 解らずに、 も 
葱く 附け つ M しつして、 了 局には 人の 戀 中の 邪魔を 爲やが るとは、 那奴も 能《の 藝無 
猿に 出來て 居る んだ 。僧 さも 僧し、 私は もう 悔 くて、 悔 くて、 狹 山さん、 實は ね、 私は 此 
世の 置 土 產に那 奴の 額を 打 割って 來んで 3 ね！」 


「え >1、 奈何して！」 

一何冇 ね、 貴方に 別れた 那の® 日から" 延續に 來て居 やが つてち つと でも 傍を 離さない ぢ 
やありません か。 這箇は 氣 •か 氣ぢ やない 所へ、 もぅ 1 心 漆 膠くて 耐らな いから、 病氣だ と 謂 
つて 家へ 遊げ て 來〇や 、直に 追 懸けて 来て、 附絡 つて 居 るんで せぅ。 然す ると、 寸法は 知 
れて まさね、 丁と 渉が 付いて 居 るん ^ から、 阿 母さんは 傍から 「ちやほや」 して、 そり や 
貴方、 眞 面目ぢ や 見ち や 居られない お 手厚 さ 加減なん だから、 那奴は 圖に乘 つて 了つ て、 約 
や あ 風呂を 沸せ だ 事の、 ビィル を 冷せ だ 事のと、 あの 狭い 家へ 一個で 幅 I を 爲やが つて、 な 


かな か 動き？ ぅに も爲な いんぢ やありません か。 

秦各 ろ， い * ct ^ り  こつち  きう 2 

私は 全で 生 柿に 成つ たやぅな もので、 出る には 出られす、 這箇 〇 事が 有る から、 然して 居 66 

\プ  ちんな  まんた ぅ  i  C 

る 空は 無し、 那麽氣 の 揉めた 事は 有りは しない^^ 本 { 虽に 奈何せ ぅ 乎と 思つ た。 ぇ，， 、怀 
有那麽 奴は 打 抛 出して 措いて、 這箇は 搔卷を 引 1 つて 一心に 考 へて 居たん です けれど、 も 
ぅ 憤れたくて 耐らな くな つて 來た から、 不如 管は T 飛 出して 了は ぅかと、 Hi 然ぅ舒 つた 

たんこ  V  5  > 

もの、、 丹 子の 事 もね ぇ、 考 へて 見り や 可哀 さぅ だし、 あの 子を 始め 阿 母さん 迄、 私 ばか 

たょりし  さ  s S-* ん 2  あ ^ こ  、 .  . 

りを 賴に爲 て 居る も G を、 然 € や 私の 亡い 後には、 甚麽 にか 力 も 落？ ぅし、 又 服 1 r も * Fx い 
苦 勞を爲 なけり やなるまい と、 其 ばかりに 牽 されて、 色々 話 も 有る もの tf から、 あの 子 © 

おつか 

阿 母さんに も 逢つ て 遣りた し、 それに 私 も 出る に 就い ち や、 爲て 置かな け〇や ならない 事 

す  た* フぐ I 、 つぐ づ でそこ >» } 

も冇るし爲るので、到頭遲々し -1 出損つて了つたんです0  • 

然 すると、 奈何で せぅ、 まあ 那奴は 其 晚二時 過まで ぅで #* いて 居て、 それでも f 承々々 に 


泛  あくるひ if •つか  だ 人ぎ  い • *• げん  れ5 |> < 

還つ たのは 可い。 すると 1  立 日は 半日 阿 母さんの お 談義が 始まつ て、 好 加減に 了簡を 極めろ 


ひ ? 


す  そ V  おつくり かへ  — 

でせ う。 然う 言つ ち や 濟まな いけれ ど、 育てた 恩 も 聞 俺き て 居る 七。 it を 追 繰返し、 引 繰 
S し、 St 觀交 りに はら 散々 聽 せて、 了 局は 口返答し たと 云つ て 足蹴に 1 ろ、 何 有、 私は 足蹴 


ぶ 仁 


こつち 


にさ わたつ て、 擻れた つて、 それを 悔しい とは 思 やしない けれど、 這 箇だ つて 貴方と 云 ふ 
•t か 有る と 思 ふから、 もう 一生懸命！」 稼いで、 爲るだ けの 事は 丁と 爲て あるの U 、 何 ほ 慾 
に,は無いと謂つても、自分のーーか條ばかり通さうとして、他には些でも樂を爲せない算段 
を f 6 。 私 ti つて 金屬で 出來た 機械ぢ やなし、 然う^^ ffi 使 はれて お 爲に ばかり 成つ て 居 
ち や、 這箇の 身が 立ちは しない。 

別に IK -M5 して くれなくても、 譯 さへ 解 2 し 居て くれり や、 辛い ぐら ゐは 私は 辛抱す る。 所 
t は！： 一いて 了 ふし、 旦那 取は 爲 ろと 云 ふ。 那樣不 好な 眞似 を爲な くても、 立派に 行く やう 
に 私が 稼いで あるん ぢや ありませ んか 。それを 然云ふ 無理を 言つ てからに、 素直で ない の 
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馬鹿 だのと、 _ 足 蹴に 爲 るとは . 何 . 何事で . せう！ 

か  >  がま A しきれ  す  ミ  4 

それ ぢや 私も赫 として、 もう 我慢 か 爲切な く 成つ f: から、 物 も 言は ずに M 出さう と爲 る途 66 

、  C 

端に 運悪く 又那 奴が 遣つ て來 たん ぢ やありません か。 さあ、 捉 つて 了つて、 矿 41 の „ で 

迸られず、 阿 母さんは 得たり 賢し なんでせ う、 一處に 行け 行けと Kr しく 言 ふし、 那船は 何 

2. / 

でも 來 いと 云つ て 放？ ない。 私 も 家を 出た 方 か 都合が 好い と 思つ たから、 まあ 言 ふなり に 
成つ て、 例の 處へ拽 られて 行つ たと お 思 ひなさい 。あの 長尻 だから、 さあ 又 遺らない、 而 

私 もは く 

して 何 か 所思で も 有つ たんで せうょ、 何だか 知らない けれど、 其晚に 限つ て 無闇と お 酒を 
强 るんで？。 這 箇も鬱 勃肚で 、飮め も爲な いのに 幾多で も 引 承け たんだ けれど 醉 ひさう に 
も爲や しない。 

そろ-^-  ぎ t きざ  こ つち  や  、 

其 内に 漸 々又 お 極り の 氣障な 話を 始め やが つて、 這箇が 柳に 受けて 聞いて 居て 遣り や、 可 
いかと 思つ て增 長して、 呆れた 眞似 を爲 やが るから、 性の 付く 程 PS 々然う 言つ て 遣つ たら、 


さあぎ 棄に 成つ て、 それから 毒 叶： き 出して、 や あ 店番の 埃 被 だの、 冷 飯 吃 ひの 雇人が 奈何 

こつち * くたい 

だのと 聞い ち や 居られない やうな 腹の 立つ 事を 言 やが るから、 這 箇も思 切つ て隨 分な 惡體 
を 吐いて 遣つ た わ、 私は。 

? L t J* あ、 つ  いくら じ fc fi fc かね  しば  からだ 

然 うす 1 と、 了 局に 那奴は 何と 言 ふかと 思 ふと、 幾許 七顚八 倒しても 金で 縛つ て 置いた 體 
だなん ぞ 、と 利いた at な 事を 言 ふん ぢや ありません か。 fi から、 私は 然う 言つ て 遣つ た、 

お 氣の 毒 t: が、 貴方は 大方 目が 眩んで、 そり やお 袋を 縛つ たんだら うつて。」 

聽居る 狹山は 小氣味 好し とば かりに 頷けり。 

「それで 那奴は 全然 & つて 了つ て、 それからの 騷檯で さ。 無禮な 奴 だと か 何とが 言つ て 私 

は 襟を 持つ て 引， り 仆され た。 隨分飲 んで 居た から、 依樣醉 つて 居たん でせ う、 其 時は もう 

全で 夢中で、 唯那 奴の 僧ら しいの が 胸 一杯に 込 上げて、 這 畜生と 思 ふと、 突如 其處に 在つ W 

6 

たお M を, 齡の il ®i へ PP7 梢け て 遣った 船 それが， 瞰へ抗 ぎって、 血が 断 漓流れ て、 顔 .C 


が 半分眞 赤に 成つ て 了つ た。 是は 居ち や 面倒 だと 思つ たから、 家中 大騷を 遣つ て 居る 隙を} 
見て、 窃と飛 出した 事は 飛 出した けれど、 別に 往處も 無い から、 丹 子の if さんの 處へ 15 666 

C 

込んだ の。 

所が 好かつ た 事には、 今 旅から 歸つた と 云 ふ 所なん で、 時間を 見る と、 十 時 餘程廼 つて 居 
るんで せう。 汽車は もう 出ず、 氣ばか りは 急ぐ けれど、 若箇道 間に合 ふんぢ やなし、 それ 
に 話は 有る し爲る もんだ から、 一晚 厄介に 成る 事に して、 髪なん ぞを 結んで もら ひながら、 
些と譯 が 有つ て、 貴方と 一 處に當 分身を 隱 すの だ t 云 ふやう に 話を 爲 てね、 それから 丹 子 
の 事を 悉く 言 置いて 遣りましたら —— 善い 人ね、 あの 阿 母さんは —— おいおい 泣 出して、 

自分 0 子の 事は ふッ つりと も 言は ずに、 唯 私の 身 ばかりを 案じて、 那の恁 のと 色々 言つ て 

くれた 其の 實 意と 云つ たら . 噫" 同じ 人間で ありながら、 家の 阿 母さんは 實 に、 あ 

なた、 鬼です わ一 


私 も那 子の 阿 母さんの やうな 實の 親が 有つ たら ば、 這 麽苦勞 は 爲や しまいし、 又 貴方の や 
うな 方の 有る のを、 然ぞ かし 力に 念つ て、 喜び も爲や うし、 大事に も 爲る事 だら うと 思つ 
たら、 もう <悲 くな つて、 悲くな つて、 如何に 何でも 餘り 情無くて、 私は 甚麽に 泣き ま 
したら う。 

それに 私を ば 那麽に 賴に爲 て 居た 阿 母さんの 事 だから、 當分 でも 田舍へ 行つ て 了 ふと 云 ふ 
のを、 それは 心細が つて、 力を 落した の 何のと 云つ たら、 私 も 別れる のが 氣の 毒に 成る く 
らゐ で、 先へ 落 付いたら、 どうぞ 一番に 住所を 知せ て くれ、 初 中 終 旅を 出 行いて 居る 體だか 
ら 、直に 御機嫌 伺 ひに 出る と、 其 事を 那 麽に懇 々も 賴んで 居ました から、 後で 聞いたら、 

さぞ 吃驚して . 吃 度疾 ひで も爲 るで せうょ。 考 へて 見り や、 丹 子 も 可愛し、 あの 阿 

母さんも傾いし。听、吁！」 

戯欷 して 彼は 悶 へつ。 


く  667) 


「然云 ふ譯ぢ や、 猶 更家ぢ や大騷 をして 搜 して 居る 事 だら う 〇 一 
「大變 でせ うょ。」 

「それ だと 餘り遲 々しちや 居られない の だ。」 

「どうで、 狹 山さん、 先は 知れて 居 . 0  1 

「然 うだ。」 

「だからね え、 もう、 早い 方が 可 ::'. ざん すょ 〇  I 
女は 咽び て 其 處に泣 伏しぬ。 狹 山は齡 齡 きて、  , 

「お 靜 、おい、 お靜 や。」 

一 あ . あい。 狹山 3 ん— •• 」 

憐むべ し、 情 極り て 彼等の 亂, する は、 齡 _き せぬ 赖紀を 抱く が 如き 者な らんを 


¢668) 


X 


ふた り  こなた * ひだ <> な fc ひ ミり  つれ t  : 

兩個は 此方に 且泣 き且 12 れる 間、 彼方の 一個は 徒然の 柱に 倚りて、 や 


•傾く 日影に 照 


されたり。 

其 待 人の 如何なる 者なる 乎を 見て ^ は 诀すべ しと 爲せし 貫 一 も、 彼の 伴 ひ 還りし 女を 見る 
に迨び て、 其 疑は 愈よ 錯雜 して 而も 新なる 怪訝の 添は る* のみな り。 

如 柯なわ ば や、 女 a) 颜色 も甚た 勝れず、 其點の 男と いと 善く 似た るは、 同じ 憂ゲ 分つ に 
あらざる 無から ん 乎。 我 聞く、 犯罪の 底には 必ず 女冇 りと、 若し 信な りと せ ば、 彼は 1EI し 
く 彼女 ゆ A に 如何なる 罪を も 犯せる ものな らんよ。 其 罪の 故に 男は 苦み、 其 苦の 故に 女は 
憂 ふると 爲ば 、彼等は 誠に 相愛す る 0) 堅き 者なら ず 哉。 

知らず、 彼等は 何の 故に 相 率て 此の 人目 稀なる 山中には 來れ る。 其 罪を 逭 れんが^! 乎、 其 
苦と 憂と を 忘れん が 爲乎 、或は 其 愛を 全ぅせん が 爲 乎。  2 
明に 彼等は 夫婦なら ず、 又は、 女の 藝莕 風なる も、 決して 尋 1 £办隱卷 ^0 あらずして、龄^く 


ら穗に 露る ▲所有り。 さても 何等の 密會な らん。 

.貫 一は 彼を 以て 女を 儉み て奔る 者なら ず や、 と 先 推しつ ▲、尙 ほ 如何に やな ど、 飽かず 疑 670 

いつ べん  はん 九い  くら  、 

へる 間ょり、 忽ち 一片の 反映は 閃きて、 朧 にも 彼の 胸の 黯 きを 照せ り。 

彼は 此際熱 海の 舊 夢を 憶は ざるを 得 ざり しなり。 

tit 上 貫 一の 外に 愛する 者 無 かりし 宮は 、其の 貫 一と 奔る を諾は ずして、 僅に 一瞥の 富の 前 
に、 百年の 契を 蹂躪り て吝 まざりき。 噫、 我が 當 時の 恨、 彼が 今日の 悔！ 今 彼女は 日夜に 
榮の銜 ひ、 利の 誘 ふ 間に 立ち、 守る に 難き 節を 全ぅして、 世の 容れ ざる 愛に 隨 つて 奔 らん 
.と爲 る 乎。 

爾思 へる 後の 彼は、 陰に 彼の 兩 個の 先に 疑 ひし 如き 可, き 罪人なら で、 潔く 愛の 爲に奔 る 
者た らんを、 禱るば かりに 冀 へり。 若し 然も あら ば、 彼は 具に 彼等の 苦しき 身の上と 切な 
.る 志と を聽 かんと 念 ひぬ 0 


心 永く P て戀に § れ たろ 貫 一は、 殊更に 他の獻 慰に 就ぃて 觀 るを 欲せるな り。 彼は 巳の 

に、 人の 幸の 葬 幸な らん £1 ひて、 又 巳の 失敗の 葬無殘 に、 人の 成 
浙の 幾許ゼ 把な らん 乎を 想 ひて、 又已の 鉛 ©^ 幾許 薄く •、人の 縦が 幾許 深から ん乎を 想 ひて、 

、 i * つ  さ象§ 

又 己の 受けし 愛 S 許淺 く、 人の 交せる 情の 壽篤 からん 乎を 想 ひて、 又 己の 戀の 障碍の 
幾許 强く 、人の 容れ られぬ 世の 幾許 狹か らん 乎を 思 ひて。 嗟 乎、 旣に已 の戀は 敗れに 破れ 
たり。 知るべからざる 人の 戀の未 終に 如何な らん 乎を 想 ひて。  一 •へ 
_ の 程は ®? めて り が し 彼® P®、 夜に 人り 5 S れて人 §1 伺 ひ 知りし 貫 一 
は、 例の 益す 人目を 避るな らんょと 念へ り。 

歡 り 來てぢ 齡 酒な ど ^ ギ樣 子な りしが ' ii 一つ 立つ るに も ぁらで" 謹 子を 照す 燈の 

[? つ ひ/^ 

.みいと ぼ？」、 內の蔽 しさは 露を も 置き けんやぅ にて、 さては 彼の 吹絕 えぬ 松 虱に、 彼等は 竟” 

な  ミ  ふし s1 C 

こ醉を 戌さざる ならん と覺ゆ る ばかりな りき C 爲す事 も ぁらねば、 貫 一は 疾く 臥內に 入りけ 


、  ま ^ ろす  ぢきさ  5^9 

る '// 、 僅に 牦む と爲れ ば 直に 寤 めて、 其の ま、 に 睡は 失る と與 に、 樣 々の 事 思 ひ 居たり C 

1  ひそめき  かすか 2 

夜の ST なる を 動かして、 彼の 男女の 細 語は 洩れ 來ぬ 。甚だ 幺微な れば 聞知るべく も あらね 67 


み 纟わ づら 

■大 いなる 聲 にも 增 して 耳 煩は しかり。 


J r 

ど、 娓 々として 絕ぇず 枕に 打 響きて は、 なか/ 

然なき だに 寐難 か， りし 貫 一は、 益す 氣の 澄み、 心の 冴ぇ行く に 街せ て、 叉 網 口 だ や 拭と 彼 
等の 身上を 推測り ノ\思囘らすの外はぁらず。彼方も其の姑,なる聲に語り/、て^:まざ 
もは、 思の 丈の 短夜に 餘らん とする 乎。 

乍ち 有りて、 迸れる やぅに 其聲 は衝と 高く 楊れ り。 貫 一は徵 燃 t して 枕を fcs でつ。 女は 遽 
に 泣 出せるな り。  •  _ 


なくね 


其、 時 男の 聲音は 全く 聞えず して、 唯獨り 女の 縱 まに 泣 音を 浅す のみなる。 寤め たる 貫 一は 

い#- .，へ  ゆ 急 vr J r to 

彌が 上に 寤 めて、 自ら 故を 知らざる 胸を 轟かせり。 


しは し  しづ i しめ 

少焉 泣きたり し 女の 聲も 漸く 鎭 りて、 又濕 ゎ搔に も 語り 初めし が 


じ や、 フ  げき 

たび 情の 爲に激 せし 


おの づ 


なほ 


聲音は 、自 から 始ょり 高く 響けり 〇然れ ど仍 其の 言 ふ 所は 聞知り 難くて、 男の 聲は 却り て 
前ょりも 仄な り。  • 

す ^ 

貫 一は 咳き も 遣らで 耳を 澄せ り。  . 
或は 時に 斷ゅれ ども、 又續ぎ 、又續 ぎて、 彼等の 物語は *？; 价絲 を pt/ きて 倦ま ざらん やぅに、 

tj fc つも  きか  r. 

限 も 知らす 長く 亙りぬ。 げに 此の 積る 話を 聞き も 聞せ もせ" が 爲に 、彼等は 此に來 つるに 

? «> す  あさつ て  せょ > & さ  b 

や あらん。 然れ ども、 日は 明日 も 明後日 も 有る を、 甚だ 忙しく も 語る もの 哉、 然ば かり 間 

ぐ • 

遠な りし 逢瀨な る 乎、 言は では 裂けぬ る 胸の 內 乎、 街く 有らでは 齡 y ぬ 乎、 など S ふ 


? すが 


こんじ や 


W4 1  aA  m  V  /  rL  ^1  »  ，きかつ 

に 就けて、 彼は 有 繫に我 身の 今昔に 感なき 能は ず、 枕に 引 入れ、 夜着 5 r 被ぎ て、 寐 返りた 


何時 罷み しと も 覺ぇ で、 彼等の 寐 物語は 漸く 絕ぇぬ 0 

H 千 

W 一  も 遂に 短き 夢を 結びて、 常ょりは 蚤 かり けれど、 目覺 めし ま 2 に 起 出で し 朝 冷を、 走 


3 

67 


り行きて推啓けつる湯殿の內に、人は在らじと想ひし艇ゲ驚して、彼の男女は游び居た 
り 0 ¢>74 

貫 一は礤 と閉 して 急ぎ 返りつ。 

三 五 

脫個 は較執 一 かり 其 日 も ■めて 0 賦 f りぬ。 むづ かしげに E を 11 りし 雲は、 果して 雨と 

成りて、 ナと琴 る ほどに、 SMf 影 更けて、. 壁に 磐 物の 1! 白 寂しく、 11 W に 起 
きて 在るべき 夜 頃なら ず。 さては 貫 一 も 枕に 就きたり。 

ランプを 細めた る 彼等の 座敷 も 甚だ 靜 に、 宿の 者 さへ 寐急 ぎて 後 十一 時は 鳴りぬ。 

-T さ ' 1: を やみ  み、， 

凄じき 谷川の 響に 紛れつ'  小歇 もせざる 雨の 音の 中に、 彼の 病 M? れた る ^ ぅの 柱時計ょ、 

息 も 震 sf 告げ ゎ S 時、 かに P るな り。 


彼等は 俱に起 出で、 火鉢 G 前に ft: り。 
「膳を 持つ て來な いか C」 

「え 


かすか 


女は 么微 なる 聲して 答へ けれど、 扣 萎れて、 なかく 立ち も 遣らず。 

「狹 山—、 私は 何だか 戴 ざ 言殘 した 事がギ S る やぅな 心 持が して。 一 

- 「吁， 、v もい f 成つ ち やお 互に 何も 言は なぃ がず い。 言へ ば ■未練が 出る。」 

彼は 熟と 内向き て 目を 閉ぢ たり。 

「貴方、 その 指環を 私のと ^ 1 !$ ¢? して 下さいね 01 
^ ぅか。」 

f 其 S © 手に 在 ttf そ、 男は— 用のを 女の 指に、 女は ダィァ モン •又のを 男 S に 
環し 了 りても 仍離れ かねつ ▲、物は 得 言ょ で 居たり 0 


(”5〕 


a と 嗚〇て 雨は 一時 繁く灑 ぎ 来れり 0 
「あ' 大相 降つ て來た 。」  . 

「•貴方は 不斷 から 雨. か 所 好だつた から、 屹度 それで . 

です ょ。」， 

「好い折だ。あの雨を肴に . お 靜 、もぅ 覺 悟を ろょ！」 

「•あ . あい。 狹 山さん、 それ ぢや私 も . . 覺 . 悟した わ！， 一 

「酒を 持て 來な。 」  :: 

「あい。」 

お 靜も 今は 心を. 勵 して、 宵の 程說へ 置きし 私 賞の ^! 11 に 上げた るを 持來 て、 ■靜が 中に 膳 
を据れ ば、 男は 手早く ® 1 して、 其 間に 各 服を Ml むる Itl しさは、 忽ち 愁の獻 り、 帶の 鳴る 音 
高く綷 練と 亂れ合 ひて" 轉た雨 濃なる 深夜を 驚かせり。 


6 

7 

.6 


2r ひ 


乞に 降つ て來 たん 


「え'  もう 奸かな い！」 

帶緊 めな •から 女は 其 端を 振りて 身悶せ るな り。 

「奈. 他 したの だ 0 」 

「if ね、 帶が這 麽に 結ばつて 了つて OJ 
r 帶が結 つた？」.  , 

「あ ▲、あなた 釋いて 下さい、 ょう 〇」  . 

「何 か吉い 事が 有る の だ。」  • .  •  -  t 

「私は 倘も遺 »! つて、 耻 でも 曝す やうな 事が 有つ ち やと、 それが 苦勞 になつ て 耐らな かつ 

, 

たん t: から、 これでもう 司い わ 〇」  -  ' 

「それは 大丈夫 t: から 安心す るが 可い けれど、 倘もだ 、お 靜 、那樣 事は 無い とは 念 ふけれ W 
ど 運惡 く at れたら 、俺は 吃 度 後から 往く か •& — 甚麽 にしても 往 くから、 恨まずに 待つ て C 


居て くれょ、 可 . 可い か。」 

衝 と 俯した る お靜 は、 男の 膝を 咬みて 泣きぬ 


0 


そ - CD かは  ひょ つ  あ 艺 

「其 代り 偶と して お前が 後になる やぅ だつ たら、 俺は 死んでも… 

かげみ  ^ i i > 

への 陰 身を 離れない から 必ず 心 變を す、 するな よ、 お靜 。一 


たまし ひ 


0 0 ?  0 校し  _ 


魂は 


お ま 


そんな こ S 


いつしよ 

一 處. 


.連れて： 


、 

ん、 仕って 


〇广 .4 , 


■下さいよ L_° 


わ 力れ 


r 那樣 事を 言は ないで 
「一 處に往 くと も I 一 
「一處 に f •往 きます よ f * 

一 さあ、 それ ぢや此 、此の世の 
「泣、 泣かない。」 

「さあ、 那 裏へ 行つ て飮 まう。」 

男は 先づ 起ちて、 S 手を！：！ れ ば、 女は 其 手に 一 り？、 泣く 泣く 火鉢の # S に 座を 移して 


別に 一盃飮 むの、 た。 もぅ 泣くな、 お靜〇  I 


CM) 


な i 之 ^ れ y' 仁 

>、 仍 離 難な に 寄 添 ひ 居た. 


な C? 


「ig H/ じ なしに、 その 湯 呑に 爲やぅ 〇」 

「•ぅ。 ぢや 半分 〇 つ。」  • 

媒搬の 酒は 狐が と 戴 じて ぉ靜が •顫ふ 手元ょり 狹山が 顫ふ湯 呑に 注がれぬ。 

女の 最も 悲 かりし は、 げに 此の雞 の 思な り。 彼は 人の 爲に 酒を 校る に觸 ひし 手 も、 攀 
ル r 街の 戀も命 も、 1 デ 夢 激 、ぅたかたの 水盃の み 〇 からに、 酌 取らん とは 想の 外の 外な り 
.しを 恥 こも 似た る 身の上 哉と、 影 M 逼る 胸の 内、 何に «| へんガ も あらず。 男は 燜の 過ぎた 
る こ 口を 着け かねて、 奶㈣ 手に せる ま ▲に 眺め 居れば、 縱し 今は 憂く も 苦しく も、 久く住 
慣れ v llt lit を 去りて、 永く 返ら ざらん とする 身には、 僅に 一盃の 酒に對 する も、 又 哀別 離苦 
の 感 無き 能は ざるな り。 679 
念へ、 彼等の 逢初め し夕 、互に 意 有りて 銜み しも 此酒 ならず や。 更に 兩個の 影に 伴 ひて、 人 


の 情 Co1 必す 濃な れ は、 必ず！^ しかりし も此 酒なら ず や。 其の 1 ff 41 p 添へ て、 s: s の ® I 

フ：？ .1 卜 卜 I  ノ  _ - 二？ *  r  >  '、 フフ •こ  W  ‘  I  •  I  •  rib 0 .0 きよ、 っきよ 5 ± つ ご 


を霽せしも 111 酒ならずや。彼は其酒を取りて、吉き事積りし傲の [)<1? ©^ 1><11 かる今夜のお斯に 

むく  あはれ  かなし  すぐ  くわん  i 

報 ゆるの、. 可 哀 に 餘り 可悲き に 過る を 觀じ ては、 口に こそ 言は ざり けれど、 玉 成す 淚は皆 

>.\  こ s 

々と 散りて 零れぬ。 
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1  •、ホべ：‘  こ， ん やぎり 

「お まへの ff で 飮むの も . 今夜 限' た 〇  I 


こんな 


.  こ/， / J 1 了 > ^ 、 フ 

狹山 3 ん 、私は 這麽に 苦 勞を爲 て 置きながら、 到頭 一日で も 

ザい  .く ^ 

. ，*  k  •  i*  f  '  •1  k  丨  I  —t  -f 

私* Hr  一 

i  」 


- 貴方と 一處に 成れ 


ずに、 藝莕 風情で 死んで 了 ふの が… . 悔し 

聞く も 苦しと、 男は 一息に 湯 呑の ^ ^ j 呷りて、 
「さあ、 お 靜〇」 


h¥ 


女は 何氣 無く 受けながら、 思へ ば、 別の 盃 乎と、 手に ® るから に_ «2 れ て、 


11  ^  ^  ノ  ^  W 

f » IIi 5 ん 、私は 今更 お 禮を言 ふと 云 ふ Q も、 異な 者 だけれ ど、 *? 方は 長い 月日の 間、 私 


G やうな it? % 私 免 #; の 我儘 者を、 能く も S, 相を 盡か さずに、 深切に、 世話を して 下す つ 
た 0 

私は 今迄 口には 出さな かつた けれど、 心の 內ぢや "狹 山さん、 嬉いな んぞと 謂 ふのは 通り 
越して、 實に難 有い L 思つ て 居ました。 其の 御禮 を爲 たいに も、 知つ て 居る 通の 阿 母さん 
が 在る ばかりに、 唯， う 思 ふ* はか， りで、 奈何と 云 ふ 事 も 出來ず 、本當 に可耻 いほ ど 行屆か 
ないだらけで、これぢや1 0.^ 濟まないから、一日も早く所帶でも持つやう.に成つて、然し 
た ら 1 に 此の 恩返しを 爲ませ うと、 私は、 其 ばかりを 樂 に、 出來な い 辛抱 も爲て 居たん 

V* けれど-、 もう、 今と 成つ ち や 何も彼も 水 . 水：：- . 水 Q . 泡。 

ついン ^i ll w ら 、影 禮も貧 はずに 唐た けれど、 狹 山さん、 私の 心は、 然う t: つたの。 

もう sf ps? で、 貴方 も . 私 も . 土に 成つて 了へ ば、 又と お 目には 掛れな いん’ た 

から、 せめては、 今 改めて、 狹 山さん、 私は お 禮を 申します 〇」 
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男は 身を も 搾らる、 ばかりに 咏へ かねた る淚を 出せり。  ) 

「もう 那 、.那 、那樣 事 . 言つて . くれ 〇 な！ 冥路の 障、 た。 兩箇が 一處に 死な 682 

C 

お も 

れ〇 や、 それで 不足は 無い として 外の 事なん ぞは 念は ずに、 お 靜 、お 互に 喜んで 死なう 

よ。」 

「私は 喜んで 居ます とも。 嬉いん です とも。 嬉くな くて 奈何し ませう。 此の お 酒 も、 祝つ 
て 私は 飮み ます。」 

淚 諸共 飮 千して。 

「あなた 一つ お 酌して 下さいな 〇」 

注げば 又 呷りて、 其の 餘せ るを 男に 差せば、 受けて 納めて、 手を 把り て、 顔 見合せ て、 抱 
S* めて、 惜めば 愈よ 盡せぬ 名殘を 、奈何に せ ば やと 思惑へ る 互の 心は、 唯 それなりに 息 も 

、 © : Z 

絕 えよ と 祈る 可 かめり。 


男よ 抱ける 女の 耳の 恰も 唇に 觸る ▲時、 顇 ともなく 聲誘は れて、 

「ぉ 靜 、覺 悟は 可ぃ か 〇」 

「可い わ、 狹 山さん。」 

「可け り や . 。」 

「不 如、 もぅ 早く。」 

狹山は g! ノ枕の 下なる 船 # S 組の 紙 入を 取の けて、 内よ..？ fii せる 一 包の 粉劑 こそ、 正に 兩 @ 

、  一  I  ま つ  ふぅ 

が 絕 命の ^ にが ふる 者な り けれ。 女は 二つの 茶碗を 置 並ぶ れば 、玉の 如き 眞白の 末は 封を 
燃き て、 男の 手より 其 內に頒 たれぬ。 

^ n 

「さあ、 其 酒を 取つ て くれ。 お前のに は 俺が 酌を する から、 俺のに はお 前 •か。」  . 

•  -  rs 

「あ ▲可} ござんす 〇」  {. 633 

雨‘ く  | れ て、 軒の 蠢繫 に、 鬆 i ®i る 者 兩三聲 にして、 1 松風— 栗たり。 C 


狹山 は旋て 銚子を 取りて、 一箇の 茶碗に 酒を 澆げ ば、 お 靜は 目を 閉ぢ 、合掌して 聞えぬ ほ 
どの 忍 音に、 

「南無 阿彌 陀怫 、南無 阿 彌陀怫 。」  • 

W りて 酌す る 彼の 想は、 吾 手 男の 胸元に 剌違ふ る 鋩を 押當 つるに も 似た る 苦し さに、 自か 
ら洩 出づる 聲も打 震 ひて、 

r 南無 阿 彌陀怫 、南無 阿 彌陀佛 、南無 一 . . 阿彌陀 . ••南無 阿彌 …： . • 陀 . . 

…佛 、南無 . 。」 

と兩 個は 心 も 消 入らん とする 時、 俄に 屋鳴 震動して、 百雷 一 處に墮 らたる 響に、 男は 顚れ > 
女は 叫びて、 前後 不覺の 夢歟現 の 人影は、 乍ち 顯 れて燈 火の 前に 在り。 
i -t T7 方は、 怪しからん 事を！ 可け ません ぞ〇」 

男は 漸く 我に 復 •りて、 惧ぢ愕 ける 目を 瞪 き、 


覺 め— せぅ、 ぁれに 居 & 寧す。 S にお 蠢へ W つて 參り t て、 甚だ 失禮 

ぢや 御座い 妻れ ど、 實に危 い 所！ 貴下 方は 奈何な すつ たのです；^」  I, 

露 |として酿ゲ'舉げざる男、勒ハ獄に半ば身を既めたる女、首二は兩個の姿を晚し？《」 

の 答を 待てり。  5 け f*  ょ : t 
「勿論 是& 深い 事情が S ん な—? せフ 。ですから 込 人つ £ 話は 承は らんても 迫 

、、 i 何故に 赛览は活きて把られんですか。それだけぉ聞せ下さぃ。」 


「お 二 人が 添 ふに 添 れん、 と 云 ふやぅな 事な 〇 です 力 Li 
男は 甚だ 歡に 頷きつ。 


彼は 又默 せり . 0 

「其の 次第を 伺つ て、 私の 力で 及ぶ 事で ありましたら、 隨分御 相談 合 手に も 成らう かと" 
實は考 へる ので。 ぎし、 お 話の 上で 到底 私 如きの 力には 及ばす、 成程 活 きて 居られん のは 
g 芯 e、 他人の 私で さへ 外に 道は 無い、 と考 へられる やうな 其が 事情で ありましたら、 私 
は 決して お止め 申さん。 是に 居て、 立派に 死なれる のを 拜見も すれば、 介錯 もして 上げ ま 
す。 私も齡 raf t! 人つ た 以上は、 空く 手を 退く 譯には 行かん のです。 貴方を 拯ふ 事が 出来る 
乎、 出來ん 乎、 _ 一 皆です。 幸に 拯ふ 事が 出來 たら" 私は 命の 親、 又 出來な かつたら、 貴 
下方は 比 世に 一 j い 人。 ilt 世に 亡い 人なら、 如何なる 秘密を 此で 打明けた 所が、 一向 差 支 無 
からう と 私は 思 ふ。 若し 命の 親と すれば です、 猶更其 者に 裏み 隱す 事は 無 いぢ や ありませ 
ん か。 私は 何も 脱落に 貴下 方の お 話を 聽か うと 云 ふのぢ やありません、 可う ございます か、 
顯 然と 聽くだ けの 覺牾を 持つ て聽 くので す。 さあ お 詰し 下さい！  J  . 
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貫 一は 氣を M- ■にして 逼れ るな り、 さては 男 も 是非 無げ に聲 出すべき 力 も 有らぬ 口を 開き 

て、 

「はい 御 深切に . 難 有う 存じます . 〇」 

「5 あ、 お話し 下さい 〇」 

「はぃ 0 J 

「今更 お KT みなさる 必要は 無から う、 と 私は® ふ。 いや、 つい 私は 申 上げんで 居つ たが、 
東京の 麵 IHTI が 者で、 間 貫 一と _ して、 歡 §^です。 ^ 五ふ揚合にお目に掛るのは、好々是 
は柒い 御緣な ので あらう と考 へる のです から、 诀 して 貴下 方の 不爲 めに 成る やうには 取 計 687 
ひませ ん。 私 も 出来る 事なら、 人間 _ 個の 命を 15 ふので すから、 奈何に でも お助け 申して、— 


一生の 手柄に 爲て 見たい。 私は 是程ま でに 申す のです 0 」 

「はい、 段々 御 深切に、 難 有ぅ 存じます 〇」 

一 それ ぢや 、お話し 下さる か Lf 
I はい、 お 聽に 入れます で 御座います 〇」 

「それぬ 忝ない 0  J 

彼は 始めて 心安ぅ 座を 取れば、 恐る 惶る狹 山は 先 〇 其の 姿を ^? 見て、 
r 何から お話し 申して 宜しい やら . . ：〇」 

「いや、 其の 何ですな 貴下 方は 添 ふに 添 れんから 死ぬ と 梢 狐る —— 1 :が 添 れんので すか。」 

T7 、 

一はい、 實は 私は、 恥を 申しません ければ 解りません が、 主人の 金を 大分 遣み 込みました 
ので 御座います。」 

「は ぁ、 御 ••■1-: 人 持です か。 一 
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「II やぅで 御座います。 私は 南傳馬 町の 幸 菱と 申します 紙 問屋の 支配人を 致して 居り まし 
て、 ぎ OJt x! 術と _ します る 〇又是 は 新橋に， を 致して 居ります 者で、 柏屋の 愛子と 申し ま 

■する ,0 I  . 

が|且らゎし女は、消ぇも遣らで居たりし^< ^ の闇きょり僅に晒り出で、、面伏にも貫一が 
前に 會釋 しつ。 

「は ぁ、 成程。」 

「然る 所、 阼今是 に 身 請の 客が 附 きまして。」 

「ぁ'  身 請の？ •成程。」 

「忍で も！！ ^? へ參 らんければ 成りません やぅな 次第。 又 私は 其の 引 負の 爲 に、 主人から 告 
ま 致されまして、 活 きて 居ります れば、 - 其 筋の 手に 掛り ますので、 如何にと も 致 方が 御座 639 
いません ゆ KT 無分別とは 知りつ ▲も、 つい ?! 1 ぼめ まして、 面. 目次 第 も 御座いません 0 」  r 


齡ぞは 其の 無分別を 敷 ぢた りと よりは、 此の 死 ^! びし 見苦し さを、 天に も 地に も 曝し かね 3 
て、 俯し も 仰ぎ も 得ざる 鹿を m め、 尙も纪 ん方無 さの 目を 閉ぢ たり。  ⑽ 
「は、 あ。 斯うす ると 影に 齡 さへ 有れば、 穿 何に か 成る のでせ う！ 貴方の 費消 だつ て、 其 

せんよう 

の 射 f< & «T レて、 宜しく 御主人に 託たら 無論 內濟に 成る 事です。 婦人の 方は 先方で 請 出 
すと 云 ふの なら、 iltl 妒 でも 請 出す 迄の 事。 而 して 貴方の 引 員は 若干 許の 額に 成る のです 

4 

か。」 

「三千 圓ほど 0 」  . 

「三千 圓 。それから 身 請の 金は？」 

狹山は 女を 顧みて、 二 言 三 言 小 聲に語 合 ひたりし が、 

「何や彼やで 八百圓 ぐら ゐは 要ります ので。」 

「三千 八 §■ 圓 "それだけ 有つ たら、 貴下 方は 死なずに 濟むの ですな。」 


扣以しホ ^ .ば、&12彼等の命こそ、一人前一千九百圓に過ぎざるなれ。 

「それ ぢや 死ぬ (7) は充 らんです ょ！ 三千 や 四千の 金なら、 隨分 そこらに 滾 つて 居 やぅと 思 
ふ〇既 ては 何とか 御 心配して、 上げたい と考 へる のです が、 先 〇 左に 右 貴下 方の 身の上を 
一# si く お話し 下 3 らん か。」 

1 心ろ 際には 如何 ばかり 嬉しき 人の 言な らんょ。 彼は 其の 僞と眞 とを 思 ふに 遑らす して、 遺 

こ ひ ia がは  つく 

る -;/ も 無き 憂身の 憂き を、 冀 くは 跡 も 留めす 語りて 竭 さんと、 弱りし 心は 雨の 柳の、 漸く 
風に 搖れた る® を 作して、 

「はい、 ついに" fi, も 御座いません 私共、 殊に 痴情の 果 L 箇樣， な 不始末を 爲出 しました、 
何ともは や 申し やぅ も 無い 1st 死 蛇に、 段々 と 御 深切の お 心 遣、 却つ て耻 入りまして、 實に 
而目次 第 も 御座いません。 

忻角の w s-i p 御座います から、 思 召に 甘えまして、 一通り お 話 致します で 御座います が、 
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何から 何 迄 皆 恥で、' 人 樣の 前では i ta 申 上げ 兼ます ので 御座います。 

寳は 、只今 申 上げ ま 七た 三千 圓の 費消と 申します のは、 1  九 竟 Il f を 致しました 爲に 店の 金 692 
に 手を 着けました 所、 始の 内は 奈 1 1： なり 融 a? も 利きました ので、 其. か!^ 術に 成つて、 段々 
と 無理を 致しまして、 長い間に 私々 穴を開けました のが、 獻り獻 つて 知が に 成りました の 
.で # 1- 座い ます。 


ふさが  p  J 〉 r- 

然る 處 、もう 八方 塞って 遣 繰は 付き ませず、 いよ/、 主人には 知れます ので、 f 総 かに 相 


.揚に 手を 出した Q か 怪我の 元で、 ちよろ りと 取られます と、 さあ 其 ^ け 穴が 大 く ^ り まし 


かた 


たもので すから、 愈よ 爲方 御座いません、 今度は 奈何 か、 今度は 奈何 かで、 もう 然う 成つ 
ては 私 も 死物 狂で、 無理の 中から 無理を 致して、 續くだ け 遣りました 處が 、穿 if I5 ®2 され 


て了ひまして、三千圓と申上げました費消も、半分以上は « に «5 ^ |みましたので御座ぃま 


つぎこ 


然し、 是 'f: けの 事で 御座います ければ、 主人 も f 来の 勤 勞に凳 じて、 又 奈何に む 勘 辨は致 
して くれました ので 御座います 。現に 此の 一條が 發覺致 しまして、 主人の 前に 呼 付けられ 
ました 節 も、 此度の 事は 格別を 以 つて、 赦し 難い 所も赦 して 遣る と、 箇樣に 申して くれ ま 
したので。」 

「成程 !? 」  ‘ 

「と 申す のには、 少し 又 仔細が 御座います ので。 それは、 主人の 家内の 姪に 當りぎ す 者が、 
内に 引取つ て 御座いまして、 之を 私に 妻せ やぅと 云 ふ意衷 で、 前々 から 其 話は 有りました 
G で 御座います が、 どぅも 私は 氣が 向きません もので、 何と 就かずに 段々 言延 して 御座い 
ましたのを、 決然 奈何 かと 云 ふ 手 詰の 談に相 成りました ので 0 究竟 費消は 赦 して 遣る から、 
其 者を 家内に 持て、 と 箇樣に 主人は 申す ので 御座います。」 

「大きに。」 


(693) 


r >H: 處には 又 千 百事 情が 御座いまして、 私の 身に 致します と、 其の 緣談 は實に にも 辭 
りかね る 義理に 成つ て 居ります G で、 其を 不承知 だな ど ▲我儘を 申して は、 なか <濟 む 694 
譯の 者では ない ので 御座います。」 

「あ'  然うな のです か。」  - -  ■  -  •  -  -  ■  --  - 
「そこへ 持つ て參 つて、 此 度の 不都合で 御座います、 其 さへ 大目に見て くれやう と 云 ふの 
で 御座います から、 全で 仇を ば 恩で 返して くれます やうな、 申 分 J) 無い 主人の g ttj o 其を 

も S* あ j 一 

乖きま しては、 私は 罸が 中り ますので 御座います 〇然 うとは 存、 ，，ながら、 ■助 私の 手前 勝 
手で、 如何にと も 其 氣に 成れません ので、 己む を 得ず 緣談の 事は №1 g を 巾し ましたので 御 
座い ます。」  .  .. 

T ラむ、 成程。」  _ 

「其か爲に主人は非常な立腹で、然う我儘を：百ふのなら、親脱ゲ齡ぐ、忠が出來すば_が 


すろ。 然うしては 貴樣の 體に 一生の 疵が附 く 事 •たから、 思 反して 主人の 指 圖に從 へと、 中 

t ^ こ  ょり ^ H4 

に 人まで 入れて、 未だ < 申して くれました のを、 何處 まで も 私は 剛情を 張 通して 了つ た 
ので 御座います .0 」 

「吁 、其は 貴方が 惡いな 。」 

「はい、 もう 私の 善い 所は 一つで も 有る のぢや 御座いません。 其 事に 就き. まして、 主人に 
..書 匿 も 致しました やうな 次第で、 旣に 覺牾を 極めました 際まで、 心懸と 申す のは、 唯 其 ば 
かりなので 御座いました。 で 又 其の 最中に 是の 方の 身 請騷が 起り ましたので。」 

「成程！」 

「是の 母親と 由す のは 養母で 御座いまして、 私も每 々話を 聞いて 居ります が、 隨分 それは 

非道な 强慾な 者で 御座います。 まあ 悉く 申 上げれば、 長い お 話 も 御座います が、 是も 娘と S 

6 

& すのは 名のみ で、 年季で 置いた 抱 も 同樣の 取扱を 致して、 爲て 遣る 事は 爲な いのが 德、 I 


稼け る だけ 稼がせない のは 損 だ、 と 云つ たやぅな 了簡で" 長い間 無理な _ 爲 せまして、 
散々 に 搾り取つ たので 御座います 0 

麝 

で、 私の 有參も 知？ は 居りました が、 近頃 私が！^ 廻らな く 成つ て參 つた 所から、 さ 

ぁ聒 しく 言 出しまして 、毎日の やぅに 切れろ < で 責め 拔いて 居ります 際に、 今の 身 請の 

客が 附 いた？ 御座います。 2 去年の 正月 頃から 來 出した 客で、 下 谷に 譜銀 行と いふ 
のが 御座います、 彼の 取締役で 0 」 

「え !? 何 . 何 . 何です か！」 

「御 承知で 御座いま すか、 那の富 山 唯 繼と云 ふ . 。」 

「富 山？ 唯繼！ 」 

其の 面色、 其の 聲 f 彼は P に 鼓 怒して、 其 名に ■り 撤 らんと す』 P 示せば、 愛子は 
駭 き、 狹 山は 濯れ て、 事と も 知らず 齡肥 へたり。 貫 一は 轟く 胸を 靈 めても、 ザ ょ龄 超 
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の 燃 ゆるが 如きを、 兩個が 顔に 忙しく 注ぎて、 

「其の 富 山 唯繼が 身 11 の 客です か。」 

「はい、 然や ぅで 御座います が、 貴方は 御存じて 被 瓜い ますので？」 

「知つ て 居ます！ 奸く . 知つ て 居ます！」 

狹山の 打 惑 ふ、 傍に 女は 密に 驚く 聲を放 てり。 

「那 奴が 身 請の？」 

問は るふ 愛子は、 會釋 して、 

「はい、 然や ぅなんで 御座います。」 

「で、 貴方は 彼に 退かされる のを 嫌つ* のですな OJ 
.「はい。」 

「然 すると、 去年の 始 から 貴方は 他の 世話に 成つ て 居つ たのです か。」 
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「私は 那麽 人の 世話なん *?： には 成りは 致しません！。」 

「は ぁ？ 然で すか。 世話に 成つて 居た のぢや ない のです か 〇」 

「い 2 ぇ 貴方。 唯 お 座敷で 始終 呼れ ます ばかりで。」  . 

さ、 フ 

一 お  > 、然で すか，.. それ -^ や 旦那に 取つて 居つ たと 云 ふ譯ぢ やない のです か GJ 
女は 冏 くも^ | はしと、 有繫謂 ふには 謂れぬ 尻 w it? ひて。 

I 私には 然云ふ 事が 出来 - i せんので、 今迄つ いに お 客なん ぞを 取つた 事は、 ^! if , いので 

御座います。」 

T ぁ、、 然で すか！ ぅむ、 成程 . 成程な . ■りました、 把く 解りました。」 

狭 山は 俯き 居たり。 

9 、つ' 

「それでは怒云ふのですな、貴方は勤を爲て居つても、外の客には出ずに、船1^ -| 使を守 
つて i 然で すね。 一 
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「さやぅ です。」 

「而 して、 餘 所の 身 請を 辭 つて _ 4 虽山 唯繼を 振つ たの だ！ 然で すな。」 

「はぃ 0  J  . 

僻 忽に ■を 凝せ る 貫 一は、 愛子の 面を 熟 親して 止ま ざり しが、 旋て 其 Ear が 中に！ IV ひて、 fil 
くと 見れば «i ひて 出づる もの あり 0 

「嗚呼 . 感心し ました！ 實に 立派な 者です！ 貴方は 命を 捨て S も . 斯 人と… 

. 添 ひたいので すか！」 

何の 故と も 分かず 彼の 男 泣に 泣く を 見て、. 兩個は 空く 呆る 、のみ。 

貫 一が 淚なる 乎。. 彼は 箇の 色を 賣るの 、一 匹默 も、 知らす 誰か 爾に敎 へて、 死に抵 るまで 尙 
此の 賴〇 難き 義二賴 り、 守り 難き 節を 守りて、 終に 奪 はれざる 者 あるに 泣けるな り。 其の 泣 _ 
く ; 5ra 以なる 乎。 彼は 斯の 人の 世に、 然ば かり 淸く 新しく も、 崇く 優しく も、 高く 麗しく も、 C 


又は 完 くも 大 い— 者 在— 信— &んと f ばかりに、 3 は繼 g— 得て、 其 & 

を寬 うせん、 と心燒 くが 如 i み f しを 二 「却り て ^ I y 底に 沈める 泥中 § 卜; 
値へ る 卒爾 〇 歡極 まれ ▲ばな り。 

ざ  、 

「勿篇 う 無け り や 成らん 事 f. 其が 女 S1 4 g ふ もので、 然う 有るべき です、 f 有る ベ 
き 事です。 今日の 此 G 輕薄 極つ た 世の中に、 逆 も ^ . 心掛 の ある 人間は、 私は 決して 在る 
も G ではな いと 念？ 居つ た。 で、％ し 在つ たら ば、！^  くら ゐ嬉 しからう と、 1 T 念つ 
て 居た のです。 私は 實に 嬉しい！ 今夜の やうに 感じた 事は 有りません、 私は 此通 泣いて 居 
る—；- 淚が 出る ほど 嬉しい G です。 私は^ <事 とは 思は ん 、人事とは 思は ん譯が 有る ので、 
別して 深く 感じた のです。」 

銳く言 ひて、 貫 一は tti ^L しく #" 1 みっ。 

「ふむ、 それで 富 山は 奈何し ました。」 


r 來る 度に 何の 彼のと 申します のを、 體 好く 辭るん で 御座います けれど、 もう 葱 r、 來ち p、 

ひ ' f つ/ r, り  あげ M めさ  い 戸 

一頻な んぞは 毎日 裼詖 に爲れ るんで、 私は. ふる <不 好なん で 御座います。 それに、 あの 
人が 那で大 の 男 自慢で、 而 して 獨で利 巧ぶ つて、 雨 泥ぃ 意氣が りで、 i sl p には 金々 と、 

金の 事 さへ 言へ ば 人は® 有が る ものと 思つ て、 俺が 傲と 思 や 千圓 出す とか、 ] ttT へ 一 萬圓積 
んだら 奈何す ると か、 始終 那樣有 餘るや うな 事 ばかり 言 ふの が 癖 だ もんです から、 11 於 
.「御 威光」 と 云 ふ 仇名を 附 けて 了つ て、 何處へ 行つ たつて 氣障が られて 居る 事は、 そり や 
太甚 いんで 御座います ，0 一 
「あ、、 然 うです か。」 

そんな ふ、 フ  てい V4  こ C わ  、 

r 那榛 風なん ですから、 體 好く 辭 つたく らゐぢ や、 なか < 感じは 爲ませ ん ので、 可 ナ ，も 

* 

しない 事を 不相變 執 煩く、 何 だ 彼 だ 言つ て 居りました けれど、 il; f も 剛情で 思 ふやう に 行 〇〇 
かない もんです から、 了 局には 手を 易へ て、 內のお 袋へ 親談 をして、 內 々話は 出來た んで C 


か 


御座ん せう。 どうも 那樣や うな 樣 子で、 お袋は 全で 氣 違の やうに 成つ て、 さぁ、 私を 責め} 
て ノ^^もう 箸 ^) ±, 下には 言れ ますし、 狹 山と 切れ 〇 の SS しく ^ りました の も、 それ か 70 

つら  つら  つく 〇 -K & わ 卞 % か し  、 

らなの で、 私は 辛 さは 辛し。 熟く 這麽 家業は 爲 る者ぢ やない と、 何も 解らずに 面白 可 笑く 
暮 して g た 夢 も 全く 覺め て、 考 へれば 考 6 ほど、 自分の 身が 餘り 充らな くて、 もう 奈何し 
たら 可 いんだら う。 と鬱ぎ 切つ て 居る 矢先へ、. 今度は 身 請と 來 たんで 御座います 〇」  • 

「うむ、 身 請 I けれども、 貴方を 別に 何爲 たと 云 ふ 事 も 無くて、 直に 身 請と 云 ふので す 

「然 うなので。」 

「變ぶ 奴な！ 然云ふ 身 請の 爲方が 、然し、 有ります か。」 

「まぁ 御座いませんで す .0 」  , 

「然 うでせ う。 それで、 身 請を して 他へ 圍 つて 置かう とで も 云 ふので すか。」 


「はい、 是迄 色々 な 事を 申しても、 私が 聽きま せんもんで、 末始終 氣 樂に暮 せる やうに し 
て 遣つ たら、. は 無から うと 云つ たやうな 謀で、 まあ 身 請と 出て 來たん で。 何です か、 

今の 妻 君は、 贈は 奈何 ' fi から、 廢爲 ると か、 那爲 ると か、 好い やうな 嬉しがらせを 言つ て 
居りました けれど 〇」 

眉を 昂げ たる 貫 一、 胡ぞ 彼の 心の 裏に 震 ふ も© あら ざらん’ や。 

「妻 君に 就いて 何 云 ふ 話が 有る のです か。」 

「何んで すか 知りません が、 あの人の 言 ふんでは、 其の 妻 君は、 始終 寐て 居る も 同 樣の病 
人で、 子供は 無し、 用には 立たす、 有 つても 無い も 同然 だから、 其 内に 隱居で もさせて、 

私を 家へ 入れて やる からと、 まあ 然云 つた やうな 口氣な んで 御座います。」  . 
「而 して、 其 li- 事實な のです か、 妻 君を 隱 居させるな ど ▲云のは。」 703 
「 隨分 ^' やい、つぼこを言ふ人なんですから、なか^-信にはなりは致しませんが、宴君の 


病身の 事 や、 那 這這 麽で餘 り內の 面白くない のは、 どぅも 全く 然ら しいんで 御座ん す。」 
「は、 あ。」 

はな 

彼は 遽に 何を や 打 案ずらん、 夢む る 如き 目を 放ちて、 

「折 合が 惡 いです か . . 病身です か . . 隱居 をさせる のです か I 

i . … r  . 然 ぅです か！」 

^r の，、 宮の №1 、 宮の 歎、 宮の悲 、宮の 苦、 宮の愁 、宮が 心の 疾 、宮が 身の 不幸、 噫、 竟 
に是宮 が一 生の 慘禍！ 技 0 思は 今將た 箇の憐 むに 堪 へたる 宮が 薄命の 影を 追 ひて 移るな り 
き。 

貪！ は 彼の 生ける 宮 ょりも、 此の 死なん と爲る 女の 幾許 # { に a 愚なら ^ る 乎を 思 ひて、 
夂躬の 、先には 己の 愛する 者を 拯ふ 能は ずして、 今 却り て 得 知らぬ 他 火に 惠み て餘有 る 身 
G 幾許 幸 霞く •も 又 愚な 6 かを 思 ひて、 謂 ふ ばかり 無く 悲め 〇 な •り C 


あ 
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.時に 愛子は 話を 繼ぎぬ 。貫 一は 再び 耳を 傾けつ。 

「船 皆捫 tT •取 中に、 狹 山さん の 方が 騒擾に 成りました ん で、 私の暮 はま ぁ 奈何で も、 爰に 
三千 圓と云 ふ お金が 無い 日には、 訴 へられて 懲役に 遣られる と 云 ふんです から、 私は 吃驚し 
て 了つ て、 唯もう 途方に 昧れ て、 是は 一處に 死ぬ ょり 外は 無い と、 其 時 直に 然う 念つ たん 
で 御座います。 

けれども、 又考 へて、 背に 腹は 替られ ないから、 是は不 如 富 山に 譯を 話して、 それだけの 
お金を 奈何に でも 借りる やうに 爲 やう 乎と も 思つ て 見まして、 狹 山さん に 話しました 所、 

% の 身は 奈何で も、 お前の 了簡ぢ や、 富 山の 處へ 行く のが 可い 乎" 死ぬ のが 可い 乎と恁 う 
申す ので 御座いませう。」 

「うむ、 大きに 〇」 705 
「私は 那麽奶 に 自由に 爲れ るのは 扨 置いて、 是迄 の緣を 切る くら ゐなら 、死んだ 方が 愈 ft' C 


しょっち§5  まか  ぃゃ 

と、 初 中 終 言つ て 居. ります ん ですから、 那麽 奴に 身を 委せる のゝ不 好は 知れて 居ます。」 


ふた」 


「ぅむ、 然と も。」 

「然な んで すけれ ども、 金 ゆる. 〖で兩 個が 今 死ぬ の も 餘り悔 しいから、 三千 圓屹 度 ai- すか、 出 
さない か、 それは 分りません けれど、 倘 出したら ば 出さして、 何 有 私は 那裏へ 行つ たつて、 
直に 迸げ て來 さへ すり や、 切れる と 云 ふんぢ やなし、 少 の間不 好な 夢を見た と 思へ ば、 
それでも 死ぬ よりは 愈 だら う、 と 私は 然う 申します と、 狹 山さん は、 其は 詐取 ? i . 


0  J 


かは 


の 


「其は 詐りだ ！ 然 とも。」 

恰も 我 名の 出で しま ▲に、 男は 之ょり 替り て陳べ ぬ。 

「詐取で 御座います とも： 情婦を 種に 詐取を 致す ょりは、 氍漱 ©• 方が 罪 ば a! に 軽ぅ 御座い 
ます。 那樣惡 事を 働いて 迄も活 きて 居 やぅとは、 私は 決して 思 ひは 致しません。 又 これに 


つか ひこみ 


は ろか 
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致しましても、 あれまで 振り 通した 客に、 今と 成つ て 金 ゆ ^ il? F 委せる とは、 如何な 事に 

、ぶ  ^  VW 

も、 餘 り^_ か 無 さ 過ぎて、 それ ぢや 人間の 皮を 被つ て 居る 效が御 座りませんで す。 
私は 金に 齡 つて 心中なん ぞを爲 た、 と 人に ® t がましても、 情婦の lit ゲ賣 つた お蔭で や、 フ 
/、ポ 贼掌は 助つて 居る の だ、 と 一生涯 言れ ますのは 不妍で 御座います。 那樣 了簡が 出 ま 
す 程なら、 の 命ぐ らゐ 助ける 方は 外に 繁多 も 御座います ので。. 爰に活 きて 居 やぅと 云 
ふには、 奈何で も此 上の 悪事を^! ん ければ 成りません ので、 迚も 死ぬ ょり 外は 無い！ 私は 
死ぬ と覺牾 を爲た が、 お前の 了簡は 奈何 か、 と實は 私が 申しました ので。 .1— 

「成程。 そこで 貴方が？」 

「私は 今更 富 山なん ぞに 何し やぅと 申した の も、 @ 九 竟私 ゆ & に 那樣譯 に 成つ た狹 山さん が、 
奈何に でも 助けたい ばつ かりなんで 御座います から、 其 人が 死ぬ と 言 ふのに 私 一人 殘 つて 
居た つて、^ 111 が 有りは 致しません。 貴方が 死ぬなら、 私 も 死ぬ - それ ぢ や一處 にと 約 


〇 


衆を 致して、 爱へ參 つたんで 御座います。」 
r いや 善く 解りました！」 

やく-'*-^-  つ 、 ■> くわ、- 

獨り 自ら 胸中の 躍々 として 痛快に 堪へざ る 者 あるな り。 

正に 是、 垠も 知らぬ 失戀の 沙漠は、 濛 々たる 眼前に、 麗しき 一望の ミレ H ジは一 l lgs の 光を 
放ちて、 甚だ 蹺に 。甚だ 明かに 浮びたり と 謂は ざらん！ 3。 

彼は 幾と 此の 女の 宮なら ざるを も 忘れて、 其の 七 年の 憂憤を、 今夜の 今にして 始て少 頃 も 
破 除す るの 間を 得つ。 信に 得難 かりし 此の 閒 こそ、 彼が 宮を失 ひし 以来、 唯 之に 炭へ て 望 
みに 望みたり し 者なら ずと 爲ん や。 

嗚呼 麗しき ミレ ヱジ！ 

賞 一が 久渴の 心は 激しく 動され ぬ。 彼は 聲 さへ ^ T 震 ひて、 


(7〇8〉 


「然う 申して は 失禮か 知らん が、 貴方の 商賣 柄で、 一個の 男を 熟と 守つて、 而 して 其 人の 
落 目に 成つ たの も見棄 てず、 一方には、 身 請の 客を 振つ てからに、 後來 花の 唉か うとい ふ 
體を 、男の 爲には 少しも 惜まず に 死なう とは、 實に天 晴な もの！ 餘り 見事な 貴方の 其 心 ^ 

に 感じ入つ て、 私は . 淚が . 出ました。 

貴方は、 どうか 生涯 其の 心掛を 忘れずに 居て 下さい！ 其 心掛は 貴方の 寶で すょ。 又 狹山さ 
んの寶 、則ち 貴下 方 夫婦の 寶なの です I 

今後と も 貴方は 狹 山？ んの爲 には 何日で も 死んで 下さい。 何日で も 死ぬ と 云 ふ覺牾 は、 始 
終屹と 持つ て 居て 下さい。 可う 御座いま すか。 

千 萬 人の 中から 唯一 人 見立て i、 此人 はと 念つ た 以上は 勿論 其 人の 爲には 命を 捨てる くら 
ゐの 了簡が 無け り や 成らん のです。 其の 覺牾か 無い くら 〇 なら、 始 から 念 はん 方が 可い の 09 
で、 一旦 念つ たら 骨が 舍 利に 成らう とも、 诀 して 志を 變 へんと 云 ふので なければ、 色で も、 く 


す  3  う U: ベ  5 つり ザ 

戀 でも、 何でもないです！ で、 若し 好いた、 惚れた と 云 ふのは 上邊ば かりで、 其實は 移氣 


こつち 


おも ひつ 


がへ 〇 


な、 7IC 臭い 者と も 知らず、 這 箇は 一心に 成つ て 思 窮めて 居る 者を、 いつか 寐 返を 打れ て 突 


はな 


0 J んな 


规され る やぅな 目に 遭つ たと 爲たら 、其の 棄 てられた 者の 心の中は、 甚麽だ と 思 ひます 
か。」 

彼の 聲音は 益す 震へ り。 

「1:ふのが有ります！私は世間には然云ふの、方が多ぃと考へ 6 。那樣徒爾な色戀は、 

い  げん  さ. っい 

爲た 者の 不仕 合、 棄てた 者 も、 棄 てられた 者 も、 互に 好ぃ 事は 無ぃ のです。 私は 現に 然云ふ 

を  あな じがた 

のを 啫て 居る 一啫て 居る から、 今 貴下 方が 恁 して 一處に 死ぬ 迄 も 離れまい と 云 ふ 迄に 思 合 
つた、 其の 蒲 足は どれ 程で、 又 其の お 互の 仕 合は、 實に謂 ふに 謂は れん 程の 者で あらう、 


t 私よ B ふ。 

n/  /I—  Ii»  丨 

li/ n 

其に 就けても、 貴方の 其の 美しい 心掛、 直 派な 心掛 、どぅか 其寶は 一生 肌身に 附 けて、 甚 


さん 


事が 冇 らうと も、 決して 失 はんやう に爲て 下さい - 可う 御座いま すか。 而 して、 貴下 


方は お ri AJ) とも 長く、 です、 ^ も 今夜の やうな 此心を 持つ て、 睦 しく 暮 して 下さい、 私は 
其が 見たい のです！ 

今は 死ぬ听 でない、 死ぬ には 及びません、 三千 圓や 四千 圆の 事なら、 奈何で も 爲て上 げま 


す、 


聞訖 りし •雨 個が 胸の 内は、 諸共に 潮の 如き ものに 襲 はれぬ。 

'  t  •デく  こ  §」ろ 

友た 服？ ざり し 毒の 俄に 變 じて、 箇の藥 と 成れる 不思議は、 喜ぶ とょりは 愕か れ、 愕 く 


ふたり 


S 


•つち ま* ど  4 气 I  i  2  V 戈  .  ►  » 

は打惑はれ、惑ふとょりは怪まれ一し、鬼乎、_乎、人ならば、如何なるノ乎と、彼等 


あやし 


おに か  かみ か 


ひそか 


は覺 えず - 3* 二の 而を 見据& て、 更に 其 目を 窃に 合せつ 


* i> り  や こ S, ミり 

四 邊も震 ふ ばかりに 八 聲の鷄 は 高く 唱 へり。 

ふ 1) り  ぅん ^: い  S こやみ  ほ の ! 3: の  すき も  あけぼの 

夜す がら 兩固の 運 星を 一條 ひし 常闇の 雲 も 晴れん とすらん、 隱 約と 隙洩る 曙の 影. は、 玉の 緖 


S もし ひ  も S ひぐ W つ  が 

長く 座に 入りて、 光 薄る ▲燈 火の 下に m ベる ま、 の 茶碗の 一個に、 小き 蛾 有りて 落ちて 浮 


り。 


H 七 


生れて より® 佛を賴 み 候 事と ては、 一度 も 無 御座 候へ ども、 ILtg 齡ば かりは つくづく ぃ一っ 松に 

きねん  わがい のちち r かは り  この ふみ 扫んあ  ふ 

祈念 致し、 吾 命を 縮め 候 代に、 必ず 此文は 御 目に 緻れ候 やぅに と、 それを ば 力に 病中な が 

さい (i ひ  いちねん つぅ  おん ひらい  すぐ 

ら筆 取り ま 〇 らせ 候。 幸に 此の 一念 通じ 候て、 ともかくも 御披せ 被 下 候は V、 此身は 直に 

相 果て 候と も、 っ© if 不存申 候。 元より 徵霞 歡歡は候へども、籠？,を 
⑻ ぃて S ぃたし 候 Tielrs、 i 繼を見 懸けて e_ とも ■し、 せめて TI 

h  はんどく  , & ん よさ ナ  ，フれ し 

り 御 判 讀被下 候は ビ、 未來 までの 撕情 と、 何より 嬉ぅ 嬉ぅ存 上げ ま ゐらせ 候 a 
执 とゃ、 議は 5! 、 とも 何とも、 S: 1 :み繫ビ_居4猜1を|し、飛立っばか 


(712) 


4.M 


おんなつ か 


りの 御 贸じさ やら、 言 ふに 謂れぬ 悲し さやら に、 先立つ ものは 淚に て、 十 年越し 思 ひに 思 

さま#^- 

ひま ゐらせ 候 事 何  一 〇- も 口には 出す、 あれまでに は樣 々の 覺悟も 致し、 また 心苦しき 肩 目 
もじの 恥を も 忍び、 女の 身に ては やぅ^^の 思に て參じ 候 効 も 無く、 誠に 一生の 無念に 存 
じ ま ゐらせ 候。 唯 其 折の 形見には 淚の隙 に拜 しま ゐらせ 候 御 姿の み、 今に 目に 附き 候て 且 


お ん ま へさ ま 


そら  な きくら 


暮忘れ やらず、 あらぬ 人の 顔まで も 御前 樣の やう 見え 候て" 此頃は 心 も 空に 泣暮し 居り ま 
ゐらせ 候。 

久しう 御 目 もじ 致？ ず 候 中に、 別の 人の やうに 總て御 變り被 成 候 も、 私には 何と やら 悲し 
く、 issii け％ 卷 11 IT 焚なら ず P 歡 は、 >,1 術 ^ ひに 候 ゃ、 御 
見上げ 巾す も 心細く 存ぜ られ 候へ ば、 折角 御 養生 被 遊" 何は 措きても 御身は 大切に 御 厭 ひ 
被 成 候 やう、 くれぐ も 念じ 上 候。 それの み 心に 懸 り候餘 、悲しき 夢な ど 見續け 候へ ば、 
一人 御 案じ 中 h ま ゐらせ 候。 


(7 リ） 


私事 恥を 恥と も 思は ぬ 者との 御 さげすみを 顧ず、 先頃 推して 御 許まで 參じ候 胸の 內は 、な。 
か/、 御 目 もじの 上の 辭に も盡し 難く と存 候へ ば、 まして 廼らぬ 筆には％ と 何も 記し 申さ C7I4 
ず 候 ま'  何卒々々 宜しく 御 汲 分 被 下 度 候。 3 やうに 候へ ば、 其 節の 御腹 立 も、 罪 ある 身 
には 元よ 〇覺悟 の 前とは 申しながら、 餘 とや 本意 無き 御 別にい と V 思は 愈り 候て、 歸 りて 

つ ひりい fc Lr ねさく  いつそう  あし  あひなり 

後は 頭痛み、 胸 裂る やうに て、 夜の 目 も 合は ず、 明る 日よりは 一層 心地 惡く相 成、 物を 見 . 
れば唯 淚こほ れ 、何事と も 無き に 胸 塞り、 ふと すれば 思 迫め たる 氣に相 成 候て、 夜晝 とな. 
く 劇く 惱み候 ほどに、 四日 目には 最早 起き 居り 候 事 も 大儀に 相 成、 午 過より 蓐に就 き 候 ま 
1、 今日まで 懕々 致 候て、 唯々 懷しき 御 方の 事の み 思 續け候 ては、 みづ からの# き-^- 身 

なけ  は れ ?> が  け ふ  きの ふ  やせ お ミろ 

の 上を 慨き •胸は 愈よ 痛み、 目は 見苦しく 腫 起り 候て 今日は 阼日 より 度 衰へ申 候。 . 

かやう に 思 迫め 候氣 にも 相 成 候 上に、 日毎に 闇の 奧に引 入れられ 候 やうに 段々 心 弱り 候へ 
ば、 疑 も 無く 信心の 誠顯れ 候て、 ia の蓐に 就き 候が 元にて" はや 永から ぬ 吾 身と も 存候ま 


▲、何卒 これまでの 思 出には、 たと ひ 命 ある 內に こそ 如何 やうの 御 恨は 受け 候と も、 今は 
の 際には 御前 樣の御 膝の 上に て 心安く 息 引取り 度く と存 候へ ども、 それ も愜 はぬ 罪深き 身 
に 候 上は、 もはや 再び 懷 しき 御顔 も拜し 難く、 猶又 前非の 御 ゆるし も 無くて、 此儘相 果て 
候 事 r と 諦め 候より 外 無く 存じながら、 とても < 諦め かね 候 苦し さの 程は、 此心の 外に 
知る もの も、 ni ふるもの も 無 御座 候。 是のみ は 御 ®1 惡の 中に も少は 不敏と 思 召 被 下 度、 か 
やうに 認め 居り 候 内に も、 淚こほ れ 候て 致 方 無く、 覺ぇず 麁 相いた し 候て かやう に 紙を 汚 
し 巾 候。 御 容し被 下 度 候。 

さ 候へ ば 私事 如何に 自ら 作りし 罪の 報とは 申ながら、 かくまで 散々 の責 苦を 受け、 かくま 
で 十分に 懺悔 致し、 此上は 唯 死ぬ る ばかりの 身の 可哀を つゆほど も 御前 樣には 通じ 候は で、 
，これぎ り 空く 相 成 候が、 餘に口 惜く存 候 故、 一生に 一度の 神佛 にも鎚 り 候て、 此 文には 私' 2 


お ん も，、 > 


一念を 卷込 め、 御 許に 差 出し まゐら せ 候 


〇 


•や 


あ； i み 


おんわ かれ 


たづ ^ 


はか 


ご け A 


返す< も 悔しき 熱 海の 御 別の 後の 思、 又い つぞや 田鷂見 子爵の 邸內 にて _ら ぬ 御 見 致 候 


このかた 


而來の 胸の 内、 其 後 途中に て 御 變り被 成 候 荒 尾 樣に御 目に 懸 り、 しみ 御物 語 致 候 事な 


6. 


せん •たって ぢゆ うく ど 

ど" 先達 而中 冗う も* 


象 い ^ こまか  いつつ 3  おん ひらか 

•差 上申 候每 度の 文に て 細に 申 上 候へ ど. も、 一通の 御 披せも 無 之 や 


ぅに 仰せられ 候へ ば、 何事 も 御存無 きかと、 誠に fiw ぅ存上 候、 0t 蹈 デ 蹈齡 M し 候ても、 

分」 つ  かりそめ 


是非に 御 耳に 入れ ま ゐらせ 度存 候へ ども、 今 此の 切なく 思亂れ 居候 折から、 又假 初に も此 
上に 味氣 無き 昔を 傯び候 事は堪 難く 候 故、 こ i には 今の 今 心に 浮び 候 ま、 を 1 音 續け まゐら 
せ 候。  . 

何卒餘 所ながら も 承は り 度存上 候は、 長々 御 g も 無く M ら せられ 陵 御前 樣の點 S4 如何に M 


すご  あら  うきよ  ひ ミ かた  ごかんなん  おそろ 

過し 被 遊 候 や、 さぞ かし 暴き 憂世の 波に 一方ならぬ 御 艱難を 遊し 候 事と 思 ふ も 可 恐し き や 
うに 存上 候を、 ようも^^ 御め でた う 御 障 無う 居らせられ、 悲しき 中に も 私の 喜は 是 一つ 
に 御座 候。 御前 樣の數 々御 苦 勞被遊 候 R!] に、 私 とても 始終 人知らぬ ® I 獻 P 重ね 候て、 此世 


t d' tt な 

には 苦み に 生れ 參り候 やぅに、 pi # き# き 月日を 送り ま ゐらせ 候。 吾 身なら ぬ ^ は、 如何 
なる 人 も 皆 nil !! しく、 朝% の 雀% 庭の 木 草に 至る 迄、 それ に 幸なら ぬは 無 御座、 世 
の ^! 2 遠き 囹 S3 に 驅忙 候惡 人に て も、 罪 ゆり 候 日の 樂は有 之 候 ものを、 命 葙 らん 限は 此の 
苦 ■を 1 "〗れ 候 事 M はぬ 身の 悲し？ は、 如何に 致 候は、 乂且 しき やら、 御 推量 被 下 度 候。 申す 
も 異な 事 ir 候へ ども、 抑も始 ょり 私心には 何とも 思は ぬ 唯 繼に 候へ ば、 夫婦の 愛情と 申 候 

おこ  か へ  じく  あ ^ その そ は 

ものは、 十 年が 間に 唯の 一度 も 起り 申さず、 却つ て 僧き 仇の やぅなる 思 も 致し、 其 傍に 居 


くち ^ し  く  V  5  7 -  产て  al‘ J  I  1  >  . 

り 候 も口惜 く、 淸く 疎み 果て 候へ ば、 三 四 年 前ょりは 別居 も 同じ 有 樣に暮 し 居候 始末に て、 
私事 一旦の 身の瀆 泸漸く 今は 淨く相 成、 益 堅く 心の 操を 守り 居り まゐら せ 候。 先頃 荒 尾樣 

おんし か*'  ふじつ  ふてい  1 

ょり 御譴も 受け、 さやぅ の 心得は 始には 御前 樣に 不實の 上、 今 又 唯繼に 不貞な りと 仰せら 
.れ 候へ ども、 其始の 不實を 唯今 思 知り 候 ほどの 愚なる 私が、 何とて 後の 不貞 やら 何やら 辨 n 

7 

か c? i か  •フ みや 袁  ， 

へ 申すべき や。 愚なる 者な れば こそ 人に も匀 引され 候て、 歸 りたき 空 さへ 見えぬ 海山の 果 


つく づ -っミ 


v つ- 


含 つ 


.に a 倒れ 居り 候を、 誰 一個 も愍み て 救 はんとは 思 召し 被 下 候は ず や。 御前 樣 にも 其の 愚な 

る # を 何とも 思 召し 被 下 候は ず や。 愚なる 者の 致せし 過 も、 龅 々の 人の 過 も、 罪は 同じき W 
•  t 

ものに 御座 候 や。 重き も. s に 御座 候 や。 

くせ  おん 主づか 

愚なる 者の 癖に -A がまし き 事 申 上 候 やうに て、 誠に 御 恥し う存 候へ ども、 何とも^-心得 
難く 存上 候は、 御前 樣唯 今の 御身 分に 御座 候。 天. 地 ふ 倒に 相 成 候と も、 御前 樣に 限りて は 
と" 猶私は 疑 ひ 居り 候 ほど 驚 人 まゐら せ 候、 世に戚 11 も 拠 多く 候に、 ® t しき 概に 
A ふさは しからぬ。 然や うの 道に 御 人 被 成 候までに、 世間は 鬼々 しく 御前 樣を 苦め 申 候 か 0 
•田 •鷄見 樣方に て 御 姿を 拜し候 後 始て御 噂 承は り、 私は 激^! もノ 、泣 暮し申 候。 これには 定 
て 深き 仔細 も 御座 候 はんと 存候 へど も、 玉と 成り、 瓦と 成る も 人の 一生に 候へ ば、 何卒 昔 
の 御身に 御 立 返. り 被 遊、 私の 焦れ 居り ま ゐらせ 候 やうに、 多くの 人に も鳅銳 れ被遊 候 御 出 
.世の 程を ば、 偏に<  願 上 ま ゐらせ 候。 世間には M 把 賢から ぬ 者の 好き 地 r ダ 得て、 時め 


かし 居り唉 も少 からぬ を旯 るに つけ、 船 &I 御前 樣に は然や ぅの 善から ぬ 業を 擇 りに 擇 りて、 
折角の 人に ®？ れし 御身を M が 中に SS 遊擎 、殘會 存者ゐ らせ 候。 


愚な ろ 私の が M 5t? さへ 無 御座 候は く 始終 術 側に も 居り 候 事と て、 さやぅ 0) 思 立 も 御座 候 
節に、 吃 度 S 齡め中 候 事 も 叶 ひ 候 ものを、 返らぬ 愚痴ながら、 私の 淺は かょり、 みつから 


•  す こ 

の 一生を 誤り 候の みか、 大事の 御身まで も 世の 廢り 物に 致させ 候 かと 思 ひま ゐらせ 候へ ば、 
何と 中 候 私の 罪の 程 かと、 今更 M $s 謝 ザ 致し やう も 無 之、 唯 そら 可 恐し？ に 消え も 人 度く 


存ま ゐらせ 候。 御， ^ し 被 下 度、 御究し 被 下 度 候、 御 兔し被 下 度 候。 
a は M? il 口 sf に銳 #° き 巾 候 や、 其氣 には 相 成 候 や、 又 何故 御前 樣の御 ぎには 從ひ不 巾 候 や 

-  いちじ  t t > 


象よ ひ 


唯今と 相 成 候て 考へ巾 候へ ば、 & めて 梅し き 夢の 中の やぅに て、 全く 一時の 迷と も 可 申、 
我 身ながら 11 _ らす 存じ ま ゐらせ 候。 二つ 有る もの、 善き を 捨て、 惡 きを 取り 候て、 好ん 
で 皆 m の 悲しき 身の上に 相 成 候は、 よくよく 私に 定り候 運と、 思 出し 候て は 諦め 居り 中 


〇 

9 


o 


ひ 25 ち 


，ノ 

其 節 御前 樣の 御腹 立 一層 强く 、私を ば 一扣に 御手に 懸け 被 下 候は V、 なまじ ひに 今の^ 2 鼯 720 
は 有 之 間 敷、 又 さも 無く 候は ビ、 いつそ 御前 樣の lit 41 に いづれ の 山奥へ も れ被下 候は 
V、 今頃は 如何なる 幸を 得 候 事 やらん など、 愚なる 者は いつまでも s>i 、始終 愚なる 事の 


み考 居り 申 候。 

おん ゆるし 


嬉くも 御赦を 得、 御 心 解けて、 唯 二人 熱 海に 遊び、 昔の 濱邊に 昔の 月を 眺め、 昔の!!；^ 御 
物語を 致し 候は、 > 、其の 心の 內は 如何に 御座 候 やら、 思 ふ？ へ 胸 轟き、 書く 手 も Rt ひ申險 0 
今の 彼の 熱 海に 人は 參り 候へ ども、 その やうなる 樂を 持ち 候 ものは 一人 も 有 之 まじく、 11 
代には、 又 私 如き 可憐の 跡を 留め 候て、 其の 一夜を 今 だに 銳き 居り 候 もの も 決して 御座 あ 


.る まじく 候 


〇 


はだみ はな 


世を も 身を も 捨て 居り 候 者に も、 猶 EI ギ谢 さす 於 f に 致 te w は 御座 候。 それは 嫩纪歡 が 三 


fe ん のこし fe き 


枚の 御寫眞 にて、 何 見ても 樂 a c\ はぬ 目に も、 是 のみは 絕ぇず 眺め 候て、 少しは 憂さを 忘 
れ 居り. ま ゐらせ 候。 いつも 御 寫眞に 向 ひ 候へ ば、 何 くれと 當時の 事 憶 出し 候 中に、 ぅつ、 

し ^ し  す S 

とも 無く 十 年 前の 心に 返り 候て、 苦しき 胸も暫 は凉 しく 相 成 申 候。 最も 所 好なる は 御橫顔 
の 半身のに 候へ ff 4 、あれのみ 色褪め、 段々 薄く 相 成 候が'  何より 情無く 存 候へ ども、 長 
からぬ 私の 寶に 致し 候 間は 仔細 も 有る まじく”  C き 後には 棺の內 に斂め もら ひ 候 やぅ、 母 
へは 其を 遺言に 致 候覺悟 に 御座 候。 

ある 女 世に 比 無き 錦を 所持いた し候處 、夏の 熱き 盛と て 差 當り用 無く 思 ひ 候 不覺 より、 人 
の雙むま、に貸與へ候後は、いかに申せども返さず、其內に秋過ぎ、冬來り候て、一枚の 
曠着さ へ 無き 身 貧に 相 成 候 ほど、 いよ < 先の 錦の 事を 思 ひに 思 ひ 候へ ども" 今は 何處の 

く  や  な： &  ) 

人手に 渡り 候と も 知れず、 日頃 それの み 苦に 病み、 慨き暮 し 居り 候 折から、 さる 方に て 計 21 

7 

G す」 人の 美しき 女に 逢 ひ候處 、彼の 錦を ば 華 かに 着飾り、 先の 持主と も 知らず、 貧しき C 


女の 前にて 散々 ひけら かし 候 上に、 璐まで 與へ 候を、 彼女は 其 身% 過と 諦め 候で、 泣く 泣 
く 無念を 忍び 申 候 事に 御座 候が、 其 錦に 深き 思の， り 候 ほど、 これ 見ょ がしに 着た る 女 こ 


?- !  く 


''ら め 


〇 


そ、 憎く も、 悔しく も、 恨し くも、 謂は うやう 無き 心 Q 内と 察せられ 申 候 

さきだつ て  おん も w 

先達 而は御 許に て 御 親類の やうに 仰せられ 候 御 婦人に 御 目に 掛り まゐら せ 候。 每日の やう 
に 御 43 で 被 成 候て、 御前 樣の御 世話 萬 事 被 遊 候 御 方の 由に 候へ ば、 後に て 御前 樣？ ぞ < 
御 大抵なら ず 御迷惑 被 遊 候 御 事と、 山々 御 察し 中 上 候へ ども、 ぃ「你 さやう の辦 阳舒と も存 
ぜず 、不親 に參 上ぃた し 候 段は、 1 r にも m 詑申上 ま ゐらせ 候。 

かず^-  、•、つ ^ い 

尙數 々申 上 度存唉 事 U 胸 一杯に て、 此胸の 內には 申 上 度 事の 外は 何も 無 御座 候へ ば、 書く 
とも/,/- 盡き申 間 敷、 殊に 拙き 筆に 候へ ば、 ょしなき 事の みくだ-^ しく 相 成 候て、 •ぃく 
らも 大切の 事を ば 書洩し 候が 思殘に 御座 候 p 惜しき/ 


s r かぎり 

•此筆 止め かね 候へ ども、 いつの 限 


無く 手に 致し 居り 候 事 も 叶 ひ 難く、 折から 四時の 明 近き 油 も盡き 候て、 手元 暗く 相 成 候 ま 


▲、はや/、 戀しき 御名を 認め 候て、. これまでの 御 別と 致し ま ゐらせ 候 0 
唯 今の 此の 氣分 苦しく、 何とも 難 堪き樣 子に ては、 明日は 今日ょ •り も 病 重き 事と 存 候。 明 
後日は 猶重 くも 相 成 可 申、 さやう には 候へ ども 肇 取る 事相 叶 ひ 候 間は、 臨終までの 胸の 内 
御 許に 通じ ま ゐらせ 度存候 へば、 覺束 無く も 何なりと も 相 認め 可 申 候。 

私 # 空しく 相 成 候と も、 決して 餘の 病に ては 無 之、 御前 樣御 事を 思 死に 死 候 ものと、 何卒 
々々御 愍み被 下、 其 段は ゆめ <詐に は 無 御座、 みづ から 堅く 信じ 居候 事に 御座 候。 

明： H は 御前 樣御 誕生日に 當り申 候へ ば、 わざと 陰膳を 供へ 候て、 私事 も 共に 御 祝 ひ 可 申 上、 
嬉しき やうに も 悲しき やうに も存 候。 猶 くれ^-も 朝夕の 御 自愛 御大 事に、 幾久しく 御 機 
嫌 好う 明日を 御 迎へ被 遊、 ます < 御 繁榮 に被爲 居候 やう、 今は 世の 望 も、 身の 願 も、 そ 
れのみ に 御座 候。 ま 〇 は あらく* かしこ。 
li 月 二 十五 E 


(723) 


ib ろ 力 ^ る 女よ^^ 

戀しき .  ' 

生別の 御方樣 

まゐる 

- /  1 - •  .  -  .  / 

三 八 

隣に 養へ る 薇薔の 香の 烈しく 薰じ て、 颯と 座に 人る 風の、 此の 讀盡 されし 長き 文に 落つ る 
と 見れば、 紙は 冉 々と 舞 延びて 貫 一の 身を 縈 り、 猶も 跳らん とする を、 彼は 徐に 敷据 ^ て、 
其 膝に 傭が なる 面 杖 注き たり。 

僧き 女の 文なん ど 見る も穢は しと、 前には 皆燒棄 てたり し 貫 一の、 如何にして 這囘ば かり 
は 終に 打拆 きけん、 彼は 其の 手に せし 始に 、又は 讀 去りし 後に、 自ら 其 故を 謹めて、 自ら 


C  724  ) 


は 

知らざる を愧づ るな りき。 

彼は 旋て 屈めし 身を 起し' か、 又 直ちに 重きに 堪へ ざらん やぅの 頭を 支へ て、 U ;: 倚れ“。 
綠濃 かに 生 茂れ 5 庭の 木々 の 軽々 なる 燥氣 と、 近き 邊に 有りと 有る 花の！！ とを •机 辦ぜた 
る 夏の 初の 大氣 は、 太 だ itt く 動きて、 其 間に！^ する £s の， 跳"、！^ か 返して は 遂に 
往 きける 跡の 垣秘の 然らぬ だに 燃 ゆる ばかりなる f 倆 陳 の 石槪 に、 四時 過の 西日队 齡し j 齡 
ける を、 彼は 煩は しと H を 移して、 更に 梧桐の 凉 しき 廣 葉を 眺めたり 0 
文の 主は 惩れと 祈る ばかりに、 命を 捧げて 神佛を も 驚かし i と 書ける にあらず や。 貫 一は 
又 自ら 何の 故と も 知らで、 獨り 之の み 披き 見た るに あらず や。 彼を 鉛へ ろ 文は 猶 解けで、 

いば a t  { 

巖に浪 の 瀉ぐが 如く 懸れ り。  .  •• 

その ま ▲に 專と思 入る のみな りし 貫 一 も、 漸く ts^ しく 覺ぇ て— 編ぐ と ^ I に、 此の!^ 銳の玲 25) 

や、、 * わ  ひ •二— ラ ( fc .  7# 

無き 樣を 見て、 良 慌てた りげ に 左 肩ょり 垂れた るを 取りて、 二つに 引裂きつ 。さて 其の -; C 


D * b 4^ 7) * さ 

片を 手耮 •レん と爲 るに、 長き こと 帶の如 し。 好き 程に 裂きて は ね、 累ぬれ ば、 皆 - a みて 


か 


3 


^  L.  *  ^  /  i  , ま  おの づ ■> * 1,、 j i' た ゆ  6- 

一册 にも 成りぬべし。 恁る間 も 彼は 自と 思に 沈みて、 其の 動す 手 も 台 心く 裂きて は 一々 讀む 72 


こら 


，、丨  や {  さき 1 デは (!: {> りよく さくつ か  7  /\ 

力と も 目を 凝し つ ム、 良 有りて 裂 了り て 後は、 恰も 劇しき 力作に 勞れ たらん やうに 。親々 


C 


5& UL 


?> ゆ ふい 

陰に 步 出で 


じは かた 


と 身を 支へ て 長き 瑕を 垂れたり。 

然れど 久しき に 勝へ ず や あり けん、 奪に 起たん として 彼の 殼の委 きたる を 取上げ、 庭の Q 

"一步 に 一た び 裂き、 二步に 二た び 裂き、 木 間に 入りて は 裂き、 花壇を！ 10 
ては 裂き、 行きて は 裂き、 裂きて 


な  ひきね じ 

寸 々に 作し ける を、 又 引 捩りて は步み 、步 みて は 引 

、フ しろ！ T」 ま ^ 4) もち  ii  、 p 3t i> 

捩りし が、 はや 行く も 苦しく、 後 樣に唯 有る 冬 靑の樹 に 寄 添へ り。 折から 槪に is 來れる 


若き 女は、 結 立の 圓鬍凉 しけに、 襻掛の 惜 くも 見 ゆる A- 白の 濡手 を彈き つ ▲、座敷を 覗 今 C 
庭を 窺 ひ、 人 見付けた る 會釋の 笑を 衝 t 浮べて、 

「旦那 樣 、お 風呂が 沸きました が。」 


まめ や  しづ  S ぐ さ  いつ  た r いつ 

此の 姿 好く、 心 信 かなる お靜 こそ、 僅に 貫 一が 此 頃を 慰む る 一の 唯一の 者な りけ 


浴す れば 、下 立ちて 垢を 流し、 出づ るを 待ちて 浴衣を 着せ、 鏡を 据るま で、 お 靜は 等閑な 
らす手 一つに 扱 ひて、 數なら ぬ 女 業の 効 無く も、 身に 稱はん 程は 貫 一が 爲 にと、 明 暮を唯 
其のみ に委ぬ るな り。 然れ ども、 彼は 別に 奧の 一間に 己の 助くべき i 山 あるを も 忘る ベ か 
らず 。そは 命に も換 ふる 人な り。 又然れ ども、 彼と 我との 命に 換ふる 恩を 比の 主に も 負 


せは 


5 


かくの了ミいづおろそか  あろ じ %- つ W  ぞ っじ  も  一 

へるな 〇、 如 此く敦 れ疎な らぬ 主と 夫と を 同時に 有て る 忙し？ は、 盆と 正月との 倂せ來 に 

かれ  な ci いま  さ  ©め こ {ち 

けんやぅな るべき を も、 彼は 仍末だ 覺め やらぬ 夢の 中に て、 其の 夢心地には、 如何なる 事 


かた 


念 こ ^ 


よろこ 


も 難しと 爲るに 足らずと 思へ るな らん。 { 是に 彼は 然も 思へ らん やうに 勇み、 喜び、 誇り、 


たのし  かれ  おもてた. S-  か r や  李 * で やか 

樂める 色 あり。 彼の 面は 爲に謂 ふ ばかり 無く 輝ける 程に、 常に も 愈して 妖艶に 見えぬ 


C 


.^ ん ^ 1/ ら 


よくご  そ； a  しづ  そよ >\ 

浴後を 凉み 居る 貫 一の 側に、 お 靜は 習々 と圍 扇の 風を 送り 居たり しが、 椽柱に 靠れ て、 物 


を も 言は ず 勞れ たる 彼の 氣 色を 左 瞻右視 て、 

「貴方 大變 にお 顔色が お 惡いぢ や 御座いません か。」 

貫 一は 此 言に 力を も 得た らん やうに、 萎え 頹れ たる 身を 始て搖 りつ。 

「然 うかね。」 

「あら、 然 うかね ぢや 御座いません ょ、 奈何 あそばした のです OJ 
「別に 奈何 も爲 はせん けれど、 何だか 恁う氣 が閉ぢ て、 惺然せ ん ねえ。」 

「惺然 あそばせょ。 麥酒 でも 召 上りません か、 ねえ、 然う被 成い まし。」 

I ■麥酒 かい、 餘り 飲みた くもない ね。」 

r 貴方 そんな 事を 有 仰らずに、 まあ 召 上つ て 御覽な さい まし。 折角 私が 冷して 置きました 
のです から。」 

r それは 狹山 君が 歸 つて 來て飮 むの だら う 0 」 


(7 州〕 


- 「何で 御座います つて ?! 」 

「いや、 常談ぢ やない、 然うな の だら う。」 

* な た ビィル  い た r 

I 狹山 は、 貴方 麥酒な んぞを 戴ける 今の 身分ぢ や 御座いません です 0 」 

R んな  かた  せ 

I 那樣に 堅く 爲ん でも 可い？、 内の人ち やない か。 もつ と 氣樂に 居て くれなくて は 困る。」 
お 靜は 些と淚 含みし： m を 拭 ひて、 

「此上 の 氣樂が 有つて 耐る もの ぢや 御座いません 〇」  „ 

「けれども 冇物だ から、 所 好なら 飮ん でもら はう、 お前さん も！^ くの だら う。」 

わたくし * ひて 

一は あ、 私 も お 相手を 致します から、 一盃召 上り ましょ。 氷を 取りに 5* りまして _ 夏 蜜 

柑で も剝 きませ う - 林檎 も 御座います •<}; 0 」  、 

f お m さ. ん飮 まん か L? . 

私 も 戴きます とも。 一 


C  729) 


ひ £り 


2) . 9 つ L や  いや 

■ぢや 見て 被 居る Q です か。 不 好です ょ。 馬鹿* 


€  か • 


「いや、 お前さん 獨で 。」 

r 貴方の 前で 私が 獨で 戴く ので 御座います か。 而 して 貴方は？」 

「私は 飮 まん。 j 

、しい！ まあ 何でも 可い から、 左 も 右 も 

^ き  そこ 2> . b つ L や 

一 盃召 上る と贫？ いまし ょね、 PS 今 に 持つ て參 ります から、 其處に 被 居い まし。」 

ら5 ひ  も 4 r b みょ  こん ; 1 て  か れ g- h 感. »  ) 

M 軽に 走り 行きし が、 程無く 卷敗 と共に ».. せる 品々 を、 見好げ に獻 立して‘ 彼の 前に 碑ぶ わ 

ば、 獲に ぎの が 鉛し き 變に霧 ■銳を ぎら ろ： のぎ も ぁらず、 晕捨 難き 

心地 もして、 コッブを 聪 ¢1 れば 、お 靜は慣 れし 手元に 噴 溢る ▲ばかり 酌して、 


ぐう  それ 


ふた ひ. •> 


「さあ、 呷と 其を 召 上れ。」 

貫 一は 期齡デ 記して、 先 O E: へり。 林檎を 剝き 居る ぉ靜 は、. 手早く 二片ば 'か. り. ^ きて 
「はい、 お 肴を。」  ‘ 


(73。） 


「まあ、 一盃 上げ やう。 J 

T まあ、 貴方 ！ い ▲え、 可け ません よ〇些 とお 顔に 出る まで 二三 盃續 けて 召 上れよ 〇  , 
すると 幾らか お氣が 霧れ ますから 0 」 

「那 樣に飮 ん 、たら 倒れて 了 ふ。」  . 
「お倒れな すたつ て宜い ぢや 御座いません か。 本 當に今 日は 不把な 1 :懿ビ で 被 居る から、 
それが 葱う 消えて 了 ふやう に、 奮發 して 召 上り ましよ OJ 
彼は 覺えず 薄 笑して、 

「藥だ つて 然うは 利かん さ。」  ノ 

「奈何 あそばした ので 御座います。 何處ぞ 術 殿が お惡 いのなら、 又 無理に 召 上る のは 可う 
御座いません から 〇」 

「體は 始 終 惡いの /: から、 今更 驚き も爲ん が . . . ち や、 もう 一盃 飲まう か Lf 
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I へ，) お 1';> 。あム、-餘りお見事ちや御座いませんか0」 

「旯亊 でも 可かん のかい。」 

「い、 え お 見事は 結構な のです けれど、 餘り又 j! 頂戴 . あ ▲恐 入ります 〇」 

「いや、 J て 見る と、 人間と 云 ふ ものは 不思議な 者 だ、 今迄 ^ ル靜 の、 實に 何の 綠も 

4、 フ  务：じ 0 ず->、  P 

無いお前さん方か、惩して家に來て、狹山君は那して|1勸な人だし、お前さんは «, しく世 

J  )  ろも^ ^ JJ •ン t> 、 

話を して くれる、 私は 決して 他人の やうな 心 持は 爲ん ね。 それは 如何なる 事 tt5 が 有つ て 傲： 

4> 、 «?) す， 一) <2r f 

う 成つ たに も爲 ょ、 那 裏で 逢は なければ、 £ の 誰 だか お P 制ら すに T^ つた 教が 、急に 
一處に 成つ て、 a 方が 奈何' たと か、 私が 傲 だと か、 . や、 不思議 だ！  か、 まあ、 

か；  か-  つきあ ひ. 〇  , 

澈らず 一生 恁して お 附合を 爲た いと 思 ふ。 けれど、 私は 高利 貸' た。 世間から 鬼か坨 の やう 

1 {i ^ ん ir ^ 

に 謂れて、 此上も 無く 擯斥され て 居る 高利 貸 だ。 お前さん 方 も « の 高利 貸の 世話に 成つ て 

, 〇 念み 九 

居られる のは、 餘 .り榮 でも 無く、 然ぞ心 苦しく 思つ て 居られる だら う、 と 私ょ 察して 音る 0 
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い— 


ひ だ、 


のみ f す、 人 G 盖を § て？、 秦 のが 震の 高利 貸が、 ^ も 聲も 

た ミ いく  だ いじ  、ら こ 

無ぃ者に、設ひ幾らでも、それほど大事の金をぉぃそれと出して、又觀ジで引取って世話 


おそろし 


を爲 ろと $ には、 何 か 邱恐い下心でもぁつて"それも靈震^:%で恩を|せるのだら 
ぅと、 内心 ぢや 甚麽 にも 無氣 味に 思つ て 居られる 事 だら ぅと 其れ も 私は 察して 居る。 さ 

あ、 コップを 空けて 返して 下さい 〇」 

;  \  \一 

「召 上ります の？ 一 
「飲む。」 

酒 紀 は 稍楸の 耐^ A n り。 

「お 靜？ んは 奈何 思 ふね。」 • 

わたくしども もぐ W 

「私共は 共は 固ょり 命の 無い 處を貴 方の •お蔭 ばかりで 助つ て 居ります ので 御室い ます か 

^^4 ■一 

ら 、私共の 體は 貴方の 物 も 同然、 御用に 立ちます 事なら、 SI 配 こで も $ して お ®? ひ 下さ、 
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まし。 狹山も 那樣に 申して 居ります 0 J 

「忝ない。 然し、 私は 天 引 三 割の 三月 縛 1 云 ふ 躍% を 貸して 暴い 稼を 爲て 居る の だから、 
何も人に恩などを被辻て、其を種に錢儲を爲るやうな、廻り迀い事を爲る必用は、まあ無 
いの だ。 だから どうそ 決して 那麽 懸念は 爲て 下さるな。 又 私の 了簡では、 元々 些の醉 興で 
二人の 世話を 爲るの だから、 究竟 そちらの 身 さへ 立つ たら、 それで 私の 念は 屆 ■いたので、 
其 念が 屆い たら、 もう剩 錢を 貰は うとは 思は んのだ 。と 言つ たら ば、 情無い 事には、 私の 
家業 ti から、 鬼 か 念佛 でも 言 ふやう に、 お前さん 方は パ 思ょ 怪く思 ふか も 知れん - いや、 

為 つ ミ さ 

屹度然う思つて居られるには違無い。殘念なものだ！」 

彼は 長 HT1 し、 

f それ も 惡木の 蔭に 居る から ' fi ! 」 

「貴方、 決して 私共が 那樣 事を 夢に だつ て 思 ひは 致しません けれども、 那樣に 有 仰い ます 
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なら K 力 私 井の 致しました 事 力 お 氣に障 り まし -r- ので 御座いませう 〇麽云 ふ 何も 存じ ま 
せん 粗才 者の 事で 御座います から」 

「いふ、 . 〇」 

「い、 え、 私は 始終 言 はれて 居ります 狹 OJ: に！ 5 みませんで すから、 どうぞ 行 届きません 听 

> ■6、 I 

/I*  I 

「い、 や、 然云ふ 意味で 言つ たのでは ない。 今のは 私の 愚痴 だから、 然う氣 に 懸けて くれ 
ては 甚だ 困る。」 

「ついに 那樣 事を 有 仰つ た 事の 無い #, 方が、 今日に 限つ て 今の やうに 有卬 ると、 日頃 私共 
に 御 不足が お 有な すつ て、」 

わる  、 

「いや、 惡 かつた。 私が 惡 かつた。 なか-^ 不足 どころ か、 お前さん 方が 際 獻 •く 實に善 

しんみ 

く氣を 着けて、 親身の やうに 世話して くれる のを、 私は 何ょり 嬉しく 思つ T § る。 ^ 0d K 


した 通り、 私は 身 寄 も 友達 も 無い と 謂つ て、 可い くら ゐの獨 法師の 體だ から、 氣分が 惡 くう 

て も、 誰 一人 藥を飮 めと 言つ て くれる 者は 無し、 何 彼に 就けて 其が 心細い の だ。 然云ふ 私 2 

、  C 

に、 繫いで 居る から 酒で も飮 めと、 無理に も勸 めて くれる 其の 深切は、 枯木に 花の晚 くや 
うな 心 持が、 いえ、 嘘で も 何でも無い。 さあ、 噓でな い 信に 一獻 差す から、. 其 積で 受けて 
もら* V6 う。 一 

「は あ、 是非 戴かして 下さい まし。」 
f あ.^、 もう 是には 無い。」 

「無ければ 噓 た >  ので 御座いませう。」 

「未 f.: 半 打の 上 有る かり、 他を 皆 注いで 了は う 0 
「可 ラ ございま すね。」 

貧 •一が 老婢を 喚ぶ 時、 お靜は 逸早く 起ち 行きけ り。 


わ2ぅ ft & fc !/> も  てん 

話頭は 酒を 更む ると 與に轉 じて、 

し ゆ じん  つら  ふ ^ 1 、 ば 

一 それは まあ 考 へて 見れば、 隨分 主人の 面で も、 友達の 面で も、 踏躑 つて、 取る 事に 於て 

I こょ齡 が 

)v  /knnrc^A 


さか ひ 


は 見界な しの 高利 貸が、 如何に 虫の 居所が 善 かつた からと 云つ て、 人の 難儀— 

まう とも I それを 見 かねる 風ぢ やない のが、/ 何で 那麽格 にも 無い 氣 前を 見せた の 乎と、 
是は不 審を 立てられる のが 當 1C。 

けれども、ねえ、いづれ其譯が解る日も有らうし、又私といふ者が術ぞふ人間であるかと 
云 ふ 事 も、 今に 必ず 解ら うと 思 ふ。 其が 解り さへ したら、 此 上人の 十 人 や 二十 人、 私の 初 
金の ^ 丈は 助け やうが、 惠まう が、！ \ も怪む 事は 無い の だ。 傲 5V ふと 何 か 酷く 傲が る やう 
で、 聞 辛い か 知らん けれど、 是は仏 歡ぬ !^ 全く獻齡の無い所をお話するのだ0 
いや 然う考 込まれて は 困る。 陰氣に 成つ て^ > かんから、 話は もう Ms に爲う 〇耐 しても っと 


3 


飲み 給へ、 3 あ。」 

「い、 え、 どうぞ お 話を お 聞せ なすつ て 下さい まし。」 

「肴に 成る やうな 話なら 可い がね 〇」 

「始終 狹 山と も然う 申して 居る ので 御座います けれど、 旦那 樣は御 病身と 云 ふ 程で も 無い 
やうに お 見受 申します のに、 いつも 恁う御 元氣が 無くて、 お險じ いお M 面 ばかりな すつ て 
被 居る のは、 何 云 ふ もの， か 知らん と、 陰ながら 御 心配 申して 居る ので 御座います が、」 
「これで お前 3ん方が來てくれて、內が賑かに成つた丈、私も.舊から見ると餘程元氣には 
成つ たの だ。」 

「でも 其より 御 元氣が お 有な さらな かつたら、 まあ 甚麽 でせ う。」 

「死んで 居る やうな 者？ 0 J 
r 奈何 あそばした ので 御座いま すね。 j 
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「やはり 病氣さ OJ 

「何 云 ふ 御 病氣な ので。」  . 
r 鬱ぐ のが 病氣で 困る ょ。」 

「何 爲て然 ぅお 鬱ぎ あそばす ので 御座います 〇」 

貫 一は 自ら 嘲りて 苦しげ に ®? へり 0 
「究竟 病 氣の所 貧な の だね 〇」 

「ですから 何 云 ふ 御 病氣な のです ょ OJ 
「どぅも 鬱ぐの だ。 | 

、か 

「解らない ぢや 御座いません か！ 鬱ぐ のが 病氣だ と 柏 ^ ろから、 何 爲てお 鬱ぎ 遊す のです 
と 申せば、 憲で彎 ぐ G だつ て、 それ 軍^! まで 行つ たつて、 同じ 事ぢゃ 御座いま •せし 
か。」 


f うむ、％ うだ。 J 

「うむ、 然うだ ぢや ありません、 緊りな さい ましよ OJ 
r あ、、 もう 醉 つて 来た。」 

「あれ、 未だ お 醉ひに 成 〇 ては 可け ません。 お 橫に 成る と 御寐に 成る から、 お起きな すつ 
て 居らつ しやい まし。 さあ、 貴方。」 

お 靜は 寄りて、 彼の 肘 杖に 橫は n る 背後より 扶起せ ば、 爲ん 無げ に 柱に 倚りて、 女の 方を 

'見返りつ、、  - ■  -  -  ■-  - 

「此を 富 山 唯繼に 見せて 遣りたい！ j 

「あ ▲、舍 して 下さい まし T •名を 聞いても ^ 然とす るので すから Lf 
「名を 聞いても 慄然 とする？ 然う 、大きに 然うだ 。けれど 又考 へて 見れば、 彼に 罪が 有る 
譯‘で も 無い の' たから、 然して 僧む にも 當 らんの’ た。」 
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r え'  些の太 好かない ばかりです！ j  . 

「それ ぢや餘 り 差は んぢや ，ないか OJ 

あんな ヤ r >? つち 

「那麽 奴は 那箇だ つて 可い ん でさ。 第一 活 きて 居る のが 間違つて 居る 位の ものです。 

本常に 1||: 問には不好な奴ばか0多いのですけれど、貴方、何7^1ふ者で 1> う。三千何百萬と 
か、 四千 萬と か、 何でも 太した 人數が 居る の ぢや 御座いません か、 それならもう 少し 氣 0 

P い  でつく {X 、 o i  う 

禾いた 、肌合の 好い、 嬉しい 人に 撞見 しさうな もの だと 思 ひまず のに、； 一向 お 目に 懸〇ま 
せんが、 ねえ。」  •  • 
「然 う、 然う 、然 う！」 

「而し て 富 山兒た やうな、 那麽 奴. がま あ紛々 ゃ然 と 居て、 #? 粗！ j をが て 衍 くので すから、 そ 
れです から、 一日 だつ て 世の中が 無事な 日と 云つ ち や 有りは 致しません、 纪 M5 したら 那麽 40 . 
に も氣 障に、 太 好かな く、 厭味たら しく 生れ!： くので せう 〇一  C 


「おう <、 富山唯繼散々だ。」 

「あ ▲、もう 那麽 奴の 話を する のは 馬鹿々々 しいから、 貴方 舍 しませうよ。 J 
「それ ぢや恁 云 ふ 話が 有る。」 

「は あ。」 

rt 衝 男と 女と では、' たね、 那箇が 情 合 於 深い 者 だら う 乎 0 J 
「あら、 何爲で 御座います 〇」 

「まあ、 何爲 でも、 お前さんは 奈何 思 ふ OJ 
「それは、 貴方、 女の 方が 甚麽に 情が、 j 
「深いと 云 ふの かね OJ 
「は あ。」 

「信に ならん ね OJ  • 
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「へえ、 信に ならない 證據 でも 御座います か ,0 一 
「成程、 お前さんは 別 かも 知れん けれど、」 

’I > •  •  .  ‘，  -  *い 

「可う 御座います ょ！」 

「い、 え、 世間の 女は 然でな いやう だ。 それと 云 ふの が、 女と 云 ふ 者は# が 淺い からして 

一 

、，つ  やす 

奈何しても 氣が 移り 易い、 是 から 心が 動く - 不實 を不實 とも 思は ん やうな 了簡 も 出る 0 

だ。」  - 

「それは もう 女は 淺渉な 者に 極つ て 居ます けれと、 氣 •か 移る の 何のと 云 ふのは、 侬 樣本當 
に 惚れて 居ない からです。 心底から 惚れて 居たら、 些も氣 の 移る 所は 無 いぢ や、 御座いま 
せんか。 善く 女の 一念と 云 ふ 事を 申します けれど" 思 窮めます と、 男ょりは 女の 方が 餘訊 
夢中に 成つ て 了 ひます とも。」 

?7い  ^  5  わる i' 

r 大きに 然云ふ 事は 有る。 然し、 本 當に惚 れんのは、 奈何 だら う、 fe* が 非い の 乎、 それと 


も 男の 方が 非い の 乎。」 

「大變 難しく 成りました のね、 然で すね、 それは ^ 箇ヂが 1 1 い 事 も 有り ませう、 又女队 ¢1 


分に も 由り ますけ れ ど 

VT J  し 


いちがい 


S L 


槪に 女と 云つ たつて、 一つは 齢に 在る ので 御座いま すね 〇」 
r は あ、 齡に 在る と 云 ふと？」 

「私共の 商賣の 者は 善く 然ぅ 申します が、 女の 惚れる には、 が 傲に、 纪齡 に、 isf 齡と r ? 
三樣 有って、 見 惚と云 ふと、 些と 見た所で 惚込ん で 了 ふので、 是は 十五 六の銳 11 在る 


た r きれい ご w  い  象 る  す  あ 3: 

事で、 唯 奇麗事で ありさへ すれば 可い のです から、 全で 酸い も 甘い も あつた 者ぢや ない の 


はたち 


です。 それから、 十七 八から 廿そ 


わか 


の處は 、少し 解つ て來 て、 生 意氣に 成ります から 


-  なりおつ 

顔の 好い の や扮裝 の奇な のなん ぞには 餘り迷 ひません。 氣惚と 云つ て、 樣子が 好い とか、 


そんな 


氣合が 嬉しい とか、 何とか 那樣處 に 目を 着ける ので 御座います ね。 です けれど、 未だ- 
猶且 浮氣な ので、 此人も 好い が、 又 那人 も萬更 でな かつたり なん ぞ して、 @九 竟お E の时か 
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ら惚れ 6 と 云 ふの ち やない のです 。何でも 二十 三 四から に 成らなくて は、 心底から 惚？， る 

あぢ 

と 云 ふ 事は 無い さうて。 それからが 本當の 味が 出る © だと か 申します が、 那樣 もの かも 知 

n a -t  まが  ，_ わ 

れ ません ょ" 此齡に 成れば、 曲り なりに も 自分の 了簡 も据 り、 世の中の 事も麟 つて 居る と 
§ た T な 勘定です が、 いくら 奴で も 辦うく—；^に遣つちや居られるもの 
ぢや ありません、 其 處は 何と無く 深厚と して 來る のが 人情です わ。 窓うな れば 貴方、 十、 

か 九 人 まては 滅多に 氣が 移る © 心が 變る のと 云 ふやうな 事は 有りは 致しません 。あの 「 #? 

い 切掛け 島 田の 中は」 と 云 ふ 唄の 文句の ®! 惚れた、 がいた と 云 つても、 部い 內は露 し 
たつて 心が 一人前に 成つ て 居ない のです から、 fl Ja? それだけで、 か 対の 無い ものです。 と 
言つ て、 ぉ婆さんに 成つ てから、 やい® やい の 言れ た 日には、 駆 ^ は W P じすね。」 

ぉ 靜は 一笑して n  ! フを 擧げぬ 〇貫 一は 取 け 組 デて、 5D 

V' -:- 〆  P  :  -  一  4 

r B に而 fl かつた。 見惚 に氣惚 に底惚 か〇齡 に 在る と 云 ふのは、 是は 大きに 然 うだ 〇齡 こ a 


在る*  •確に 在る やぅ だ！」 

一 太 相 感心な すつ て 被 居るぢ や 御座いません か。」 

「大きに 感心した。 j 

r ぢや屹 度胸に 中る 事が お 有な さるので 御座いま すね 0J  - 
「は、 は i は S は。 何 爲〇」 

一で も 感心 あそばし 方が 凡で 御座いません もの 0 」 

「は ▲はふは i は。 愈ょ 面白い 〇」 

「あら、 然な ので 御座います か 0 」 •  . 

「は产 は ▲は、。 然なの とは 奈何な の？」 

「まあ、 然なの です ね。」 

彼は 故に ®. れ る 0? を凝し 1 、貫一の醉ひて赤く、笑ひ一、.」 ^: べる面の上に、或者を索むらん 
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やぅに 打 囑ゎ〇 。 

「_た つたら 奈何 かね。 は ▲は ▲は 、OJ 

•  % 

「あら、 それ ぢや 愈ょ辦 F ので 御座います か* 


ゐ らし 


「よ ^ よ、 よ 
*  /%  /k  (  i  L 

rk けません ょ、 笑つ てば かり 被 居つ たつて 

「-Hi  ま Jb よ ^ OI 
- mwrt  n%  H  し 

三 九 


惜  く  もな き^!' は 有り 候 ものに て、 はや 其ょり 4:f 日に 相 成 候へ ども、 猶日每 に 心苦しく 相 成 

A S みれん  さ  IX 

候 やぅに * ^ ぇ 候の みに て、 今以 つて 此 世を 去らず 候へは 未練の 程、 御つ もらせ も然ぞ かし 747 
と、 口 一日し くも 御 恥し ぅ存上 參らせ 候。 御前 樣には 追々 暑に 向 ひ 候へ ば、 いつも 夏 まけに 


て 御惱み 被 成 候 事と て、 此頃は 如何に 御 暮し被 遊 候 やと Y ん御 案じ 申 上 參らせ 候。 

私事 人々 の 手前 も 有 之 候 故、 儀 ばかりに 醫 # にも 撒り 候へ ども， もとょり 藥な どは ® C0 み も 743 

ぐ/. 

致？ す 皆 ft 捨て 申 # 。 御存じの 此の 疾ば 決して 書物の 中には 載せて 在る まじく 存 1^ を、 醫 
者は 譯無 く、 ヒス テリ ー と 申 候。 是も ヒス テリ It 申 候；^ は. il き y よ不 存申蒺 へど も、 自 
分には廣き世問に比無き病の外の病とも思居り候ものを、さゃぅに *? _れ」)る名を附ナら 


ひ ねん 


れ候 は、 身に 取りて 誠に <無念 に 御座 候 < 

晝の中は頭重く、胸閉ぢ、1齡離しく、何を致候も大儀にて、別けて人に會ひ候於 ^| く、 
誰にも一切口を利き不_、唯獨り !1? 觀り居り候て、戲しく時の戀ち候中に、此命の,ぇず 
些づ 、弱り 候て 最後に 近く 相 成 候が、 自 から 知れ 候 やぅに も 覺ぇ申 候 0 
夜に 入り 候て は 又 氣分變 り、 胸の 內俄口 姬 W と 相 成、 なか <睡 り 居り 候 St は 無 之、 か 
▲る 折に 人は 如何 やぅの 事を 孝へ 候 ものと 思 召 被 成 候 や、 又 其 人 私に 候は f 何と 可 有 之 候 


每夜寢 もせず 明し ま ゐらせ 候。 

然り ながら、 何程 思 續け候 とても、 水を ® I めて 愈よ かれ 候に g しき 露の 募り 候の 
みに て、 いつ 此責を 兔 y  ▲ともなく 存へ 候は！！ 弱；^ 女の 身には^!^ ^ノ\刃|繼れ事に御座虔。 

If L -  こ 

猶 々此の^?- う S 苦しき 思を 致 候て 惜む に！^ らぬ 命の 早く 形 付き 不 中る やうに も 候よ、 y 、 、 

つ そ 自害 致 陵て なりと 潔く 相 果て 候が M! に 愈と 街 ^; き 候へ ば、 萬 一の 場合には、^^ うの 
事 (: も 可 致と、 覺悟 極め ま ゐらせ 候 0 

さま^/- に 諦め* & 候へ ども、 此の 一事は 迪 も田遂 ち 111 く 候へ ば、 私 相 果て 候 迄 ニユ是 巷々 

い  か ^ 

々、一度 如何 fe? も 推して 御 S もじ 相 願 〇 可 申と 此 頃は 1 其 事® み 一心に 考へ 居り 申 

候‘ よ 4 仰 厚き _ は 、恶湯 ザ 變をも 拜み候 やうに、 申 候 s、 f て も 此の ^ 

一念の 力なら ば、 決して Mt はぬ 願に も M- i: M? T' 剪 矿らせ 候。 C7 


咋日は 見舞が てらに 本宅の 御母樣 參られ 候。 是は 一つは 唯繼事 近頃 不機嫌に て、 とかく 內 750 

C 

そ ミ  あそ  ょ  5 はさ  しん :^ い ¢> 5: り 

を 外に 遊び あるき 居り 候處 、兩 三日 前の 新聞に 善から ぬ 噂 出で 候ょり、 心配 G 餘樣子 見に 

つ  - x/l\  た r つぐ  ^  5  fc  5  ひつき や t ひち 

來られ候次第にて、其事に就き私へ懇々の意見にて、唯繼の放蕩致候は、畢竟內为ぉもし 

たれ  f  ミ 〇 か 

ろからぬ 故と、 日頃の 事 一々 誰が 告げ 候に や 可 恥し き 迄に 皆 知れ 候て、 此後 は ^ 分 心を 用 


ひ 美 も 


'  <L  あいそ  v'i 

ゐ くれ 候 やうに と 被 申 候。 私事 其 節 一思 ひに 不法の 事を 申 掛け、 愛想を 盡 され 候 やうに 致 


つか 


しう ^ め 


ひや. 


し、 離緣の 沙汰に も 相 成 候は、 y、 誠に 此上 無き 幸と 存 付き 候へ ども、 此姑 と申険 人は、 評 


» ん 


扫んか 仁 


こ！^ 


なさけ 


§  がた 


判の 心掛 善き 御 方に て" 殊に 私を ば 娘の やぅに 思 ひ、 日頃の 厚き 情は 海山に も喩へ 難き ほ 
どに 候へ ば、 なか ノ  \辭を 返し 候 段に ては 無 之、 心 弱し とは 思 0 ながら、 涙の 零れ 候 ばか 
りに て、 無據 身の 不束を も 詫び 申 候 次第に 御座 候。 此命 御前 樣に 捨て 候 ものに 無 御座 候は 
V、 外には 此人の 爲に 捨て 申 可く と存 候。 此の 御 方を 母と し、 御前 樣を 夫と 致 候て、 暮し 


候 氓 も 相 叶 ひ 候は ヴ 、私は 土 問に 寐ね 、蓆を 絡 ひ 候ても 其樂 みは 然ぞや と、 常に 及ばぬ 事 
を戀 しく S 居り ま ゐらせ 膜。 私事 相 果て 候は ビ、 他人に て眞に 悲み くれ 候は、 此 世に 此の 
御 方 一人に 御座 あるべ く、 第一に 然や うの 人を 欺き、 然や うの 情を 餘 所に 致 候 私は、 如何 
なる 罰を 受け 候 事 かと、 悲しく <存 候に、 はや 1« ましき！^ «T は 知れた る 事に 候へ ば 外に 
私 の顆の 障と も 相成不 申 やと、 始終 心に 懸り 居り 申 候。 

思へ ば、 人の 巾 候 ほど 死ぬ る 事は 可 恐し きものに 無 御座 候。 私は 今が今 此 儘に 息 引取り 候 
はく 何ょりの 仕 合と 存參ら せ 候、 唯 後に 遺り 候 f 達の 歎 y 思 ひ、 又 我 身 生れ 一 も 無く、 

此 [t G 緣薄 く、 かやう に 今 在る 形 も 直に 消えて 此筆 、此硯 、此 指環、 此の 燈も此 酎！ P も、 

此夜 も此夏 も、 此の 蚊の 聲 も、 四 園の 物は 皆 永く 殘り 候に、 私獨り tj きものに 相 成 候て、 
人には 草花の 枯れた る ほどに も 思 はれ 候は ぬ#? などを 考へ 候へ ば m す 返す 情無く 相 成 候 50 
て、 心ならぬ 未練 も 出で 申 候。  C 
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